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本書について

QuarkXPress®の資料を最初から最後まですべて読む必要はありません。本書を使用し
て簡単に必要な情報を調べながら、作業を進めてください。

想定される前提条件

本書では、ユーザーがコンピュータの操作に慣れていると同時に、下記の操作方法を理
解していることを想定しています。

• アプリケーションの起動

• ファイルを開く、保存する、閉じる

• メニュー、ダイアログボックス、およびパレットの使用

• ネットワークで接続されたコンピュータ環境での作業

• マウス、キーボードコマンド、および修飾キーの使用

これらの操作に関する情報が必要な場合は、ご使用のコンピュータに付属のマニュアル
や他のリソースを確認してください。

ヘルプが必要な場合の参照先

初めてQuarkXPressをご使用になる場合、またはある機能について調べる場合は、下記
のリソースを参照してください。

• QuarkXPressのガイド

• QuarkXPressのヘルプ

• サードパーティの出版物

• DTPに関する一般的な出版物

たとえば、ファイルの保存、ファイルの移動、フォントのアクティブ化など、問題がシ
ステムレベルの場合は、ご使用のコンピュータに付属されているマニュアルを参照して
ください。
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表記規則

本書では、ユーザーが必要な情報をすばやく見つけることができるように、表記規則を
使用して重要な情報を強調表示しています。

• ボールド体：ダイアログボックス、フィールド、およびその他のコントロールの名前は
すべてボールド体で表記されています。例：「OKをクリックします。」

• 注釈：機能の説明では、括弧内の注釈でそれらの機能の場所が分かるようになっていま
す。例：「検索／置換ダイアログボックス（編集メニュー）でテキストを置換できま
す。」

• 矢印：矢印（>）は機能へアクセスするためのメニューパスを示すもので、頻繁に使用さ
れます。例：「編集 > スタイルシートを選択して、スタイルシートダイアログボックス
を表示します。」

• アイコン：多くのツールやボタンは、ツールチップで表示される名前で説明されますが、
ユーザーが見つけやすいようにアイコンで示される場合があります。例：「メジャーパ
レットの ボタンをクリックして、テキストをセンター揃えにします。」

• クロスプラットフォームの問題：このアプリケーションは、異なるオペレーティングシ
ステム間での整合性があります。ただし、ユーザーインターフェイス規則やその他の要
因により、アプリケーションのラベル、ボタン、キーの組み合わせなどについて、
Mac OS®とWindows®間で違いが生じる場合があります。そのような場合は、Mac OS
とWindowsの両方のバージョンが記載されています。両バージョンはスラッシュで区切
られ、Mac OSバージョンが先に記載されます。たとえば、Mac OSバージョンのボタン
の名前が選択で、Windowsバージョンの名前が参照の場合、説明は「選択／参照をク
リックします」となります。プラットフォーム間の違いがより複雑な場合は、ノートや
括弧を使用して説明されます。

技術情報

Quarkは、出版者が組版、色、グループ作業を管理できるように、Mac OSおよび
Windows向けのQuarkXPressを開発しました。QuarkXPressは、独自の組版管理に加
えて、TrueType®、OpenType®、およびUnicode®のサポートなどの、総合的なフォ
ントサポートを提供します。設計者は、PANTONE®（PANTONE MATCHING
SYSTEM®）、Hexachrome®、Trumatch®、Focoltone®、DIC®、およびTOYOを使
用して、ページレイアウトに色を追加できます。

複数のファイルフォーマットでコンテンツの取り込みや書き出しを実行したり、デザイ
ンコンポーネントの他ユーザーとの共有を可能にするQuarkXPressは、出版環境におけ
るグループ作業のハブとして機能します。Microsoft® Word、Microsoft Excel®、
WordPerfect®、Adobe® Illustrator®、Adobe Photoshop®などのアプリケーション
からファイルを取り込むことができます。コンテンツをPostScript®またはAdobe
Acrobat® Reader®用のPDF形式で出力できます。また、QuickTime®、Internet
Explorer®、Safari®、Firefox®、およびNetscape Navigator®で閲覧できるようにファ
イルを書き出すこともできます。Quark Interactive Designer™を使用すると、Flash®

形式でレイアウトを書き出すことができます。Job Jackets®やComposition Zones®な
どの機能を使用すると、複数のユーザーが同じ出版物に対して同時に作業しているとき
でも、仕様を共有して一貫性のある出版物を作成できます。
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QuarkXPressのソフトウェアアーキテクチャにより、ユーザーやソフトウェア開発者が
使用できる出版機能が強化されます。XTensions®のソフトウェア技術を使用して、サー
ドパーティの開発者はQuarkXPressのカスタムモジュールを作成できます。
QuarkXTensions® （Quark® XTensionsソフトウェア）も、特定の出版ニーズに合わ
せたモジュール単位のアプローチを提供します。さらに、Apple®のスクリプト記述言語
であるAppleScript®を使用してスクリプトを記述できれば、多くのQuarkXPressアク
ティビティを自動化できます。
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ユーザーインターフェイス

QuarkXPressユーザーインターフェイスを見ると、使い慣れた、用途が一目で分かるコ
マンドが多いことが分かります。QuarkXPressのメニューとダイアログボックスに慣れ
ると、キーボードコマンドとパレットを使用して、メニューからもアクセスできる機能
に簡単にアクセスできるようになります。

ツール

ツールパレット

ツールパレットには、下記のコントロールがあります。

• アイテム（ボックス、ライン、テキストパス、およびグループ）の選択、移動、サイズ

変更、および形状変更を行うには、アイテムツール を使用します。アイテムツール
が選択されていない場合、Command／Ctrlキーを使用して、一時的にアイテムツール
にアクセスできます。

• テキストボックスを描画し、ボックス内のテキストを使用するには、テキストコンテン

ツツール を使用します。
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•
画像ボックスを描画し、ボックス内の画像を使用するには、画像コンテンツツール を
使用します。

•
テキストボックスをリンクするには、連結ツール を使用します。

•
テキストボックスをリンク解除するには、連結解除ツール を使用します。

•
方形ボックスを作成するには、方形ボックスツール を使用します。正方形ボックス
を描画するには、Shiftキーを押したまま描画してください。

•
楕円形ボックスを作成するには、楕円形ボックスツール を使用します。正円形ボッ
クスを作成するには、Shiftキーを押したまま描画してください。

•
コンポジションゾーンボックスを作成するには、コンポジションゾーンツール を使
用します。

•
星形ボックスを作成するには、星形ツール を使用します。

•
任意の角度を持つ直線の対角線を作成するには、ラインツール を使用します。ライ
ン角度を45度に制限するには、Shiftキーを押したまま描画してください。

•
ベジエラインとベジエボックスを作成するには、ベジエペンツール を使用します。
ライン角度を45度に制限するには、Shiftキーを押したまま描画してください。

•
任意のパスのタイプにポイントを追加するには、ポイント追加ツール を使用します。
コンテンツボックスにポイントを追加すると、コンテンツボックスは自動的にベジエア
イテムに変更されます。

•
任意のパスのタイプからポイントを削除するには、ポイント削除ツール を使用しま
す。

• コーナーポイントを曲線ポイントに、曲線ポイントをコーナーポイントに自動的に変換

するには、ポイント変換ツール を使用します。クリックしてドラッグすることに
よって、ポイントの位置、曲線セグメントの曲線、直線セグメントの位置を変更します。
このツールを選択して、方形ボックスや直線をクリックして、アイテムをベジエボック
スやベジエラインに変換します。

•
1アイテムを別個のパスに切り分けるには、はさみツール を使用します。

• 曲線やポイントを選択して移動または削除できるようにするには、ポイント選択ツール

を使用します。複数のポイントを選択するには、Shiftキーを押しながらクリックし
ます。シンメトリカルポイントにするには、Option／Altキーを押しながらクリックしま
す。
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•
任意の形状を持つラインやボックスを描画するには、フリーハンドラインツール を
使用します。フリーハンドボックスを閉じなければ、ラインは保持されます。フリーハ
ンドボックスを自動的に閉じるには、Option／Altキーを押します。

•
テーブルを作成するには、テーブルツール を使用します。

•
ドキュメント表示の拡大や縮小を行うには、ズームツール を使用します。

•
アクティブレイアウトの位置を変更するには、パンツール を使用します。

ボックスを描画してから、ボックスで行う作業に応じて、テキストコンテンツツール

または画像コンテンツツール を選択します。ボックスコンテンツタイプを宣言するの
に、キーコマンドを使用することもできます。描画中にTキーを押せば画像コンテンツ
を、Rキーを押せばテキストコンテンツを宣言します。

ベジエボックスとベジエラインについての詳細は、「ベジエボックスの作成」および「ベ
ジエラインの作成」を参照してください。

ペンツールを選択しているときにレイアウトをパンするには、Shift+スペースを押して、
クリックアンドドラッグします。

ラインまたはパスにテキストを追加するには、テキストコンテンツツール を選択し
て、ラインまたはパスをダブルクリックします。

コンポジションゾーンについての詳細は、「Composition Zonesアイテムの作成」を参
照してください。

Windowsユーザーは、ツールパレット（ウィンドウメニュー）を垂直方向にも水平方向
にも表示できます。パレットを水平方向に表示するには、Ctrlキーを押しながらタイトル
バーをダブルクリックします。

ツールキーコマンド
アクティブなテキストボックスまたはテキストパスがない場合、下記のキーコマンドを
使用して、ツールをすばやく切り替えられます。

•アイテムツール：V

•テキストコンテンツツール：T（Escapeを押してアクティブなテキストボックスを選択
解除し、別のツールに切り替えることができます）

•テキスト連結ツール：T

•テキスト連結解除ツール：T

•画像コンテンツツール：R

•方形ボックスツール：B

•楕円形ボックスツール：B
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•星形ツール：B

•コンポジションゾーンツール：B

•ラインツール：L

•ベジエペンツール：P

•ポイント追加ツール：P

•ポイント削除ツール：P

•ポイント変換ツール：P

•はさみツール：P

•ポイント選択ツール：P

•フリーハンドラインツール：P

•テーブルツール：G

•ズームツール：Z

•パンツール：X

ウェブツール

ウェブツールパレットでは、ウェブレイアウトの作業ができます。

ウェブツールパレット

ウェブツールパレット（ウェブレイアウトが表示されているときのウィンドウメニュー）
には、以下のコントロールが用意されています。

• 方形イメージマップの「ホットエリア」を作成（および他のイメージマップツールにア

クセス）するには、方形イメージマップツール を使用します。ImageMapXTensions
が読み込まれていると、イメージマップツールが利用できます。

• フォームボックスを作成する（フォームコントロールを含める）には、フォームボック

スツール を使用します。

• エンドユーザーがファイルをWebサーバーに送信するために使用するフィールドとボタ

ンを作成するにはファイル選択ツール を使用します。

• テキストフィールドを作成するには、テキストフィールドツール を使用します。

•
ボタンを作成するには、ボタンツール を使用します。
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•
画像を取り込めるボタンを作成するには、イメージボタンツール を使用します。

•
ドロップダウンメニューを作成するには、ポップアップメニューツール を使用しま
す。

• リストを作成するには、リストボックスツール を使用します。

•
ラジオボタンを作成するには、ラジオボタンツール を使用します。

•
チェックボックスを作成するには、チェックボックスツール を使用します。

• 2ポジションロールオーバーの基点ボックスとターゲットボックスをリンクするには、

ロールオーバー連結ツール を使用します。マウスポインタを基点ボックス上に移動
すると、ターゲットボックスのコンテンツが表示されます。

• 2ポジションロールオーバーの基点ボックスとターゲットボックスをリンク解除するに

は、ロールオーバー連結解除ツール を使用します。

メニュー

下記のトピックは、QuarkXPressで利用できるメニューおよびメニューアイテムを説明
します。

QuarkXPressメニュー（Mac OSのみ）
QuarkXPress for Mac OS Xには、QuarkXPressメニューがあります。このメニュー
には、QuarkXPressとその他のアプリケーションの表示、非表示の切り替え、環境設定
へのアクセス、およびQuarkXPressの終了などの、他のMac OS Xアプリケーションと
同様のコマンドが含まれています。このメニューには、下記のコマンドが含まれます。

•QuarkXPressについて：バージョン番号などのQuarkXPressに関する情報を表示しま
す。

•ライセンスコードを編集：このコマンドを使用して、インストール済みのQuarkXPress
のバリデーションコードを変更できます。このコードを変更することで、QuarkXPress
の無料お試し版バージョン（以前の「評価版」）から全機能バージョンへの変更、ユー
ザーインターフェイスでサポートされる言語の変更、またはQuarkXPressのPlus版への
変更が可能です。

•QuarkXPressライセンスを転送：1台のコンピュータ上でQuarkXPressを非アクティブ
化し、別のコンピュータ上でQuarkXPressをアクティブ化します。QuarkXPressがアク
ティブ化されている場合にのみ利用できます。

•QuarkXPressのアクティブ化：コンピュータでQuarkXPressをアクティブ化します。
QuarkXPressがデモモードで実行されている場合にのみ利用できます。

•アップデートを確認：QuarkXPressのアップデートを確認します。

•Quarkアップデートの設定：自動アップデートの設定を行います。

•環境設定：デフォルトの値と設定を指定します。詳細は、「環境設定」を参照してくだ
さい。

•QuarkXPressの終了：このコマンドでアプリケーションを終了します。
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ファイルメニュー
ファイルメニューでは、作成、開く、印刷、および保存などの複数の方法で電子ファイ
ルを操作できます。このメニューには、下記のコマンドが含まれます。

•新規：新規サブメニューのオプションを選択して、プロジェクトを作成します。チケッ
トから新規プロジェクト作成を選択すると、プロジェクトを作成できるジョブチケット
を選択できます。また、このサブメニューを使用して、新しいライブラリおよびブック
を作成できます。

•開く：プロジェクトファイルを開きます。

•閉じる：アクティブなプロジェクトを閉じます。

•保存：アクティブなプロジェクトを保存します。

•新規保存：アクティブなプロジェクトのコピーを保存します。

•復帰：アクティブなプロジェクトを最後に保存された状態に戻します。

•取り込み：このコマンドを使用して、テキストボックスにテキストを取り込むか、画像
ボックスに画像を取り込みます。

•テキスト保存：アクティブなテキストボックスのコンテンツを別のファイルとして保存
します。

•画像の保存：このサブメニューを使用して、選択した画像を別のファイルとして保存す
るか、レイアウトのすべての画像を別のファイルとして保存します。

•追加：別のファイルからのスタイルシート、カラー、レイアウト、およびさまざまなそ
の他の種類のリソースを追加します。

•書き出し：レイアウトを別のファイルの種類またはバージョンとして保存します。

QuarkXPress 9.1以降で保存されたファイルは、直接QuarkXPress 9.0で開くことはで
きません。ただし、ファイル > 書き出し > プロジェクトとしてレイアウトを書き出しコ
マンドを使用して、QuarkXPress 9.0のフォーマットでプロジェクトを書き出すことが
できます。

•出力ファイルの収集：1つのフォルダにファイル、出力レポート、および選択されたリ
ソースをコピーします。

•グループ作業設定：プロジェクトのリンク、共有、および共有リソースの更新頻度を制
御します。

•ジョブジャケット：このサブメニューを使用して、レイアウトの作成および検査に関す
る仕様とルールへのアクセス、ジョブジャケットファイルへのプロジェクトのリンク、
ジョブチケットの設定、およびレイアウトの評価を行います。

•印刷：アクティブなファイルを印刷します。

•ジョブを出力：ジョブの出力に関する出力仕様にアクセスします。出力仕様は、出力の
「スタイルシート」として捉うことができます。

•終了 （Windowsのみ）：アプリケーションを終了します。

編集メニュー
編集メニューには、下記のコマンドがあります。

•取り消し：最後のアクションを取り消します。
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•やり直し：取り消されたアクションをやり直します。

•カット：選択されたコンテンツをカットします。

•コピー：選択されたコンテンツをクリップボードにコピーします。

•ペースト：クリップボード上のコンテンツをアクティブなページにペーストします。

•フォーマットなしでペースト：クリップボード上のコンテンツをプレーンテキストとし
て貼り付けます。

•同位置にペースト：複製またはコピーされたアイテムをアクティブなページ上のコピー
元と同じ場所にペーストします。

•形式を選択して貼り付け （Windowsのみ）：Microsoft Windows Object Linking
and Embedding（OLE）機能を使用して、オブジェクトをドキュメントに貼り付ける方
法を選択できます。

•クリア／削除：アクティブなコンテンツを削除します。

•すべて選択：アクティブなボックスまたはテキストパスのすべてのコンテンツを選択し
ます。

•リンク （Windowsのみ） ：リンクオブジェクトを更新できます。

•オブジェクト（Windowsのみ）：選択された画像ボックスに含まれる埋め込みまたは
リンクオブジェクトを使用できます。

•オブジェクト挿入 （Windowsのみ）：サーバーアプリケーションを使用してオブジェ
クトを作成するか、既存のファイルを取得できます。

•クリップボード表示：クリップボードのコンテンツを表示します。

•検索／置換：検索／置換パレットを表示します。このパレットでは、コンテンツ、フォー
マット、または両方をベースにテキストの検索と置換を行えます。

•アイテム検索／置換：アイテム検索／置換パレットを表示および隠します。

•環境設定 （Windowsのみ）：デフォルトの値と設定を指定します。詳細は、「環境設
定」を参照してください。

•スタイルシート：スタイルシートの定義を追加、編集、および削除します。詳細は、「ス
タイルシートの使用」を参照してください。

•条件付きスタイル：条件付きスタイルを追加、編集、および削除します。詳細は、「条
件付きスタイルの使用」を参照してください。

•カラー：カラーの定義を追加、編集、および削除します。詳細は、「カラーの使用」を
参照してください。

•H&J：H&J（ハイフネーション＆ジャスティフィケーション）の定義を追加、編集、お
よび削除します。H&Jを使用して、テキストの分割を制御できます。詳細は、「ハイフ
ネーション＆ジャスティフィケーションの制御」を参照してください。

•リスト：リストの定義を追加、編集、および削除します。リスト機能は、コンテンツお
よびその他のリストされたコンテンツの種類のテーブルを自動的に生成するツールです。
詳細は、「リストの使用」を参照してください。

•ダッシュ＆ストライプ：カスタムラインパターンを追加、編集、および削除します。

•ぶら下がり文字：カスタムぶら下がり文字の定義を追加、編集、および削除します。詳
細は、「ぶら下がり文字の使用」を参照してください。
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•箇条書き記号、箇条書き自動番号およびアウトラインスタイル：箇条書き記号、箇条書
き自動番号、アウトラインスタイルを追加、編集、および削除します。詳細は、「箇条
書きおよび番号付きリスト」を参照してください。

•出力スタイル：出力スタイルの定義を追加、編集、および削除します。出力スタイルで
は、異なる出力オプションを簡単に切り替えることができます。詳細は、「出力スタイ
ルの使用」を参照してください。

•表示言語 （多言語版のみ）：ユーザーインターフェイスの言語を変更します。

•コールアウトスタイル：コールアウトスタイルを追加、編集、および削除します。詳細
は、「コールアウトの使用」を参照してください。

•カラーのセットアップ：ソースおよび出力セットアップの設定にアクセスし、設定しま
す。

•グリッドスタイル：テキストコンポーネントに適用できる印刷以外のデザイングリッド
のパターンを追加、編集、および削除します。詳細は、「デザイングリッドの使用」を
参照してください。

•ハイパーリンク：URL、アンカー、およびページのリンクを含むハイパーリンクを追加、
編集、および削除します。

•変数 （インタラクティブレイアウトのみ）：インタラクティブアイテムの変数を定義し
ます。

•インタラクティブメニュー （インタラクティブレイアウトのみ）：インタラクティブレ
イアウトのメニューを作成します。

•アンダーラインスタイル：アンダーラインスタイルにアクセスし、設定します。

•メニュー （ウェブレイアウトのみ）：ウェブレイアウトで使用されるナビゲーションメ
ニューなどのリストを作成し、管理します。

•メタタグ （ウェブレイアウトのみ）：メタ情報にアクセスし、設定します。メタ情報に
は、検索エンジンによるディスカバリおよびその他の目的のために、ページに関する情
報を提供するキーワードおよび設定内容などが含まれます。

•CSSフォントファミリー （ウェブレイアウトのみ）：カスケーディングスタイルシート
（CSS）のフォントファミリーを作成し、オリジナルフォントをユーザーが使用できな
い場合に、ウェブページを表示するために使用するフォントを決定します。

•カスケーディングメニュー （ウェブレイアウトのみ）：エンドユーザーがマウスポイン
タをオブジェクト上に移動するときに表示されるアイテムの階層リストを作成します。
カスケーディングメニューでは、特定のアイテムにマウスポインタを移動するまでメ
ニューアイテムが「非表示」になるため、ウェブデザインを簡略化できます。

•アイテムスタイル：アイテムスタイルパレット（ウィンドウメニュー）を使用して、
QuarkXPressアイテムに適用できるアイテム定義を追加、編集、および削除します。

スタイルメニュー
スタイルメニューは、テキストボックス、画像ボックス、またはラインがアクティブか
どうかによって変化します。

テキストのスタイルメニュー
テキストのスタイルメニューには、文字属性と段落フォーマットを指定するためのコマ
ンドが含まれます。このメニューには、下記のコマンドが含まれます。
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•フォント：選択したテキストのフォントを変更できます。

•サイズ：選択したテキストのサイズを変更できます。

•文字飾り：選択したテキストにボールド、イタリック、またはアンダーラインなどの文
字飾りを適用できます。

•大文字／小文字の変更：選択したテキストを大文字、小文字、またはタイトル文字に変
更できます。

•カラー：選択したテキストのカラーを変更できます。

•シェード：適用したカラーの色調を設定できます。

•不透明度：選択したテキストの透明度を制御できます。

•文字の変形：選択したテキストを水平方向、または垂直方向に伸張できます。

•カーニング／トラッキング：テキスト挿入ポイントが2文字の間にある場合、カーニング
値で、文字間隔を制御できます。テキストが選択されている場合は、トラッキングで、
選択したすべての文字間の間隔を制御できます。

•ベースラインシフト：ライン間隔を変更することなく、ベースラインを基準にテキスト
を上下に移動できます。

•文字設定：選択したテキストの文字フォーマットのあらゆる側面を制御できる文字属性
ダイアログボックスが表示されます。

•文字スタイルシート：選択したテキストに、文字スタイルシートを適用できます。

•テキストのボックス化：テキストを、選択した文字のような形状をしたベジエ画像ボッ
クスに変換できます。

•行揃え：アクティブな段落を、左、右、または中央に揃えられます。選択した段落の両
端揃え、または強制両端揃えも実行できます。

•行送り：選択した段落のライン間隔を変更できます。

•フォーマット：選択したテキストの段落フォーマットのあらゆる側面を制御できる段落
設定ダイアログボックスが表示されます。

•タブ：選択した段落のタブストップを設定できます。

•段落罫線：選択した段落上下に自動ラインを作成できます。

•段落スタイルシート：選択したテキストに、段落スタイルシートを適用できます。

•スタイルシートの更新：適用されているスタイルシートへのローカルな変更を基にして、
文字や段落のスタイルシート定義を更新できます。

•水平フリップ：選択したテキストを水平方向にフリップします。

•垂直フリップ：選択したテキストを垂直方向にフリップします。

•ハイパーリンク：ハイパーリンク、ページリンク、またはアンカーを変更して、選択し
たテキストに適用できます。

•アンカー：選択したテキストのアンカーを作成または変更できます。

•アンダーラインスタイル：アンダーラインスタイルを変更して、選択したテキストに適
用できます。

28 | QUARKXPRESS 9.5.1ガイド

ユーザーインターフェイス



画像のスタイルメニュー
画像のスタイルメニューには、画像をフォーマットして編集するためのコマンドが含ま
れます。このメニューには、下記のコマンドがあります。

•カラー：選択したグレイスケールや1ビット画像にカラーを適用します。

•シェード：適用したカラーの強度を設定できます。

•不透明度：選択した画像の透明度を制御できます。

•反転／ネガ：選択した画像に、ネガまたは反転効果を適用します。CMYK画像を選択し
た場合のコマンド名はネガです。

•ハーフトーン：選択したグレイスケール画像にハーフトーン画面パターンを適用できま
す。

•水平フリップ：選択した画像を水平方向にフリップします。

•垂直フリップ：選択した画像を垂直方向にフリップします。

•画像を中央に配置：選択した画像を、その画像ボックスの中央に配置します。

•画像をボックスに合わせる：画像ボックスに合わせて、選択した画像を水平方向または
垂直方向に拡大または縮小します。

•画像をボックスに合わせる（縦横比を保持）：画像ボックスに合わせて、選択した画像
を縦横の比率を保ちながら拡大または縮小します。

•ボックスを画像に合わせる：選択した画像のサイズに合うように、画像ボックスを拡大
または縮小します。

•ハイパーリンク：ハイパーリンク、ページリンク、またはアンカーを変更して、選択し
た画像またはボックスに適用できます。

•アンカー：選択した画像またはボックスのアンカーを作成または変更できます。

•画像効果：選択した画像に対して、画像の調整とフィルタを適用できるサブメニューが
表示されます。

ラインのスタイルメニュー
ラインのスタイルメニューには、以下のコマンドが含まれます。

•ラインの種類：選択したラインにラインのスタイルを適用できます。

•矢印の先端：選択したラインに矢印の先端スタイルを適用できます。

•幅：選択したラインの幅を調整できます。

•カラー：選択したラインのカラーを変更できます。

•シェード：適用したカラーの強度を設定できます。

•不透明度：選択したラインの透明度を制御できます。

•ハイパーリンク：ハイパーリンク、ページリンク、またはアンカーを変更して、選択し
たラインに適用できます。

•アンカー：選択したラインのアンカーを作成または変更できます。
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アイテムメニュー
アイテムメニューには、アイテム属性、位置、グループ化、共有、その他を制御するた
めのコマンドがあります。

•設定：アイテムのカラー、シェード、位置、サイズ、フレーム、回り込み、クリッピン
グパスなどの総合的なコントロールのセットにアクセスできます。

•フレーム：アイテムの幅、スタイル、カラー、および不透明度などのフレーム属性を指
定できます。

•回り込み：テキストが画像または画像ボックスの内部や外部に入り込んだり、または画
像や画像ボックスを通すように指定できます。

•クリッピング：特定アイテムのクリッピングタイプを選択して、クリッピングタイプの
距離を制御できます。

•複製：アイテムとアイテムのコンテンツのコピーを作成できます。

•連続複製：アクティブなアイテムを複数回、指定した位置に複製できます。

•高性能連続複製：アクティブなアイテムを複数回複製して、複製の縮小率、回転、およ
びシェードを指定できます。

•削除：選択したアイテムとアイテムのコンテンツを削除できます。

•グループ：複数のアクティブなアイテム（ライン、ボックス、テキストパス、テーブル、
およびその他のグループ）を1つのグループにまとめられます。

•グループ解除：1つのグループをコンポーネントアイテムまたはグループに分割します。

•制限：アイテムが制限されている境界を越えて移動できないように、アイテムを制限で
きます。

•ロック：アイテムの位置やコンテンツをロックすることによって、アイテムとアイテム
のコンテンツを不用意に変更してしまうことを防ぎます。

•融合：選択したアイテムをさまざまな方法で融合します。

•分割：重なりがない図形を含むボックス、図形内にある図形を含むボックス、または自
身と交差するボーダーを含むボックス（図8）を分割できます。

•ひとつ後ろへ（Windowsのみ）：アイテムをページやレイヤーのスタック順序で1レベ
ル後ろに移動します。

•背面へ送る：アイテムをページやレイヤーの一番後ろに移動します。Mac OSの場合、
ひとつ後ろへコマンドを使用するには、背面へ送るを選択する前にOptionを押してくだ
さい。

•ひとつ前へ（Windowsのみ）：アイテムをページやレイヤーのスタック順序で1レベル
前に移動します。

•前面へ出す：アイテムをページやレイヤーの一番前に移動します。Mac OSの場合、ひ
とつ前へコマンドを使用するには、前面へ出すを選択する前にOptionを押してくださ
い。

•複数アイテムの配置：選択したアイテムを、アイテム同士が均等になるように、あるい
はページまたはスプレッドに対して均等になるように配置できます。

•図形：アクティブなアイテムの図形を変更できます。

•コンテンツ：アイテムのコンテンツタイプを変更できます。
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•編集する：アイテムの図形、回り込み、またはクリッピングパスを変更できます。

•共有：アイテムの共有プロパティにアクセスして、テキスト、画像、ボックス、ライン、
およびコンポジションゾーンなどのコンテンツの同期または再利用を行えます。

•同期の解除：アイテムの他の使用（または同期属性）に影響を与えることなく、アイテ
ムの単一インスタンスの同期を削除します。

•ポイント／セグメントの種類：アイテムのポイントやセグメントの種類を変更すること
で、ポイント、曲線ハンドル、およびラインセグメントを操作できます。

•ドロップシャドウ：アイテムのドロップシャドウを適用または変更できます。

•コールアウトアンカー：コールアウトアンカーとコールアウトを設定できます。詳細は、
「コールアウトの使用」を参照してください。

•コンポジションゾーン：コンポジションゾーンを作成または変更できます。

•デジタルパブリッシング：Blio、ePub、App Studioの各フォーマットでデジタルパブ
リッシング用アイテムを設定できます。詳細は、「電子書籍」および『A Guide to App
Studio』を参照してください。

•表示解像度：画像のプレビューを高解像度、または低解像度に設定できます。

•全ホットエリアを削除（ウェブレイアウトのみ）：ハイパーリンクとして機能する、画
像のイメージマップ指定を削除します。

•カスケーディングメニュー（ウェブレイアウトのみ）：画像として書き出されるように
指定されているアイテムに、カスケーディングメニューを適用できます。

•基本ロールオーバー（ウェブレイアウトのみ）：マウスポインタをロールオーバーボッ
クス上に移動すると画像が変化するよう、アイテムに基本ロールオーバーを適用できま
す。

• 2ポジションロールオーバー（ウェブレイアウトのみ）：マウスポインタをロールオー
バーボックス上に移動すると、1つまたは複数のボックス内の画像が変化するように、ア
イテムに2ポジションロールオーバーを適用できます。

ページメニュー
ページメニューには、ページを挿入、削除、移動し、ガイド、グリッド、および選択し
たオブジェクトを使用し、ページ間を移動するためのコマンドなどがあります。

•挿入：新規ページを追加できます。

•削除：ページを削除できます。

•移動：ページを別の場所に移動できます。

•マスターガイド&グリッド：ページガイドの配置を変更して、マスターページ上のグリッ
ドをデザインできます。

•ページプロパティ（ウェブレイアウトのみ）：ウェブレイアウトのページプロパティを
変更できます。

•セクション：レイアウトや、レイアウトのページ範囲での採番方法を変更できます。

•前ページへ：前のページに移動します。

•次のページへ：次のページに移動します。

•先頭のページへ：最初のページに移動します。
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•最後のページへ：最後のページに移動します。

•ページ指定：特定ページに移動できます。

•ディスプレイ：ページやマスターページを表示できます。

•HTMLプレビュー（ウェブレイアウトのみ）：HTMLプレビューを生成して、ウェブブ
ラウザに表示します。

• SWFプレビュー（インタラクティブレイアウトのみ）：プレビューを生成して、ウェブ
ブラウザに表示します。

レイアウトメニュー
レイアウトメニューには、レイアウトを使用し、レイアウトに移動するためのコマンド
があります。

•新規：新規レイアウトを追加できます。

•複製：1つのレイアウトを複製し、そのアイテムとコンテンツを別のレイアウトにコピー
できます。

•削除：レイアウトを削除できます。

•レイアウト仕様の新規作成／編集：レイアウトのジョブジャケットプロパティを作成ま
たは編集できます。

•レイアウトプロパティ：名前、タイプ、およびサイズなどのレイアウトプロパティを変
更できます。

•詳細レイアウトプロパティ：レイアウトの共有プロパティを変更できます。

• eBookのメタデータ：eBook向けに書き出すためのレイアウトに、メタデータを適用で
きます。詳細は、「eBookのメタデータの使用」を参照してください。

•ページをリフロービューに追加：リフローアーティクルにページを追加できます。詳細
は、「リフロービューの使用」を参照してください。

•前のレイアウトへ：現在のレイアウトの前にアクティブであったレイアウトタブをアク
ティブにします。

•次のレイアウトへ：アクティブなレイアウトのすぐ右に位置するレイアウトタブをアク
ティブにします。

•先頭のレイアウトへ：一番左のレイアウトタブをアクティブにします。

•最後のレイアウトへ：一番右のレイアウトタブをアクティブにします。

•レイアウト指定：特定レイアウトをアクティブにし、サブメニューでそのレイアウトを
選択できます。

テーブルメニュー
テーブルメニューには、行と列のテーブルへの追加、テーブル属性の変更、テーブルの
変換などを行うコマンドがあります。

•挿入：行や列をテーブルに追加できます。

•選択：行や列のパターン、またはその他のテーブル要素を選択できます。これによって、
1行おきにシェードを適用するなど、別のフォーマットを簡単に適用できるようになりま
す。
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•削除：テーブルから選択内容を削除できます。

•セルを統合：行全体や列全体など、隣接するテーブルセルで構成される長方形の選択範
囲を単一セルに統合します。

•テーブル分割：別の位置にテーブルの続きを表示します。テーブル分割は、テーブルが2
つのリンクしたテーブルに分割されるまでの最大サイズです。

•各テーブルを作成：継続テーブル間の連結を分割し、各テーブルを完全に独立させます。
こうすることで、テーブルの一部を変更しても、継続する全テーブルに影響が及ばなく
なります。

•ヘッダーとして連続複製：ヘッダー行がテーブルの継続インスタンスで自動的に繰り返
されるように指定できます。

•フッターとして連続複製：フッター行がテーブルの継続インスタンスで自動的に繰り返
されるように指定できます。

•テキストのテーブル変換：テキストボックスに既に取り込まれている、または入力され
ているテキストをテーブルに変換します。これは、情報がどのように列と行に分割され
るかが分かるように区切られているテキストの場合に最適です。

•テーブル変換：テーブルにある情報を、テキストまたは関連ボックスのグループに変換
できます。現在のデータを簡単に書き出す場合や、またはQuarkXPressの以前のバージョ
ンでサポートされていない機能を含むドキュメントを保存する場合に、テーブルを変換
します。

•テキストセルをリンク：テキストボックスとテキストパスをリンクするのと同じように、
テーブルセルを互いにリンクさせます。リンクされたセルに入力、取り込み、またはペー
ストされているテキストが最初のテキストセルに入力され、次にリンクされている後続
のセルのフローします。

•ジオメトリを保持：行または列を挿入、削除するときに、テーブルの幅と高さが変化し
ないようにすることができます。

表示メニュー
表示メニューには、ドキュメントを表示し、メニューアイテムのチェック時に画面に表
示される対象を指定するためのオプションが用意されています。このメニューには、下
記のコマンドが含まれます。

•全体表示：レイアウトウィンドウのページ全体に合わせるように、ビューを自動的にサ
イズ調整します。

• 50%：レイアウトビューを50%に拡大します。

• 75%：レイアウトビューを75%に拡大します。

•実寸表示：レイアウトビューを100%で表示します。

• 200%：レイアウトビューを200%に拡大します。

•サムネール：プロジェクト間で並び替えてコピーできる、各ページの縮小版を表示しま
す。

•ガイド：マージンガイド、ボックスのアウトライン、空の画像ボックスの「X」パター
ン、およびルーラーガイドなど、アイテムをページに配置するのに使用する印刷されな
うラインを表示します。
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•ページグリッド：アクティブなレイアウトページの基となるマスターページ用に定義さ
れている、印刷されないグリッドラインを表示します。

•テキストボックスのグリッド：テキストボックスに適用される印刷されないグリッドラ
インを表示します。

•ガイドへの吸着：アイテムをすばやくガイドに整列させることによって、最近接のガイ
ドにアイテムを吸着させることができます。

•ページグリッドへの吸着：アイテムをページグリッドに整列させることによって、最近
接のガイドにアイテムを吸着させることができます。

•ルーラー：ルーラーを表示します。そのルーラーを使用して、レイアウトウィンドウの
左上端、または右上端に沿ってアイテムとガイドを配置できます。

•ルーラー方向：レイアウトウィンドウの左上端、または右上端にページルーラーを配置
できます。

•特殊キャラクタ：テキストのスペース、タブ、段落復帰など、編集可能で印刷されない
文字を表示します。

•ビジュアルインジケータ：ハイパーリンクおよびロールオーバーなど、印刷されない要
素のインジケータを表示します。

•トリムビュー：ページの境界を越えて広がるアイテムを切抜いてトリムを実行した場合
の、ページの外観をシミュレートします。環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress
／編集 > 環境設定）のディスプレイペインでこのアイテムを選択したときに表示される
ペーストボードのカラーを制御できます。

•出力しない要素を隠す： 設定ダイアログボックスのボックス、ライン、画像、またはレ
イアウトペインで出力しないボックスがオンになっているアイテムをすべて非表示にし
ます。また、属性ダイアログボックスで出力しないがオンになっているレイヤーも非表
示にします。さらに、このオプションで、ハイパーリンクのアンダーライン、ハイパー
リンクのアンカー、索引マーカ、テキストのオーバーフロー記号も非表示にできます。

•出力のプルーフ：別メディアに出力する場合や、別の印刷方法用にレイアウトの見栄え
をプレビューできます。このディスプレイシミュレーションは、ソフトプルーフ用途に
は十分に正確です。

•リフロービュー：このレイアウトのリフロービューがある場合、表示されます。詳細は、
「リフロービューの使用」を参照してください。

•高解像度プレビュー表示：画像ファイルの高解像度を使用して、画面に高解像度画像を
表示します。ピクシレーションなしに画像を拡大、縮小できます。

•ストーリーエディタ：アクティブストーリーをストーリーエディタ表示で表示します。
詳細は、「ストーリーエディタ表示の使用」を参照してください。

補助メニュー
補助メニューには、下記のコマンドがあります。

•英文スペルチェック：このサブメニューを使用すると英文スペルチェックパレットが表
示され、単語、選択したテキスト、ストーリー、レイアウト、またはレイアウト内のす
べてのマスターページのスペルチェックを行います。

•ユーザー辞書：スペルチェックに使用するユーザー辞書を指定できます。

•ユーザー辞書の編集：アクティブなレイアウトに関連付けられているユーザー辞書を編
集できます。
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•単語数と文字数：単語数と文字数ダイアログボックスが表示されます。

•文字を挿入：特殊な改行ありスペースと改行なしスペースを含む、特殊文字を簡単に挿
入できます。

•標準ハイフン：テキスト挿入ポイントを含む単語の標準ハイフンを表示します。

•例外ハイフン：アクティブなアーティクルで、特定の単語のハイフンの有無とその方法
を指定できます。

•ジョブジャケットマネジャー：ジョブジャケットマネジャーダイアログボックスが表示
されます。

•使用状況：App Studioレイアウトで使用されているフォント、画像、QuarkVista効果、
カラープロファイル、テーブル、コンポジションゾーン、アセットと、Blioインタラク
ティブ機能で使用されているアセットの状況を表示および更新できます。複数の移動さ
れたデジタルファイルを、使用状況ダイアログでまとめて更新できるようになりました。

•XTensionsマネジャー：アプリケーション起動時に、どのXTensionsモジュールを読み
込むかを制御できます。

•フォントマッピング：プロジェクトから要求されたフォントがコンピュータにインストー
ルされていない場合に、そのフォントを新しいフォントで代替するためのルールを作成
して編集できます。

•コンポーネント状況：必須ソフトウェアコンポーネントの状況を表示できます。

• PPDマネジャー：印刷ダイアログボックスに、どのPostScript Printer Descriptionファ
イル（PPD）を読み込むかを制御できます。

•ドイツ語（新正書法）使用：スペルチェックにドイツ語（新正書法）辞書を使用するか
どうかを制御できます。

•プロジェクト言語の変換：特定の文字言語を使用するアクティブなアーティクル内の文
字すべてを異なる文字言語に変換できます。

•プロファイルマネジャー：アプリケーション起動時に、どのカラープロファイルを読み
込むかを制御できます。

•クローナー：クローナーダイアログボックスが表示されます。詳細は、「 クローナー
XTensionsソフトウェア」を参照してください。

•イメージグリッド：イメージグリッドダイアログボックスが表示されます。詳細は、「
イメージグリッドXTensionsソフトウェア」を参照してください。

•索引作成：索引パレットのコンテンツから索引を作成します。

• Jabber：アクティブなテキストボックスにランダムなテキストを生成して、実際のコン
テンツがない場合でも、テキストがどのようにフローしてスタイル設定されるかをプレ
ビューできます。

•トラッキングの編集：インストールされたフォントのトラッキングを制御できます。

•カーニングエディタ：インストールされたフォントのカーニングを制御できます。

•リンクスター：リンクスターダイアログボックスが表示されます。詳細は、「 リンクス
ターXTensionsソフトウェア」を参照してください。

•シェイプメーカー：シェイプメーカーダイアログボックスが表示されます。詳細は、「
シェイプメーカーXTensionsソフトウェア」を参照してください。
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•手動カーニングをクリア：文字間に適用されている全手動カーニングを削除したり、カー
ニングペアからカーニングを削除できます。

•ラインチェック：サブメニューを使用して、ウィドウ、オーファン、正しく両端揃えさ
れていないライン、ハイフンで終わるライン、およびオーバーフローの状況を見つける
ことができます。

•旧アンダーラインの変換：QuarkXPress 3.x（Stars & Stripes）フォーマットのアク
ティブなテキストチェーンにある全アンダーラインを、Type Tricksフォーマットに変換
します。

•テキストのオーバーフロー：テキストのオーバーフローを含むテキストボックスを特定
するテキストのオーバーフローウィンドウが表示されます。

•アイテムスタイルの使用状況：適用されているアイテムスタイルを表示および更新でき
ます。

•ライセンスのチェックアウト／ライセンスのチェックイン：QuarkLicenseAdministrator
（QLA）とともに使用するアプリケーションがインストールされている場合にのみ表示
されます。ライセンスのチェックインとチェックアウトができます。

ウィンドウメニュー
ウィンドウメニューで、開いているウィンドウとパレットの画面表示を制御できます。
このメニューには、下記のコマンドが含まれます。

•新規ウィンドウ：新しいウィンドウにアクティブなプロジェクトが表示されます。各ウィ
ンドウにそのプロジェクトの別の部分を表示できます。

•ウィンドウ分割：プロジェクトウィンドウを2つの部分に分割します。ウィンドウの各部
分にそのプロジェクトの別の部分を表示できます。

•全て前面へ（Mac OSのみ）：開いているすべてのウィンドウを配置して表示します。

•カスケード（Windowsのみ）：各プロジェクトのメニューバー部分のみが表示されるよ
うに、複数の開いているプロジェクトを重ねて表示します。

•タイル（Mac OSのみ）：開いているすべてのウィンドウを画面に合わせて水平方向に
並べます。

•上下に並べて表示（Windowsのみ）：開いているすべてのウィンドウを画面に合わせて
水平方向に並べます。

•スタック（Mac OSのみ）：各プロジェクトのメニューバー部分のみが表示されるよう
に、複数の開いているプロジェクトを重ねて表示します。

•左右に並べて表示（Windowsのみ）：開いているすべてのウィンドウを画面に合わせて
垂直方向に並べます。

•アイコン整列（Windowsのみ）：すべてのアクティブなプロジェクトを最小化します。

•全て閉じる（Windowsのみ）：すべてのアクティブなプロジェクトを閉じます。

•ツール：ツールパレットの表示、非表示を切り替えます。

•ウェブツール（ウェブレイアウトのみ）：ウェブツールパレットの表示、非表示を切り
替えます。

•メジャーパレット：メジャーパレットの表示、非表示を切り替えます。

•ページレイアウト：ページレイアウトパレットの表示、非表示を切り替えます。
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•スタイルシート：スタイルシートパレットの表示、非表示を切り替えます。

•条件付きスタイル：条件付きスタイルパレットを表示します。詳細は、「条件付きスタ
イルの使用」を参照してください。

•カラー：カラーパレットの表示、非表示を切り替えます。

•共有コンテンツ：共有コンテンツパレットの表示、非表示を切り替えます。

•トラップ：トラップパレットの表示、非表示を切り替えます。

•リスト：リストパレットの表示、非表示を切り替えます。

•Quark AVEインタラクティブ機能：Quark AVEインタラクティブ機能パレットの表
示、非表示を切り替えます。

•HTML5：HTML5パレットの表示、非表示を切り替えます。

•App Studioパブリッシング：App Studioパブリッシングパレットの表示、非表示を
切り替えます。詳細は、『A Guide to App Studio』を参照してください。

•プロファイル情報：プロファイル情報パレットの表示、非表示を切り替えます。

•コールアウトスタイル：コールアウトスタイルパレットを表示します。詳細は、「コー
ルアウトスタイルの使用」を参照してください。

•グリッドスタイル：グリッドスタイルパレットの表示、非表示を切り替えます。

•リフロー用の目次：リフロー用の目次パレットを表示します。詳細は、「ePUB用または
Kindle用の目次の作成」を参照してください。

•リフローのタグ付け：リフローのタグ付けパレットを表示します。詳細は、「リフロー
ビューでのコンテンツの編集」を参照してください。

•字形：字形パレットの表示、非表示を切り替えます。

•ハイパーリンク：ハイパーリンクパレットの表示、非表示を切り替えます。

•索引：索引パレットの表示、非表示を切り替えます。

•インタラクティブ（インタラクティブレイアウトのみ）：インタラクティブパレットの
表示、非表示を切り替えます。

•レイヤー：レイヤーパレットの表示、非表示を切り替えます。

•画像効果：画像効果パレットの表示、非表示を切り替えます。

•ようこそ画面：ようこそ画面を表示します。

•プレースホルダ：プレースホルダパレットの表示、非表示を切り替えます。

•ガイド：ガイドパレットの表示、非表示を切り替えます。

•アイテムスタイル：アイテムスタイルパレットの表示、非表示を切り替えます。

• PSD Import：PSD Importパレットの表示、非表示を切り替えます。

•パレットセット：サブメニューを使用してパレットの配置の保存および取り消しを行い
ます。

•サイズ変更：サイズ変更パレットの表示、非表示を切り替えます。詳細は、「Scale
XTensionsソフトウェア」を参照してください。

また、このメニューには開いているすべてのウィンドウのアイテムが含まれます。これ
らのメニューアイテムを使用して、ウィンドウを簡単に切り替えられます。
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ヘルプメニュー
ヘルプメニューでは、オンラインヘルプにアクセスすることができます。このメニュー
には、下記のコマンドが含まれます。

•ヘルプトピック （Mac OSのみ）：このコマンドを使用して、オンラインヘルプを表示
します。

•コンテンツ （Windowsのみ）：このオプションを使用して、ヘルプウィンドウのコン
テンツタブを表示します。

•検索 （Windowsのみ）：このオプションを使用して、ヘルプウィンドウの検索タブを
表示します。

•索引 （Windowsのみ）：このオプションを使用して、ヘルプウィンドウの索引タブを
表示します。

•QuarkXPressライセンス転送 （Windowsのみ）：このオプションを使用して、ライ
センスを別のコンピュータに転送します。

•QuarkXPressについて （Windowsのみ）：このコマンドを使用して、バージョン番
号などのQuarkXPressに関する情報を表示します。

•ライセンスコードを編集 （Windowsのみ）：このコマンドを使用して、インストール
済みのQuarkXPressのバリデーションコードを変更できます。このコードを変更するこ
とで、QuarkXPressの無料お試し版バージョン（以前の「評価版」）から全機能バージョ
ンへの変更、ユーザーインターフェイスでサポートされる言語の変更、またはQuarkXPress
のPlus版への変更が可能です。

•アップデートを確認（Windowsのみ）：QuarkXPressのアップデートを確認します。

•Quarkアップデートの設定（Windowsのみ）：自動アップデートの設定を行います。

コンテキストメニュー

QuarkXPressは、コンテキストメニューによってさまざまな機能を提供しています。コ
ンテキストメニューを表示するには、テキスト内、画像上、またはパレット上でControl
キー+クリック（Mac OS）または右クリックします。

パレット

パレットを開くには、または表示するには、ウィンドウメニューのパレット名をオンに
します。

パレットを閉じるかまたは開くには、パレットの左上の閉じるボックスをクリックする
か、ウィンドウメニューのパレット名をオフにするか、または適切なキーボードの組み
合わせを使用します。

ツールパレット
ツールパレットで、レイアウトを使用するためのさまざまなツールを簡単に切り替えら
れます。詳細は、「ツール」を参照してください。
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メジャーパレット
Windowメニューのメジャーパレットで、一般的に使用する多くのコントロールをすば
やく編集できます。メジャーパレットにあるオプションは、選択されているツールやア
イテムに応じて変化します。同じタイプの複数アイテム（3つの個別の画像ボックスな
ど）を選択すると、メジャーパレットのコントロールは、選択したアイテムすべてに適
用されます。

メジャーパレットの中央の上に、タブバーが表示されます。

メジャーパレットには、パレットの中央の上にナビゲータタブと呼ばれる、アイコン行
が表示されます。Command+Option+;／Ctrl+Alt+;を押すと、メジャーパレットナビ
ゲータタブ内を左から右に移動できます。Command+Option+,／Ctrl+Alt+,を押すと、
逆方向（右から左）に移動できます。

ナビゲータタブを常に表示するには、メジャーパレットのタイトルバーをControlを押し
ながらクリックするか、または右クリックして、タブバーを常に表示を選択します。ナ
ビゲータタブを常に非表示にするには、メジャーパレットのタイトルバーをControlを押
しながらクリックするか、または右クリックして、常にタブバーを隠すを選択します。
ナビゲータバーをインタラクティブに表示するには、メジャーパレットのタイトルバー
をControlを押しながらクリックするか、または右クリックして、ロールオーバーにタブ
を表示を選択します。

メジャーパレットに表示されるタブの選択は、アクティブであるアイテムによって異な
り、タブの表示はアクティブなアイテムに適合するように変化します。利用できるタブ
を以下に挙げます。

•
クラシックタブ：頻繁に使用するコントロールが表示されます。テキストボック

ス、画像ボックス、ライン、およびテーブルによって表示が変化します。

•
テキストタブ：設定ダイアログボックス（アイテム > 設定）のテキストタブのコ

ントロールが表示されます。

•
フレームタブ：設定ダイアログボックスのフレームタブのコントロールが表示さ

れます。

•
回り込みタブ：設定ダイアログボックスの回り込みタブのコントロールが表示さ

れます。テキストボックス、画像ボックス、およびラインによって表示が変化します。

•
クリッピングタブ：設定ダイアログボックスのクリッピングタブのコントロール

が表示されます。

•
文字タブ：文字属性ダイアログボックス（スタイル > 文字）のコントロールが含

まれます。

•
段落タブ：段落設定ダイアログボックス（アイテム>フォーマット）のフォーマッ

トタブのコントロールが表示されます。
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•
テキストパスタブ：設定ダイアログボックスのテキストパスタブのコントロール

が表示されます。

•
複数アイテムの配置タブ：複数アイテムの配置サブメニュー（アイテム > 複数ア

イテムの配置）のコントロールが表示されます。

•
書き出しタブ：設定ダイアログボックスの書き出しタブのコントロールが含まれ

ます（ウェブレイアウトのみ）。

•
グリッドタブ：設定ダイアログボックスのグリッドタブのコントロールが表示さ

れます（テーブル選択時のみ）。

•
ドロップシャドウタブ：設定ダイアログボックスのドロップシャドウタブのコン

トロールが表示されます。

•
タブタブ：段落設定ダイアログボックスのタブタブのコントロールが表示されま

す。

画像を含む画像ボックスを選択すると、メジャーパレットのクラシックタブで、有効画像

解像度アイコン の隣に、画像の有効解像度が表示されます。実際の画像の解像度を画
像の縮小率で割ったものが有効解像度です。たとえば、実際の画像解像度が100dpiの画
像を取り込み、縮小率を100%から200%に拡大すると、有効解像度は50dpiになりま
す。有効解像度が高くなるほど、再生成される画像の質が高くなります。有効解像度が異
なる複数の画像ボックスを選択すると、有効画像解像度アイコンの隣に数値は表示されま
せん。

ページレイアウトパレット
ページレイアウトパレットには、ページを操作して移動するためのさまざまな機能が用
意されています。
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ページレイアウトパレットで、マスターページとレイアウトページを使用できます。

パレットの一番上の部分で、マスターページを作成、複製、および削除できます。マス
ターページを表示して編集するには、マスターページをダブルクリックします。マスター
ページがアクティブなプロジェクトウィンドウに表示されます。片面のマスターページ
は長方形として表示され、見開きのマスターページは2つの角が折りたたまれた状態で表
示されます。

パレットの一番下の部分で、アクティブなレイアウトのページを移動できます。レイア
ウトページに移動するには、パレットのこの部分をダブルクリックします。

マスターページをレイアウトページに適用するには、マスターページアイコンをレイア
ウトページアイコンにドラッグします。または、パレットでレイアウトページアイコン
を選択してから、Command／Ctrlを押しながらマスターページアイコンをクリックす
ることができます。

スタイルシートパレット
スタイルシートパレット（ウィンドウ > スタイルシート表示）では、スタイルシート名
をクリックして、文字スタイルシートおよび段落スタイルシートを適用できます。この
パレットにある各セクションの一番上にあるボタンで、スタイルシートを作成、編集、
複製、更新、および削除できます。

スタイルシートの横にあるプラス記号は、ローカルフォーマットが適用されていることを
示します。
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スタイルシートパレットで、段落スタイルシートおよび文字スタイルシートを表示して、
適用できます。

条件付きスタイルパレット
条件付きスタイルパレットでは、条件付きスタイルに関する作業ができます。詳細は、
「条件付きスタイルの使用」を参照してください。

カラーパレット
カラーパレットでは、アクティブなプロジェクトに定義されたカラーを表示し、適用す
ることができます。このパレットの上部にあるボタンにより、カラーを作成、編集、削
除できます。

ユーザーは、カラーダイアログボックス（編集 > カラー）を使用して、カラーを作成し
ます。詳細は、「カラーの使用」を参照してください。

カラーパレットでは、カラーの表示および適用を行えます。
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共有コンテンツパレット
共有コンテンツパレットで、共有コンテンツライブラリに格納されているアイテムとコ
ンテンツを使用できます。詳細は、「共有コンテンツの使用」を参照してください。

共有コンテンツパレットで、共有コンテンツライブラリ内のアイテムとコンテンツを使
用できます。

トラップパレット
バージョン9.0から、スプレッドトラップとチョークトラップはサポートされなくなりま
した。トラップパレット（ウィンドウメニュー）で設定したスプレッドおよびチョーク
は、出力時に適用されません。ただし、オーバープリントとノックアウトは適用されま
す。

リストパレット
リストパレットでは、リストの表示や生成を行えます。この機能は、目次などを作成す
る場合に役立ちます。リストダイアログボックス（編集 > リスト）を使用して、リスト
を作成できます。

リスト名ドロップダウンメニューで、アクティブプロジェクトで定義するリストの中か
ら選択できます。また、更新ボタンを使用すると、現在パレットに表示されているリス
トを更新できます。

検索ボタンを使用すると、リストパレットのアイテムを検索できます。また、パレット
で単語や見出しをダブルクリックすると、その単語または見出しに移動できます。

作成ボタンは、アクティブなテキストチェーンにアクティブなリストを挿入するために
使用します。ストーリーに既にリストが存在する場合は、別のコピーを挿入するのでは
なく、そのリストを更新できます。リストのスタイルスタイルシートは、自動的に適用
されます。
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リストパレットでは、目次などを作成することができます。

HTML5パレット
HTML5パレットでは、App Studioの発行物用にムービー、スライドショー、ボタンな
どの作成と設定ができます。詳細は、『A Guide to App Studio』を参照してください。

Quark AVEインタラクティブ機能パレット
QuarkAVEインタラクティブ機能では、ムービー、スライドショー、ボタンなどをプロ
ジェクトの要素に割り当てることができます。詳細は、『A Guide to App Studio』を
参照してください。

アイテム>デジタルパブリッシング>AppStudioインタラクティブ機能を選択すると、
QuarkAVEインタラクティブ機能パレットにフォーカスを切り替えることができます。

プロファイル情報パレット
プロファイル情報パレットで、画像のカラーマネージメント設定を表示して更新できま
す。詳細は、「カラーマネージメント」を参照してください。

プロファイル情報パレットで、画像のカラーマネージメント設定を正確に制御できます。
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コールアウトスタイルパレット
コールアウトスタイルパレットでは、コールアウトスタイルに関する作業ができます。
詳細は、「コールアウトスタイルの使用」を参照してください。

字形パレット
字形パレットでは、コンピュータ上の各フォントのすべての文字に簡単にアクセスする
ことができます。選択したフォントのすべての文字を表示したり、2つ目のドロップダウ
ンメニューのオプションを選択して選択内容を絞り込んだりすることができます。また、
文字をダブルクリックして、ストーリーに文字を追加することもできます。パレットの
下部にある好みのグリフ領域を使用すると、頻繁に使用する文字に簡単にアクセスでき
るように、これらを保存できます。

字形パレットでは、各フォントのすべての文字に簡単にアクセスすることができます。

グリッドスタイルパレット
グリッドスタイルは、グリッドを説明するための設定の名前付きパッケージです。デザ
イングリッドのスタイルシートに該当します。グリッドスタイルをテキストボックスに
適用すると、それらをマスターページグリッドの基礎として使用できます。また、グリッ
ドスタイルを他のグリッドスタイルに基づいて使用することもできます。グリッドスタ
イルはグリッドスタイルパレット（ウィンドウメニュー）に表示されます。詳細は、「グ
リッドスタイルの使用」を参照してください。

グリッドスタイルパレットでは、グリッドスタイルの作成と適用ができます。

Blioの目次パレット
Blioの目次パレットでは、Blio eBookの目次を作成できます。詳細は、「Blio用の目次
の作成」を参照してください。
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リフローのタグ付けパレット
リフローのタグ付けパレットでは、リフロービューでコンテンツにタグ付けを行うこと
ができます。詳細は、「リフロービューの使用」を参照してください。

リフロー用の目次パレット
リフロー用の目次パレットでは、ePUBやKindleの書き出し用の目次を作成できます。詳
細は、「ePUB用またはKindle用の目次の作成」を参照してください。

ハイパーリンクパレット
ハイパーリンクパレットでは、テキストおよび画像にハイパーリンクを適用できます。
印刷レイアウトではもちろんハイパーリンクは機能しませんが、PDFフォーマットでレイ
アウトを書き出したり、HTMLフォーマットでウェブレイアウトを書き出した場合は、
ハイパーリンクは機能します。詳細は、「ハイパーリンク」を参照してください。

ハイパーリンクパレットでは、テキストおよび画像にハイパーリンクを適用できます。

索引パレット
索引パレットで、テキストに索引用タグ付けすることができます。索引作成時（補助 >
索引作成）には、索引パレットで作成したすべてのタグは、カスタマイズ可能な索引に
自動的に変更されます。詳細は、「リストの使用」を参照してください。
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索引パレットで、自動生成される索引に含めるテキストにタグ付することができます。

インタラクティブパレット
インタラクティブパレットでは、インタラクティブレイアウトにインタラクティブ機能
を追加できます。詳細は、「インタラクティブレイアウト」を参照してください。

レイヤーパレット
レイヤーパレットで、レイヤーの作成、レイヤープロパティの編集、レイヤーの表示と
印刷の制御、およびレイヤー間のオブジェクトの移動を行えます。詳細は、「レイヤー
の使用」を参照してください。

レイヤーパレットで、レイヤーとレイヤー上のオブジェクトを使用できます。
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画像効果パレット
画像効果パレットでは、画像にシャープやコントラスト調整などの効果を適用できます。
このパレットは、QuarkVista XTensionsソフトウェアがインストールされている場合に
のみ表示されます。詳細は、「画像効果の使用」を参照してください。

画像効果パレットでは、レイアウトの画像にさまざまな視覚効果を適用できます。

ガイドパレット
ガイドパレットでは、ガイドに関する作業ができます。詳細は、「ガイドパレットの使
用」を参照してください。

アイテムスタイルパレット
アイテムスタイルパレットでは、アイテムスタイルに関する作業ができます。詳細は、
「Item Styles XTensionsソフトウェア」を参照してください。

PSD Import
PSD Importパレットでは、取り込んだPhotoshop（PSD）ファイルの表示を制御でき
ます。詳細は、「PSD画像の使用」を参照してください。

PSD Importパレットでは、取り込んだPhotoshop（PSD）ファイルを操作できます。
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サイズ変更パレット
サイズ変更パレットでは、高度なサイズ変更の操作を実行できます。詳細は、「Scale
XTensionsソフトウェア」を参照してください。

パレットグループおよびパレットセット

QuarkXPressには、パレットグループおよびパレットセットのパレットを管理するため
の2つの機能が用意されています。

パレットグループの使用
パレットグループ機能を使用すると、複数のパレットを1つに連結できます。

このパレットグループは、1つのパレットとしてリンクされたスタイルシート、カラー、
およびリストパレットを表示するため、これらの機能に簡単にアクセスでき、スペース
を節約します。

パレットグループにパレットをリンクするには、パレットグループのタイトルバーを
Controlキー+クリック／右クリックし、オンになっていないパレット名を選択します。
既に表示されているパレットをリンクすると、そのパレットは移動してパレットグルー
プの一部になります。パレットグループからパレットを分離するには、そのパレット名
をControlキー+クリック／右クリックし、［パレット名］を分離を選択します。
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パレットセットの使用
パレットセット機能を使用すると、開いているすべてのパレットおよびライブラリの位
置と状況を保存および無効にできるため、異なるパレット構成を簡単に切り替えること
ができます。

パレットセットを作成するには、最初に、その特定のタスクに必要なすべてのパレット
を表示し、その他のすべてのパレットを隠します。次に、ウィンドウ>パレットセット>
パレットセットの保存を選択してパレットセットの保存ダイアログボックスを表示し、
名前を入力します。また、必要に応じてキーコマンドを割り当てます。

パレットセットを取得するには、ウィンドウ > パレットセット > ［パレットセット名］
を選択するか、キーボードのそのパレットセットの組み合わせを押します。

レイアウトコントロール

プロジェクトを開くと、プロジェクトウィンドウの左下部分から、一部の基本機能にす
ぐにアクセスできます。

レイアウトコントロール

1 ズーム：ズームのパーセンテージを入力するか、ドロップダウンメニューからズーム値
を選択します。

2 ページ番号：ページ番号フィールドにページ番号を入力するか、フィールドの右にある
上向き矢印をクリックすると表示されるページリストからページを選択します。

3 前のページ：前のページに移動します。

4 次のページ：次のページに移動します。

5 マスターページトグル：アクティブなレイアウトページと、そのマスターページ間を行
き来します。

6 分割表示（垂直方向）：上下に分かれた複数ペインでレイアウトを表示します。

7 分割表示（水平方向）：左右に分かれた複数ペインでレイアウトを表示します。

8 書き出し：ファイル > 書き出しを選択すると表示される書き出しオプションと同じオプ
ションが表示されます。

9 プレビュー：書き出し時のウェブレイアウトやインタラクティブレイアウトの見栄えを
プレビューできます。ウェブレイアウトやインタラクティブレイアウトを使用している
場合にのみ利用できます。
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レイアウトにある全ページのサムネールビューを表示するには、ページ番号フィールドの
隣にある上向き矢印をクリックします。Macユーザーは、上矢印をクリックし続けるこ
とで、サムネールを拡大できます。

表示と表示セット

QuarkXPressでは、複数の方法でレイアウトを表示できます。ウィンドウを分割するか
新しいウィンドウを作成すると、2つの異なるレイアウトを表示したり、同じレイアウト
を2つの異なる表示方法で表示したりできます。ストーリーエディタ表示を使用すると、
レイアウトを見る必要がないため、テキストに集中できます。また、表示セット機能を
使用すると、さまざまな表示オプションを作成して、簡単に各表示オプションを切り替
えることができます。

ウィンドウの分割
ウィンドウを複数のペインに分割することによって、1つのプロジェクトで複数のビュー
を同時に表示でき、すべてのペインで変更を同時に表示できます。各ペインで異なる表
示モードを使用したり、リアルタイムに1つのペインで編集を確認しながら他のペインで
更新することもできます。1つのウィンドウ内で水平方向、または垂直方向に複数ビュー
を分割できます。

ウィンドウを分割することによって、同時にさまざまな倍率で作業を表示できます。

ウィンドウを分割するには、下記の3つの方法があります。

•ウィンドウ >ウィンドウ分割 >水平方向またはウィンドウ >ウィンドウ分割 >垂直方向
を選択します。

• スクロールバーの右にある分割バーをクリック（垂直分割の場合）、またはスクロール
バーの一番上にある分割バーをクリック（水平分割の場合）します。
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• プロジェクトウィンドウの一番下にあるレイアウトコントロールバーの分割画面アイコ
ンをクリックします。

ウィンドウが分割されると、分割ペインの間にあるバーをドラッグすることで、分割ペ
インの幅と高さを変更できるようになります。

ウィンドウから分割ペインを削除するには、下記のいずれかの方法を使用します。

•ウィンドウ > ウィンドウ分割 > 全てを消去を選択します。

• 分割バーをウィンドウ側にドラッグします。

ウィンドウの作成
アクティブなプロジェクトを表示する新しいウィンドウを作成するには、ウィンドウ >
新規ウィンドウを選択します。

1つのプロジェクトを表示する複数のウィンドウを開いた状態でプロジェクトを変更し、
それらのウィンドウを閉じようとしても、プロジェクトを表示する最後のウィンドウを閉
じようとするまで、プロジェクトの保存を促すメッセージは表示されません。

ストーリーエディタ表示の使用
ストーリーエディタ表示では、レイアウトを気にせずに、ストーリーのテキストに集中
できます。ストーリーエディタ表示では、すべてのテキストが同じサイズ、同じフォン
トで、ウィンドウ全体にテキストが表示されます。また、ボールドやイタリックのよう
な最も基本的な文字フォーマットのみ表示されます。赤いバックグラウンドは、ストー
リーの最後のテキストボックスまたはパスからテキストがあふれている部分を示してい
ます。

新しいストーリーエディタウィンドウでアクティブストーリーのコンテンツを表示する
には、対象となるストーリーが含まれているボックスまたは行を選択して、表示>ストー
リーエディタを選択します(ストーリーエディタウィンドウをすでに開いている場合は、
選択したアイテムのストーリーがそのウィンドウに表示されます）。

見やすいサイズでテキストの編集時にページ全体の外観を確認するには、ストーリーエ
ディタウィンドウを、同じストーリーを表示しているレイアウトウィンドウの横に配置
します。
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レイアウトビュー（左）でのストーリーと、ストーリーエディタウィンドウ（右）での
ストーリー

表示セット
表示メニューには、レイアウトの表示方法を指定するためのさまざまなオプションがあ
ります。ガイド、グリッド、特殊キャラクタ、ビジュアルインジケータなどの表示や非
表示が可能です（詳細は、「表示メニュー」を参照してください）。表示セット機能を
使用すると、これらの設定をさまざまな組み合わせで保存して呼び出すことができます。
表示セットには下記の設定が保存されています。

•表示 > ガイド

•表示 > ページグリッド

•表示 > テキストボックスのグリッド

•表示 > ルーラー

•表示 > ルーラー方向

•表示 > 特殊キャラクタ

•表示 > ビジュアルインジケータ

•表示 > トリムビュー

•表示 > 出力しない要素を隠す

•表示 > 高解像度プレビュー表示

QuarkXPressには、下記のような複数のデフォルト表示セットが組み込まれています。

•デフォルト：デフォルトの表示オプションのセットです。QuarkXPressを初めて起動し
てレイアウトを作成するときの表示に使用されます。

•出力プレビュー：この表示セットでは、印刷ページに限りなく近いイメージをシミュレー
トできます。ガイド、グリッド、特殊キャラクタ、ビジュアルインジケータが非表示に
なります。表示 > トリムビュー、表示 > 出力しない要素を隠す、表示 > 高解像度プレ
ビュー表示は適用されます。環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集 > 環
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境設定）のディスプレイペインで指定するカラーを使用すると、ペーストボードが表示
されます。

•オーサリング表示：この表示セットでは、ガイド、特殊キャラクタ、ビジュアルインジ
ケータ、ルーラー、高解像度プレビューが表示されます。

表示セットを作成するには、最初に、表示セットに保存する表示オプションのみを有効
にします。次に、表示 > 表示セット > 表示セットとして保存を選択して表示セットとし
て保存ダイアログボックスを表示し、名前を入力します。また、必要に応じてキーコマ
ンドを割り当てます。

表示セットに切り替えるには、下記の操作のいずれかを行ってください。

•表示 > 表示セット > [表示セットの名前]を選択します。

• その表示セット用のキーボードの組み合わせを押します。

•表示セットパレット（表示 > 表示セット > 表示セットの管理）を表示し、パレットにあ
る表示セットの名前をクリックしてから、適用 をクリックします（または、表示セッ
トの名前を直接ダブルクリックします）。

作成済みの表示セットを管理するには、表示 > 表示セット > 表示セットの管理を選択し
ます。表示セットパレットが表示されます。このパレットの上部にあるボタンを使用し

て、選択した表示セットの編集 、適用 、削除 ができます。

表示セットパレット

表示セットはアプリケーションレベルで保存されます。ただし、表示セットを使用してレ
イアウトに適用する表示設定は、そのレイアウトとともに保存されます。
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プロジェクトとレイアウト

QuarkXPressファイルはプロジェクトと呼ばれ、各プロジェクトには1つ以上のレイア
ウトが含まれています。すべてのレイアウトは1つのプロジェクト内に保存され、すべて
のプロジェクトには少なくとも1つのレイアウトがあります。各レイアウトには最大で
2,000ページまで含めることができ、サイズは最大で48"x48"（2ページのスプレッドの
場合は24"x48"）にすることができます。プロジェクトには、レイアウトを無制限に保存
できます。

複数のレイアウトを1つのファイルに保存することができるため、たとえばレターサイズ
とA4レイアウトサイズの文面が同じ手紙など、種類の異なるドキュメント間でコンテン
ツを容易に共有できます。

QuarkXPressプロジェクトには、印刷、ウェブ、およびインタラクティブで成る3種類
のレイアウトを含めることができます。1つのプロジェクトを使用して、印刷、PDF、
SWF、およびHTMLなどのさまざまなメディアのコンテンツを作成できます。

プロジェクトの使用

プロジェクトを作成するには、ファイル > 新規 > プロジェクトを選択します。新規プロ
ジェクトダイアログボックスが表示されます。
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印刷レイアウトタイプ用の新規プロジェクトダイアログボックス

QuarkXPressプロジェクトそれぞれに、少なくとも1つのレイアウトが含まれています。
したがって、プロジェクトを作成するときは、そのファイルのデフォルトのレイアウト
を指定する必要があります。デフォルトのレイアウト名を使用したり、レイアウト名
フィールドにレイアウトの新しい名前を入力したりできます。デフォルトレイアウトの
種類を指定するには、レイアウトタイプドロップダウンメニューから印刷、ウェブ、イ
ンタラクティブ、App Studio、またはePubを選択します。

ウェブレイアウトについての詳細は、「ウェブレイアウト」を参照してください。

インタラクティブレイアウトについての詳細は、「インタラクティブレイアウト」を参
照してください。

App Studioレイアウトの詳細は、『A Guide to App Studio』を参照してください。

ePub書き出し用レイアウトの作成の詳細は、「電子書籍」を参照してください。

デフォルトでは、プロジェクトの各レイアウトのプロジェクトウィンドウ上部にタブが
表示されます。これらのタブが表示されないようにするには、単独レイアウトモードを
オンにします（プロジェクトに引き続きレイアウトを追加できますが、単独レイアウト
モードではなくなります）。

QuarkXPressの各国語版で作成されたプロジェクトは、他の言語版で、編集、印刷、保
存が可能です。使用可能なスペルチェック辞書と自動ハイフンルールはすべて、各国語版
でサポートされています。ただし、CJK固有機能（ルビのテキスト、フォントセット、縦
組み中の文字回転など）を使用しているテキストは、非CJK言語版のQuarkXPressでは
編集できません。
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印刷レイアウトのオプション
ページ領域では、コントロールを使用してデフォルトレイアウトのページサイズと方向
を設定できます。

見開きチェックボックスでは、スプレッドを作成できます。

テキストボックスの自動作成チェックボックスによってレイアウトのデフォルトマスター
ページにテキストボックスを追加できます。

マージンガイドのコントロールを使用してレイアウトのデフォルトマージンを設定でき、
コラムガイド領域では、コントロールを使用してマルチコラムのページをデフォルトで
作成できます。

ウェブレイアウトのオプション
カラー領域では、コントロールを使用してページバックグラウンドおよびハイパーリン
クのデフォルトカラーを設定できます。レイアウト領域では、コントロールを使用して
デフォルトのページ幅を設定し、ページ幅を可変にするかどうかを決定できます。バッ
クグラウンドイメージのコントロールを使用して、画像ファイルをページバックグラウ
ンドとして取り込むことができます。

ウェブレイアウトタイプの新規プロジェクトダイアログボックス

QuarkXPressプロジェクトの保存と命名
初めてQuarkXPressプロジェクトを保存する場合には、新規保存ダイアログボックスが
表示されます。このダイアログボックスを使用して、プロジェクト名、ロケーション、
および種類を指定します。
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QuarkXPressプロジェクトを保存するには、タイプ／タイプとして保存ドロップダウン
メニューからオプションを選択します。

• 変更できるプロジェクトを保存するには、プロジェクトを選択します。

• 読み取り専用プロジェクトを保存するには、プロジェクトテンプレートを選択します。

レイアウトおよびプロジェクトの書き出し
アクティブなプロジェクト内のレイアウトを書き出すには、ファイル > 書き出し > プロ
ジェクトとしてレイアウトを書き出しを選択します。新規保存フィールドに名前を入力
し、保存場所を指定します。

プロジェクトにすべてのレイアウトを書き出すには、レイアウト領域のすべて選択チェッ
クボックスをオンにします。個々のレイアウトを書き出すには、この領域で各レイアウ
トにチェックマークを付けます。

QuarkXPressの以前のバージョンで開くことができるレイアウトを書き出すには、バー
ジョンドロップダウンメニューから、以前のバージョン番号を選択します。

QuarkXPress 8のフォーマットではApp Studioレイアウトに書き出すことはできません
（詳細は、『A Guide to App Studio』を参照してください）。

レイアウトの使用

レイアウト間の移動、およびレイアウトの追加、複製、削除は簡単です。

レイアウト間を移動するには、プロジェクトウィンドウの上部にあるタブを使用します。

アクティブプロジェクトにレイアウトを追加するには、レイアウト>新規を選択するか、
レイアウトタブをクリックしてコンテキストメニューから新規を選択します。

レイアウトを複製するには、複製するレイアウトを表示してからレイアウト > 複製を選
択するか、レイアウトタブのコンテキストメニューから複製を選択します。

レイアウトのプロパティを変更するには、レイアウトを表示してレイアウト > レイアウ
トプロパティを選択するか、レイアウトタブのコンテキストメニューからレイアウトプ
ロパティを選択します。レイアウトプロパティダイアログボックスが表示されます。こ
のダイアログボックスを使用して、プロジェクトのレイアウトタイプを変更できます。
ただし、App Studioのレイアウトタイプへの変更やApp Studioのレイアウトタイプか
らの変更はできません（詳細は、『AGuide toApp Studio』を参照してください）。

レイアウトを削除するには、レイアウトを表示してレイアウト > 削除を選択するか、レ
イアウトタブのコンテキストメニューから削除を選択します。

下記のコマンドを使用すると、結果の出力にはアクティブレイアウトだけが含まれます。

•ファイル > 書き出し > PDF

•ファイル > 書き出し > EPS形式のページ

•ファイル > 書き出し > AVE発行物形式のレイアウト

•ファイル > 書き出し > ePUB形式のリフロー

•ファイル > 書き出し > Kindle形式のリフロー
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•ファイル > 書き出し > Blio eBook形式のレイアウト

•ファイル > 出力ファイルの収集

•ファイル > 印刷

•ファイル > 書き出し > HTML（ウェブレイアウトのみ）

レイヤーを作成および編集すると、アクティブなレイアウトに適用されます。

編集 > 取り消しなどプロジェクトレベルのアクションを実行すると、そのアクションは
すべてのレイアウトの「履歴」の取り消しに追加されます。

補助メニューの英文スペルチェックを実行すると、アクティブレイアウトだけがチェック
されます。

編集メニューの検索／置換機能で検索できるのは、アクティブレイアウトだけです。

プロジェクトレベルリソースとレイアウトレベルリソース
リソースには、プロジェクトレベルで定義されるリソースと、レイアウトレベルで定義
されるリソースがあります。

プロジェクトレベルリソース
プロジェクトレベルリソースは、プロジェクトのすべてのレイアウトで使用することが
でき、使用されるすべてのレイアウトで同じです。プロジェクトレベルリソースには、
アプリケーション環境設定、スタイルシート、カラー、H&J、リスト、ダッシュとスト
ライプ、カスケーディングメニュー（ウェブレイアウトのみ）、メタタグ（ウェブレイ
アウトのみ）、およびメニュー（ウェブレイアウトのみ）などがあります。

作成するすべてのリスト定義はプロジェクト内の任意のレイアウトで使用できますが、リ
ストは、リストを作成するときのアクティブなレイアウトからのみ描画されます。

レイアウトレベルリソース
レイアウトレベルリソースは、プロジェクトのすべてのレイアウトに固有のリソースに
することができます。レイアウトレベルリソースには、下記のリソースがあります。

• レイアウト環境設定（QuarkXPress／編集 > 環境設定 > レイアウトまたはウェブレイ
アウト）

• カーニング設定（補助 > トラッキングの編集）（印刷レイアウトのみ）

• トラッキング設定（補助 > カーニングエディタ）（印刷レイアウトのみ）

• 例外ハイフン（補助 > 例外ハイフン）

• トラップ設定（ウィンドウ > トラップパレット表示）（印刷レイアウトのみ）

• ズーム値
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ガイドの使用

ガイドとは、印刷されないガイドラインのことで、レイアウト上にアイテムおよびテキ
ストを配置するときに役立ちます。ガイドには、ルーラーガイドとコラムおよびマージ
ンガイドの2種類があります。

デザイングリッドも印刷されないガイドラインで、テキストサイズおよび位置に従って
アイテムやテキストを整列させるときに使用できます。

詳細は、「Guide Manager Pro XTensionsソフトウェア」および「デザイングリッド
の理解」を参照してください。

コラムガイドおよびマージンガイド
マージンガイドおよびコラムガイドは、ページの外側のマージンの位置およびコラムの
配置場所を示します。

印刷レイアウトを新たに作成すると、自動的にコラムガイドとマージンガイドが配置さ
れます。各ガイドの位置は、新規プロジェクトダイアログボックス（ファイル > 新規 >
プロジェクト）のコラムガイドフィールドおよびマージンガイドフィールド、または新
規レイアウトダイアログボックス（レイアウト > 新規）で指定できます。

プロジェクトウィンドウにマスターページが表示されると、マスターガイド＆グリッド
ダイアログボックス（ページ > マスターガイド＆グリッド）を使用してコラムガイドお
よびマージンガイドの配置場所を変更できます。新規プロジェクトダイアログボックス
（ファイル > 新規 > プロジェクト）または新規レイアウトダイアログボックス（レイア
ウト>新規）でテキストボックスの自動作成チェックボックスをオンにしている場合は、
マージンガイド領域で指定した値によって、自動作成されるテキストボックスのサイズ
と配置場所が決まります。

コラムガイドおよびマージンガイドの作成については、「マスターページグリッドの設
定」を参照してください。

詳細は、「Guide Manager Pro XTensionsソフトウェア」を参照してください。

ルーラーガイド
ルーラーガイド（または単に「ガイド」）は、手動で配置できる印刷されないガイドラ
インです。縦横揃えルーラー（表示 > ルーラー）からドラッグして、ルーラーガイドを
作成できます。マスターページおよび個々のレイアウトページ上で、ルーラーガイドを
作成できます。

• 水平ルーラーガイドを作成するには、上部ルーラーをクリックします。 ポインタが表示
されたら、ルーラーガイドをページ上の位置にドラッグします。垂直ルーラーガイドを
作成するには、垂直ルーラーをクリックします。 ポインタが表示されたら、ルーラー
ガイドをページ上の位置にドラッグします。ルーラーガイドをドラッグするときにメ
ジャーパレットが開いていると、垂直ルーラーガイドの場合はXフィールドに、水平ルー
ラーガイドの場合はYフィールドに、ガイドの位置が示されます。

• 水平ルーラーガイドの作成時、ルーラーガイドがペーストボード上にあるときにマウス
ボタンを放すと、スプレッドのペーストボードおよび全ページにわたってルーラーガイ
ドが延長されます。水平ルーラーガイドがドキュメントページ上にあるときにマウスボ
タンを放すと、ルーラーガイドはそのページにのみ表示されます。

• ルーラーガイドの位置を変更するには、ルーラーガイドをクリックしてから、ガイドポ
インタが表示されているときに別の位置にドラッグします。また、アイテムツールを選
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択した状態でルーラーガイドをダブルクリックし、GuideManagerProダイアログボッ
クスに新しい位置を入力できます。

• ルーラーガイドを消去するには、ガイドをページ外にドラッグします。

• あるページからすべてのルーラーガイドを消去するには、ページの一部が表示されるま
でスクロールし、Option／Altキーを押しながらガイドをドラッグしてルーラーに戻しま
す。

• スプレッドのペーストボードからすべてのルーラーガイドを消去するには、ペーストボー
ドの一部が表示されるまでスクロールし、Option／Altキーを押しながらルーラーの一部
をクリックします。

「Guide Manager Pro XTensionsソフトウェア」も参照してください。

ガイドへの吸着
QuarkXPressでは、ガイドの近くにアイテムをドラッグするとアイテムが自動的にガイ
ドに揃えられる、いわば「磁場」をガイドの周囲に作ることができます。この機能はガ
イドへの吸着（表示メニュー）と呼ばれ、磁場の幅をガイド吸着距離と呼びます。

QuarkXPressコントロールで吸着を制御するには、表示 >ガイドへの吸着をチェックし
ます。距離を指定するには、QuarkXPress／編集 > 環境設定 > 印刷レイアウト > ガイ
ドとグリッドを選択して、ガイド吸着距離フィールドにピクセル値を入力します。

表示 > ページグリッドへの吸着を選択して、マスターページグリッドにアイテムを揃え
ることもできます。ガイド吸着距離フィールドの値は、マスターページグリッドにも適
用されます。詳細は、「デザイングリッドへのアイテムの吸着」を参照してください。

アクションの取り消しおよびやり直し

編集メニューの取り消しコマンドで、アイテムで実行された最後のアクションを元に戻
します。たとえば、画像ボックスを誤ってカットしてしまった場合、取り消しコマンド
を使用して、画像ボックスをクリップボードからレイアウト内に戻すことができます。
編集メニューのやり直しコマンドで、取り消したアクションを再度実行できます。

最後に実行したアクションを元に戻すには、編集 > 取り消し（Command+Z/Ctrl+Z）
を選択します。メニューアイテムでは、取り消しできるアクションが特定されます。た
とえば、削除の取り消しコマンドは、アイテム > 削除コマンドを使用した後に、編集メ
ニューで使用できます。取り消し機能を使用できない場合は、取り消し不能がグレイの
テキストで表示されます。

アクションを再度実行するには、アクションを取り消した後に、編集 > やり直し
（Command+Shift+Z/Ctrl+Y）を選択します。

QUARKXPRESS 9.5.1ガイド | 61

プロジェクトとレイアウト



ボックス、ライン、およびテーブル

使いやすいページレイアウトを作成するには、ボックスを使用する必要があります。ボッ
クスを使用すると、テキストや画像を整然と配置できます。ボックスとは、テキストや
画像を含むことができるアイテムであり、ページ上にカラフルなデザイン要素を作成す
るような場合は、コンテンツなしで作成することもできます。ボックスの境界により、
テキストと画像の形状やサイズ、ページ上の位置が決まります。

アイテムとコンテンツの理解

QuarkXPressは、アイテム（コンテナ）とコンテンツ（アイテムの内容）の概念を対象
とします。

アイテムとは、ページレイアウトの構成ブロックです。アイテムツール を使用する
ことで、アイテムの移動、サイズ変更、回転、形状変更、カット、コピー、およびペー
ストなどを実行できます。

基本的なアイテムのタイプを以下に挙げます。

• テキストボックス、画像ボックス、およびコンテンツなしボックスなどを含むボックス。
ボックスは、矩形、円、およびベジエなどのさまざまな形状を取ることができます。

• 「標準的な」ラインとテキストを含められるテキストパスを含むライン。ラインもまた、
まっすぐにもベジエにもできます。

• 単一アイテムのように振舞うよう、互いに「貼り付け」られたアイテムの集合であるグ
ループ。

• テキストと画像の両方を含めることができるテーブル。

• HTMLフォームを作成できるフォーム（ウェブレイアウトのみ）。

• HTMLフォームコントロールを作成できるフォームコントロール（ウェブレイアウトの
み）。

コンテンツは基本的にテキストと画像です。レイアウトを作成するには、通常いくつか
のテキストボックスと画像ボックスを描き、そのボックスの中にテキストと画像を挿入
します。

アイテムとコンテンツは異なるため、それぞれの操作には異なるツールを使用します。

•テキストコンテンツツール では、矩形テキストボックスを作成し、テキストボックス
内やテキストパス上のテキストを書式設定できます。テキストコンテンツツールを使用
して、テキストのカット、コピーおよびペーストも行うことができます。
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•
画像コンテンツツール では、矩形画像ボックスを作成し、画像ボックス内の画像を操
作できます。画像コンテンツツールを使用して、画像のカット、コピーおよびペースト
も行うことができます。

ハンドルの理解

選択したテキストパス、線、およびボックスの境界ボックスには、アイテムハンドルと
いう小さな白い四角があります。これらのハンドルを使用して、選択したアイテムをサ
イズ変更して回転できます。

アイテムハンドル
アイテムをサイズ変更するには、そのアイテムハンドルをクリックしてドラッグします。
アイテムを回転させるには、アイテムのいずれかの角ハンドルのすぐ外側をクリックし
てドラッグします。マウスのポインタをハンドル上やハンドルの近くに移動すると、マ
ウスのポインタが変化して実行できるアクションを示します。

アイテムハンドルを使用して、アイテムのサイズ変更や回転を行うことができます。

画像ハンドル
画像コンテンツツールを選択して、画像を含む画像ボックスをクリックすると、ハンド
ルを示す大きな円と一緒に画像が表示されます。このようなハンドルを、画像コンテン
ツハンドルと呼びます。画像オーバーレイの任意の部分をクリックすると、移動ポイン

タ を使用して、画像ボックス内で画像を移動できるようになります。

画像コンテンツハンドルが表示された画像ボックス
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選択された画像がその画像ボックスのサイズよりも大きい場合でも、画像コンテンツハ
ンドルは表示されます（上図参照）。ボックスの境界をはみ出して画像が表示されます。
画像ボックスをサイズ変更して、画像を切り抜くことができます。

画像コンテンツハンドルを使用すれば、その画像ボックスのサイズや角度を変更するこ
となく、画像のサイズ変更や回転を行うことができます。

• サイズ変更ポインタ：

• 回転ポインタ：

回転していないボックス内の回転した画像

画像ボックスを移動したり、透明なオーバーレイがない状態でその切り抜きの見え方を
確認したりする場合は、Command／Ctrlキーを押します。これにより、一時的にオー
バーレイが解除され、アイテムツールを選択したときと同様にボックスを対話操作でき
ます。

画像ボックスハンドルと画像コンテンツハンドルとが重なる部分にマウスのポインタがあ
る状態で、画像コンテンツツールでクリックしてドラッグすると、画像のサイズ変更また
は回転のみが行われます。アイテムハンドルを移動するには、アイテムツールを選択しま
す。
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ベジエ形状の理解

ベジエボックスとベジエラインを形状変更するまえに、以下の定義を理解しておく必要
があります。

ポイント：ラインセグメントを接続し、ラインセグメントの始点と終点を定義します。
曲がったラインセグメントを接続するポイントには、曲線の形状を制御する曲線ハンド
ルがあります。QuarkXPressには、コーナーポイント、スムーズポイント、およびシン
メトリカルポイントの3種類のポイントがあります。

コーナーポイント：コーナーポイントは2本の直線、1本の直線と1本の曲線、または2本
の不連続な曲線を接続します。曲線が2本の場合、コーナーポイントの曲線ハンドルは独
立して操作でき、2つのセグメント間に鋭角的な変化を持たせることができます。

コーナーポイントの例

スムーズポイント：スムーズポイントは、2本の曲線を接続して1本の連続した曲線を構
成します。曲線ハンドルは常にポイントを通る直線上に残りますが、独立して間隔を開
けることができます。

スムーズポイント

シンメトリカルポイント：シンメトリカルポイントは、2本の曲線を接続して1本の連続
した曲線を構成します。結果はスムーズポイントに似ていますが、曲線ハンドルは常に
ポイントから等距離のところにあります。

シンメトリカルポイント

曲線ハンドル：曲線ハンドルは、ポイントのいずれかの側に伸び、曲線の形状を制御し
ます。
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曲線ハンドル（左上）

ラインセグメント：ラインセグメントは、2ポイント間に位置する直線部分または曲線部
分です。

ラインセグメント

ポイント選択ツールがアクティブなベジエボックスやベジエライン上に配置されると、
ポイント、曲線ハンドル、またはラインセグメントを選択できるかどうかを示すさまざ
まなポインタが表示されます。ポインタを使用してクリックおよびドラッグし、ベジエ
ボックスやベジエラインを形状変更します。

• 形状を完全に変更するには、アイテム > 形状サブメニューから別のオプションを選択し
ます。

•
ベジエペンツール を使用してベジエボックスにポイントを追加するには、ラインセ

グメントをクリックします。または、ポイント追加ツール を使用します。

•
ベジエペンツール を使用してベジエボックスからポイントを削除するには、ポイン

トをクリックします。または、ポイント削除ツール を使用します。

•
ベジエペンツール を使用してポイントを別のタイプのポイントに変換するには、
Option／Altキーを押しながらポイントをクリックします。または、ポイント変換ツール

を使用します。

•
ベジエペンツール を使用してポイントを移動またはラインセグメントの形状を変更
するには、Command／Ctrlキーを押しながらポイントまたはラインセグメントをドラッ
グします。

• 曲線やポイントを選択して移動または削除できるようにするには、ポイント選択ツール

を使用します。複数のポイントを選択するには、Shiftキーを押しながらクリックし
ます。Option／Altキーを押しながらポイントをクリックすると、シンメトリカルポイン
トになります。
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ペンツールを選択しているときにレイアウトをパンするには、Shift+スペースを押して、
クリックアンドドラッグします。

ボックスの使用

ボックスには、テキストボックス、画像ボックス、コンテンツなしボックス（コンテン
ツがなしのボックス）の3種類があります。3種類のボックスにはいずれも、カラー、
シェード、ブレンド、フレームが含まれています。テキストボックス、画像ボックス、
またはコンテンツなしボックスを描画する場合、作成したボックスの種類に対応するコ
ントロールを使用できます。ただし、画像を含む画像ボックスにテキストを取り込んだ
り、テキストを含むテキストボックスに画像を取り込んだりすることができます。コン
テンツの種類だけでなく、図形やボックスの他の属性も変更できます。

テキストボックスおよび画像ボックスの作成
ボックスを作成するには、下記の3つの方法があります。

•コンテンツなしボックス（画像ボックスにもテキストボックスにも変更できるボックス）

を作成するには、方形ボックスツール 、楕円ボックスツール 、または星形ツー

ル を使用して、クリックアンドドラッグします。テキストコンテンツを宣言するに
は、コンテンツのないボックスの描画中にTを押します。画像コンテンツを宣言するに
は、コンテンツのないボックスの描画中にRを押します。

• 方形テキストまたは画像ボックスを作成するには、テキストコンテンツツール または

画像コンテンツツール を使用してクリックアンドドラッグします。

•
ベジエボックスを作成するには、ベジエペンツール を使用します。詳細は、「ベジ
エボックスの作成」を参照してください。

方形ボックスを正方形に、楕円ボックスを円に制限するには、ドラッグしながらShiftキー
を押します。

下記のツールを使用してボックスを作成できます。

コンテンツなしボックスをテキストボックスに変更するには、Command+E／Alt+Eキー
を押し、テキストファイルを取り込みます。

コンテンツなしボックスを画像ボックスに変更するには、Command+E／Alt+Eキーを
押し、画像ファイルを取り込みます。

アイテム > 図形サブメニュー、またはメジャーパレットの角のスタイルドロップダウン
メニューを使用して、矩形ボックスの角の種類を角円形、逆角丸形、または角切形に変
更できます。角の半径フィールド（アイテム > 設定 > ボックスタブ）に値を入力して、
角丸形を追加および変更できます。メジャーパレットのクラシックタブまたは複数アイ
テムの配置タブの、ボックスの角半径フィールドを使用することもできます。
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ベジエボックスの作成

ベジエペンツール では、直線および曲線セグメントを持つ複数面のベジエボックス
およびラインを描画できます（「ベジエ形状の理解」を参照してください）。

別の方法で独自の形状のボックスを作成するには、「 シェイプメーカーXTensionsソフ
トウェア」を参照してください。

ベジエボックスを描画するには、下記の手順に従ってください。

1
ツールパレットでベジエペンツール を選択します。ページ上の任意の位置に十字ポ

インタ を移動し、クリックして開始ポイントを決定します。

2 次のポイントにする位置にポインタを移動します。ページに対して45度の角度にポイン
タの動きを制限するには、Shiftキーを押します。

3 クリックして、ポイントおよびラインセグメントを作成します。

• ドラッグせずにポイントをクリックすると、直線およびコーナーポイントが作成されま
す。曲線セグメントおよびスムーズポイントを作成するには、クリックしてから次のポ
イントにする位置にドラッグします。2つの曲線ハンドルがついたポイントが表示されま
す。曲線ハンドルをドラッグすれば、カーブのサイズと形状を制御できます。Option／
Altキーを押しながらスムーズポイントをドラッグして、曲線セグメントおよびコーナー
ポイントを作成します。

4 必要に応じて、描画中にベジエ形状を編集します。

• 既存の図形セグメントにポイントを追加するには、ポイントを置きたいラインセグメン
トをクリックします。

• 描画中にアクティブな図形からポイントを削除するには、削除するポイントをクリック
します。

5 ボックスを閉じるには、ラインの開始点にマウスポインタを置いてパスを閉じ、クロー

ズボックスポインタ が表示されたらクリックします。

いずれかの描画ツールがアクティブになっている場合、Command／Ctrlキーを押せば、
一時的にポイント選択ツールに切り替わります。ポイント選択ツールがアクティブな場
合、Command+Option／Ctrl+Altを押すと一時的にアイテムツールに切り替えること
ができます。

ボックスのサイズ変更
ボックスのサイズは、境界ボックスのサイズを変更することによって変更できます。境
界ボックスは、すべてのボックスを囲んでいる印刷されない矩形の枠です。ボックスの
ハンドルの理解は、境界ボックスの境界を定めます。境界ボックスを明確に表示するに
は、アイテムツールを使用して、ベジエボックス上でアイテムハンドルを選択する方法
が最善です。

アクティブボックスは、下記の方法のいずれかを使用してサイズ変更できます。

68 | QUARKXPRESS 9.5.1ガイド

ボックス、ライン、およびテーブル



•
アイテムツール またはコンテンツツール を選択します。選択したボックス
のアイテムハンドル上にマウスのポインタを置くと、形状がサイズ変更ポインタに変化
します。ハンドルをクリックし、新しい位置までドラッグして、ボックスを縮小または
拡大します。Shiftキーを押してボックスの縦横比を保持します。Option/Altキーを押し
て中心からのボックスのサイズを変更します。Command/Ctrlキーを押して、ボックス
に合わせてボックスのコンテンツのサイズを変更します。

•メジャーパレットのクラシックタブまたは複数アイテムの配置タブのWフィールドとH
フィールドに値を入力して横と縦を変更し、Return/Enterキーを押します。

•アイテム > 設定（Command+M/Ctrl+M）を選択して、ボックスタブをクリックしま
す。幅フィールドと高さフィールドに値を入力してボックスのサイズを正確に変更し、
OKをクリックします。

ボックスの縦横比はロックできます。その場合、Shiftキーを押して縦横比を保持する必
要がなくなります。詳細は、「ボックスや画像の縦横比のロック」を参照してください。

ボックスや画像の縦横比のロック
選択したボックスの縦横比をロックするには、メジャーパレットのクラシックタブを表
示して、WフィールドとHフィールドの横にある、縦横比ロックのコントロールをクリッ
クします。このコントロールをロックすると、QuarkXPressでは、サイズ変更時にアイ
テムの縦横比が保持されます。設定ダイアログボックスのボックスタブでボックスの縦
横比をロックすることもできます。

ロック解除状態（上）とロックされた状態（下）の、縦横比ロックのコントロール

選択したボックスの画像の縦横比をロックするには、メジャーパレットのクラシックタ
ブを表示して、X+フィールドとY+フィールドの横にある、縦横比ロックのコントロール
をクリックします。このコントロールをロックすると、QuarkXPressでは、サイズ変更
時に画像の縦横比が保持されます。設定ダイアログボックスの画像タブでボックスの縦
横比をロックすることもできます。

縦横比ロック機能をアイテム検索／置換機能とともに使用するには、アイテム検索／置
換パレット（スタイルメニュー）のボックスタブまたは画像タブを表示して、検索領域
または置換領域の縦横比をオンまたはオフにします。

縦横比ロック機能をアイテムスタイルとともに使用するには、アイテムスタイルの編集
ダイアログボックス（編集 > アイテムスタイル）のボックスタブまたは画像タブを表示
して、縦横比をオンにします。
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ボックスの形状変更
ボックスは下記の3つの方法で形状を変更できます。

•アイテム > 図形サブメニューから異なるオプションを選択することによって、形状を完
全に変更することができます。

•角の半径フィールド（アイテム > 設定 > ボックスタブ）に値を入力することによって、
角丸形を矩形ボックスに追加したり、角を丸形に変更したりできます。単位パレットの
クラシックタブまたは複数アイテムの配置タブの、ボックスの角半径フィールドを使用
することもできます。

• ポイント、曲線ハンドル、およびラインセグメントの位置を変更することによって、ベ
ジエボックスの形状を変更できます。詳細は、「ベジエ形状の理解」を参照してくださ
い。

ボックスへのフレームの追加
フレームは、任意のタイプのボックスを囲むために使用できる装飾的な境界線です。ア
クティブなボックスのフレームコントロールを使用するには、下記のいずれかを実行し
ます。

•アイテム>フレームを選択して、設定ダイアログボックスのフレームタブを表示します。

•メジャーパレットのフレームタブを表示します。

これらのタブのコントロールを使用して、フレームのスタイル、幅、カラー、および不
透明度を指定します。フレームスタイルにギャップが含まれる場合は、ギャップのカラー
および不透明度を指定することもできます。

編集メニューのダッシュ＆ストライプダイアログボックスでユーザー独自のフレームス
タイルを作成して、アイテムスタイルでフレーム設定を指定できます。アイテムスタイ
ルについての詳細は、「Item Styles XTensionsソフトウェア」を参照してください。

ボックスへのカラーの適用
アクティブなボックスにバックグラウンドカラーを適用するには、下記のいずれかを実
行します。

•アイテム > 設定（Command+M／Ctrl+M）を選択してボックスタブをクリックし、
ボックス領域のコントロールを使用します。

•カラーパレット（ウィンドウ > カラー）を表示し、バックグラウンドカラーボタン を
クリックして、カラーパレットのコントロールを使用します。

•メジャーパレットのクラシックタブのコントロールを使用します。

これらのタブおよびパレットでは、下記のコントロールを使用できます。

•ボックスのカラー：ボックスのバックグラウンドカラーを指定します。

•シェード：バックグラウンドカラーの色調を指定します（0％＝白、100％＝フルカ
ラー）。

•不透明度：ボックスのバックグラウンドの透明度を制御します（0％＝完全に透明、100％
＝完全に不透明）。
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アイテムスタイルでもボックスのカラーを指定できます。アイテムスタイルについての
詳細は、「Item Styles XTensionsソフトウェア」を参照してください。

ボックスへのブレンドの適用
ブレンドとは、あるカラーから別のカラーに徐々に変化していく状態です。アクティブ
なボックスのバックグラウンドにブレンドを適用するには、下記のいずれかを実行しま
す。

•アイテム>設定（Command+M／Ctrl+M）を選択してボックスタブをクリックし、ブ
レンド領域のコントロールを使用します。

•カラーパレット（ウィンドウ > カラー）を表示し、バックグラウンドカラーボタン を
クリックして、カラーパレットのコントロールを使用します。

これらのタブおよびパレットでは、下記のブレンド関連のコントロールを使用できます。

•スタイル：ブレンドのタイプを制御します。

•角度：1つのカラーから別のカラーへ遷移する角度を制御します。

ブレンドでは2つのカラーを使用します。各カラーに独自のシェードと不透明度がありま
す。設定ダイアログボックスのボックスタブでは、ボックス領域のカラーが第1カラーと
なり、ブレンド領域のカラーが第2カラーとなります。カラーパレットで、#1をクリック
して第1カラーを設定し、次に#2をクリックして第2カラーを設定します。

アイテムスタイルでもブレンドを指定できます。アイテムスタイルについての詳細は、
「Item Styles XTensionsソフトウェア」を参照してください。

ボックスの融合および分割
アイテムメニューの融合および分割サブメニューのオプションを使用して、既存の複数
のボックスから複雑なベジエボックスを作成できます。たとえば、方形ボックスと楕円
形ボックスが重なっている場合、アイテム>融合サブメニューのオプションを使用して、
同じコンテンツを含む単一のボックスを作成できます。2つの画像ボックスを融合する
と、融合されたボックスに1つの画像として表示されます。2つのテキストボックスを融
合すると、テキストは、1つのストーリーとして両方のボックスに流し込まれます。

融合機能を使用するには、アイテムを2つ選択して、アイテム>融合サブメニューで下記
のオプションのいずれかを選択します。

•交差コマンド：アイテムが重なっている領域を保持して、残りの領域を削除します。

•連合コマンド：重なっている領域と重なっていない領域の両方を保持して、すべてのア
イテムを1つのボックスにまとめます。

•差分コマンド：前面にあるアイテムを削除します。重なっている領域はすべて削除され
ます。

•逆差分コマンド：背面にあるアイテムを削除します。重なっている領域はすべて削除さ
れます。

•排中的交差コマンド：図形の形状はそのまま保持されますが、重なっている部分はすべ
て削除されます。削除領域を囲んでいるポイントを編集する場合は、2本の線が交差する
場所すべてに表示されている2つのポイントを使用します。
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•連結コマンド：排中的交差コマンドと似ていますが、ポイントで囲まれた削除領域の、2
本の直線が交差する位置にポイントは表示されません。

分割コマンド：融合ボックスを複数のボックスに分割したり、パスの中にパスが含まれ
る複雑なボックスを複数のボックスに分割したり、境界線が交差するボックス（数字の8
のような形）を分割したりします。このコマンドを使用するには、アイテムを2つ選択し
て、アイテム > 分割サブメニューで下記のオプションのいずれかを選択します。

•外側パスコマンド：重なっていない複数の図形を含む融合ボックスに対して使用します。
外側パスは、外側のパスの情報をすべて保持し、重なっていない外側のパスを複数のボッ
クスに分割します。

•全パスコマンド：複雑なボックス内のすべての図形を使用して複数のボックスを作成し
ます。

ボックスへのテキストと画像の追加

ボックスにテキストを追加するには、テキストコンテンツツール を選択してボックス
をダブルクリックしてから、テキストを入力するか、他の場所からコピーアンドペース

トするか、またはファイル>テキストの取り込みを選択します。アイテムツール を
選択してテキストボックスをダブルクリックすると、取り込みダイアログボックスが表
示されます。

ボックスに画像を配置するには、画像コンテンツツール を使用してボックスを選択
し、画像を他の場所からコピーアンドペーストするか、ファイル > 画像の取り込みを選

択します。アイテムツール または画像コンテンツツール を選択して画像ボック
スをダブルクリックすると、取り込みダイアログボックスが表示されます。

ボックスタイプの変更
選択されているボックスのタイプを別のタイプに変換するには、アイテムメニューのコ
ンテンツサブメニューから画像、テキスト、またはなしを選択します。また、ファイル>
取り込みを選択して画像を選択し、テキストボックスを画像ボックスに変更することも
できます。ファイル > 取り込みを選択してテキストファイルを選択し、画像ボックスを
テキストボックスに変更することもできます。

選択されているテキストボックスをテキストパスに変換するには、アイテム > 形状サブ
メニューからラインの形状を選択します。

ボックスツールでは、次の修飾キーを使用してテキストボックスまたは画像ボックスを
作成できます。

• テキストボックスを作成するには、描画中にTを押します。

• 画像ボックスを作成するには、描画中にRを押します。

クリッピングパスからのボックスの作成
画像ボックスに、（埋め込みまたは自動作成の）関連付けられたクリッピングパスがあ
る場合、画像ボックスを選択してアイテム > クリッピングパスを新規ボックスで開くを
選択することによって、そのクリッピングパスの形状で新規ボックスを作成できます。
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ラインの使用

ラインには、直線とベジエラインの2種類あります。どちらの種類のラインにも、カラー
やラインのスタイルを適用できます。

ラインの作成

ラインを作成するには、ツールパレットからラインツール を選択して、十字ポイン

タ をページの任意の場所まで移動します。クリックアンドドラッグして、ラインを描
画します。

ラインの描画中にShiftキーを押すと、ラインの角度を、0度、45度、または90度に制限
できます。

ベジエラインの作成

ベジエペンツール では、直線および曲線セグメントを持つ複数面のベジエボックス
およびラインを描画できます（「ベジエ形状の理解」を参照してください）。

ベジエラインを描画するには、下記の手順に従ってください。

1
ツールパレットでベジエペンツール を選択します。ページ上の任意の位置に十字ポ

インタ を移動し、クリックして開始ポイントを決定します。

2 次のポイントにする位置にポインタを移動します。ページに対して45度の角度にポイン
タの動きを制限するには、Shiftキーを押します。

3 クリックして、ポイントおよびラインセグメントを作成します。

• 曲線セグメントを作成するには、クリックしてから次のポイントにする位置にドラッグ
します。2つの曲線ハンドルがついたポイントが表示されます。曲線ハンドルをドラッグ
すれば、カーブのサイズと形状を制御できます。

• コーナーポイントを作成するには、クリックする前にOption／Altキーを押します。曲線
ハンドルをクリックしたままドラッグすると、コーナーポイントの半径を指定できます。

• 既存の図形セグメントにポイントを追加するには、ポイントを置きたいラインセグメン
トをクリックします。

• 描画中にアクティブな図形からポイントを削除するには、削除するポイントをクリック
します。

4 ラインを完了するには、ダブルクリックします。

いずれかの描画ツールがアクティブになっている場合、Command／Ctrlキーを押せば、
一時的にポイント選択ツールに切り替わります。ポイント選択ツールがアクティブな場
合、Command+Option／Ctrl+Altを押すと一時的にアイテムツールに切り替えること
ができます。
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直線のラインモード
ラインモードには、両端、左端、センター、および右端の4つがあります。ラインタブ
（アイテム > 設定）または単位パレット（クラシックまたは複数アイテムの配置タブ）
で選択したモードに応じて、ラインの長さおよび位置の表し方が異なります。

•両端モード：X1フィールドは始端の水平方向の位置を表し、Y1フィールドは始端の垂直
方向の位置を表します。X2フィールドは終端の水平方向の位置を表し、Y2フィールドは
終端の垂直方向の位置を表します。

•左端モード：X1フィールドは左端の水平方向の位置を示し、Y1フィールドは左端の垂直
方向の位置を表します。

•センターモード：XCフィールドはラインのセンターの水平方向の位置を示し、YCフィー
ルドはラインのセンターの垂直方向の位置を表します。

•右端モード：X2フィールドは右端の水平方向の位置を示し、Y2フィールドは右端の垂直
方向の位置を表します。

ラインのサイズ変更
アクティブな直線は、下記の方法のいずれかを使用してサイズ変更できます。

•
アイテムツール を選択し、矢印ポインタをハンドルの理解の上に置きます。形状が
サイズ変更ポインタに変化します。ハンドルをクリックし、新しい位置までドラッグし
て、ラインの長さを短縮または伸張します。

•アイテム>設定（Command+M/Ctrl+M）を選択して、ラインタブをクリックします。
モードドロップダウンメニューをクリックして、4つのモードオプションを表示します
（「直線のラインモード」を参照してください）。左端、センター、または右端を選択
して、長さフィールドを表示します。長さフィールドに値を入力してラインの長さを正
確に変更し、OKをクリックします。

•単位パレットのクラシックまたは複数アイテムの配置タブにあるラインモードドロップ
ダウンメニューから、左端、センター、または右端のいずれかを選択して、L（長さ）
フィールドを表示します。ラインの長さを正確に変更するには、Lフィールドに値を入力
してからReturn/Enterキーを押します。

ベジエラインのサイズは、境界ボックスのサイズを変更することによって変更できます。
変更するには、アイテム > 編集 > 図形がオフになっていることを確認してから、ボック
スと同じようにしてラインをサイズ変更します。

ラインの形状変更
ラインは下記の方法で形状を変更できます。

•アイテム > 形状サブメニューから異なるオプションを選択することによって、形状を完
全に変更することができます。

• ポイント、曲線ハンドル、およびラインセグメントの位置を変更することによって、ベ
ジエラインの形状を変更できます。詳細は、「ベジエ形状の理解」を参照してください。

ペンツールを選択しているときにレイアウトをパンするには、Shift+スペースを押して、
クリックアンドドラッグします。
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ラインのアピアランスの制御
アクティブなラインのアピアランスを制御するには、下記の場所にあるコントロールを
使用します。

•メジャーパレット（クラシックタブ）

•設定ダイアログボックス（アイテムメニュー）のラインタブ

•カラーパレット（ウィンドウメニュー）。これはラインカラーの場合のみ使用できます。

カラー、シェード、不透明度の他にも、次のようなラインの特徴を設定できます。

•ラインの種類：ラインの全般的なアピアランスを制御します。デフォルトでいくつかの
ラインの種類が用意されていますが、編集メニューのダッシュ＆ストライプダイアログ
ボックスを使用して種類を追加できます。

•幅：ラインの幅を任意の単位で指定できます。ヘアライン幅も指定できます。印刷され
るヘアライン罫線の幅は、PostScriptイメージセッターの場合で0.125ポイントです。一
部のレーザープリンタでは、これよりも太くなります。

•矢印の先端：矢印の先端ドロップダウンメニューを使用して、ラインに矢印の先端を適
用できます。

また、アイテムスタイルでもラインのアピアランスを指定できます。アイテムスタイル
についての詳細は、「Item Styles XTensionsソフトウェア」を参照してください。

ラインの連結
2つのラインを連結して1つにすることができます。これを行うには、アイテムツール

で結合するラインを選択して、アイテム>融合>二端連結を選択します。二端連結
コマンドは、ラインまたはテキストパスの両端の距離が6ポイント以内である場合に使用
できます。

アイテムの操作

アイテムに対して、新しい場所へのカットアンドペースト、移動を防ぐためのロック、
複製、特殊な視覚効果を実現するためのスタック化など、さまざまな操作を行うことが
できます。

アイテムの選択
アイテムを操作するには、最初にアイテムを選択する必要があります。選択すると、ほ
とんどのアイテムでは形状変更用のアウトラインとハンドルが表示されます。

アイテムを選択するには、先にアイテムツール 、テキストコンテンツツール 、

または画像コンテンツツール を選択してから、矢印ポインタをアイテム上に移動しま
す。単一のアイテムを選択するには1回クリックし、複数のアイテムを同時に選択するに

はShiftキーを押しながら個々のアイテムをクリックします。アイテムツール を選択
して、アイテムを含む領域を描画しても、複数アイテムを選択できます。
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アイテムツール が選択されている状態でテキストボックスをダブルクリックすると、
取り込みダイアログボックスが表示されます。アイテムツール、または画像コンテンツ

ツール が選択されている状態で空の画像ボックスをダブルクリックすると、取り込み
ダイアログボックスが表示されます。画像ボックスに画像が含まれている場合、画像コ

ンテンツツール が選択されます。

アクティブなアイテムを選択解除するには、そのアイテム以外の場所でクリックします。

アイテムツール が選択されている場合、Tabキーを押して任意のアクティブなアイ
テムを選択解除できます。

アイテムの移動
アイテムは、設定ダイアログボックス（アイテムメニュー）の左肩の横座標フィールド
と左肩の縦座標フィールドに値を入力することによって、単位パレットのXフィールドと

Yフィールドに値を入力することによって、およびアイテムツール を使用してアイ
テムを手動で動かすことによって移動させることができます。ボックスまたはテキスト
パスを動かす前にマウスのボタンを押さえると、アイテムを動かすときにコンテンツが
表示されます。 アイテムツールを選択し、キーボードの矢印キーを押すことによって、
アイテムを「少しずつ動かす」こともできます。

ボックスのアイテムハンドルは、境界ボックスの境界を定めます。境界ボックスを明確に
表示するには、アイテムツールを使用して、ベジエボックス上でアイテムハンドルを選択
する方法が最善です。

アイテムのカット、コピー、およびペースト

アイテムツール を選択すると、アクティブなボックス、ライン、およびテキストパ
スに対して、編集メニューのカット、コピー、ペーストコマンドを使用できます。クリッ
プボードに保存されているアイテムのコピーをプロジェクトウィンドウのセンターに配
置するには、編集 > ペースト（Command+V/Ctrl+V）を選択します。

アイテムツール を選択すると、Clearコマンド（MacOSの場合のみ）およびDelete
コマンドを使用してアイテムを削除できます。削除されたアイテムは、クリップボード
にコピーされません。

アイテムのスタック順序の制御
複数のアイテムが重なっている場合、各アイテムはそれぞれ他のアイテムの前面または
背面に配置されています。「スタックの順序」とは、ページ上のさまざまなアイテムの
前後関係のことです。作成された各アイテムは、各自のレベルに応じたスタック順序で
配置されます。アイテムを作成するたびに、新しいアイテムが前面に配置されていきま
す。

アイテムメニューには、アイテムのスタック順序を制御するためのコマンドがあります。

• アイテムをページまたはレイヤーの背面に移動するには、アイテム > 背面へ送るを選択
します。
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• アイテムをページまたはレイヤーの前面に移動するには、アイテム > 前面へ出すを選択
します。

• MacOSの場合、ページまたはレイヤーでアイテムを1レベル後ろに移動するには、Option
キーを押してアイテム > ひとつ後ろへを選択します。Windowsの場合は、アイテム >
ひとつ後ろへを選択します。

• Mac OSの場合、ページまたはレイヤーでアイテムを1レベル前に移動するには、Option
キーを押してアイテム > ひとつ前へを選択します。Windowsの場合は、アイテム > ひ
とつ前へを選択します。

レイヤーを使用したドキュメントの場合、レイヤー自体が特定のスタック順序に配置さ
れ、さらに各レイヤー内で各アイテムが独自のスタック順序に配置されます。アイテムメ
ニューで背面へ送る、ひとつ後ろへ、前面へ出す、およびひとつ前へコマンドを実行する
と、レイヤー内でのアイテムのスタック順序が変更されます。

他のアイテムの背後に隠れているアイテムをアクティブ化するには、アイテムツール
を選択して、Command+Option+Shift/Ctrl+Alt+Shiftキーを押しながら、複数のアイ
テムが重なっているポイントを繰り返しクリックします。
Command+Option+Shift/Ctrl+Alt+Shiftを押しながらクリックすると、スタックの前
面アイテムから後方アイテムの順に次々とアクティブ化されていきます。

アイテムのグループ化
ページまたはスプレッド上の複数のアイテムを、1つのグループにまとめることができま
す。複数のアイテムを同時に選択したり移動したりする場合は、アイテムをグループ化
すると便利です。移動、カット、コピー、複製の他、さまざまな機能をグループに対し
て実行できます。たとえば、出版物の発行人欄に使用されているすべてのアイテムをグ
ループ化して、そのグループ全体を単一のボックス、ライン、またはテキストパスとし
て変更または移動できます。

グループ化した後でも、グループの関係を維持したまま、個々のアイテムを編集、サイ
ズ変更、および位置変更できます。グループのコピーをQuarkXPressライブラリに保存
して、他のドキュメントで使用することもできます。

アイテムのグループ化は、複数のアイテム（ライン、ボックス、テキストパス、または
他のグループなど）がアクティブになっている場合に行うことができます。アイテムツー

ル で複数のアイテムを選択するには、Shiftキーを押しながら各アイテムをクリック
するか、マウスをドラッグしてグループ化するアイテムを点線で囲みます。アイテム >
グループ（Command+G/Ctrl+G）を選択して、選択されている複数のアイテムを単一
のグループにまとめます。

複数のグループをグループ化したり、グループと個々のボックス、ライン、テキストパ
スを混ぜて複数選択して、より大きなグループを作成したりできます。

アイテムツール を選択すると、グループの移動、カット、コピー、ペースト、複製、

回転、およびカラーの適用を行うことができます。テキストコンテンツツール または

画像コンテンツツール を選択すると、個々のアイテムを、クループ化されていないア
イテムと同じように操作できます。
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グループ内でアイテムを移動するには、CommandキーまたはCtrlキーを押して、アイ

テムツール 、キストコンテンツツール 、または画像コンテンツツール を使用
してアイテムを選択します。

アクティブなグループが、同じ種類のアイテムのみで構成される場合（すべて画像ボック
スの場合など）は、設定ダイアログボックスにそれらのアイテムを表すタブが表示されま
す。アクティブなグループにさまざまな種類のアイテムが含まれる場合、設定ダイアログ
ボックスにはグループタブのみが表示されます。

アイテム > グループ解除（Command+U/Ctrl+U）を選択して1つのグループを解除す
るか、アイテム>すべてグループ解除を選択して、他のグループが含まれている1つのグ
ループで、すべてのグループを解除します。

グループ化されたアイテムのサイズ変更
グループ内のすべてのアイテムを同時にサイズ変更するには、グループのアイテムハン
ドルをクリックしてドラッグします。グループのサイズ変更中に
Command+Shift/Ctrl+Shiftキーを押すと、すべてのフレームの幅、ラインの太さ、画
像、およびテキストが縦横比を保持してサイズ変更されます。グループのサイズ変更中
にCommand/Ctrlキーを押すと、フレームの幅、画像、およびテキストがサイズ変更さ
れますが、縦横比は保持されません。

アイテムの複製
QuarkXPressでは、ボックス、ライン、およびテキストパスのコピーを作成できます。

選択されているアイテムのコピーを1つ作成するには、アイテムメニューの複製コマンド
を使用します。アイテムまたはアイテムのグループをドラッグしながらOption/Altキー
を押して、複製を作成することもできます。

アイテムの多数のコピーを均等間隔で配置したデザイン要素を作成する場合は、連続複
製機能を使用すると便利です。アイテムメニューの連続複製コマンドを使用してアイテ
ムのコピーを複数作成し、各コピーの間隔を指定します。

別の方法で独自の形状のボックスを作成するには、「 シェイプメーカーXTensionsソフ
トウェア」を参照してください。

複数アイテムの配置
アイテム > 複数アイテムの配置サブメニュー、または単位パレットの複数アイテムの配
置タブを使用して、複数選択されたアイテムの相対位置を制御できます。

単位パレットにある8個の間隔オプションと6個の位置揃えオプションから選択でき、選
択したアイテム、ページ、または（見開きの印刷レイアウトの）スプレッドを基準にし
た位置揃えを指定できます。アイテム > 複数アイテムの配置サブメニューには、以下で
説明する「アイテムを均等配置」および「ページ相対配置」モードが含まれます。単位
パレットにも「スプレッド相対配置」という3つ目のモードが含まれます。

複数アイテムの配置モードを以下に挙げます。

•アイテム均等配置モード では、アクティブなアイテムの移動しない最上部を基準にし
て、アイテムが配置されます。最上位アイテムは、アイテム上部端の位置により決まり
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ます。複数のアイテムに同じ上端がある場合、最も左にあるアイテムを基準にアイテム
が間隔設定されます。

•ページ相対配置モード では、ページの端（上下左右）を基準にしてアイテムが配置され
ます。

•スプレッド相対配置モード は、見開きを含むアクティブな印刷レイアウトに利用でき
ます。スプレッドのあるレイアウトを開き、左ページのアイテムと右ページの別アイテ
ムを選択しているとします。その後、単位パレットのスプレッド相対配置モードアイコ
ンをクリックして、左右センターを基準に均等配置 を選択すると、選択されているア
イテムはスプレッドの左端と右端に配置されます。

アイテムの回転
アクティブなアイテムを回転させるには、下記のいずれかを実行します。

•
アイテムツール を選択し、角ハンドルにマウスのポインタを置きます。回転ポイン
タが表示されたら、クリックして回転ポイントを確定し、円周方向にドラッグしてアイ
テムを回転させます。ドラッグすると、矢印ポインタとアイテムの位置が表示されます。
回転時にShiftキーを押すと、移動は45度の角度までに制限されます。

•アイテム>設定（Command+M/Ctrl+M）を選択し、角度フィールドに値を入力して、
OKをクリックします。

•単位パレット（クラシックおよび複数アイテムの配置タブ）上の フィールドに値を入
力し、Return/Enterキーを押します。

直線を回転させるには、モードドロップダウンメニュー（設定ダイアログボックス、ま
たは単位パレット）で、左端、センター、または右端を選択して、角度フィールドを表
示します。ベジエラインを回転させるには、図形（アイテム > 編集）をオフにして、境
界ボックスを表示します。

アイテムの傾斜
境界ボックス内のアクティブなアイテムを傾斜させるには、アイテム > 設定
（Command+M/Ctrl+M）を選択し、ボックスタブをクリックします。傾斜フィールド
に値を入力します。正の値でアイテムは右に傾き、負の値でアイテムは左に傾きます。

アイテムのロックおよびロック解除
ロック機能によって、アイテムおよびコンテンツが誤って変更されるのを防ぐことがで
きます。ロック機能を使用して、下記の操作を行うことができます。

• アイテムのサイズや位置の変更、およびアイテムの削除を防ぐには、アイテム>ロック>
設定位置を選択します。

• アイテムのコンテンツが編集されるのを防ぐには、アイテム > ロック > ストーリー、ま
たはアイテム > ロック > 画像を選択します。

選択されているアイテムをロック解除するには、アイテム > ロックサブメニューで該当
するオプションのチェックマークをオフにします。または、アイテム>設定を選択して、
フィールドの横にあるロックアイコン をクリックします。
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テキスト内のアイテムおよびグループへのアンカーの付加
アイテムまたはグループにアンカーを付加して、それらをテキスト中の文字とすること
ができます。テキスト中のアイテムまたはグループにアンカーを付加するには、アイテ

ムツール を使用してアイテムまたはグループを選択し、編集 > コピー
（Command+C/Ctrl+C）または編集 > カット（Command+X/Ctrl+X）を選択しま

す。次に、テキストコンテンツツール を選択して、テキスト中のアンカーを付けるア
イテムまたはグループの場所にテキスト挿入ポイントを配置して、編集 > ペースト
（Command+V/Ctrl+V）を選択します。

コールアウトの使用

コールアウト機能を使用すると、付随するコンテンツとして同じページまたはスプレッ
ド上に常に表示されるフローティングボックスを作成できます。たとえば、以下のよう
な機能があります。

• ページごとに参照を伴う画像やテキストを用いた図を作成できます。

• 引用を作成して、ソーステキストがある他のページに自動的に移動するようにできます。

• 段落の左側のスペースに配置され、その段落がヒントや、注記、警告などであることを
示す、「フローティング」アイコンを作成できます。

詳細は、以下のトピックを参照してください。

コールアウトの理解
コールアウトとは、付随するコンテンツとして同じページまたはスプレッド上に常に表
示されるフローティングボックスです。各コールアウトは、コールアウトアンカーと呼
ばれるテキストストーリー内の特定の場所に固定されます。コールアウトアンカーは、
文字と同様に、テキストとともに移動します。コールアウトアンカーが新しいページや
スプレッドに移動すると、コールアウトもコールアウトアンカーとともに移動します。
ガイドが表示されると、各コールアウトアンカーと、コールアウトアンカーに関連付け
られたコールアウトがある場合は、線でリンクされます。
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関連付けられたコールアウトとコールアウトアンカー

レイアウト内のコールアウトの位置は、下記の2つの要素に基づきます。

• コールアウトアンカーの場所。コールアウトは、常にそのコールアウトアンカーと同じ
ページまたはスプレッド上にあります。

• コールアウトアンカーの設定。スプレッド、ページ、ボックス、コールアウトアンカー
が含まれているセル、コールアウトアンカーが含まれている段落、コールアウトアンカー
自体にコールアウトを配置できます。

たとえば、水平方向の位置は必ず外側のマージンに対して寄せられ、垂直方向の位置は
必ずコールアウトアンカーを含んでいる段落に揃えるようなコールアウトを設定できま
す。この設定は、下記のようになります。
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水平方向の位置は固定で、垂直方向の位置は可変のコールアウトの設定

コールアウトの設定は、コールアウト自体ではなく、コールアウトアンカーとともに保存
することをお勧めします

コールアウトアンカーを直接設定するか、コールアウトスタイルをコールアウトアンカー
に適用することによって、コールアウトの位置を制御できます。コールアウトスタイル
とは、パレット内に表示されるコールアウト設定の名前付きパッケージです。コールア
ウトスタイルは、さまざまなコールアウト設定を繰り返し使用するようなドキュメント
で役立ちます。コールアウト設定を毎回作成し直すのではなく、コールアウトスタイル
パレットでコールアウトアンカーを選択して、最適なコールアウトスタイルをクリック
するだけです。
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コールアウトスタイルパレット

コールアウトスタイルは、スタイルシートと同様のものと考えることができます（詳細
は、「スタイルシートの使用」を参照してください）。スタイルシートや他のリソースと
同様に、コールアウトスタイルはジョブジャケットで管理できます（詳細は、「ジョブ
ジャケット」を参照してください）。

コールアウトは選択することも選択しないこともできます。コールアウトを選択すると、
赤いアウトラインで表示され、コールアウトスタイルがある場合は、コールアウトスタ
イルパレットで選択されます。

選択されたコールアウトアンカー（左）と、選択されていないコールアウトアンカー
（右）

ガイドをオフにすると、選択したコールアウトアンカーだけが表示されます。

カット＆ペーストまたはコピー＆ペーストするテキストに、関連付けられたコールアウト
のあるコールアウトアンカーが含まれている場合、そのコールアウトはテキストとともに
カット＆ペーストまたはコピー＆ペーストされます。

コールアウトの作成
コールアウトを作成するには、下記の手順に従ってください。

1 テキストコンテンツツール を選択してから、コールアウトアンカーを付加するテキス
ト内の位置に、テキストカーソルを配置します。
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2 アイテム > コールアウトアンカー > コールアウトアンカーの挿入を選択します。コール
アウトアンカーが挿入され、自動的に選択されます。

選択されたコールアウトアンカー

3 コールアウトの対象にするアイテムまたはグループを選択します。

4 アイテム > コールアウトアンカー > コールアウトアンカーと関連付けを選択します。ア
イテムまたはグループがコールアウトになり、コールアウトとコールアウトアンカーの
間に線が表示されます。

コールアウトと関連付けられたコールアウトアンカー

5 コールアウトアンカーを設定します。コールアウトアンカーを設定するには、下記の2つ
の方法があります。

• コールアウトスタイルをコールアウトアンカーに適用するには、コールアウトスタイル
パレット（ウィンドウメニュー）を表示して、コールアウトスタイルの名前をクリック
します。または、アイテム > コールアウトアンカー > コールアウトスタイル > [コール
アウトスタイル名]を選択します。詳細は、「コールアウトスタイルの使用」を参照して
ください。

• コールアウトアンカーの設定を直接編集するには、アイテム > コールアウトアンカー >
コールアウトの設定の編集を選択します。コールアウトスタイルがコールアウトアンカー
に適用されている場合、変更を行うと、コールアウトスタイルの設定は上書きされます。

コールアウトアンカーまたはコールアウトスタイルを設定する方法の詳細は、
「コールアウトアンカーの設定」を参照してください。
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コールアウトアンカーの設定

コールアウトアンカーを設定するプロセスは、コールアウトスタイルを設定する場合や、
コールアウトアンカーを直接設定する場合と基本的に同じです。

コールアウトアンカーを設定するには、下記の手順に従ってください。

1 コールアウトアンカーを選択して、アイテム > コールアウトアンカー > コールアウトの
設定の編集を選択します。コールアウトの設定の編集ダイアログボックスが表示されま
す。

コールアウトの設定の編集ダイアログボックス

2 コールアウトの水平方向の位置揃えを制御するには、水平方向のコールアウトの位置揃
え領域のコントロールを使用します（オフセットフィールドで、コールアウトの水平方
向の位置を当初の位置から調整できます）。

水平方向のコールアウトの位置揃えドロップダウンメニューからスプレッドを選択して、
水平方向のオフセットを指定すると、左側ページでは、そのオフセットは反転します。た
とえば、コールアウトが右側ページで必ず内側のマージンの0.25インチ内側になるよう
に設定できます。そのようなオフセットの場合、コールアウトは右に移動しますが、左側
ページでは、オフセットによってコールアウトは左に移動する必要があります。

3 コールアウトの垂直方向の位置揃えを制御するには、垂直方向のコールアウトの位置揃
え領域のコントロールを使用します（オフセットフィールドで、コールアウトの垂直方
向の位置を当初の位置から調整できます）。
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4 コールアウトの配置を手動で変更できるようにするには、手動でのコールアウトの配置
を許可をオンにします。オンにした後は、コールアウトを移動させると、オフセット
フィールドの値は自動的に更新され、コールアウトの新しい位置が反映されます。

コールアウトの配置を手動で変更できないようにするには、このボックスをオフにして
おきます。

5 コールアウトがページのマージンを超えて拡大されないようにするには、マージン内で
保持するをオンにします。

6 OKをクリックします。

コールアウトスタイルの使用
コールアウトスタイルによって、頻繁に使用する設定を簡単にコールアウトアンカーに
適用できます。コールアウトスタイルの作成、編集、複製、または削除を行うには、コー
ルアウトスタイルダイアログボックス（編集 > スタイルシート）を使用します。このダ
イアログボックスを使用して、他のプロジェクトからコールアウトスタイルを追加する
こともできます。

コールアウトスタイルダイアログボックス

デフォルトのコールアウトスタイルは、編集はできますが、削除することはできません。

コールアウトと回り込み
回り込みのあるコールアウトによってそのコールアウトアンカーが移動した場合、エラー
状態になる可能性があります。たとえば、コールアウトの回り込みによってコールアウ
トアンカーが次のページに押し出されると、コールアウトは次のページに移動します。
また、コールアウトアンカーが前のページに戻ると、コールアウトは前のページに戻り
ます。以降も同じ状態になります。

このような状況がQuarkXPressによって検出されると、下記のような事象が発生します。
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1 コールアウトが、デフォルトのコールアウトスタイルで定義されている設定に切り替わ
ります。コールアウトアンカーが選択されている場合、コールアウトスタイルパレット
で、コールアウトスタイルの名前の隣に アイコンが表示されます。

2 まだエラーが発生する場合は、QuarkXPressによってスタイル解除の設定がコールアウ
トに適用され、コールアウトが最後に有効だった場所に配置されます。

3 アプリケーションで有効な場所が見つからない場合は、コールアウトに対する回り込み
が無効になります。このようにコールアウトの回り込みがQuarkXPressによって無効に

なった場合、コールアウトに、このビジュアルインジケータも配置されます。

ビジュアルインジケータを表示するには、表示 > ビジュアルインジケータをオンにしま
す。

このようなコールアウトに対して回り込みを有効に戻すには、設定ダイアログボックス
の回り込みタブ（アイテムメニュー）、またはメジャーパレットの回り込みタブにある
ドロップダウンメニューを使用します。

テーブルの使用

QuarkXPressでのテーブルは、テキストボックス、画像ボックス、テキストパス、また
はラインのような明確なアイテムです。テーブルを使用する場合、セルは、個々の画像
ボックス、テキストボックス、またはコンテンツなしのボックスと同じように考えるこ
とができ、他のアイテムを使用するときと同じようにセルを使用できます。行や列など
のテーブル自体の要素を使用して作業する場合は、テーブルメニューを使用します。

テーブルの描画
テーブルの描画およびそのプロパティの指定については、下記の手順に従ってください。

1
ツールパレットからテーブルツール を選択して、最終的に作成するテーブルと同じく
らいのサイズの方形を描き、マウスボタンを放します。テーブルのプロパティダイアロ
グボックスが表示されます。
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テーブルのプロパティダイアログボックス

2 行数フィールドで行の数を指定し、列数フィールドで、列の数を指定します。

3 デフォルトのセルタイプを指定するには、セルタイプ領域で、テキストセルまたは画像
セルをクリックします。後で、必要に応じて、特定のセルを選択してコンテンツのタイ
プを変換できます。

4 テキストが追加されるのにしたがって拡張するテキストセルを作成する場合は、オート
フィットエリアのコントロール類を使用します。

5 Control+Tabを押してテーブル内でセルを移動するときの順序を変更したい場合は、タ
ブの順序ドロップダウンメニューで別のオプションを選択できます。

6 テキストセルをリンクさせて、取り込んだテキストが（リンクされたテキストボックス
のように）特定のセルをフローするようにするには、セルをリンクチェックボックスを
オンにします。セルをリンクチェックボックスをオンにすると、リンクの順序ドロップ
ダウンメニューから、テキストセルをリンクする順番を選択できます。

この方法でセルをリンクしない場合は、後で連結ツール、またはテーブルメニューのテキ
ルトセルをリンクコマンドを使用してリンクすることができます。または、テキストセル
をリンクしない場合でも、Control+Tabを使用して、データの入力または編集中にセル
間を移動できます。

7 Excelからデータを取り込む場合は、外部データへリンクチェックボックスをオンにしま
す。詳細は、「Excelテーブルの取り込み」を参照してください。

8 行を追加または削除してもテーブルを同じサイズのままにしておく場合、ジオメトリを
保持をオンにします。

9 OKをクリックします。
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テキストからテーブルへの変換
テキストをテーブルに正常に変換できるかどうかは、テキストの準備自体に依存してい
ます。テキストブロック内では、段落、タブ、スペース、またはカンマ（QuarkXPress
で変換可能な文字）を一貫性のある方法で使用することが重要です。これらの文字は、
行および列を定義するためにテーブル変換で使用されるからです。ユーザーがワードプ
ロセッサを使用して列を並べる場合は、適切なタブストップを設定するよりも、複数の
タブ文字を使用するのが一般的です。変換するテキストブロックにそのようなタブ文字
が複数含まれている場合、おそらくそのテキストブロックでは、データ列の間にあるタ
ブの数に一貫性がありません。そのような場合は、タブ文字に一貫性を持たせてから、
テキストをテーブルに変換する必要があります。

テキストをテーブルに変換するには、下記の手順に従ってください。

1 テキストコンテンツツール を使用して、テーブルに変換するすべてのテキストを選択
します。

2 テーブル>テキストのテーブル変換を選択して、テキストのテーブル変換ダイアログボッ
クスを表示します。QuarkXPressは、選択されたテキストに基づいて、次の値で行を分
割、次の値で列を分割、および選択されたテキストでの最悪のシナリオで必要とされる
行および列の値を推測します。

テキストのテーブル変換ダイアログボックス

3 テキストが追加されるのにしたがって拡張するテキストセルを作成する場合は、オート
フィットエリアのコントロール類を使用します。

4 テーブル内の情報を別の方法で流し込む場合（たとえば、現在の値は降順でも、昇順の
ほうが効果的な場合）は、流し込み方法を変更できます。セルへの流し込み方法ドロッ
プダウンメニュー（デフォルトは、左から右へ、上から下へ）からオプションを選択し
ます。
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5 OKをクリックします。元のテキストボックスから分かれて新しいテーブルが作成されま
す。

Excelテーブルの取り込み
テーブルのデータは多くの場合、Excelなどのスプレッドシートプログラムで作成されて
おり、このようなテーブルデータは画像の取り込みと同じように取り込むことができま
す。手法は多少異なりますが、同じ結果が得られます。テーブルデータの取り込みの場
合は、QuarkXPressのテーブルをExcelファイルとリンクさせてトラッキングや更新を行
います。

.xlsファイルと.xlsxファイルの両方を取り込めます。

テーブルのプロパティダイアログボックスの外部テーブルへリンク機能を使用してExcel
からテーブルを取り込む場合は、画像の使用状況をトラッキングする場合と同じように
テーブルの使用状況をトラッキングできます。これによって、ソーステーブルが変更さ
れた場合には通知を受けることができます。また、レイアウトを出力（印刷、出力ファ
イルの収集、PDF形式での保存、またはHTMLへの書き出しなど）する際に確実に最新の
テーブルデータを使用することができます。テーブルの状況をチェックするには、補助
> 使用状況を選択して、テーブルタブをクリックします。

テーブルは画像と同じ方法で更新できますが、下記の点に注意する必要があります。

• Excelテーブルを最初に取り込むときに、テーブルのリンクダイアログボックスのフォー
マットを含むチェックボックスをオンにすると、QuarkXPressでもExcelフォーマットが
可能な限り保持されます。後でテーブルを更新すると、以前にQuarkXPressで適用した
ローカルフォーマットが消去され、Excelファイルのフォーマットで置き換えられます。

• Excelテーブルを最初に取り込むときに、テーブルのリンクダイアログボックスのフォー
マットを含むチェックボックスをオンにしない場合、テーブルのExcelフォーマットは破
棄されます。後でテーブルを更新すると、以前にQuarkXPressでテーブルに適用したロー
カルフォーマットが保持されます。

QuarkXPressでの、Excelテーブルの取り込みおよびリンクの保持については、下記の手
順に従ってください。

1 テーブルツールを使用して、必要な大きさのテーブルをドラッグして描画します。マウ
スボタンを放すと、テーブルのプロパティダイアログボックスが表示されます。

2 外部データへリンクチェックボックスをオンにします。

3 OKをクリックすると、テーブルのリンクダイアログボックスが表示されます。
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テーブルのリンクダイアログボックス

4 参照をクリックして、取り込むExcelファイルの場所を選択します。

5 ファイルに複数のワークシートが含まれている場合は、シートドロップダウンメニュー
から取り込むシートを選択します。データの一部のみを取り込みたい場合は、範囲フィー
ルドにセルの範囲を指定するか、ドロップダウンメニューから規定の範囲を指定します。

6 オプション領域で、取り込む属性のチェックボックスをオンにします。

7 OKをクリックします。

数式および参照は取り込まれません。ただし、数式や参照によって得られる値は取り込ま
れます。挿入された画像は取り込まれません。自動フィルタ、または詳細フィルタ（デー
タ > フィルタ）が適用されたテキストは、印刷用テキストとして取り込まれます。

Excelデータからすばやくテーブルを作成する方法、つまり、更新用にソーステーブルを
プロジェクトにリンクさせずにテーブルを作成する方法は、コピーアンドペーストするこ
とです。これを行うには、Excelワークシートで取り込みたいデータを部分的に選択して、
選択したデータをコピーします。次に、QuarkXPressに切り替えて、編集 > ペーストを
選択します。QuarkXPressは、そのデータに適したテーブルを作成して、テキストを挿
入します。

Excelチャートの取り込み
Excelで挿入 > グラフまたは挿入 > 図 を使用して作成したチャート（グラフ）や画像
（図）をQuarkXPressレイアウトで使用する場合、他の画像を取り込むのと同じ方法で、
チャート（グラフ）や画像（図）を取り込めます。これには、画像の取り込みダイアロ
グボックス（ファイルメニュー）のチャートを挿入を使用します。Excelから取り込んだ

QUARKXPRESS 9.5.1ガイド | 91

ボックス、ライン、およびテーブル



チャートおよび画像は、他の画像と同じように、使用状況ダイアログボックス（ユーティ
リティメニュー）の画像タブで追跡できます。

テーブルへのテキストと画像の追加
テーブルを操作するときには、テーブルセルをテキストボックスや画像ボックスと同じ
ようなものとして考えることができます。各ボックスには、次のセルにリンクされるか、
またはリンクされないテキストや個々の画像、または何もなし（単なるブレンド）など
のコンテンツが含まれます。このため、テキストの入力やインポート、または画像のイ
ンポートによって、ボックスに追加したコンテンツと同じ量のコンテンツをテーブルに
も追加できます。

テキストセルから画像セルへの変換は、テキストボックスを画像ボックスに変換するのと
同じ方法で実行できます。変換するすべてのセルを選択してから、アイテム > コンテン
ツ > 画像を選択します。

テーブルテキストの編集
テーブル内のテキストの編集では、セル間のナビゲート方法とフォーマット用テキスト
の選択方法の2つの重要事項を理解しておく必要があります。テキストを使用する場合は

通常、先にテキストコンテンツツール を選択する必要があります。

テーブルでのナビゲートは下記の要領で行います。

• テキストの入力や取り込みを行うセルでクリックします。

• Control+Tabを押して、次のセルに移動します。

• Control+Shift+Tabを押して、前のセルに戻ります。

• 矢印キーを押して、セルのテキスト内を移動し、別のセルに移動します。

テキストセルにタブ文字を入力するには、Tabを押します。右インデントタブを入力する
には、Option+Tab／Shift+Tabを押します。テーブル内で小数点やその他の文字で数値
を揃えるには、各テーブルセルにタブを挿入して、該当する揃えタブストップ（スタイ
ル > タブ）を指定します。

行と列にあるテキストの選択は下記の要領で行います。

• 1行のすべてのテキストを選択するには、テーブルの右エッジまたは左エッジの外側をク
リックします。

• 1例のすべてのテキストを選択するには、テーブルの上エッジまたは下エッジの外側をク
リックします。

• 複数の行や列にまたがるすべてのテキストを選択するには、テーブルのエッジに沿って
ドラッグします。

• 隣接しない行や列にあるテキストを選択するには、特定の行や列をShiftを押しながらク
リックします。

• さまざまな行と列にあるテキストを選択するには、テーブルメニューにある選択サブメ
ニューのオプションを使用します。オプションには、セル、行、奇数行、偶数行、列、
奇数列、偶数列、全てのセル、ヘッダー行、フッター行、および本文のセルがあります。
テーブルメニューの選択コマンドは、1つおきの行や列に異なるフォーマットを適用する
のに便利です。
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テーブルのセルのリンク
セルがリンクされると、セルに入力、インポート、またはペーストされるテキストが、
リンクされたストーリーの最初のテキストセルに入力され、さらにリンクされた後続の
各セルにフローされます。リンクされたボックスのテキストと同様に、リンクされたセ
ルのテキストフローを制御するには、次列キャラクタ（数字キーパッドのEnter）を使う
と便利です。テーブルのセルを互いにリンクするだけでなく、セルをテキストボックス
やテキストパスにリンクしたり、テキストボックスやテキストパスからリンクしたりで
きます。

• テーブルのすべてのセルをリンクするには、テーブルの作成時にテーブルのプロパティ
ダイアログボックスのセルをリンクをオンにします。

• テーブル内で選択したセルをリンクするには、テーブル > テキストセルをリンクを選択
します。選択したセルのうち、最初のセル以外はすべて空になっている必要があります。

•
テーブルのセルを手動でリンクするには、連結ツール を使用します。テキストボッ
クスのリンクと同様に、開始セルをクリックして選択してから、追加したい次のセルを
クリックします。既存のリンクをリダイレクトするには、連結ツールを使用してShiftキー
を押しながらクリックします。

•
テーブルのセルをリンク解除するには、連結解除ツール を使用して、リンクされた
セル間にある矢印の尖っていないほうの端をクリックします。

• テーブルのセルをテキストボックスまたはテキストパスにリンクするには、連結ツール

を使用します。

テーブル > セルを統合を使用してリンクされたセルを連結する場合、連結されたセルは
テキストチェーンから削除され、残りのリンクは影響を受けません。テーブル > セルを
分割を使用して連結されたセルを分割する場合、リンクは保持され、テキストは指定した
リンクの順序に従ってフローします。

テーブルのフォーマット
QuarkXPressの他のアイテムと同様に、テーブルにもテーブル属性をフォーマットする
ための設定ダイアログボックス（アイテムメニュー）があります。設定ダイアログボッ
クスで利用できるペインは、選択した項目によって異なります。たとえば、テーブル全

体を選択するにはアイテムツール を使用します。1つまたは複数のセルを選択する

にはテキストコンテンツツール を使用します。または、特定のグリッドラインや画像
セル、テキストセルを選択できます。メジャーパレットとカラーパレットのオプション
には選択したテーブルも反映されるため、ある程度の調整ができます。

グリッドラインのフォーマット
グリッドラインは、各行の間の水平方向の線、および各列の間の垂直方向の線のことで
す。グリッドラインを選択すると、設定ダイアログボックスのグリッドタブを使用して、
線のスタイル、幅、色、ギャップカラー、シェード、および不透明度を指定できます。

1 グリッドラインをフォーマットするには、まず下記の操作を行います。
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• 個々のグリッドラインを選択する場合は、テキストコンテンツツール でグリッドライ
ンをクリックします。

• 複数のグリッドラインを選択する場合は、Shiftキーを押しながら各グリッドラインをク
リックします。

• テーブル全体についてすべての水平グリッドライン、またはすべての垂直グリッドライ

ンを選択する場合は、アイテムツール でテーブルを選択します。次に、設定ダイア
ログボックスで設定を行います。

•テーブルメニューの選択サブメニューからオプションを選択します。選択肢は、水平グ
リッド、縦組みグリッド、ボーダー、または全てのグリッドです。

2 適切なグリッドラインを選択してから、アイテム>設定を選択し、グリッドタブをクリッ
クします。

設定ダイアログボックスのグリッドタブ

3 すべてのグリッドライン、垂直グリッドライン、または水平グリッドラインを選択する
には、プレビュー領域の右側にあるボタンの1つをクリックします。選択できるボタン
は、上から全てのグリッドライン、水平グリッドライン、または垂直グリッドラインで
す。

4 グリッドタブで値を変更する場合は、適用ボタンを押してプレビュー領域で確認しなが
ら値を決定できます。
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ウィンドウメニューのメジャーパレットにも、選択したグリッドラインをフォーマットす
るためのペインがあります。

行と列の挿入と削除
テーブルの任意の位置に行と列を挿入できます。行を追加する位置のすぐ上またはすぐ
下にあるセルをクリックします。または、列を追加する位置のすぐ右またはすぐ左にあ
るセルをクリックします。その後、テーブル >挿入 >行またはテーブル >挿入 >列をク
リックします。

削除する行や列を選択するには、テーブルエッジに矢印ポインタをドラッグしてShiftを
押しながら矢印ポインタをクリックするか、テーブルメニューの選択サブメニューにあ
るコマンド（奇数行など）を使用します。その後、テーブル>削除>行またはテーブル>
削除 > 列を選択します。

テーブルメニューのジオメトリを保持がオンになっている場合に列や行を削除すると、削
除された列や行のスペースを埋めるように既存の列や行のサイズが大きくなります。ジオ
メトリを保持がオフになっている場合、テーブルは必要に応じて小さくなります。

セルの統合

セルを統合するには、テキストコンテンツツール でShiftを押しながらクリックして、
セルを長方形で選択します。テーブル > セルの統合を選択します。セルの統合を取り消
して周りのテーブルに合わせるには、統合されているセルを選択してテーブル > セルを
分割を選択します。

テキストや画像を含むリンクされていないセルを統合する場合、選択したセルの左上のセ
ルのコンテンツが統合後のセルに残ります。

テーブル、行、列の手動でのサイズ変更
QuarkXPressの他のアイテムと同様に、行、列、テーブルをドラッグしてサイズを変更
できます。行または列のサイズを変更するには、グリッドラインをクリックしてサイズ
変更ポインタを表示します。ポインタを上または下にドラッグして行のサイズを変更す
るか、左右にドラッグして列のサイズを変更します。テーブル全体をサイズ変更するに
は、サイズ変更ハンドルをドラッグしているときに、下記のいずれかのキーボードコマ
ンドを押します。

WindowsコマンドMac OSコマンドテーブルでの効果

CtrlキーCommandキーサイズ変更されるテーブルとコ
ンテンツ

ShiftキーShiftキー比率を保ちながらサイズ変更さ
れるテーブル（コンテンツでは
ない）

Ctrl+ShiftCommand+Shift比率を保ちながらサイズ変更さ
れるテーブルとコンテンツ
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テキストへのテーブルの変換
データをWordファイルとして保存するなど、テーブルにある現在のデータをエクスポー
トする必要がある場合、情報をテキストに変換できます。これには、テーブルを選択し
てからテーブル > テーブル変換 > テキスト化を選択します。

テーブルおよびグループの使用
柔軟性を高めるため、グループコマンド（アイテムメニュー）を使用してテーブルを他
のアイテムにグループ化できます。また、グループ化された一連のテキストボックス、
画像ボックス、またはその両方にテーブルのセルを変換することによって、テーブルを
分解できます。この方法で、テーブルの要素を分離し、それらの要素をレイアウト内の
他の場所で使用できます。この操作を行うには、テーブルを選択し、テーブル > テーブ
ル変換 > グループ化を選択します。個々のボックスを操作するには、アイテム > グルー
プ解除を選択します。

他の場所でのテーブルの継続
テーブルは、1つのページまたはスプレッド（つまり、デザイン内に割り振られたスペー
ス内）に必ず収まるとは限らないため、レイアウト内の他の場所に自動的に継続するよ
うに設定できます。

テーブルを継続するには、下記の2つの方法があります。

• テキストボックス内のテーブルにアンカーを付加する。簡単に使用できるため、多くの
場合、テーブルを分割する際の望ましい方法です。

• テーブルを手動で分割する。この方法は、テーブルを水平方向に分割する場合に必要で
す（たとえば、テーブルの先頭5列を1ページに配置して、残りの3列を別のページに配
置するような場合）。

テーブルが継続されるときでも、テーブルの内容について説明する凡例が必要になりま
す。凡例は、自動的に作成および同期されるヘッダー行とフッター行の形で追加できま
す。また、先頭以降のテーブル部分に対して、特別な「継続」テーブルのヘッダ―を作
成できます。

テキスト内のテーブルへのアンカーの付加
別の場所でテーブルを継続する1つの方法として、テキストボックス内のテーブルにアン
カーを付加します。アンカーテーブルは、他のアンカーオブジェクトと同様に、テキス
トとともに移動します。また、長すぎてボックス内に入りきらない場合や、アンカーテー
ブルを含んでいる段落内の唯一のオブジェクトである場合は、自動的に分割されます。

テーブルにアンカーを付加するには、下記の手順に従ってください。

1 テーブルを作成します。

2
アイテムツール でテーブルを選択します。

3 編集 > カットを選択します。

4 テキストコンテンツツール を選択してから、テーブルにする位置にテキスト挿入ポイ
ントを配置します。

5 編集 > ペーストを選択します。
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この時点で、テーブルは、テキスト内を移動するように、自動的に分割されます。ただ
し、ヘッダーを追加していない場合は、ヘッダーはありません。詳細は、「テーブルへ
のヘッダー行とフッター行の追加」を参照してください。

手動でのテーブルの分割
別の場所でテーブルを継続するための1つの方法として、テーブル分割を指定します。
テーブル分割は、これを超えるとテーブルが2つの連結されたテーブルに分割される最大
サイズです。継続テーブルでは、1つのテーブルで列を挿入するなどの変更が加えられる
と、その変更がテーブル全体に反映されます。手動でテーブルの継続インスタンスを作
成するには、下記の手順に従ってください。

1 テーブル>テーブル分割を選択して、テーブル分割プロパティダイアログを表示します。

テーブル分割プロパティダイアログボックス

2 幅がフィールドの値を超えたときにテーブルを分割するには、幅をオンにします。デフォ
ルトでは、テーブルの現在の幅が幅フィールドに表示されます。この値を小さくすると
テーブルが分割されます。

3 高さがフィールドの値を超えた場合にテーブルを分割するには、高さをオンにします。
デフォルトでは、テーブルの現在の高さが高さフィールドに表示されます。この値を小
さくするとテーブルが分割されます。

4 ヘッダー行フィールドに値を入力することによって、ヘッダー行の数を指定できます（詳
細は、「テーブルへのヘッダー行とフッター行の追加」を参照してください）。

5 テーブルにヘッダーがある場合は、継続ヘッダーをオンにして、テーブルの継続インス
タンスで表示する、別バージョンのヘッダーを作成できます。たとえば、テーブルの先
頭部分のヘッダーが「List of Contributors」である場合、継続ヘッダーは、「List of
Contributors（continued）」のようになります。最初のヘッダー行をクリックして、
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継続ヘッダーを先頭ヘッダー行に限定するか、または全てのヘッダー行をクリックして、
すべてのヘッダー行から継続ヘッダーを作成します。

継続ヘッダーの内容を設定するには、このダイアログボックスを閉じてから、先頭以降
のテーブル部分に移動して、そこでヘッダーの内容を変更します。

6 フッター行フィールドに値を入力することによって、フッター行の数を指定できます。

7 OKをクリックします。テーブルの高さまたは幅がテーブル分割の基準を満たすと、テー
ブルは2つ以上の連結されたテーブルに分割されます。継続テーブルは、レイアウト内の
他の場所に移動させることができます。テーブルは、後で行や列のサイズを変更したり
追加したりして調整を加えると、分割される可能性があります。

継続ヘッダーで分割されたテーブル

テーブル分割機能は両方向で機能します。つまり、テーブルが大きくなると、必要に応
じて追加のサブテーブルを使用してテーブルを継続させ、テーブルが小さくなると、必
要に応じてテーブルを再結合します。

継続テーブル間の連結を切断するには、継続テーブルのいずれかのインスタンスを選択
し、テーブル > 各テーブルを作成を選択します。

テーブルへのヘッダー行とフッター行の追加
ヘッダー行とフッター行は、テーブルの継続インスタンスで自動的に繰り返されるよう
に指定できます。さらに、ヘッダー行とフッター行は自動的に同期されるため、テキス
トの変更が継続テーブルのすべてのインスタンスに反映されます。

この継続テーブルでは、テーブル見出しと列見出しの先頭2行が、テーブルの継続インス
タンスのヘッダー行として繰り返されます。先頭の行が継続ヘッダーです。

テーブルにヘッダー行とフッター行を追加するには、下記の手順に従ってください。
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1 分割するテーブルの設定を行います。詳細は、「手動でのテーブルの分割」および「テ
キスト内のテーブルへのアンカーの付加」を参照してください。

2 ヘッダー行とフッター行を作成するには、下記の2つの方法があります。

• 自動ヘッダーを作成するには、テーブルの先頭の1行または複数の行を選択して、テーブ
ル > ヘッダーとして連続複製を選択します。自動フッターを作成するには、テーブルの
最後の1行または複数の行を選択して、テーブル > フッターとして連続複製を選択しま
す。

•テーブル > テーブル分割を選択します。テーブル分割オプションダイアログボックスが
表示されます。ヘッダー行とフッター行の数を設定するには、ヘッダー行フィールドと
フッター行フィールドにそれぞれ値を入力します。

アンカーテーブルのテーブル分割プロパティダイアログボックス

先頭以降のテーブル部分に表示するセカンダリヘッダーを作成するには、継続ヘッダー
をオンにします。たとえば、テーブルの先頭部分のヘッダーが「List of Contributors」
である場合、継続ヘッダーは、「List of Contributors（continued）」のようになりま
す。最初のヘッダー行をクリックして、継続ヘッダーを先頭ヘッダー行に限定するか、
または全てのヘッダー行をクリックして、すべてのヘッダー行から継続ヘッダーを作成
します。

終了したら、OKをクリックします。

3 継続ヘッダーまたはフッターの内容を設定するには、先頭以降のテーブル部分に移動し
て、そこでヘッダーの内容を変更します。

テーブルメニューのヘッダーとして連続複製またはフッターとして連続複製をオフにすれ
ば、ヘッダー行またはフッター行を継続テーブルからいつでも削除できます。
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自動ヘッダー行および自動フッター行を追加すると、残りのテーブル行は"本文のセル"と
みなされます。テーブルメニューの選択サブメニューにあるオプションにより、継続テー
ブルのすべてのインスタンスでヘッダー行、フッター行、および本文のセルすべてを選択
できます。
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テキストと印刷体制

テキストとは、ほとんどすべての出版物の統合部分です。QuarkXPressでは、出版物内
でテキストを直接作成して編集できる他、多くの著名なワードプロセッシングアプリケー
ションからテキストを取り込むこともできます。標準的なテキストフォーマットと編集
の機能に加え、QuarkXPressには、テキストとその属性の検索と置換、スペルチェック、
カスタムスペルチェック用辞書、およびテキストフォーマットにプロジェクト全体の変
更を行うためのフォントの使用状況ユーティリティなどの機能が備わっています。

印刷体制とは、テキストの見栄えでコンテンツのトーンや意味を伝えるための技法です。
QuarkXPressでは、書体、文字飾り、行送り、間隔を含む、印刷体制のあらゆる面を調
整することで、テキストのトーンを制御できます。

テキストの編集

アクティブなテキストボックスにテキストを入力したり取り込むには、テキストコンテ

ンツツール を使用します。文字はテキストの挿入ポイントに入力されます。テキスト
挿入ポイントは点滅した線で示されています。ストーリーは、テキストボックス内の全
テキストです。一連のボックスをつなげると、全ボックスのテキストがすべて1つのス
トーリーにまとめられます。

マウスを複数回クリックしてテキストを選択することもできます。ダブルクリックする
と、テキスト挿入ポイントを含む単語を選択できます。3回クリックすると、テキスト挿
入ポイントを含む行を選択できます。4回クリックすると、テキスト挿入ポイントを含む
段落全体を選択できます。5回クリックすると、ストーリー全体を選択できます。

ダブルクリックで単語を選択し、それをカットまたはコピーする場合、アプリケーショ
ンが単語の文脈を考慮して、新しい場所にその単語をペーストしたときに、必要に応じ
てスペースを自動的に追加または削除します。この機能をスマートスペースといいます。
選択する語句に約物を含める場合、語句と隣接する約物の間をダブルクリックします。

テキストの取り込みおよび書き出し

テキストを取り込むには、下記のいずれかを実行します。

•テキストコンテンツツール を選択し、テキストの挿入ポイントを指定してからファイ
ル > 取り込みを選択します。引用符を変換オプションをオンにすると、二重ハイフンを
emダッシュに変換できます。また、フィートやインチの記号をタイプセッターのアポス
トロフィや引用符に変換できます。スタイルシートを含むチェックボックスをオンにす
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ると、Microsoft WordまたはWordPerfectのファイルからスタイルシートを取り込む
か、または「XPress Tag」をフォーマットテキストに変換できます。

• テキストファイルをファイルシステムからテキストボックス上にドラッグします

• テキストを別のアプリケーションからテキストボックス上にドラッグします

• Command／Ctrlキーを押しながら、テキストファイルをファイルシステムから画像ボッ
クスまたはコンテンツなしボックスにドラッグします。

• Command/Ctrlキーを押しながら、テキストを別のアプリケーションから画像ボックス
またはコンテンツなしボックスにドラッグします。

すでにテキストまたは画像が入っているボックスにコンテンツをドラッグすると、ドラッ
グされたコンテンツ用に、QuarkXPressが新しいボックスを作成します。新しいボック
スを作成せずにボックスのコンテンツを置き換えるには、ボックスにコンテンツをドラッ
グしながらCommand／Ctrlキーを押します。ドラッグされたコンテンツに対して常に
新しいボックスを作成するには、ドラッグしながらOption／Altキーを押します。

取り込まれたテキストがすべてテキストボックスに収まらない場合、オーバーフロー記
号が表示されます。自動ページ挿入（QuarkXPress／編集 > 環境設定 > 環境設定 > 一
般ペイン）が有効な場合、（テキストを自動テキストボックスへ取り込んだ場合に）必
要に応じてページが挿入され、テキストを含めることができます。

テキストを書き出すには、まずテキストボックスでテキスト挿入ポイントを指定する
（ボックス内のテキストをすべて保存する場合）か、または書き出すテキストを選択し
ます。次にファイル > テキスト保存を選択し、形式ポップアップメニューからオプショ
ンを選択し、名前を入力して場所を指定してから保存をクリックします。

.docxフォーマットで書き出すには、形式ドロップダウンメニューからWord文書を選択
します。.docフォーマットで書き出すには、Word 97/98/2000文書を選択します。

フィルタの取り込み／書き出し
XTensionsソフトウェアでは、このセクションで説明するものを含むさまざまなフォー
マットのテキストを取り込みおよび書き出しできます。

Word 6–2000 Filter
Word 6–2000 Filterを使用すると、Microsoft Word 97/98/2000（Word 8）およ
び.docxフォーマットを対象に、ドキュメントを取り込みまたは書き出しできます。

取り込みの問題を回避するには、Microsoft Wordの高速保存（オプションダイアログ
ボックスの保存タブ）をオフにするか、名前を付けて保存コマンドを使用して、取り込ま
れるWordファイルのコピーを作成します。

WordPerfect Filter
WordPerfect Filterを使用すると、WordPerfect 3.0および3.1（Mac OS）および
WordPerfect 5.xおよび6.x（Windows）からドキュメントを取り込むことができます。
また、WordPerfect 6.0フォーマットで、テキストを保存することもできます。

WordPerfect 3.1 for Mac OSは、WordPerfect 6.0 for Windowsドキュメントを読
み取ることができるため、WordPerfect 3.1 for Mac OSの書き出しオプションはあり
ません。
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Unicodeオプション付きテキストの取り込みおよび書き出し
テキストの取り込みおよび書き出し時にエンコードの種類を指定することもできます。
エンコードの種類により、テキストで表示される各字形を表すのに使用するバイトシー
ケンスが決まります。外国語やHTMLのテキストを使用する場合、適切なエンコードを
選択してファイル内の文字をすべてUnicodeに変換できます。オプションの機能は下記
のとおりです。

• プレーンテキストまたは「XPress Tag」テキストのファイルを選択した場合、取り込み
ダイアログボックスにエンコーディングドロップダウンメニューが追加されます。ソフ
トウェアが選択したテキストファイルのエンコードを決定して適切なエンコードの種類
を適用しようとします。ただし、テキストに対して別のオプションを指定することもで
きます。

• プレーンテキストまたはXPress Tagテキスト形式でテキストを書き出す場合、テキスト
保存ダイアログボックスにエンコーディングドロップダウンメニューが追加されます。

•引用符を変換オプションでは、引き続き直接引用符をタイプセッターの引用符に変換す
る、あるいは二重ハイフンを全角ダッシュに変換できます。

テキストの検索と置換

検索／置換パレット（編集メニュー）を使用すると、標準的な検索および置換の操作を
実行できます。さらに、このパレットを使用して下記の操作を実行できます。

• ワイルドカード文字を使用した検索および置換：Command+Shift+?／Ctrl+Shift+?

• スタイルシート、フォント、サイズ、色、入力スタイル（OpenTypeスタイルを含む）
など、テキストの書式の検索および置換

• 検索／置換の操作を単一のストーリーまたはレイアウト全体に制限

• 文字の言語に基づいた検索および置換（「文字言語の適用」を参照）

• 合字の検索および置換

• 特殊文字の検索および置換（「特殊文字コード」を参照）

Option／Altキーを押すと、検索ボタンが最初を検索に変わります。フォーマットの属性
に基づいて検索および置換を実行するには、属性無視チェックボックスをオフにします。
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テキストの検索および置換を行うには、検索／置換ダイアログボックスを使用します。
フォーマットの属性に基づいて検索および置換を実行するには、属性無視チェックボッ
クスをオフにします。

特殊文字コード
特殊文字コードを使用して、特殊文字の検索および置換ができます。また、条件付きス
タイルの作成時にも、これらのコードを使用できます。

文字コード

\tTab

\p新規段落

\n新規行

\c新規列

\b新規ボックス

\\バックスラッシュ

\.句点スペース

\fフレックススペース

\h任意ハイフン
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文字コード

\iインデント位置

\d任意改行

\memスペース

\eenスペース

\51/3 emスペース

\$1/4 emスペース

\^1/6 emスペース

\8数字スペース

\{極細スペース

\[細いスペース

\zゼロ幅スペース

\jゼロ幅スペース（ゼロ幅改行なしスペー
ス）

\r条件付きスタイルマーカー（検索／置換
のみ）

スペルチェック

スペルをチェックするには、補助 > 英文スペルチェックサブメニューからオプションを
選択します。英文スペルチェックパレットが表示されます。
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英文スペルチェックパレット

スペルチェックの範囲を変更するには、チェックドロップダウンメニューからオプショ
ンを選択します。使用可能なオプションは、単語、選択、ストーリーの末尾、ストー
リー、またはレイアウトです。レイアウトを選択した場合、スペルチェックは適用され
たマスターページアイテムをスキップし、すべてのレイアウトページ上でスペルチェッ
クをした後でマスターページをチェックします。ロックされたテキストボックス、テキ
ストセル、およびテキストパスでスペルチェックをするには、ロックされたコンテンツ
の検索のチェックボックスをオンにします。スペルチェックは常にテキスト挿入ポイン
トから開始されます。

スペルチェックを開始するには、開始をクリックします。アクティブストーリーの先頭
からスペルチェックを開始するには、Shiftキーを押しながら開始をクリックします。

間違ったスペルの単語を置換するには、正しいスペルを置換単語フィールドに入力する
か、正しい単語をリストから選択してから、置換をクリックします。間違ったスペルの
単語が登場する箇所すべてを置換するには、全て置換をクリックします。

置換単語フィールドの単語の候補を検索するには、検索をクリックします。

選択された単語をスキップするには、スキップをクリックします。

置換単語フィールドの単語をユーザー辞書に追加するには、追加をクリックします。ユー
ザー辞書が開いていない場合、追加をクリックした後でユーザー辞書を選択または作成
できます。すべてのチェックする単語をユーザー辞書に追加するには、Option+Shiftキー
／Alt+Shiftキーを押しながら全て追加をクリックします。

英文スペルチェックパレットを閉じるには、終了をクリックします。

英文スペルチェックパレット以外の場所をクリックしてからパレットに戻ると、スペル
チェックを再開できます。
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英文スペルチェックパレットでの変更を元に戻すには、編集 > 「テキストの変更」の取
り消しを選択します。

スペルチェックの環境設定を表示するには、環境設定をクリックします。詳細は、「環境
設定 - アプリケーション - スペルチェック」を参照してください。

ユーザー辞書
スペルチェックで単語にフラグが付かないようにするには、ユーザー辞書を作成してそ
こに単語を追加します。ユーザー辞書を作成するには、補助 > ユーザー辞書を選択し、
名前を入力して新規をクリックします。ユーザー辞書に単語を追加するには、補助>ユー
ザー辞書の編集を選択します。

アーティクルで一度に開くことのできるユーザー辞書は1つだけです。ユーザー辞書ダイ
アログボックスの閉じるをクリックするまで、または別のユーザー辞書を開くまでユー
ザー辞書とアーティクルの関連付けが保持されます。

ユーザー辞書は、独立したファイルとしてハードドライブに保存されます。アーティク
ルのユーザー辞書のパスはプロジェクトとともに保存されるため、開いているユーザー
辞書を別のフォルダまたはボリュームに移動すると、アプリケーションはその辞書を検
索できなくなります。

英文スペルチェックパレットを閉じずにユーザー辞書を作成または開くには、保持する
単語をハイライトした状態で追加をクリックします。

すべてのチェックする単語をユーザー辞書に追加するには、Option+Shiftキー／Alt+Shift
キーを押しながら全て追加をクリックします。

単語および文字のカウント

ストーリーで単語数および文字数を表示するには、補助>単語数と文字数を選択します。
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単語数と文字数ダイアログボックス

単語数領域に、ストーリーにあるすべての単語数および固有の単語数が表示されます。

文字数領域に、すべての文字数および特定言語の文字数が表示されます。

私用領域文字は、Unicode文字の範囲外で指定された固有の文字で、個人、組織、ISOお
よびUnicodeに関するコンソーシアムに参加していないソフトウェアベンダーによって
登録されたものです。

文字属性の適用

QuarkXPressでは、テキストフォーマットを文字単位で制御して精度を維持できます。

フォントの適用
選択したテキストにフォントを適用するには、下記の操作のいずれかを行ってください。

•スタイル > フォントを選択し、サブメニューからフォントを選択します。

•文字属性ダイアログボックス（スタイル > 文字設定）を表示し、フォントメニューから
フォントを選択します。

•メジャーパレットのクラシックまたは文字属性タブにあるフォントドロップダウンメ
ニューからフォントを選択します。

• Command+Option+Shift+M/Ctrl+Alt+Shift+Mを押すと、メジャーパレットのフォ
ントフィールドに直接移動します。フォント名が認識されるまで最初の方の文字をいく
つか入力してReturn／Enterキーを押します。
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フォント一覧の上部に最後に使用したフォントが表示されます。

フォントメニューにフォントのプレビューを表示するには、環境設定ダイアログボックス
のフォントペインにあるフォントメニューに表示ボックス（QuarkXPress／編集メ
ニュー）をオンにします。この環境設定を一時的に上書きするには、Shiftキーを押しま
す。

フォントサイズの選択
2～3456ポイントのフォントサイズを適用できます。選択したテキストにサイズを適用
するには、下記の操作のいずれかを行ってください。

•スタイル > サイズを選択し、サブメニューからポイントサイズを選択します。

• 現在のフォントサイズの横にある矢印をクリックし、ポイントサイズの一覧を表示しま
す。次にその一覧からサイズを選択するか新しいポイントサイズを入力します。

• 下記のキーボードコマンドのいずれかを使用します。

Mac OS

• 1ポイント増加：Command+Option+Shift+>

• 1ポイント減少：Command+Option+Shift+<

• プリセット範囲で増加：Command+Shift+>

• プリセット範囲で減少：Command+Shift+<

Windows

• 1ポイント増加：Ctrl+Alt+Shift+>

• 1ポイント減少：Ctrl+Alt+Shift+<

• プリセット範囲で増加：Ctrl+Shift+>

• プリセット範囲で減少：Ctrl+Shift+<

文字飾りの適用
選択したテキストに文字飾りを適用するには、下記の操作のいずれかを行ってください。

•スタイル > 文字飾りを選択し、サブメニューから文字飾りを選択します。

•スタイル > 文字設定を選択し、文字飾り領域のチェックボックスをオンにします。

•メジャーパレットのテキストスタイルドロップダウンメニューから文字飾りを選択しま
す。テキストスタイルドロップダウンメニューの左にあるアイコンを使用してボールド
およびイタリックの文字飾りを適用します。選択したテキストからすべての文字飾りを
削除するには、テキストスタイルドロップダウンメニューから文字飾りを全て削除を選
択します。

既存フォントは、「Times New Roman MT Std」フォントファミリー内の「Times
New Roman MT Std Bd」など、フォントファミリーに組み込まれた異なるフォントス
タイルです。

シミュレートされたフォントは、ボールド、イタリック、またはボールドイタリックを
シミュレートするために変更された標準既存フォントです。フォントファミリーに別個
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の既存フォントとしてボールドまたはイタリックの形式が含まれていない場合、オペレー
ティングシステムが、ボールドまたはイタリック形式のフォントを作成する変換を実行
できるようにボールドおよびイタリックの文字飾りを適用することができます。この結
果作成されるのがシミュレートされたフォントです。

ボールドを標準フォントに適用すると、アプリケーションはまずボールド形式の既存フォ
ントを見つけようと試み、そのフォントが見つからない場合は、ボールド形式のシミュ
レートされたフォントを作成します。

シミュレートされたフォントは出力時に問題を発生させる可能性があるため、警告アイ
コンがレイアウト内のシミュレートされたフォントを特定します。シミュレートされた
フォントは、警告アイコンによって、メジャーパレット、字形パレット、文字属性ダイ
アログボックス、スタイル > 文字飾りサブメニュー、文字スタイルシートの編集ダイア
ログボックス、検索／置換パレットの置換領域、使用状況ダイアログボックス（補助メ
ニュー）のフォントペイン、使用状況ダイアログボックスからアクセス可能なフォント
置換ダイアログボックス、ルビダイアログボックスの文字属性タブで表示されます。

カラー、シェードおよび不透明度の適用
選択したテキストにカラー、シェードおよび不透明度を適用するには、下記の操作のい
ずれかを行ってください。

•スタイル >カラー、スタイル >シェードおよびスタイル >不透明度のサブメニューから
オプションを選択します。

•カラーパレット（ウィンドウ > カラーパレット表示）を表示し、シェードおよび不透明
度の値を選択または入力します。

•単位パレットのクラシックまたは文字属性タブにあるカラー、シェードおよび不透明度
のコントロールを使用します。

横比率または縦比率の適用
選択したテキストに横比率または縦比率を適用するには、下記の操作のいずれかを行っ
てください。

•スタイル > 文字の変形を選択し、縮小率ドロップダウンメニューから水平方向または垂
直方向を選択します。フィールドに値を入力し、OKをクリックします。

• 下記のキーボードコマンドのいずれかを使用します。横比率と縦比率の両方が適用され
ているテキストの範囲を選択してキーボードコマンドを使用すると、縦横の比率に応じ
てテキストが増減します。

横比率と縦比率の値を同時に適用することはできません。

Mac OS

• 5％縮小：Command+[

• 5％拡大：Command+]

• 1％縮小：Command+Option+[

• 1％拡大：Command+Option+]
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Windows

• 5％縮小：Ctrl+[

• 5％拡大：Ctrl+]

• 1％縮小：Ctrl+Alt+[

• 1％拡大：Ctrl+Alt+]

ベースラインシフトの適用
段落の間隔に影響を与えずにベースラインの上下に文字を移動できます。テキストを上
に移動するには正の値を指定し、テキストを下に移動するには負の値を指定します。選
択したテキストにベースラインシフトを適用するには、下記の操作のいずれかを行って
ください。

•スタイル>ベースラインシフトを選択してベースラインシフトフィールドに値を入力し、
OKをクリックします。

• 下記のキーボードコマンドのいずれかを使用します。

Mac OS

• 下方向に1ポイント移動：Command+Option+Shift+-

• 上方向に1ポイント移動：Command+Option++

Windows

• 下方向に1ポイント移動：Ctrl+Alt+Shift+9

• 上方向に1ポイント移動：Ctrl+Alt+Shift+0

複数の文字属性の適用
文字属性ダイアログボックス（スタイル > 文字設定）を使用してすべての文字属性を一
度に表示および編集できます。

文字属性ダイアログボックスの空白のフィールドおよびグレイのチェックボックスは、
選択したテキストに複数のスタイルが適用されていることを示しています。たとえば、
フォントフィールドが空白である場合、選択したテキストに複数のフォントが適用され
ています。

文字属性ダイアログボックスの空白のフィールドに値を入力すると、選択したすべての
テキストに値が適用されます。グレイのチェックボックスをオンにすると選択したすべ
てのテキストにスタイルの設定が適用され、オフにすると選択したすべてのテキストか
らスタイルの設定が削除されます。
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文字属性ダイアログボックスを使用してテキストをフォーマットします。

段落設定の適用

段落設定は、段落全体に適用されるフォーマットオプションです。この設定オプション
には、行揃え、インデント、行送りおよびタブなどがあります。選択した段落に設定を
適用するには、段落設定ダイアログボックス（スタイル > フォーマット）または単位パ
レットを使用します。

適用されている段落フォーマットは、同じボックスまたはテキストチェーンの段落間で
コピーできます。適用されている段落フォーマットをコピーするには、変更する段落ま
たは段落の範囲を選択し、コピーするフォーマットが適用されている段落の任意の場所
をOption／Alt+Shiftキーを押しながらクリックします。この方法で段落フォーマットを
コピーすると文字属性は変更されません。

行揃えの制御
段落の行揃えには、左揃え、センター、右揃え、ジャスティファイおよび強制割付とい
う5つオプションがあります。強制割付オプションは、左インデントと右インデント間の
すべての行を両端揃えする点はジャスティファイオプションと同じですが、段落の最後
に改行がある場合は最終行も両端揃えします。

選択したテキストの行揃えを設定するには、下記の操作のいずれかを行ってください。
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•スタイル > 行揃えサブメニューから行揃えを選択します。

•メジャーパレットのクラシックタブまたは段落設定タブにある行揃えアイコンをクリッ
クします。

• 下記のキーボードコマンドのいずれかを使用します。

Mac OS

• 左揃え ：Command+Shift+L

• センター ：Command+Shift+C

• 右揃え ：Command+Shift+R

• ジャスティファイ ：Command+Shift+J

• 強制割付 ：Command+Option+J

Windows

• 左揃え ：Ctrl+Shift+L

• センター ：Ctrl+Shift+C

• 右揃え ：Ctrl+Shift+R

• ジャスティファイ ：Ctrl+Shift+J

• 強制割付 ：Ctrl+Alt+Shift+J

インデントの制御
選択した段落にインデントを指定するには、スタイル > 行揃えサブメニュー、段落設定
ダイアログボックス（スタイル > 段落設定）、またはメジャーパレットの段落設定タブ
を使用します。

• ボックスまたは列の左端から段落がインデントされる距離を指定するには、左インデン
トフィールドに値を入力します。

•左インデントの値から段落の最初の行をインデントする距離を指定するには、第1行フィー
ルドに値を入力します。第1行のインデントは、段落に適用されている左インデントに関
連します。たとえば、左インデントを0.5"、第1行のインデントを0.5"に設定すると、最
初の行はテキストボックスの左端から1"離れた位置から開始します。

• ボックスまたは列の右端から段落がインデントされる距離を指定するには、右インデン
トフィールドに値を入力します。OKをクリックします。

• ぶら下がりインデントを作成するには、左インデントに正の値、第1行のインデントに負
の値を指定するか、列のルーラーのインデントアイコンをドラッグします。段落設定ダ
イアログボックス（スタイル > 段落設定）の段落設定タブにある適用ボタンを使用して
ぶら下がりインデントを試します。

段落設定としてぶら下がりインデントを設定する以外に、特殊文字を入力してその位置
から次の段落の改行にあるすべてのテキスト行をインデントすることもできます。MacOS
の場合はCommand+\、Windowsの場合はCtrl+\を押して、特殊なインデント位置文
字を入力します。インデント位置文字は不可視文字です。不可視文字を表示するには、
表示 > 特殊キャラクタ表示（Command+I／Ctrl+I）を選択します。
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行揃えおよびインデントはともに、設定ダイアログボックス（アイテムメニュー）のテ
キストタブで指定されたテキストとの間隔で測定されます。テキストとの間隔の値は、
テキストボックス内部の列ではなくテキストボックスの上部、下部、左部、右部に影響
します。

行送りの制御
行送りは行間隔の測定単位で、段落のテキストベースラインの間隔を表しています。行
送りの値を指定すると、選択した段落のすべての行に適用されます。行送りは、下記の3
つの方法で指定できます。

•絶対行送りでは、行の文字サイズに関係なくテキストのベースラインの間隔を特定の値
に設定します。たとえば、段落に対して絶対行送りの値を16ポイントに指定すると、す
べてのベースラインの間隔が16ポイントになります。絶対行送りを指定する場合、垂直
方向におけるテキストベースライン間の合計距離を示す値を使用します。

•増幅値による自動行送りでは、行送りフィールド（スタイルメニュー）で指定した絶対
値と自動行送りの基本値を組み合わせます。行送りの増幅値の前には必ずプラス記号
（＋）やマイナス記号（－）があります。

•自動行送りでは、行送りの自動設定フィールド（QuarkXPress／編集 > 環境設定 > 段
落ペイン）の値がアプリケーションで使用され、パーセント単位または増幅値単位での
自動行送りが発生するかどうかが決定します。デフォルトのパーセント単位では、自動
行送りの基本値に上の行で最も大きなフォントサイズの一定パーセントを加えて、上の
行と自動行送りされる行の間の行送りの合計値が算出されます。自動行送りのパーセン
ト単位のデフォルト値は20％です。自動行送りを指定するには、行送りフィールドに自
動を入力します。

選択した段落の行揃えを設定するには、下記の操作のいずれかを行ってください。

•スタイル > 行送りを選択して、絶対行送りの値、またはプラス記号やマイナス記号が前
に付いた行送りの増幅値を入力します。または行送りフィールドに自動を入力します。

•メジャーパレットの行送りコントロールを使用します。

• 下記のキーボードコマンドのいずれかを使用します。

Mac OS

• 1ポイント減少：Command+Shift+:

• 0.1ポイント減少：Command+Option+Shift+:

• 1ポイント増加：Command+Shift+"

• 0.1ポイント増加：Command+Option+ Shift+"

Windows

• 1ポイント減少：Ctrl+Shift+:

• 0.1ポイント減少：Ctrl+Alt+Shift+:

• 1ポイント増加：Ctrl+Shift+"

• 0.1ポイント増加：Ctrl+Alt+Shift+"
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前段落との間隔および次段落との間隔の制御
前段落との間隔および次段落との間隔のコントロールを使用して、選択した段落の前後
の間隔を指定できます。

選択した段落の前後の間隔を設定するには、下記の操作のいずれかを行ってください。

•スタイル > 段落設定を選択し、前段落との間隔または次段落との間隔フィールドに値を
入力します。

•単位パレットの段落設定タブにある前段落との間隔および次段落との間隔コントロール
を使用します。

タブの設定
以下の6種類のタブストップから選択できます。

•左揃えでは、タブストップでテキストが左揃えになります。

•センターでは、タブストップ上でテキストが中央揃えになります。

•右揃えでは、タブストップ上でテキストが右揃えになります。

•デシマルでは、小数点（ピリオド）上でテキストが揃います。

•カンマでは、最初のカンマ上でテキストが揃います。

•特定キャラクタでは、指定した任意の文字上でテキストが揃います。このタブを選択す
ると、特定キャラクタフィールドが表示されます。既存の入力内容を選択して、揃えの
基準とする文字を入力します。

カスタムタブを設定しない場合、デフォルトの左揃えタブがそれぞれ0.5インチに設定さ
れます。

選択した段落にタブを適用するには、下記の操作のいずれかを行ってください。

•段落設定ダイアログボックス（スタイル > タブ）のタブタブにあるコントロールを使用
します。

•メジャーパレットのタブタブのコントロールを使用します。メジャーパレットを使用す
ると画面スペースを節約できるため、タブ設定を変更しながら、効果の更新を継続的に
確認できます。ルーラーにタブアイコンをドラッグしたり、テキストにタブアイコンを
直接ドラッグできます。ルーラーやテキストにタブをドラッグすると、タブの配置先を
決めるための垂直線が画面に表示されます。

ウィドウ行およびオーファン行の制御
ウィドウおよびオーファンは、組版上好ましくない種類の行です。従来からウィドウは、
列の上部にくる段落の最終行と定義されています。オーファンは、列の下部にくる段落
の最初の行と定義されています。

ウィドウ／オーファンの制限機能を使用して、段落のすべての行が列内またはページ内
に収まらない場合にすべての段落を次の列またはページの上部に移動させて、段落が分
割しないようにできます。また、段落が分割される場合に列やボックスの下部に残す行
数、および次の列やボックスの上部に移動する行数を指定できます。次段落との分割不
可機能を使用して、特定の段落と次の段落が分割しないようにできます。この機能を使
用すると、サブ見出しと次の段落が分割されないようにしたり、論理的に分割できない
その他のテキスト行を分割しないようにできます。
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一般的に、次段落との分割不可は見出しおよびサブ見出しのスタイルシートに、ウィド
ウ／オーファンの制限（通常始点および最後パラメータを使用）は本文テキストのスタ
イルシートに指定されます。

選択した段落に対してウィドウ／オーファンの制限および次段落との分割不可機能をオ
ンまたはオフにするには、スタイル > 段落設定を選択して段落設定ダイアログボックス
の段落設定タブを表示します。次に、ウィドウ／オーファンの制限および次段落との分
割不可をオンまたはオフにします。

カーニングの制御

カーニングは、文字ペアの間隔を調整します。カーニングすると、特定の文字ペアの形
がよくなり見栄えが向上します。自動カーニングを使用できます。また、手動カーニン
グのコントロールを使用して、文字間のカーニングを追加することもできます。

カーニング値は、全角スペースの1／200単位で表されます。正のカーニング値では文字
間隔が増加し、負の値では文字間隔が減少します。

手動カーニング
2文字間のカーニングを適用するには、下記の操作のいずれかを行ってください。

•スタイル>カーニング値を選択してからカーニングフィールドに値を入力します。OKを
クリックします。

•単位パレットのカーニングコントロールを使用します。

• 下記のキーボードコマンドのいずれかを使用します。

Mac OS

• 1/20-em減らす場合：Command+Shift+{

• 1/20-em増やす場合：Command+Shift+}

• 1/200-em減らす場合：Command+Option+Shift+{

• 1/200-em増やす場合：Command+Option+Shift+}

Windows

• 1/20-em減らす場合：Ctrl+Shift+{

• 1/20-em増やす場合：Ctrl+Shift+}

• 1/200-em減らす場合：Ctrl+Alt+Shift+{

• 1/200-em増やす場合：Ctrl+Alt+Shift+}

自動カーニング
一定ポイント以上のテキストを自動カーニングするには、環境設定ダイアログボックス
（QuarkXPress／編集メニュー）の文字設定ペインを表示し、自動カーニング( >)をオ
ンにしてからフィールドに値を入力します。

QuarkXPressでは、フォントに組み込まれたカーニング情報（フォントのカーニングテー
ブル）を使用します。カーニングテーブルには、さまざまな文字ペア（例：「Ta」）が
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含まれています。またこのテーブルにはペアごとの関連するカーニング値も含まれてい
ます。フォントのカーニングテーブルは変更できませんが、カーニングエディタダイア
ログボックス（補助メニュー）を使用して、任意のフォントに対してカスタムのカーニ
ングテーブルを作成することは可能です。このダイアログボックスを使用して、カーニ
ングペアで水平方向（文字組方向）と垂直方向（交差方向）のスペースをカスタマイズ
できます。

QuarkXPress独自のカーニングテーブルを作成することもできます。

ハイフネーション＆ジャスティフィケーションの制御

ハイフネーション＆ジャスティフィケーション（H＆J）仕様は、テキスト行のマージン
を越える単語に対するハイフネーションと単語および文字の間隔を調整するための設定
の名前付きパッケージです。H＆Jは、個々の段落に適用したり、段落スタイルシートに
関連付けることができます。H&Jの編集ダイアログボックス（編集 >H&J > 新規）を使
用してこれらの設定を制御します。

H&Jの編集ダイアログボックス

•自動ハイフン：自動的にハイフネーションを行うかどうかを指定します。

•分割最小文字数：ハイフネーションを行うために必要な1単語当たりの最小文字数を指定
します。

•分割後の前半文字数(≧)：ハイフンの前にくる最小文字数を指定します。

•分割後の後半文字数(≧)：ハイフンの後にくる最小文字数を指定します。

•固有名詞等の分割：大文字の単語に対してハイフネーションを行うかどうかを指定しま
す。

•連続ハイフン行数：ハイフン付きの単語が行末に連続できる数を指定します。

•Hyphenation Zone: Specify the area before the right indentation in which
hyphenation can occur.For example, if you set the hyphenation zone to .05",
the word is hyphenated when an acceptable hyphenation point falls within .05"
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of the right indentation.The word preceding the hyphenated word must not fall
within the hyphenation zone.

•ジャスティファイ設定：単語間隔および文字間隔の設定方法を指定します。

• Space: Specify the minimum and maximum amount of space between words
in paragraphs that have justified or forced alignment.Specify the optimum amount
of space between words in all paragraphs, regardless of their alignment.

•Char: Specify the minimum and maximum amount of space between characters
in paragraphs that have justified or forced alignment.Specify the optimum amount
of space between characters in all paragraphs, regardless of their alignment.

•実行領域：右インデント前の領域を指定します。両端揃えされた段落の最終行の最後の
単語がこの領域内にこないと行の両端揃えは行われません。たとえば、1"を入力すると、
ハイフネーション＆ジャスティフィケーション仕様が適用される段落の最終行は、行の
最後の単語が右インデントから1"以内にくるまで両端揃えされません。

•ジャスティファイ機能：両端揃えされた段落の行に1つだけ単語が存在する場合、その単
語を左インデントから右インデントまで広げるかどうかを指定します。このボックスが
オフの場合、行の1単語は左揃えになります。

例外ハイフンの指定
QuarkXPressの多くの言語版で、例外ハイフンに関する言語固有のリストを作成できま
す。例外ハイフンダイアログボックス（補助メニュー）には、例外ハイフンの適用先と
する言語を指定できる言語ドロップダウンメニューがあります。段落の自動ハイフン時
には、該当する段落の言語向け例外ハイフンリストがチェックされます。

標準ハイフンダイアログボックス（補助メニュー）には、段落に指定されているハイフ
ネーション設定と、段落の言語向け例外ハイフンを基に、単語の推奨ハイフネーションが
表示されます。

任意ハイフンの使用
テキストの自動ハイフンに加え、手動、つまり任意のハイフンを挿入（Command+-（ハ
イフン）／Ctrl+-（ハイフン））することで、改行とテキストフローを制御できます。任
意ハイフンが挿入されるのは、単語が行末で分断される場合のみです。

トラッキングの制御

トラッキングでは、選択した文字や単語の間隔を調整して組版および割付の効果を得る
ことができます。トラッキング値は、全角スペースの1／200単位で表されます。正のト
ラッキング値では各文字の右側の間隔が増加し、負の値ではその間隔が減少します。

一般的に、トラッキングは割付に使用されます。ただし、過剰なトラッキングはデザイ
ンや読みやすさを損なう恐れがあります。割付のためにトラッキングを使用する場合、
下記のガイドラインを考慮してください。

• 1行や1単語ではなく段落全体をトラッキングします。

• たとえば+3～–3など、トラッキングのガイドラインを作成します。

• 垂直方向で隣接する段落に同様のトラッキングを適用します。
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これらは一般的なルールです。適切なトラッキング値は、デザイン、フォント、列幅、
および他の要素によって異なります。

手動トラッキング
選択したテキストにトラッキングを適用するには、下記の操作のいずれかを行ってくだ
さい。

•スタイル>トラッキングを選択し、トラッキング値フィールドに値を入力して、OKをク
リックします。

•単位パレットのトラッキング値コントロールを使用します。

• 下記のキーボードコマンドのいずれかを使用します。

Mac OS

• 1/20-em減らす場合：Command+Shift+{

• 1/20-em増やす場合：Command+Shift+}

• 1/200-em減らす場合：Command+Option+Shift+{

• 1/200-em増やす場合：Command+Option+Shift+}

Windows

• 1/20-em減らす場合：Ctrl+Shift+{

• 1/20-em増やす場合：Ctrl+Shift+}

• 1/200-em減らす場合：Ctrl+Alt+Shift+{

• 1/200-em増やす場合：Ctrl+Alt+Shift+}

トラッキングテーブルの編集
アプリケーションでは、フォントに組み込まれたトラッキング情報（フォントのトラッ
キングテーブル）を使用します。フォントのトラッキングテーブルは変更できませんが、
トラッキングの編集ダイアログボックス（補助メニュー）を使用して、任意のフォント
に対してカスタムのトラッキングテーブルを作成することは可能です。

スタイルシートの使用

スタイルシートとは、1回の操作で選択した段落と文字に適用できる、段落属性、文字属
性、またはその両者から構成されるグループです。未フォーマットテキストを見出し、
サブ見出し、キャプション、または本文などのスタイルに変換するには、スタイルシー
トを使用します。スタイルシートを使用して1回の操作で多数の文字属性および段落属性
を適用すると、レイアウト時間を節約でき、組版の整合性を保つことができます。

段落スタイルシートの作成および編集
段落スタイルシートは、段落および文字の属性に関する名前付きのパッケージです。テ
キストに段落スタイルシートを適用するだけで、段落スタイルシートのフォーマット属
性をすべてテキストに適用できます。段落スタイルシートの作成、編集、複製、または
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削除を行うには、スタイルシートダイアログボックス（編集 > スタイルシート）を使用
します。

スタイルシートを作成、編集、または削除するには、スタイルシートダイアログボック
スを使用します。

段落スタイルシートを作成するには、新規ドロップダウンメニューから段落を選択しま
す。段落スタイルシートの編集ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボッ
クスのコントロールを使用して、スタイルシートの属性を設定します。

QUARKXPRESS 9.5.1ガイド | 121

テキストと印刷体制



段落スタイルシートを設定するには、段落スタイルシートの編集ダイアログボックスを
使用します。

まず、一般タブにある下記のコントロールを設定します。

•名前：このフィールドに名前を入力します。入力しない場合、アプリケーションではデ
フォルト名の「新規スタイルシート」が使用されます。

•キー割り当て：スタイルシートにキーボードコマンドを定義するには、キー割り当て
フィールドにキーボードコマンドを入力します。ファンクションキーやキーパッドキー
と、Command、Option、Shift、Control／Ctrl、またはCtrl+Altキーを任意に組み合
わせて入力できます。

• 既存のコマンドも定義するキーシーケンスを使用して、スタイルシートのキーボードに

該当する属性を定義すると、テキストコンテンツツール が選択されていてテキスト
ボックスが有効な場合、スタイルシートのコマンドが既存のコマンドよりも優先されま
す。

•ベース：既存の属性を新しいスタイルシートの属性の基にするには、ベースドロップダ
ウンメニューをクリックしてリストからスタイルシートを選択します。段落スタイルシー
トの編集ダイアログボックスのベースドロップダウンメニューを使用して、既存の属性
に基づいてスタイルシートの属性を定義する場合、元のスタイルシートの属性に対して
行なった変更が自動的にベースとなる属性にも適用されます。
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•次のスタイル：改行後に、ある段落スタイルシートから別の段落スタイルシートへの移
行を選択するには、次のスタイルドロップダウンメニューから段落スタイルシートを選
択します。

•スタイル：文字スタイルシートと段落スタイルシートを関連付けるには、文字属性領域
のスタイルドロップダウンメニューからオプションを選択します。文字スタイルシート
を作成するには、「文字スタイルシートの作成および編集」を参照してください。

次に、段落設定、タブ、および段落罫線タブを使用して、段落スタイルシートの追加属
性を指定します。選択したら、OKをクリックしてスタイルシートダイアログボックスに
戻ります。次に保存をクリックしてスタイルシートを保存します。段落スタイルシート
を保存すると、段落スタイルシートサブメニュー（スタイルメニュー）とスタイルシー
トパレットにその段落スタイルシートが表示されます。

プロジェクトが開かれていない状態でスタイルシートを作成すると、そのスタイルシート
がデフォルトのスタイルシートリストの一部となり、以降作成されるすべてのプロジェク
トに含まれます。プロジェクトを開いた状態でスタイルシートを作成すると、そのスタイ
ルシートはアクティブなプロジェクトのスタイルシートリストのみに含まれます。

段落設定済みテキストに基づいて段落スタイルシートを作成するには、まず、段落スタイ
ルシートに必要なフォーマット属性を使用している段落内で、テキストの挿入ポイントを
指定します。編集 > スタイルシートを選択して、スタイルシートダイアログボックスを
表示します。新規 > 段落を選択し、名前フィールドに名前を入力します。保存をクリッ
クします。その後、新規スタイルシートを段落に適用します。

段落スタイルシートの更新
ローカルフォーマットが均一に適用されている段落内にポインタを置いて更新ボタン
をクリックすると、そのテキストに適用されているスタイルシートが更新されてこのロー
カルフォーマットが含まれるようになります。また、スタイル>スタイルシートの更新>
段落を選択することもできます。

テキストに適用されている段落スタイルシートおよび文字スタイルシートを更新してロー
カルフォーマットが反映されるようにするには、スタイル > スタイルシートの更新 > 両
方を選択します。

文字スタイルシートの作成および編集
文字スタイルシートは、文字属性の名前付きパッケージです。テキストに文字スタイル
シートを適用するだけで、文字スタイルシートのフォーマット属性をすべてテキストに
適用できます。文字スタイルシートの作成、編集、または削除を行うには、スタイルシー
トダイアログボックス（編集 > スタイルシート）を使用します。

文字スタイルシートを作成するには、新規ドロップダウンボタンから文字設定を選択し
ます。文字スタイルシートの編集ダイアログボックスが表示されます。このダイアログ
ボックスのコントロールを使用して、スタイルシートの属性を設定します。
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文字スタイルシートを設定するには、文字スタイルシートの編集ダイアログボックスを
使用します。

まず、一般タブにある下記のコントロールを設定します。

•名前：このフィールドに名前を入力します。入力しない場合、アプリケーションではデ
フォルト名の「新規スタイルシート」が使用されます。

•キー割り当て：スタイルシートにキーボードコマンドを定義するには、キー割り当て
フィールドにキーボードコマンドを入力します。ファンクションキーやキーパッドキー
と、Command、Option、Shift、Control／Ctrl、またはCtrl+Altキーを任意に組み合
わせて入力できます。

•ベース：既存の属性を新しいスタイルシートの属性の基にするには、ベースドロップダ
ウンメニューからスタイルシートを選択します。

次に、文字スタイルシートの編集ダイアログボックス下部のセクションから文字属性を
選択します。選択したら、OKをクリックしてスタイルシートダイアログボックスに戻り
ます。次に保存をクリックしてスタイルシートを保存します。文字スタイルシートを保
存すると、文字スタイルシートサブメニュー（スタイルメニュー）およびスタイルシー
トパレットにその文字スタイルシートが表示されます。

文字スタイルシートの更新
ローカルフォーマットが均一に適用されているテキストを選択して更新ボタン をクリッ
クすると、そのテキストに適用されているスタイルシートが更新されてこのローカル
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フォーマットが含まれるようになります。また、スタイル > スタイルシートの更新 > 文
字を選択することもできます。

テキストに適用されている段落スタイルシートおよび文字スタイルシートを更新してロー
カルフォーマットが反映されるようにするには、スタイル > スタイルシートの更新 > 両
方を選択します。

スタイルシートの適用
選択したテキストにスタイルシートを適用するには、下記の操作のいずれかを行ってく
ださい。

•スタイル > 段落スタイルシートサブメニューまたはスタイル > 文字スタイルシートサブ
メニューからスタイルシート名を選択します。

•スタイルシートパレット（ウィンドウメニュー）を表示し、パレットのスタイルシート
名をクリックします。

•スタイルシートパレットのスタイルシート名の横に表示されているキーボードコマンド
を必要に応じて使用します。

さらに、スタイルシートパレットメニューとスタイルシートのコンテキストメニューに
は、下記のオプションがあります。

•スタイルシートの適用とローカルの文字飾りの保持：選択したスタイルシートを適用し
ます。ボールドやイタリックなど、ローカルの文字飾りのみ保持します。

•スタイルシートの適用、ローカルの文字飾りとOpenTypeスタイルの保持：選択したス
タイルシートを適用します。ボールドやイタリックなどのローカルの文字飾りとOpenType
の文字飾りの両方は保持します。

•スタイルシートの適用とローカルフォーマットの削除：選択したスタイルシートを適用
し、すべてのローカルフォーマットを削除します。スタイルシート名でOption/Altキー
をクリックしても同じことができます。

•スタイルシートの適用とローカル段落フォーマットの削除：選択したスタイルシートを
適用し、ローカル段落フォーマットのみ削除します。ローカル文字フォーマットはすべ
て保持されます。

•スタイルシートの適用とアピアランスの保持：選択したスタイルシートを適用します。
また、段落の現在のアピアランスを保持するために必要なローカルフォーマットをすべ
て適用します。

下記のコマンドのいずれかを使用すると、QuarkXPressで、選択したテキストに、指定
した段落スタイルシートが適用されます。そのスタイルシートに次のスタイルが指定さ
れている場合は、そのスタイルが以降の段落に適用されます。このプロセスは、
QuarkCopyDeskで次のスタイルが指定されていない段落が見つかるまで続きます。こ
の機能のオプションは下記のとおりです。

•次のスタイルを使用して適用：通常どおりにスタイルシートを適用します。

•次のスタイルを使用して適用とローカルの文字飾りの保持：スタイルシートを適用しま
す。ボールドやイタリックなど、ローカルの文字飾りは保持します。

•次のスタイルを使用して適用、ローカルの文字飾りとOpenTypeスタイルの保持：スタ
イルシートを適用します。ボールドやイタリックなどのローカルの文字飾りとOpenType
の文字飾りの両方は保持します。
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•次のスタイルを使用して適用とローカルフォーマットの削除：スタイルシートを適用し
ます。また、各段落の現在のアピアランスを保持するために必要なローカルフォーマッ
トをすべて適用します。

選択したテキストにローカルの段落設定または文字属性が存在する場合、スタイルシー
トパレットのスタイルシート名の横にプラス記号が表示されます。ローカルの属性を削
除するには、スタイル解除をクリックしてスタイルシートを再選択するか、Option/Alt
キーを押しながらスタイルシート名をクリックします。

スタイルシートの追加
別のアーティクルまたはプロジェクトから段落および文字のスタイルシートをインポー
トするには、ファイル > 追加を選択し、ターゲットのアーティクルまたはプロジェクト
のファイルに移動します。次にスタイルシートペインを表示してターゲットのスタイル
シートをインポートします。

ソースファイルのスタイルシートがターゲットプロジェクトのスタイルシートと同じ名
前で定義が異なる場合、コンフリクトの追加ダイアログボックスが表示されます。この
ダイアログボックスを使用してコンフリクトの処理方法を定義できます。

条件付きスタイルの使用

条件付きスタイルを使用すると、テキストの内容に基づいて、自動的にテキストにフォー
マットが適用されます。たとえば、以下のようなイメージで示されるテキストフォーマッ
トのルールがあるとします。

条件付きスタイルでフォーマットが適用されるテキスト

ここで使用されるルールは、以下のように記述できます。

1 Headlineという段落スタイルシートを最初の段落に適用します。
2 Bold Bodyという文字スタイルシートを、2番目の段落の最初の文章に適用します。
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3 Bodyという段落スタイルシートを、ストーリーの最後まで適用します。
4 最後まで到達したら、方向を変えて、Bylineという文字スタイルシートを、emダッシュ

に到達するまで逆方向に適用します。

各ステップは、前のステップの実行後のみ実行されます。また、前のステップが終了した
テキストの位置から実行されます。いずれかのステップがエラーになった場合は、残りの
ステップは実行されません。

条件付きスタイル機能では、このような指示を取り込んで、その内容を自動的にテキス
トに適用できます。たとえば、上記のルールは、以下のような条件付きスタイルに取り
込むことができます。

上記のフォーマットを作成する条件付きスタイル

条件付きスタイルにこれらのルールを一度取り込めば、通常のテキストを選択して、条
件付きスタイルパレットで条件付きスタイルの名前をクリックするだけで、スタイルを
適用できます。

条件付きスタイルパレット：

重要な点として、条件付きスタイルは段落単位で適用されます。各段落には、1つしか条
件付きスタイルを適用できません。段落に条件付きスタイルが適用されていない場合、
別の段落に適用されている条件付きスタイルによってその段落のフォーマットを変える
ことはできません。
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また、条件付きスタイルを連続した段落に適用すると、その条件付きスタイルは、その
連続した段落のみに作用します。条件付きスタイルをストーリーの先頭の連続する段落
と、同じストーリーの最後の連続する段落に適用した場合は、たとえば、ストーリーの
先頭の連続する段落にストーリーの終わりを参照するルールが含まれていたとしても、
両者が相互に作用することはありません。

条件付きスタイルの作成
条件付きスタイルを作成するには、下記の手順に従ってください。

1 編集 > 条件付きスタイルを選択します。条件付きスタイルダイアログボックスが表示さ
れます。

2 新規をクリックします。条件付きスタイルの編集ダイアログボックスが表示されます。

条件付きスタイルの編集ダイアログボックス

3 名前フィールドに条件付きスタイルの名前を入力します。

4 ルールの作成を開始するには、最初の列でオプションを選択します。

•適用：このオプションを使用すると、テキストにフォーマットが適用されます。

•移動：このオプションを使用すると、テキスト内の別の場所に移動します。移動ルール
以降のルールは、移動ルールが停止した場所から適用が開始されます。

最初の列で選択するオプションによって、他の列で使用できるオプションが決まります。

5 最初の列で適用を選択した場合、2番目の列には適用する段落スタイルシートまたは文字
スタイルシートを選択します。

6 その次の3つの列を使用して、スタイルを適用するテキスト、またはジャンプさせるテキ
ストを指定します。3番目の列から開始します。

•直前まで：前方に移動し、指定された場所の直前で停止します。

•指定範囲まで：前方に移動し、指定された場所の直後で停止します。

•直後まで：後方に移動し、指定された場所の直前で停止します。

•指定範囲（後方）まで：後方に移動し、指定された場所の直後で停止します。
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5番目の列で選択したオプションでは、これらのオプションのすべてをこの列で使用でき
るかどうかを制御します。

7 4番目の列には、適用する位置またはそこまでの範囲に対して5番目の列のオプションが
発生する回数を指定します。

8 5番目の列では、ジャンプまたはフォーマットを行う位置またはそこまでの範囲の対象と
なるエンティティを選択します。

•カーソル位置：このオプションを選択すると、移動せずに、現在の場所に段落スタイル
シートを適用します。

•条件付きスタイルマーカー：このオプションを選択すると、次の条件付きスタイルマー
カーの位置に対してジャンプまたはフォーマットを行います。詳細は、「条件付きスタ
イルマーカー」を参照してください。

•文字：このオプションを選択すると、特定の文字が対象となります。次の列に文字を入
力します。複数の文字のいずれかまで、またはその範囲に移動する場合は、その間の文
字以外のすべての文字を入力します。たとえば、ここで「abc」と入力すると、「a」、
「b」、または「c」でアプリケーションが停止します。

•数字：このオプションを選択すると、次に数字が現れる位置またはそこまでの範囲に対
してジャンプまたはフォーマットが行われます。

•文字列：このオプションを選択すると、特定のテキストのまとまりが対象となります。
次の列にテキストを入力します。

•文字数：このオプションを選択すると、特定の文字数に対してフォーマットが行われま
す。

•単語数：このオプションを選択すると、特定の単語数に対してフォーマットが行われま
す。

•文の先頭：このオプションを選択すると、現在の文の先頭にさかのぼってフォーマット
が行われます。

•文の終わり：このオプションを選択すると、現在の文の終わりの位置までの範囲に対し
てフォーマットが行われます。

•段落の先頭：このオプションを選択すると、現在の段落の先頭の位置にさかのぼってジャ
ンプまたはフォーマットが行われます。

•段落の終わり：このオプションを選択すると、現在の段落の終わりの位置までの範囲に
対してジャンプまたはフォーマットが行われます。

•次の段落：このオプションを選択すると、次の段落の位置またはそこまでの範囲に対し
てジャンプが行われます。

•最後の段落：このオプションを選択すると、最後の段落の位置またはそこまでの範囲に
対してジャンプが行われます。

•ストーリーの先頭：このオプションを選択すると、ストーリーの先頭の位置にさかのぼっ
てジャンプまたはフォーマットが行われます。 文の数：このオプションを選択すると、
特定の文の数に対してフォーマットが行われます。

•ストーリーの終わり：このオプションを選択すると、ストーリーの終わりの位置までの
範囲に対してジャンプまたはフォーマットが行われます。
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条件付きスタイルの一部としてテキストを使用する場合、特殊文字も使用できます（「特
殊文字コード」を参照）。

9 ルールを追加するには、最初の行の行末にある＋ボタンをクリックします（ルールを削
除するには、－ボタンをクリックします）。

10 ルールを繰り返すには、条件付きスタイルを繰り返すをオンにして、下記のオプション
を選択します。

•文字列：このオプションを選択すると、特定のテキストのまとまりが見つかった場合に
繰り返されます。フィールドに対象のテキストを入力します。

•文字：このオプションを選択すると、特定の文字が見つかった場合に繰り返されます。
次の列に対象の文字を入力します。複数の文字のいずれかの各インスタンスまで繰り返
す場合は、その間にある文字以外のすべての文字を入力します。たとえば、ここで「abc」
と入力すると、アプリケーションでは、「a」、「b」、または「c」が見つかるまで繰り
返します。

•条件付きスタイルマーカー：このオプションを選択すると、条件付きスタイルマーカー
が見つかった場合に繰り返されます。

•段落ごと：このオプションを選択すると、段落ごとの先頭の位置で繰り返されます。

11 OKをクリックします。

条件付きスタイルパレットで新規 をクリックしても、条件付きスタイルを作成できま

す。条件付きスタイルパレットで複製 をクリックすると、条件付きスタイルを複製で
きます。

条件付きスタイルの適用
条件付きスタイルを適用するには、下記の手順に従ってください。

1 ウィンドウメニューの条件付きスタイルパレットを表示します。

条件付きスタイルパレット：

2 テキストコンテンツツール を選択してから、対象とする段落を選択するか、または条
件付きスタイルを開始する位置にテキストカーソルを配置します。
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3 条件付きスタイルパレットで、条件付きスタイルの名前をクリックします。

条件付きスタイルをテキストに適用すると、条件付きスタイルを解除するまで、そのテ
キストの書式設定は自動的に継続されます。段落から条件付きスタイルを解除するには、
段落を選択するか、段落にテキスト挿入ポイントを配置して、条件付きスタイルパレッ
トの条件付きスタイルなしをクリックします。

条件付きスタイルの解除
適用されている条件付きスタイルをテキストから解除するには、下記の2つの方法があり
ます。

• 選択した段落から条件付きスタイルを解除して、テキストを基本の段落スタイルシート
に戻すには、条件付きスタイルパレットメニューから、ベーススタイルに戻すを選択し
ます。

• 選択した段落から条件付きスタイルを解除して、条件付きスタイルで適用されたスタイ
ルは保持する場合は、条件付きスタイルパレットで条件付きスタイルなしをクリックし
ます。または、条件付きスタイルパレットメニューから条件付きスタイルの解除を選択
します。

条件付きスタイルマーカーの使用
特定の文字や文の終わりなど、テキストフローの特徴がなく、条件付きスタイルの適用
を停止または開始できない場合は、条件付きスタイルマーカーと呼ばれるゼロ幅文字を
挿入できます。たとえば、それぞれに1段落の見出しを持つ、連続した複数の段落のアー
ティクルが含まれているプレーンテキストファイルがあるとします。この場合も、条件
付きスタイルを使用して、下記のようにフォーマットを設定できます。

1 条件付きスタイルマーカーを各見出しの先頭に挿入します。条件付きスタイルマーカー
を挿入するには、補助 >文字を挿入 >特殊文字 >条件付きスタイルマーカーを選択しま
す。

条件付きスタイルマーカー（黄色のハイライト）が挿入されたプレーンテキスト

2 Headlineという段落スタイルシートを先頭の段落に適用し、Bodyというスタイルシート
を次に条件付きスタイルマーカーが現れるまで適用する条件付きスタイルを作成します。
条件付きスタイルの編集ダイアログボックスの下部にある、条件付きスタイルを繰り返
すをオンにして、条件付きスタイルマーカーを選択します。
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条件付きスタイルマーカーを使用している条件付きスタイル

3 条件付きスタイルをテキストに適用します。各アーティクルに、自動的にフォーマット
が適用されます。

条件付きスタイルが適用されたテキスト

条件付きスタイルの編集
条件付きスタイルを編集するには、下記の2つの方法があります。

•編集 > 条件付きスタイルを選択します。条件付きスタイルを選択して、編集をクリック
します。

•条件付きスタイルパレットで条件付きスタイルを選択して、編集 をクリックします。

条件付きスタイルを削除するには、条件付きスタイルダイアログボックスの削除ボタン
を使用します。または、条件付きスタイルパレットで条件付きスタイルを選択して、削

除 をクリックします。
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箇条書きおよび番号付きリスト

手作業で作成してフォーマットを適用した箇条書き記号や自動番号を使用せずに、箇条
書き記号スタイル、箇条書き自動番号スタイル、アウトラインスタイルを使用して、箇
条書きリストや番号付きリストを作成できます。

箇条書き記号スタイルでは、箇条書き記号の外観、テキストとの間隔、位置揃えについ
て記述します。

箇条書き自動番号スタイルでは、番号の外観、書式、テキストとの間隔、位置揃えにつ
いて記述します。

アウトラインスタイルでは、最大9段階のインデントレベルでインデントを定義します。
箇条書き記号スタイルまたは箇条書き自動番号スタイルを、それぞれのレベルと関連付
けることができます。また、一部の種類のアウトラインと同様に、前のレベルからの番
号を使用するかどうかを選択できます。

箇条書き記号、箇条書き自動番号、アウトラインスタイルを適用するには、メジャーパ
レットの段落設定タブの右側にある•/123ドロップダウンメニューを使用します。アウ
トラインスタイルを適用した場合は、インデントを減らすボタンとインデントを増やす
ボタンで、段落のインデントレベルを増やしたり減らしたりできます。

•/123ドロップダウンメニューとインデントのボタン

箇条書き記号スタイル、箇条書き自動番号スタイル、アウトラインスタイルの設定の他
に、箇条書きとテキストの最少距離（スタイル > フォーマット > フォーマットタブ）と
いう段落属性があります。この値を使用すると、左揃えまたはセンター揃えの自動番号
が段落内に入り込むような状況に対応できます。

箇条書き記号スタイルの使用
箇条書き記号スタイルでは、箇条書き記号の外観、テキストとの間隔、位置揃えについ
て記述します。

箇条書き記号スタイルを作成するには、編集 > 箇条書きスタイルとアウトラインスタイ
ルを選択して、次に、箇条書きスタイルとアウトラインスタイルダイアログボックスの
新規ボタンから箇条書き記号スタイルを選択します。箇条書き記号スタイルの編集ダイ
アログボックスが表示されます。
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箇条書き記号スタイルの編集ダイアログボックス

箇条書き記号のスタイルを制御するには、文字スタイルドロップダウンメニューからオ
プションを選択します。段落から継承を選択して、箇条書き記号に対する段落の文字
フォーマットを使用します。または、文字スタイルシートを選択して、その文字スタイ
ルシートのフォーマットを使用します。

行頭文字フィールドで、実際の箇条書き記号の文字を入力します。

箇条書き記号を段落から継承する場合は、サイズフィールドを使用して、箇条書き記号
の文字のサイズを変更できます。

位置の値で、箇条書き記号の段落からの距離を制御できます。この距離は、絶対単位で
指定できます。または、相対（単位：em）をクリックして、emスペースで値を指定し
ます。相対（単位：em）オプションは、サイズが異なるテキストで箇条書き記号スタイ
ルを使用する場合に適しています。

箇条書き記号の位置

行揃えでは、箇条書き記号の位置を揃える方法を制御します。

左揃え、センター揃え、右揃えの箇条書き記号

箇条書き記号スタイルは、下記の3つの方法で適用できます。
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•メジャーパレットの段落設定タブにある•/123メニューから、箇条書き記号スタイルの
名前を選択。この方法の場合、箇条書き記号は、位置の値によって、段落の先頭行のイ
ンデントの左に配置されます。

•メジャーパレットの段落設定タブにある•/123メニューから、箇条書き記号スタイルを
使用しているアウトラインスタイルを選択。この方法の場合、箇条書き記号の位置は、
アウトラインスタイルによって制御されます。詳細は、「アウトラインスタイルの使用」
を参照してください。

• 箇条書き記号スタイルを段落スタイルシートと関連付けてから、そのスタイルシートを
テキストに適用します。詳細は、「箇条書き記号、箇条書き自動番号、アウトラインお
よびスタイルシート」を参照してください。

箇条書き自動番号スタイルの使用
箇条書き自動番号スタイルでは、番号の外観、書式、テキストとの間隔、位置揃えにつ
いて記述します。

箇条書き自動番号スタイルを作成するには、編集 > 箇条書きスタイルとアウトラインス
タイルを選択して、次に、箇条書きスタイルとアウトラインスタイルダイアログボック
スの新規ボタンから箇条書き自動番号スタイルを選択します。箇条書き自動番号スタイ
ルの編集ダイアログボックスが表示されます。

箇条書き自動番号スタイルの編集ダイアログボックス

箇条書き自動番号のスタイルを制御するには、文字スタイルドロップダウンメニューか
らオプションを選択します。段落から継承を選択して、箇条書き自動番号に対する段落
の文字フォーマットを使用します。または、文字スタイルシートを選択して、その文字
スタイルシートのフォーマットを使用します。

形式ドロップダウンメニューから自動番号のフォーマットを選択します。

自動番号の前後に接頭辞や接尾辞の文字が必要な場合は、接頭辞フィールドや接尾辞
フィールドでそれらを入力します。

箇条書き自動番号を段落から継承する場合は、サイズフィールドを使用して、箇条書き
自動番号のサイズを変更できます。
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位置の値で、それぞれの箇条書き自動番号の段落からの距離を制御できます。この距離
は、絶対単位で指定できます。または、相対（単位：全角）をクリックして、emスペー
スで値を指定します。相対（単位：全角）オプションは、サイズが異なるテキストで箇
条書き自動番号スタイルを使用する場合に適しています。

箇条書き自動番号の位置揃えとオフセットの機能は、箇条書き記号の位置揃えとオフセッ
トと同じです。詳細は、「箇条書き記号スタイルの使用」を参照してください。

箇条書き自動番号スタイルは、下記の3つの方法で適用できます。

•メジャーパレットの段落設定タブにある•/123メニューから、箇条書き自動番号スタイ
ルの名前を選択。この方法の場合、箇条書き自動番号は、位置の値によって、段落の先
頭行のインデントの左に配置されます。

•メジャーパレットの段落設定タブにある•/123メニューから、箇条書き自動番号スタイ
ルを使用しているアウトラインスタイルを選択。この方法の場合、箇条書き自動番号の
位置は、アウトラインスタイルによって制御されます。詳細は、「アウトラインスタイ
ルの使用」を参照してください。

• 箇条書き自動番号スタイルを段落スタイルシートと関連付けてから、そのスタイルシー
トをテキストに適用します。詳細は、「箇条書き記号、箇条書き自動番号、アウトライ
ンおよびスタイルシート」を参照してください。

段落の開始番号を変更するには、スタイル > 段落設定を選択し、自動番号を新しく開始
をオンにして、開始番号フィールドに開始番号を入力します。

アウトラインスタイルの使用
アウトラインスタイルでは、最大9段階のインデントレベルでインデントを定義します。
箇条書き記号スタイルまたは箇条書き自動番号スタイルを、それぞれのレベルと関連付
けることができます。また、一部の種類のアウトラインと同様に、前のレベルからの番
号を使用するかどうかを選択できます。

アウトラインスタイルを作成するには、編集 > 箇条書きスタイルとアウトラインスタイ
ルを選択して、次に、箇条書きスタイルとアウトラインスタイルダイアログボックスの
新規ボタンからアウトラインスタイルを選択します。アウトラインスタイルの編集ダイ
アログボックスが表示されます。
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アウトラインスタイルの編集ダイアログボックス

各アウトラインスタイルには9段階のレベルがありますが、9段階すべてを使用する必要
はありません。各レベルにインデントがあり、インデントフィールドでそのレベルを指
定できます。インデントは累積的に適用されます。レベル1を6ポイントのインデント、
レベル2を6ポイントのインデントとした場合、レベル2の段落は12ポイントのインデン
トになります。

アウトラインスタイルのインデントは、段落のインデントの上に適用されます。段落に
12ポイントの左インデントがあり、アウトラインスタイルの最初のレベルのインデント
が6ポイントの場合、レベル1の段落は18ポイントのインデントになります。

レベルごとに箇条書き記号スタイルまたは箇条書き自動番号スタイルを指定できます。
またはどちらも指定しないようにできます。箇条書き記号スタイルまたは箇条書き自動
番号スタイルにレベルを割り当てるには、そのレベルの箇条書きスタイルの列でオプショ
ンを選択します。

この図は、レベルインデントと箇条書き記号の位置の関係を説明しています。箇条書き
自動番号の位置も同様です。

下位レベル／セパレータを含む列では、下位レベルの番号を番号の先頭に追加するかど
うか選択できます。また、各レベルの番号の区切りを指定できます。たとえば、レベル3

QUARKXPRESS 9.5.1ガイド | 137

テキストと印刷体制



に対してこのボックスをオンにして、ピリオドをセパレータとして指定すると、レベル3
のテキストの自動番号は下記のようになります。

1.3.1 この段落がレベル3です。

1.3.2 この段落がレベル3です。

1.3.3 この段落がレベル3です。

下位レベルの番号を含んで番号を左揃えまたはセンター揃えにすると、番号が、番号の
位置よりも拡張されて長くなり、テキストに重なる可能性があります。この可能性に対
処するため、箇条書きとテキストの最少距離（スタイル > フォーマット > フォーマット
タブ）という段落属性があります。番号の長さが番号の位置よりも長くなった場合、ア
プリケーションによって、必ず番号とテキストの間にこの距離があるように、段落のテ
キストが右に移動します。

箇条書きとテキストの最少距離フィールド
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箇条書きとテキストの最少距離の値が適用された状態

下記の2つの方法で、アウトラインスタイルをテキストに適用できます。

•メジャーパレットの段落設定タブにある•/123メニューから、アウトラインスタイルの
名前を選択します。

• アウトラインスタイルを段落スタイルシートと関連付けてから、そのスタイルシートを
テキストに適用します。詳細は、「箇条書き記号、箇条書き自動番号、アウトラインお
よびスタイルシート」を参照してください。

箇条書き記号、箇条書き自動番号、アウトラインおよびスタイルシート
箇条書き記号、箇条書き自動番号、アウトラインスタイルを段落スタイルシートと関連
付けるには、下記の手順に従ってください。

1 段落スタイルシートの編集ダイアログボックス（編集 > スタイルシート > 新規または編
集）のフォーマットタブを表示します。

2 •/123ドロップダウンメニューから、箇条書き記号、箇条書き自動番号、またはアウト
ラインスタイルを選択します。
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箇条書き記号、箇条書き自動番号、アウトラインスタイルと段落スタイルシートの関連
付け

このスタイルシートを段落に適用すると、箇条書き記号、箇条書き自動番号、ま
たはアウトラインスタイルも適用されます。

テキストボックスのテキストの位置

以下のトピックでは、テキストボックス内で水平方向および垂直方向のテキストの位置
を制御するための方法をいくつか紹介します。

ベースライングリッドの使用
QuarkXPressバージョン7.0以前には、ベースライングリッドという機能が含まれてい
ました。ベースライングリッドとは、各ページの上から下まで均等な間隔で配置された、
一連の表示されない水平ラインです。ベースライングリッドに段落をロックすることで、
ページおよびスプレッド全体で列から列へ、ボックスからボックスへベースラインを揃
えることができます。

QuarkXPress 8.0では、ベースライングリッド機能はデザイングリッド機能に置き換え
られました。詳細は、「デザイングリッドの使用」を参照してください。
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垂直方向のテキストの位置揃え
テキストボックス内にあるテキスト行の垂直方向の位置を決定する4つオプションがあり
ます。

•上揃え：上揃えが適用されたテキストボックスでは、最初の行の上部が1行目のベースラ
イン領域で指定された位置にくるようにテキストボックスにテキスト行が配置されます。

•センター：センターが適用されたテキストボックスでは、1行目のベースラインのアセン
トとテキストボックス下部の中間にテキスト行が配置されます。

•下揃え：下揃えが適用されたテキストボックスでは、最終行とテキストボックス下部が
一致するようにテキスト行が配置されます。

•ジャスティファイ：ジャスティファイが適用されたテキストボックスでは、最初の行が1
行目のベースライン領域で指定された位置に、最後の行がテキストボックス下部のテキ
ストとの間隔に一致するようにテキストボックスにテキスト行が配置されます。残りの
行はその間で両端揃えされます。垂直方向でテキストを両端揃えする場合、垂直方向の
段落間隔の最大値を指定できます。

これらのオプションを使用するには、種類ドロップダウンメニュー（アイテム > 設定 >
テキストタブ > ボックス内の行位置領域）のオプションを選択します。種類ドロップダ
ウンメニューのジャスティファイを選択した場合にのみ利用可能な段落間スペース(≦)
フィールドを使用すると、垂直方向で両端揃えされた段落間に挿入する間隔を指定でき
ます。

センター、下揃えおよびジャスティファイの位置揃えオプションは方形のテキスト領域の
みを対象としています。また、アイテムに妨害されて分断される可能性があります。

テキストとの間隔の指定
テキストとの間隔を指定することで、テキストボックスの内部エッジから文字までの余
白が決まります。アクティブなテキストボックスのテキストとの間隔を指定するには、
テキストとの間隔コントロール（アイテム > 設定 > テキストタブ> テキストとの間隔領
域）を使用します。上下左右に同一の間隔を指定するには、間隔を個別指定チェックボッ
クスをオフにしたまま、すべての端フィールドに値を入力します。上下左右に異なる間
隔を指定するには、間隔を個別指定チェックボックスをオンにして、上、下、左、右の
各フィールドに値を入力します。

フォント使用状況の制御

フォントの表示および置換を行うには、使用状況ダイアログボックス（補助メニュー）
のフォントペインを表示します。このペインには、アクティブなプロジェクトで使用さ
れているすべてのフォントが表示されます。同じ種類のフォントをすべて置換するには、
そのフォント名を選択して置換をクリックし、置換フォントを選択します。

フォントタブ（補助 > 使用状況）に表示されている［フォント名］の前に負数が付いて
いる場合、使用しているシステムにそのフォントがインストールされていないことを示し
ています。この場合、必要なフォントをインストールして再度ドキュメントを開きます。
または、使用状況コマンドを使用してそのフォントの登場箇所を特定し、別のフォントを
適用することもできます。
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テキストからボックスへの変換

選択した1つ以上の文字をベジエボックスに変換するには、アイテム>テキストのボック
ス化サブメニューからオプションを選択します。

選択したテキストをアンカーしないベジエボックスに変換するには、アイテム > テキス
トをボックスに変換 > アンカーしないを選択します。

選択したテキストをアンカーするベジエボックスに変換するには、アイテム > テキスト
をボックスに変換 > アンカーするを選択します。

1つ以上のテキストボックスのコンテンツ全体をアンカーしないベジエボックスに変換す
るには、テキスト > テキストをボックスに変換 > ボックス全体を変換を選択します。

詳細は、「ベジエ形状の理解」および「アンカーボックスの使用」を参照してください。

バージョン8以降のQuarkXPressでは、一度に複数のテキスト行をボックスに変換できま
す。

テキストの回り込みの使用

テキストの回り込み機能を使用することで、アイテムおよび画像の背面、周囲、または
内部にテキストを回り込ませる方法を制御できます。実際のアイテムにテキストを回り
込ませるように指定することもできる他、カスタム回り込みパスを作成して、手動でパ
スを変更することもできます。

回り込みは、視覚的な特色をページに与えるための優れた方法です。

アイテムの4隅にテキストを回り込ませる

アイテムの周囲四方にテキストを回り込ませるには、テキストコンテンツツール また

はアイテムツール のいずれかを持つテキストボックスを選択し、設定ダイアログボッ
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クス（アイテムメニュー）のテキストタブを表示してから、全面にテキストの回り込み
チェックボックスをオンにします。

テキストをアイテムの周囲三方と四方のどちらに回り込ませるかは、テキストの表示を妨
げているアイテムではなく、テキストボックスにより決まります。これはテキストボック
ス自体に従って動作する唯一の回り込み制御です。その他すべての回り込み制御は、テキ
ストボックスの前面にあるアイテムに従って動作します。

ラインおよびテキストパスにテキストを回り込ませる
テキストをテキストボックスの前面にあるラインまたはテキストパスへ回り込ませるに
は、そのラインまたはテキストパスを選択してからアイテム > 回り込みを選択し、種類
ドロップダウンメニューからオプションを選択します。

•なしを選択すると、テキストがラインまたはテキストパスの後ろに回り込みます。

•アイテムを選択すると、テキストがラインまたはテキストパスに回り込みます。テキス
トから選択したアイテムの4隅（上、下、左、および右）までの距離を指定できます。選
択したアイテムがテキストパスの場合、他のテキストはパス上のテキストではなくパス
のみに回り込みます。

•手動を選択すると、編集可能な回り込みパスが作成されます。テキストから新しいパス
への距離を指定してからそのパスを変更することも可能です。その場合、アイテム > 編
集 > 回り込みを選択します。回り込みパスの変更に関する詳細は、「回り込みパスの微
調整」および「回り込みパスの編集」を参照してください。

テキストボックスにテキストを回り込ませる
テキストを別のテキストボックスの前面にあるテキストボックスに回り込ませるには、
前面のテキストボックスを選択してからアイテム > 回り込みを選択し、種類ドロップダ
ウンメニューからオプションを選択します。

•なしを選択すると、テキストがアクティブなテキストボックスの後ろに回り込みます。

•アイテムを選択すると、テキストがアクティブなテキストボックスに回り込みます。テ
キストボックスが方形の場合、上揃え、左揃え、下揃え、および右揃えの各フィールド
に値を入力し、回りこみ領域の外側、内側を設定します。テキストボックスが方形でな
い場合、外部フィールドのみが表示されます。

テキストの画像への回り込み
画像編集アプリケーションを使用すると、画像にパスおよびアルファチャンネルを埋め
込むことができます。パスはスムーズなベジエ形状ですが、アルファチャンネルは通常、
グレイスケール画像です。通常、画像の表示対象部分、非表示対象部分や透明対象部分
を判断するのに、パスとアルファチャンネルの両方が使用されます。

パスやアルファチャンネルが組み込まれている画像を取り込むと、そのパスやアルファ
チャンネルを使用してその画像へのテキストの回り込みを制御できます。つまり、アプ
リケーションがパスやチャンネルを検索し、その情報に基づいてテキストの回り込みパ
スを作成できます。

テキストボックスの前面にある画像ボックスにテキストの回り込みを適用するには、画
像ボックスを選択してから、アイテム>回り込みを選択し、種類ドロップダウンメニュー
でオプションを選択します。
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• アクティブな画像コンポーネントの背面にテキストを回り込ませるには、なしを選択し
ます。

• 画像コンポーネントの境界にテキストを回り込ませるには、アイテムを選択します。画
像コンポーネントが方形の場合、上揃え、左揃え、下揃え、および右揃えの各フィール
ドに値を入力して、回り込み領域の外側、内側を設定します。画像コンポーネントが方
形ではない場合、外部フィールドのみが表示されます。

• 画像の白以外の領域を基にベジエクリッピングと回り込みパスを作成するには、自動イ
メージを選択します。

• 画像編集アプリケーションで画像が埋め込まれたパスにテキストを回り込ませるには、
埋め込みパスを選択します。

• 画像編集アプリケーションで画像が埋め込まれたアルファチャンネルにテキストを回り
込ませるには、アルファチャンネルを選択します。

• 画像の対象に基づいて回り込みパスを作成するには、白以外の領域を選択します。回り
込みパスは、限界フィールドの値に応じて、全体に白や白に近いバックグラウンド内で、
暗い形状部分のアウトラインを描きます（またはその逆）。

• テキスト回り込みパスを、クリッピングタブで選択したクリッピングパスに設定するに
は、クリッピングと同様を選択します。

• 取り込んだ画像ファイルの、方形の「キャンバス領域」に沿ってテキストを回り込ませ
るには、画像境界を選択します。これには、元の画像ファイルで保存されている白のバッ
クグラウンドも含まれます。上揃え、左揃え、下揃え、および右揃えの各フィールドに
値を入力して、画像境界からのテキストの外側、内側を決定します。

プレビュー領域の内側のパスは回り込みパスを表し、外側のアウトラインは画像ボックス
を表します。

回り込みのプレビューを表示している画像ダイアログボックスの回り込みタブ
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回り込みパスの微調整
種類ドロップダウンメニュー（スタイル > 画像 > 回り込み）で自動イメージ、埋め込み
パス、アルファチャンネル、白以外の領域、またはクリッピングと同様を選択した場合、
以下のフィールドを使用して回り込みパスを操作できます。

1 外部で、回り込みパスのサイズを変更します。値を正にすると回り込みパスは元の設定
からふくらみ、値を負にすると回り込みパスに含まれる画像の量が減少します。

2 ノイズで、最小許容閉じパスを指定します。ノイズ値より小さい閉じパスは無視されま
す。ノイズ値は、回り込みパスを整理し、出力しやすくするのに便利です。

3 スムーズネスで、パスの精度を制御します。値を低くすると、ポイント数が大きくより
複雑なパスが作成されます。値を高くすると、より精度が低いパスが作成されます。

4 限界で、「白」の定義方法を決定します。「白」と定義された全ピクセルが除外されま
す。たとえば、限界が20%の場合、ピクセルのグレイ値が20%以下であれば、そのピク
セルは「白」と考えられ、回り込みパスから除外されます。

回り込みパスの編集
回り込みパスを調整するには、回り込み（アイテム > 編集）チェックボックスをオンに
します。回り込みパスはマゼンタのアウトラインで表示されます。こうすることで、ベ
ジエオブジェクトの場合と同様にパスを編集できます。

また、単位パレットのコントロールを使用すると、回り込みパスのポイントやセグメン
トの種類を変更できます。ポイントの種類を変更するには、下記の3つのボタンのいずれ
かを使用します。

•シンメトリカルポイント ：シンメトリカルポイントは、2本の曲線をつなげて、1本の
曲線にします。出来上がる曲線はスムーズポイントに似ていますが、各曲線ハンドルは
常にポイントを通る直線上にあり、かつポイントから等距離にあります。

•スムーズポイント ：スムーズポイントは、2本の曲線をつなげて、1本の曲線にしま
す。各曲線ハンドルは常にポイントを通る直線上にありますが、ポイントからの距離が
同じである必要はありません。

•コーナーポイント ：コーナーポイントは、2本の直線、直線と曲線、または2本の曲線
をつなぎます。2本の曲線の場合、コーナーポイントの各曲線ハンドルを個々に操作し
て、2つのセグメント間に鋭角的な変化を持たせることができます。

ラインセグメントの特性を変更するには、下記のボタンのいずれかを使用します。

•直線セグメント ：アクティブなセグメントを直線にします。

•曲線セグメント ：アクティブなセグメントを曲線にします。

ポイントおよびセグメントの種類は、スタイル > ポイント／セグメントの種類サブメ
ニューを使用して変更することもできます。

テキストパスの使用

テキストパスは、テキストを追加できるラインのことです。テキストをパス上に乗せる
方法、およびテキストの属性（フォント、色、サイズなど）およびパスの形状やスタイ
ルの属性を操作できます。
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ラインまたはパスにテキストを追加するには、テキストコンテンツツール を選択し
て、ラインまたはパスをダブルクリックします。

選択したテキストパスにテキストを乗せる方法を制御するには、設定ダイアログボック
ス（アイテムメニュー）のテキストパスタブを表示してから、文字の効果領域のボタン
をクリックし、テキストをパスに乗せる方法を選択します。また、テキスト揃えドロプ
ダウンメニューからオプションを選択して、フォントのどの部分を使用してパス上に文
字を配置するかを決定することもできます。

ドロップキャップスの作成

ドロップキャップスは、段落の先頭行以下の複数行にかかる最初の文字です。自動ドロッ
プキャップス機能を使用すると、ドロップキャップス文字が拡大され、自動的に段落が
回り込みます。ドロップキャップス文字の書式やスタイルは、他の段落部分と同じにな
ります。

選択した段落にドロップキャップスを適用するには、段落設定ダイアログボックスの段
落設定タブを表示してから、ドロップキャップスチェックボックスをオンにします。ド
ロップキャップスとして使用する文字数を指定するには、文字数フィールドに1から127
までの値を入力します。ドロップキャップス文字がかかる行数を指定するには、行数
フィールドに2～16の値を入力します。

ドロップキャップスは、テキストを視覚的に区別する効果的な方法です。

ドロップキャップスは、ポイントではなく比率で指定します。ドロップキャップスを選択
すると、デフォルトのサイズは100％となっています。

単位パレットの段落設定タブからドロップキャップスを作成することもできます。

段落上下の罫線の作成

段落罫線は、段落を区切る、関連情報を表示する、または単にページデザインにグラ
フィックスタイルを追加するなどの目的で、テキストの上下で頻繁に使用するものです。
段落罫線を作成するには、段落設定ダイアログボックス（スタイルメニュー）の段落罫
線タブを使用します。
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アンカーボックスの使用

テキスト中にある任意の形状のボックスとラインをペーストすることでと、文字と同じ
ようにテキストと一緒に配置できます。これは、テキストを再配置する時に特に便利で
す。アンカーアイテムがテキスト中の他の文字と同じように再配置されるためです。ア
イテムがアンカーされていない状態でテキストを再配置すると、アイテムは移動してし
まい、テキストと重なる場合があります。

テキスト内のボックスおよびラインへのアンカーの付加
アンカーされたアイテムは、テキスト内に配置された文字のように動作します。アイテ
ムをアンカーするには、下記の手順に従ってください。

1
アイテムツール を選択してから、アンカーするアイテムを選択します。

2 編集 > カット、または編集 > コピーを選択します。

3 テキストコンテンツツール を選択してから、アイテムをアンカーする位置にテキスト
挿入バーを配置します。

4 編集 > ペーストを選択して、テキスト挿入ポイントにアイテムをアンカーします。

アンカーボックスおよびラインのカット、コピー、ペースト、および削除
アンカーアイテムをカットまたはコピーするには、任意の文字列と同様にアイテムを選
択し、編集 > カットまたは編集 > コピーを選択します。アンカーアイテムを別の場所に
ペーストするには、別の場所にテキスト挿入バーを置き、編集>ペーストを選択します。
アンカーアイテムを削除するには、アイテムを選択するか、またはアイテムの後ろにテ
キスト挿入バーを置いて、DeleteキーまたはBackspaceキーを押します。

ボックスおよびラインのアンカー解除
アイテムのアンカーを解除するには、アイテムツールを持つアイテムを選択してからア
イテム > 複製を選択し、アイテムのアンカー解除後のコピーを作成します。複製された
アイテムは、連続複製ダイアログボックス（アイテムメニュー）の設定に応じてページ

に配置されます。その後、テキストコンテンツツール を持つアイテムを選択して
Delete/Backspaceキーを押すと、テキストからアンカー付きアイテムを削除できます。

OpenTypeフォントの使用

OpenTypeとは、AdobeとMicrosoftによって開発されたクロスプラットフォームフォ
ントフォーマットであり、大規模な文字セットと字形が含まれ、通常の場合、分数、任
意の合字、旧スタイルの数字などが含まれます。テキストにOpenTypeフォントが適用
されている場合、文字属性ダイアログボックス（スタイル > 文字）から、そのフォント
に組み込まれているあらゆるスタイルオプションにアクセスできます。

文字と字形との違いを理解すると、OpenTypeスタイルの働きが分かりやすくなります。
文字とは、書き言葉の要素であり、大文字、小文字、数字、および約物はすべて文字で
す。字形とは、実際には文字を表す画像であり、他の形状を取る場合があります。たとえ
ば、標準の数字1は文字ですが、旧スタイルの数字1は字形です。別の例を挙げると、互
いに隣り合う"f"と"i"とは文字ですが、"fi"合字は字形です。
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文字と字形との間には、常に一対一の関係があるわけではありません。ある場合では、3
文字（1と斜線と4）が単一の分数字形を構成します。また、1文字が3つの字形（3つの
異なるアンパサンド記号など）で表されることがあります。使用されている字形に関わら
ず、フォーマットと編集用に個別の文字を選択できます。

OpenTypeスタイルの適用
文字にOpenType「スタイル」を適用すると、異体字（別の特殊なデザインの字形）を
現在のフォントで表示できるようになります。たとえば、分数を適用すれば、既存の文
字のサイズや位置を変更して手動で分数を構成せずに分数固有の字形を使用できます。
同様に、標準の合字を適用すると、フォントで使用可能な合字に応じた文字を使用でき
ます。詳細は、「合字の使用」を参照してください。さまざまなスタイルを組み合わせ
て適用できますが、上付きと下付きなどは相互に排他的です。

文字および段落のスタイルシートを設定するために文字属性ダイアログボックス（スタ
イル > 文字設定）および文字属性の編集ペイン（編集 > スタイルシート）でOpenType
スタイルを適用するには、OpenTypeの横にある矢印をクリックしてスタイルを表示し
ます。次にチェックボックスを使用してスタイルを適用します。チェックボックスが使
用できなかったりドロップダウンメニューオプションがブラケットで囲まれている場合
は、現在のフォントでサポートされていないOpenTypeスタイルであることを示してい
ます。

文字属性ダイアログボックスで使用可能なOpenTypeスタイル
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OpenTypeスタイルには、下記のスタイルがあります。

•標準の合字：読みやすさが向上する標準的な合字を適用します。

•任意の合字：特殊な合字を適用します。この機能では、特殊な効果を得る合字をユーザー
が選択できます。

•等幅数字：数字に等幅を適用します。

•プロポーショナル数字：数字に不均等な幅を適用します。

•スモールキャップス：CJK（中国語、日本語および韓国語）以外の小文字に通常より小さ
い大文字を適用します。

•全てのスモールキャップス：CJK（中国語、日本語および韓国語）以外のすべての文字に
通常より小さい大文字を適用します。

•ライニング数字：すべてが大文字のテキストとよく調和する近代的な数字スタイルを適
用します。

•オールドスタイル数字：テキストに組み込まれている番号に最適な数字スタイルを適用
します。

•イタリック：イタリックの字形を適用します。

•分数：スラッシュで区切られた分数の字形を適用します。

•スワッシュ：装飾的な字形を適用します。

•序数：序数の字形を適用します。

•タイトル用字形：通常より大きなポイントサイズで大文字のタイトル用字形を適用しま
す。

•前後関係に依存する字形：テキストの前後関係に基づいてさまざまな代替字形を適用し
ます。

•ローカライズドフォーム：字形のデフォルトフォームをローカライズドフォームに置き
換えます。

•設定位置：選択したテキストに上付き、下付き、科学用下付き文字、分子および分母の
字形を適用します。

合字の使用
合字を使用するには、レガシー方法とOpenType方法の2つの方法があります。レガシー
方法では、PostScriptフォントに含まれるfiやflなどの標準の合字がサポートされます。
OpenType方法では、標準の合字とOpenTypeフォントに含まれる任意の合字の両方に
アクセスできます。いずれの方法も文字属性として適用されるため、任意のテキストに
適用することができます。

• レガシー方法を使用することで選択したテキストに合字を適用するには、メジャーパレッ
ト（ウィンドウメニュー）の文字設定タブにある合字を使用チェックボックスをオンに
するか、文字属性ダイアログボックス（スタイル > 文字）にある合字チェックボックス
をオンにします。

• OpenType方法を使用することで選択したテキストに合字を適用するには、OpenType
が使用されているテキストを選択してから、メジャーパレット（ウィンドウメニュー）
のクラシック、または文字設定タブ上にあるOpenTypeメニューから、標準の合字を選
択します。これにより、フォントに組み込まれているfi、fl、ff、ffi、ffl、fj、ffj、および
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thなどの合字が適用されます。さらに、任意の合字を選択することで、ct、sp、st、お
よびfhなどのまれな合字を適用できます。いずれかの合字オプションが括弧内に表示さ
れている場合、使用中のOpenTypeフォントではその合字機能はサポートされていませ
ん。文字属性ダイアログボックスのOpenType領域にある標準の合字、および任意の合
字チェックボックスもオンにできます。

合字環境設定
合字の環境設定は、環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集 > 環境設定 >
印刷レイアウト > 文字設定）の文字設定ペインで行うことができます。

•カーニング(>)で分割：このフィールドの値は、それより大きくなると合字が分割される
トラッキングまたはカーニングの値を指定します。デフォルト値は1で、テキスト+1の
トラッキング値に設定すると（全角スペースは1/200）、合字は標準文字に戻ります。

• "ffi"と"ffl"なし：現在のフォントにffiおよびffl合字が存在しない場合
に、"office"や"waffle"などの単語でのfiおよびflの合字を行わないようにするには、この
ボックスをオンにします。

字形パレットの使用

字形とは、フォントの最小単位です。たとえば、各大文字はそれぞれの字形から構成さ
れます。フォントにあるすべての字形（特にOpenTypeフォントは約65,000個の字形か
ら構成されます）にアクセスするには、完全な文字マップを表示する必要があります。
このような文字マップには、字形パレット（ウィンドウメニュー）からアクセスします。
ここから、選択したフォントの全字形、ボールドとイタリック字形を表示したり、字形
をダブルクリックしてテキストに挿入したり、簡単にアクセスできるようにお気に入り
字形を保存したりできます。

字形パレットを使用することで、大規模な文字セット、およびプロフェッショナル品質
フォントを操作することが容易になります。
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フォントにある字形を表示するには、字形パレット（ウィンドウメニュー）を表示して、
左上にあるフォントメニューからフォントを選択します。字形パレットで利用できるオ
プションを以下に挙げます。

•ボールドおよびイタリックボタンを使用して、字形のボールド版、およびイタリック版
を表示できます。フォントのボールド、イタリック、またはボールドイタリックインス
タンスがシステム上でアクティブではない場合に、メジャーパレットを使用してボール
ドおよびイタリック文字飾りを適用すると、その字形のボールド、イタリック、または
ボールドイタリックがシミュレートされます。

• フォントの字形のサブセットを表示するには、表示ドロップダウンメニューからオプショ
ンを選択します。

• ある字形に対応するあらゆる代替字形を表示するには、個別の字形セルの右下コーナー
にあるボックスをクリックします。

• 必要に応じて、パレット上のズームツールをクリックして、字形を拡大します。

• HTMLオーサリング用など、字形のUnicodeコードポイントが必要である場合、字形を
ポイントしてUnicodeコードポイントを表示できます（16進数で表されます）。

• テキストの挿入ポイントに字形を挿入するには、字形パレットにある字形をダブルクリッ
クします。

• フォントにある特定の字形を頻繁に使用する場合、該当する字形をお気に入りとして保
存することで、素早くアクセスできます。お気に入りリストを作成するには、字形パレッ
ト（ウィンドウメニュー）内、好みのグリフの横にある展開ボタンをクリックします。
次に、好みのグリフ領域にある空のセルに字形をドラッグします。お気に入りを削除す
るには、字形の上でControlキーを押しながらクリック／右クリックして、コンテキスト
メニューを使用します。

特殊キャラクタの表示

特殊キャラクタオプション（表示メニュー）を使用すると、スペース、タブ、段落改行
文字などの一般的な「非表示文字」を確認できるため、テキストの編集時や印刷状態の
微調整時に便利です。

特殊文字の挿入

組版やフォーマット設定を目的とするさまざまな特殊文字があります。キーボードのコ
マンドを使ってこれらの特殊文字を入力できます。また、補助>文字を挿入サブメニュー
から選択することもできます。非表示文字を表示するよう設定している場合（表示 > 特
殊キャラクタ）、各文字の表示が異なります。

スペースの挿入
全角スペースなど特定のスペースをテキスト挿入ポイントに挿入するには、補助 > 文字
を挿入 >特殊文字 >全角スペースまたは補助 >文字を挿入 >特殊文字（改行なし）>全
角スペースを選択します。改行なしスペースサブメニューのオプションは、2つの語句ま
たは数字を「連結」する役割を果たします。たとえば、行末で「連結」された2つの要素
の間で改行が行われないようにします。
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その他の特殊文字の挿入
全角ダッシュや現在のページ番号のプレースホルダ文字など、スペース以外の特殊文字
をテキスト挿入ポイントへ挿入するには、補助 > 文字を挿入 > 特殊文字または補助 > 文
字を挿入 > 改行なし特殊文字を選択します。

文字言語の指定

ハイフネーションとスペルチェックに使用する言語を指定するには、テキストに文字言
語を適用します。これにより、同一段落に複数言語の単語を混ぜても、問題のあるハイ
フネーションの発生を防いでスペルチェック（補助メニュー）にあるチェックする単語
を減らすことができます。文字に特定言語を適用することに加え、なしを適用すること
で、ハイフネーションやスペルチェックから単語を除外することもできます。

選択した文字に言語を適用するには、文字属性ダイアログボックス（スタイル>文字）、
または単位パレットの文字設定タブにある言語ドロップダウンメニューを使用します。

未定義キャラクタの代替の使用

未定義キャラクタの代替がオンである場合、現在のフォントで表示できない文字が使わ
れると、システム上のアクティブなフォントを検索して、その文字を正しく表示できる
フォントを見つけます。たとえば、テキスト挿入ポイントにHelveticaが適用されてい
て、漢字を含むテキストの取り込みやペーストを行うと、その文字にはヒラギノフォン
トが適用される場合があります。その文字を含むアクティブなフォントが見つからない
場合、文字はボックスや記号として表示されます。

未定義キャラクタの代替は、アプリケーションの環境設定として実装されているため、
プログラム内で機能をオン／オフを切り替えられます。この機能はデフォルトでオンに
なっていますが、オフにする必要がある場合は、環境設定ダイアログボックス
（QuarkXPress／編集>環境設定）の未定義キャラクタの代替ペインにある未定義キャ
ラクタの代替をオフにします。

未定義キャラクタの代替機能についての詳細は、「環境設定 - アプリケーション - 未定義
キャラクタの代替」を参照してください。

Unicodeオプション付きテキストの取り込みおよび書き出し

テキストの取り込みおよび書き出し時にエンコードの種類を指定することもできます。
エンコードの種類により、テキストで表示される各字形を表すのに使用するバイトシー
ケンスが決まります。外国語やHTMLのテキストを使用する場合、適切なエンコードを
選択してファイル内の文字をすべてUnicodeに変換できます。オプションの機能は下記
のとおりです。

• プレーンテキストまたは「XPress Tag」テキストのファイルを選択した場合、取り込み
ダイアログボックスにエンコーディングドロップダウンメニューが追加されます。ソフ
トウェアが選択したテキストファイルのエンコードを決定して適切なエンコードの種類
を適用しようとします。ただし、テキストに対して別のオプションを指定することもで
きます。
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• プレーンテキストまたはXPress Tagテキスト形式でテキストを書き出す場合、テキスト
保存ダイアログボックスにエンコーディングドロップダウンメニューが追加されます。

•引用符を変換オプションでは、引き続き直接引用符をタイプセッターの引用符に変換す
る、あるいは二重ハイフンを全角ダッシュに変換できます。

フォントマッピングルールの使用

プロジェクトを開くと、テキストに適用されているすべてのフォントがシステム上でア
クティブであることが確認されます。アクティブではないフォントが見つかると、不足
フォントという警告が表示されます。このときに、不足フォントをアクティブなフォン
トに置き換えられます。このような置き換えをグローバルな「フォントマッピングルー
ル」として保存できます。これは、プロジェクトを開くたびに自動的に適用できます。

フォントマッピングルールを作成するには、最初に不足（アクティブではない）フォン
トを使用しているプロジェクトを開きます。使用フォントリストをクリックして、不足
フォント警告を表示します。置換ボタンを使用して不足しているフォントの代替フォン
トを選択してから、ルールとして保存をクリックします。一部の代替フォントのみが選
択されている場合でも、不足フォント警告の一覧にあるすべての代替フォントがルール
として保存されます。代替フォントを変更する場合は、その行を選択してからリセット
をクリックします。アーティクルを開いてから、ファイル > 復帰を選択することもでき
ます。これにより、不足フォント警告が再度表示され、変更が行えるようになります（変
更の適用先はそのアーティクルのみであり、保存したルールではありません）。

不足フォント警告にあるルールとして保存をクリックしてフォントマッピングルールを
作成すると、ルールはアプリケーションの環境設定に保存され、すべてのアーティクル
に適用されます。フォントマッピングルールの変更、削除、共有を行う場合は、補助 >
フォントマッピングを選択します。

フォントペイン（QuarkXPress／編集>環境設定）を使用して、デフォルトの代替フォ
ントを指定し、不足フォントのあるプロジェクトを開いたときに不足フォント警告を表
示するかどうかを制御できます。詳細は、「環境設定 - アプリケーション - フォント」を
参照してください。

デザイングリッドの使用

デザイングリッド機能は、QuarkXPressおよびQuarkCopyDeskのバージョン7以前に
あったベースライングリッド機能の拡張版です。デザイングリッドを使用することで、
さらに容易にグリッドを定義することができるようになるため、ページレベルおよびテ
キストボックスレベルの両方で、テキストとオブジェクトを正確に揃えることができま
す。

デザイングリッドの環境設定に関する詳細は、「環境設定 - レイアウト - ガイドとグリッ
ド」を参照してください。

デザイングリッドの理解
デザイングリッドとは、テキストとアイテムを揃えるための、一連の印刷されないガイ
ドラインのことです。
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グリッド線
各デザイングリッドには、ボトムライン、ベースライン、センターライン、トップライ
ンという4つのグリッドラインが含まれています。テキストとアイテムをこれらのグリッ
ドラインのいずれかに合わせることもできます。

デザイングリッドのラインには、ボトムライン、ベースライン、センターライン、およ
びトップラインが含まれます。

マスターページおよびテキストボックスのグリッド
デザイングリッドには、デフォルトでマスターページグリッドとテキストボックスグリッ
ドという2種類があります。すべてのページおよびテキストボックスがデザイングリッド
に関連付けられています。表示>ページグリッドまたは表示>テキストボックスのグリッ
ドを選択して、デザイングリッドをレイアウト全体に対して表示または非表示にできま
す。

ページのマスターページを表示してからページ > マスターガイド&グリッドを選択する
と、ページのデザイングリッドを構成できます。テキストボックスのコンテキストメ
ニューからグリッド設定を選択すると、テキストボックスのデザイングリッドを制御で
きます。

マスターページグリッドとすべてのグリッドラインのみが表示されたページ。

テキストボックスグリッドとすべてのグリッドラインのみが表示されたテキスト。

詳細は、「マスターページグリッドの使用」を参照してください。

QuarkXPress 7.xおよびQuarkCopyDesk 7.x以前にあったベースライングリッド機能
を使用するには、ベースラインを表示してから他のグリッドラインを隠します。
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グリッドスタイル
グリッドスタイルは、グリッドを説明するための設定の名前付きパッケージです。デザ
イングリッドのスタイルシートに該当します。グリッドスタイルをテキストボックスに
適用すると、それらをマスターページグリッドの基礎として使用できます。また、グリッ
ドスタイルを他のグリッドスタイルに基づいて使用することもできます。グリッドスタ
イルはグリッドスタイルパレット（ウィンドウメニュー）に表示されます。詳細は、「グ
リッドスタイルの使用」を参照してください。

デザイングリッドの基本
下記のトピックでは、デザイングリッドの操作方法について説明します。グリッドスタ
イルについての詳細は、「グリッドスタイルの使用」を参照してください。

マスターページグリッドの設定
マスターページグリッドを設定するには、マスターページを表示してページ > マスター
ガイド&グリッドを選択します。マスターガイド&グリッドダイアログボックスが表示さ
れます。

マスターガイド&グリッドダイアログボックスを使用してマスターページグリッドを制御
します。

•マージンガイドの上揃え、下揃え、左揃えおよび右揃えフィールドを使用して、ページ
の上端、下端、左端および右端に対するマージンの位置を指定できます。上揃えと下揃
えまたは左揃えと右揃えの各フィールドの値を同期するには、フィールドの横にある
チェーンアイコンをクリックします。

•コラムガイドの列数フィールドに値を入力し、マスターページの列数を指定します。コ
ラム間隔フィールドに値を入力してコラム間隔を定義します。

•コンテンツの大きさフィールドには、マージンガイド内の領域が表示されます。

• グリッドの位置と間隔を制御するには、テキスト設定タブのコントロールを使用します。
詳細は、「デザイングリッド：テキスト設定タブ」を参照してください。

• グリッドの表示を制御するには、表示設定タブのコントロールを使用します。詳細は、
「デザイングリッド：テキスト設定タブ」を参照してください。

• 行った変更をプレビューするには、プレビューをオンにします。

• 既存のマスターページグリッド、グリッドスタイルまたはスタイルシートの仕様を使用
するには、設定の読み込みをクリックします。詳細は、「グリッド設定の読み込み」を
参照してください。

テキストボックスグリッドの設定
テキストボックスグリッドを設定するには、そのテキストボックスをControlキーを押し
ながらクリックするか、または右クリックしてグリッド設定を選択します。グリッド設
定ダイアログボックスが表示されます。
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グリッド設定ダイアログボックス

• グリッドの位置と間隔を制御するには、テキスト設定タブのコントロールを使用します。
詳細は、「デザイングリッド：テキスト設定タブ」を参照してください。

• 表示するグリッドラインを指定するには、表示設定タブのコントロールを使用します。
詳細は、「デザイングリッド：表示設定タブ」を参照してください。

• 行った変更をプレビューするには、プレビューをオンにします。

• 既存のマスターページグリッド、グリッドスタイルまたはスタイルシートの仕様を使用
するには、設定の読み込みをクリックします。詳細は、「グリッド設定の読み込み」を
参照してください。

デザイングリッド：テキスト設定タブ
デザイングリッドのサイズ、縮小率、および位置を決定するには、テキスト設定タブの
コントロールを使用します。テキスト設定タブは、マスターガイド＆グリッド、グリッ
ドスタイルの編集、およびグリッド設定ダイアログボックスに表示されます。

プレビューチェックボックスをオンにすると、デザイングリッドに加えた変更結果を表示
できます。

マスターガイド&グリッドのテキスト設定タブ

•フォントサイズ：サイズを入力して、デザイングリッド内の各行の高さを決定します。

•縦比率：フォントサイズに基づいて、デザイングリッド内の各行の高さを調節するパー
セント値を入力します。

•行間隔および行送り：行間隔および行送りの値により、グリッドの間隔が決まります。
行間隔は次の公式に基づいています。フォントサイズ×縦比率＋行間隔＝行送り。たと
えば、フォントサイズが12pt、縦比率が100％、行間隔が2ptの場合、行送りは14ptに
なります。

• デザイングリッドが段落スタイルシートを基にしている場合、行送りの値はそのスタイ
ルシートで定義されます。行送りの値は指定した数値になります。または値が自動の場
合は、環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集 > 環境設定）の段落タブに
ある行送りの自動設定の値から取得されます。スタイルシートとグリッドスタイルの関
連付けについての詳細は、「グリッド設定の読み込み」を参照してください。

•ベースラインの位置：デザイングリッドでベースラインの位置を指定するには、この領
域で位置を選択します。

オフセットの基点を指定するには、位置をクリックして次の中から選択ドロップダウメ
ニューでトップライン、センターラインの上、センターラインの下、またはボトムライ
ンを選択してからフィールドにパーセント値を入力し、トップライン、センターライン、
またはボトムラインに対するベースラインの相対的な位置を指定します。

オフセットの基点をフォントから読み取るには、フォントから読み取りをクリックして、
ドロップダウンメニューからフォントを選択します。選択したフォントに対して定義し
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たベースラインにより、グリッド内の各行のベースラインの位置が決まります。フォン
トリストの下に表示されるパーセント値は、フォントのデザインでのベースラインとボ
トムラインの関係を示しています。

•オフセット：ページまたはボックスでデザイングリッドの第1行の位置を制御するには、
トップライン、センターライン、ベースライン、またはボトムラインを選択し、フィー
ルドに単位の値を入力します。

•調整：クリックするとマスターページグリッドのマージン内の行数を調整ダイアログボッ
クスが表示されます。詳細は、「マージン内の行数を調整ダイアログボックス」を参照
してください。

•マージン内の行数またはボックス内の行数：このフィールドには、上の設定に基づいた
ページまたはボックスに収まる行数が表示されます。

マージン内の行数を調整ダイアログボックス
マージン内の行数を調整ダイアログボックス（マスターガイド&グリッド > 調整）を使
用して、マスターページのマージン内に収まるグリッドライン数を変更します。このダ
イアログボックスにあるコントロールの多くは、テキスト設定タブにも存在し、変更は
両方の場所で反映されます。

マージン内の行数を調整ダイアログボックスを使用して、マスターページのグリッド設
定を調整します。

•ページ当たりの行数フィールドにページの行数が表示されます。この値は、変更の都度
更新されます。

• ページの行数を1行ずつ増減するには、フィールドの横にある+または–をクリックしま
す。たとえば、ページ当たりの行数値が50、フォントサイズ値が12pt、垂直方向のフォ
ント縮小率が100%で、フォントサイズの横にある+をクリックした場合、ページ当たり
の行数値は51に増加し、フォントサイズ値は11.765ptに縮小されます。

• 増幅値バーは、グリッドパターンがページに収まらない割合を0～+1のパーセントで表
示します。グリッドの増幅値がページと完全に一致すれば、この増幅値バーには0が表示
されます。グリッドの増幅値がページと完全に一致しない場合、その割合が算出されて
増幅値バーに表示されます。

•リセットをクリックすると、すべてのフィールドの値がダイアログボックスを表示する
前の状態に戻ります。

このダイアログボックスを表示する前にプレビューをオンにすると、行った変更の結果を
参照できます。

デザイングリッド：表示設定タブ
デザイングリッドには、トップライン、センターライン、ベースライン、およびボトム
ラインを示す個々の線が含まれます。グリッドラインを表示または非表示にする、また
はグリッドラインの色、幅、スタイルなどを指定するには、表示設定タブのコントロー
ルを使用します。表示設定タブは、マスターガイド＆グリッド、グリッドスタイルの編
集、およびグリッド設定ダイアログボックスに表示されます。
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マスターガイド＆グリッドダイアログボックスの表示設定タブ

• <グリッドラインの種類>を表示チェックボックスをオンにすると、グリッドを表示した
ときに各種グリッドラインが表示されます。

• 各グリッドラインの色を指定するには、カラーボックスをクリックします。

• 幅ドロップダウンメニューから幅を選択します。

• スタイルドロップダウンメニューからスタイルを選択します。

•マスターガイド＆グリッドダイアログボックスのみ：マスターページグリッドの境界線
を指定するには、グリッドを表示ドロップダウンメニューからマージン内、ページ全体、
またはペーストボードを選択します。

グリッド設定の読み込み
マスターページグリッド、またはテキストボックスグリッドの基礎として、グリッドス
タイル、スタイルシート、またはマスターページグリッドを使用するには、下記の手順
に従ってください。

1 マスターガイド&グリッド、グリッド設定、またはグリッドスタイルの編集ダイアログ
ボックスの設定の読み込みをクリックします。設定の読み込みダイアログボックスが表
示されます。

設定の読み込みダイアログボックスで、グリッドスタイル、スタイルシート、またはマ
スターページを選択します。

2 表示ドロップダウンメニューで、全ての、グリッドスタイル、マスターページ、または
段落スタイルシートを選択します。
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3 リストから既存のグリッドスタイル、スタイルシート、またはマスターページを選択し、
OKをクリックします。

読み込んだグリッドスタイル、スタイルシート、またはマスターページの仕様が、マス
ターガイド&グリッド、グリッド設定、またはグリッドスタイルの編集に表示されます。
読み込み後にこれらのグリッド設定を変更できます。

「本文」スタイルシートが読み込まれたグリッドスタイル

グリッドスタイルのスタイルシートを読み込む場合、スタイルシートに変更を行うとグ
リッドスタイルも自動的に更新されるようにすることができます。これには、段落スタ
イルシートへリンク<スタイルシート名>チェックボックスをオンにします。フォントと
間隔のコントロールが利用できなくなります。

「本文」スタイルシートが読み込まれ、リンクされたグリッドスタイル

グリッドスタイルの使用
グリッドスタイルには、テキストボックスに適用したり、マスターページグリッドやそ
の他のグリッドスタイルの基礎として使用できるグリッド属性が含まれます。
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グリッドスタイルの作成
グリッドスタイルの作成、編集、複製、または削除を行うには、グリッドスタイルダイ
アログボックス（編集 > グリッドスタイル）を使用します。

グリッドスタイルを作成、編集、または削除するには、グリッドスタイルダイアログボッ
クスを使用します。

グリッドスタイルダイアログボックスで新規、編集、または複製をクリックすると、グ
リッドスタイルの編集ダイアログボックスが表示されます。

グリッドスタイルの編集ダイアログボックス

• グリッドスタイルの名前を指定するには、名前フィールドに値を入力します。

• グリッドの位置と間隔を制御するには、テキスト設定タブのコントロールを使用します。
詳細は、「デザイングリッド：テキスト設定タブ」を参照してください。

• 表示するグリッドラインを指定するには、表示設定タブのコントロールを使用します。
詳細は、「デザイングリッド：表示設定タブ」を参照してください。

• 既存のマスターページグリッド、グリッドスタイルまたはスタイルシートの仕様を使用
するには、設定の読み込みをクリックします。詳細は、「グリッド設定の読み込み」を
参照してください。

プロジェクトが開かれていない状態でグリッドスタイルを作成すると、そのグリッドスタ
イルがデフォルトのグリッドスタイルリストの一部となり、以降作成されるすべてのプロ
ジェクトに含まれます。

テキストボックスへのグリッドスタイルの適用
選択したテキストボックスにグリッドスタイルを適用するには、下記の手順に従ってく
ださい。

1 テキストボックスグリッドを表示するには、表示 > テキストボックスのグリッドをオン
にします。

2 グリッドスタイルパレットを表示するには、ウィンドウ > グリッドスタイルをオンにし
ます。

グリッドスタイルパレットを使用して、テキストボックスにグリッドスタイルを適用し
ます。

3 グリッドスタイルパレットでグリッドスタイル名をクリックします。

グリッドスタイルパレットにあるグリッドスタイル名の隣のプラス記号は、テキストボッ
クスにグリッドスタイルが適用された後にテキストボックスグリッドが変更されたことを
示します。グリッドスタイルを再度適用して、ローカルなテキストボックスグリッドフォー
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マットを上書きするには、スタイル解除をクリックして、グリッドスタイル名をクリック
（または、Option／Altキーを押しながら変更されたグリッドスタイル名をクリック）し
ます。

デザイングリッドの使用
テキストボックスにデザイングリッドを適用したり、マスターページグリッドを構成す
ると、行揃えにグリッドを使用できるようになります。デザイングリッドにアイテムを
視覚的に揃えることも、表示 > ページグリッドへの吸着を選択して、マスターページグ
リッドにアイテムを強制的に揃えることもできます。

マスターページグリッドの使用
レイアウトページのマスターページグリッドを指定するには、プロジェクトページにマ
スターページを適用します。

グリッドへのテキストの固定
スタイルシート、またはローカル段落フォーマットを使用することで、マスターページ
グリッドやテキストボックスグリッドにテキストを固定できます。グリッドにテキスト
を固定するには、下記の手順に従ってください。

1 スタイルシートのテキスト固定を設定するには、編集 > スタイルシートを選択して段落
スタイルシートを選択し、編集をクリックしてから、フォーマットタブをクリックしま
す。段落のテキスト固定を設定するには、段落を選択してからスタイル > フォーマット
を選択します。

段落設定ダイアログボックスのフォーマットタブ

2 フォーマットタブで、グリッド固定チェックボックスをオンにします。

3 テキストの固定先とするグリッドを指定するには、グリッド固定の下にある最初のドロッ
プダウンメニューでページグリッド、またはテキストボックスグリッドを選択します。

4 テキストの固定先とするグリッドラインを指定するには、グリッド固定の下にある2番目
のドロップダウンメニューでトップライン、センターライン、ベースライン、またはボ
トムラインを選択します。

デザイングリッドへのアイテムの吸着
マスターページグリッドラインにアイテムを吸着させ、テキストボックスのサイズ変更
時にテキストボックスのグリッドに吸着させることができます。

マスターページグリッドラインに吸着させるには、マスターページグリッドを表示（表
示 > ページグリッド）し、表示 > ページグリッドへの吸着を選択します。

ページグリッドへの吸着（表示メニュー）が選択されている場合、環境設定ダイアログ
ボックスにあるガイドとグリッドペインのガイド吸着距離フィールドで、デフォルトで6
ピクセルであるページグリッドにアイテムが吸着される距離を変更できます。

テキストボックスのサイズ変更時にテキストボックスのグリッドに吸着させるには、テ
キストボックスのグリッドを表示して、ボックスをサイズ変更します。

QUARKXPRESS 9.5.1ガイド | 161

テキストと印刷体制



揃え用グリッド
マスターページグリッドラインやガイドにテキストボックスグリッドラインを揃えるに
は、下記の手順に従ってください。

1 表示 > ガイド、表示 >ページグリッド、および表示 >テキストボックスグリッドがオン
であることを確認します。

2
アイテムツール を選択します。

3 テキストボックスにあるグリッドラインをクリックしてから、ボックスをドラッグしま
す。グリッドラインを移動するときにも、ボックスの元の位置が表示され続けます。ボッ
クスにある他のグリッドライン、マスターページグリッドライン、またはガイドに、選
択したグリッドラインを揃えられます（下記ライブドラッグに関する注を参照してくだ
さい）。

4

Live drag is a feature that lets you see the contents of an item while you are
moving the item.However, selected grid lines do not display when live drag is
active.

ぶら下がり文字の使用

ぶら下がり文字セットでは、ぶら下がり約物とマージン揃えの両方を処理します。マー
ジン揃えでは、文字をマージン外部に部分的にぶら下げることで、マージンに沿った視
覚的に統一されたテキストの揃えを作成できます。ぶら下がり約物では、約物文字を完
全にマージン外部にぶら下げることで、テキストの行頭（先頭）やテキストの行末（末
尾）での均一なマージンで、テキストを揃えることができます。たとえば、以下の最初
のテキストサンプルにある引用符記号は先頭マージンの外部にぶら下げられているため、
テキストの1行目にある最初の文字をその下のテキストの行と均等に揃えられます。以下
の2番目のテキストサンプルにある引用符記号は、末尾マージンの外部にぶら下げられて
います。

The opening quotation mark in this sample text is a leading hanging character

162 | QUARKXPRESS 9.5.1ガイド

テキストと印刷体制



The closing quotation mark in this sample text is a trailing hanging character

カスタムのぶら下がり文字クラス、およびぶら下がり文字セットを作成することも、ソ
フトウェアに含まれるデフォルトのクラスとセットを使用することもできます。ぶら下
がり文字クラスとは、マージン外部に常にぶら下げられるか、同一パーセントでマージ
ン内部にインデントされる必要のある文字のグループのことです。ぶら下がり文字セッ
トとは、ぶら下がり文字クラスからなるグループのことです。ぶら下がり文字セットを
使用することで、段落に1つまたは複数のぶら下がり文字クラスを適用できます。

ぶら下がり文字セットとクラスの表示、作成、編集、複製、および削除を行うには、ぶ
ら下がり文字ダイアログボックス（編集 > ぶら下がり文字）を使用します。

ぶら下がり文字ダイアログボックス

ぶら下がり文字セットの前には、 アイコンが付きます。ぶら下がり文字クラスの前に
は、 アイコンが付きます。

ダイアログボックスの中央ペインでぶら下がり文字セットを選択すると、そのセットに
属すぶら下がり文字クラスが下のペインに表示されます。ダイアログボックスの中央ペ
インでクラスを選択すると、選択したクラスが属すセットと選択したクラスの属性が下
のペインに表示されます。

ぶら下がり文字セットやクラスを比較するには、ぶら下がり文字ダイアログボックスで2
つのクラスまたはセットを選択し、Option／Altキーを押します。追加ボタンが比較ボタ
ンに変化します。
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ぶら下がり文字クラスの作成
ぶら下がり文字クラスに含まれる文字、クラスのぶら下がり率、ぶら下がり文字クラス
を先頭と末尾のどちらにするかを指定するには、ぶら下がり文字クラスの編集ダイアロ
グボックス（編集 > ぶら下がり文字 > 新規 > クラス）を使用します。

ぶら下がり文字クラスの編集ダイアログボックス

文字ペインで文字を入力します。ぶら下がり率ドロップダウンメニューからぶら下がり
率を選択します。ぶら下がり率は、表示される字形に対する一定のぶら下がりまたはイ
ンデントの割合を指定するものです。たとえば、-50%を選択すると、文字クラスの文字
が、表示される文字幅の半分だけ行端よりも内部にインデントされます。100%を選択す
ると、文字クラスの文字が、表示される字形の分だけ行端の外にぶら下がります。

次に、文字クラスを行頭と末尾のどちらにするかを指定します。行頭クラスの文字は行
頭の外側へぶら下がります。 末尾クラスの文字は末尾の外側へぶら下がります。

ぶら下がり文字クラスをぶら下がり文字セットに保存後、プレビューチェックボックスを
オンにすると、編集時にぶら下がり文字クラスへの変更を表示できます。

ぶら下がり文字セットの作成
ぶら下がり文字セットに含めるぶら下がり文字クラスを指定するには、ぶら下がり文字
セットの編集ダイアログボックス（編集 > ぶら下がり文字 > 新規 > セット）を使用しま
す。
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ぶら下がり文字セットの編集ダイアログボックス

ダイアログボックス中央のペインに、使用できるぶら下がり文字クラスがすべて表示さ
れます。これらのぶら下がり文字クラスはぶら下がり文字セットに追加できます。追加
するぶら下がり文字クラスの横にあるチェックボックスをオンにし、ぶら下がり文字セッ
トの名前を指定してからOKをクリックします。

新しいぶら下がり文字セットを保存する前にぶら下がり文字クラスを編集するには、ク
ラスを選択してからクラスの編集をクリックします。

ぶら下がり文字セット内で同じ文字に対して、異なる先頭または末尾の値を指定すること
はできません。

ぶら下がり文字セットの適用
テキストにぶら下がり文字セットを適用するには、段落設定ダイアログボックス（編集>
フォーマット）のぶら下がり文字セットドロップダウンメニューからオプションを選択
します。

段落スタイルシートにぶら下がり文字セットを適用するには、段落スタイルシートの編
集ダイアログボックス（編集 >スタイルシート >新規 >段落または編集 >スタイルシー
ト > 編集）のフォーマットタブにあるぶら下がり文字セットドロップダウンメニューか
らオプションを選択します。
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画像

画像は、イメージ編集アプリケーションや他のグラフィックアプリケーションから、
QuarkXPressに取り込みおよびペーストできます。画像をボックスに取り込むと、位置
の変更、サイズの変更、傾斜、またはフリップなど、その画像に対して多くの操作を実
行できます。

画像の理解

画像ファイルには、ラスターとオブジェクト指向の2つの基本的な分類があります。

ビットマップ画像
ラスター画像と呼ばれることもあるビットマップ画像は、細かいドットである個々のピ
クセルで構成されます。ピクセルはグリッド上に配置され、肉眼で単一画像にブレンド
されます。

カラーモードはファイル内の色の表現方法を記述します。ビット深度は各ピクセルの表
現に使用されるビット数です。最も単純なカラーモードは1ビットであり、「ラインアー
ト」や「白黒画像」とも呼びます。写真などのさらに複雑な画像では、グレイやカラー
の多くのレベルを記述できる複数ビットピクセルが含まれるため、深度が存在します。

大きさは、3"x5"などの画像の物理的なサイズを記述します。画像ファイルの大きさは、
画像ファイルを作成するアプリケーションによって決まり、大きさは画像ファイルに格
納されます。

解像度は、画像の1インチあたりのピクセル（ドット）数です。解像度は大きさによって
異なります。つまり、画像の大きさを変更すると、解像度も変化します。たとえば、
1"x1"の72dpi画像を考えます。取り込んでからこの画像を200%にすると、その有効解
像度は36dpiに下がります。これはピクセルが拡大されたためです。取り込んだ画像の有
効解像度を決めるには、メジャーパレットのクラシックタブにある有効解像度フィール

ド を使用します。

オブジェクト指向画像
オブジェクト指向画像には、位置の描画方法と幾何オブジェクトの属性を記述する情報
が含まれます。このような画像は、見栄えがどのようになるかを考慮することなく、縮
小、拡大、伸張、および回転できます。オブジェクト指向画像はピクセルで構成されて
いないためサイズに関わらず滑らかに表示されます。

オブジェクト指向画像は、形状の記述にベクトル（距離と方向）を使用するため、ベクト
ルファイルフォーマットと呼ばれることがあります。
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サポートされる画像ファイルの種類

ファイルの種類は、画像情報のフォーマット方法を表します。QuarkXPressでサポート
されるファイルフォーマットのリストを以下に挙げます。

•Adobe Illustrator（AI）：Adobe Illustrator用ネイティブファイルフォーマットで
す。取り込まれたAdobe Illustrator 9ファイルは、取り込まれたPDFファイルと機能的
に同等です。Adobe Illustrator 8ファイルを取り込むと、ファイルに含まれるあらゆる
EPSデータが取り込まれます。バージョン7以前で保存されたAdobe Illustratorファイル
は取り込めません。

•BMP（ビットマップ）：Microsoft Windowsプラットフォームで最もよく使用される
ラスターイメージファイルです。

•DCS 2.0（Desktop Color Separations）：スポット版とマスター画像同様、プロセ
ス版（シアン、マゼンタ、イエロー、ブラック）を含めることのできる単一ファイルと
して保存されるEPSファイルです。DCS 2.0ファイルは事前に分版されているため、標準
EPSよりも速く印刷されます。マスター画像はコンポジット印刷に使用されます。DCS
2.0ファイルには、ビットマップとオブジェクト指向情報を含められます。DCS2.0フォー
マットでは、ビットマップ、スポット、およびCMYKカラーモデルがサポートされます。
「5ファイルフォーマット」とも呼ばれるDCS 1.0には、シアン、マゼンタ、イエロー、
ブラックの版ファイル、およびマスターファイルの5個の独立したファイルが含まれま
す。

• EPS（Encapsulated PostScript）：ラスター情報とベクトル情報の両方をサポートす
る、一般的に使用されているファイルフォーマットです。一部のEPSファイルにはプレ
ビューがありません。プレビューがないEPSファイルを取り込むと、画像ボックスに「ポ
ストスクリプト画像」とァイル名が表示されます。ただし、PostScript出力デバイスに
画像を送信すると、画像は出力されます。プレビューを表示するには、環境設定ダイア
ログボックス（編集メニュー）のプレビュードロップダウンメニューから作成を選択し、
イメージを再度取り込みます。

•GIF（Graphic Interchange Format）：8ビットインデックスカラー、透明度、およ
びアニメーションをサポートするビットマップファイルフォーマットです。

• JPEG（Joint Photographic Experts Group）：非可逆圧縮フォーマットです。非可
逆圧縮とは、データ損失と品質の劣化を招くことがある手法です。非可逆圧縮では通常、
可逆圧縮と比較してファイルサイズが小さくなります。

• PDF（Portable Document Format）：ファイル転送を容易にするためにAdobe
Systems, Inc.が開発した独自のフォーマットです。バージョン1.7までのPDFファイル
をQuarkXPressに取り込むことができます。

• PICT：元となるQuickDraw描画ルーチンをベースにしたMac OSフォーマットです。
PICTにはビットマップ情報とオブジェクト指向情報が含まれます。

• PNG（Portable Network Graphics）：可逆圧縮や非可逆圧縮で、インデックスカ
ラーと連続トーンカラーの両方をサポートするビットマップファイルフォーマットです。

• PSD（Photoshop Document）：Adobe Systems, Inc.が開発した独自のファイル
フォーマットです。.psd拡張子はAdobe Photoshopファイルのデフォルトの拡張子で
す。

• SWF：アニメーションで使用される、Adobe Systems, Inc.が開発した独自のベクトル
画像ファイルフォーマットです。
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• TIFF（Tagged Image File Format）：ソースアプリケーションが可逆圧縮をサポー
トしている場合に、可逆圧縮を利用できるファイルフォーマットです。TIFFはビットマッ
プとオブジェクト指向情報を含み、ビットマップ、グレイスケール、RGB、CMYK、お
よびインデックスカラーモデルをサポートできます。このフォーマットには、OPIコメン
トと同様に、埋め込みパスとアルファチャンネルを含めることができます。

•WMF（WindowsMetafile）：ビットマップとオブジェクト指向情報の両方を含める
ことができるWindowsファイルフォーマットです。Windowsメタファイル画像をMacOS
上のQuarkXPressに取り込むと、PICTに変換されます。

画像の使用

QuarkXPressには、画像で使用するための多様なツールが用意されています。

画像の取り込み
画像を取り込むには、下記のいずれかを実行します。

•ファイル > 取り込みを選択します。

•
画像コンテンツツール を選択した後、画像ボックスを指定し、ファイル > 取り込み
を選択します。

•
画像コンテンツツール を選択した後、画像ボックスを指定し、クリップボードから画
像をペーストします。

• 画像ファイルをファイルシステムから画像ボックス上にドラッグします。

• 画像を別のアプリケーションから画像ボックス上にドラッグします。

• Command／Ctrlキーを押しながら、画像ファイルをファイルシステムからテキストボッ
クス、コンテンツなしボックス、空の画像ボックス、または画像が入っているボックス
にドラッグします。

• Command／Ctrlキーを押しながら、画像を別のアプリケーションからテキストボック
ス、コンテンツなしボックス、空の画像ボックス、または画像が入っているボックスに
ドラッグします。

すでにテキストまたは画像が入っているボックスにコンテンツをドラッグすると、ドラッ
グされたコンテンツ用に、QuarkXPressが新しいボックスを作成します。新しいボック
スを作成せずにボックスのコンテンツを置き換えるには、ボックスにコンテンツをドラッ
グしながらCommand／Ctrlキーを押します。ドラッグされたコンテンツに対して常に
新しいボックスを作成するには、ドラッグしながらOption／Altキーを押します。

画像を取り込むとき、イメージはフルサイズで取り込まれ、ボックス内の境界ボックス

の左上角が起点（左上角）になります。画像コンテンツツール を選択すると、画像の
イメージ全体がボックス境界を越えて表示されます。

画像がボックス内に収まるようにするには、画像を取り込んだ後にサイズ変更または位
置変更を行う必要があります。
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画像の移動

ボックス内の画像は、画像コンテンツツール 、設定ダイアログボックス（アイテム>
設定）、またはメジャーパレットを使用して移動させることができます。選択した画像

コンテンツツール により、ボックス内での位置に関係なく、イメージの任意の部分を
クリックできます。また、矢印キーを使用してボックス内の画像を少しずつ動かすこと
もできます。

アイテムツール を選択した場合は、メジャーパレットの矢印またはキーボードの矢
印キーを使用すると、ボックス内の画像ではなくボックス自体が動きます。画像の移動の
詳細については、「アイテムの移動」を参照してください。

画像のサイズ変更

画像コンテンツツール 、アイテムメニュー（アイテム>設定）、スタイルメニュー、
またはメジャーパレットを使用することにより、縮小率を変更して画像を大きくしたり
小さくしたりできます。画像をボックスに取り込んだ後は、コンテキストメニュー（ま
たはスタイルメニュー）からボックスを画像に合わせるまたは画像をボックスに合わせ

る（縦横比を保持）を選択できます。画像コンテンツツール によって画像のサイズを
変更しながらShiftキーを押すと、縦横比を維持したままで画像のサイズが変更されます。

画像の切り抜き
画像の一部分のみが必要な場合は、ボックスのサイズを調整して手動で切り抜くことが
できます。

画像の回転と傾斜
画像を回転させるとボックス内での画像の角度が変わり、画像を傾斜させると画像が傾
いて表示されます。

画像を回転させるには、画像コンテンツツール を選択し、画像の角ハンドルの1つに
マウスのポインタを置きます。選択した角に応じた回転ポインタ が表示されます。ポ
インタをドラッグして画像を回転させます。また、画像の回転角度を、設定ダイアログ
ボックス（アイテム > 設定 > 画像）またはメジャーパレット（クラスタブ）の画像の角
度フィールドに入力することもできます。

画像を傾斜させるには、設定ダイアログボックス（アイテム > 設定）またはメジャーパ
レット（クラシックタブ）の画像の傾斜フィールドに値を入力します。

画像へのカラーおよびシェードの適用
シャドウ、白黒の中間調、およびグレイスケールの画像に、カラーとシェードの値を適
用できます。これには、カラーパレット（ウィンドウ > カラー）、設定ダイアログボッ
クス（アイテムメニュー） （スタイル > 画像）、またはスタイルメニューを使用しま
す。画像バックグラウンドおよびボックスバックグラウンドにもカラーを適用できます。

• 白黒またはグレイスケールの画像にカラーを適用するには、カラーパレットの画像カラー

アイコン を選択して、カラー名をクリックします。
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• 白黒またはグレイスケールの画像のバックグラウンドにカラーを適用するには、カラー

パレットの画像バックグラウンドカラーアイコン を選択して、カラー名をクリックし
ます。

画像のフリップ
画像ボックスのコンテンツは、スタイルメニュー（スタイル > 水平フリップまたはスタ
イル > 垂直フリップ）またはメジャーパレットのクラシックタブ（水平フリップアイコ
ン または垂直フリップアイコン をクリック）を使用して、左から右または上から下へ
フリップできます。

画像の一覧表示、状況確認、および更新
QuarkXPressは、画像ファイルへのパスを保持し、出力に必要な高解像度情報を取得し
ながら、取り込まれた各画像ファイルの低解像度72dpiプレビューを自動的に表示しま
す。

使用状況機能（補助メニュー）では、取り込んだ画像すべてをトラッキングできます。
この機能を使用するには、補助 > 使用状況を選択し、画像をクリックして画像ペインを
表示します。

表示ボタンを使用すると、選択した画像がレイアウト上に表示されます。

更新ボタンを使用すると、移動されている画像および変更された画像を更新できます。
確認のための警告を出さずに変更された画像を更新するには、Option／Altキーを押しな
がら更新ボタンをクリックします。

画像を印刷しないようにするには、画像の印刷列のチェックボックスをオフにします。

画像バックグラウンドカラーの指定
画像で選択できるデザインオプションを増やすため、ボックスのカラー、画像カラー、
および画像バックグラウンドカラーを変更できます。詳細は、「画像へのカラーおよび
シェードの適用」を参照してください。

• グレイピクセルの場合は、画像カラーと画像バックグラウンドカラーが混合されます。

• 画像カラーまたは画像バックグラウンドカラーにさまざまな不透明度を指定する場合は、
カラーがお互いに、およびボックスカラーと相互作用します。

グレイスケールおよび1ビット画像のみ：以前のバージョンのQuarkXPressからプロジェ
クトを開く場合は、ボックスカラーが画像バックグラウンドカラーにマッピングされるた
め、画像の外観は同じになります。

画像属性の保持
画像を画像ボックスに取り込む場合は、その画像ボックスに画像が入っているかどうか
に関係なく、すべての画像属性を保持できます。たとえば、テンプレートの空の画像ボッ
クスで、画像を50%に縮小して90度回転させるように指定されている場合は、新しい画
像を取り込んでそれらの属性を自動的に適用することができます。

画像を取り込み、そのボックスおよび／または既存の画像に指定されている属性を保持
するには、取り込みダイアログボックス（ファイルメニュー）で画像属性を保持をオン
にします。
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クリッピングパスの使用

クリッピングパスとは、画像のどの部分を表示し、どの部分を透明として扱うかを示す、
閉じたベジエ形状です。クリッピングパスは、元の画像ファイルのバックグラウンドか
ら画像の標題を分離するときなどに、特に役立ちます。

クリッピングパスは、QuarkXPressまたはQuarkCopyDeskで新規作成したり、埋め込
みパスまたはアルファチャンネル情報を使用して作成したりできます。QuarkXPressま
たはQuarkCopyDeskで作成されたクリッピングパスは、高解像度画像ファイルに基づ
き、レイアウトとともに保存されます。

クリッピングパスを使用すれば、画像のどの部分を表示し、非表示にするか、制御でき
ます。

クリッピングパスの作成
クリッピングパスを作成または割り当てるには、アイテム > クリッピングを選択して、
種類ドロップダウンメニューからオプションを選択します。

• イメージをボックス境界に合わせて切り抜くには、アイテムを選択します。アイテムを
選択するだけではクリッピングパスは作成されません。ボックスの形に合わせて画像が
切り抜かれるだけです。

• 既に画像ファイルに埋め込まれているパスに沿って画像をクリップするには、埋め込み
パスを選択します。画像ファイルに複数のパスが埋め込まれている場合は、パスドロッ
プダウンメニューから目的のパスを選択します。

• 既に画像ファイルに埋め込まれているアルファチャンネルに沿って画像をクリップする
には、アルファチャンネルを選択します。画像ファイルに複数のアルファチャンネルが
埋め込まれている場合は、アルファドロップダウンメニューから目的のアルファチャン
ネルを選択します。アルファチャンネルに沿ってクリッピングパスを使用すると、ブレ
ンドされた効果ではなくハードエッジが作成される点に注意してください。半透明のブ
レンドが必要な場合は、アルファマスクを使用してください（「アルファマスクの使用」
を参照してください）。

• 画像の主体に基づいてクリッピングパスを作成するには、白以外の領域を選択します。
クリッピングパスは、イメージと限界フィールドの値に応じて、全体に白または白に近
いイメージ内で、白以外の形状部分のアウトラインを描きます（またはその逆）。白以
外の領域オプションは、イメージの不要な部分が画像の主体よりも明るい場合（または
暗い場合）に使用すると効果的です。
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• 取り込んだ画像ファイルの、矩形の「キャンバス領域」に沿って画像をクリップするに
は、画像境界を選択します。これには、元の画像ファイルで保存されている白のバック
グラウンドも含まれます。上、左、下、および右の各フィールドに値を入力して、画像
境界からのクリッピングパスの距離を決定します。正の値は距離を増やし、負の値は距
離を減らします。

設定ダイアログボックスのクリッピングタブ

プレビュー領域の緑のパスはクリッピングパスを表し、青のアウトラインは画像ボックス
を表します。

埋め込みクリッピングパスの使用
イメージ編集アプリケーションを使用すれば、イメージにパスおよびアルファチャンネ
ルを埋め込むことができます。この情報を格納している画像がQuarkXPressに取り込ま
れると、設定ダイアログボックスまたは単位パレットのクリッピングタブを使用して、
このパスやチャンネル情報にアクセスできます。

TIFFとPSDには、パスおよびアルファチャンネルを埋め込むことができます。EPS、
BMP、JPEG、PCX、およびPICTファイルには、パスのみを埋め込むことができます。

クリッピングパスの操作
クリッピングパスの適用後、アイテム > 編集 > クリッピングパスを選択して、クリッピ

ングパスの編集を有効にします。次に、ポイント選択ツール 、ポイント追加ツール

、ポイント削除ツール 、およびポイント変換ツール のいずれかを選択し
ます。詳細は、「ツール」を参照してください。
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メジャーパレットのコントロールを使用してクリッピングパスを操作することもできま
す。ポイントの種類を変更するには、下記の3つのボタンのいずれかを使用します。

•シンメトリカルポイント ：シンメトリカルポイントは、2本の曲線をつなげて、1本の
曲線にします。できあがる曲線はスムーズポイントに似ていますが、各曲線ハンドルは
常にポイントを通る直線上にあり、かつポイントから等距離にあります。

•スムーズポイント ：スムーズポイントは、2本の曲線をつなげて、1本の曲線にしま
す。各曲線ハンドルは常にポイントを通る直線上にありますが、ポイントからの距離が
同じである必要はありません。

•コーナーポイント ：コーナーポイントは、2本の直線、直線と曲線、または2本の曲線
をつなぎます。2本の曲線の場合、コーナーポイントの各曲線ハンドルを個々に操作し
て、2つのセグメント間に鋭角的な変化を持たせることができます。

ラインセグメントの特性を変更するには、下記のボタンのいずれかを使用します。

•直線セグメント ：アクティブなセグメントを直線にします。

•曲線セグメント ：アクティブなセグメントを曲線にします。

ポイントおよびセグメントの種類は、スタイル > ポイント／セグメントの種類サブメ
ニューを使用して変更することもできます。

クリッピングパスを使用した特殊効果の作成
クリッピングタブの各種オプションを使用して、クリッピングパスを反転させたり、外
形のみを使用して画像をクリップするかどうか、または画像をボックスの内側に配置す
るかどうかを指定したりできます。可視領域の透明化および透明領域の可視化、パス内
での穴の使用、画像ボックスの形に合わせた画像の切り抜き、またはクリッピングパス
のボックス境界からはみ出た部分の削除などの特殊効果を作成できます。

アルファマスクの使用

主に前面イメージをバックグラウンドイメージから分割するハードエッジを作り出すク
リッピングパスとは異なり、アルファマスクは透明度情報を含み、新しいバックグラウ
ンドに前面イメージを微妙にブレンドできます。QuarkXPressでアルファマスクを使用
するには、まずAdobe Photoshopなどのイメージ編集アプリケーションでアルファマ
スクを作成する必要があります。その作成されたアルファマスクをQuarkXPressで使用
します。
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フレーム上のアルファマスクを使用して、バックグラウンドのテキストを表示できます。

QuarkXPressでアルファマスクを使用するには、アルファチャンネルをサポートする形
式で画像とともに保存する必要があります。

選択した画像にアルファマスクを適用するには、メジャーパレットのマスクドロップダ
ウンメニューからアルファチャンネルを選択します。

PSD画像の使用

Adobe Photoshopに元からある、変更されていない画像ファイルを、PSD Import
XTensionsソフトウェアを使用して、QuarkXPressに直接取り込むことができます。いっ
たんファイルが取り込まれると、Photoshop（PSD）ファイルで保存されたレイヤー、
チャンネル、およびパスを操作できるようになります。このようにPhotoshopと
QuarkXPressを統合することで、ワークフローが効率的になり、変更をスキップできま
す。また、元からあるファイルを操作できるのでハードディスクのスペースを節約でき、
レイヤー、チャンネル、パスへアクセスできるため、創造面での可能性が広がります。

PSD Import XTensionsソフトウェアが実行されていると、ファイル > 取り込みを使用
して、選択したQuarkXPress画像ボックスにPSDファイルを取り込むことができます。

イメージのレイヤー、チャンネル、パスを使用するには、ウィンドウ > PSD Importを
選択します。 PSD Importパレットを使用すれば、レイヤーをブレンドしたり、カラー
チャンネルを使用したり、パスを選択したりできます。
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QuarkXPressでPSDファイルを使用するには、PSD Import XTensionsソフトウェアを
ロードしておく必要があります。

PSDファイルの準備
PSD Importで使用する画像をPhotoshopで準備する場合は、下記の点を念頭に置く必
要があります。

• イメージを別のファイル形式で保存することはできません。したがって、レイヤーを平
滑化する必要はありません。

• テキストを周囲に回り込ませる輪郭のアルファチャンネルまたはクリッピングパスを作
成します。

• 別のスポットカラーまたは光沢を適用する領域のチャンネルを作成します。

• PSD Importでは、レイヤー効果を使用する画像を含む、特定画像のレイヤー情報を読み
込めません。代わりにコンポジット画像が使用されます。

Photoshop画像の場合は、画像効果を使用できません。

PSD Importは、グレイスケール、RGB、CMYK、索引、およびマルチチャンネルの各
モードでPSDファイルをサポートします。

PSDレイヤーの使用
レイヤーを使用していろいろと試すことで、レイアウト全体のコンテキストの中でさま
ざまなイメージを確認できます。さらに、レイヤーの不透明度を変更したり、ディゾル
ブ、明、差分などのさまざまなブレンドモードを試したりして、デザインの残りの部分
にこれらの効果がどのように影響するかを確認できます。

PSD画像内のレイヤーの不透明度を表示、非表示、ブレンド、変更するには、PSDImport
パレットのレイヤーペインを使用します。PSD Importパレットでは、画像ファイルが
どのように作成されたのかがわかる情報を表示しますが、画像ファイルに基本的な変更
を加えることはできません。

•レイヤーペインを使用しても、レイヤーを作成、命名、コピー、複製、整列、位置の変
更、削除、または結合できません。

• PSDファイルにレイヤーがない場合、PSD Importパレットにはバックグラウンドレイ
ヤーだけが表示されます。

PSDレイヤーのブレンド
レイヤーペインのブレンドモードドロップダウンメニューでは、選択されているレイヤー
のピクセルが、そのレイヤーのすべての下位レイヤーのピクセルとどのように対話する
かを制御します。イメージ編集アプリケーションのブレンドモードと同様に、このブレ
ンドモードには、乗算、覆い焼きカラー、除外、および彩度があります。

Photoshopレイヤーの表示および非表示
表示のレイヤーは画面に表示し、印刷できます。非表示のレイヤーは画面に表示されず、
印刷されません。PSD Importを使用して、バックグラウンドレイヤーを含む任意のレイ
ヤーを非表示にできます。
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• レイヤーを表示するには、そのレイヤーの左にある空のボックスアイコンをクリックし
ます。

• すべてのレイヤーを表示するには、Option+Shift/Alt+Shiftキーを押しながら、空のボッ
クスアイコンをクリックします。

• レイヤーを非表示にするには、目アイコン をクリックします。

• 1レイヤーを除いたすべてのレイヤーを非表示にするには、Option／Altキーを押しなが
ら目アイコン をクリックします。

レイヤーのブレンドと不透明度を変更して得られた結果が望ましくない場合、PSDImport
パレットメニューのレイヤー復帰または全レイヤー復帰オプションを使用して、レイヤー
を取り込んだPSDファイルの元の状態に戻すことができます。

PSDレイヤーの不透明度の変更
レイヤーペインのメニューおよびフィールドを使用して、選択したレイヤーでピクセル
の透明度を制御できます。透明度は、0％（透明）から100％（不透明）の間で1％単位
で指定できます。

レイヤーマスクの使用
PSDファイルでレイヤーマスクが保存されている場合、PSD Importパレットのレイヤー
ペインでShiftキーを押しながらレイヤーマスクのサムネールプレビューをクリックする
ことでマスクを有効化および無効化できます。

PSDチャンネルの使用
Photoshopチャンネルは、画像に関するカラー情報を保存しています。デフォルトでは、
グレイスケールおよびインデックスカラーイメージには1つのチャンネル、RGBイメージ
には3つのチャンネル、CMYKイメージには4つのチャンネルがあります。これらのチャ
ンネルは、まとめてデフォルトチャンネルと呼ばれます。PSD Importパレットのチャ
ンネルペインを使用すれば、すべてのチャンネルを表示または非表示にしたり、選択し
たスポットカラーチャンネルまたはアルファチャンネルのカラーおよび不透明度を変更
したり、スポットカラーを選択したインデックスカラーに割り当てたりできます。たと
えば、チャンネルに光沢、エンボス、打ち抜きなどの特殊効果を割り当てることができ
ます。

チャンネルの表示および非表示
取り込んだPSDファイル中の表示のチャンネルは画面上に表示して印刷できます。非表
示のチャンネルは画面上には表示されず、印刷できません。チャンネルの表示と非表示
の切り替え処理は、レイヤーの場合と同様です。

コンポジットチャンネルをクリックすると、CMYKやRGBなどのデフォルトチャンネル
がすべて表示されます。

チャンネルのカラーおよび不透明度の変更
PDS Importを使用して、Photoshopで作成したスポットカラー、マスク、またはアル
ファチャンネルのカラー、シェードおよび不透明度を変更できます。コンポジットイメー
ジをオーバープリントするチャンネルにスポットカラーを割り当てたり、チャンネルの
画面表示およびカラーコンポジットの印刷時の不透明度を指定したりできます（色分解
を印刷する場合、不透明度値は考慮されません）。
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Photoshopでマスクチャンネルとして指定されるチャンネルは、スポットカラーとして
指定されるチャンネルとは別に取り込まれます。Photoshopでは、マスクチャンネルと
スポットチャンネルには不透明度の設定値が割り当てられます。PSD Importでは不透明
度がサポートされているので、マスクチャンネルの不透明度は0%として取り込まれま
す。取り込んだPSDのマスクチャンネルを表示するには、PSD Importパレットのチャ
ンネルタブでマスクチャンネルを手動で有効にする必要があります。一方、スポットカ
ラーチャンネルはPSDファイルに保存されている不透明度値を保持し、デフォルトで
QuarkXPressのカラーにマップされます。

チャンネルオプションダイアログボックスを使用して、スポットカラーまたはアルファ
チャンネルのピクセルのカラー、 シェード、または不透明度を変更します。チャンネル
オプションダイアログボックスを表示するには、PSD Importパレット（ウィンドウメ
ニュー）のチャンネルペインで、チャンネルをダブルクリックします。

インデックスカラーチャンネルの使用
デフォルトでは、QuarkXPressでPSD Importを使用して色分解を印刷する場合、イン
デックスカラーイメージのカラーはCMYKに分解されます。デフォルト設定を上書きす
るには、編集>カラーでスポットカラーまたはMulti-Inkカラーを作成し、画像で選択し
たインデックスカラーに適用します。PSD Importでは、インデックスカラーイメージの
カラーからスポットカラーを作成することもできます。変更しないインデックスカラー
は、引き続きCMYKに分解されます。

PSDパスの使用
PSD Importを使用して、クリッピングおよび回り込みを指定するための埋め込みパスを
選択することもできます。PSD Importパレットのパスペインから、QuarkXPressのク
リッピングパス機能およびテキスト回り込み機能に簡単にアクセスできます。

パスペインを使用すれば、さまざまなクリッピングパスを選択して、テキスト回り込み
の輪郭に使用できます。テキスト回り込みの輪郭を選択するには、最初の列で空のボッ
クスをクリックします。テキスト回り込みアイコンが表示され、テキストがクリッピン
グパスの輪郭に回り込みます。

テキストを回り込ませるには、画像ボックスがテキストの前面に配置されている必要があ
ります。テキストが回りこんでいない場合は、画像ボックスを選択し、アイテム > ひと
つ前へまたはアイテム > 前面へ出すを選択します。

また、パスペインを使用し、Photoshopで作成したクリッピングパスを選択して、イメー
ジの表示を制御することもできます。クリッピングパスを選択するには、2番目の列で空
のボックスをクリックします。クリッピングパスアイコンが表示され、選択したクリッ
ピングパス内の画像領域も表示されます。

PSD Importでパスに加えた変更は、元に戻すことができます。パスは、取り込まれた
PSDファイルで作成されたときの、元の状態に戻ります。元の状態に戻すには、PSD
Importパレットまたはコンテキストメニューから、パス復帰または全パス復帰を選択し
ます。

PSD Importによる印刷
PSD Importを使用してレイアウトを印刷する場合は、印刷する各PSD画像内で、レイ
ヤー、チャンネル、およびパスを指定できます。 PSD Importパレットの目のアイコン

は表示と印刷の両方を制御するため、画像は表示されたとおりに印刷されます。
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PSD Import XTensionsソフトウェアを実行せずにレイアウトを印刷する場合、PSDファ
イルは低解像度のコンポジットプレビューとして印刷されます。レイヤー、チャンネル、
およびパス情報は使用できず、画像は分割されません。

画像効果の使用

画像効果機能では、一般的に使用されるいくつかのイメージ編集機能を追加で使用でき
ます。この機能を使用すれば、周囲のレイアウトのコンテキストで高度なイメージ操作
を行うことができるため、別のアプリケーションに切り替えて作業する必要がありませ
ん。画像効果についての詳細は、「画像効果：調整」および「画像効果：フィルタ

画像効果機能で行った変更は非破壊であるため、ソースイメージファイルに影響を与え
ることはありません。調整やフィルタはレイアウトとともに保存され、高解像度の画面
に表示でき、出力時に適用されます。画像効果機能では、変更を画像ファイルに直接保
存することもできます。QuarkXPressでは、画像効果機能で提供される回転および切り
取りや、ネガ効果およびガウスぼかし効果など、あらゆる範囲の調整、フィルタ、変換
が行われた画像を選択して書き出すことができます。画像を書き出すと、ファイルの種
類やカラーモードを変換したり、ソース画像ファイルに上書き保存するか新しい画像ファ
イルを作成するかを指定したりできます（新しい画像ファイルを作成すると、自動的に
そのレイアウトに再リンクされます）。

複数の効果を適用したり、異なるパラメータを持つ同じ効果の複数インスタンスを適用
したりできます。

画像効果を使用するには、Vista XTensionsソフトウェアをロードしておく必要がありま
す。

画像を同期させるときに、画像効果を含めると、効果が追加、削除、または変更された場
合に、同期された画像のすべてのインスタンスに適用されます。ウィンドウメニューの共
有コンテンツパレットに画像ボックスを追加する場合、共有アイテムのプロパティダイア
ログボックスのコンテンツの一致をオンにします。次に、必ずコンテンツと属性をクリッ
クします。これで、レイアウト内の同じ画像に同じ効果が適用されます。

画像効果の使用
ウィンドウメニューの画像効果パレットを使用すれば、さまざまな効果を試すことがで
きます。画像効果を試すには、TIFF（.tif）、PNG（.png）、JPEG（.jpg)、Scitex CT
（.sct）、GIF（.gif）、PICT（.pctまたは.pict）、BMP（.bmp）、または
raster/Photoshop EPS（.eps）などのサポートされるファイル形式の取り込み画像を
選択するだけです。

画像効果パレットを使用すれば、選択した画像に効果を適用できます。また、スタイル>
画像効果 > 調整サブメニュー、またはスタイル > 画像効果 > フィルタサブメニューを使
用しても効果を適用できます。

効果は、画像効果パレットに表示されている順番に、画像に適用されます。効果を並べ
替えるには、リスト内でドラッグして上または下に移動します。

画像効果の消去と削除
画像効果パレットでは、試しに効果を一時的に消去したり、リストから効果を完全に削
除したりできます。
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• 効果を（削除せずに）消去するには、その効果をオフにします。各効果をオンおよびオ
フにして、さまざまな組み合わせを試してみることができます。

• 効果を削除するには、その効果を選択して、効果の削除 をクリックするか、
Backspace/Deleteキーを押します。

高解像度での表示の効果
画像効果機能では、現在の表示解像度に従って画像を表示します。選択した画像の解像
度は、表示解像度サブメニュー（アイテムメニュー）からオプションを選択することに
よって変更できます。

画像効果：フィルタ
フィルタ機能では、画像全体または一群のピクセルを評価し、コンテキストに基づいて
ピクセルを変更するオプションを選択できます。他のアプリケーションのフィルタまた
は効果機能を使い慣れていれば、QuarkXPressのフィルタ用コントロールも違和感なく
使用できます。

•輪郭以外をぼかすフィルタでは、画像の端を検出し、それらの端を除いた画像のすべて
の部分をぼかします。画像の細部を保持しながらノイズを取り除くので、スキャンされ
たイメージの汚れを除去する場合に役立ちます。

•ガウスぼかしフィルタでは、定義されたラインのハードエッジの横にあるピクセルおよ
び画像のシェード領域を平均化することによって、画像がスムーズに遷移するようにし
ます。ぼかし画像および／またはぼかしマスクをオンにすることにより、画像とそのア
ルファマスクにこれらのフィルタを別々に適用できます。

•アンシャープマスクフィルタでは、定義された領域のピクセル値と指定された限界値を
比較します。ピクセルのコントラスト値が限界値より低い場合は、コントラストが増強
されます。

•エッジの検出フィルタでは、白のバックグラウンドに画像のエッジのアウトラインを暗
い色を使用して描きます。

•ソラリゼーションフィルタでは、画像のネガ領域とポジ領域をブレンドし、写真のよう
なソラリゼーション効果を生み出します。ソラリゼーションダイアログボックスを使用
するには、限界値をフィールドに入力するか、スライダをドラッグします。この値によ
り、変更するピクセルが指定されます。値が限界値より低いピクセルはネガとみなされ、
限界値より高いピクセルはポジとみなされます。次いでピクセル値が反転されます。

•拡散フィルタでは、ピクセルがシャッフルされるため画像の焦点がぼやけます。デフォ
ルトでこの効果は、画像に対して、およびアイテム > 設定 > 画像タブで画像用に選択さ
れたマスクに対して適用されます。

•エンボスフィルタでは、画像の領域が浮き出たか沈み込んだようにして表示されます。

•エンボスフィルタを適用する場合は、エンボスの方向フィルタを使用して、画像を浮き
出させるか沈み込ませるときの方向を指定できます。エンボスの方向ダイアログボック
スに表示される方向矢印をクリックして、さまざまな方向を適用します。たとえば、右
上矢印をクリックすると、オブジェクトにスタンプを押したときに若干右寄りに押され
るように指定され、その方向に向かってスタンプの跡が付きます。

•エッジの検出フィルタでは、画像のエッジのみが表示され、残りのカラーは表示されま
せん。エッジの検出ダイアログボックスでは、ソベルとプレウィットというエッジを判
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別するための2種類の数学的手法を選択できます。ソベル手法では、計算の際に周囲のよ
り多くのピクセルが考慮されるため、精度が高くなります。

•輪郭のトレースフィルタでは、カラーチャンネルごとに主な明度領域の遷移を細いアウ
トラインで描き、画像の白黒アウトラインを生成します。作成されたアウトラインを反
転するオプションも選択できます。

•ノイズを追加フィルタでは、ランダムのピクセルを画像に適用して、高速度フィルムを
使用する画像ショットをシミュレートします。このフィルタでは、よりスムーズで彩度
の高いパターンを画像の明るい領域に加えながら、均等なパターンをシャドウトーンお
よび中間調に適用します。

•明るさの中間値フィルタでは、画像の指定された領域での動きを軽減または解消します。
この効果では、同程度の明るさを持つピクセルを検索し、検索されたピクセルの明るさ
の中間値で中心ピクセルを置き換えます。隣接ピクセルと著しく異なるピクセルは影響
を受けません。

画像効果：調整
調整機能により、画像全体でピクセルを解析し、それらのピクセルを別の値にマッピン
グします。他のアプリケーションの調整または効果機能を使い慣れていれば、QuarkXPress
の調整用コントロールも違和感なく使用できます。

• イメージが明るすぎるか暗すぎる場合には、レベル効果を使用して、ハイライトを明る
くし、シャドウを抑制し、中間調を個別に調整できます。

• 画像を明るくしたり暗くしたりするには、トーンカーブ効果を使用して、きめ細かにトー
ンを調整できます。調整する設定をシャドウ、ハイライト、および中間調に限定せずに、
0%～100%（CMYKおよびグレイスケールの場合）または0～255（RGBの場合）の範
囲で任意のポイントを調整できます。このツールを使用してきめ細かな調整を行うには、
レベル効果を使用する場合よりも多くの経験と知識が必要とされます。

• 画像のトーン範囲に単純な変更を加えるには、明るさ／コントラスト効果を使用して、
個別のチャンネルごとではなく、すべてのピクセルのトーンレベルを調整できます。

•カラーバランス効果を使用して、不要なカラーキャストを消去したり、過飽和または飽
和不足のカラーを補正したりします。この効果により、一般化されたカラー補正におい
て、画像のカラーの全体的な配合状態が変化します。

•色相／彩度効果は、色あせたり色調がぼやけたりした画像の全体的なカラー強度と光を
調整するために使用しますが、通常は特殊効果として使用します。画像の現在の色相（カ
ラーキャスト）、彩度（強度）、および明るさ（白の光の程度）は、デフォルトにより
ゼロとして表現されます。

• 特定のカラーを補正する場合に従来のプリンタの手法を模倣するには、カラーの選択効
果を使用できます。この効果により、プロセスカラーの量が画像の原色ごとに増量また
は減量されます。たとえば、りんごの色の紫が強すぎる場合は、赤に影響する領域から
シアンを取り出すことができます。

• 表示画面の画像（ウェブレイアウト）の場合は、ガンマ補正効果を使用して白点を調整
できます。白点を調整することにより、表示画面の画像の明度を制御します。ガンマ補
正ダイアログボックスを使用するには、ガンマフィールドに新しい値を入力するか、ま
たはスライダをドラッグすることによって、中間調を調整します。値を高くすると、全
体的に暗めの画像が得られます。
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ガンマ値を変更することによって画像表示をある程度調整できますが、Windowsと
Mac OSの違いによる問題が残ります。Windowsでは、Mac OSの場合（1.8）よりも
高めのガンマ値（2.2）を使用して表示するため、同じ画像でもWindows上では暗くな
ります。

•彩度を下げる効果では、各ピクセルのカラーモードと明るさ値が保たれたまま、カラー
画像が白黒画像に変換されます。たとえば、RGB画像の各ピクセルに同じレベルの赤、
緑、および青の値を割り当て、画像がグレイスケールで表示されるようにします。

•反転効果では、画像の各チャンネルのグレイ値が反転されます。この効果は、1ビット、
グレイスケール、およびRGB画像に向いています。CMYK画像には黒チャンネルが含ま
れているため、この効果はCMYK画像には向いていません。黒チャンネルを反転すると、
通常、ほぼ黒、またはほぼ白の画像になります。

•限界効果では、グレイを使用することなく、カラー画像が白黒画像に変換されます。限
界フィールドに値を入力するか、またはスライダをドラッグします。限界値より明るい
すべてのピクセルは白に変換され、限界値より暗いピクセルは黒に変換されます。

•ポスタリゼーション効果では、画像の各チャンネルのトーンレベルが変更され、効果が
生み出されます。ポスタリゼーションダイアログボックスを使用するには、レベルフィー
ルドに新しい値を入力するか、またはスライダをドラッグします。たとえば、RGBイメー
ジで5つのトーンレベルを選択すると15種類のカラーが表示されます（3原色ごとに5レ
ベル）。

•ネガ効果は、CMYK画像の明度と色相を反転します。CMYK画像には黒チャンネルが含
まれているため、反転効果よりも、ネガ効果の方がCMYK画像に向いています。黒チャ
ンネルを反転すると、通常、ほぼ黒、またはほぼ白の画像になります。別のカラーモー
ドで画像を書き出す場合（ファイル > 画像の保存）、ネガ効果は適用されません。

画像効果プリセットの保存と読み込み
同じ調整とフィルタを複数の画像に素早く確実に適用するために、設定をプリセットと
して書き出せます。プリセットは、.vpfという拡張子を付けて独立したファイルとして保
存されます。

プリセットを保存するには、画像に効果を適用し、選択した画像ですべての設定を確認
し、画像効果パレットにある効果の保存をクリックします。

プリセットを適用するには、画像を選択し、画像効果パレットにある効果の読み込みを
クリックします。

プリセットは編集できません。プリセットファイル中の設定を変更する必要がある場合、
既存のプリセットファイルを削除してから新しいプリセットファイルを作成します。

デフォルトで、アプリケーションフォルダ内の"Picture Effects Presets"フォルダにプリ
セットは保存されます。画像効果パレットで画像の操作中、画像データはキャッシュに保
存されます。プリセットの保存場所をカスタマイズするには、環境設定ダイアログボック
ス（QuarkXPress／編集 > 環境設定）の画像効果ペインを使用します。

画像効果の使用状況の確認
画像効果機能の使用箇所を簡単に見つけられるようにするには、使用状況ダイアログボッ
クス（補助メニュー）のVistaペインを使用します。画像ペインと同様、Vistaペインに
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は、ファイル名、ロケーション、ページ番号（ペーストボードを示すダガー記号やPB）、
ファイルの種類、およびレイアウト中の各画像に含まれる効果の個数が表示されます。

「画像ファイルの保存」も参照してください。

画像ファイルの保存
選択したフォーマットで画像ファイルを書き出せます。設定ダイアログボックス（アイ
テムメニュー）、および画像効果パレット（ウィンドウメニュー）の画像タブで行える
すべての作業を含む、QuarkXPressで行ったあらゆる変更は、ソース画像ファイル、ま
たは新規画像ファイルに保存できます。ソース画像ファイルへの変更の適用は、レンダ
リングと呼ばれ、通常、出力時の処理時間を短縮したりサービスプロバイダーに送信す
るファイルを最適化したりするために使用します。

画像書き出しオプションダイアログボックスで、どの画像効果を適用するか、および選
択した画像をどのようにレンダリングするかを制御できます。

選択した1つの画像を書き出すには、ファイル > 画像の保存 > 選択された画像を選択し
ます。アクティブなレイアウトにあるすべての画像を書き出すには、ファイル > 画像の
保存 > レイアウトの全ての画像を選択します（このオプションは、互換性のあるフォー
マットおよびカラーモードにのみ適用されます）。レイアウトにある複数の選択した画
像を書き出すには、補助>使用状況を選択し、Vistaをクリックして書き出す画像を選択
し、レンダリングをクリックします。

画像を書き出すときには、各画像、ファイルの種類、およびカラーモードで保存する変
更を正確に選択できます。さらに、元の画像ファイルの上書きか、新規ファイルの作成
を選択できます。元のファイルを置き換えるには、オリジナル画像を上書きをオンにし
ます。

新規ファイルを保存して元のファイルへのリンクを新規ファイルへのリンクに置き換え
るには、レイアウトを新規画像にリンクさせるをオンにします。画像に変換をレンダリ
ングする場合（比率、傾斜、切り抜き、および回転など）、再度取り込んだ後も画像の
見た目が以前と同様になるように、必要に応じて画像ボックスの属性が調整されます。
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カラー、不透明度、およびドロップ
シャドウ

QuarkXPressでは、カスタムカラーの作成、いくつかの標準化カラーマッチングシステ
ムからの色の選択、およびカラーの編集を行えます。テキストと画像にカラーとシェー
ドの両方を適用できます。テキストの不透明度もテキストのカラーと同じ方法で制御で
きます。アイテムとテキストの両方にドロップシャドウを適用できます。

カラーの理解

スポットカラーとプロセスカラーの理解
QuarkXPressのレイアウトをフルカラーで出力できる印刷機もありますが、ほとんどの
印刷業者の環境では色分解版という形で最終出力を行い、カラーインキを使用して印刷
します。

QuarkXPressの色分解版
プロジェクトでは、スポットカラーとプロセスカラーという2種類のカラーを指定できま
す。スポットカラーを含むページを印刷する場合、すべての文字、画像、指定スポット
カラーのアイテムが同じスポットカラー色分解版に含まれます。レイアウトにプロセス
カラーを適用したアイテムが含まれる場合、カラーが適当な数のプロセスインキコンポー
ネントに分解され、レイアウトの各ページのインキコンポーネントごとのプロセス色分
解版が印刷されます。たとえば、ページに単一スポットカラーが適用されたアイテムだ
けでなく、4色プロセスカラーが適用されたアイテムも含まれている場合、アプリケー
ションは、シアン、マゼンタ、イエロー、ブラックのプロセス色分解版と、スポットカ
ラーが適用されたページ要素を含むもう1つの版で構成される5つの色分解版を各ページ
に対して印刷します。

印刷版
カラーを再現して印刷するために、印刷業者はスポットカラーとプロセスインキの色分
解から印刷版を作成します。4色印刷ジョブには、4つの印刷版が必要で、それぞれの版
は異なるインキカラーを印刷し、最終的にフルカラーのページを作成します。

マッチングシステムカラーの指定
カラーマッチングシステムからカラーを選択すれば、印刷業者とレイアウトのカラーに
ついて打ち合わせるときに役立ちます。編集 > カラー > 新規のカラーの編集ダイアログ
ボックスで、PANTONE HexachromeやPANTONE MATCHING SYSTEM、
TRUMATCH color system、FOCOLTONE color system、DIC、TOYOなどのカラー
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モデルからカラーを選択できます。カラーマッチングシステムから選択するカラーは、
主に印刷出力用にデザインされたレイアウトで使用されます。

TRUMATCHおよびFOCOLTONE
TRUMATCHカラーシステムおよびFOCOLTONEカラーシステムは、あらかじめ定義さ
れたカラーを使用するため、最終的な印刷カラーは、用紙の色やインキの純度などの要
因で若干異なる可能性があるものの、対応するカラースウォッチブックで印刷されたも
のに非常に近くなります。

PANTONE
PANTONE MATCHING SYSTEMは、色分解版を印刷するときに各カラーを専用の版に
印刷します。PANTONEカラーのインキは標準化、カタログ化され、調合済みであるた
め、最終的な印刷で確実に正確なカラーを再現できます。

DICおよびTOYO
日本で主に使用されているスポットカラーマッチングシステムは、DICとTOYOです。

カラーの使用

一部のカラーは、自動的にカラーパレットに組み込まれます。他のカラーを使用するに
は、カラーダイアログボックスを使用してカラーを作成するか、既存のカラーを編集す
る必要があります。このダイアログボックスでは、カラーホイールや数値フィールド、
カラーマッチングシステムを使用してカラーを作成できます。

カラーパレット
アーティクルを作成すると、表示 > カラーパレット表示にあるカラーパレットには、そ
のアプリケーションの編集 > カラーのカラーダイアログボックスにあるすべてのカラー
が表示されます。

カラーパレットにより、カラーを作成、編集、削除できます。

カラーダイアログボックス
カラーダイアログボックス（編集 > カラー）を使用して、カラーを作成、編集、複製、
削除、および追加できます。
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カラーダイアログボックスにより、カラー定義を作成、編集、削除できます。

カラーの作成
カラーの作成時、いくつかのカラーモデル、または多数あるカラーマッチングシステム
から選択できます。頻繁に使用するカラーがある場合、ファイルが開いていないときに、
アプリケーションのデフォルトカラーリストのカラーを作成できます。最大で1,000まで
のデフォルトカラー、またはアーティクル固有のカラーを作成できます。カラーを作成
するには、編集 > カラーを選択してカラーダイアログボックスを表示し、新規をクリッ
クしてカラーの編集ダイアログボックスを表示します。その後、名前フィールドに名前
を入力して新しいカラーのカラーモデルを指定します。

•RGB：この加法混色法カラーシステムは、スライドレコーダーやカラービデオモニター
で最もよく使用され、ウェブページにもよく使用されます。赤、緑、および青の光を混
ぜ合わせ、ビデオ画面に色を表示します。

•HSB：このカラーモデルは色を混ぜ合わせる方法と似ているため、よく使用されます。
色相はカラーピグメントを、彩度はカラーピグメントの量を、明度はカラーの黒の量を
表します。

• LAB：このカラースペースは、モニターやプリンタの製造業者による解釈の違いに依存
しないように設計されています。LABカラースペースとも呼ばれるLABカラーモデルは、
カラーを表現するための標準3次元モデルです。輝度座標（L）、および2つのクロミナン
ス座標（緑色-赤色のA）、および（青色-黄色のB）でカラーを指定します。

•Multi-Ink：このカラーモデルは、既存のプロセスやスポットインキの色調のパーセント
を基にしています。

•CMYK：CMYKは、印刷機上でシアン、マゼンタ、黄色、および黒色インキを組み合わ
せてカラーを再生成するために、プロフェッショナルプリンタで使用される減法混色法
カラーモデルです。

•ウェブセーフカラーまたはウェブ名前付きカラー：ウェブセーフカラーは、ウェブレイ
アウトで色を統一するのに使用します。
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• カラーマッチングシステムからカラーを選択して、カラーリストに追加するには、モデ
ルドロップダウンメニューから標準カラーマッチングシステムの1つを選択します。

カラーの編集
既存のカラーを編集するには、編集 > カラーを選択してカラーリストで編集するカラー
を選択し、編集をクリックしてカラーの編集ダイアログボックスを表示します。カラー
リストで編集するカラーをダブルクリックしても、カラーの編集ダイアログボックスを
表示できます。

カラーの編集ダイアログボックス

カラーの複製
既存カラーを複製するには、編集 > カラーを選択してカラーリストから複製するカラー
を選択し、複製をクリックして複製するカラーの編集ダイアログボックスを表示します。

色の削除
デフォルトカラーの一部は削除できませんが、作成した新しいカラーや複製カラーは削
除できます。カラーリストからカラーを削除するには、編集 > カラーを選択し、カラー
リストから削除するカラーを選択して、削除をクリックします。

別アーティクルやプロジェクトからのカラーの取り込み
別アーティクルやプロジェクトのカラーを追加するには、カラーダイアログボックス（編
集 > カラー）または追加コマンド（ファイル > 追加）を使用します。

カラーの一括変換
あるカラーが適用されたすべてのアイテムを別のカラーに一括変換するには、カラーを
目的のカラーに編集するか、編集 > カラーを選択してカラーダイアログボックスを表示
し、削除するカラーの名前を選択して削除をクリックします。
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あるカラーが適用されたすべてのアイテムとテキストを別のカラーに一括変換する場合
は、実行前に必ず作業を保存してください。こうすることで、不適切なカラーに変換され
てしまった場合に、ファイル > 復帰を選択するだけで不適切な変更を取り消すことがで
き、他の作業が影響を受けることもありません。

カラー、シェード、ブレンドの適用
カラーおよびシェードをボックス、フレーム、および画像に適用するには、アイテム >
設定にある設定 ダイアログボックスのボックスタブおよびフレームタブを使用するか、
表示 > カラーパレット表示にあるカラーパレットを使用できます。

また、表示 > カラーパレット表示のカラーパレットを使用して、ブレンドおよびバック
グラウンドカラーも指定できます。

アイテム > 設定のボックスタブにあるカラードロップダウンメニューから、バックグラ
ウンドカラーのなしを選択するか、カラーパレットのなしを選択すれば、ボックスを透
明にできます。ボックスが透明になっているときは、その後ろにあるアイテムが見えま
す。ボックスの後ろにあるものを表示する必要がある場合だけ、なしを使用するように
してください。ボックスの後ろに表示するものがない場合は、バックグラウンドカラー
の白を使用します。

白黒ビットマップやグレイスケールフォーマットの画像を含む画像ボックスがアクティ
ブになっている状態で、スタイル > カラーにあるカラーコマンドを選択すれば、これら
の画像の暗い領域にカラーを適用できます。

カラーパレットを使用したカラーの適用
カラーパレットを使用すれば、バックグラウンドカラー、シェード、フレームカラー、
および2つのカラーのブレンドを、ボックスのバックグラウンドとして指定できます。

カラーパレットを使用したブレンドの作成
ブレンドとは、あるカラーから別のカラーに変化していく状態です。カラーパレットを
使用すれば、2つのブレンドカラー、そのシェード、ブレンドするパターン、ボックスに
対してブレンドする角度を指定できます。ブレンドには、プロジェクトで使用できる2つ
のカラーを含めることができます。

カラーおよびシェードをテキストに適用
下記の4つの方法で、カラーおよびシェードをテキストに適用できます。

• カラーおよびシェードは、スタイル > カラーおよびスタイル > シェードコマンドを使用
して適用できます。

•カラーパレット（表示 > カラーパレット表示）を使用します。

•スタイル > 文字スタイルシートにある文字スタイルシートコマンドを使用すれば、作成
した文字スタイルシートを使用している選択済みテキストに、カラーおよびコマンドを
適用できます。

•スタイル > 文字にある文字属性ダイアログボックスを使用できます。

ラインへのカラーとシェードの適用
ラインにカラーとシェードを適用するには、下記の3つの方法があります。
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•ラインタブ（アイテム > 設定）を使用します。

•カラーパレット（表示 > カラーパレット表示）を使用します。

• カラー、シェード、およびラインギャップ設定を適用するには、スタイル > カラーおよ
びスタイル > シェードコマンドを使用します。

不透明度の使用

不透明度はカラーレベルで適用されるため、ブレンドの第1および第2カラーを含め、カ
ラーを適用可能な対象すべてに対して不透明度を指定できます。これは、同じアイテム
の異なる属性で不透明度を有効にできることを意味し、たとえば、テキストボックスフ
レーム、バックグラウンド、画像、およびテキストのそれぞれの文字に、異なる不透明
度を適用することができます。不透明度を指定す際に考慮すべき1つの点は、アイテムど
うしの構成関係です。

不透明度の指定
不透明度の指定は、カラーのシェードの指定と同様に、簡単に行えます。実際、カラー
パレット、単位パレット、スタイルメニュー、スタイル > 文字のアイテムメニューの設
定ダイアログボックス、文字属性ダイアログボックスなどでカラーを指定するときは、
不透明度の値を0%（透明）から100%（不透明）の範囲で、0.1%刻みで入力できます。
画像の不透明度を指定するには、アイテム > 設定の画像タブにある不透明度フィールド
に値を入力します。

グループの不透明度の指定
不透明度が異なるアイテムをスタックすると、カラーが混ざり合い、意図しないオーバー
プリントが起きることがあります。たとえば、不透明度100%のシアンのボックスの前
面に不透明度30%のイエローのボックスを配置すると、前面のボックスはわずかに緑が
かってしまいます。

アイテムをグループ化し、個々のアイテムの不透明度ではなく、グループの不透明度を
指定すれば、色の重なりを制御できます。この制御を行うには、アイテムメニューの設
定ダイアログボックスにあるグループタブのグループ不透明度フィールドを使用します。
目的の効果によっては、個々のアイテムの不透明度フィールドを100%に戻す必要があ
る場合もあります（戻さない場合、グループの不透明度に各アイテムの不透明度が加算
されます）。

ここに示すグループ化された3つのアイテムで、アイテムの不透明度とグループの不透明
度を比較してみます。左の例では、各アイテムが50%の透明度で、前面のアイテムは後
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面にあるアイテムと混ざり合っています。右の例では、各アイテムの不透明度は100%
ですが、グループの不透明度は50%に設定されています。そのため、グループ全体はバッ
クグラウンドと混ざり合っています。ただし、グループのアイテムには、グループの不
透明度だけでなく、アイテムごとの不透明度も設定できます。

透明度のあるブレンドの作成
白色ではなく、なしで色をブレンドできます。カラーパレット、または設定ダイアログ
ボックス（アイテムメニュー）のボックスタブで、ブレンドの1番目または2番目の色に
なしを選択します。

カラーマネージメント

QuarkXPressは、ユーザー入力がほとんど不要なICCベースのカラーマネージメントツー
ルを通じて、狙いどおりのカラーを生成するという課題に対応します。カラーに精通し
ているユーザーなら、QuarkXPRessでカラーマネージメントのさまざまな側面を自在に
制御できます。カラーマネージメントの実装を合理化するだけでなく、多様な機器での
出力をシミュレートできるプレビューを使用して、真のソフトプルーフを実行できます。

ソースセットアップおよび出力セットアップ
QuarkXPressでのカラーマネージメントの実装により、カラー担当者は、ソースセット
アップおよび出力セットアップと呼ばれる、カラーマネージメント設定の「パッケージ」
を作成し、細かく調整できるようになりました。ソースセットアップでは、RGBやCMYK、
LAB、およびグレイスケールのカラースペースでのソリッドカラーや画像のプロファイ
ルとレンダリング方法を個別に指定します。また、名前付きカラーのソースカラースペー
スや、インキの基底カラースペースも指定します。出力セットアップでは、出力プロファ
イルとカラーモデルを指定し、スクリーンでさまざまな出力をシミュレーションするた
めのプルーフオプションを設定します。

カラーマネージメントの紹介
作業方法によって、さまざまなオプションが用意されています。実証されたデフォルト
設定を使用したり、カラーエキスパートからソースセットアップと出力セットアップを
実装したり、レガシーカラーマネージメント環境内で作業したりできます。

デフォルトのカラーマネージメント環境での作業
デフォルト設定は、ほとんどの状況で正確なプレビューと美しい出力が得られるように
設計されています。何も設定する必要はありませんが、デフォルト設定を確認する場合
は、モニタープロファイル、ソースセットアップ、およびQuarkXPress／編集メニュー
の環境設定ダイアログボックスにあるソフトプルーフの選択内容をチェックしてくださ
い。

カラーエンジンの指定
カラーエンジンドロップダウンメニューにより、カラーマネージメント用にカラーを変
換するときに使用するカラーエンジンを選択できます。使用できるオプションには、
LogoSync CMM、Kodak CMM、自動、およびColorSyncがあります（Mac OSの
み）。

ブラックポイントの補正チェックボックスをオンにすると、すべての出力方法でできる
だけ濃い黒を出すことができます。
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モニタープロファイルの指定
ディスプレイペインのモニター領域には、使用しているモニタープロファイルが表示さ
れます。デフォルト設定の自動は、Mac OSまたはWindowsで認識されている現在のモ
ニターを参照します。プロファイルドロップダウンメニューからは、別のプロファイル
を選択できます。たとえば、モニター用のカスタムプロファイルがある場合や、ノート
PCとデスクトップコンピュータで切り替えながら同じ表示環境をシミュレーションする
場合など、デフォルトのモニタープロファイルを変更できます。

ソースセットアップの指定
カラーマネジャーペインのソースオプション領域には、デフォルトのソースセットアッ
プであるQuarkXPress 7.0デフォルトが表示され、最新で実証済みのカラーマネージメ
ント環境を提供します。QuarkXPress 7.0以前のバージョンのカラーマネージメント環
境を使用する場合には、ソースセットアップドロップダウンメニューからQuarkXPress
Emulate Legacyを選択します。

デフォルトのプルーフ出力セットアップの指定
印刷レイアウトでカラーを表示するためのデフォルトの出力セットアップを指定するに
は、出力のプルーフドロップダウンリストからオプションを選択します。

インタラクティブレイアウトでカラーを表示するためのデフォルトの出力セットアップ
を指定するには、SWFの書き出しドロップダウンリストからオプションを選択します。

ウェブレイアウトでカラーを表示するためのデフォルトの出力セットアップを指定する
には、HTML書き出しドロップダウンリストからオプションを選択します。

レンダリング方法の指定
レンダリング方法ドロップダウンメニューには、1つのカラースペースから別のからス
ペースにカラーを変換するときに使用する方法が表示されます。デフォルト設定の相対
的な色域を維持では、ソースとターゲットの両方の範囲内の色が維持されます。唯一変
更されるソースカラーは、ターゲットの範囲内に収まらないソースカラーです。たとえ
ば、写真ではなく線画とPantoneカラーに重点が置かれている場合など、その作業の種
類によって、レンダリング方法ドロップダウンメニューから別のオプションを選択でき
ます。

マルチカラースペースEPSおよびPDF画像のカラー管理
一部のEPSおよびPDFファイルに、異なるカラースペースを使用する要素を含めることが
できます。たとえば、PDFまたはEPSファイルに、RGBカラースペースを使用する画像
と、CMYKカラースペースを使用するカラーが含まれていることがあります。指定した
出力セットアップを使用してQuarkXPressでこれらの多様な要素を適切に管理するには、
以降に取り込んだEPSやPDFの画像で、新規のベクトルEPS/PDFをカラー管理するをオ
ンにします。

アクティブなプロジェクトで既に取り込まれているEPSおよびPDFファイルでベクトルコ
ンテンツの色を管理するには、配置済みのベクトルEPS/PDFを含むチェックボックスを
オンにします。

カラーエキスパートからのソースセットアップと出力セットアップの使用
カラーエキスパートが、ユーザーのワークフローに固有の、または個々のジョブまたは
クライアントに固有のカスタムソースセットアップやカスタム出力セットアップを作成
する場合は、環境設定、表示オプション、出力設定、およびJob Jacketからそれらの設
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定を簡単に使用できます。たとえば、出力サービスや印刷所は、自社の装置にとって適
切な出力になるようにするため、ユーザーに設定方法を指導する場合があります。

ソースセットアップの追加
作業対象のプロジェクト用にソースセットアップを作成すると、ソースセットアップを
他のプロジェクトに追加できます。ソースセットアップにナビゲートして選択するには、
ソースセットアップダイアログボックスにある追加ボタン（編集 > カラーのセットアッ
プ > ソース）を使用します。

出力セットアップの取り込み
出力セットアップがユーザー向けに作成されている場合、出力セットアップダイアログ
ボックス（編集 > カラーのセットアップ > 出力）で出力セットアップを取り込めます。
出力セットアップファイルをナビゲートして選択するには、取り込みボタンを使用しま
す。

ソースセットアップおよび出力セットアップの選択
カスタムのソースセットアップおよび出力セットアップを使用するには、下記のように
さまざまなカラーマネージメントメニューからその設定を選択します。

• カラーソース：カスタムソースセットアップを使用するには、QuarkXPress/編集メ
ニューの環境設定ダイアログボックスにあるカラーマネージメントペインのソースセッ
トアップドロップダウンメニューからそのレイアウトの設定を選択します。

• カラーディスプレイ：プルーフ用のカスタム出力セットアップを使用するには、表示メ
ニューの出力のプルーフサブメニューから設定を選択します。

• カラー出力：印刷用および他の種類の出力用のカスタム出力セットアップを使用するに
は、ファイル > 印刷の印刷ダイアログボックスのカラーペインにある設定ドロップダウ
ンメニューから設定を選択します。

ジョブジャケットでのソースおよび出力セットアップの使用
ジョブジャケットファイルからプロジェクトを作成する場合には、適切なソースセット
アップと出力セットアップが自動的に取り込まれ、選択されます。この場合でも、追加
セットアップをインポート、追加、および作成し、それらの追加セットアップを選択し
て表示および出力することができます。

レガシーカラーマネージメント環境での作業
QuarkXPress 3.3、4.x、5.x、または6.xのプロジェクトを開くと、そのカラーは従来ど
おりに表示および出力されます。

また、QuarkXPressのバージョン3.3、4.x、5.x、または6.xのレガシーカラーマネージ
メント環境での作業は継続できます。レガシーカラーマネージメント環境での作業を選
択した場合、QuarkXPressでのソフトプルーフ機能を利用できます。

QuarkXPress/編集メニュー > 環境設定のカラーマネジャー環境設定で、ソースセット
アップをQuarkXPress 7.0デフォルト（またはカスタムオプション）に変更すれば、簡
単にQuarkXPress 7 メソッドにアップグレードできます。ソースセットアップはレイア
ウト固有なので、複数レイアウトのプロジェクトを開く場合は、各レイアウトのソース
セットアップを変更できます。次に、編集 > カラーのセットアップ > 出力で使用する出
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力セットアップを確認し、以前のバージョンのプロファイルではなく、QuarkXPress7.0
デフォルトプロファイルを指定します。

画面上でのカラーのプルーフ（ソフトプルーフ）
QuarkXPressには、出力範囲のソフトプルーフには十分な、正確なディスプレイシミュ
レーションが用意されています。柔軟なシミュレーションオプションでは、ソース設定、
出力設定、および画像に適用された異なるプロファイルなど、他のカスタム設定を使用
して、同じレイアウトが異なるメディアに出力されたり、異なる印刷方式であったりし
た場合にどのように表示されるかを示します。

ソフトプルーフを実行するには、表示メニューの出力のプルーフサブメニューからオプ
ションを選択します。メニューでは、レイアウトで利用可能な出力設定がすべて一覧に
なるので、カラーエキスパートからカスタム出力設定をインポートした場合、ここで一
緒に表示されます。オプションを選択すると、ウィンドウメニューのカラーパレットと、
QuarkXPress全体に渡って表示されるカラースウォッチとともに、レイアウト全体がそ
のカラースペースで表示されます。

表示メニューの出力のプルーフサブメニューには、各カラーがどのように出力されるの
かを確認できるディスプレイシミュレーションオプションが用意されています。たとえ
ば、スポットカラーをプロセスカラーに変換したり、RGBレイアウト全体をグレイスケー
ルで出力したりする予定がある場合に、選択内容がどのように見えるのかをプレビュー
できます。

エキスパート向けカラーマネージメント
QuarkXPressは特別な設定をしなくても、ワークフロー全般に渡って高品位なカラーを
実現するようにに設計されています。カラー処理に詳しい上級ユーザーであれば、いつ
でも特定のジョブや印刷機、出力工程に応じてカラーマネージメント設定をカスタマイ
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ズしたり、微調整したりできます。カラー理論や、プロファイルとレンダリング方法な
どのカラーマネージメント用語に精通しているユーザーなら、特定のワークフローを反
映するカスタムソースセットアップや出力セットアップを作成できます。設定は移行で
きるため、他のユーザーと設定を共有して、画面や印刷機によって色の違いが生じるの
を防ぐことができます。

ソースセットアップの作成
ソースセットアップは、出力前のレイアウトのカラー（つまり、カラーの派生元）を示
します。ソースセットアップには、RGB、CMYK、LAB、およびグレイスケールでのカ
ラーと画像の両方のプロファイルとレンダリング方法が含まれます。また、名前付きカ
ラー（Pantone Process Coatedカラー）やインキ（シアンやマゼンタ、黄色、黒色と
複数インキ）などの基底のカラースペースに関する情報も含まれます。クライアントの
標準ワークフローや特定のプロジェクトに応じてソースセットアップを作成できます。

ソースセットアップの作成を始めるには、デジタルカメラやスキャナのタイプなど、ク
ライアントのワークフローに関わるハードウェアとソフトウェアの詳細を把握し、関連
プロファイルが利用可能であることを確認する必要があります。 サンプルプロジェクト
を見て、ロゴやチャート、グラフ、写真、およびDuotoneのカラーやインキ、使用され
る機器を確認し、出力先がSWOPか、またはウェブ表示なのかを把握しておくことも大
切です。

ソースセットアップを作成するには、編集 > カラーのセットアップ > ソースを選択しま
す。

出力セットアップの作成
出力セットアップでは、出力デバイスの各種機能と多様な出力シナリオでのカラーの処
理方法を指定します。出力セットアップは、言わば「カラーの出力先」です。出力セッ
トアップは、コンポジットや分版出力、出力モード、出力プロファイルを指定します。
表示シミュレーション用（表示 > 出力のプルーフ）に1つ、そして印刷やPDF、その他
フォーマットでの実際の出力用に1つ、それぞれ出力セットアップを作成します。

ソースセットアップの場合と同様に、出力セットアップを作成するには、あらかじめ一
般的ジョブや出力方法、機材の詳細を知っておく必要があります。たとえば、コンポジッ
ト印刷機の名前やプロファイルを調べておくと役立ちます。QuarkXPressには、以下の
ような、多様なワークフローに対応するデフォルトの出力セットアップが用意されてい
ます。

• グレイスケール

• グレースケール100K

• コンポジットRGB

• コンポジットCMYK

• コンポジットCMYKおよびスポット

• カラー変更なし

• In-RIP分版

出力セットアップを作成するには、編集 > カラーのセットアップ > 出力を選択します。
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ソースおよび出力のセットアップの共有
ソース設定および出力設定は移動可能であるため、カラー担当者は簡単にその設定をユー
ザーやワークグループに配信できます。ソースセットアップは他のプロジェクトから追
加でき、出力セットアップは個別ファイルとしてエクスポートして出力スタイルに保存
できます。ソースと出力、どちらの種類のセットアップも、ジョブジャケットに追加し
て共有できます。ワークグループまたはクライアントにセットアップを配信する前に、
標準的なジョブでセットアップを必ずテストしてください。

• セットアップを共有、追加、エクスポートまたはインポートするには、編集 > カラーの
セットアップを選択し、対応する設定を変更します。

• セットアップをジョブジャケットに組み込んで、ジョブジャケット構造またはジョブチ
ケットが使用するソースセットアップおよび出力セットアップを指定するには、補助メ
ニューのジョブジャケットマネージャーダイアログボックスにある詳細設定ボタンをク
リックし、左側にあるリストにソースセットアップまたは出力セットアップを含むプロ
ジェクトを選択して、そのソースセットアップまたは出力セットアップを組み込み先の
ジョブジャケット構造またはジョブチケットにドラッグします。また、特定の出力セッ
トアップを含む出力スタイルも選択できます。

• 印刷用および他の種類の出力用のカスタム出力セットアップを使用するには、編集 > 出
力スタイル > 新規／編集の出力スタイルダイアログボックスにあるカラーペインの設定
ドロップダウンメニューからその出力設定を選択します。

個々の画像のカラーマネージメントの微調整
画像ごとにプロファイルやレンダリング方法を指定する必要がある場合、QuakrXPress
の以前のバージョンと同じ方法で指定できます。これは、QuarkXPressのデフォルト設
定や選択したソースセットアップより優先されます。たとえば、EPSロゴのレンダリング
方法を彩度に変更し、レイアウトの残りの画像（主に写真）は視覚的のままにしておく
ことができます。

個々の画像のカラーマネージメントコントロールにアクセスするには、最初に環境設定
ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）のカラーマネジャーにある画像プ
ロファイルへのアクセスを可能にするをオンにして、機能を利用可能にします。画像の
プロファイルの適用と変更を行うには、下記の操作を行ってください。

• 画像の取り込み：画像の取り込みダイアログボックス（ファイルメニュー）には、選択
した画像のプロファイルとレンダリング方法を指定できる、カラーマネージメントペイ
ンがあります。

• プロファイルの変更：プロファイル情報パレット（ウィンドウメニュー）には、選択し
た画像のタイプとカラースペースに関する情報が表示されます。このパレットを使用し
て、画像のプロファイル、レンダリング方法、および［デバイスのタイプ］の場合も管
理する設定を簡単に変更できます。

プロファイルの管理
カラーマネージメントは、基本的にプロファイルで行われます。新しいワークフローを
導入したり、新しいデバイスを追加したり、出力のトラブルシューティングを行ったり
する場合、新しいプロファイルをインストールし、使用可能にするプロファイルを制御
し、レイアウト全体での個々のプロファイルの使用方法を決定する必要があります。こ
れらの作業は、プロファイルマネジャーおよびプロファイル使用状況機能を使用して実
行できます。
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プロファイルマネジャーとプロファイル使用状況機能は、詳細カラーマネージメント機
能とされています。

プロファイルのインストール
製造業者から新規プロファイルを取得した場合に、プロファイルがシステムレベルに自
動的にインストールされない場合は、プロファイルをQuarkXPressアプリケーションフォ
ルダにある"Profiles"フォルダにドラッグできます。次回にQuarkXPressを起動すると、
該当するカラーマネージメントドロップダウンメニューでプロファイルが利用できます。
プロファイルマネジャーダイアログボックス（ユーティリティメニュー）を使用して、
新規プロファイルフォルダも指定できます。

プロファイルの読み込み
特定のワークフローに対して必要以上のプロファイルがある場合には、QuarkXPressで
使用可能なプロファイルを整備できます。プロファイルを整備するには、補助メニュー
のプロファイルマネジャーダイアログボックスを使用します。

プロファイルの使用状況の確認
他のユーザーのレイアウトを作業している場合には、使用状況ダイアログボックス（ユー
ティリティメニュー）のプロファイルペインを調べれば、他のユーザーがどのようにカ
ラーマネージメントを実装したかを簡単に確認できます。画像の使用状況およびフォン
トの使用状況と同様に、プロファイルの使用状況では、プロファイルが利用できるレイ
アウトでの位置、およびプロファイルがソース／出力セットアップで指定されているか
どうか、または画像にプロファイルが適用されているかどうかを確認できます。画像に
適用されているプロファイルの場合、プロファイルを別のプロファイルに置換できます。

ドロップシャドウの使用

ドロップシャドウは、カラーに似たアイテムの属性で、アイテムメニューの設定ダイア
ログボックスにあるドロップシャドウタブを使用するか、単位パレットを使用して適用
します。アイテムがどのようにフォーマットされているかに応じて、アイテムやフレー
ム、テキスト、画像などにドロップシャドウを作成できます。

QuarkXPressでは、自動ドロップシャドウを作成できます。

ドロップシャドウを使用するには、DropShadow XTensionsソフトウェアをロードして
おく必要があります。
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ドロップシャドウの適用
ドロップシャドウを適用するには、アイテムを選択して単位パレットのドロップシャド
ウタブにあるドロップシャドウを適用をオンにするか、設定ダイアログボックス（アイ
テムメニュー）を使用します。アイテムにバックグラウンドカラーが適用されている場
合、ボックス、ライン、テキストパス、テーブルなどのアイテムの形状にドロップシャ
ドウを適用できます。ボックスバックグラウンドの不透明度が100%未満の場合、テキ
ストにドロップシャドウを適用できます。クリッピングパス、またはアルファマスクが
選択され、バックグラウンドがなし の場合、画像の輪郭にドロップシャドウを適用でき
ます。グループに対し、グループに属す全アイテムの共通の形状を反映するドロップシャ
ドウを適用できます。

ドロップシャドウのカスタマイズ
設定ダイアログボックス（アイテムメニュー）のドロップシャドウタブにあるコントロー
ル、または単位パレットを使用して、アイテムからの距離、元のアイテムとのサイズ比、
オフセット、光源の角度、カラー、シェード、不透明度、ぼかし、その他をカスタマイ
ズできます。レイアウトにある別のドロップシャドウと角度を同期することで、レイア
ウト全体で重要な光源を維持し、ドロップシャドウがさらに自然に見えるようにするこ
ともできます。

アイテムとのドロップシャドウの結合
ハンドルの不透明度およびテキストの回り込みを含めた、ドロップシャドウのアイテム
との相互作用を追加オプションで制御します。他のコントロールと同じように、このよ
うなオプションも設定ダイアログボックス（アイテムメニュー）のドロップシャドウタ
ブ、または単位 パレットにあります。

• バックグラウンドとフレームで不透明度が違うように、アイテムによって異なる不透明
度をドロップシャドウに適用するには、Inherit Item's Opacityを使用します。

• シャドウがボックスから姿を出さないようにするなど、シャドウがアイテムの半透明領
域に表示されないようにするには、アイテムがドロップシャドウに優先を使用します。

•回り込みタブ（アイテム > 設定）で指定したテキスト回り込みの輪郭にドロップシャド
ウを含めるには、ドロップシャドウに回り込みを使用します。

• Inherit Item's Opacityおよびアイテムがドロップシャドウに優先を組み合わせて使用
すると、上記設定の組み合わせを基にさまざまな結果が得られます。

左端では、アイテムの不透過度を継承するとアイテムがドロップシャドウに優先はオフ
になっています。左から2番目ではアイテムの不透過度を継承するのみがオンになってい
ます。右端では、両方のオプションがオンになっています。
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ドキュメントの構築

レイヤー機能で、オブジェクトのグループの印刷を容易に非表示、表示、非印刷にする
ことができます。リスト機能で、目次とその他リストを作成できます。索引機能で、レ
イアウトの索引を自動的に生成できます。ブック機能で、プロジェクトをブックに結合
し、スタイルシートとカラーを同期し、複数プロジェクト索引と見出しを作成できます。
ライブラリ機能で、頻繁に使用する要素を使いやすい位置に配置できます。

自動ページ番号設定の使用

自動ページ番号を挿入するには、以下の手順に従います。

1 表示サブメニュー（ページ > 表示）で名前を選択して、マスターページを表示します。

2 ページ番号を表示する場所にテキストボックスを作成します。

3 Command+3／Ctrl+3を押します。現在のページ番号を表す文字<#>が入力されます。
このマスターページに基づくレイアウトページでは、現在のページ番号がこの場所に表
示されます。

4 現在のページ番号を表す文字<#>を選択し、文字属性を指定します。

自動テキストボックスの作成

自動テキストボックスでは、ページからページへのテキストのフローを自動的に行えま
す。自動テキストボックスを作成するには、下記の手順に従います。

1 表示サブメニュー（ページ > 表示）で名前を選択して、マスターページを表示します。

2 自動テキストボックスを表示する場所にテキストボックスを作成します。

3
連結ツール を選択します。

4
自動テキストボックスアイコン をクリックします。

5 手順2で作成したボックスをクリックします。

このマスターページに基づくすべてのページに自動テキストボックスが含まれま
す。このボックスに挿入されたテキストは、自動的にページからページにフロー
します。
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マスターページの使用

マスターページは、各ページのテンプレートのようなものです。同じヘッダー、フッ
ター、背景、ページ番号の配置などを複数のページで使用する場合、マスターページに
これらの要素を作成すると、必要なレイアウトページにマスターページを適用するだけ
で済みます。スプレッドの一方の側に異なる設定のページコンテンツを使用する場合で
も、同じようにできます。1つのレイアウトに複数のマスターページを指定することもで
きます。この結果、同じレイアウト内の異なる場所に自動的にフォーマットを適用でき
ます。

以下のトピックで、マスターページについて詳しく説明します。

マスターページの作成
マスターページについて最も効果的に説明できる方法は、実例を挙げることです。この
例では、自動テキストボックス、フッターの自動ページ番号、広い内側のマージンを配
置した、見開きのマスターページを作成します。このマスターページを作成するには、
下記の手順に従ってください。

1 自動テキストボックスを配置した、新しい見開きページのレイアウトを作成します。

2 ウィンドウ > ページレイアウトを選択します。ページレイアウトパレットが表示されま
す。

ページレイアウトパレット

既に、A-マスターAと言う名前の、デフォルトのマスターページがあります。パレット
の下部にあるページアイコンにAと表示されていることから、このマスターページが先頭
のページに適用されていることがわかります。

3 空白シングルページ アイコンをパレット上部のマスターページ領域にドラッグすると、
シングルページのマスターページを作成できます。見開きページのドキュメントの場合

は、空白（見開き）ページ アイコンをマスターページ領域にドラッグすることで、見

開きのマスターページも作成できます。空白（見開き）ページ をドラッグします。B-
マスターBと言う名前の、新しい見開きのマスターページがパレットに表示されます。
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ページレイアウトパレットと新しいマスターページ

4 新しいマスターページを編集用に表示するには、B-マスターBのアイコンをダブルクリッ
クします。メインウィンドウにマスターページが表示されます。このマスターページは
見開きのマスターページなので、左側ページと右側ページとして、2つのページがありま

す。また、左上にリンク切れのアイコン もあります。

空白（見開き）のマスターページ

5 ページ番号を追加するには、以下のように、左下と右下に2つのボックスを作成します。

それぞれのボックスで、テキストコンテンツツール をクリックして、補助>文字を挿
入 > 特殊文字 > 現在のボックスのページ番号を選択します。この操作によって、文字が
挿入されます。この文字が、レイアウトページに現在のページ番号として表示されます。
文字のフォーマットや両端揃えは自由に設定できます（もちろん、ページ番号を配置す
る場所も自由に指定できます）。
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見開きマスターページの両側のページ番号文字

6 テキストの表示範囲を指定するには、ガイドを作成して、以下のように2つのテキスト
ボックスを作成します。

ガイドとテキストボックスを配置したマスターページ

7 今度は、テキストボックスを自動テキストチェーンと連結する必要があります。テキス

ト連結ツール を選択して、左側ページの上部にあるリンク切れのアイコン を
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クリックしてから、左側ページのテキストボックスをクリックします。次に、ページの
空白部分をクリックします。最後に、右側ページの上部にあるリンク切れのアイコン

をクリックしてから、右側ページのテキストボックスをクリックします。これで、
2つのマスターページのテキストボックスが自動テキストチェーンと連結されました。

8 ページレイアウトパレットでマスターページの名前をダブルクリックして、名前を"B-マ
スターB"から"B-本文スプレッド"に変更します。

9 ページ > 表示 > レイアウトを選択します。表示がレイアウトページに戻ります。

10 テキストコンテンツツール で、ページ1のテキストボックス内をクリックします。

11 新しいマスターページを使用する新規ページを2つ追加するには、ページ>挿入を選択し
ます。ページの挿入ダイアログボックスが表示されます。

ページの挿入ダイアログボックス

Option／Altキーを押しながらマスターページをページレイアウトダイアログボックスの
下部の必要な場所にドラッグする方法でも、ページを追加できます。

12 ページフィールドに4を入力して、指定ページの後をクリックし、マスターページドロッ
プダウンメニューからB-本文スプレッドを選択します。マスターページを選択してから、
現在のテキストチェーンに連結をオンにして、OKをクリックします。4つの新規ページ
がレイアウトに追加されました。どのページにも、マスターページで作成したテキスト
ボックスとページ番号があります。

新しいマスターページがマスターテキストチェーンと連結されていることを確認するに

は、テキストコンテンツツール を使用して、いずれかのメインテキストボックス内で
クリックし、補助>Jabberを選択します。テキストチェーン全体にテキストが入力され
ます。
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ページの挿入ダイアログボックス

マスターページの適用
マスターページをレイアウトページに適用する方法は、下記のように2つあります。

•ページレイアウトパレット（ウィンドウメニュー）の上部から、パレットの下部の対象
ページにマスターページをドラッグします。

•ページレイアウトパレットの下部で対象ページを選択して、Option／Altキーを押しなが
ら、パレット上部にある、必要なマスターページをクリックします。

マスターページの更新
マスターページの内容を変更すると、そのマスターページを使用しているレイアウトペー
ジに対して、自動的にその変更内容が適用されます。つまり、マスターページでページ
番号のボックスを移動すると、そのマスターページを使用している各ページで、自動的
にページ番号のボックスの位置が変更されます。

レイアウトページでマスターページアイテムを変更すると、マスターページが再度適用
され、下記の2つのうちのどちらかの状態になります。

•マスターページアイテムの設定が変更箇所保持（QuarkXPress／編集 > 環境設定 > 印
刷レイアウト>一般ペイン）の場合、変更したアイテムはそのまま残りますが、マスター
ページとはリンクされなくなり、マスターページからアイテムのコピーが追加されます。

•マスターページアイテムの設定が変更箇所消去（QuarkXPress／編集 > 環境設定 > 印
刷レイアウト > 一般ペイン）の場合、変更したアイテムは削除され、マスターページか
らのアイテムのコピーに置き換えられます。
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マスターページとレイアウトファミリー
マスターページとレイアウトファミリーの連携は、レイアウトファミリーの一部ではな
いレイアウトの場合とは若干異なります（レイアウトファミリーについての詳細は、『A
Guide to App Studio』の「レイアウトファミリーの理解」を参照してください）。

• レイアウトファミリー内でマスターページの追加、削除、名前の変更を行うと、そのレ
イアウトファミリー内のすべてのレイアウトで、マスターページの追加、削除、名前の
変更が行われます。

• レイアウトファミリーのいずれかのレイアウトに特定のマスターページを使用してペー
ジを追加すると、その同じマスターページを使用したページが、レイアウトファミリー
内の他のレイアウトに追加されます。

• レイアウトファミリーのいずれかのレイアウト内にあるレイアウトページにマスターペー
ジを適用しても、レイアウトファミリーの他のレイアウト内にある対応するページには
そのマスターページは適用されません。このため、レイアウトファミリー内で、縦方向
のバージョンと横方向のバージョンに対して異なるマスターページを使用できます。

• レイアウトファミリーのいずれかのレイアウト内にある特定のマスターページを変更し
ても、その変更内容は、他のレイアウト内の同じ名前のマスターページには反映されま
せん。このため、レイアウトファミリーのページデザインごとにマスターページをカス
タマイズできます。

レイヤーの使用

レイヤーパレットは、レイヤーの「コントロールセンター」です。このパレットで1回ク
リックすれば、レイヤーを隠したり、表示したり、ロックしたり、ロック解除したりで
きます。また、このパレットを使用して、新しく描画されたオブジェクトが配置される
アクティブレイヤーを指定したり、レイヤーの重なり順を変更したり、1つのレイヤーか
ら別のレイヤーにオブジェクトを移動したりもできます。

作成した各レイヤーに対して、レイヤーパレットに一意のカラースウォッチが表示され
ます。レイヤー上にアイテムを作成すると、そのアイテムの境界ボックスとハンドルが、
そのレイヤーのカラーを使用します。

レイヤーパレットを表示するには、表示 > レイヤーの順に選択します。
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レイヤーはレイヤーパレットで使用できます。

各レイアウトには、デフォルトレイヤーがあります。デフォルトレイヤーにアイテムを
追加したり、アイテムを削除したりできますが、デフォルトレイヤーを削除することは
できません。QuarkXPress 5.0以前のバージョンで作成されたレイアウトを開くと、す
べてのアイテムがデフォルトレイヤー上に表示されます。

レイアウトには、最大256のレイヤーを含むことができますが、この数にはデフォルトレ
イヤーも含まれます。

レイヤーの理解
QuarkXPressのレイヤーは、レイアウトの各ページ上のクリアなオーバーレイに似てい
ます。レイヤー上には、画像ボックス、テキストボックス、線、テーブル、インタラク
ティブなオブジェクト、その他のQuarkXPressアイテムをはじめ、あらゆるものを配置
できます。

レイヤーは、さまざまな場面で役立ちます。

• 別々のレイヤー上にドキュメントの異なる翻訳を配置すれば、そのドキュメントのすべ
ての言語バージョンを同じレイアウトに保存できます。レイアウトを印刷するときは、
印刷する言語が配置されたレイヤーを除き、すべてのレイヤーを隠すことができます。

• クライアントにデザインを提示するときに、さまざまなデザインテーマを簡単に切り替
えることができるように、別々のレイヤーにさまざまなバージョンのデザインを配置で
きます。

• レイヤーのロックを使用すれば、変更してはいけないページ要素を含んだレイヤーを、
誤って変更してしまうことがなくなります。たとえば、あらかじめレターヘッドとバッ
クグラウンド画像が印刷された在庫に印刷しようとする場合も、最終的な印刷結果を確
認できるように、レイヤーにレターヘッドとバックグラウンド画像を配置しておき、印
刷時にそのレイヤーをロックすれば、レターヘッドとバックグラウンド画像が印刷され
ることはありません。

Adobe Photoshopなどの画像処理アプリケーションを使用したことがあれば、既にレ
イヤーの概念には慣れていることでしょう。ただし、QuarkXPressのレイアウトでは、
レイヤーには、画像処理アプリケーションにはない別の意味合いもあります。

• 前面に表示されているレイヤーでも、手動でアクティブレイヤーに変更しない限り、そ
のレイヤーの空白部分を「通してクリック」し、下にあるレイヤーのアイテムを選択す
ることはできません。
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• 各レイヤーは、あるページまたはスプレッドに固有のものではなく、QuarkXPressレイ
アウトの各ページに存在します。このため、長いレイアウトの各ページでも、アピアラ
ンスを簡単に制御できます。

• 背面のレイヤーにあるテキストは、前面レイヤーにあるオブジェクトを回り込めます。

レイヤーの作成

レイヤーを作成するには、レイヤーパレットの新規レイヤーボタン をクリックします。
新規レイヤーは、アクティブレイヤーの前の位置でレイヤーパレットに追加されます。
新規レイヤーはデフォルトでアクティブです。これは、作成する任意のアイテムがこの
レイヤーに配置されることを意味します。

新規アイテムを特定レイヤー上に作成するには、レイヤーパレットでレイヤー名を先に
クリックしてそのレイヤーをアクティブにします。 その後、標準アイテム作成ツールの
いずれかを使用して、レイヤー上にアイテムを作成します。

レイヤーの選択
レイヤーパレットに編集アイコン が表示されていれば、そのレイヤーがアクティブレ
イヤーであることがわかります。アクティブレイヤーとは、新規作成した任意のアイテ
ムを配置できるレイヤーです。下記の2つの方法でアクティブレイヤーを設定できます。

•レイヤーパレットでレイヤー名をクリックします。

• ページ上のアイテムを1つ選択します。そのアイテムのレイヤーが、自動的にアクティブ
レイヤーになります。

同時に複数のレイヤー上のアイテムを選択したとしても、アクティブになるレイヤーは1
つだけです。ただし、たとえばレイヤーを統合する場合などは、同時に複数のレイヤー
を選択できます。複数のレイヤーを選択するには、下記のいずれかを実行します。

• たとえば、ページ上のすべてのアイテムを選択するなどして、複数のレイヤーからアイ
テムを選択します。

• パレット内の連続したレイヤーを選択するには、選択する範囲の最初のレイヤーと最後
のレイヤーをクリックするときにShiftキーを押します。

• パレット内の連続しないレイヤーを選択するには、選択するレイヤーをクリックすると
きにCommand/Ctrlキーを押します。

複数のレイヤーが選択されているときに、そのうち1つのレイヤーの選択を解除するに
は、Command/Ctrlキーを押しながら選択解除するレイヤーをクリックします。

レイヤーの表示および非表示
レイヤーパレットの表示コラム では、指定したときに表示するレイヤーを制御します。
表示コラムに表示アイコン が表示されているときは、レイヤーは表示された状態です。

• レイヤーを表示または非表示にするには、そのレイヤー名の左にある表示コラムをクリッ
クします。また、レイヤーをダブルクリックすると、そのレイヤーの属性ダイアログボッ
クスが表示されるので、ダイアログボックスで表示をオンまたはオフにしてOKをクリッ
クします。
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• レイアウトのすべてのレイヤーを同時に表示または非表示にするには、1つのレイヤー名
を選択し、レイヤーパレットコンテキストメニューからすべてのレイヤーを表示または
すべてのレイヤーを隠すを選択します。

• アクティブレイヤー以外のすべてのレイヤーを隠すには、アクティブにするレイヤーの
名前を選択してから、レイヤーパレットのコンテキストメニューで他のレイヤーを隠す
を選択します。代わりに、表示するレイヤーの表示アイコンをクリックするときにControl
／Ctrlキーを押せば、他のすべてのレイヤーが隠されます。

• アクティブレイヤー以外のすべてのレイヤーを表示するには、レイヤーパレットのコン
テキストメニューで他のレイヤーを表示を選択します。

検索／置換機能を使用すると、表示されているレイヤーだけでなく、非表示のレイヤー
も検索されます。非表示レイヤーで一致する項目が見つかった場合、非表示のテキスト
ボックスまたはテキストパスが一時的に表示されます。

レイアウトまたはストーリーでスペルをチェックすると、レイアウトまたはストーリー
にあるすべてのレイヤーが検索されます。非表示レイヤーでスペルミスが見つかった場
合、非表示のテキストボックスまたはテキストパスが一時的に表示されます。

レイヤーが非表示の場合、印刷ダイアログボックスのレイヤーペインではデフォルトで
オフになっているため、印刷ダイアログボックスでそのレイヤーを手動でオンにしない
限り、印刷されません。

非表示のレイヤーにアイテムを作成すると、そのアイテムは選択解除するまで表示され
たままになります。

アイテムが存在するレイヤーの判断
アイテムが存在するレイヤーを判断するには、下記の2つの方法があります。

• オブジェクトの境界ボックスとハンドルを確認します（表示 > ガイドで確認します）。
デフォルトレイヤーを除いた各レイヤーは、レイヤーパレットに一意のカラースウォッ
チが割り当てられていて、そのレイヤー上のオブジェクトの境界ボックスとハンドルは
レイヤーのカラーで表示されます。

•レイヤーパレットを確認します。ページアイテムを選択すると、選択したアイテムを含
むレイヤー名の隣のレイヤーパレットに、アイテムアイコン が表示されます。異なるレ
イヤー上にある複数のアイテムを選択すると、選択したアイテムを含む各レイヤーの隣
にアイテムアイコンが表示されます。

レイヤーの削除
デフォルトのレイヤーは削除できませんが、その他のレイヤーはすべて削除できます。
レイヤーを削除するときに、そのレイヤーに含まれるアイテムを削除するか、別のレイ
ヤーに移動するかを選択できます。レイヤーの削除については、下記の手順に従ってく
ださい。

1 レイヤーパレットで、削除するレイヤーを選択します。

2 レイヤー削除ボタン をクリックします。

3 削除するレイヤーにアイテムが含まれている場合は、レイヤー削除ダイアログボックス
が表示されます。オプションを選択します。
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• レイヤーに含まれているアイテムを削除する場合は、選択したレイヤーのアイテムを削
除チェックボックスをオンにします。

• レイヤーに含まれているアイテムを別のレイヤーに移動する場合は、選択したレイヤー
のアイテムを削除チェックボックスをオフにして、アイテムの移動先レイヤードロップ
ダウンメニューから移動先のレイヤーを選択します。

4 OKをクリックします

レイアウト内で使用されていないレイヤーをすべて削除するには、パレットメニューか
ら不使用レイヤーを削除を選択します。

レイヤーオプションの変更
属性ダイアログボックスで、選択したレイヤーに関する下記のオプションを制御できま
す。

•名前：レイヤーの名前で、レイヤーパレットに表示されます。

•レイヤーカラー：レイヤーの上の境界ボックスとハンドルに使用されるカラーです。

•表示：QuarkXPressでレイヤーが表示されるかどうかを制御します。

•出力しない：レイヤーの印刷時にレイヤーを印刷するかどうかを制御します。この設定
は印刷ダイアログボックスで個別指定できます。

•ロック：オブジェクトをこのレイヤー上で操作できるかどうかを制御します。

•回り込み保持：このレイヤー上のオブジェクトの回り込みが、このレイヤーが非表示の
場合に下のレイヤーに適用されるかどうかを制御します。

レイヤーの属性ダイアログボックスを表示するには、レイヤーパレットにあるレイヤー
の名前をダブルクリックするか、パレットでレイヤー名を選択してパレットメニューか
らレイヤーの編集を選択します。

属性ダイアログボックスでレイヤーオプションを制御できるようになります。

新規レイヤーの表示、ロック、出力しない、および回り込み保持チェックボックスのデ
フォルト値は、環境設定ダイアログボックスのレイヤーペイン（QuarkXPress／編集メ
ニュー）で設定できます。
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別のレイヤーへのアイテムの移動
レイヤーパレットには、既存のアイテムを別のレイヤーに移動するための方法が3つ用意

されています。アイテムツール を使用するには、移動するアイテムを選択し、下記
のいずれかを実行します。

•アイテムをレイヤーへ移動ボタン をクリックし、アイテムの移動ダイアログボックス
で移動先レイヤーを選択します。

•アイテムアイコン を移動先レイヤーにドラッグします。

• アイテムを現在のレイヤーからカットし、移動先レイヤー上にペーストします。

別のレイヤーにアイテムのコピーを配置するには、レイヤーパレットでアイテムアイコ
ン を移動先レイヤーにドラッグしている間にControl/Ctrlキーを押します。

レイアウトページのマスターページアイテムを、デフォルトレイヤーから別のレイヤーに
移動できますが、この移動を実行すると、移動したアイテムはマスターページアイテムで
はなくなります。

レイヤーのスタック順の変更
レイヤー上へのスタックは、「標準」ページへのスタックと同じように動作します。レ
イヤー内では、各アイテムにはスタック順があります（レイヤー上で前から後の順）。
レイヤー上にアイテムを描画すると、新規アイテムはそのレイヤーの既存アイテムの前
にスタックされます。背面へ送る、ひとつ後ろへ、前面へ出す、およびひとつ前へコマ
ンド（アイテムメニュー）を使用すると、レイヤー内でのスタック順は変更できますが、
これらのコマンドを使用してもアイテムは別のレイヤーに移動しません。ただし、前の
レイヤーのすべてのアイテムが後のレイヤーのすべてのアイテムの前に表示されます。

レイヤーのスタック順を変更するには、レイヤーパレットでレイヤーを新しい位置まで
ドラッグします（レイヤーパレットの最上位のレイヤーはレイアウトの最前面のレイヤー
です）。

レイヤーおよびテキストの回り込み
QuarkXPressでは、レイヤー上のアイテムは、標準的な回り込みルールに従います。テ
キストは、テキストの前面にあるアイテムの周囲に回り込むことだけができます。たと
えば、テキストの列の中央に小さい画像ボックスを描いた場合、デフォルトでは、テキ
ストがその画像ボックスの周囲に回り込みます。

また、QuarkXPressは、アイテムの周囲にテキストを回り込ませるかどうかを判断する
ときに、アイテムメニューの設定ダイアログボックスの回り込みタブにある種類設定を評
価します。

レイヤーを隠すときは、そのレイヤー上のアイテムを妨害することによって発生したテ
キストの回り込みを表示する、または隠すのいずれかを選択できます。デフォルトでは、
隠されたアイテムによるテキストの回り込みは保持されます。

• 隠されたレイヤー上のアイテムによるテキストの回り込みを隠すには、レイヤーパレッ
トにある隠されたレイヤーをダブルクリックし、属性ダイアログボックスを表示してか
ら、回り込み保持のオフにして、OKをクリックします。
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• 新規レイヤーで、このデフォルトの回り込み設定を変更するには、QuarkXPress／編集
メニューにある環境設定ダイアログボックスのレイヤーペインで回り込み保持をオフに
します。

レイヤーの複製
レイヤーを複製するには、レイヤーパレットでレイヤーを選択し、レイヤーパレットメ
ニューからレイヤーの複製を選択します。新規の複製レイヤーは元のレイヤーの前面に
直接配置されます。

リンクされている、別のレイヤーに配置されたテキストボックスがあるストーリーを複
製すると、下記の動作が見られます。

• ストーリーの最初のボックスを含むレイヤーを複製すると、そのボックスのすべてのテ
キストと、残りのストーリーを含むリンクされたボックスのテキストが複製されます。
最初のボックスは複製されたレイヤーに表示され、オーバーフロー記号が表示されます。

• ストーリーの途中にあるボックスの1つを含むレイヤーを複製すると、そのボックスのす
べてのテキストと、残りのストーリーを含むリンクされたボックスのテキストが複製さ
れます。途中のボックスは複製されたレイヤーに表示され、オーバーフロー記号が表示
されます。ストーリーのそれより前のボックスのテキストは、複製されたレイヤーには
コピーされません。

• ストーリーの最後のボックスのみを含むレイヤーを複製すると、最後のボックスにある
テキストのみが複製されたレイヤーにコピーされます。ストーリーのそれより前のボッ
クスのテキストはコピーされません。

レイヤーの統合
複数のレイヤーを統合する場合は、すべてのレイヤーのすべてのアイテムを同じレイヤー
に移動します。統合したレイヤー内およびレイヤー間のスタック順序は維持されます。
つまり、前面のレイヤー内のアイテムはすべて後方レイヤー内のアイテムより前に配置
されます。レイヤーの統合については、下記の手順に従ってください。

1 レイヤーパレットで、統合するレイヤーを選択します。

2 レイヤーパレットのレイヤーを統合ボタン をクリックします。レイヤーを統合ダイア
ログボックスが表示されます。

3 移動先レイヤードロップダウンメニューからターゲットレイヤーを選択します。

4 OKをクリックします。統合されるアイテムのビジュアルインジケータに、統合先のレイ
ヤーのカラーが表示され、選択したターゲットレイヤーが削除されます。

選択したレイヤーのうち1つでもロックされていると、レイヤーは統合されません。

デフォルトレイヤーのアイテムを統合することもできますが、デフォルトレイヤーは統合
によって削除されることはありません。

レイヤー上のアイテムのロック
誤ってレイヤー上のアイテムを変更しないように、レイヤーパレットを使用してレイヤー
全体をロックできます。
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レイヤーのロックは、アイテムのロックから独立しています。アイテム > ロックを使用
してアイテムをロックしても、アイテムを選択したり編集したりすることはできます。
ただし、ロックされたレイヤーは、選択できなくなります。アイテム > ロックを使用し
てレイヤー上のアイテムをロックし、さらにレイヤーをロックおよびロック解除すると、
レイヤーのロックが解除された後もアイテムはロックされたままになります。

レイヤーパレットにあるロック列 は、レイヤーのロックを制御します。レイヤーをロッ
クするには、下記のいずれかの方法を使用します。

• レイヤーをロックまたはロック解除するには、レイヤー名の左にあるロック列をクリッ
クします。また、レイヤーをダブルクリックすると、そのレイヤーの属性ダイアログボッ
クスが表示されるので、ロックをオンまたはオフにしてOKをクリックします。

• 1つを除いてすべてのレイヤーをロックするには、Command/Ctrlキーを押し、編集す
るレイヤーの隣のロック列をクリックします。

• すべてのレイヤーをロックするには、パレットメニューからすべてのレイヤーをロック
を選択します。

レイヤー付きマスターページの使用
マスターページアイテムは、レイアウトページのデフォルトレイヤーにあります。レイ
ヤーに関して、マスターページアイテムには下記の特性があります。

• マスターページをレイアウトページに適用する場合、マスターページ上のアイテムは、
そのレイアウトページのデフォルトレイヤーにのみ影響を与えます。

• マスターページに追加されたアイテムは、レイアウトページのデフォルトレイヤーに以
前追加されたあらゆるアイテムの後ろに配置されます。

•デフォルトレイヤーにあるマスターページアイテムは、別のレイヤーに移動できますが、
移動した場合はマスターページアイテムではなくなります。

レイヤーを印刷しない
設定ダイアログボックスを使用して、画像ボックスなどのアイテムを印刷しないように
設定できるように、レイヤーも印刷しないように設定できます。レイヤーを印刷しない
ようにするには、レイヤーパレットでそのレイヤーをダブルクリックします。属性ダイ
アログボックスで印刷しないをオンにしてから、OKをクリックします。

レイヤーで印刷しないがオンになっている場合、そのレイヤーは、印刷ダイアログボッ
クスのレイヤーペインではデフォルトでオフになって表示されますが、印刷ダイアログ
ボックスでそのレイヤーを手動でオンにしない限り、印刷されることはありません。
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印刷ダイアログボックスには、印刷するレイヤーを制御するための設定が用意されてい
ます。

新しいレイヤーのデフォルトの印刷設定を変更するには、QuarkXPress/編集メニュー
の環境設定ダイアログボックスにあるレイヤーペインの印刷しないをオンにします。

レイヤーの印刷しない設定は、アイテムメニューの設定ダイアロボックスにある印刷しな
いおよび画像を出力しないからは独立しています。

PDFレイヤーの使用
PDFファイルとしてレイヤーが含まれているレイアウトを書き出す場合、下記の設定を個
別に制御できます。

• 書き出すPDFファイルに、どのレイヤーを含むか

• QuarkXPressのレイヤーをネイティブのPDFレイヤーとして書き出すかどうか

詳細は、「PDF形式でのレイアウトの書き出し」を参照してください。

リストの使用

リスト機能により、特定の文字または段落スタイルシートが適用されている段落のテキ
ストを収集できます。リスト機能は、目次の作成で最も多く使用されますが、出版物で
使用される図や画像のリストを作成するために使用することもできます。

リストの準備
リストを作成する前に、ドキュメント内にスタイルシートを作成して適用する必要があ
ります。まず、「チャプター名」、「セクション名」、「本文のテキスト」など、目次
で使用するスタイルシートを作成します。次に、フォーマットされた目次に別の段落ス
タイルシートを作成します。

リストにスタイルシートを追加する
リストの作成の最初の手順として、まずリストに含めるスタイルシートを決定します。
目次には、一般的にチャプタータイトルおよびその該当ページ番号が記載されるため、
目次を作成するには、チャプターおよびセクションのスタイルシートをリストに含めま
す。リストには、段落および文字のスタイルシートを含めることができます。
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リストのレベルの指定
リストの作成前に、段落スタイルシートの各レベルの定義方法についても決めておく必
要があります。たとえば、チャプターの見出しを第1レベルに、チャプター内の標題を第
2レベルにそれぞれ設定します。また、アプリケーションに関するマニュアルを作成して
いて、マニュアル内のあるチャプターに「ファイルメニュー」というタイトルが付いて
いる場合、「ファイルメニュー｣という見出しのチャプターをリストの第1レベルに設定
します。さらに、「新規」、「開く」、「閉じる」、「保存」などのアイテムは、「ファ
イルメニュー」チャプターのサブ見出しとなり、これを第2レベルに設定できます。あら
かじめこのように決定しておけば、リストの作成プロセスが簡単になります。

リストの作成
ドキュメントでスタイルシートを作成して適用し、リストに含める内容を決めたら、リ
ストの作成を開始できます。編集 > リストを選択して新規をクリックし、リストの編集
ダイアログボックスを表示して、名前フィールドに名前を入力します。

スタイル一覧に、アクティブなプロジェクトの全スタイルシートが一覧されます。リス
トに使用する各スタイルシートを選択して追加をクリックして、利用スタイルリストに
追加します。たとえば、「Heading 1」および「Heading 2」スタイルシートを使用す
るすべての見出しを目次に含める場合、この2つのスタイルシートを利用スタイルリスト
に追加します。

目次に入る内容を指定するスタイルシートを指定すると、目次のフォーマット方法を指
定できるようになります。利用スタイルリストの各スタイルに対し、レベル、ページ番
号オプション、およびスタイルスタイルシートを選択します。

•レベルは、リストのコンテンツがリストパレットでどのようにインデントされるかを指
定します（レベルを高くするとさらにインデントされます）。

•ページ番号は、スタイルシートの各オカレンスのページ番号をリストに含めるかどうか
とその位置を制御します。

•スタイルでは、自動的に生成される目次の各レベルにスタイルシートを適用できます。

リストの編集ダイアログボックスを使用して、自動目次のようなリストを作成できます。

別のドキュメントからのリストのインポート
QuarkXPressでは、リストを別のドキュメントから、または編集 >リストにあるリスト
ダイアログボックスやファイル > 追加にある追加コマンドを使用して追加できます。
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リストでのナビゲーション
リストを表示するには、ウィンドウメニューのリストパレットを表示して、リスト名ド
ロップダウンメニューにあるリストを選択し、更新をクリックします。選択したリスト
がリストパレットに表示されます。

リストパレットを使用して、レイアウト内をナビゲートできます。

アーティクルに複数のレイアウトを含んでいる場合、表示リストドロップダウンリストか
ら別のレイアウトを選択できます。

アクティブリスト内の特定の行を探すには、パレットの検索フィールドにその行の語を
入力します。パレットのリストが、指定した語のリスト内での最初の出現場所にスクロー
ルします。

特定の段落にジャンプするには、リストパレットでその段落をダブルクリックします。
ウィンドウが、レイアウト内のその段落の場所にスクロールします。

リストの作成
レイアウト中に目次（またはその他のタイプのリスト）を作成するには、リストの配置
先にテキストの挿入ポイントを配置し、リストパレットにある作成をクリックします。
リストが自動的に作成されます。スタイルドロップダウンメニュー（新規リストダイア
ログボックス）でリスト用に選択したスタイルシートが自動的に適用されます。

ドキュメントのテキストがペーストボードにある場合、作成されるリストではページ番号
の代わりに、ダガー記号（Mac OS）や文字"PB（Windows）がテキストの隣に表示さ
れます。

リストの更新
リストパレットは、パレットで作業しても自動的には更新されません。テキストを変更
したときは、最新の状態になるようにリストを更新する必要があります。リストパレッ
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トの更新ボタンをクリックすると、リストアイテムのドキュメントがスキャンされ、リ
ストパレットのリストが再構築されます。

既にテキストボックスにフローしたリストを更新するには、そのボックスを選択し、更
新をクリックしてリストが最新の状態になっていることを確認してから、作成をクリッ
クします。アプリケーションは、レイアウトに既にそのリストのコピーがあることを検
出し、リストの新しいコピーを挿入するのか、または既存のバージョンを置換するのか
を尋ねる警告を表示します。既存のリストを更新するには、置換をクリックします。

ブックのリストの使用
ブック内のすべてのチャプターを参照するリストを作成できます。 ブック全体で使用す
るリストを含むマスターチャプターを定義すれば、チャプターどうしを同期して、リス
トパレット（表示 > リストパレット表示）でリストを更新することができます。 リスト
を定義、更新、および結合した後は、アクティブテキストでリストを作成できます。

ブックのリストの指定
ブックのリストの指定については、下記の手順に従ってください。

1 マスターチャプターを開きます。ブックのリストは、マスターチャプターに含まれてい
る必要があります。

2 マスターチャプターで、必要な仕様を含むリストを作成します。

3 ブックパレットで、同期ボタンをクリックします。これによって、リスト仕様が確実に
各チャプターに追加されます。

4 表示 > リストパレット表示を選択します。リストパレット表示ドロップダウンメニュー
で現在開いているブックを選択します。

5 作成したリストを表示するテキストボックスを選択して、作成をクリックします。

ブックのリストの更新
更新をクリックして開いているブックのリストを更新すると、QuarkXPressはブック内
のすべてのチャプターを開き、そのリストに含まれるテキストをスキャンして、リスト
パレットに表示します。ブックのリストの更新については、下記の手順に従ってくださ
い。

1 表示 > リストパレット表示を選択して、リストパレットを表示します。

2 ブックのリストを表示するには、リストパレット表示ドロップダウンメニューから開い
ているブックを選択します。

3 更新をクリックして、ブック内の全チャプターを再スキャンして、新規リストを作成し
ます。処理が完了すると、そのブックのリストがリストパレットに表示されます。

索引の使用

QuarkXPressでは、ドキュメントの単語に、第1～第4レベルの索引見出し語としてマー
カーを付けることで索引を作成します。クロス参照を作成したり、索引見出し語が含む
テキストの範囲として1つの単語や複数の段落、テキスト選択範囲、特定のスタイルシー
ト内の全テキストなどを指定することができます。索引を作成する際には、多様なレベ
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ルで階層構造の有無、約物、マスターページ、スタイルシートを指定します。この作業
の後で、索引を作成し、書式を整えます。

ソフトウェアで自動化できるのは、入力や書式設定、索引のページ番号の更新だけです。
分かりやすくて利用価値の高い索引を作るための見出し語をリストアップする作業は人
の手で行なわなくてはなりません。索引の作成プロセスを完全に自動化するのは不可能
なので、索引作成に多少の手間がかかるのは避けられません。ただし、読者が必要な情
報を簡単に見つけられるようになるのであれば、やるだけの価値はあります。

索引マーカの色の指定
索引に単語を追加すると、QuarkXPressはそれをブラケットまたはボックスで囲んでタ
グ付けをします。これらのブラケットまたはボックスを索引マーカと呼びます。表示 >
索引パレット表示を選択して索引 パレットを開くと、ドキュメントに索引マーカが表示
されます。索引マーカの色は、索引の環境設定ダイアログボックスを使用してカスタマ
イズできます。

1 QuarkXPress／編集 > 環境設定 > 索引を選択します。

2 索引マーカの色ボタンをクリックして、色の選択機能を表示します。

3 スライダ、矢印、フィールド、またはカラーホイールを使用して、索引マーカの色を指
定します。

4 OKをクリックして色の選択機能を閉じ、さらにOKをクリックして索引の環境設定ダイ
アログボックスを閉じます。

テキストの範囲を指定して索引を設定すると、ブラケットでマークされます。テキストに
テキスト挿入バーを置いて索引見出し語を登録すると、その場所がボックスでマークされ
ます。

索引の見出し語の作成
索引の各アイテムは、単語数に関わらず、見出し語と呼びます。各見出し語にはレベル
が割り当てられます。レベルは見出し語の第1から第4までの階層を示します。最初のレ
ベルの見出し語は最も一般的であり、4番目のレベルの見出し語は最も詳細です。

QuarkXPressでは、入れ子の索引に4レベルの索引見出し語、追い込み索引に2レベルの
索引見出し語を作成できます。

第1レベル索引見出し語の作成
第1レベル見出し語は、索引内でアルファベット順に配列される主要見出しです。

索引に語句を追加する前に、階層付き索引と追い込み索引のどちらを作成するのかを決め
る必要があります。階層付き索引には、深さ4レベルまでの情報が含まれ、見出し語は段
落改行とさまざまなスタイルシートによって区分されます。追い込み索引には2つのレベ
ルの情報が含まれ、第2レベルの見出し語は第1レベルの見出し語の直後に同じ段落内に
続きます。

1 テキスト中にテキスト挿入バーを置くか、またはテキストの範囲を選択して、索引付け
するテキストの先頭を指定します。
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2 第1レベル見出し語のテキストを索引パレット（表示メニュー）のテキストフィールドに
入力するには、ドキュメント内のテキストを選択するか、またはフィールドにテキスト
を入力します。

3 見出し語のアルファベット順索引を無効にするには、読みフィールドにテキストを入力
します。たとえば、見出し語が「20世紀」の場合は、読みを「にじゅっせいき」として
配列することができます。これによって索引見出し語の綴りに影響が出ることはありま
せん。

4 レベルドロップダウンメニューで第1レベルを選択します。

5 ページ番号またはクロス参照に適用されているデフォルトの文字書式設定を無効にする
には、スタイルドロップダウンメニューで別の文字スタイルシートを選択します。デフォ
ルトの書式設定は、見出し語テキストの文字スタイルです。

6 範囲ドロップダウンメニューからオプションを選択して、索引見出し語によって包含さ
れるテキストの範囲を指定します。

7 索引パレットで追加ボタン をクリックします。第1レベルの見出し語がアルファベッ
ト順に見出し語リストに表示されます。ドキュメント内の索引付けされたテキストには、

ブラケットまたはボックスによるマークが付きます。全て追加ボタン をクリックし
て、選択したテキストのすべての出現を見出し語リストに追加することもできます。

索引見出し語は、ドキュメントでテキストを選択し、コンテキストメニューを表示し、そ
れから索引へ追加を選択することによって追加できます。見出し語は、選択されたレベ
ル、スタイル、および範囲を使用して追加されます。表示されるコンテキストメニュー
は、索引へ追加を除いて、テキストボックスのコンテキストメニューと同じです。

単語を選択する場合、その単語を索引に追加してから、もう一度その選択した単語を（た
とえば、別のレベルで）索引に追加しようとすると、「索引参照は既にこの場所に存在
しています。」という警告メッセージが表示されます。索引で同じ単語を複数回使用す
るには、単語にテキスト挿入バーを置き、それからテキストフィールドに対象の単語を
入力します。第2索引見出し語に、索引マーカーとしてボックスとブラケットが表示され
ます。

Option／Altキーを押すと、追加ボタンが逆順追加 に変わります。逆順追加ボタンを
使用すると、見出し語リストに見出し語が逆順で追加され、見出し語にカンマが追加さ
れます。たとえば、逆順追加ボタンをクリックすると、「Elaine DeKooning」は
「DeKooning, Elaine」として追加されます。「Lila Cabot Perry」は「Perry, Lila
Cabot」として追加されます。

Option／Altキーを押すと、全て追加ボタンが全て逆順追加 に変わります。全て逆順
追加ボタンをクリックすると、選択したテキストのすべての出現が見出し語リストに逆
順で追加されます。

第2、第3、または第4レベルの索引見出し語の作成
階層付き索引では、第2レベル、第3レベル、および第4レベルの見出し語が、第1レベル
見出し語の下に新しい段落で配置されます。追い込み索引では、第2レベルの見出し語が
同じ段落で第1見出し語に続きます。

1 索引にするテキスト範囲の先頭位置にテキスト挿入バーを置きます。
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2 第1レベルの索引見出し語を作成するときと同様に、テキスト、読み、スタイル、および
範囲の各コントロールを使用します。

3 見出し語リストの左側列にある見出し語の横をクリックし、その見出し語が、その下に
第2、第3、または第4レベルの見出し語が続く上位レベルの見出し語であることを指定
します。

組み込み索引で使用される段落スタイルシートに左インデント値がある場合には、第2、
第3、および第4レベルの見出し語がインデントされます。

4 レベルドロップダウンメニューから、第2レベル、第3レベル、または第4レベルを選択
します。

矢印 の位置により、選択可能なレベルオプションが決まります。第2レベルオプション
は第1または第2レベルの見出し語の横に矢印がある場合に選択でき、第3レベルオプショ
ンは第1、第2、または第3レベルの見出し語の横に矢印がある場合に選択でき、また第4
レベルオプションは第1、第2、第3、または第4レベルの見出し語の横に矢印がある場合
に選択できます。

5 追加ボタン をクリックします。新しい索引見出し語は、アルファベット順に配列さ
れ、適切な見出し語の下にインデントされます。

索引の見出し語をより多くのレベルの情報を包含する見出しとして使用する場合は、範囲
ドロップダウンメニューでページ番号なしを選択します。たとえば、料理の本を作成する
場合には、「ケーキ」という見出し語を作成し、ページ番号を無効にし、それから第2ま
たは第3レベルの見出し語として「チョコレート」や「レモン」などのケーキの種類を列
挙できます。

クロス参照の作成
索引の見出し語にページ番号を一覧できるほか、その他のトピックを参照することもで
きます。たとえば、「活版印刷」への参照欄に「フォントも参照」と表示できます。こ
れには、クロス参照を作成します。索引の既存見出し語へのクロス参照を作成でき、ク
ロス参照用に新しい見出し語を追加できます。索引パレット（表示>索引パレット表示）
を使用してクロス参照を作成します。

新規索引見出し語のクロス参照の作成
新規索引見出し語のクロス参照を作成するには、下記の手順に従ってください。

1 テキスト内の任意の位置にテキスト挿入バーを置きます（この見出し語のページ番号は
リストに表示されないので、位置は重要ではありません）。

2 索引パレットのテキストフィールドに、見出し語のテキストを入力します。

3 それ以外の索引見出し語を作成するときには、読みおよびレベルコントロールを使用し
ます。

4 範囲ドロップダウンメニューからクロス参照を選択します。ドロップダウンメニューか
ら、指定するクロス参照のタイプ（参照、参照（追加）、または以下を参照）を選択し
ます。

5 フィールドにテキストを入力するか、またはリストに既存の見出し語をクリックして、
クロス参照される索引見出し語を指定します。
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6 追加ボタンをクリックします。見出し語を展開してクロス参照テキストを確認します。

既存索引見出し語のクロス参照の作成
既存索引見出し語のクロス参照を作成するには、下記の手順に従ってください。

1 テキスト内の任意の位置にテキスト挿入バーを置きます（この見出し語のページ番号は
リストに表示されないので、位置は重要ではありません）。

2 見出し語リストで見出し語を選択します。選択した見出し語は、テキストフィールドに
自動的に取り込まれます。

3 索引パレットで編集ボタン をクリックし、見出し語をダブルクリックするか、または
見出し語を選択してコンテキストメニューを表示します。

4 範囲ドロップダウンメニューからクロス参照を選択します。ドロップダウンメニューか
ら、指定するクロス参照のタイプ（参照、参照（追加）、または以下を参照）を選択し
ます。

5 フィールドにテキストを入力するか、またはリストに既存の見出し語をクリックして、
クロス参照される索引見出し語を指定します。

見出し語リストのクロス参照テキストをページ番号参照と一緒に表示するには、見出し語
を展開します。

索引を作成すると、ページ番号参照のすぐ後にクロス参照が続きます。クロス参照は、索
引環境設定ダイアログボックス（編集 > 環境設定 > 索引）で指定した文字スタイルシー
トに従って書式設定されます。見出し語のスタイルを指定すると、クロス参照では参照元
の見出し語と同じスタイルシートが使用されます。スタイルドロップダウンメニュー（索
引パレット）を使用してクロス参照の文字スタイルシートを指定すると、索引環境設定ダ
イアログボックスで指定したスタイルシートが無効になります。クロス参照フィールドに
入力するテキストにはそのスタイルシートが適用されますが、クロス参照の「参照」、
「参照（追加）」、または「以下を参照」の部分には適用されません。

クロス参照の前に置かれる区切り文字は、索引環境設定ダイアログボックス
（QuarkXPress／編集 > 環境設定 > 索引）のクロス参照の前フィールドで指定されま
す。クロス参照の後に区切り文字を入れる場合は、索引パレットで入力したクロス参照
テキストの後に入力してください。

索引見出し語の編集
索引見出し語を選択して、テキストフィールド、または読みフィールドの情報を編集で
きます。クロス参照やページ番号参照を選択して、スタイルまたは範囲ドロップダウン
メニューの情報を編集することもできます。また、見出し語のレベルも変更できます。

1 見出し語リストから見出し語または参照を選択します。参照を表示するには、見出し語
を展開します。

2 索引パレットの編集ボタン をクリックして見出し語をダブルクリックするか、コンテ
キストメニューから編集を選択します。

編集モードの使用中、編集ボタン は反転表示されます。
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3 選択した見出し語または参照に変更を加えます。他の見出し語や参照を選択して編集す
ることもできます。

4 編集モードを終了するには、編集ボタン をもう一度押します。

索引見出し語の削除
索引見出し語の削除、およびテキストからの索引マーカーの消去については、下記の手
順に従ってください。

1 見出し語リストから見出し語または参照を選択します。参照を表示するには、見出し語
を展開します。

2 コンテキストメニューを表示して削除を選択するか、索引パレットで削除ボタン をク
リックします。

索引で使用する約物の指定
索引の環境設定ダイアログボックスを使用して、索引の作成時に自動的に挿入する約物
を指定できます。

1 QuarkXPress／編集 > 環境設定 > 索引を選択します。

2 区切りキャラクタフィールドに、前後のスペースも含めた索引約物およびクロス参照ス
タイルシートを入力します。

•見出し語の後は、索引の各見出し語の直後に挿入する約物を指定します。通常はコロン
です。たとえば、"QuarkXPress: xii, 16–17, 19"では、索引見出し語"QuarkXPress"の
後にコロンとスペースを使用しています。

索引見出し語の後にクロス参照が続く場合は、見出し語の後キャラクタではなく、クロ
ス参照の前キャラクタを使用します。

•ページ番号の間は、ページ番号のリストを区切るために使用される単語または約物を指
定します。通常は、カンマまたはセミコロンです。たとえば、"QuarkXPress: xii, 16–17,
19"では、ページ番号の間にカンマとスペースを使用しています。

•ページ範囲の間は、ページの範囲を示す単語または約物を指定します。通常は、enダッ
シュまたは単語"to"で、前後にスペースを挿入して" to "のようにします。たとえ
ば、"QuarkXPress: xii, 16–17, 19"では、ページ範囲の表記にenダッシュを使用してい
ます。

•クロス参照の前は、クロス参照の前に使用される単語または約物を指定します。通常は、
ピリオド、セミコロン、またはスペースです。たとえば、"QuarkXPress: xii, 16–17,
19. See also Page Layout"では、クロス参照の前にピリオドを使用しています。

•クロス参照スタイルは、クロス参照で使用するスタイルシートを指定します。このスタ
イルシートは、"参照"、"参照（追加）"、および"以下を参照"にのみ適用できます。

•見出し語の項目間は、追い込み索引の見出し語レベルの間に使用される単語または約物
を指定します。通常はセミコロンまたはピリオドです。追い込み索引は、索引見出し語
の項目またはサブ項目を、ネストされたタブではなくパラグラフで一覧表示します。た
とえば、"QuarkXPress: xii, 16–17, 19; Printing from: 62–64; Typesetting in: 32,
34"では、見出し語の間にセミコロンを使用しています。
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ネストされた索引では、見出し語の項目間キャラクタが各パラグラフの末尾の約物とし
て使用されています。

3 OKをクリックします。

作成した索引は、インデックステキストでなく、フォーマットテキストで構成されます。
テキスト、または見出し語リストの編集を続ける場合は、索引を再度作成する必要があり
ます。

区切りキャラクタフィールドには最大72文字まで入力できます。区切りキャラクタフィー
ルドでは、一部の「XPress Tag」を使用することもできます。たとえば、見出し語の後
フィールドに「\t」と入力すると、索引の作成時に見出し語の後にデフォルトタブが自
動的に挿入されます。

索引の作成
索引作成ダイアログボックスを使用して、索引パレットのコンテンツから索引を作成し
ます。

索引を作成する際、QuarkXPressは、リストをコンパイルし、ユーザーの仕様に従って
形式を整え、選択するマスターページに基づいてそのリストをページに流し込みます。
ドキュメントが開いている状態で設定すると、索引の環境設定はドキュメント固有の設
定になります。

索引を作成する前に、索引用の自動テキストボックスを配置したマスターページを作成
します。次に、索引で使用されるセクション見出しおよびすべてのレベルの段落スタイ
ルシートを作成します。通常、レベルはさまざまなインデントによって区別されます。

ブックの索引を生成する場合は、その索引をブックの最後の章に流し込みます。ブック
の他のチャプターに連続ページ番号設定を有効にして索引を流し込むと、索引のチャプ
ターに続くページ番号が変更されることがあります。索引のためだけに別個のチャプター
を作成し、それからブックの最後に配置できます。

索引を作成するには、下記の手順に従ってください。

1 補助 > 索引作成を選択するか、索引パレットのコンテキストメニューを表示して索引作
成を選択します。

2 形式として、階層付きまたは追い込みを選択します。索引が2レベル以上の情報で編成さ
れる場合は、階層付き索引を作成してください。追い込み索引を作成する場合は、見出
し語の情報レベルすべてが、階層なしで同じ段落に表示されます。

3 ドキュメントがその一部になっているブック全体の索引を作成するには、ブック全体を
オンにします。そのドキュメントがブックに含まれていない場合、このオプションは選
択できません。オフにすると、現在のドキュメントのみの索引が作成されます。

4 既存の索引を上書きするには、既存の索引を置換をオンにします。

5 索引のアルファベット別セクションそれぞれに見出しを付けるには、見出し文字を追加
をオンにし、ドロップダウンメニューからスタイルシートを選択します。

6 索引のマスターページを選択します（自動テキストボックスが配置されているマスター
ページのみがリストに表示されます）。QuarkXPressは、ドキュメントの最後に必要な
ページを自動的に追加して索引を作成します。見開きのマスターページを指定すると、
見開きの右側が最初に追加されます。
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7 レベルスタイルドロップダウンメニューから、索引の各レベルのスタイルシートを選択
します。形式として追い込みをクリックした場合は、第1レベルドロップダウンメニュー
のみが選択可能になります（これは、すべてのレベルが同じ段落に流し込まれるためで
す）。

8 OKをクリックして索引作成ダイアログボックスを閉じ、索引を作成します。

2つのバージョンの索引を比較する必要がある場合は、索引作成ダイアログボックス（補
助メニュー）で既存の索引を置換をオフにします。

最後の索引の編集
索引を作成したら、内容を細かくチェックする必要があります。索引見出し語に抜けが
ないか、クロス参照は適切か、レベル付けは論理的かを確認してください。また、約物
やフォーマットが見苦しくないかどうかも確認します。初めて作成した索引が完璧であ
ることはめったにありません。テキストの部分的な修正で済む場合もありますが、場合
によっては索引を作成し直す必要がある場合もあります。

索引のテキストが印刷されない
ブラケットで囲まれたテキストが印刷されない場合は、テキストがペーストボードにあ
る、別のアイテムの下に隠れている、ボックスに収まりきらないなどの原因が考えられ
ます。このような場合、索引の見出し語テキストの横にはページ番号ではなく、ダガー
記号「†」（Mac OS）またはBの後ろにスペースの付いた「PB 」（Windows）とい
う文字が表示されます。

Mac OSのみ：ダガー記号を検索するには、編集メニューの検索／置換ダイアログボッ
クスにある検索フィールドに「Option+T」と入力して、ドキュメント内で問題を解決で
きるかどうか、または索引から削除するだけでいいのかを確認します。

Windowsのみ：「PB 」文字を検索するには、編集メニューの検索／置換ダイアログ
ボックスにある検索フィールドに、スペースを含めて「PB」と入力して、ドキュメント
内で問題を解決できるかどうか、または索引から削除するだけでいいのかを確認します。

索引の編集と再作成
約物、索引の見出し語、または索引の構成に関する問題を解決するには、索引パレット、
索引の環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集 > 環境設定 > 索引）、また
は索引作成ダイアログボックス（ユーティリティメニュー）に戻ります。必要な変更を
行い、索引を再作成します。

索引の更新
索引を作成した後に索引付きドキュメントを編集する場合、索引を再度作成する必要が
あります。QuarkXPressは索引テキストを自動的には更新しないため、ドキュメントの
完成が確実になったときにのみ、最終的な索引を作成してください。

索引への部分的な変更の適用
索引が完成し、レイアウトにもこれ以上の変更がなさそうな場合は、索引を部分的に変
更して最終的な調整を行います。たとえば、見出し「W」、「X」、「Y」、および「Z」
の見出しの下にそれぞれ1つしか見出し語がないような場合には、「W–Z」という見出
しで各項の見出し語をまとめることができます。また、検索／置換ダイアログボックス
（編集メニュー）を使用して、特定の単語に書式を適用することもできます。この段階
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で見出し語の削除や変更を行っても、その変更は以降に作成する索引には反映されませ
ん。

ブックの使用

複数ドキュメントで構成される出版物は、管理が難しいものです。関連するドキュメン
トは相互に近い場所に保存しておく必要がありますが、あくまで別個のものです。この
ような場合にブックが役立ちます。

ブックとは、チャプターと呼ばれる個々のドキュメントへのリンクを含んだウィンドウ
として表示されるQuarkXPressファイルです。ブックにチャプターが追加されると、ブッ
クパレットを介してチャプターを開いたり、閉じたり、トラッキングしたりできます。
QuarkXPressでは、ブックのチャプターで使用されるスタイルシートや他の仕様を同期
し、ブックパレットからチャプターを印刷し、チャプター間にまたがるページ番号を自
動的に更新したりできます。

QuarkXPressでは、同時に最大25までのブックを開くことができます。また、同時に複
数のユーザーでブックを開くことができるので、ワークグループのメンバーは、異なる
チャプターにアクセスできるのです。ブックを閉じるかQuarkXPressを終了するまで、
ブックは開いた状態のままになります。ブックパレットを閉じるかQuarkXPressを終了
するときに、ブックに加えられた変更が保存されます。

チャプターを追加したり、並べ替えたりしたブックへの変更内容は、ブックを閉じたと
き、またはQuarkXPressを終了したときに自動的に保存されます。チャプターを開いて
編集する場合、チャプタードキュメントは、スタンドアロンQuarkXPressプロジェクト
と同様に、ファイルメニューの保存コマンドを使用して保存する必要があります。

たとえば、ワークグループのメンバーが、ブックのチャプターを開いたり並べ替えたりし
てブックへの変更を行うと、ブックが更新されて、その変更内容が反映されます。強制的
に更新するには、ブックパレットの任意の場所をクリックします。

ブックの作成
QuarkXPressでは、ドキュメント（チャプター）の集まりをブックと呼びます。新規ブッ
クは、いつでも作成できます。新規ブックの作成については、下記の手順に従ってくだ
さい。

1 ファイル > 新規 > ブックを選択します。

2 ダイアログボックスのコントロールを使用して、新規ブックファイルの場所を指定しま
す。

3 ブック名／ファイル名フィールドに、ブックの名前を入力します。

4 作成をクリックします。開いているすべてのドキュメントの前面に、新しいブックがウィ
ンドウとして表示されます。

ブックファイルを共有の場所に保存すると、複数のユーザーがブックを開いてチャプター
を編集できます。マルチユーザー環境でブックの機能を使用するには、すべてのユーザー
が同じパスを使用してそれぞれのコンピュータからブックにアクセスする必要がありま
す。つまり、ブックは、そのブックにアクセスする任意のユーザーのコンピュータ上では
なく、共通のネットワークサーバー上に保存する必要があります。
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チャプターの使用
ブックには、チャプターと呼ばれる個々のQuarkXPressドキュメントが含まれます。チャ
プターを作成するには、開いたブックにドキュメントを追加します。チャプターは、ファ
イルメニューの開くコマンドではなく、ブックパレットで開きます。ブック内でチャプ
ターを並び替えたり、ブックからチャプターを削除したりできます。ブックのチャプター
は、そのブックと同じボリュームに保存する必要があります。

ブックへのチャプターの追加
1つのブックにはチャプターを1,000個まで追加できます。開いているブックにチャプ
ターを追加するには、下記の手順に従ってください。

1 ブックパレットでチャプターの追加ボタン をクリックします。

2 ダイアログボックス内のコントロールを使用して、ブックに追加する最初のドキュメン
トの場所を指定します。ブックに追加する最初のチャプターは、デフォルトでそのブッ
クのマスターチャプターになります。マスターチャプターにより、ブック全体で使用さ
れるスタイルシート、カラー、ハイフネーション＆ジャスティフィケーション仕様、リ
スト、およびダッシュ＆ストライプが定義されます。これらの属性は、マスターチャプ
ターに固有のものであり、マスター以外のチャプターの属性はマスターチャプターの属
性に依存しません。

3 リストでドキュメントを選択し、追加をクリックします。ドキュメントが以前のバージョ
ンのQuarkXPressで作成されている場合は、ドキュメントを追加すると現在の形式に更
新されることを示す警告メッセージが表示されます。OKをクリックすると、ドキュメン
トが更新され、QuarkXPressのブックチャプターとして再保存されます。

4 手順1～3を繰り返してブックに他のチャプターを追加します。

チャプターを追加すると、それらのチャプターがブックパレットのリストに表示されま

す。チャプターの追加ボタン をクリックするときにブックパレットでチャプターが選
択されていると、そのチャプターの直後に次のチャプターが自動的に追加されます。チャ
プターが選択されていない場合は、リストの最後に次のチャプターが追加されます。

チャプターは1つのブックにのみ属することができます。別のブックのチャプターも使用
する場合は、新規保存コマンド（ファイルメニュー）を使用してドキュメントのコピー
を作成します。ドキュメントのコピーを他のブックに追加します。別のブックのチャプ
ターを配置すると、ブックのページ番号設定が変更されることがあります。

チャプターの状況
ブックにチャプターを作成すると、ブックパレットを使用して、チャプターを開いたり
閉じたり、追跡できるようになります。ブックパレットの状況列には、各チャプターの
現在の状況が表示されます。

•利用可能は、チャプターを開けることを示します。

•開くは、コンピュータ上でチャプターが既に開いていることを示します。

• [ユーザー名]は、他のユーザーがチャプターを開いていることを示します。ユーザー名
は、ユーザーのコンピュータに割り当てられている名前です。ファイル共有とコンピュー
タの命名については、コンピュータ付属のマニュアルを参照してください。

•変更は、ブックのチャプターが別途開かれ、編集されていることを示します。状況を利
用可能に更新するには、ブックパレットでチャプターを再度開いて閉じます。
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•移動は、チャプターのファイルがブックに追加されてから移動していることを示します。
チャプター名をダブルクリックしてダイアログボックスが表示されたら、ファイルを探
してください。

ブック内でチャプターを開く
複数のユーザーで同じブックを開くことはできても、1つのチャプターは同時に1人しか
開けません。チャプターを開くには、状況欄にそのチャプターが利用可能または変更と
表示されている必要があります。利用可能なチャプターを開くには、そのチャプターの
名前をダブルクリックします。

ブックの外からチャプターを開く
ブックが保管されているネットワーク外のコンピュータで作業する必要がある場合、た
とえば、自宅でチャプターを編集する必要がある場合など、そのブックから独立してチャ
プターのコピーで作業できます。そのチャプターの作業が完了したら、ネットワーク上
の元の場所にコピーして戻します。この場合、ブックパレットには変更として表示され
ます。

コピーの編集中に、別のユーザーが元のチャプターを編集してしまわないように、元の
チャプターを別のフォルダに配置すれば、そのチャプターの状況は、ブックパレットで移
動と表示されます。

ブック内のチャプターを並べ替える
ブック内のチャプターの順序は、状況に関係なくいつでも入れ替えることができます。
チャプター順を変えると、自動ページ番号が更新されます。チャプター名をクリックし
て選択し、ブックパレットのチャプターを移動ボタン 、 をクリックします。選択し
たチャプターが1行上または下に移動します。

ブックからのチャプターの消去
チャプターは、いつでもブックから消去できます。チャプター名をクリックして選択し、

次にチャプターの消去ボタン をクリックします。チャプター名がブックパレットから
消去され、そのチャプターへのリンクが切れます。そのチャプターは、通常のQuarkXPress
ドキュメントになります。

ページ番号の制御
セクションがある（ページ>セクション）チャプターをブックに追加した場合、セクショ
ンとページ番号は維持されます。たとえば、ブックの各チャプターを新しいセクション
にすることができます。チャプターにセクションがない場合、ブックの続きページ番号
がチャプターに割り当てられます。たとえば、ブックの最初のチャプターの長さが10ペー
ジの場合、2番目のチャプターは11ページから始まります。

セクションの追加と削除を行うことで、ブックのページ番号を変更できます。ドキュメ
ントページに自動ページ番号文字がある場合、そのページには適切なページ番号が表示
されます。

セクション分けされたチャプターの使用
チャプターにセクションスタートが設定されている場合、セクションのページ番号設定
は、QuarkXPressが新しいセクションスタートを検出するまで、ブック全体で有効な状
態が続きます。たとえば、ブックの最初のチャプターが、ページ番号に接頭辞「A」が付
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いているセクションである場合は、QuarkXPressが新しいセクションを検出するまで、
後続のチャプターのすべてのページに接頭辞「A」が付けられます。この例では、2番目
のチャプターが接頭辞「B」の付いた新しいセクションになります。

ブックのチャプターのセクションは、いつでも追加、変更、および削除できます（ペー
ジ > セクション）。ブック内のすべてのチャプターからすべてのセクションを削除する
と、そのブックは連続ページ番号設定を逆転させます。

ブックパレットでチャプターのページ番号を表示するには、自動ページ番号設定を使用す
る必要があります。

セクションを含まないチャプターの使用
チャプターにセクションが含まれていない場合、QuarkXPressは各チャプターの最初の
ページで「ブックチャプタースタート」を作成します。ブックチャプタースタートがあ
ると、そのチャプターのページ番号は、直前のチャプターの最終ページ番号の次から始
まります。ブックチャプタースタートを無効にしてセクションを作成するには、チャプ
ターを開いてページ > セクションを選択します。セクションスタートをオンにすると、
ブックチャプタースタートがオフになります。チャプターにページを追加したり、チャ
プターの順序を並べ替えたり、またはチャプターを削除したりすると、後続のページや
チャプターはこのセクションスタートに応じて番号付けされます。

出力されるチャプターページにブックのページ番号設定が正確に反映されるようにするた
め、ページ番号は現在のページ番号文字を使用して挿入してください。

ブックを開くユーザーは、チャプターを追加、並べ替え、および削除できます。また、
チャプターにセクションを追加して、連続ページ番号設定を無効にしたり、チャプター
を同期したりすることもできます。このような作業はひとりのユーザー（編集者など）
に割り当て、他のユーザーには、パレットでチャプターを開いたり閉じたりする作業だ
けを行うよう依頼できます。

関連付けられたQuarkXPressブックの外部でチャプターを開く、つまりブックパレット
を使用してチャプターを開かなかった場合は、ページ番号が一時的に変更されます。チャ
プターの区切りを越えてページ番号を自動的に更新するブックチャプタースタートが含
まれている場合は、ブックの外部で編集している間、そのチャプターのページ番号は1か
ら始まります。ブックパレットを使用して同じチャプターを再び開くと、ページ番号は
自動的に更新されます。チャプターに通常のセクションスタートがある場合は、ブック
の外部で編集するときでもページ番号は変わりません。

チャプターの同期
ブックのチャプターで使用されているスタイルシート、カラー、H&J（ハイフネーショ
ンジャスティフィケーション）、リスト、ダッシュおよびストライプをすべて統一する
には、マスターチャプターの仕様に一致させます。デフォルトでは、ブックの最初のチャ
プターがマスターチャプターになりますが、マスターチャプターはいつでも変更できま
す。

チャプターを同期すると、各チャプターのすべての仕様がマスターチャプターの仕様と
比較され、必要に応じて変更されます。チャプターを同期した後は、ブックの各チャプ
ターは、マスターチャプターと同じスタイルシート、カラー、H&J、リスト、ダッシュ
およびストライプを持つようになります。
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マスターチャプターの指定
デフォルトでは、ブックに追加する最初のチャプターがマスターチャプターになります。
マスターチャプターは、ブックパレットのチャプター名の左にMが付いて示されます。
マスターチャプターを変更するには、新しいマスターチャプターをクリックして選択し
ます。次に、そのチャプター名の左の空白の領域をクリックすると、マスターチャプター
アイコンのMが新しいチャプターに移動します。

仕様の同期
ブック内の仕様を同期する前に、まずスタイルシート、カラー、ハイフネーションとジャ
スティフィケーションの仕様、リスト、およびダッシュとストライブが現在のマスター
チャプターで正しく定義されていることを確認してください。次に、下記の手順に従っ
てください。

1 ブックのすべてのチャプターの状況が、利用可能になっていることを確認します。利用
可能になっていない場合、そのチャプターの仕様は同期されません。

2 同期するチャプターを選択します。連続するチャプターの範囲を選択するには、最初の
チャプターをクリックした後に、Shiftキーを押しながら範囲の最後のチャプターをクリッ
クします。連続しない複数のチャプターを選択するには、Command/Ctrlキーを押しな
がら、それぞれのチャプターをクリックします。

3 ブックパレットでブックを同期ボタン をクリックします。選択チャプターを同期ダイ
アログボックスが表示されます。

4 スタイルシート、カラー、H&J、リスト、またはダッシュ＆ストライプタブをクリック
して、リストから仕様を選択します。利用可能リストに適切な仕様がすべて表示されま
す。同期する仕様を選択してダブルクリックするか、矢印をクリックしてそれらを使用
列まで移動します。

5 選択チャプターを同期ダイアログボックスですべての仕様を同期するには、全て統一ボ
タンをクリックします。

6 OKをクリックします。ブックの各チャプターが開かれ、マスターチャプターと比較され
た後、必要に応じて変更され、保存されます。チャプターを同期すると、下記のように
変更が行われます。

• 同じ名前の仕様が比較されます。必要に応じて、マスターチャプターの仕様と一致する
ようにチャプター仕様が編集されます。

• マスターチャプターに含まれてる仕様が他のチャプターに含まれていない場合は、追加
されます。

• 他のチャプターに含まれている仕様で、マスターチャプターで定義されていないものは
変更されません。

ブックの仕様に影響を及ぼす変更を行う場合は、チャプターを再同期する必要がありま
す。

ブックの仕様に対して一括変更を行う場合は、同期を使用できます。たとえば、ブック全
体で使用するスポットカラーを変更する場合は、カラーの定義をマスターチャプターで変
更してから、ブックを同期ボタン をクリックします。
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チャプターの印刷
ブックパレットには、同じ設定を使用する複数のチャプターをすばやく印刷する機能が
用意されています。ブックパレットでは、ブック全体を印刷することも一部のチャプター
のみを印刷することもできます。開いているブックのチャプターの印刷については、下
記の手順に従ってください。

1 印刷するチャプターの状況が、利用可能またはオープンになっていることを確認します。
状況が移動になっているチャプターや、現在他のユーザーによって使用されているチャ
プターは印刷できません。

2 ブック全体を印刷する場合は、チャプターを選択しないようにしてください。1つのチャ
プターを選択する場合は、そのチャプターをクリックします。連続する複数のチャプター
を選択する場合は、Shiftキーを押しながらチャプターをクリックします。連続しない複
数のチャプターを選択する場合は、Command／Ctrlキーを押しながらチャプターをク
リックします。

3 ブックパレットのチャプター印刷ボタン をクリックして、印刷ダイアログボックスを
表示します。

4 選択した全チャプターのすべてのページを印刷するには、ページドロップダウンメニュー
から全てを選択します。

5 他の印刷設定を指定するか、印刷書式ドロップダウンメニューからオプションを選択し
ます。すべてのページまたはチャプターが、ここで設定した値を使用して印刷されます。

6 OKをクリックします。QuarkXPressは、すべてのチャプターを開き、印刷してから、
各チャプターを閉じます。チャプターが移動されている場合や他のユーザーによって使
用されている場合は、ブックは印刷されません。

印刷ダイアログボックスなどのページ番号を入力するフィールドでは、接頭辞も含む完全
なページ番号、または絶対ページ番号を入力する必要があります。絶対ページ番号とは、
ドキュメントのセクション分けの方法に関係なく、ドキュメントの最初のページに対する
相対的な位置を表したものです。ダイアログボックスで絶対ページ番号を指定するには、
ページ番号の前にプラス（+）記号を入力します。たとえば、ドキュメントの最初のペー
ジを表示する場合は、「+1」と入力します。

ブックの索引と目次の作成
QuarkXPressでは、ブック全体の索引と目次を生成できます。これらの機能はブックパ
レットではなく、リストと索引機能によって実現されています。ただし、完全なリスト
や索引を生成するには、ブックのすべてのチャプターが利用可能である必要があります。

ブックの索引
Index QuarkXTensionsが読み込まれていると、索引機能が利用できます。索引を作成
するには、索引パレット（表示メニュー）を使用して、テキストを索引見出し語として
タグ付けします。索引の約物は索引の環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編
集 > 環境設定 > 索引）で指定します。ブックが完成したら、索引の作成ダイアログボッ
クス（ユーティリティ メニュー）を使用して索引を生成します。
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ブックのリスト
QuarkXPressでは、リストは、特定の段落スタイルシートでスタイル設定されたテキス
トを編集したものです。たとえば、「チャプター名」スタイルシートのすべてのテキス
トおよび「セクションヘッド」スタイルシートのすべてのテキストをコンパイルして、2
つのレベルを持つ目次を作成できます。リストは目次だけに限定されるものではありま
せん。たとえば、キャプションに使用されているスタイルシートからイラストのリスト
を作成できます。リストの作成には、編集メニューのリストダイアログボックスおよび
表示メニューのリストパレットを使用します。

ライブラリの使用

ライブラリは、ロゴ、出版物の発行人欄、登録商標の表記、および写真などの頻繁に使
用されるページアイテムを保管するのに便利です。個々のライブラリにはアイテムを2000
まで保存できます。ライブラリのアイテムは、テキストボックス、テキストパス、画像
ボックス、ライン、複数選択されたアイテム、またはグループです。ライブラリーのア
イテムを出し入れするには、単にドラッグするか、またはカット／コピー＆ペーストを
実行します。

ライブラリは、レイアウトで随時必要とされるアイテムを保管するのに便利です。たと
えば、会社のロゴ、法的情報、一般によく使用される画像やテキスト、図表の書式、お
よびクリップアートは、すべて一般的なライブラリアイテムに含まれます。記憶するの
が難しい書式のアイテムもライブラリに保存できます。

ライブラリパレットのスクロールバーを使用して、ライブラリのアイテム全体を縦方向
にスクロールします。サイズを変更するには、ライブラリパレットの右下にあるサイズ
変更ボックスをドラッグします。ライブラリパレットは、ズームボックスをクリックし
て拡張できます。もう一度ズームボックスをクリックすると、前の表示に戻ります。

ライブラリパレット

QuarkXPressのライブラリはクロスプラットフォームではないため、ライブラリを開く
には、作成されたときのプラットフォームを使用する必要があります。
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ライブラリの作成
新規ライブラリはいつでも作成できますが、その時点で開いているファイル数が25より
少ない場合に限ります。新規ライブラリの作成については、下記の手順に従ってくださ
い。

1 ファイル > 新規 > ライブラリを選択します。

作成した新規ライブラリは、手動で閉じるまで開いたままです。QuarkXPressを起動す
ると、以前に開いていたライブラリーパレットが自動的に再度開かれ、デフォルトのライ
ブラリ位置に置かれます。

2 ダイアログボックスのコントロールを使用して、新規ライブラリファイルの場所を指定
します。

3 ライブラリ名／ファイル名フィールドに、ライブラリの名前を入力します。

4 作成をクリックします。

ライブラリアイテムの追加
ライブラリにアイテムを追加すると、アイテムのコピーがライブラリに配置され、サム
ネールとして表示されます。元のアイテムはドキュメントから削除されません。ライブ
ラリにアイテムを追加するには、下記の手順に従ってください。

1
アイテムツール を選択します。

2 ライブラリに配置するアイテムまたはアイテムのグループを選択します。複数のアイテ
ムを選択するには、Shiftキーを押しながら各アイテムをクリックします。ただし、複数
のアイテムを選択すると、別個のアイテムとしてではなく1つのアイテムとしてライブラ
リに保存されます。

3 ライブラリにアイテムまたはグループをドラッグし、ライブラリポインタ が表示され
たらマウスボタンを放します。ライブラリアイテムが矢印アイコンの間に配置されます。

ライブラリアイテムの検索
ライブラリアイテムをドキュメントに配置するには、任意のツールを選択してライブラ
リアイテムをクリックします。アイテムをドキュメントにドラッグします。ライブラリ
アイテムのコピーがドキュメントに配置されます。

ライブラリアイテムの操作
ライブラリのアイテムを並び替えたり、アイテムを1つのライブラリから別のライブラリ
に移動したり、ライブラリアイテムを置換または削除したりすることができます。

• ライブラリのアイテムを並び替えるには、アイテムをクリックして新しい位置にドラッ
グします。

• アイテムを1つのライブラリから別のライブラリにコピーするには、アイテムをクリック
し、開いた別のライブラリにドラッグします。

• ライブラリのアイテムを置き換えるには、ドキュメントで置き換えるアイテムを選択し
てから、編集 > コピーを選択します。ライブラリのアイテムをクリックして選択し、編
集 > ペーストを選択します。
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• Mac OSでライブラリからアイテムを削除するには、アイテムをクリックしてから編集>
削除、編集 > カットを選択するか、Deleteキーを押します。Windowsでライブラリか
らアイテムを削除するには、ライブラリパレットメニューの編集 > 削除を選択するか、
編集 > カットを選択します。

Windowsのみ:Windowsでライブラリのアイテムをコピー、ペースト、または削除する
場合、ライブラリパレット上部の編集メニューを使用します。

ドキュメントに高解像度の画像をインポートした後で、その画像を移動する場合、ライブ
ラリアイテムをドキュメントに移動するときに補助メニューの使用状況コマンドで画像へ
のパスを更新する必要があります。

ラベルの使用
QuarkXPressでは、ライブラリアイテムにラベルを適用して管理できます。複数のアイ
テムに同じラベルを適用できます。また、そのラベルに従ってライブラリアイテムを選
択して表示できます。たとえば、ライブラリに企業ロゴが多数保存されている場合、そ
れぞれのアイテムに該当する企業名をラベル付けできます。

ライブラリアイテムの命名
ライブラリアイテムの1つに名前を付けた後、その名前を他のアイテムにも使用できま
す。または、ライブラリアイテムのそれぞれに固有の名前を付けることもできます。ラ
イブラリアイテムの命名については、下記の手順に従ってください。

1 ライブラリアイテムをダブルクリックして、ライブラリ登録ダイアログボックスを表示
します。

2 名前フィールドに記述名を入力するか、名前リストから選択します。ライブラリアイテ
ムの名前を変更するには、新しい名前を入力するか、リストから別の名前を選択します。

3 OKをクリックします。

名前別のライブラリ見出し語の表示
見出し語を名前別に表示するには、ライブラリパレットの左上にある、ドロップダウン
メニュー（Mac OS）をクリックするか、ラベルメニュー（Windows）をクリックしま
す。表示する、見出し語に関連付けられた名前を選択します。

• メニューには全ての、名前なし、および作成して見出し語に適用したすべてのラベルが
一覧されます。

• 複数の名前を選択して、複数カテゴリの見出し語を表示できます。この場合、選択した
各名前の隣にチェックマークが表示されます。

• Mac OSで複数の名前を選択すると、ドロップダウンメニューに混合ラベルが表示され
ます。Windowsで名前メニューを選択すると、パレットに表示されている名前の隣に
チェックマークが表示されます。

• 名前に関わらずすべてのライブラリ見出しを表示するには、全てのを選択します。

• 名前が適用されていない見出しを表示するには、名前なし を選択します。別の名前に加
えて、名前なしを選択できます。

• ラベルが適用されている見出し語を非表示にするには、再度名前を選択します。
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ライブラリの保存
ライブラリパレットの閉じるボックスをクリックすると、ライブラリに対して行った変
更が自動的に保存されます。ライブラリへの自動保存機能を使用して、各変更をオンザ
フライで保存することもできます。ライブラリへの自動保存機能の使用については、下
記の手順に従ってください。

1 QuarkXPress/編集 > 環境設定を選択して、左側にあるリストから保存をクリックし
て、保存ペインを表示します。

2 ライブラリへの自動保存チェックボックスをオンにします。

3 OKをクリックします。
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出力

レーザープリンタで確認できるようにプルーフコピーを印刷する場合でも、また高解像
度のイメージセッタでフィルムまたは版の最終的な出力が必要な場合でも、QuarkXPress
では毎回満足できる結果が得られます。

印刷レイアウト

出版環境の多くでは、デスクトップのインクジェットプリンタからオフィスのレーザー
プリンタやハイエンドのプレートセッタまで、さまざまな出力デバイスを使用して印刷
できます。以下のトピックでは、QuarkXPressを使用した印刷方法について説明します。

画像パスの更新
QuarkXPressでは、取り込んだ画像に対して、低解像度と高解像度の2種類の情報を使
用します。低解像度の情報は、画像のプレビュー表示に使用します。印刷時に元の画像
ファイルに含まれる高解像度の情報は、その画像へのパスを使用してアクセスできます。

画像へのパスは、画像を取り込むときに確立されます。アプリケーションは、各画像パ
スに関する情報と、画像の最終変更日の情報を保持します。

取り込み後に画像を移動または変更すると、印刷コマンドまたは出力用ファイルの収集
コマンド（ファイルメニュー）を実行したときに、警告メッセージが表示されます。

画像をプロジェクトと同じフォルダに保存する場合は、画像パスを維持する必要はありま
せん。 画像をアーティクルと同じフォルダに保存する場合は、画像パスを維持する必要
はありません。アプリケーションでは、ドキュメントと同じフォルダに格納されている画
像であれば、その画像が取り込み時に同じフォルダに格納されたかどうかに関係なく、常
に「検索」できます。

OPI（オープンプリプレスインターフェイス）システムは、高解像度画像の代わりにな
り、フルカラーで検索した画像を事前に色分解します。このような出力システムを使用
する場合、たとえば、低解像度のRGB TIFFをドキュメントに取り込み、低解像度の画像
が印刷時に高解像度の画像に置き換わるように、QuarkXPressにより自動的にOPIコメ
ントが入力されるよう指定できます。OPIシステムにはさまざまなスワップ機能がありま
す。

印刷ダイアログボックスの制御に関する設定
印刷レイアウトを印刷するには、下記の手順に従ってください。
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1 ファイル>印刷（Command+P／Ctrl+P）を選択します。印刷ダイアログボックスが表
示されます。

2 プリンタドライバを選択するには、プリンタドロップダウンメニューからオプションを
選択します。

•Windowsのみ： プロパティボタンをクリックすると、ダイアログボックスが開き、選
択したプリンタドライバに関するコントロールが表示されます。このダイアログボック
スのオプション、またはプリンタのインストール方法についての詳細は、Microsoft
Windowsソフトウェアに付属のマニュアルを参照してください。

3 以下のいずれかの方法で出力オプションを指定します。

• 既存の印刷出力スタイルを使用するには、印刷書式ドロップダウンメニューからオプショ
ンを選択します。

• 手動で印刷オプションを構成するには、ダイアログボックス下部のコントロールを使用
します。印刷ダイアログボックスのこの部分はいくつかのペインに分かれています。ペ
インを表示するには、左下のリストから名前をクリックします。詳細は、「印刷ダイア
ログボックス」を参照してください。

• 選択した印刷オプションを新しい出力スタイルとして保存するには、印刷書式ドロップ
ダウンメニューから新規印刷出力スタイルを選択します。

4 印刷部数を指定するには、部数フィールドに値を入力します。

5 印刷対象のページを指定するには、ページフィールドに値を入力します。印刷するペー
ジ範囲、不連続のページ、または範囲と不連続のページの組み合わせを入力することも
できます。連続または不連続のページ範囲を指定するには、コンマおよびハイフンを使
用します。たとえば、20ページのレイアウトがあり、3～9ページ、12～15ページ、お
よび19ページを印刷する場合、ページフィールドに「3–9,12–15,19」と入力します。

6 奇数ページのみを印刷するか、偶数ページのみを印刷するか、すべてのページを印刷す
るかを指定するには、ページ選択ドロップダウンメニューからオプションを選択します。
全ての（デフォルト設定）を選択すると、関連ページがすべて印刷されます。奇数ペー
ジを選択すると、奇数ページのみが印刷されます。偶数ぺージを選択すると、偶数ペー
ジのみが印刷されます。

7 ドキュメントの印刷を拡大または縮小するには、縮小率フィールドに割合を入力します。
デフォルトは100%です。

8 レイアウトを2部以上印刷する場合で、1部ずつページ順に出力する場合、丁合いチェッ
クボックスをオンにします。丁合いチェックボックスをオフにすると、各ページが一度
に複数部印刷されます。

9 フィルムまたは用紙に横一列にスプレッド印刷する（隣接するページを平行に印刷する）
には、スプレッドチェックボックスをオンにします。

10 逆順で複数レイアウトを印刷するには、逆順チェックボックスをオンにします。レイア
ウトの最後のページが最初に印刷されます。

11 印刷領域に合わせるチェックボックスをオンにすると、選択したメディアの印刷可能領
域に合わせてドキュメントでページのサイズが拡大または縮小します。

12 Mac OSのみ：プリンタボタンをクリックすると、プリンタドライバダイアログボック
スが開きます。詳細は、コンピュータに付属のマニュアルを参照してください。
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13 レイアウトを印刷するには、印刷をクリックします。

14 設定を保存しない場合、またはレイアウトを印刷しない場合は、キャンセルをクリック
して印刷ダイアログボックスを閉じます。

印刷ダイアログボックスの右上の領域は、ページのプレビュー領域です。この画像を使用
して、出力デバイスでのページの表示方法をプレビューできます。

印刷ダイアログボックス
印刷ダイアログボックスのペインについては、以下のトピックで説明します。

デバイスペイン
PPDの選択やページの配置など、デバイス固有の設定を行うには、デバイスペインを使
用します。

• PPDを指定すると、用紙サイズ、横、および縦フィールドに、PPDから供給されるデフォ
ルトの情報が自動的に入力されます。イメージセッタでPPDを選択すると、ページ間隔
と用紙のオフセットフィールドも使用できるようになります。PPDマネジャーダイアロ
グボックス（補助メニュー）を使用すると、PPDドロップダウンメニューから使用可能
なPPDのリストをカスタマイズできます。適切なPPDがない場合、類似する汎用の組み
込みPPDが選択されます。

• プリンタで使用するメディアのサイズを指定するには、用紙サイズドロップダウンメ
ニューからサイズを選択します。

• プリンタでメディア縦横のサイズをカスタマイズするには、用紙サイズドロップダウン
メニューからその他を選択し、横および縦フィールドに値を入力します。連続給紙また
は非ドラム式のイメージセッタに出力を送信する場合、縦フィールドを自動に設定しま
す。

• 選択した出力メディアでドキュメントの位置を指定するには、設定位置ドロップダウン
メニューからオプションを選択します。

• 選択したPPDのデフォルトの解像度が解像度フィールドに自動的に入力されます。

•イメージセッタの場合のみ：用紙のオフセットフィールドに値を入力し、ページの左端
がロールメディアの左端からオフセット（またはインセット）される距離を指定します。

•イメージセッタの場合のみ：ページ間隔フィールドに値を入力し、ページをロールに印
刷する場合のレイアウトのページ間隔を指定します。

• ページ画像のネガを印刷する場合、ネガ印刷チェックボックスをオンにします。

• 出力中に報告されるPostScriptのエラー出力を受信するには、PostScriptエラーハンド
ラをオンにします。

ページペイン
ページ方向、タイリング、ページのフリップなどの関連オプションを指定するには、ペー
ジペインを使用します。

• 縦置きモードと横置きモードのどちらで印刷するかを指定するには、方向ラジオボタン
（縦置きまたは横置き）をクリックします。

• 空白のページを出力に含める場合は、空白ページを含むチェックボックスをオンにしま
す。
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• サイズを縮小して1枚の紙にレイアウトの複数ページを印刷するには、サムネールチェッ
クボックスをオンにします。

• 出力を縦と横のどちらかにフリップさせるには、ページフリップドロップダウンメニュー
からオプションを選択します。

セクション（タイル）に大きなレイアウトを印刷するには、ページタイリングドロップ
ダウンメニューからオプションを選択します。アプリケーションでは、チェックマーク
と位置情報がタイルごとに印刷されるため、組み直しの場合に便利です。

• ルーラーの元の位置を指定してページのタイリング方法を制御するには、手動を選択し
ます。

• アプリケーションでレイアウトのサイズ、メディアのサイズ、絶対オーバーラップをオ
ンにするかどうか、およびオーバーラップ幅フィールドの値に応じて、各ドキュメント
の印刷に必要なタイル数を決定するには、自動を選択します。オーバーラップ幅フィー
ルドで入力する値は、アプリケーションで必要に応じてタイルを作成する場合にページ
の拡大に使用する値です。絶対オーバーラップをオンにすると、ページを拡大してタイ
ルを作成する場合に、アプリケーションでオーバーラップ幅フィールドの値のみが使用
されます。絶対オーバーラップをオフにすると、タイルの作成時にアプリケーションで
オーバーラップ幅フィールドの最小値が使用されますが、より大きな値を必要に応じて
使用する場合もあります。最終的な組み立てタイルの中央にレイアウトを配置する場合
は、絶対オーバーラップチェックボックスをオフにします。

画像ペイン
画像の印刷方法を制御するには、画像ペインを使用します。

• 画像の印刷方法を指定するには、出力ドロップダウンメニューからオプションを選択し
ます。標準を選択すると、画像のソースファイルのデータを使用して高解像度で画像が
出力されます。低解像度を選択すると、画像が画面のプレビューどおりの解像度で印刷
されます。ラフを選択すると、画像が出力されず、フレーム付のボックスとその中の「x」
がブレンドして印刷されます。そのため、画面では空の画像ボックスのように表示され
ます。

• 印刷データの形式を指定するには、データドロップダウンメニューからオプションを選
択します。バイナリ形式の場合、ドキュメントの印刷速度が上がりますが、ASCIIオプ
ションの方が、さまざまなプリンタやプリントスプーラで読み取り可能な標準形式であ
るため簡単です。クリーン8ビットオプションでは、ASCIIとバイナリがさまざまなポー
タブルファイル形式で組み合わせられます。

• （EPSファイルのオーバープリント設定に関係なく）黒の要素すべてをEPS画像に強制的
に取り込んでオーバープリントさせるには、EPSブラックのオーバープリントチェック
ボックスをオンにします。

• 1ビットのTIFFをフル解像度で（デバイスリストアイテムで指定した解像度を超えない範
囲で）印刷するには、プリンタ解像度でTIFF出力チェックボックスをオンにします。プ
リンタ解像度でTIFF出力チェックボックスをオフにすると、1ビットを超える画像が1イ
ンチ当たりのライン数（lpi）設定でサブサンプリングされます。

フォントペイン
出力時に含めるフォントを指定するには、フォントペインを使用します。このペインの
オプションの多くは、PostScript出力デバイスへの印刷時のみ使用できます。
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• PostScriptレベル3以上の出力デバイス、またはPostScript 2バージョン2015以降を使
用するデバイスに印刷する場合、フォント形式の最適化チェックボックスをオンにしま
す。

• レイアウトとすべてのシステムフォントで使用するフォントをすべてダウンロードする
には、レイアウトフォントをダウンロードチェックボックスをオンにします。ダウンロー
ドするフォントを制御するには、レイアウトフォントをダウンロードチェックボックス
をオフにしてから、ダウンロードするフォントごとにダウンロードチェックボックスを
オンにします。表示ドロップダウンメニューのオプションを選択しても、一覧にあるフォ
ントを制御できます。

• 取り込んだPDFおよびEPSファイルで必要なすべてのフォントをダウンロードするには、
インポートされたPDF／EPSフォントをダウンロードチェックボックスをオンにします。

カラーペイン
カラーペインを使用してカラー出力を制御します。

• 1つのページにすべてのカラーを印刷するには、モードドロップダウンメニューからコン
ポジットを選択します。In-RIP分版に対応しているデバイスに印刷するには、モードド
ロップダウンメニューから色分解を選択します。コンポジット出力についての詳細は、
「カラーコンポジットの印刷」を参照してください。色分解についての詳細は、「色分
解の印刷」を参照してください。

• 出力デバイスの出力設定を指定するには、設定ドロップダウンメニューからオプション
を選択します。カラーマネージメントについての詳細は、「ソースセットアップおよび
出力セットアップ」を参照してください。

• デフォルトのハーフトーン図形および線数を指定するには、ハーフトーンおよび線数ド
ロップダウンメニューを使用します。ハーフトーンドロップダウンメニューでプリンタ
オプションを選択すると、出力デバイスがすべてのハーフトーン設定を決定します。

• 特定の版のみを印刷し、ハーフトーンオプションを版ごとに制御するには、版のリスト
のコントロールを使用します。

マークペイン
切り抜きマーク、トンボ、ブリードマークなどを出力に含めるには、マークペインを使
用します。切り抜きマークを選択すると、短い縦横の線がページの最終的なトリムサイ
ズの外側に印刷されます。このマークはページの切り取り位置を示します。トンボは、
版のオーバーレイ調節に使用する記号です。ブリードマークは、ページのブリード範囲
を示します。

• 切り取りマークとトンボをすべてのページに含めるには、マークドロップダウンメニュー
からセンターまたはオフセンターを選択します。

•センターまたはオフセンターを選択すると、幅、長さ、およびオフセットの各フィール
ドが使用可能になります。幅と長さフィールドの値により、切り取りマークの幅と長さ
が決まります。オフセットフィールドの値により、ページの端から切り取りマークまで
の距離が決まります。

• ブリードの位置を示すマークを含めるには、ブリードマークを含むオプションを選択し
ます。
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レイヤーペイン
出力するレイヤーと出力しないレイヤーを指定するには、レイヤーペインを使用します。

印刷ダイアログボックスのみ：レイヤーペインの設定をレイアウトに適用するには、レ
イヤー属性を適用チェックボックスをオンにします。

ブリードペイン
ブリードペインを使用すると、印刷時にアイテムをブリード（ページの端を拡大）でき
ます。ブリード設定はレイアウト内のすべてのページに適用されます。

レイアウトページの端からどのくらいブリードを拡大するかを定義してブリードを作成
するには、ブリードの種類ドロップダウンメニューから均等または不均等を選択します。

• 各ページの端から均等な距離で拡大してブリードを作成するには、均等を選択して量
フィールドに値を入力し、ブリードの距離を指定します。

• 各ページの端から異なる距離で拡大してブリードを作成するには、不均等を選択して上
揃え、下揃え、左揃え、右揃えの各フィールドに値を入力し、ブリードの距離を指定し
ます。

•印刷およびPDF出力のみ：ページの境界を越えて広がるページアイテムをすべて囲むよ
うにブリードを拡大するには、ページアイテムを選択します。

•印刷およびPDF出力のみ：ブリードされるアイテムをブリードの端で切り取るか、それ
らのアイテムをすべて印刷できるようにするかを定義するには、ブリード限度でクリッ
プチェックボックスをオンにします。

ブリードペインは、Custom Bleeds XTensionsソフトウェアがインストールされている
場合のみ使用できます。

透明度ペイン
書き出し時の透明度の処理方法を指定するには、透明度ペインを使用します。

• 透明度の関係においてベクトルデータが発生した場合、そのデータを含む画像のラスタ
ライズに使用する解像度を指定するには、ベクトル画像コントロールを使用します。ベ
クトル画像には通常細い線が含まれていて、この線が低解像度ではギザギザに見えるた
め、この値を高くすることをお勧めします。またこのフィールドでは、透明度の関係に
おけるビットマップフレームのレンダリング解像度も制御します。

•ブレンドコントロールでは、透明度の関係においてブレンドが発生した場合に、その解
像度を指定できます。通常ブレンドには鋭角が含まれていないため、比較的低解像度で
ラスタライズされます。

•ドロップシャドウコントロールでは、ドロップシャドウのラスタライズの解像度を指定
できます。ぼかしなしでドロップシャドウを作成しない限り、この値は比較的小さくで
きます。

これらのいずれかのフィールドで低解像度の値を選択すると、平滑化に必要な時間が短
縮し、レイアウトを出力へ送信する場合の処理時間も節約できます。

透明度の関係に関わる回転または傾斜しているアイテムは、RIPへ送信する前にラスタラ
イズする必要があります。回転または傾斜の方向によっては、低解像度で行うと画質が
低下する傾向があるため、QuarkXPressはこのようなアイテムをアップサンプリングし
てから回転または傾斜させます。これにより画質の低下を最小限に抑えることができま
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す。透明度の関係に伴う、回転または傾斜したアイテムおよび画像のアップサンプリン
グの解像度を手動で設定する場合、回転／傾斜のアップサンプルチェックボックスをオ
ンにします。低解像度値を使用したために、回転または傾斜したアイテムの表示にムラ
ができて画質が低下する場合、このチェックボックスをオンにしてからアップサンプル
の値フィールドに値を入力します。アップサンプルの値フィールドの値は、ベクトル画
像、ブレンド、およびドロップシャドウフィールドの最大解像度の値以上である必要が
あります。

dpi（次よりも画像が小さい場合）フィールドでは、回転または傾斜したアイテムをアッ
プサンプリングする上限の値を指定できます。このフィールドの目的は、回転／傾斜の
アップサンプル値の値に近い回転または傾斜したアイテムが不要にアップサンプリング
されないようにすることです。一般的にこの値は、回転／傾斜のアップサンプル値より
も約100dpi低く設定します。

不透明度を考慮に入れずにアイテムを印刷するには、透明効果を無視チェックボックス
をオンにします。すべてのアイテムは、不透明度の値に関係なく100%不透明として扱
われます。また、ドロップシャドウおよび画像のマスクは無視されます。このオプショ
ンは、透明度関連の出力の問題解決に役立ちます。

取り込まれたPDFファイルとAdobe Illustratorファイルで、平滑化された透明度の解像
度を制御するには、平滑化解像度フィールドに値を入力します。

フラットナは、ドロップシャドウ、ブレンド、半透明の画像、またはアルファチャンネル
でマスクされた画像など、ラスター要素が領域に含まれている場合にその領域をラスタラ
イズします。フラットナは、ソリッドカラーの領域にラスター要素が重なっていない限
り、（半透明レイヤー処理の結果に関係なく）その領域はラスタライズしません。

JDFペイン
プロジェクトのジョブジャケット構造からJDFファイルを保存するかどうかを指定するに
は、JDFペインを使用します。JDFを出力チェックボックスをオンにすると、ジョブジャ
ケットの連絡先を含めるドロップダウンリストが使用可能になります。プロジェクトの
ジョブジャケット構造にある連絡先一覧から連絡先を選択します。

OPIペイン
OPI（オープンプリプレスインターフェイス）の設定を制御するには、OPIペインを使用
します。

• OPIサーバーを使用しない場合はOPIアクティブチェックボックスをオンにします。

• TIFFまたはEPS画像を出力ストリームに含めるには、画像を含むチェックボックスをオン
にします。

• 高解像度のTIFF画像ではなく、レイアウトで使用する低解像度のTIFF画像を含めるには、
低解像度チェックボックスをオンにします。

EPS画像で高解像度ファイルが見つからない場合、画面のプレビューが代用されます。

OPIペインを使用できるのは、OPI XTensionsソフトウェアがインストールされている
場合のみです。

詳細設定ペイン
詳細設定ペインでは、出力デバイスのPostScriptレベルを指定できます。
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概要ペイン
概要ペインには、他のペインの設定の概要が表示されます。

ページのプレビュー領域
印刷レイアウトの場合、印刷ダイアログボックス（ファイルメニュー）にページのプレ
ビュー領域という出力ページの画像があります。このページプレビュー領域には、実際
のアイテムはレイアウトページに表示されず、ターゲットメディアとの相対関係でペー
ジの形状と方向が表示されます。

• 青い方形はレイアウトページを表します。

• 緑の方形は選択したメディアの印刷可能領域を表します。

• 黒の方形は、PPDドロップダウンメニュー（デバイスペイン）から給紙デバイスを選択
したときのメディア領域を表します。

• レイアウトを囲むグレイの領域は、Custom Bleeds XTensionsソフトウェア（ブリード
ペイン）を使用してブリード設定を選択した場合のブリードを表します。

• 切り取りマークまたはブリードマークを含むページサイズが、印刷メディアの印刷可能
領域よりも大きい場合、印刷可能領域の外側にあるレイアウトの赤い領域の部分が切り
取られます。ページペインで自動タイリングを有効にすると、赤い領域が表示されませ
ん。

• 「R」は回転、ポジ／ネガ、およびフリップを表します。

• グラフィックプレビューの左の矢印は、フィルムまたはページの給紙方向を示します。

• グラフィックプレビューの下には2つの小さいアイコンがあります。カットシートアイコ
ンは、PPDドロップダウンメニュー（デバイスペイン）からカットシート型の出力デバ
イスを選択したことを示します。一方、ロール給紙アイコンは、PPDドロップダウンメ
ニューからロール給紙型の出力デバイスを選択したことを示します。疑問符は、ページ
のプレビュー領域で使用する色の凡例を表示するドロップダウン形式のボタンです。

• （マークペインで）トンボをオンにすると、これらもページのプレビュー領域に表示さ
れます。

• （ページペインで）サムネールチェックボックスをオンにすると、プレビューがサムネー
ルで表示されます。

色分解の印刷
色分解で印刷を行うには、下記の手順に従ってください。

1 印刷ダイアログボックス（ファイルメニュー）のカラーペインを表示します。

2 モードドロップダウンメニューから色分解を選択します。

3 設定ドロップダウンリストからオプションを選択します。

• In-RIP分版オプションを選択すると、プロセスカラーとスポットカラーの版がすべて印
刷されます。この場合の出力形式はコンポジットです。ただし、印刷するPostScriptファ
イルには色分解の情報が含まれます。PostScriptレベル3のデバイスを使用する場合は、
In-RIP分版オプションを選択する必要があります。また設定ドロップダウンメニューに
は、デフォルト出力セットアップダイアログボックス（編集 > 出力セットアップ）のリ
ストにある色分解ベースの出力設定がすべて含まれています。
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4 ハーフトーンドロップダウンメニューから以下のオプションを選択します。

• 指定するハーフトーン設定を使用するには、計算値を選択します。

• RIPに組み込まれているハーフトーン設定を使用するには、プリンタを選択します。この
オプションを選択すると、このペインのハーフトーンコントロールは無効になります。

5 デフォルト以外の線数の値を指定するには、線数フィールドに1インチ当たりのライン数
（lpi）の値を入力するか、または線数ドロップダウンメニューからオプションを選択し
ます。

6 カラーペインの下にあるリストには、デフォルトのハーフトーン、線数、角度、および
網点形状の設定のほかに、レイアウトで使用する版が表示されます。一般的に、版のリ
ストにあるデフォルト設定で、適切な印刷結果が得られます。ただし、これらの設定を
調整しなければならない場合もあります。列のダッシュ記号は、その列のエントリが編
集不可であることを示しています。

•印刷列のチェックマークをすべてオフにして個々の版の印刷をキャンセルするか、また
は版を選択して印刷列のドロップダウンメニューからいいえを選択します。

•モードドロップダウンメニューから色分解を選択すると、版列のリストにドキュメント
のスポットカラーとプロセスインキが表示されます。カラーペインの上部にある設定ド
ロップダウンメニューで、リストに表示するレイアウト版を指定します。

•ハーフトーンドロップダウンメニューでは、スポットカラーに対してさまざまな画面の
角度を割り当てることができます。スポットカラーに対するデフォルトの画面の値は、
カラーの編集ダイアログボックス（編集 > カラー > 新規）のハーフトーンドロップダウ
ンメニューで指定します。

•線数列には、ライン画面の線数の値が表示されます。これは1インチ当たりのライン（lpi）
の値で、カラー版ごとに適用されます。版のデフォルト値を使用しない場合、線数ドロッ
プダウンメニューからその他を選択し、線数／その他ダイアログボックスを表示します。

•角度列のリストには、カラー版ごとの画面の角度が表示されます。デフォルト値を使用
しない場合、角度ドロップダウンメニューからその他を選択し、角度／その他ダイアロ
グボックスを表示します。

• 印刷画面で別のドット形状を指定するには、網点形状列のドロップダウンメニューから
オプションを選択します。

カラーコンポジットの印刷
（色分解ではなく）カラーコンポジット出力で印刷するには、下記の手順に従ってくだ
さい。

1 印刷ダイアログボックス（ファイルメニュー）のカラーペインを表示します。

2 モードドロップダウンメニューからコンポジットを選択します。

3 設定ドロップダウンリストからオプションを選択します。

•グレイスケール

•コンポジットCMYK

•コンポジットRGB
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•コンポジットCMYKおよびスポット（コンポジットPostScriptで印刷、In-RIP分版をサ
ポートするデバイス向け）

•カラー変更なし（ソースのカラースペースを使用してカラーアイテムを描く、PostScript
コンポジットカラーデバイスへの出力向け）

また設定ドロップダウンメニューには、デフォルト出力セットアップダイアログボックス
（編集 > 出力セットアップ）のリストにある色分解ベースの出力設定がすべて含まれて
います。

4 ハーフトーンドロップダウンメニューから計算値またはプリンタを選択します。計算値
オプションを選択すると、QuarkXPressで計算されたハーフトーンの画面の値が使用さ
れます。プリンタオプションを選択すると、選択したプリンタで指定するハーフトーン
画面の値が使用されます。この場合、QuarkXPressからハーフトーンの情報が送信され
ません。

5 デフォルト以外の線数の値を指定するには、線数フィールドに1インチ当たりのライン数
（lpi）の値を入力するか、または線数ドロップダウンメニューからオプションを選択し
ます。

レイアウトの書き出し

書き出し、印刷、およびその他のコマンドにより、ファイルを以下の形式で出力できま
す。

• PostScript（PS）

• EPS（Encapsulated PostScript）

• PDF（Portable Document Format）、PDF/X認証ありまたはなし

• HTML（HyperText Markup Language）

• XHTML（Extensible HyperText Markup Language）

• XML（Extensible Markup Language）

• XSL（Extensible Stylesheet Language）

• XSLT（Extensible Stylesheet Language Translator）

• ePUB（詳細は、「ePUB向けの書き出し」を参照してください）

• Kindle（詳細は、「Kindle向けの書き出し」を参照してください）

• Blio eBook（詳細は、「Blio eReader向けの書き出し」を参照してください）

書き出しのオプションにアクセスするには、ファイル > 書き出しを選択するか、または
書き出しボタン をクリックします。

アクティブなレイアウトの種類により、QuarkXPressの書き出しオプションが決まりま
す。たとえば、印刷レイアウトを表示すると、HTML形式のウェブレイアウトを書き出
すコマンド（ファイル > 書き出し > HTML）を使用できません。

EPS形式でのレイアウトの書き出し
EPS（Encapsulated PostScript）ファイルとしてレイアウトページを書き出すと、ファ
イル名と場所を指定して、（カスタムコントロールまたはEPS出力スタイルから）複数の
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EPS書き出しパラメータを設定できます。基本的なEPS書き出しコントロールを使用する
には、下記の手順に従ってください。

1 ファイル>書き出し>EPS形式のページを選択します。EPS形式のページダイアログボッ
クスが表示されます。

2 ページフィールドにページの範囲を入力します。

3 既存の出力スタイルを使用するには、EPSスタイルドロップダウンメニューからオプショ
ンを選択します。

4 出力設定を修正するには、オプションをクリックします。書き出されたファイルの形式
を制御するには、表示されるダイアログボックスのペインを使用します。

• EPS出力スタイルを使用するには、EPSスタイルドロップダウンメニューからオプション
を選択します。現在の設定でEPS出力スタイルを作成するには、新規EPS出力スタイルを
選択します。

• EPSファイルの形式を指定するには、形式ドロップダウンメニューからオプションを選択
します。

• EPSファイルの大きさ、EPSファイルのプレビュー形式、EPSファイルでページの白い領
域を透明にするか不透明にするか、およびEPSファイルをスプレッド印刷で出力するかど
うかを指定するには、一般ペインを使用します。

• EPSファイルの出力設定および出力に含める版を選択するには、カラーペインを使用しま
す。

• 書き出されるEPSファイル内に埋め込むフォントを指定するには、フォントペインを使用
します。

• EPSファイルでトンボの位置、幅、および長さを指定するには、マークペインを使用しま
す。

• ブリードの種類を均等と不均等のどちらにするか、またEPSファイルの周囲のブリードの
距離を指定するには、ブリードペインを使用します。

• 透明度の設定をオンまたはオフにする場合、またEPSファイルで平滑化されたアイテムの
解像度を制御するには、透明度ペインを使用します。

• EPSファイルに高解像度の元画像を含めるかどうかのオプションを指定する、またTIFFお
よびEPSオプションを個別に制御するには、OPIペインを使用します。

• EPSファイルの作成と同時にJDF（Job Definition Format）ファイルを作成するかどう
かを指定するには、JDFペインを使用します。このオプションを選択するのは、JDFワー
クフローでジョブジャケットを使用する場合です。

• EPSをPostScriptレベル2またはPostScriptレベル3のどちらに準拠させるかを選択する
には、詳細設定ペインを使用します。

5 OKをクリックします。（EPSファイルを作成せずに現在の設定を保存するには、保存し
て閉じるをクリックします。 )

6 保存をクリックします。

PDF形式でのレイアウトの書き出し
PDF形式でアクティブなレイアウトを書き出すには、下記の手順に従ってください。
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1 ファイル >書き出し > PDF形式のレイアウトを選択します。PDFとして書き出しダイア
ログボックスが表示されます。

2 ページフィールドにページの範囲を入力します。

3 既存の出力スタイルを使用するには、PDFのスタイルドロップダウンメニューからオプ
ションを選択します。

4 出力設定を変更するには、オプションをクリックします。書き出されたファイルの形式
を制御するには、表示されるダイアログボックスのペインを使用します。

• PDFの出力スタイルを使用するには、PDFのスタイルドロップダウンメニューからオプ
ションを選択します。現在の設定を使用してPDFの出力スタイルを作成するには、新規
PDF出力スタイルを選択します。

• PDF/X認証を使用するには、認証ドロップダウンメニューからオプションを選択します。
使用可能なオプションは、PDF/X 1aおよびPDF/X 3です。PDF/X 1a認証の場合、使
用できるのはCMYKおよびスポットカラーのみですが、PDF/X3の場合、他のカラース
ペースを使用する色および画像と、ICCカラープロファイルを使用できます（これらはカ
ラーマネージメントのソースおよび出力セットアップで定義されます）。

• コンポジット出力または色分解のどちらを作成するかを指定する、PDFファイルの出力
設定を選択する、および出力に含める版を選択するには、カラーペインを使用します。

• PDFファイルのさまざまな画像タイプの圧縮オプションを指定するには、圧縮ペインを
使用します。

• スプレッドで書き出すかどうか、各ページを個別のPDFファイルとして書き出すかどう
か、空白ページを含めるかどうか、およびPDFファイルのサムネールを埋め込むかどう
かを指定するには、ページペインを使用します。

• PDFファイルでトンボの位置、幅、および長さを指定するには、マークペインを使用し
ます。

• レイアウト書き出しのリンクおよびリストの方法、およびハイパーリンクをPDFに表示
する方法を指定するには、ハイパーリンクペインを使用します。また、このペインを使
用してPDFファイルのデフォルトのズームを指定できます。

• Adobe Acrobat Readerの文書のプロパティダイアログボックスにある詳細設定タブで
詳細情報を表示するには、メタデータペインを使用します。

• 書き出されるPDFファイル内に埋め込むフォントを指定するには、フォントペインを使
用します。

• PDFファイルでブリードの処理方法を指定するには、ブリードペインを使用します。

• PDFファイルに含めるレイヤーや、QuarkXPressレイアウトでレイヤーからPDFレイヤー
を作成するレイヤーを指定するには、レイヤーペインを使用します。

• 透明アイテムを平滑化する方法を制御するには、透明度ペインを使用します。平滑化を
無効にし、書き出されるPDFで透明度の関係を維持するには、ネイティブの透明度で書
き出しをクリックします。不透明度を考慮に入れずにアイテムを出力するには、透明度
を無視をクリックします。平滑化をオンにするには、透明度を平滑化をクリックします。

平滑化をオンにした場合、透明度の関係にベクトルデータを含む、画像のラスタライズ
に使用する解像度を指定できます。これを行うには、ベクトル画像ドロップダウメニュー
をクリックしてdpiの値を選択または入力します。この制御は平滑化をオンにした場合に
のみ適用されます。
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平滑化がオンであるかどうかに関係なくブレンドの解像度を指定するには、ブレンドド
ロップダウメニューをクリックしてdpiの値を選択または入力します。平滑化がオンであ
るかどうかに関係なくドロップシャドウのラスタライズの解像度を指定するには、ドロッ
プシャドウドロップダウメニューをクリックしてdpiの値を選択または入力します。

平滑化をオンにした場合に、回転または傾斜したオブジェクトの解像度を指定するには、
回転／傾斜のアップサンプルをクリックしてアップサンプルの値フィールドに値を入力
します。アップサンプルの値フィールドの値は、ベクトル画像、ブレンド、およびドロッ
プシャドウフィールドの最大解像度の値以上である必要があります。

取り込まれたPDFファイルとAdobe Illustratorファイルで、平滑化された透明度の解像
度を制御するには、平滑化解像度フィールドに値を入力します。

認証ドロップダウンメニューから、PDF/X–1a：2001またはPDF/X–3： 2002を選択
した場合は、ネイティブの透明度で書き出しは使用できません。この機能は、カラーペイ
ンのモードドロップダウンメニューから色分解を選択した場合も使用できません。

• PDFファイルに高解像度の元画像を含めるためのオプションを指定するには、OPIペイン
を使用します（認証ドロップダウンメニューからPDF/X 1aまたはPDF/X 3を選択した
場合は使用できません）。

• PDFファイルの作成と同時にJDF（Job Definition Format）ファイルを作成するかどう
かを指定するには、JDFペインを使用します。このオプションを選択するのは、JDFワー
クフローでジョブジャケットを使用する場合です。

• 選択したPDF書き出しオプションの概要を表示するには、概要ペインを使用します。

5 OKをクリックします。（PDFファイルを作成せずに現在の設定を保存するには、保存し
て閉じるをクリックします）。

6 保存をクリックします。

サードパーティ製のディスティラープログラムを使っていて、PostScriptファイルを作成
する場合、環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）のPDFペイン
で設定を変更します。詳細は、「環境設定 - アプリケーション - PDF」を参照してくださ
い。

PostScriptファイルの作成
PostScriptファイルをレイアウトから作成するには、環境設定ダイアログボックス
（QuarkXPress／編集 > 環境設定）のPDFペインを表示して、PostScriptファイルを
一時作成チェックボックスをオンにします。ファイル > 書き出し > PDF形式のレイアウ
トを選択すると、PDFファイルが作成されるのではなく、QuarkXPressにより、ユーザ
が指定した名前と場所にPostScriptファイルが生成されます。

出力ファイルの収集の使用

出力ファイルの収集機能を使用するには、下記の手順に従ってください。

1 使用可能なすべてのフォントを確認するには、使用状況ダイアログボックス（補助メ
ニュー）のフォントペインを表示します。使用状況ダイアログボックスの画像ペインで、
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取り込まれた画像がすべてドキュメントにリンクされていて、ステータスがOKと表示さ
れていることを確認します。

2 ファイル > 出力ファイルの収集を選択します。出力ファイルの収集ダイアログボックス
が表示されます。

3 出力ファイルの収集タブが表示されます。この機能を使用する場合、レポートが自動的
に生成されます。このレポートのみを生成するには、出力ファイルの収集タブでレポー
トのみチェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオフにすると、以下
のボックスのいずれかをオンにすることができます。

•レイアウトオプションを選択すると、プロジェクトファイルが指定したターゲットフォ
ルダにコピーされます。

•リンク画像オプションを選択すると、取り込まれた画像ファイルがコピーされます。こ
の画像ファイルは、高解像度出力用にドキュメントへのリンクを維持する必要がありま
す。QuarkXPressでこのドキュメントにより画像を収集する場合、収集された画像への
パスが更新され、新しいファイルの格納場所が反映されてターゲットフォルダ内の"画
像"フォルダになります。

•カラープロファイルオプションを選択すると、ドキュメントまたは取り込んだ画像に関
連付けられたICC（International Color Consortium）プロファイルがコピーされます。

• Mac OSのみ：スクリーンフォントオプションを選択すると、ドキュメントの表示に必
要なスクリーンフォントがコピーされます。

• Mac OSのみ： プリンタフォントオプションを選択すると、ドキュメントの印刷に必要
なプリンタフォントがコピーされます。

• Windowsのみ： フォントオプションを選択すると、ドキュメントの印刷に必要なフォ
ントがコピーされます。

Mac OSの場合、TrueTypeフォントがスクリーンフォントとプリンタフォントの両方と
して機能します。ドキュメントでTrueTypeフォントのみを使用する場合、スクリーン
フォントまたはプリンタフォントチェックボックスをオンにすると、QuarkXPressによ
りそれらのフォントが収集されます。ドキュメントでTrueTypeフォントとType 1フォン
トの組み合わせを使用する場合、スクリーンフォントとプリンタフォントの両方のチェッ
クボックスをオンにして、Type 1フォントが完全に収集されたことを確認します。

4 Vistaタブで画像変更個所をレンダリングチェックボックスをオンにすると、画像効果が
収集前の画像に適用されます。このチェックボックスをオフにすると、画像が元の形式
で収集され、画像効果は適用されません。

5 保存をクリックします。

フォントの収集を選択した場合、それらのフォントがコンピュータで有効であれば、
QuarkXPressでも取り込まれたEPSファイル内でフォントが収集されます。

出力ファイルの収集機能は、BlioやApp Studioの発行物のフォーマットに書き出すため
にカスタマイズされたレイアウトで使用することを考慮した設計ではありません。この機
能をそれらのレイアウトで使用することはできますが、BlioやApp Studioのインタラク
ティブ機能で使用されるアセットがすべて収集されるとは限りません。また、レイアウト
ファミリーのレイアウトもすべて収集されるとは限りません。
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出力スタイルの使用

出力スタイルを使用すると、印刷、PDF、ePUB、Kindle、およびEPS形式の出力に関す
る設定を保存できます。出力スタイルを使用できるのは、ファイル > 印刷、ファイル >
書き出し > EPSファイルでページ保存、ファイル >書き出し >AVE形式のレイアウト、
ファイル > 書き出し > ePUB形式のリフロー、ファイル > 書き出し > Kindle形式のリ
フロー、およびファイル > レイアウト > PDFとして書き出しのいずれかのコマンドを使
用した場合です。 QuarkXPressには、すべての出力オプションのデフォルト設定が含ま
れています。これらの設定は、必要に応じたカスタマイズの基礎となります。または、
出力スタイルを最初から作成することもできます。

出力スタイルの作成については、下記の手順に従ってください。

1 編集 > 出力スタイルを選択します。出力スタイルダイアログボックスが表示されます。

出力スタイルを作成、取り込み、書き出し、編集、または削除するには、出力スタイル
ダイアログボックスを使用します。

2 新規ドロップダウンメニューからオプションを選択します。

3 名前フィールドに出力スタイルの名前を入力します。

4 各ペインで設定を指定します。EPSオプションについての詳細は、「EPS形式でのレイア
ウトの書き出し」を参照してください。PDFオプションについての詳細は、「PDF形式で
のレイアウトの書き出し」を参照してください。ePUBのオプションの詳細は、「ePUB
向けの書き出し」を参照してください。Kindleのオプションの詳細は、「Kindle向けの
書き出し」を参照してください。

5 OKをクリックします。

6 保存をクリックします。
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トラップの使用

バージョン9.0から、スプレッドトラップとチョークトラップはサポートされなくなりま
した。トラップパレット（ウィンドウメニュー）で設定したスプレッドおよびチョーク
は、出力時に適用されません。ただし、オーバープリントとノックアウトは適用されま
す。

平滑化の理解と製品の問題点

平滑化とは、ページ要素を変更して目的のデザインを生成することにより透明度をシミュ
レーションするプロセスです。平滑化が発生するのは、印刷エンジンにアイテムがフィー
ドされるなど、印刷ストリームのみです。そのため、QuarkXPressのレイアウトが実際
に変更されることはありません。QuarkXPressの平滑化の仕組みは以下のとおりです。

まず、ボックスが分解されて透明度の要素が識別されます。その後不連続な形状（テキ
ストのアウトラインを含む）の関係が分解されます。ラスタライズされない領域に、既
存の色を融合して作成される新しい色が入力されます（不透明度なしおよび0%の領域
は、ブレンドや画像で使用しない限り平滑化する必要はありません）。

ラスタライズの必要がある領域により、クリッピングパスが作成されます（ページ要素
に重なっている半透明画像、ドロップシャドウ、半透明ブレンド、および半透明アイテ
ムはラスタライズする必要があります）。

印刷ダイアログボックス（ファイルメニュー）の透明度ペインの設定により、透明度の
効果またはドロップシャドウによりラスタライズされるページ要素の出力解像度が制御
されます。詳細は、「透明度ペイン」を参照してください。

一般的に、透明度の関係を使用する場合、トラップは不要です。トラップが実際に作用
すると、不透明アイテムのオーバープリントを分解により作られたパスが受け継ぎます。
透明度の要素に対するチョークやスプレッドの設定は無視されます。分解により作成さ
れるその他のアイテムは、すべてノックアウトに設定され、ホストベースの分版中にデ
フォルトのQuarkXPressトラップを通じて送信されます。

PDFを書き出す場合、透明度の関係にあるアイテムの平滑化、ネイティブPDFの透明度の
使用のいずれかを選択できます。ネイティブPDFの透明度とともにPDFを書き出す場合、
透明度の関係にあるベクトル画像はベクトルフォーマットのまま残ります。これによって
出力が早くなり、カラーマネージメントも簡単になります。
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グループ作業およびシングルソース

同期機能を使用すると、複数のチャンネルを介して複数のフォーマットで配布する同一
の情報を簡単にパッケージ化できます。メディア（印刷、ウェブ、またはインタラクティ
ブ）に応じてデザインをカスタマイズできるだけでなく、複数のレイアウトサイズを含
むプロジェクトを作成することもできます。特に、任意の種類のレイアウト間でコンテ
ンツを自動的に同期することによって、作業を合理化できます。

共有コンテンツの使用

複数の場所にある同じコンテンツをまったく同一に維持する必要のあるプロジェクトを
使用したことがあるユーザーであれば、ある程度のリスクが伴うことは理解しているで
しょう。ドキュメントの印刷バージョンが更新されても、ウェブバージョンが更新され
ない場合はどうなるのでしょうか。この問題を解消するために、QuarkXPressには共有
コンテンツ機能が含まれています。この機能では、プロジェクトファイル内で異なる場
所に使用されているコンテンツをリンクできます。コンテンツのコピーが変更されると、
その他のコピーは、それらの変更を反映するように、ただちに自動的に更新されます。

ほとんどの同期アイテムについて、共有コンテンツライブラリと呼ばれるプロジェクト
ファイルの表示されない領域で、マスターバージョンを管理しています。レイアウト内
の任意の同期アイテムに変更を適用すると、まずその変更は共有コンテンツライブラリ
内のマスターバージョンに書き込まれます。その後、プロジェクト内の対象アイテムの
すべての同期コピーにその変更が反映されるように、QuarkXPressによって更新されま
す。つまり、アイテムAを更新すると、アイテムBは共有コンテンツライブラリのマス
ターアイテムを介して自動的に更新され、アイテムBを更新すると、同様にアイテムAが
更新されます。

共有コンテンツライブラリは、画像、ボックス、ライン、フォーマットおよびフォーマッ
トなしテキスト、一連のテキストボックス、グループ、およびコンポジションゾーンを
格納できます。共有コンテンツライブラリに何かを追加すると、ユーザーは、そのコン
テンツまたはアイテムのどの部分を同期し（すべてのインスタンスを同一に維持）、ど
の部分を同期しないかを制御できます。
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共有コンテンツライブラリには、プロジェクト内の異なるレイアウトで使用できるテキ
スト、画像、ライン、コンポジションゾーン、およびアイテムが含まれます。レイアウ
トで共有コンテンツライブラリアイテムのインスタンスを変更すると、これらのインス
タンスは共有コンテンツライブラリのマスターバージョンにリンクされているため、す
べてのレイアウトにあるすべてのインスタンスは自動的に更新されます。

共有コンテンツライブラリのアイテムは、共有コンテンツパレットに表示されます。下
記に示すとおり、このパレットを使用して、異なるレイアウト間でコンテンツを複製し
て同期できます。

共有コンテンツライブラリのアイテムには、共有コンテンツパレットからアクセスでき
ます。ここでは、「印刷レイアウト1」は、「トップストーリー画像ボックス」と画像
ボックス内の画像を使用していますが、「ウェブレイアウト」は、画像そのもののみを
使用しています（より大きな画像ボックス内）。いずれかのレイアウトで画像が変更さ
れると、両方のレイアウトは自動的に更新されます。
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単一プロジェクトに異なるタイプのレイアウトを含める方法についての詳細は、「プロ
ジェクトとレイアウト」を参照してください。

コンテンツの共有および同期
ボックス、ライン、グループ、コンテンツの共有および同期については、下記の手順に
従ってください。

1 ウィンドウメニューの共有コンテンツパレットを表示します。

2 同期するアイテムを選択します。

3 共有コンテンツパレットで、アイテムの追加 をクリックします。1つのアイテムが選
択されると、共有アイテムのプロパティダイアログボックスが表示されます。複数のオ
ブジェクトが選択されると、複数アイテムの共有ダイアログボックスが表示されます。

共有アイテムのプロパティダイアログボックスを使用して、個々のアイテムを共有およ
び同期します。

複数アイテムの共有ダイアログボックスを使用して、複数のアイテムを共有および同期
します。
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選択したアイテムをレイアウトに自動表示をオンにしている場合、リスト内のアイテムの
名前をクリックして、そのアイテムにナビゲートできます。

共有されたラインの属性のみが同期されます。

4 選択されたアイテムの特徴を共有するには、対象のアイテムのボックス属性を同期をオ
ンにします。

5 選択されたアイテムのテキストまたは画像を共有するには、対象のボックスのコンテン
ツの一致をオンにします。テキストまたは画像とそれぞれのフォーマットを共有するに
は、コンテンツと属性をクリックまたは選択します。テキストまたは画像のみを共有す
るには、コンテンツのみをクリックまたは選択します。ボックスおよびコンテンツのオ
プションについての詳細は、「同期オプションの理解」を参照してください。

6 OKをクリックして、共有コンテンツパレットに選択したアイテムを追加します。

共有コンテンツライブラリのアイテムおよびコンテンツには、共有コンテンツパレット
からアクセスできます。

同期オプションの理解
共有コンテンツパレットにアイテムおよびコンテンツを追加する場合、共有アイテムの
プロパティダイアログボックスでさまざまな同期オプションを選択できます。

• ボックスまたはパス自身を同期せずに、選択されたテキストボックス、テキストパス、
または画像ボックスのコンテンツを同期するには、ボックス属性を同期をオフにし、コ
ンテンツの一致をオンにします。この方法で同期されたテキストをテキストボックスま
たはパスにドラッグし、画像を画像ボックスにドラッグする必要があります。

• テキストや画像およびそのコンテンツ属性（テキストのフォーマットおよび画像の比率、
回転、効果など）は、コンテンツと属性をクリックまたは選択して同期できます。

•コンテンツのみをクリックまたは選択すると、固有のコンテンツ属性の編集を許可した
状態で、テキストまたは画像を同期できます。これを行うと、プロジェクトの異なる部
分に、テキストまたは画像を別々にフォーマットできます。ただし、1つの位置でテキス
トの編集または画像の更新を行うと、その変更はすべてに適用されます。
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• コンテンツを同期せずにテキストボックス、テキストパス、画像ボックス、およびその
属性を同期するには、ボックス属性を同期をオンにし、コンテンツの一致をオフにしま
す。たとえば、テキストまたは画像ボックスでこの操作を行い、そのボックスから2つの
コピーをドラッグするとします。この後で、コピーしたボックスの1つのサイズを変更
し、フレームを追加すると、もう1つのボックスも自動的にサイズ変更され、同じフレー
ムが追加されます。ただし、各ボックスに異なるコンテンツを取り込むことができます。

アイテム属性、コンテンツ、およびコンテンツ属性を同期するには、ボックス属性を同
期およびコンテンツの同期をオンにし、コンテンツと属性をクリックまたは選択します。
この方法で2つのボックスを同期すると、片方に適用される変更（ボックスのサイズ、コ
ンテンツ、およびフォーマットへの変更を含む）は、自動的にもう一方にも適用されま
す。

同期アイテムの配置
同期アイテムまたはグループの配置については、下記の手順に従ってください。

1 共有コンテンツパレットで、ターゲットのエントリーを選択します。

2 共有コンテンツパレットのエントリーをそのページにドラッグします。

同期コンテンツの配置
同期コンテンツの配置については、下記の手順に従ってください。

1 テキストボックス、テキストパス、または画像ボックスを選択します。

2 共有コンテンツパレットでテキストまたは画像コンテンツのエントリーを選択し、挿入
をクリックします。アイテムのサイズ変更ハンドルが同期シンボルに変化します。また、
共有コンテンツパレットから、アクティブなテキストボックス、テキストパス、または
画像ボックスに、テキストまたは画像のエントリーをドラッグできます。

また、共有コンテンツパレットから、アクティブなテキストボックス、テキストパス、
または画像ボックスに、テキストまたは画像の見出し語をドラッグできます。

共有コンテンツライブラリへのコンテンツの取り込み
テキストまたは画像ボックスにテキストまたは画像を取り込んだり、2つの方法を使用し
て共通コンテンツパレットに直接コンテンツを取り込むことができます。

グループ作業設定ダイアログボックスを使用したコンテンツの取り込みについては、下
記の手順に従ってください。

1 プロジェクトがアクティブな状態で、ファイル>グループ作業設定を選択します。グルー
プ作業設定ダイアログボックスのコンテンツタブと共有コンテンツパレットに、共有コ
ンテンツが表示されます。
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グループ作業設定ダイアログボックスのコンテンツタブ

2 テキストの取り込みをクリックして、テキストの取り込みダイアログボックスを表示し
ます。テキストファイルを選択して、開くをクリックします。共有アイテムのプロパティ
ダイアログボックスのコントロールを使用して、コンテンツと属性の共有方法を指定し
ます。

3 画像の取り込みをクリックして、画像の取り込みダイアログボックスを表示します。画
像ファイルを選択して、開くをクリックします。共有アイテムのプロパティダイアログ
ボックスのコントロールを使用して、コンテンツと属性の共有方法を指定します。

また、共有コンテンツパレットの取り込みボタン を使用して、コンテンツを取り込む
こともできます。ただし、このボタンは、共有コンテンツパレットでテキストコンテン
ツアイコン または画像コンテンツアイコン が選択されている場合にのみ使用できま
す。この方法で取り込まれたテキストは、プロジェクトファイルに埋め込まれており、
ソーステキストファイルへのリンクは維持されません。ただし、この方法で取り込まれ
た画像は、使用状況ダイアログボックスの画像ペインで表示および更新されます。

Composition Zonesの使用

下記のトピックは、チームメンバーが同時にQuarkXPressプロジェクトの作業を行うこ
とで、Composition Zonesがどうやって既存のワークフローを合理化できるかを説明し
ます。

コンポジションゾーンの理解
コンポジションゾーンアイテムは、他のQuarkXPressユーザーと共有できるレイアウト
内のレイアウトまたはユーザー定義領域です。

QuarkXPressでコンポジションゾーンを使用するには、Composition Zones XTensions
ソフトウェアをロードしておく必要があります。

ある雑誌のQuarkXPressプロジェクトファイルを担当するレイアウトアーティストがい
るとします。レイアウトアーティストは、コンポジションゾーンを使用して、執筆者、
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編集者、グラフィックアーティスト、および遠隔地でQuarkXPressを使用して作業する
担当者とコンテンツを共有できます。

レイアウトアーティストはQuarkXPressを使用して、コンポジションゾーンツールで広
告プロジェクトのエリアを「描き」、そのコンポジションゾーンアイテムを別のファイ
ルとして書き出します。書き出されたファイルには正しい仕様が含まれるため、この方
法によって、リモート広告作成者がファイルを受け取るときの手順が省略されます。広
告作成者は、QuarkXPressでコンテンツを追加してから、必要な画像とフォントと共に
そのファイルをレイアウトアーティストに返却します。レイアウトアーティストは更新
されたファイルを適切なフォルダに格納し、広告を表示するようにレイアウトが自動的
に更新されます。また、コンポジションゾーンアイテムはQuarkXPressレイアウトとまっ
たく同様に機能するため、レイアウトアーティストはそのファイルを開いて編集できま
す。

この間、レイアウトアーティストは、記事に使用する別のコンポジションゾーンアイテ
ムを広告と同じページ上に指定できます。レイアウトアーティストは、ヘッドライン用、
記事の本文用、および画像用の3つのボックスを描きます。Shiftキーを使用して3つの
ボックスを選択して、これらのボックスから新しいコンポジションゾーンファイルを作
成し、そのファイルを書き出してから、ファイルがスタッフの共有ネットワークフォル
ダにあることを執筆者に通知します。執筆者がそのファイルで作業し、更新されたバー
ジョンを保存するたびに、更新内容がレイアウトアーティストのプロジェクトに表示さ
れます。また、広告と同様に、記事も後で編集できます。
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上：メインのレイアウトアーティストは、プロジェクトの一部をコンポジションゾーン
として書き出し、リモート広告デザイナーに電子メールでファイルを1つ送信して、もう
1つのファイルをローカルネットワーク上のサーバーに配置します。中：メインのレイア
ウトアーティスト、レポーター、および広告デザイナーは、ページ上の各担当部分を同
時に編集します。下：完成した広告を広告デザイナーが電子メールメッセージでメイン
のレイアウトアーティストに送信すると、ページが自動的に更新され、レイアウトが完
成します。

上記のシナリオではコンポジションゾーンの主な用途が説明されていますが、この機能
によって、その他のグループ作業ワークフローの問題も解消されます。たとえば、さま
ざまな理由により、コンポジションゾーンは定義されたプロジェクトに制限されている
場合があります。レイアウトアーティストがある広告をプロジェクト内の2つ以上の位置
で使用したいと考えており、その広告には複数のテキストや画像ボックスが含まれてい
る場合、共有コンテンツパレットを使用してアイテムのグループを同期することはでき
ません。しかし、レイアウトアーティストが、選択された複数のアイテムを基にコンポ
ジションゾーンアイテムを作成した場合、そのコンポジションゾーンアイテムは同期さ
れ、プロジェクト全体で使用できるようになります。そのため、レイアウトアーティス
トは、印刷される雑誌に1つのレイアウトを指定し、その広告が含まれるウェブページの
同じプロジェクトに、もう1つのレイアウトを使用できます。レイアウトアーティスト
は、コンポジションゾーンアイテムの使用を1つのプロジェクトに制限できますが、広告
は、印刷物とウェブで完全に一致させることができます。
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Composition Zonesの用語
Composition Zonesには、レイアウトに配置するとアイテムのように動作し、コンテン
ツを編集する場合はレイアウトのように動作する、特有な特徴があります。

•Composition Zonesアイテム：さまざまな箇所に存在するレイアウトのコンテンツを
表示するアイテムです。Composition Zonesアイテムは、異なるレイアウトのコンテン
ツを参照できる「ウィンドウ」として捉えることができます。Composition Zonesアイ
テムに表示されるレイアウトは、コンポジションレイアウトと呼ばれます（次の定義を
参照）。各Coposition Zonesアイテムは、単一かつ唯一のコンポジションレイアウトか
らコンテンツを取得します。

•コンポジションレイアウト：Composition Zonesアイテムにコンテンツを提供するため
だけに使用される特殊なレイアウトです。コンポジションレイアウトは、言わば
Composition Zonesアイテムの「ウィンドウ」を介して表示できるレイアウトです。同
期された複数のComposition Zonesアイテムは、1つのコンポジションレイアウトのコ
ンテンツを表示できます。ただし、コンポジションレイアウトを複数のユーザーが同時
に編集することはできません。

QuarkXPressでは、Composition Zonesアイテムを作成すると、コンポジションレイ
アウトが自動的に作成され、そのComposition Zonesアイテムにコンテンツが提供され
ます。
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コンポジションレイアウトにコンテンツを追加すると、対応するComposition Zonesア
イテムは自動的に更新されます。更新内容は、Composition Zonesアイテムが含まれる
レイアウトに設定されている環境設定に基づいて、ただちに、印刷時に、またはプロジェ
クトを開くときに、Composition Zonesアイテムに表示されます。

•元のComposition Zonesアイテム：Composition Zonesアイテムが作成された初期レ
イアウトまたはユーザー定義領域です。

•配置済みのComposition Zonesアイテム：共有コンテンツパレットを使用してレイア
ウトに配置したComposition Zonesアイテムです。

コンポジションレイアウトは、共有コンテンツパレットにリストされます。このパレッ
トを使用して、同一のプロジェクトまたは他のプロジェクトにある複数のレイアウトに
コンポジションレイアウトを配置できます。

•元のホストレイアウト：Composition Zonesアイテムが作成されたレイアウトです。

•ホストレイアウト：Composition Zonesアイテムが配置されているレイアウトです。
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•外部コンポジションレイアウト：別のQuarkXPressプロジェクトとして書き出されたコ
ンポジションレイアウトです。他のユーザーは、外部コンポジションレイアウトを編集
でき、すべてのホストレイアウトに、そのユーザーの変更内容が反映されます。

コンポジションレイアウトを書き出すと、他のユーザーがそのレイアウトを編集できま
す。そのユーザーの編集内容は、Composition Zonesアイテムを含むすべてのホストレ
イアウトに、外部コンポジションレイアウトに基づいて自動的に表示されます。

•リンク可能なコンポジションレイアウト：プロジェクト内でリンク可能なコンポジショ
ンレイアウトを指定すると、他のQuarkXPressユーザーはそのプロジェクトにリンクで
き、リンク可能なコンポジションレイアウトを使用してリンク元のレイアウトに
Composition Zonesアイテムを配置できます。ただし、リンク可能なコンポジションレ
イアウトへの変更は、ホストレイアウトの作成者またはホストレイアウトにアクセスし
た他のユーザーによって、そのレイアウトのみに適用できます。リンク可能なコンポジ
ションレイアウトは、ファイルメニューからアクセスできるグループ作業設定ダイアロ
グボックスの共有レイアウトタブに表示されます。

•単一プロジェクトのコンポジションレイアウト：コンポジションレイアウトが作成され
たプロジェクトのみで配置および編集できるコンポジションレイアウトです。

•リンクしたコンポジションレイアウト：リンク可能なコンポジションレイアウトを含む
プロジェクトにリンクしてアクセスできるコンポジションレイアウトです。リンクした
コンポジションレイアウトは、共有コンテンツパレット、およびファイルメニューから
アクセスできるグループ作業設定ダイアログボックスのリンクしたレイアウトタブに表
示されます。リンクしたコンポジションレイアウトは、共有コンテンツパレットからレ
イアウトにドラッグし、Composition Zonesアイテムに配置できます。

•共有コンテンツライブラリ：「共有コンテンツの使用」を参照してください。
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右上：Composition Zonesアイテムは、アイテムとしてホストレイアウトに表示されま
す。右下：Composition Zonesアイテムのコンテンツを編集する場合、コンポジション
レイアウトを開く必要があります。左：共有コンテンツパレットには、
Composition Zonesアイテムがリストされます。

Composition Zonesアイテムの作成
Composizion Zonesアイテムおよび対応するコンポジションレイアウトを作成するに
は、3つの方法を使用できます。

• 複数のオブジェクトを選択し、アイテム > Composition Zones > 作成を選択します。

• レイアウト全体をComposition Zonesアイテムとして指定できます。

•Composition Zonesツールを選択し、Composition Zonesアイテムのスペースのアウ
トラインを手動で描きます。

下記のトピックでは、Composition Zonesアイテムの作成方法として、上記の3つの方
法を説明します。ここでは、1つのプロジェクト内または単一プロジェクトのコンポジ
ションレイアウト内での排他的な使用を例としています。

選択した複数アイテムからのコンポジションゾーンアイテムの作成
選択した複数のアイテムに基づいたコンポジションゾーンアイテムを作成する方法につ
いては、下記の手順に従ってください。

1
アイテムツール またはコンテンツツール を選択してShiftキーを押し、2つ
以上のアイテムを選択します。

2 アイテム > コンポジションゾーン > 作成を選択します。グループの境界のサイズに等し
いボックスがそのグループに置き換わります。

3 コンポジションゾーンアイテムの作成を完了するには、アイテム > 共有を選択するか、
共有コンテンツパレット（ウィンドウメニュー）を表示してアイテムの追加をクリック
します。いずれの方法でも、共有アイテムのプロパティダイアログボックスが表示され
ます。
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共有アイテムのプロパティダイアログボックスを使用して、コンポジションレイアウト
に名前をつけて有効性を指定します。

4 名前フィールドにコンポジションレイアウトの名前を入力します。

5 有効性ドロップダウンメニューでこのプロジェクトのみを選択します。

6 プロジェクトウィンドウにタブを表示をオンにすると、プロジェクトウィンドウの下部
にあるレイアウトタブからコンポジションレイアウトにアクセスできます。

7 OKをクリックしてコンポジションレイアウトを保存します。

1つ以上の選択されたアイテムがロックされている場合（アイテム > ロック > 設定位
置）、コンポジションゾーンアイテムを作成できません。

レイアウトからのComposition Zonesアイテムの作成
レイアウト全体に基づいてComposition Zonesアイテムを作成する方法については、下
記の手順に従ってください。

1 Composition Zonesアイテムとして指定するレイアウトを表示します（「レイアウト
1」など）。

2 レイアウト > 詳細レイアウトプロパティを選択します。

3 レイアウトの共有をオンにします。

詳細レイアウトプロパティダイアログボックスを使用して、レイアウト全体に基づいた
コンポジションレイアウトの共有を指定します。
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4 有効性ドロップダウンメニューでこのプロジェクトのみを選択します。

5 プロジェクトウィンドウにタブを表示をオンにすると、プロジェクトウィンドウの下部
にあるレイアウトタブから簡単にアクセスできるようにコンポジションレイアウトを表
示できます。プロジェクトウィンドウにタブを表示をオフにすると、Composition Zones
アイテムを選択してアイテム > Composition Zones > 編集を選択することによって、
コンポジションレイアウトにアクセスできます。

6 OKをクリックします。コンポジションレイアウトが共有コンテンツパレットに表示され
ます。

コンポジションレイアウトには、複数のページが含まれる場合があります。ページメニュー
またはページレイアウトパレットを使用して、ページを追加、削除、または移動できま
す。

Composition Zonesツールを使用したComposition Zonesアイテムの作成
Composition Zonesアイテムを手動で定義する方法については、下記の手順に従ってく
ださい。

1 ツールパレットでComposition Zonesツールを選択します。

2 ドラッグしてComposition Zonesアイテムを描画します。

3 Composition Zonesアイテムの作成を完了するには、アイテム>共有を選択するか、共

有コンテンツパレット（ウィンドウメニュー）を表示してアイテムの追加 をクリック
します。いずれの方法でも、共有アイテムのプロパティダイアログボックスが表示され
ます。

共有アイテムのプロパティダイアログボックスを使用して、コンポジションレイアウト
に名前を付けます。さらに、有効性を指定して、プロジェクトウィンドウの下部にタブ
を表示するかどうかを指定します。

4 名前フィールドにコンポジションレイアウトの名前を入力します。

5 有効性ドロップダウンメニューでこのプロジェクトのみを選択します。

6 OKをクリックします。コンポジションレイアウトが共有コンテンツパレットに表示され
ます。
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Composition Zonesアイテムの配置
共有コンテンツパレットにコンポジションレイアウトを追加したら、そのコンポジショ
ンレイアウトに基づいたComposition Zonesアイテムをページに配置できます。
Composition Zonesアイテムの配置については、下記の手順に従ってください。

1 ウィンドウメニューの共有コンテンツパレットを表示します。

共有コンテンツパレットには、コンポジションレイアウトと他の共有コンテンツがリス
トされます。

2 配置するコンポジションレイアウトを選択します。

3 共有コンテンツパレットからそのレイアウトに、コンポジションレイアウトをドラッグ
します。

配置したComposition Zonesアイテムでの複数ページの管理
コンポジションレイアウトには、複数のページが含まれる場合があります。ただし、そ
のコンポジションレイアウトに基づいたComposition Zonesアイテムは、一度に1ペー
ジのみ表示できます。Composition Zonesアイテムに表示するページの指定について
は、下記の手順に従ってください。

1 Composition Zonesアイテムを選択します。

2 アイテム > 設定を選択して、レイアウトタブをクリックします。

3 ページドロップダウンメニューからページを選択します。
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設定ダイアログボックスのレイアウトタブにあるページドロップダウンメニューを使用
して、配置されたComposition Zonesアイテムにコンポジションレイアウトの特定の
ページを指定します。

4 OKをクリックします。

Composition Zonesアイテムの属性の編集
Composition Zonesアイテムの属性の編集については、下記の手順に従ってください。

1 Composition Zonesアイテムを選択します。

2 アイテム > 設定を選択します。

3 設定ダイアログボックスのボックスタブを使用して、設定位置、サイズ、行揃え、カ
ラー、不透明度、および印刷の機能を指定します。

4 フレーム、回り込み、およびドロップシャドウタブを使用して、その他の構造上の調整
を行います。

5 レイアウトタブを使用して、ぺージ間のナビゲーション、印刷の無効化または有効化、
レイアウトの不透明度の調整を行います。

Composition Zonesアイテムの更新のトラッキング
QuarkXPressは、取り込まれた画像のトラッキングに採用されている方法を使用して、
Composition Zonesアイテムをトラッキングします（「画像の一覧表示、状況確認、お
よび更新」を参照）。追加事項：
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•リンク解除済みは、元のホストレイアウトで、有効性が全てのプロジェクトからこのプ
ロジェクトのみに変更されたことを示します。

•使用できませんは、レイアウトタイプが印刷からウェブまたはインタラクティブに変更
されたなどの理由により、Composition Zonesアイテムが更新できないことを示しま
す。

Composition Zonesアイテムから画像への変換
Composition Zonesアイテムから外部画像ファイルを作成するには、アイテム >
Composition Zones > 画像へ変換を選択します。選択すると、Composition Zones
が作成されたレイアウトタイプ内に、適切な画像が作成されます。

画像に変換する前のComposition Zonesアイテムは、使用状況ダイアログボックス（補
助メニュー）のComposizion Zonesペインに表示されます。ただし、アイテム >
Composition Zones > 画像へ変換を選択すると、Composizion Zonesアイテムは同
期されないことを示す警告が表示されます。変換された画像は、使用状況ダイアログボッ
クスの画像ペインに表示されますが、コンポジションレイアウトは、共有コンテンツパ
レットに残ります。

Composition Zonesアイテムの同期の解除
Composition Zonesアイテムの同期を解除しても、そのコンポジションレイアウトはプ
ロジェクト内で引き続き使用できます。Composition Zonesアイテムの同期の解除につ
いては、下記の手順に従ってください。

1 レイアウトウィンドウでComposition Zonesアイテムを選択します。

2 アイテム > 同期の解除を選択します。コンポジションレイアウトは、今後使用できるよ
うに、共有コンテンツパレット、およびグループ作業設定ダイアログボックスの共有レ
イアウトタブに表示されます。ただし、同期が解除されたレイアウトウィンドウの
Composition Zonesアイテムへの後続の変更は、同期されません。

コンポジションレイアウトの共有
コンポジションレイアウトを作成するときに共有を指定できます。また、後で共有設定
を変更することもできます。共有オプションには下記が含まれます。

•同期、プロジェクト間で編集可能な共有：自由に開いて編集できる別のプロジェクトファ
イルにコンポジションレイアウトを書き出すことができます。これは、外部コンポジショ
ンレイアウトと呼ばれます。その他のプロジェクトは外部コンポジションレイアウトを
含むプロジェクトファイルにリンクでき、ユーザーはそのレイアウトを使用して、
Composition Zonesアイテムを作成できます。

•同期、プロジェクト間リンク共有：内部コンポジションレイアウトをリンク可能にする
ことができます。そのため、その他のプロジェクトは内部コンポジションレイアウトを
含むプロジェクトにリンクでき、ユーザーはそのレイアウトを使用して、
Composition Zonesアイテムを作成できます。

•単一プロジェクト共有：コンポジションレイアウトの使用を、そのレイアウトを含むプ
ロジェクト（単一プロジェクトのレイアウト）に制限できます。

プロジェクトにリンクするときに、そのプロジェクトにある共有コンポジションレイアウ
トから Composition Zonesアイテムを作成できます。ただし、そのレイアウトを含むプ
ロジェクトを開かない限り、コンポジションレイアウトを編集できません。コンポジショ
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ンレイアウトを含むプロジェクトへのリンクを、複数のユーザーが同時に行うことはでき
ますが、プロジェクトを開いてレイアウトを編集できるのは、一度に1人のユーザーのみ
です。

編集するコンポジションレイアウトの共有
他のユーザーが個別のファイルとしてコンポジションレイアウトを編集できるようにす
る場合、外部コンポジションレイアウトを作成できます。ユーザーがこの外部コンポジ
ションレイアウトを編集すると、コンポジションレイアウトが作成された元のホストレ
イアウトのコンテンツが更新されます（その外部コンポジションレイアウトにリンクす
るその他のプロジェクトでも更新されます）。更新内容は、Composition Zonesアイテ
ムが含まれるレイアウトに設定されている環境設定に基づいて、ただちに、プロジェク
トを開くときに、または印刷時に、Composition Zonesアイテムに表示されます。

すべての外部コンポジションレイアウトを作成するためのツールは、共有アイテムのプ
ロパティダイアログボックスの外部に保存ボタンです。共有アイテムのプロパティダイ
アログボックスは、複数の選択に基づいたコンポジションレイアウトを作成するとき、
またはComposition Zonesツールを使用して共有コンテンツパレットのアイテムの追
加をクリックするか、アイテム > 共有を選択するときに表示されます。既存のコンポジ
ションレイアウトについては、共有コンテンツパレットから外部に保存ボタンにアクセ
スできます。

共有コンテンツパレットからの外部コンポジションレイアウトの作成については、下記
の手順に従ってください。

1 共有コンテンツパレットを表示します。

2 共有コンテンツパレットで、コンポジションレイアウトを選択します。

3 編集ボタンをクリックします。

4 共有アイテムのプロパティダイアログボックスで、外部に保存をクリックします。新規
保存ダイアログボックスが表示されます。

5 ファイル名を入力して場所を選択し、保存をクリックします。外部コンポジションレイ
アウトは、別のQuarkXPressプロジェクトとして作成されます。

共有コンテンツパレットで外部Composition Zonesアイテムを選択し、編集をクリック
すると、ボタンは、内部に保存に変わります。

共有コンテンツパレットのコンポジションレイアウトの共有
共有コンテンツパレットでの共有の指定については、下記の手順に従ってください。

1 ｳｨﾝﾄﾞｳメニューの共有コンテンツパレットを表示します。
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共有コンテンツパレットを使用して、配置するコンポジションレイアウトを共有します。

2 そのコンポジションレイアウトを選択して編集 をクリックし、共有アイテムのプロパ
ティダイアログボックスを表示します。

有効性ドロップダウンメニューは、詳細レイアウトプロパティおよび共有アイテムのプ
ロパティダイアログボックスで共通です。

3 有効性ドロップダウンメニューから全てのプロジェクトを選択します。

4 OKをクリックします。

レイアウトのコンポジションレイアウトの共有
コンポジションレイアウトからの共有の指定については、下記の手順に従ってください。

1 対象のコンポジションレイアウトを表示し、レイアウト > 詳細レイアウトプロパティを
選択します。または、プロジェクトウィンドウの下部にあるコンポジションレイアウト
のタブをControlキー＋クリック／右クリックし、詳細レイアウトプロパティを選択しま
す。レイアウトタブは、共有アイテムのプロパティダイアログボックスまたは詳細レイ
アウトプロパティのプロジェクトウィンドウにタブを表示をオンにすると使用できます。
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詳細レイアウトプロパティダイアログボックスの有効性ドロップダウンメニューを使用
して、アクセスを指定します。

2 有効性リストには、全てのプロジェクトおよびこのプロジェクトのみが含まれます。他
のユーザーがアクティブなプロジェクトにリンクしてComposition Zonesアイテムを配
置できるように、全てのプロジェクトを選択します。

3 OKをクリックします。

Composition Zonesアイテムの更新のトラッキング
QuarkXPressは、取り込まれた画像のトラッキングに採用されている方法を使用して、
Composition Zonesアイテムをトラッキングします（「画像の一覧表示、状況確認、お
よび更新」を参照）。追加事項：

•リンク解除済みは、元のホストレイアウトで、有効性が全てのプロジェクトからこのプ
ロジェクトのみに変更されたことを示します。

•使用できませんは、レイアウトタイプが印刷からウェブまたはインタラクティブに変更
されたなどの理由により、Composition Zonesアイテムが更新できないことを示しま
す。

別のプロジェクトにあるコンポジションレイアウトへのリンク
コンポジションレイアウトの有効性設定が全てのプロジェクトの場合、そのコンポジショ
ンレイアウトはリンク可能です。他のユーザーは、別のプロジェクトからリンク可能な
コンポジションレイアウトにリンクし、そのプロジェクトのレイアウトの1つにコンポジ
ションゾーンアイテムとしてリンク可能なコンポジションレイアウトを配置できます。

リンク可能なコンポジションレイアウトを含むプロジェクトへのリンクについては、下
記の手順に従ってください。

1 プロジェクトが開いている状態で、ファイル > グループ作業設定を選択し、グループ作
業設定ダイアログボックスを表示します。

2 リンクしたレイアウトタブをクリックします。
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グループ作業設定ダイアログボックスのリンクしたレイアウトタブを使用して、他のプ
ロジェクトにあるリンク可能なコンポジションレイアウトにアクセスします。

3 リンクしたレイアウトボタンをクリックします。レイアウトのリンクダイアログボック
スが表示されます。

4 プロジェクトに追加したいリンク可能なコンポジションレイアウトを含むプロジェクト
を選択し、開くをクリックします。

5 プロジェクト内のリンク可能なコンポジションレイアウトがリンクされたら、グループ
作業設定ダイアログボックスおよび共有コンテンツパレットに表示されます。

グループ作業設定ダイアログボックスのリンクしたレイアウトタブには、他のプロジェ
クトへリンク可能なコンポジションレイアウトがリストされます。

任意のリンクコンポジションレイアウトを、アクティブなプロジェクトのレイアウトに配
置できます。リンクしたコンポジションレイアウトを配置すると、コンポジションゾーン
アイテムを表示できるため、コンポジションゾーンアイテムは取り込まれた画像に似てい
ますが、コンテンツを編集することはできません。ただし、画像ボックスの属性を編集す
る方法で、コンポジションゾーンアイテムはアイテムの属性を編集できます。
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コンポジションレイアウトの編集：コンテンツ
コンポジションレイアウトを編集する場合、コンテンツを変更してレイアウトレベルの
属性を調整できます。

コンポジションレイアウトのコンテンツの編集については、下記の手順に従ってくださ
い。

1 外部コンポジションレイアウトファイルについては、ファイル > 開くを選択します。

2 QuarkXPressプロジェクト内のコンポジションレイアウトについては、プロジェクトウィ
ンドウの下部のレイアウトタブ（プロジェクトウィンドウにタブを表示がオンの場合に
利用可）にあるレイアウト名をクリックします。コンポジションレイアウト名がレイア

ウトタブに表示されていない場合は、アイテムツール を選択し、CompositionZones
アイテムをダブルクリックします。

3 コンポジションレイアウトが表示されたら、すべてのコンポジションレイアウトのコン
テンツを編集できます。テキスト、画像、およびアイテムを変更するにはメニューおよ
びパレットのコマンドを使用し、コンテンツを追加するにはツールを使用できます。

4 元のホストレイアウト（および外部コンポジションレイアウトにリンクおよび配置され
ているその他のレイアウト）に変更が反映されるように、ファイル>保存を選択します。
単一プロジェクトのコンポジションレイアウトを編集する場合は、ウィンドウを閉じる
と、Composition Zonesアイテムのコンテンツが更新されます。

コンポジションレイアウトの編集：属性
コンポジションレイアウトのレイアウト属性の編集については、下記の手順に従ってく
ださい。

1 外部コンポジションレイアウトのファイルを開く（ファイル > 開く）か、レイアウトタ

ブを使用してコンポジションレイアウトをアクティブ化します。アイテムツール を
選択し、Composition Zonesアイテムをダブルクリックしても、コンポジションレイア
ウトをアクティブ化できます。

2 レイアウト > レイアウトプロパティを選択して、レイアウトプロパティダイアログボッ
クスを表示します。

3 印刷レイアウトのタイプについては、サイズ、方向、および見開き設定を確定または変
更し、OKをクリックします。

4 ウェブレイアウトのタイプについては、バックグラウンドとリンクカラー、レイアウト
サイズ、およびバックグラウンドイメージ（ある場合）を確定または変更し、OKをク
リックします。

レイアウトタイプはレイアウトプロパティダイアログボックスで変更できますが、コンテ
ンツおよび設定がなくなる場合があります。このため、コンポジションレイアウトにリン
クしている他のQuarkXPressプロジェクトの使用状況ダイアログボックス（補助メニュー）
内で、コンポジションレイアウトが使用できなくなります。
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外部コンポジションレイアウトのコンテンツの復帰
外部コンポジションレイアウトを紛失した場合（ネットワークから削除された場合な
ど）、そのコンポジションレイアウトに基づいたComposition Zonesアイテムは、使用
状況ダイアログボックス（補助メニュー）のComposition Zonesペインに移動として
表示されます。ただし、コンテンツにアクセスすることはできるため、移動したコンポ
ジションレイアウトを使用するホストレイアウトから、新しいコンポジションレイアウ
トを作成できます。紛失した外部コンポジションレイアウトのコンテンツの復帰につい
ては、下記の手順に従ってください。

1 移動したコンポジションレイアウトに基づいたComposition Zonesアイテムがあるレイ
アウトを表示します。

2 ファイル > グループ作業設定を選択します。

3 リンクしたレイアウトタブをクリックします。

4 移動したコンポジションレイアウトを選択します。

5 リンクの解除をクリックします。コンポジションレイアウトは、リンクしたレイアウト
タブから削除され、グループ作業設定ダイアログボックスの共有レイアウトタブに新し
いコンポジションレイアウトが追加されます。このコンポジションレイアウトの名前は、
共有コンテンツパレットに表示される名前と同じように見えますが、実際は、有効性が
このプロジェクトのみに制限された新しいコンポジションレイアウトに変換されます。
その後、そのコンポジションレイアウトを配置し、編集できます。

単一プロジェクトコンポジションレイアウトのコンテンツの編集
単一プロジェクトのコンポジションレイアウトは、作成されたプロジェクトでの使用に
制限されています。編集するコンポジションレイアウトにアクセスする方法は、詳細レ
イアウトプロパティダイアログボックスのプロジェクトウィンドウにタブを表示設定で
決定します。プロジェクトウィンドウにタブを表示をオンにすると、プロジェクトウィ
ンドウの上部にあるレイアウトタブからコンポジションレイアウトにアクセスできます。
コンテンツとレイアウト属性を編集するコンポジションレイアウトをアクティブ化する
には、そのタブをクリックします。

プロジェクトウィンドウにタブを表示をオンにしない場合は、アイテムツールを選択し、
元のComposition Zonesアイテムをダブルクリックします。コンポジションレイアウト
が表示されます。

レイアウト全体から作成されたコンポジションレイアウトについては、そのレイアウト
に簡単にアクセスできるように、詳細レイアウトプロパティダイアログボックスのプロ
ジェクトウィンドウにタブを表示をオンにします。オンにしない場合は、共有コンテン
ツパレットでコンポジションレイアウトを選択し、編集をクリックしてからプロジェク
トウィンドウにタブを表示をオンにする必要があります。

コンポジションレイアウトの同期の解除
コンポジションレイアウトの同期を解除すると、コンポジションレイアウトと、そのコ
ンポジションレイアウトに基づく既存のComposition Zonesアイテム間のリンクがすべ
て解除されます。プロジェクトにあるComposition Zonesアイテムのすべてのインスタ
ンスの同期を解除するには、共有コンテンツパレットで対象のコンポジションレイアウ

トを選択して、すべて同期解除ボタン をクリックします。ただし、後でコンポジショ
ンレイアウトを変更し、それに基づく新しいComposition Zonesアイテムを配置する
と、その新しいComposition Zonesアイテムに変更が適用されます。
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コンポジションレイアウトのリンク解除
QuarkXPressプロジェクトに、別のプロジェクトのコンポジションレイアウトにリンク
されたComposition Zonesアイテムが含まれる場合、コンポジションレイアウトを含む
プロジェクト内で変更が発生しても更新を受け取らずに、異なる目的に
Composition Zonesアイテムを使用したい場合があります。リンクを解除しても、
Composition Zonesアイテムは共有コンテンツライブラリに残るため、引き続き共有コ
ンテンツパレットでアクセスできます。

Composizion Zonesアイテムと対応するコンポジションレイアウトのリンクの解除につ
いては、下記の手順に従ってください。

1 ファイル > グループ作業設定を選択します。

2 リンクしたレイアウトタブでコンポジションレイアウトを選択し、リンクの解除をクリッ
クします。

3 終了をクリックします。コンポジションレイアウトはリンクしたレイアウトタブから削
除され、グループ作業設定ダイアログボックスの共有レイアウトタブに新しいコンポジ
ションレイアウトが追加されます。コンポジションレイアウトは、共有コンテンツライ
ブラリに残ります。

リンクしたコンポジションレイアウトの消去
リンクしたコンポジションレイアウトの消去は、リンクしたコンポジションレイアウト
のリンクの解除に類似しています。違いは、リンクしたコンポジションレイアウトを消
去すると、コンポジションレイアウトは共有コンテンツから消去されるため、共有コン
テンツパレットに表示されなくなることです。リンクしたコンポジションレイアウトへ
のリンクを削除するには、グループ作業設定ダイアログボックスの消去ボタンを使用し
ます。共有コンテンツパレットからリンクしたコンポジションゾーンアイテムを削除す

るには、共有コンテンツパレットの削除ボタン を使用します。どちらの方法でも、コ
ンポジションレイアウトは共有コンテンツパレットから消去されます。

リンクしたコンポジションレイアウトの消去については、下記の手順に従ってください。

1 ファイル > グループ作業設定を選択します。

2 リンクしたレイアウトタブでコンポジションレイアウトを選択します。

3 消去をクリックします。

消去ボタンは、リンクしたコンポジションレイアウトにのみ使用できます。

リンクしたコンポジションレイアウトを消去した後、コンポジションゾーンアイテムはレ
イアウトページに残るため、アイテム > 共有を選択して、共有コンテンツパレットにコ
ンポジションゾーンアイテムを再度追加できます。

コンポジションレイアウトの削除
コンポジションレイアウトの削除については、下記の手順に従ってください。

1 共有コンテンツパレットを表示します。

2 パレットでコンポジションレイアウトを選択し、削除 をクリックします。
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リンクしたレイアウトタブの消去ボタンには、共有コンテンツパレットの削除ボタンと同
じ効果があります。

グループ作業設定の使用

グループ作業設定ダイアログボックス（ファイルメニュー）には、プロジェクト全体に
適用されるグループ作業設定が含まれます。これらの設定を使用して、下記の操作を行
うことができます。

• 外部プロジェクトのコンポジションレイアウトにリンクを作成します。

• アクティブプロジェクトの共有コンポジションレイアウトに関する情報を表示します。

• ジョブジャケットを共有します。

• 共有コンテンツライブラリにテキストまたは画像を取り込みます。

•グループ作業設定ダイアログボックスを使用して取り込まれたテキストまたは画像を消
去します。

• リンクしたコンテンツまたはジョブジャケット設定に適用された変更によってアクティ
ブプロジェクトが更新される頻度を指定します。

下記のトピックでは、これらの設定について説明します。

その他のプロジェクトへのリンク
コンポジションレイアウトを作成して他のチームメンバーがそれを利用できるようにし、
リンク可能なコンポジションレイアウトを含むプロジェクトにリンクすることができま
す。

グループ作業設定ダイアログボックスのリンクしたレイアウトタブを使用して、リンク
可能なコンポジションレイアウトを含む他のプロジェクトへのリンク、他のプロジェク
トにあるリンク可能なコンポジションレイアウトへのリンク解除、およびリンクしたコ
ンポジションレイアウトのプロジェクトからの削除を行います。

別のプロジェクトへのリンク方法についての詳細は、「別のプロジェクトにあるコンポ
ジションレイアウトへのリンク」を参照してください。リンクの解除および消去ボタン
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の使用についての詳細は、「コンポジションレイアウトの同期の解除」を参照してくだ
さい。

名前列は、コンポジションレイアウトの名前を共有コンテンツパレットで指定されてい
るとおりにリストし、元の名前列は、コンポジションレイアウトの元の名前を元のホス
トレイアウトに指定されているとおりにリストします。両方の名前がリストされている
ため、共有コンテンツパレットでコンポジションレイアウトの名前が変更されても、コ
ンポジションレイアウトをトラッキングできます。

リンク可能なコンポジションレイアウトに関する情報の表示
プロジェクト内のリンク可能なコンポジションレイアウトのリストを表示するには、共
有レイアウトタブを使用します。

プロジェクト内のリンク可能なコンポジションレイアウトを識別するには、グループ作
業設定ダイアログボックスの共有レイアウトタブを使用します。

名前列は、共有コンテンツパレットのコンポジションレイアウトの名前をリストし、元
の名前列は、コンポジションレイアウトに適用された名前をレイアウトプロパティダイ
アログボックスに指定されているとおりにリストします。

共有コンテンツの取り込みと管理
グループ作業設定ダイアログボックス（ファイルメニュー）のコンテンツタブで、テキ
ストと画像を取り込むことができ、プロジェクト内の同期されたテキストと画像をリス
トできます。
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テキストと画像を取り込むには、グループ作業設定ダイアログボックスのコンテンツタ
ブを使用します。

コンテンツタブを使用して画像とテキストを取り込むと、コンテンツは共有コンテンツ
パレットに直接挿入されます。

更新オプションの指定
リンクしたレイアウトに基づいて、Composition Zonesアイテムが更新される頻度を指
定できます。

グループ作業設定ダイアログボックスのアップデートタブで、更新オプションを指定し
ます。

•開く際に：プロジェクトを開くときに更新します。

•出力の前に：プロジェクトを出力する前に更新します。

•作業中：指定された更新間隔に従って更新します。
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インタラクティブレイアウト

Flash Playerの形式の多様性とその高い普及率から、SWFは、見栄えが良く、高度な対
話性を備え、画面を見るすべての人が利用できるインタラクティブなプロジェクトを開
発しているクリエイティブなユーザーに最も人気のある形式となっています。

インタラクティブレイアウトでは、長年をかけて実証された機能群を使用して音声、ムー
ビー、およびアニメーション付きの力強いインタラクティブSWFプロジェクトを作成で
きます。QuarkXPressを世界最高のページレイアウトアプリケーションにしているこれ
らの機能を使用するために、複雑なオーサリング環境について新たに学ぶ必要はありま
せん。

インタラクティブレイアウトの理解

QuarkXPressレイアウトには、インタラクティブ機能を容易に追加できます。それには、
下記の3つの概念を理解する必要があります。

•オブジェクト：オブジェクトは、インタラクティブパレットを使用して命名されている、
テキストボックス、画像ボックス、またはラインです。オブジェクトは、「エンドユー
ザーが対話操作する対象」として捉えることができます。たとえば、テキストボックス
オブジェクトやアニメーションオブジェクトがあります。

•ユーザーイベント：ユーザーイベントは、エンドユーザーがマウスを使用して行う操作
です。ユーザーイベントは、「エンドユーザーがオブジェクトと対話する方法」と考え
ることができます。たとえば、クリックダウンやポインタを置くがあります。

•アクション：アクションは、エンドユーザーがオブジェクトのユーザーイベントの1つを
実行するときに行われる動作です。アクションは、言わば「エンドユーザーが対話操作
するときにオブジェクトが行う動作」です。アニメーションの再生や次のページを表示
などがあります。

たとえば、画像ボックスを選択し、そのボックスをボタンオブジェクトに変えるには、
そのボタンオブジェクトでクリックアップユーザーイベントを選択して、そのユーザー
イベントに次のページを表示アクションを割り当てます。これにより、SWFプレゼンテー
ションを実行しているときにエンドユーザーが画像ボックスをクリックすると、プレゼ
ンテーションは次のページに移動します。

インタラクティブレイアウトの作成プロセスは簡単です。テキストボックス、画像ボッ
クス、スタイルシートなど、印刷レイアウトで使用するのと同じQuarkXPressのツール
および機能を使用して、レイアウト内にオブジェクトを描画するだけです。次に、これ
らの「インタラクティブな基本要素の作成」オブジェクトを選択し、下記の3つの手順に
従ってインタラクティブなオブジェクトにします。
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1 オブジェクトに命名します。

2 オブジェクトが応答するユーザーイベント（エンドユーザーがマウスを使用して行う操
作）を定義します。

3 ユーザーイベントによって起動するアクションを定義します。

ぶら下がり文字およびデザイングリッドの機能は、インタラクティブレイアウトでは使用
できません。

インタラクティブレイアウトの種類
インタラクティブレイアウトには下記の3種類があります。

•プレゼンテーションレイアウト：これを書き出してSWFファイルを作成できるインタラ
クティブレイアウトです。これは、SWFプレゼンテーションをまとめるためのレイアウ
トです。

•ボタンレイアウト：マルチステートボタンを作成できるインタラクティブレイアウトで
す。ボタンオブジェクトの詳細は、「ボタンオブジェクトの使用」を参照してください。

•イメージシーケンスレイアウト：アニメーションオブジェクトで再生可能なイメージの
シーケンスを作成できるインタラクティブレイアウトです。アニメーションオブジェク
トの詳細は、「アニメーションオブジェクトの使用」を参照してください。

オブジェクトのタイプ
オブジェクトとは、名前やオブジェクトタイプを割り当てられたQuarkXPressのアイテ
ムのことで、テキストや画像ボックスなどがあります。QuarkXPressアイテムをオブジェ
クトに変更しない場合、アイテムは単にバックグラウンドの一部になります。オブジェ
クトには下記の10種類があります。

•基本オブジェクト：名前が付けられたQuarkXPressアイテム（画像ボックス、テキスト
ボックス、線など）、またはアイテムのグループ基本オブジェクトは、それ自体は何も
実行しませんが、これらに対して表示、非表示または移動などのアクションを実行でき
ます。また、基本オブジェクトは、ユーザーイベントに反応します。

•ボタンオブジェクト：マルチステートボタンが含まれているオブジェクトです。ボタン
はボタンレイアウトを使用して作成できます。

•アニメーションオブジェクト：軌道に沿って移動させることができるオブジェクト、ま
たはイメージシーケンスが含まれているオブジェクト、あるいは軌道に沿って移動でき、
かつイメージシーケンスが含まれているオブジェクトです。イメージシーケンスは、イ
ンタラクティブレイアウトのイメージシーケンスレイアウトを使用して作成できる一連
のイメージです。

•ビデオオブジェクト：ムービーが含まれているボックスです。

• SWFオブジェクト：取り込んだSWFプレゼンテーションが含まれているボックスです。

•テキストボックスオブジェクト：エンドユーザーが選択できるテキストが含まれる方形
ボックスです。リストオブジェクトはエンドユーザーが各行を個々のアイテムとして選
択できる特殊なテキストボックスオブジェクトです。

•メニューオブジェクト：エンドユーザーがリストからオプションを選択できるボックス
です。メニューバーオブジェクトはメニューを水平方向にリストして表示するメニュー
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オブジェクトです。ポップアップメニューオブジェクトはドロップダウンメニューを表
示するメニューオブジェクトです。

•ウィンドウオブジェクト：ダイアログボックスやパレットなど、プレゼンテーションの
ウィンドウ内に固定されることなく専用のウィンドウに表示したり非表示にしたりでき
るオブジェクトです。

•ボタングループ：オン／オフボタンのグループで、複数のラジオボタンのセットとして
機能します。エンドユーザーがボタングループの1つのボタンをオンにすると、グループ
内の他のすべてのラジオボタンはオフになります。

各タイプのオブジェクトはそれぞれ異なる機能を実行するよう設計されているため、イ
ンタラクティブパレットのオブジェクトタブは、選択されたオブジェクトのタイプによっ
て異なります。

インタラクティブレイアウトの使用例
ブラッドは、あるバンドの広報を担当しています。このバンドのツアースケジュールは
常に更新されています。ブラッドの仕事は下記のことを確実に行うことです。

• バンドは、最新のツアースケジュールをアップしたすばらしいSWFサイトを持っていま
す。

• また、Flash Playerを使用していないファンのために、最新のツアースケジュールをアッ
プしたHTMLサイトも用意しています。

• さらに、メーリングリストを使用して、最新のツアースケジュールを印刷したダイレク
トメールも定期的に発送しています。

ブラッドは、バンドに合う画像を決めると、次にQuarkXPressプロジェクトの印刷レイ
アウトを使用してダイレクトメールのレイアウトを作成し、最新のツアースケジュール
を取り込みます。

標準的なQuarkXPressの印刷レイアウト
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満足のいくダイレクトメールのデザインが出来上がったら、レイアウト > 複製を選択し
て、同じプロジェクトのウェブレイアウトにコンテンツを複製します。次に、同じファ
イルのHTMLバージョンのページを作成します。

印刷レイアウトを複製して作成したウェブレイアウト

先ほどと同様に、レイアウト > 複製を選択して、ウェブレイアウトをインタラクティブ
レイアウトに複製します。

インタラクティブ性を持たせるため、エンドユーザーがSWFプレゼンテーションを開く
と、ギターが右からスライドするようにしました。これを行うための操作は下記のとお
りです。

• ギターが移動する軌道となる赤い線を追加します。インタラクティブパレットを使用し
て、この線を基本オブジェクトに設定して、「GuitarPath」という名前を付けます。オ
プションで開始時非表示を選択し、この線がエンドユーザーから見えないようにします。

• ギターの画像を選択し、インタラクティブパレットを使用して、この画像を
「SlidingGuitar」という名前のアニメーションオブジェクトとして設定します。この画
像が赤線に沿って移動することを示すには、表示形式ドロップダウンメニューで軌道上
のアイテムを選択してから、軌道ドロップダウンメニューでGuitarPath（赤線）を選択
します。速さフィールドに4を入力して、移動するスピードを設定します。
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オブジェクトタブを使用して、アイテムをアニメーションオブジェクトに変えます。

このアニメーションを再生するには、下記の2つの操作を行います。

1 アニメーションを再生するスクリプトを作成します。
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スクリプトタブでスクリプトを作成します。

2 このスクリプトをプレゼンテーションの最初のページに割り当てると、そのページが表
示されたときにスクリプトが実行されます。これを行うには、最初のページのスクリプ
トドロップダウンメニューでスクリプトの名前を選択します。
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ページタブで、ページにスクリプトを割り当てます。

次にブラッドは、バンドのマネージャーのHTMLサイトを別のウィンドウで表示するた
めのボタンを追加します。ボタンを作成するには、画像ボックスを描画して
「WebSiteButton」という名前を付け、オブジェクトタイプドロップダウンメニューか
らボタンを選択し、さらに、ボタンドロップダウンメニューから新規を選択します。こ
れによって、4ページで構成される（ボタンオブジェクトの4つの状態が構成されている）
ボタンレイアウトが作成されます。この作業はすべてQuarkXPressツールで行います。
さまざまなボタンの状態を用意して、エンドユーザーにボタンの状態を知らせることが
できます。たとえば、状態ごと異なるイメージを使用して、ボタンが押されているか押
されていないか、または有効か無効かによってボタンのアピアランスを変えることがで
きます。
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ページレイアウトパレットで、作成中のボタンの状態を表示します。

次に、ボタンを設定します。プレゼンテーションレイアウトに切り替え、バンドのウェ
ブサイトを開くためのボタンを設定します。これを行うには、ボタンオブジェクトのク
リックアップユーザーイベントに、URLを開くアクションを追加します。

イベントタブで、ボタンオブジェクトのさまざまな状態にイベントを割り当てます。
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次に、プレゼンテーションにアニメーションロゴのシーケンスを追加します。イメージ
シーケンスを作成するには、画像ボックスを描画して「AnimatedLogo」という名前を
付け、オブジェクトタイプドロップダウンメニューからアニメーションを選択し、表示
形式ドロップダウンメニューからボックス内のシーケンスを選択して、さらにページ選
択ドロップダウンメニューから新規を選択します。これで、イメージシーケンスレイア
ウトが作成されます。ブラッドは、このイメージシーケンスレイアウトに10ページ追加
して、各ページにフレームを付けることで、11のアニメーションのフレームを作成しま
した。

ページレイアウトパレットで、イメージシーケンスのフレームをプレビューします。

アニメーションを再生するには、「Sliding Guitar」アニメーションを開始するときに使
用したスクリプトにアニメーションの再生アクションを追加します。

バンドのツアースケジュール用のSWFページが完成したので、ファイル > 書き出し >
Macromedia Flashでの書き出しプログラムを選択し、書き出しのオプションを設定し
て、プレゼンテーションをSWF形式で書き出します。
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Macromedia Flashでの書き出しプログラムダイアログボックスで、書き出しのオプ
ションを設定します。

ページの3つのバージョン（印刷、ウェブ、およびインタラクティブ）の設定が完成した
ら、共有コンテンツパレットを使用して3つのレイアウトのツアースケジュールを同期し
ます。同期したら、印刷レイアウトを印刷し、ウェブレイアウトをHTMLに書き出し、
インタラクティブレイアウトをSWF形式で書き出します。

一週間後、最新バージョンのツアースケジュールが届きます。ブラッドはプロジェクト
を開き、印刷レイアウトに新しいスケジュールを入力します。このとき、ビューを分割
すると、他の2つのレイアウトも更新されていることを確認できます。
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QuarkXPressのマルチレイアウトビュー機能で、印刷レイアウトとインタラクティブレ
イアウトのコンテンツが同時に更新されていることを確認できます。

後は、ウェブレイアウトとインタラクティブレイアウトを書き出せば、サイトの更新が
完了します。新しいダイレクトメールを印刷する必要があれば、それも今すぐ行うこと
ができます。

インタラクティブな基本要素の作成

プレゼンテーションレイアウトをSWF形式で書き出すには、まずプレゼンテーションレ
イアウトとインタラクティブオブジェクトを作成する必要があります。これらのトピッ
クでは、プレゼンテーションレイアウトを作成して、それをボタン、アニメーション、
SWFファイル、およびムービーなどの基本要素と一緒に取り込む方法を説明します。

プレゼンテーションレイアウトの作成
プレゼンテーションレイアウトは、SWF形式で書き出すことができるインタラクティブ
レイアウトです。プレゼンテーションレイアウトを作成するには、下記の手順に従って
ください。

1 インタラクティブレイアウトを作成するには、下記の操作を行ってください。

• プロジェクトの最初のレイアウトとしてプレゼンテーションレイアウトを作成するには、
ファイル > 新規 > プロジェクトを選択します。

• 既存プロジェクトのレイアウトとしてプレゼンテーションレイアウトを作成するには、
そのプロジェクトを開いて、レイアウト > 新規を選択します。
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• 既存レイアウトを基準とするプレゼンテーションレイアウトを作成するには、その既存
レイアウトを開いて、レイアウト > 複製を選択します。

新規プロジェクト、新規レイアウト、またはレイアウトの複製ダイアログボックスが表
示されます（どれも基本的には同じです）。

新規プロジェクトダイアログボックスでは、プレゼンテーションレイアウトを作成でき
ます。

2 レイアウトタイプドロップダウンメニューからインタラクティブを選択します。

3 インタラクティブタイプドロップダウンメニューからプレゼンテーションを選択します。

4 書き出されるプレゼンテーションのサイズを指定するには、大きさドロップダウンメ
ニューからオプションを選択するか、幅および高さフィールドにカスタム設定の幅およ
び高さを入力します。

5 書き出されるプレゼンテーションのバックグラウンドカラーを設定するには、バックグ
ラウンドカラードロップダウンメニューからオプションを選択します。

オブジェクトの作成
オブジェクトは、インタラクティブパレットを使用して名前とオブジェクトタイプが割
り当てられているアイテムです。アイテムをインタラクティブに操作できるようにする
には、まずそのアイテムをオブジェクトにする必要があります。プレゼンテーションレ
イアウトでオブジェクトを作成するには、下記の手順に従ってください。

1 インタラクティブパレットで、オブジェクトタブをクリックします。
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2 作成するオブジェクトのタイプに応じ、以下の操作を行ってアイテムを描画または選択
します。

•基本オブジェクト：画像ボックス、テキストボックス、コンテンツなしボックス（アイ
テム > コンテンツ > なし）、ライン、テキストパス、テーブル、またはアイテムのグ
ループを描画または選択します。

•ボタンオブジェクト：画像ボックスを描画または選択します。

•アニメーションオブジェクト：画像ボックス、テキストボックス、コンテンツなしボッ
クス、ライン、テキストパス、テーブル、またはアイテムのグループを描画または選択
します。

•ビデオオブジェクト：画像ボックスを描画または選択します。

• SWFオブジェクト：画像ボックスを描画または選択します。

•テキストボックスオブジェクト：テキストボックスを描画または選択します。

•メニューオブジェクト：画像ボックスまたはテキストボックスを描画または選択します。

•ウィンドウオブジェクト：画像ボックス、テキストボックス、コンテンツなしボックス、
またはテーブルを描画または選択します。

•グループオブジェクト：アイテムのグループを描画または選択します。

3 オブジェクト名フィールドにオブジェクトの名前を入力します。

スクリプトおよびアクションはオブジェクト名によってオブジェクトを参照するため、
ページ内の各オブジェクトには固有の名前を付ける必要があります。

オブジェクト名では、大文字と小文字が区別されません。したがって、たとえばオブジェ
クトに「StartButton」と命名した場合は、式の中で「startbutton」として参照できま
す（式の詳細は、「式の使用」を参照してください）。

4 作成するオブジェクトのタイプを指定するには、オブジェクトタイプドロップダウンメ
ニューからオプションを選択します。

5 オブジェクトタブの他のコントロールを使用してオブジェクトを設定します。

SWFオブジェクトの設定
SWFオブジェクトは、取り込まれたSWFファイルが含まれているボックスです。SWFオ
ブジェクトの設定については、下記の手順に従ってください。

1 「オブジェクトの作成」の説明に従ってSWFオブジェクトを作成します。SWFオブジェ
クトが選択されていることを確認してください。

2 SWFオブジェクトで再生するSWFファイルを指定するには、SWFドロップダウンメニュー
からオプションを選択します。

• ファイルを取り込むには、その他を選択します。

• アクティブなプロジェクトで既に使用されているSWFファイルを使用する場合は、その
ファイルの名前を選択します。

• 実行時にSWFファイルを参照するパスを挿入するには（そのSWFファイルは現在使用で
きなくても構いません）、外部を選択します。このオプションを使用すると、プロジェ
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クトを書き出すときのサイズを小さくできますが、それによってリンクが壊れる可能性
もあります。

3 SWFドロップダウンメニューから外部を選択すると、外部ファイル参照ダイアログボッ
クスが表示されます。

外部ファイル参照ダイアログボックスを使用して、ファイルへのパスを指定できます。

パスを指定するには、下記のいずれかの操作を行ってください。

• ローカルファイルシステムからファイルを参照するには、種類メニューからファイルを
選択して、パスフィールドでそのファイルへのパスを指定します。パスを直接入力する
か、またはクリックしてファイルの位置を指定します。

• インターネット上でファイルを使用するには、種類メニューからURLを選択して、URL
フィールドにファイルのURLを入力します。

• 式で作成したパスを使用してローカルファイルシステムからファイルを参照するには、

種類メニューからファイル式を選択して式フィールドに式を入力するか、 ボタンをク
リックして式エディタダイアログボックスを使用します。

• 式で作成されたURLを使用してインターネット上のファイルを参照するには、種類メ

ニューからファイル式を選択して式フィールドに式を入力するか、 ボタンをクリック
して式エディタダイアログボックスを使用します。

4 SWFオブジェクトの設定を追加するには、オプションドロップダウンメニューからオプ
ションを1つ以上選択します。

•表示アクションを使用して表示されるまでオブジェクトを非表示にするには、開始時 非
表示を選択します。

•使用アクションで有効化されるまでオブジェクトが変更されないようにするには、開始
時無効を選択します。

• 別のプレゼンテーションページが表示された場合でも、オブジェクトの状態が保持され
るようにするには、ページの状態を保持を選択します。

• ファイルを繰り返し再生するには、ループを選択します。

• ファイルを最初から最後まで再生した後、最後から最初まで折り返し再生する動作を繰
り返すには、往復ループを選択します。

往復ループオプションは、ビデオオブジェクトでは使用できません。
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5 ページ上でのオブジェクトの最初の位置を指定するには、開始位置ドロップダウンメ
ニューからオプションを選択します。

• オブジェクトの最初の表示位置をページ上の現在の場所に設定するには、ホームを選択
します。

• オブジェクトの最初の表示位置をペーストボードの1つにするには、上、左、下、または
右を選択します。

6 ファイルを再生するフレームレートを指定するには、フレームレートに値を入力するか、
デフォルトを選択してSWFファイルに組み込まれているフレームレートを使用します。

ビデオオブジェクトの設定
ビデオオブジェクトは、ムービーが含まれているオブジェクトです。ビデオオブジェク
トの設定については、下記の手順に従ってください。

1 「オブジェクトの作成」の説明に従ってビデオオブジェクトを作成します。ビデオオブ
ジェクトが選択されていることを確認してください。

2 再生するムービーを指定するには、ビデオドロップダウンメニューからオプションを選
択します。

• AVIファイルまたはMOVファイルを取り込む場合は、その他を選択します。

• アクティブなプロジェクトで既に使用されているムービーを使用する場合は、そのファ
イルの名前を選択します。

• 実行時にFLVファイルを参照するパスを挿入するには（そのファイルは現在使用できなく
ても構いません）、外部を選択します。

外部を選択する場合、ビデオオブジェクトとリンクさせることができるのは、FLVファイ
ルのみです。外部SWFファイルにリンクさせる場合は、オブジェクトタイプをSWFに設
定します。

3 ビデオドロップダウンメニューから外部を選択すると、外部ファイル参照ダイアログボッ
クスが表示されます。

外部ファイル参照ダイアログボックスを使用して、ファイルへのパスを指定できます。

パスを指定するには、下記のいずれかの操作を行ってください。
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• ローカルファイルシステムからファイルを参照するには、種類メニューからファイルを
選択して、パスフィールドでそのファイルへのパスを指定します。パスを直接入力する
か、またはクリックしてファイルの位置を指定します。

• インターネット上でファイルを使用するには、種類メニューからURLを選択して、URL
フィールドにファイルのURLを入力します。

• 式で作成したパスを使用してローカルファイルシステムからファイルを参照するには、

種類メニューからファイル式を選択して式フィールドに式を入力するか、 ボタンをク
リックして式エディタダイアログボックスを使用します。

• 式で作成されたURLを使用してインターネット上のファイルを参照するには、種類メ

ニューからファイル式を選択して式フィールドに式を入力するか、 ボタンをクリック
して式エディタダイアログボックスを使用します。

4 書き出し時にムービーを変換する形式を指定するには、ビデオタイプドロップダウンメ
ニューからオプションを選択します。

• SWF：書き出し時に、ムービーをSWFビデオ形式に変換します。Flash Player 6で再生
できるのは、SWFビデオのみです。

• FLV：書き出し時に、ムービーをFLV形式に変換します。この形式を再生するには、Flash
Player 7以上が必要です。

5 ビデオオブジェクトの設定を追加するには、オプションドロップダウンメニューからオ
プションを1つ以上選択します。

•表示アクションを使用して表示されるまでオブジェクトを非表示にするには、開始時非
表示を選択します。

•使用アクションで有効化されるまでムービーオブジェクトが変更されないようにするに
は、開始時無効を選択します。

• 別のプレゼンテーションページが表示された場合でも、オブジェクトの状態が保持され
るようにするには、ページの状態を保持を選択します。

• ファイルを繰り返し再生するには、ループを選択します。

6 ページ上でのオブジェクトの最初の位置を指定するには、開始位置ドロップダウンメ
ニューからオプションを選択します。

• オブジェクトの最初の表示位置をページ上の現在の場所に設定するには、ホームを選択
します。

• オブジェクトの最初の表示位置をペーストボードの1つにするには、上、左、下、または
右を選択します。

7 追加のオプションを指定するには、下記の操作を行ってください。

• クリックするたびにムービーの再生と停止を交互に実行するには、クリックして再生／
停止チェックボックスをオンにします。

• ムービーについてビデオおよびオーディオの書き出しの詳細設定を行うには、書き出し
設定をクリックします。
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ビデオオブジェクトを設定したら、それを再生するためのアクションを使用する必要があ
ります。アクションを使用しないと、ビデオの最初のフレームしか表示されません。

アニメーションオブジェクトの使用
プレゼンテーションレイアウトでは、アニメーションによる2つの際立った「フレーバー」
を利用できます。

•軌道に沿って移動するインタラクティブオブジェクト：画面をスライドするロゴまたは
その他のデザイン要素など。この種類のアニメーションを作成するには、軌道に沿って
移動するオブジェクトを含むアニメーションオブジェクト、およびオブジェクトが移動
する軌道を定義する軌道オブジェクトなど、2つのオブジェクトが必要になります。アニ
メーションオブジェクトはどんなものでも構いません。あらゆる形状の線やボックスを
軌道オブジェクトとして設定できます。

•ボックスのイメージシーケンス：回転する車輪、点滅する文字、砂時計などこの種類の
アニメーションを作成するには、各ページがアニメーション化されたシーケンスのフレー
ムを表す、イメージシーケンスレイアウトという特別なインタラクティブレイアウトを
作成する必要があります。QuarkXPressのツールを使用して各ページでフレームを手動
で描画したり、各フレームを画像として取り込むことができます。または、両方の方法
を組み合わせることもできます。イメージシーケンスの詳細は、「イメージシーケンス
の作成」を参照してください。

また、2つの方法を組み合わせて、軌道に沿って移動するイメージシーケンスをボックス
に作成することもできます。たとえば、回転する地球のイメージシーケンスを作成し、
円の軌道を使用してそのイメージを画面上で移動させることができます。

アニメーションオブジェクトは、クリックして再生／停止オプションまたはアニメーショ
ンの再生アクションを使用してアニメーションを開始しない限り、書き出されたプロジェ
クト上で動作しないことに注意してください。

アニメーションオブジェクトの設定
アニメーションオブジェクトの設定については、下記の手順に従ってください。

1 「オブジェクトの作成」の説明に従ってアニメーションオブジェクトを作成します。ア
ニメーションオブジェクトが選択されていることを確認してください。

2 表示形式ドロップダウンメニューからアニメーションの種類を選択します。

•軌道上のアイテム：軌道に沿って移動するオブジェクトです。

•ボックス内のシーケンス：イメージシーケンスを含むボックスです。

•軌道上のシーケンス：イメージシーケンスを含み、軌道に沿って移動するボックスです。

3 再生するイメージシーケンスを指定するには、シーケンスドロップダウンメニューから
オプションを選択します。

•レイアウト名：同じプロジェクト内のイメージシーケンスを使用する場合は、そのイメー
ジシーケンスを含むイメージシーケンスレイアウトの名前を選択します。

•新規：同じプロジェクト内にイメージシーケンスレイアウトを作成する場合は、このオ
プションを選択します。
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•編集：同じプロジェクト内のイメージシーケンスレイアウトを選択して、それを編集モー
ドに切り替える場合は、このオプションを選択します。

•外部ファイルの選択：別のQuarkXPressプロジェクトのイメージシーケンスレイアウト
を選択する場合は、このオプションを選択します。

4 イメージシーケンスを再生するフレームレートを指定するには、フレーム レートフィー
ルドに値を入力します。デフォルトでは、イメージシーケンスのデフォルトフレームレー
トが読み込まれます。

5 アイテムまたはシーケンスを含むボックスが移動する軌道を指定するには、軌道ドロッ
プダウンメニューからオプションを選択します。任意のボックスオブジェクトまたは線
オブジェクトに名前を付けて、軌道として使用できます。

6 軌道上のオブジェクトの動作を設定するには、オプションドロップダウンメニューから
オプションを1つ以上選択します。

• アニメーションオブジェクトが軌道の開始点から終了点までを繰り返し移動するように
するには、ループを選択します。

• アニメーションオブジェクトが軌道の開始点から終了点まで移動してから、終止点から
開始点まで折り返す動作を繰り返し行うようにするには、往復ループを選択します。

•表示アクションを使用して表示されるまでアニメーションオブジェクトを非表示にする
には、開始時非表示を選択します。

• 再生の終了後にアニメーションを非表示にするには、終了時非表示を選択します。

• エンドユーザーがページを終了しても、その後同じページを開いたときにアニメーショ
ンオブジェクトの状態が保持されるようにするには、ページの状態を保持を選択します。

• 最初はエンドユーザーがオブジェクトと対話できないようにするには、開始時無効を選
択します。

7 クリックするたびにアニメーションの再生と停止を交互に実行するには、クリックして
再生／停止チェックボックスをオンにします。

8 アニメーションオブジェクトが軌道に沿って移動する速度を指定するには、速さフィー
ルドに値を入力し、ドロップダウンメニューから単位を選択します。

9 アニメーションが開始したときに再生する音声を指定するには、音ドロップダウンメ
ニューからオプションを選択します。

• 音声ファイルを取り込むには、音ドロップダウンメニューからその他を選択します。

• アクティブなプロジェクトで既に使用されている音声ファイルを使用する場合は、その
音声ファイルの名前を選択します。

• 実行時に音声ファイルを参照するパスを挿入するには（そのファイルは現在使用できな
くても構いません）、外部を選択します。

アニメーションにリンクできる外部音声ファイルの形式は、MP3形式またはWAV形式の
みです。

10 アニメーションを実行している間、音声を繰り返し再生するには、ループチェックボッ
クスをオンにします。
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11 音ドロップダウンメニューから外部を選択すると、外部ファイル参照ダイアログボック
スが表示されます。

外部ファイル参照ダイアログボックスを使用して、ファイルへのパスを指定できます。

パスを指定するには、下記のいずれかの操作を行ってください。

• ローカルファイルシステムからファイルを参照するには、種類メニューからファイルを
選択して、パスフィールドでそのファイルへのパスを指定します。

• インターネット上でファイルを使用するには、種類メニューからURLを選択して、URL
フィールドにファイルのURLを入力します。

• 式で作成したパスを使用してローカルファイルシステムからファイルを参照するには、

種類メニューからファイル式を選択して式フィールドに式を入力するか、 ボタンをク
リックして式エディタダイアログボックスを使用します。

• 式で作成されたURLを使用してインターネット上のファイルを参照するには、種類メ

ニューからファイル式を選択して式フィールドに式を入力するか、 ボタンをクリック
して式エディタダイアログボックスを使用します。

12 イメージシーケンスを含むボックスの開始点と方向を指定するには、指定をクリックし
ます。アニメーションの開始点ダイアログボックスが表示されます。
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アニメーションの開始点ダイアログボックスを使用して、軌道上でのオブジェクトまた
はシーケンスの開始点および方向を指定できます。

イメージシーケンスを含むボックスの開始点を指定するには、軌道上の任意の場所でク
リックします。ボックスの当初の移動方向を変更するには、方向の変更をクリックしま
す。設定が終了したら、OKをクリックします。

アニメーションオブジェクトを設定したら、アニメーション化するにはアクションを使用
する必要があります。

イメージシーケンスの作成
イメージシーケンス（ボックス内のシーケンスまたはパス上のシーケンス）を含むアニ
メーションオブジェクトを作成するには、まずイメージシーケンスレイアウトを作成す
る必要があります。イメージシーケンスレイアウトは、1つのイメージシーケンスのフ
レームごとに別々のページを作成するための特殊なインタラクティブレイアウトです。

イメージシーケンスレイアウトを作成するには、下記の手順に従ってください。

1 「オブジェクトの作成」の説明に従ってアニメーションオブジェクトを作成します。ア
ニメーションオブジェクトが選択されていることを確認してください。

2 イメージシーケンスを使用するよう指定するには、表示シーケンスドロップダウンメ
ニューでボックス内のシーケンスまたはパス上のシーケンスを選択します。

3 イメージシーケンスレイアウトを作成するには、シーケンスドロップダウンメニューか
ら新規を選択します。新規インタラクティブレイアウトダイアログボックスが表示され
ます。
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4 レイアウトに命名し、フレームレートフィールドにフレームレートを入力して、OKをク
リックします（幅および高さは、アニメーションオブジェクトから自動的にコピーされ
ます）。

5 ウィンドウ > ページレイアウトがオンになっていることを確認します。ページレイアウ
トパレットに、イメージシーケンスのフレームごとにページが表示されます。

ページレイアウトパレット（ウィンドウ > ページレイアウト）では、イメージシーケン
スの各フレームを表示して使用できます。

6 ページレイアウトパレットで、ページをダブルクリックすることによってイメージシー
ケンスの最初のフレームを選択し、次いでQuarkXPressのページレイアウトツールを使
用して最初のフレームを描画するか、または画像ボックスを描画してからイメージの既
存シーケンスの最初のフレームを取り込みます。

7 アニメーションの2番目のフレームを作成するには、ページレイアウトパレット内のペー
ジをControlを押しながらクリックするか、または右クリックし、ページの挿入を選択し
ます。ページの挿入ダイアログボックスが表示されます。

8 ページの挿入ダイアログボックスの挿入フィールドに1と入力して、OKをクリックしま
す。ページレイアウトパレットに2番目のページが表示されます。

9 最初のページから2番目のページにコンテンツをコピーアンドペーストし、両方が同一の
フレームになるようにします。ページレイアウトパレットを使用して、フレーム間を移
動できます。

10 新規フレームのコンテンツを更新してフレームを作成します。

11 すべてのフレームの作成が完了するまで前の4つの手順を繰り返します。

12 終了したら、ウィンドウの下部にあるレイアウトタブを使用するか、またはレイアウト>
レイアウト指定を選択して、プレゼンテーションレイアウトに戻ります。

イメージシーケンスレイアウトは、プレゼンテーションレイアウトを作成するのと同じ方
法で作成することもできます。それには、ファイル > 新規 > プロジェクトまたはレイア
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ウト > 新規を使用します。ただし、イメージシーケンスレイアウトを作成するための通
常の方法は上記の方法です。この方法を使用する場合は、ボックスサイズが自動的に取り
込まれ、新規のイメージシーケンスレイアウトに適用されます。

イメージシーケンスレイアウトは、同期を解除するまで削除できません。イメージシーケ
ンスレイアウトの同期を解除するには、共有コンテンツパレットで対象のボタンレイアウ

トを選択して、削除ボタン をクリックします。

ボタンオブジェクトの使用
プレゼンテーションレイアウトでは、次の2つのタイプのボタンオブジェクトを利用でき
ます。

•ボタンの動作を使用するインタラクティブオブジェクト：インタラクティブオブジェク
トのほとんどすべての種類に、クリックダウン（オブジェクト上でマウスボタンをクリッ
クする）、クリックアップ（オブジェクト上でマウスボタンを放す）、およびダブルク
リック（ボタン上でマウスをダブルクリックする）などのユーザーイベントが含まれて
います。これらのユーザーイベントにアクションを割り当てることで、ほとんどのオブ
ジェクトをボタンとして設定できます。

•マルチステートボタンを含むボタンオブジェクト：マルチステートボタンは、クリック
するとアピアランスが変わるボタンです。オン／オフによってボタンのアピアランスを
変えることで、エンドユーザーに現在のボタンの状態を視覚的に知らせます。マルチス
テートボタンを使用するには、ボタンレイアウトという特別なインタラクティブレイア
ウトで、ボタンのさまざまな状態を描画する（または画像として取り込む）必要があり
ます。

複数のオン／オフボタンをグループ化してボタングループを作成できます。ボタングルー
プでは、常に1つのボタンのみをオン状態にできます。これは、エンドユーザーが相互に
排他的な複数の選択肢から1つしか選択できないようにする場合に役立つ機能です。

マルチステートボタンの作成
マルチステートボタンを作成するには、まずボタンレイアウトを作成する必要がありま
す。ボタンレイアウトは、マルチステートボタンの状態ごとに別々のページを持つ特殊
なインタラクティブレイアウトです。

下記の種類のマルチステートボタンを作成できます。

•シンプル：シンプルボタンは、常にアップまたはダウン状態のどちらかです。単純なア
クション（ムービーの再生など）を起動するのに向いています。

•使用停止状態付きシンプル：使用停止状態付きシンプルボタンは、「使用停止」と呼ば
れる追加状態を持つシンプルボタンです。

•オン／オフ：オン／オフボタンはトグルスイッチのように動作します。ボタンをクリッ
クするたびにオンからオフに、またはオフからオンに切り替わります。

•使用停止状態付きオン／オフ：使用停止状態付きオン／オフボタンは、「使用停止」と
呼ばれる追加状態を持つオン／オフボタンです。

マルチステートボタンには、下記の状態をさまざまに組み合わせて設定できます。

•アップ：エンドユーザーはボタンをクリックしていません。
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•ボタン上：マウスポインタはボタン上にありますが、エンドユーザーはマウスをクリッ
クしていません。

•ダウン：エンドユーザーがボタンをクリックし、押したままの状態です。

•ヒット：ボタンのインタラクティブ領域を定義します。この状態は表示されず、ボタン
をクリックできる場所とできない場所が示されるだけです。この状態は、言わば「ボタ
ンのマスク」です。この状態を空白のままにすると、ボタンは機能しません。

•使用停止：ボタンをクリックできません。

オン／オフボタンは、アップ状態とダウン状態のときにクリックできるため、2種類のオ
ン状態（オン-アップ、オン-ダウン）と2種類のオフ状態（オフ-アップ、オフ-ダウン）が
あることになります。ただし、すべてのボタン状態ごとに異なるイメージを作成する必要
はありません。

ボタンレイアウトでマルチステートボタンを作成するには、下記の手順に従ってくださ
い。

1 「オブジェクトの作成」の説明に従ってボタンオブジェクトを作成します。ボタンオブ
ジェクトが選択されていることを確認してください。

2 ボタンレイアウトを作成するには、ボタンドロップダウンメニューから新規を選択しま
す。新規インタラクティブレイアウトダイアログボックスが表示されます。

3 レイアウトを命名し、ボタンの種類ドロップダウンメニューからボタンの種類を選択し
て、OKをクリックします（幅および高さは、ボタンオブジェクトから自動的にコピーさ
れます）。

4 ウィンドウ > ページレイアウトがオンになっていることを確認します。ページレイアウ
トパレットに、ボタン状態ごとのページが表示されます。
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ページレイアウトパレット（ウィンドウ > ページレイアウト）では、ボタンレイアウト
の各ボタン状態を表示して設定できます。

5 ページレイアウトパレットで、対応するページをダブルクリックしてボタン状態を選択
し、次いでQuarkXPressのページレイアウトツールを使用してボタン状態を描画するか、
または画像ボックスを描画し、それからボタン状態を画像として取り込みます。

6 1つのボタン状態から別のボタン状態にコンテンツをコピーアンドペーストし、両方が同
一のボタン状態になるようにします。ページレイアウトパレットを使用して、ボタン状
態間を移動できます。

7 ボタン状態のコンテンツを更新します。

8 ボタンの各状態を設定するまで、上記の3つの手順を繰り返します。

9 ボタンの領域の一部分のみがインタラクティブ（クリック有効）になるように指定する
場合は、ボタンをクリックさせる場所で、ヒット状態のボックスを描画します。

10 終了したら、ウィンドウの下部にあるレイアウトタブを使用するか、またはレイアウト
> レイアウト指定を選択して、プレゼンテーションレイアウトに戻ります。

ボタンレイアウトは、プレゼンテーションレイアウトの作成と同じ方法で作成することも
できます。それには、ファイル >新規 >プロジェクトまたはレイアウト > 新規を選択し
ます。ただし、ボタンレイアウトを作成するための通常の方法は上記の方法です。この方
法では、ボックスサイズが自動的に取り込まれ、新規のボタンレイアウトに適用されま
す。

ボタンレイアウトは、同期を解除するまで削除できません。ボタンレイアウトの同期を解

除するには、共有コンテンツパレットで対象のレイアウトを選択して、削除ボタン を
クリックします。
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ボタンオブジェクトの設定
ボタンオブジェクトの設定については、下記の手順に従ってください。

1 「オブジェクトの作成」の説明に従ってボタンオブジェクトを作成します。ボタンオブ
ジェクトが選択されていることを確認してください。

2 使用するボタンレイアウトを指定するには、ボタンドロップダウンメニューからオプショ
ンを選択します。

•レイアウト名：同じプロジェクト内のレイアウトボタンを使用する場合は、そのレイア
ウトの名前を選択します。

•新規：同じプロジェクト内にボタンレイアウトを作成する場合は、このオプションを選
択します。

•編集：同じプロジェクト内のボタンレイアウトを選択して、そのボタンレイアウトを編
集モードに切り替える場合は、このオプションを選択します。

•外部ファイルの選択：別のQuarkXPressプロジェクトのボタンレイアウトを選択する場
合は、このオプションを選択します。

3 ボタンオブジェクトの設定を行うには、オプションドロップダウンメニューからオプショ
ンを1つ以上選択します。

•表示アクションを使用して表示されるまでボタンオブジェクトを非表示にするには、開
始時非表示を選択します。

•使用アクションで有効化されるまでボタンオブジェクトを無効にするには、開始時無効
を選択します。

• エンドユーザーがページを終了しても、その後同じページを開いたときにボタンオブジェ
クトの状態が保持されるようにするには、ページの状態を保持を選択します。

• ボタンが最初からオン状態になるように指定するには、開始時オンチェックボックスを
オンにします。

4 ページ上でのボタンオブジェクトの最初の位置を指定するには、開始位置ドロップダウ
ンメニューからオプションを選択します。

• オブジェクトの最初の表示位置をページ上の現在の場所に設定するには、ホームを選択
します。

• オブジェクトの最初の表示位置をペーストボードの1つにするには、上、左、下、または
右を選択します。

5 シンプルボタンをアクティブ化したり、オン／オフボタンまたは使用停止状態付きオン
／オフの状態を切り替えたりするキーボードコマンドを指定するには、キーエイリアス
フィールドにキーの組み合わせを入力します。

ボタングループの作成
複数のオン／オフ（または使用停止状態付きオン／オフ）ボタンをグループ化し、それ
らのボタンを1組のラジオボタンのように機能させることができます（つまり、1つのボ
タンをオンにすると、グループ内の他のボタンすべてがオフにされます）。ボタングルー
プを作成するには、下記の手順に従ってください。
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1 複数のボタンオブジェクトを作成し、オン／オフまたは使用停止状態付きオン／オフの
マルチステートボタンとしてそれらのオブジェクトを設定します。

2
アイテムツール を使用して、すべてのボタンオブジェクトを一度に選択します（他
のオブジェクトは選択しません）。

3 アイテム > グループを使用してボタンオブジェクトをグループ化します。

4 インタラクティブパレットのオブジェクトタブで、オブジェクトタイプドロップダウン
メニューからボタングループを選択し、オブジェクト名フィールドにボタングループの
名前を入力します。

イメージシーケンスレイアウト、ボタンレイアウト、および共有コンテンツ
プレゼンテーションレイアウトにイメージシーケンスまたはマルチステートボタンを追
加すると、QuarkXPressはComposition Zonesテクノロジを使用して、ターゲットの
イメージシーケンスまたはボタンレイアウトをプレゼンテーションレイアウトのボック
スにコピーします。

すべてのコンポジションレイアウトと同様に、イメージシーケンスレイアウトおよびボ
タンレイアウトは、プレゼンテーションレイアウトの対応するボックスと同期します。
その後、使用したイメージシーケンスレイアウトまたはボタンレイアウトはすべて共有
コンテンツパレットに表示され、アニメーションとボタンには、アイテムが同期してい
ることを示すボックスハンドルが追加されます。

Composition Zonesを使用してウェブレイアウトにインタラクティブレイアウトを埋め
込み、そのウェブレイアウトを書き出して、埋め込みSWFプレゼンテーションを備えた
HTMLページを作成できます。

メニューの使用
インタラクティブレイアウトでは、次の2つのタイプのメニューを使用できます。

•メニューバー：水平方向に配置された一連のメニューで、メニューアイテムがドロップ
ダウン形式で表示されます。メニューバーには、サブメニューを含めることもできます。

•ポップアップメニュー：ドロップダウンメニュー。ポップアップメニューには、サブメ
ニューを含めることもできます。

これら2つのタイプのメニューを作成するには、まずインタラクティブメニューを作成す
る必要があります。QuarkXPressには、インタラクティブメニューというユーザーイン
ターフェイスはありません。インタラクティブメニューとは、プロジェクトに格納され
るメニュー、サブメニュー、およびメニューアイテムを指します。インタラクティブメ
ニューの作成時に、メニュー、メニューアイテム、セパレータ、およびサブメニューを
指定できます。各メニューアイテムは、エンドユーザーがそのアイテムを選択した場合
に実行されるアクションと関連付けることができます。

インタラクティブメニューを作成したら、そのメニューを1つ以上のメニューオブジェク
トに割り当てることができます。メニューが表示される場所およびその概観は、メニュー
オブジェクトによって決まります。
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インタラクティブメニューの作成
メニューオブジェクトを作成するには、まずインタラクティブメニューを作成する必要
があります。インタラクティブメニューは、プロジェクト内に保存されてはいても、メ
ニューオブジェクト内で使用するまでは実際に画面に表示されないメニューです。

インタラクティブメニューには、メニューアイテム、サブメニュー、およびセパレータ
を含めることができます。各メニューアイテムとサブメニューアイテムには、アクショ
ン（別のページへのリンクやURLを開く動作など）を割り当てることができます。

インタラクティブメニューは、メニューバーまたはポップアップメニュー（ドロップダ
ウンメニュー）として表示することもできます。

• インタラクティブメニューをメニューバーとして表示する場合、メニューアイテムはメ
ニューバーの最初のメニューとして、ドロップダウンリストの第1レベルのサブメニュー
はメニューのメニューアイテムとして、それ以外のサブメニューはメニューアイテムの
サブメニューとして表示されます。

• インタラクティブメニューをポップアップメニューとして表示する場合、メニューアイ
テムはドロップダウンメニューリストのメニューアイテムとして上下に並べて表示され、
すべてのサブメニューはメニューアイテムのサブメニューとして表示されます。

インタラクティブメニューを作成するには、下記の手順に従ってください。

1 編集 > インタラクティブメニューを選択します。インタラクティブメニューダイアログ
ボックスが表示されます。

インタラクティブメニューダイアログボックスでは、インタラクティブメニューを作成、
削除、および複製できます。

2 インタラクティブメニューを作成するには、新規をクリックします。インタラクティブ
メニューの編集ダイアログボックスが表示されます。
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インタラクティブメニューの編集ダイアログボックスのメニュープロパティタブでは、
インタラクティブメニューのアピアランスを調整できます。

3 メニュー名フィールドに、メニューの名前を入力します。この名前は、インタラクティ
ブメニューをメニューオブジェクトに割り当てるときに使用します。メニュー名は書き
出されたファイルに表示されません。

4 メニュープロパティタブで下記の操作を行い、メニューのアピアランスを決定します。

• メニューの標準状態とハイライト状態でのスタイルシート、テキストとの間隔、および
バックグラウンドを割り当てます（テキストとの間隔の値は、テキストのすべての側に
適用されます）。

• メニューのボーダーおよびセパレータに適用するラインの太さとカラーを割り当てます。

5 メニューアイテムタブをクリックします。
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インタラクティブメニューの編集ダイアログボックスのメニューアイテムタブでは、メ
ニューアイテム、サブメニュー、およびセパレータをインタラクティブメニューに追加
できます。

6 メニューアイテムまたはサブメニューアイテムを追加するには、下記の操作を行ってく
ださい。

•
メニューアイテムを作成するには、メニューの追加ボタン からメニューを選択しま
す。または、スクロールリストで選択したメニューアイテムのサブメニューでメニュー
アイテムを作成するには、サブメニューを選択します。

•アイテム名フィールドに、メニューアイテムの名前を入力します。

• このメニューアイテムのアクションをアクティブ化するキーボードコマンドを指定する
には、キーエイリアスフィールドにキーの組み合わせを入力します。

• エンドユーザーがこのメニューアイテムを選択したときに実行されるアクションを割り
当てるには、アクションドロップダウンメニューからアクションを選択します。

7 スクロールリストで選択されるメニューアイテムの下にセパレータを追加するには、メ
ニューからセパレータを選択します。

メニューオブジェクトの設定
メニューオブジェクトの設定については、下記の手順に従ってください。

1 「オブジェクトの作成」の説明に従ってメニューオブジェクトを作成します。メニュー
オブジェクトが選択されていることを確認してください。
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2 メニューの表示方法を指定するには、表示形式ドロップダウンメニューからオプション
を選択します。

•メニューバー：プレゼンテーションでインタラクティブメニューを水平方向のメニュー
バーとして表示する場合は、このオプションを選択します。

•ポップアップ：インタラクティブメニューをドロップダウンメニューとして表示する場
合は、このオプションを選択します。

3 使用するインタラクティブメニューを指定するには、メニュードロップダウンメニュー
からオプションを選択します。

•インタラクティブメニュー名：既存のインタラクティブメニューを使用する場合は、そ
のメニューの名前を選択します。

•新規：インタクラティブメニューを作成する場合は、このオプションを選択します。

4 メニューの設定を行うには、オプションドロップダウンメニューからオプションを1つ以
上選択します。

•表示アクションを使用して表示されるまでメニューオブジェクトを非表示にするには、
開始時非表示を選択します。

•使用アクションで有効化されるまでメニューオブジェクトを無効にするには、開始時無
効を選択します。

• エンドユーザーがページを終了しても、その後同じページを開いたときにメニューオブ
ジェクトの状態が保持されるようにするには、ページの状態を保持を選択します。

5 メニュードロップダウンメニューで選択したインタラクティブメニューを編集するには、
メニューの編集をクリックします。

ウィンドウオブジェクトの設定
ウィンドウオブジェクトは、ダイアログボックスやパレットのように、メインのプレゼ
ンテーションウィンドウとは別のウィンドウとして表示できるオブジェクトです。ウィ
ンドウオブジェクトの設定については、下記の手順に従ってください。

1 「オブジェクトの作成」の説明に従ってウィンドウオブジェクトを作成します。ウィン
ドウオブジェクトが選択されていることを確認してください。

2 表示形式ドロップダウンメニューからオプションを選択します。

• ダイアログボックスのように、エンドユーザーがそのウィンドウを閉じるまで他のウィ
ンドウにアクセスしたりメインのプレゼンテーションと対話したりできないようにする
には、モーダルウィンドウを選択します。

• パレットのように、エンドユーザーがそのウィンドウを開いた状態で、他のウィンドウ
への切り替えやメインのプレゼンテーションとの対話を行うには、非モーダルウィンド
ウを選択します。

3 ウィンドウのコントロールのアピアランスを指定するには、スタイルドロップダウンメ
ニューからオプションを選択します。

4 設定位置ドロップダウンメニューからオプションを選択します。
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• ウィンドウを開く位置をプレゼンテーションレイアウトで表示される位置と同じにする
には、ホームを選択します。

• ウィンドウをコンピュータ画面の中央で開くには、画面中心を選択します。

• プレゼンテーションウィンドウの左上隅を基準にした特定の座標を使用して、ウィンド
ウを左上隅で開くには、絶対位置を選択して、左からの距離フィールドおよび上からの
距離フィールドに値を入力します。

• ウィンドウを前回表示した位置で開くには、位置を記憶チェックボックスをオンにしま
す。

5 表示形式ドロップダウンメニューからデザインどおり以外のオプションを選択すると、
下記のオプションを使用して、ウィンドウオブジェクトのアピアランスを詳細設定でき
ます。

• ウィンドウのタイトルバーにタイトルを含めるには、タイトルフィールドにタイトルを
入力します。

• ウィンドウに閉じるボタンを含めるには、閉じるボタンを含めるチェックボックスをオ
ンにします。

テキストボックスオブジェクトの設定
テキストボックスオブジェクトは、テキストを表示して編集するためのインタラクティ
ブオブジェクトです。テキストボックスオブジェクトにすることができるのは、方形の
テキストボックスのみです。テキストボックスオブジェクトでは、テキストのフォント、
サイズ、文字飾り、カラー、および行揃えを指定できます。

テキストボックスオブジェクトではないテキストボックスは、ベクトルに変換され、常に
インタラクティブレイアウトで表示されるとおりに表示されます。ただし、テキストボッ
クスオブジェクトの場合、テキストが確実にエンドユーザーのコンピュータで表示される
ようにするにはプレゼンテーションにフォントを埋め込む必要があります（「書き出しの
設定」を参照してください）。フォントが実際に埋め込まれたことを確認するには、レイ
アウトの任意の場所で、テキストボックスオブジェクトの少なくとも1つの文字または空
の段落にフォントを適用する必要があります。フォントを埋め込まない場合は、デフォル
トのフォントが使用されます。

テキストボックスオブジェクトの設定については、下記の手順に従ってください。

1 「オブジェクトの作成」の説明に従ってテキストボックスオブジェクトを作成します。
テキストボックスオブジェクトが選択されていることを確認してください。

2 テキストボックスオブジェクトのタイプを指定するには、表示形式ドロップダウンメ
ニューからオプションを選択します。

•シンプル：エンドユーザーはテキストを選択およびコピーできますが、編集はできませ
ん。

•編集可能：エンドユーザーはボックス内のテキストを編集できます。

•スクロール可能：ボックスにスクロールバーが付いています。エンドユーザーはテキス
トを選択およびコピーできますが、編集はできません。
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•編集およびスクロール可能：ボックスにスクロールバーがあり、エンドユーザーはボッ
クス内のテキストを編集できます。

•リスト：ボックスにはスクロールバー、およびアイテムのリスト（1行に1つのアイテム
がリストされている）があります。ユーザーは一度に1つのアイテムのみをリストから選
択できます。

3 シンプルテキストボックスオブジェクトの設定を追加するには、オプションドロップダ
ウンメニューからオプションを1つ以上選択します。

•表示アクションを使用して表示されるまでテキストボックスオブジェクトを非表示にす
るには、開始時非表示を選択します。

•使用アクションで有効化されるまでテキストボックスオブジェクトが変更されないよう
にするには、開始時無効を選択します。

• エンドユーザーがページを終了しても、その後同じページを開いたときにテキストボッ
クスオブジェクトの状態が保持されるようにするには、ページの状態を保持を選択しま
す。

• ボックス内のすべての文字をアスタリスクで表示するには、保護を選択します。このオ
プションは、パスワード入力フィールドの使用に役立ちます。

4 テキストボックスオブジェクトの最初の位置を指定するには、開始位置ドロップダウン
メニューからオプションを選択します。

• 最初にテキストボックスオブジェクトをプレゼンテーションレイアウトで表示されると
おりに表示するには、ホームを選択します。

• シンプルテキストボックスオブジェクトの最初の表示位置をペーストボードにするには、
上、下、左、または右を選択します。

遷移の使用
QuarkXPressには、プレゼンテーションに適用できる遷移効果がいくつか用意されてい
ます。プレゼンテーションレイアウトのすべてのページの遷移を一括設定したり、アク
ションやスクリプトを使用して個々のページおよびオブジェクトの遷移を設定したりで
きます。

•カバー：カバー遷移を使用して、現在のページの上に新しいページをスライドさせたり、
スライド移動効果を設定したオブジェクトを非表示にできます。

•アンカバー：アンカバー遷移を使用して、プレゼンテーションの現在のページをスライ
ドさせて、新しいページまたはスライド移動効果を設定したオブジェクトを表示できま
す。

•カーテン：カーテン遷移を使用して、カーテンを開閉するように、スライド移動効果を
設定したオブジェクトまたは新しいページを表示できます。

•フェード：フェード遷移を使用して、ページやオブジェクトを元の状態からフェードイ
ンまたはフェードアウトさせることができます。

•ズーム：ズーム遷移を使用して、フライインまたはフライアウト動作によって、プレゼ
ンテーションの中心を軸としてページやオブジェクトを元の状態からズームインまたは
ズームアウトできます。
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遷移の設定
プレゼンテーションレイアウトのすべてのページの遷移を一括設定したり、アクション
やスクリプトを使用して各ページやオブジェクトの遷移を個々に設定したりできます。

プレゼンテーションレイアウトのすべてのページの遷移を設定するには、環境設定ダイ
アログボックス（QuarkXPress／編集 > 環境設定）のプレゼンテーションペインを表
示します。

個々のオブジェクトおよびページの遷移を設定するには、ユーザーイベントの設定時ま
たはスクリプトの作成時に下記のアクションのいずれかを選択します。下記のアクショ
ンのいずれかを選択すると、インタラクティブパレットの遷移コントロールが表示され、
アクションの一部として遷移を設定できます。

• オブジェクトを隠す

• オブジェクトを表示する

• 先頭ページを表示

• 最終ページを表示

• 次のページを表示

• 前のページを表示

• ページの表示

• 前の表示

インタラクティブレイアウトのページの使用
ページは、インタラクティブレイアウトのフローを設計および設定するための場所です。
プレゼンテーションレイアウトには、少なくとも1つのページが含まれている必要があり
ます。イメージシーケンスレイアウトには、一連のイメージをアニメーション化するた
め、使用されるフレーム1つにつき1ページが含まれます。ボタンレイアウトには、ボタ
ンの各状態（オン、オフ、アップ、ダウンなど）につき1ページずつ含まれます。

オブジェクト、アクション、およびスクリプトと同様に、ページもインタラクティブレ
イアウトの重要な部分です。たとえば、ページを使用して下記のことができます。

• 自動時間間隔に基づいて、またはエンドユーザーが特定のキーの組み合わせを押すかマ
ウスを使用したときに、ページが自動的に進むように設定し、プレゼンテーションのフ
ローを正確に制御できます。

• ページ間に、フェードインまたはフェードアウトなどの遷移を追加できます。

• ページを表示または終了したときに、自動的に特定のスクリプトを実行できます。

インタラクティブレイアウトへのページの追加
プレゼンテーションレイアウトまたはイメージシーケンスレイアウトには、下記の2つの
方法でページを追加できます。

•ページ > 挿入を選択し、追加するページ数を入力して、OKをクリックします。

•ページレイアウトパレットを表示（ウィンドウ>ページレイアウト）し、1つのページで
Controlを押しながらクリックするか、または右クリックし、追加するページ数を入力し
てOKをクリックします。
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ページの設定
インタラクティブレイアウトで使用するページは、下記のいくつかの方法で設定できま
す。

•インタラクティブ環境設定を使用する：環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／
編集 > 環境設定）のプレゼンテーションペインを開き、インタラクティブレイアウトの
すべてのページで、デフォルトのページ移行機能と自動ページ移行間隔を設定します。

•アクションとスクリプトを使用する：プレゼンテーションのページを参照するようにア
クションとスクリプトを設定します。たとえば、アクションをボタンのユーザーイベン
トに関連付け、エンドユーザーがボタンをクリックしたときに次のページが表示される
ようにすることができます。

•ページタブを使用する：インタラクティブパレットのページタブを使用して、プレゼン
テーションレイアウトの個々のページを設定します。インタラクティブパレットのペー
ジタブには、レイアウト内の各ページのリストがページ番号ごとに表示されます。ペー
ジリストは、ページ名またはマスターページごとに並べ替えることができます。

インタラクティブパレットのページタブでは、インタラクティブレイアウトのページを
設定できます。

ページタブを使用してプレゼンテーションレイアウトのページを設定するには、ページ
リストからページを選択し、そのページについて下記のいずれかの項目を設定します。

•ページ名：ページ名フィールドに、ページの名前を入力します。ページ名は、ページリ
ストに表示され、ページリストを整理するために使用できます。また、ページに命名し
た後は、すべてのスクリプトからそのページ名を参照できます。
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•入口スクリプト：エンドユーザーがページに入るときにプレゼンテーションでスクリプ
トを実行するには、入口スクリプトドロップダウンメニューからスクリプト名を選択し
ます。たとえば、ページが表示されるときに、画像をフェードインさせるスクリプトを
実行できます。

•出口スクリプト：エンドユーザーがページから出るときにスクリプトを実行するには、
出口スクリプトドロップダウンメニューからスクリプト名を選択します。たとえば、ユー
ザーがページを出るときに、プレゼンテーションを閉じるスクリプトを実行できます。

•自動ページ移行：一定秒数が経過したら自動的に次のページに進むようにする場合は、
自動ページ移行ドロップダウンメニューからオプションを選択します。

プレゼンテーションのデフォルト自動ページ移行間隔は、インタラクティブ環境設定を使
用して設定できます。

•ページ説明：ページに説明を加える場合は、ページ説明フィールドにページの説明を入
力します。ページ説明は、ページを整理するときに役立ちます。また、ページ説明を作
成した後は、アクションまたはスクリプトを使用して説明を表示できます。たとえば、
エンドユーザーがボタンをクリックしたときにページの説明を表示するスクリプトを作
成することができます。

キーボードコマンドの使用
メニューにより、簡単かつ直観的な方法でプレゼンテーション内をナビゲートできます
が、使用頻度の多いユーザーにとっては、よく使用するコマンドを少ない操作で実行で
きるキーボードコマンドのほうが便利です。インタラクティブパレットのキータブでは、
以下の操作を実行するためのキーボードコマンドを作成できます。

• ボタンクリックに関連付けられたイベントを開始する。

• メニューオプションに関連付けられたイベントを開始する。

• キーボードコマンドが押されたときに特定のスクリプトを自動的に実行する。

キーボードコマンドを作成するには、下記の手順に従ってください。

1 インタラクティブパレットでキータブをクリックします。

2 ページリストでオプションを選択します。

•全てのを選択し、エンドユーザーが表示しているページに関係なくスクリプトを実行す
るキーボードコマンドを作成します。

• マスターページ名を選択して、マスターページのすべてのボタンおよびメニューが右側
のリストに表示されるようにし、エンドユーザーがこのマスターページを基準とするペー
ジを表示している場合にのみスクリプトを実行する、キーボードコマンドを作成します。

• ページ番号を選択して、そのページのすべてのボタンおよびメニューが右側のリストに
表示されるようにし、エンドユーザーがそのページを表示している場合にのみスクリプ
トを実行する、キーボードコマンドを作成します。

3 右側のリストに表示されるオブジェクトを指定するには、表示ドロップダウンメニュー
からオプションを選択します。たとえば、ボタンクリックに関連付けられたイベントを
開始するキーボードコマンドを作成する場合は、ボタンを選択することによってリスト
にボタンだけを表示できます。
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4 キーボードコマンドのターゲットを示すには、以下の操作を行ってください。

• キーボードコマンドをボタンに関連付けるには、キーボードコマンドリストでボタン名
を選択します。

• キーボードコマンドをスクリプトに関連付けるには、キーの追加ボタン をクリックし
て、スクリプトドロップダウンメニューからスクリプト名を選択します。

5 キーエイリアスフィールドにキーの組み合わせを入力します。キーボードのそれぞれの
キーは、Mac OSであればCommand、Shift、Option、およびControlキー、Windows
であればCtrl、Shift、およびAltキーと任意に組み合わせ、有効なキーボードコマンドと
して使用できます。ただし、プレゼンテーションを中止するために予約されている
Command+Q/Alt+F4などの共通タスク用に予約されているコマンドを除きます。

インタラクティブパレットのキータブでは、キーボードコマンドを作成し、スクリプト
に関連付けることができます。

特定のキーボードコマンドは、インタラクティブレイアウトで使用できません。これは、
いくつかのキーボードコマンドがデフォルトタスク用に予約されているか、またはMacOS
またはWindowsのキーボードでは使用できない（存在しない）からです。

新しいインタラクティブレイアウトには、「GoToNext」（右矢印キー）という名前の
キーボードコマンドと「GoToPrevious」（左矢印キー）という名前のキーボードコマン
ドが自動的に取り込まれます。これらのキーボードコマンドは、次または前のページを表
示するスクリプトにリンクされています。これにより、容易にナビゲーションを行うこと
ができ、不要な場合には安全に削除できます。
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インタラクティブ環境設定
印刷レイアウトやウェブレイアウトと同様、インタラクティブレイアウトの環境設定ダ
イアログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）には、独自のペインセットが表示さ
れます。ペインのほとんどは印刷およびウェブの場合のペインと同じですが、プレゼン
テーションペインとSWFペインという2つのペインが追加されます。

アクションの使用

アクションは、プレゼンテーションレイアウトにインタラクティブ性を付加するために
使用されます。アクションがないと、インタラクティブレイアウトでは何も起こりませ
ん。スクリプトで特定のユーザーイベントにアクションを関連付けたり、アクションの
シーケンスを組み立てたりすることで、エンドユーザーがプレゼンテーションを開くか
閉じるとき、特定のページを開始または終了するとき、または特定のキーの組み合わせ
を押したときに、それらのスクリプトが実行されます。

アクションの割り当て
インタラクティブレイアウトでアクションを割り当てるには、アクションドロップダウ
ンメニューを使用します。アクションドロップダウンメニューには、インタラクティブ
パレットのイベントタブとスクリプトタブの両方が表示されます。

アクションドロップダウンメニューでは、インタラクティブパレットのイベントタブの
ユーザーイベントにアクションを割り当て、インタラクティブパレットのスクリプトタ
ブのスクリプトとしてアクションをアセンブルすることができます。

アクション参照
ここでは、プレゼンテーションレイアウトで使用可能なアクションの一覧を示し、それ
ぞれのアクションの動作を説明します。このセクションは、アクションをユーザーイベ
ントに関連付ける場合、およびスクリプトをアセンブルするときに参照できます。

テキストおよびテキスト書式設定アクションは、Flash Playerバージョン5および
QuickTime Playerでは正常に機能しません。
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説明アクションパス

何も行いません。アクションなしアクションなし

指定されたアニメーションオブジェク
トを一時停止します。

アニメーションの一時停止アニメーション > 一時停止

指定されたアニメーションオブジェク
トを再生します。アニメーションが一

アニメーションの再生アニメーション > 再生

時停止されていた場合は、停止位置か
ら再生を続行します。アニメーション
が停止されていた場合は、最初から再
生します。

指定されたアニメーションオブジェク
トの指定されたイメージシーケンスを
再生します。

オブジェクトでのアニメーションの再
生

アニメーション > オブジェクトで再生

オブジェクトを指定されたパスに沿っ
て移動させながら、指定されたオブ

パスのアニメーションを再生アニメーション > パスで再生

ジェクトの指定されたイメージシーケ
ンスを再生します。

指定されたアニメーションオブジェク
トを停止します。

停止アニメーション > 停止

指定されたボタンオブジェクトを使用
停止にします。

ボタンの使用停止ボタン > 使用停止

指定されたボタンオブジェクトを使用
可能にします。

ボタンの使用ボタン > 使用

指定されたボタンオブジェクトの状態
をオフに変更します。

ボタンをオフに設定ボタン > オフ

指定されたボタンオブジェクトの状態
をオンに変更します。

ボタンをオンに設定ボタン > オン

スクリプトでのみ使用できます。ルー
プからエスケープできます。「条件文
の使用」を参照してください。

Break Ifコントロール > Break If

スクリプトでのみ使用できます。If文
で分岐を作成します。「条件文の使
用」を参照してください。

Elseコントロール > Else

スクリプトでのみ使用できます。If文
の終わりを示します。「条件文の使
用」を参照してください。

End Ifコントロール > End If

スクリプトでのみ使用できます。Loop
ループの終わりを示します。「条件文
の使用」を参照してください。

End Loopコントロール > End Loop

スクリプトでのみ使用できます。
Whileループの終わりを示します。

End Whileコントロール > End While

「条件文の使用」を参照してくださ
い。

スクリプトでのみ使用できます。If文
の始まりを示します。「条件文の使
用」を参照してください。

Ifコントロール > If
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説明アクションパス

スクリプトでのみ使用できます。ルー
プの始まりを示します。「条件文の使
用」を参照してください。

Loopコントロール > Loop

スクリプトでのみ使用できます。
Whileループの始まりを示します。

Whileコントロール > While

「条件文の使用」を参照してくださ
い。

マウスのポインタを隠します。ポインタを隠すポインタ > 隠す

隠されている場合はマウスのポインタ
を表示します。

ポインタを表示ポインタ > 表示

マウスのポインタを指定されたアイコ
ンに変更します。

使用ポインタポインタ > 使用

実行する式の設定を行うことができま
す。式の詳細は、「式の理解」を参照
してください。

設定式 > 設定

指定されたURLのテキストコンテンツ
を取得し、指定されたテキストボック

テキストURLの取り込みインターネット > テキストURLの取り
込み

スオブジェクトに挿入します。注意：
このプレゼンテーションの書き出され
たSWFファイルがウェブブラウザに表
示されるとき、このアクションのURL
には、そのSWFファイルと同じスー
パードメインが含まれている（Flash
Playerバージョン6で表示する場合）
か、またはそのSWFファイルと同じド
メインが含まれている（Flash Player
バージョン7で表示する場合）必要が
あります。注意：このアクションで表
示されるテキストファイルに2つのキャ
リッジリターンが連続して入っている
と、3つ目のキャリッジリターンが表
示されます。注意：このアクションが
正常に実行されるようにするには、
URLの接頭辞を「http://」にする必要
があります。注意：使用するデスク
トップまたはファイルシステムのテキ
ストファイルにリンクする場合は、そ
のテキストファイルが書き出したSWF
ファイルと同じフォルダに存在する
（この場合は、テキストファイル名の
みを使用する必要があり、完全システ
ムパスは不要です）のでなければ、
Mac OSコンピュータのファイルを指
す完全システムパスを使用する必要が
あります。

URLエンコードのテキストファイルの
名前付き変数のコンテンツを取得し、

変数の取り込みインターネット > 変数の取り込み

そのコンテンツをテキストボックスオ
ブジェクトに挿入します。注意：この
プレゼンテーションの書き出された
SWFファイルがウェブブラウザに表示
されるとき、このアクションのURLに
は、そのSWFファイルと同じスーパー
ドメインが含まれている（Flash

QUARKXPRESS 9.5.1ガイド | 313

インタラクティブレイアウト



説明アクションパス

Playerバージョン6で表示する場合）
か、またはそのSWFファイルと同じド
メインが含まれている（Flash Player
バージョン7で表示する場合）必要が
あります。注意：このアクションが正
常に実行されるようにするには、URL
の接頭辞を「http://」にする必要があ
ります。

指定されたURLをデフォルトのウェブ
ブラウザに送信します。オプション

URLを開くインターネット > URLを開く

で、エンドユーザーにURLを入力させ
ることもできます。注意：このアク
ションが正常に実行されるようにする
には、URLの接頭辞を「http://」にす
る必要があります。

編集可能なテキストボックスのコンテ
ンツ、ドロップダウンメニューまたは

ページの送信インターネット > ページの送信

リストの選択されたアイテム、オン／
オフボタンの状態、および指定された
ページのオン／オフボタングループの
選択されたグループを、指定された
URLに送信します。返信（前述のアイ
テムのコンテンツ）は、テキストボッ
クスオブジェクトに挿入するか、エン
ドユーザーのコンピュータに保存され
るファイルとして扱うことができま
す。注意：このプレゼンテーションの
書き出されたSWFファイルがウェブブ
ラウザに表示されるとき、このアク
ションのURLには、そのSWFファイル
と同じスーパードメインが含まれてい
る（Flash Playerバージョン6で表示
する場合）か、またはそのSWFファイ
ルと同じドメインが含まれている
（Flash Playerバージョン7で表示す
る場合）必要があります。注意：この
アクションが正常に実行されるように
するには、URLの接頭辞を「http://」
にする必要があります。

任意のタイプのテキストボックスオブ
ジェクトから、他の任意のタイプのテ

リストの選択アイテムの取り込みリスト > 選択アイテムの取り込み

キストボックスオブジェクトに、また
はエンドユーザーのコンピュータに保
存されるファイルに、選択されたアイ
テムのテキストまたは位置番号をコ
ピーします。

指定されたメニューバーにメニューア
イテムを追加します。メニューアイテ

メニューアイテムの追加メニューバー > メニューアイテムの追
加

ムの名前は、手動で指定するか、また
はテキストボックスオブジェクトから
読み込むことができます。新規メ
ニューアイテムのサブメニューのリス
トを指定し、それぞれに値とスクリプ
トを関連付けることができます。

指定されたメニューバーのメニューア
イテムをオンにします。

メニューバーをオンメニューバー > オン
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説明アクションパス

指定されたメニューバーのメニューア
イテムを使用停止にします。

メニューアイテムの使用停止メニューバー > アイテムの使用停止

指定されたメニューバーのメニューア
イテムを使用可能にします。

メニューアイテムの使用メニューバー > アイテムの使用

指定されたメニューバーからメニュー
アイテムを消去します。

メニューアイテム消去メニューバー > アイテム消去

指定されたメニューバーのメニューア
イテムをオフにします。

メニューバーをオフメニューバー > オフ

オブジェクトを使用停止にし、エンド
ユーザーがオブジェクトを対話操作で
きないようにします。

オブジェクトの使用停止オブジェクト > 使用停止

画像ボックスに基づいてオブジェクト
にイメージを表示します。注意：この

イメージの表示オブジェクト > イメージの表示

アクションでは、プログレッシブイ
メージやCMYKカラースペースを使用
するイメージが正しく表示されなかっ
たり、高DPIイメージがぼやけて表示
されたりします。

ユーザーがオブジェクトをドラッグで
きるようにします。通常は、クリック

オブジェクトのドラッグオブジェクト > ドラッグ

ダウンユーザーイベントに適用されま
す。

ユーザーがオブジェクトをドロップで
きるようにします。通常は、クリック

オブジェクトのドロップオブジェクト > ドロップ

アップユーザーイベントに適用されま
す。

使用停止オブジェクトを使用可能にし
ます。

オブジェクトの使用オブジェクト > 使用

オプションの移行効果によってオブ
ジェクトを隠します。

オブジェクトを隠すオブジェクト > 隠す

オブジェクトを元の設定と本来の設定
位置（プレゼンテーションが起動され
たときの位置）に戻します。

オブジェクトのリセットオブジェクト > リセット

オブジェクトの位置を設定します。オブジェクト位置の設定オブジェクト > 位置の設定

オプションの移行効果によって、隠れ
ていたオブジェクトを表示します。

オブジェクトの表示オブジェクト > 表示

アニメーション表示の「スライド」効
果によって、ある位置から別の位置へ
オブジェクトを移動させます。

オブジェクトのスライドオブジェクト > スライド

オプションの移行効果によってプレゼ
ンテーションの特定のページを表示し
ます。

ページの表示ページ > 表示

オプションの移行効果によって、プレ
ゼンテーションの先頭ページを表示し
ます。

先頭ページを表示ページ > 先頭を表示

QUARKXPRESS 9.5.1ガイド | 315

インタラクティブレイアウト



説明アクションパス

オプションの移行効果によって、プレ
ゼンテーションの最終ページを表示し
ます。

最終ページを表示ページ > 最後を表示

オプションの移行効果によって、プレ
ゼンテーションの次のページを表示し
ます。

次のページを表示ページ > 次を表示

オプションの移行効果によって、現在
のページの前のページを表示します。

前のページを表示ページ > 前を表示

インタラクティブパレットのページタ
ブにあるページ説明フィールドを使用

ページ設定内容の取り込みページ > 設定内容の取り込み

して、ページに適用される設定内容を
取得します。

インタラクティブパレットのページタ
ブにあるページ名フィールドを使用し

ページ名の取り込みページ > 名前の取り込み

て、ページに適用される名前を取得し
ます。

最後に表示したプレゼンテーションの
ページを表示します。

前の表示ページ > 前の表示

指定されたポップアップメニューオブ
ジェクトにメニューアイテムを追加し
ます。

メニューアイテムの追加ポップアップ > アイテムの追加

指定されたポップアップメニューオブ
ジェクトから（名前または番号によっ

ポップアップメニューの選択アイテム
の取り込み

ポップアップ > ポップアップ選択アイ
テムの取り込み

て）選択されたメニューアイテムを取
得し、指定されたテキストボックスオ
ブジェクトに挿入します。テキストの
先頭や最後にメニューアイテムを追加
したり、テキストすべてをメニューア
イテムで置き換えたり、または選択し
たテキストのみをメニューアイテムで
置き換えたりできます。

指定されたポップアップメニューオブ
ジェクトのメニューアイテムを使用停
止にします。

メニューアイテムの使用停止ポップアップ > アイテムの使用停止

指定されたポップアップメニューオブ
ジェクトのメニューアイテムを使用可
能にします。

メニューアイテムの使用ポップアップ > アイテムの使用

指定されたポップアップメニューオブ
ジェクトからメニューアイテムを消去
します。

メニューアイテム消去ポップアップ > アイテム消去

指定されたポップアップメニューオブ
ジェクトの指定されたメニューアイテ

ポップアップメニューの選択アイテム
の設定

ポップアップ > ポップアップ選択アイ
テムの設定

ムを選択します。ターゲットのメ
ニューアイテムは名前または（1から
始まる）番号によって指定できます。

プレゼンテーションのアクティブペー
ジを印刷します。

現在のページの印刷印刷 > 現在のページ

テキストオブジェクトのコンテンツを
印刷します。

テキストオブジェクトの印刷印刷 > テキストオブジェクト
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説明アクションパス

スクリプトを使用停止にします。スクリプトの使用停止スクリプト > 使用停止

スクリプトを使用可能にします。スクリプトの使用スクリプト > 使用

スクリプトを実行します。スクリプトの実行スクリプト > 実行

スクリプトを停止します。停止された
スクリプトは再開できません。

スクリプトの停止スクリプト > 停止

コンピュータのビープ音を鳴らしま
す。

ビープ音音 > ビープ音

音を一時停止します。音の一時停止音 > 一時停止

音を再生します。音の再生音 > 再生

バックグラウンド音を再生します。バックグラウンド音の再生音 > バックグラウンド再生

バックグラウンド音のボリュームを設
定します。

バックグラウンドボリュームの設定音 > バックグラウンドボリュームの設
定

音のボリュームを設定します。音のボリュームの設定音 > ボリュームの設定

音を停止します。音の停止音 > 停止

バックグラウンド音を停止します。音 > バックグラウンド音の停止音 > バックグラウンドの停止

取り込まれたSWFプレゼンテーション
をSWFオブジェクトのメモリーに読み
込みます。

読み込みSWF > 読み込み

取り込まれたSWFプレゼンテーション
を一時停止します。

一時停止SWF > 一時停止

取り込まれたSWFプレゼンテーション
を起動します。

実行SWF > 実行

取り込まれたSWFプレゼンテーション
を停止します。

停止SWF > 停止

取り込まれたSWFプレゼンテーション
をSWFオブジェクトから取り出しま
す。

取り出しSWF > 取り出し

テキストボックスオブジェクトからク
リップボードに選択されたテキストを

テキストのコピーテキスト > コピー

コピーします。マウスクリックを行う
とすべてのテキストの選択が解除され
るため、マウスクリックが関係する
ユーザーイベントでは使用できませ
ん。

テキストボックスオブジェクトからク
リップボードに、選択されたテキスト

テキストのカットテキスト > カット

をカットします（可能な場合）。マウ
スクリックを行うとすべてのテキスト
の選択が解除されるため、マウスク
リックが関係するユーザーイベントで
は使用できません。

テキストボックスオブジェクトの選択
されたテキストを選択解除します。

テキストの選択解除テキスト > 選択解除
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説明アクションパス

特定のテキストボックスオブジェクト
内でテキストを検索します。リテラル

テキストの検索テキスト > 検索

検索文字列を指定するか、または別の
テキストボックスオブジェクトから検
索文字列を読み取ることができます。

URLからテキストを取得し、テキスト
ボックスオブジェクトに挿入します。

URLからのテキストの取り込みテキスト > URLから取り込み

URLは、入力して指定するか、または
別のテキストボックスオブジェクトか
ら読み込むことができます。URLの
ターゲットは、一度に、一行ずつ、ま
たはひとまとまりの文字区切りごとに
取得できます。注意：このプレゼン
テーションの書き出されたSWFファイ
ルがウェブブラウザに表示されると
き、このアクションのURLには、その
SWFファイルと同じスーパードメイン
が含まれている（Flash Playerバー
ジョン6で表示する場合）か、または
そのSWFファイルと同じドメインが含
まれている（Flash Playerバージョン
7で表示する場合）必要があります。
注意：このアクションで表示されるテ
キストファイルに2つのキャリッジリ
ターンが連続して入っていると、3つ
目のキャリッジリターンが表示されま
す。注意：このアクションが正常に実
行されるようにするには、URLの接頭
辞を「http://」にする必要がありま
す。

テキストのコピーまたはテキストの
カットアクションを使用して、テキス

テキストのペーストテキスト > ペースト

トボックスオブジェクトにコピーされ
ているテキストをペーストします。

ページの編集可能なオブジェクトの1
つまたはすべてのコンテンツを、GET

URLにPostテキスト > URLにPost

またはPOSTメソッドを使用してURL
に送信します。URLは、入力して指定
するか、またはテキストボックスオブ
ジェクトから読み込むことができま
す。注意：このアクションが正常に実
行されるようにするには、URLにコロ
ン（:）が含まれている必要がありま
す。URLがコロンで始まる場合は、接
頭辞として「http://」が想定されま
す。

テキストボックスオブジェクトのテキ
ストを選択します。選択範囲の始点と
終点を指定できます。

テキストの選択テキスト > 選択

テキストボックスオブジェクトのテキ
ストを置換するか、またはテキストを

テキストの設定テキスト > テキストの設定

挿入します。新規テキストは、入力し
て指定するか、または別のテキスト
ボックスオブジェクトから読み込むこ
とができます。挿入または置換の始点
と終点を指定できます。
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テキストボックスオブジェクトのテキ
ストの行揃えを設定します。

テキストの揃えテキストフォーマット > 行揃え

テキストボックスオブジェクトのテキ
ストにカラーを適用します。

テキストカラーテキストフォーマット > カラー

テキストボックスオブジェクトのテキ
ストにフォントを適用します。

テキストフォントテキストフォーマット > フォント

テキストボックスオブジェクトのテキ
ストをインデントします。

テキストインデントテキストフォーマット > インデント

テキストボックスオブジェクトのテキ
ストの垂直方向間隔を設定します。

テキスト行送りテキストフォーマット > 行送り

テキストオブジェクトのテキストに、
標準、ボールド、イタリック、または

テキストスタイルテキストフォーマット > スタイル

アンダーラインフォーマットを適用し
ます。注意：フォントのボールドタイ
プを使用するようにテキストをフォー
マットするアクションがプロジェクト
に含まれている場合に、すべてのフォ
ントを埋め込む書き出しオプションを
設定するとしても、レイアウトのどこ
かに含まれるテキストボックスでその
フォントのボールドタイプが使用され
ていない限り、書き出されるプロジェ
クトにはそのフォントのボールドタイ
プは含まれません。

特定のビデオオブジェクトにある動画
の最初のフレームを表示します。

オブジェクトでのビデオの表示ビデオ > オブジェクトで表示

ビデオオブジェクトの動画を一時停止
します。再び再生すると、一時停止さ

ビデオの一時停止ビデオ > 一時停止

れたときの位置から動画の再生が開始
されます。

ビデオオブジェクトで動画を最初から
再生します。

ビデオの再生ビデオ > 再生

特定のビデオオブジェクトで動画を最
初から再生します。このアクションに

オブジェクトでのビデオ再生ビデオ > オブジェクトで再生

より、同じビデオオブジェクトで複数
の動画を再生できます。

ビデオオブジェクトにある動画の音声
のボリュームを設定します。

ビデオのボリュームの設定ビデオ > ボリュームの設定

ビデオオブジェクトでの動画の再生を
停止します。停止された動画を再び再

ビデオの停止ビデオ > 停止

生する場合、動画は最初から再生され
ます。

ウィンドウオブジェクトを閉じます。ウィンドウを閉じるウィンドウ > 閉じる

ユーザーがウィンドウオブジェクトを
ドラッグできるようにします。通常

ウィンドウのドラッグウィンドウ > ドラッグ

は、クリックダウンユーザーイベント
に適用されます。
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ユーザーがウィンドウオブジェクトを
ドロップできるようにします。通常

ウィンドウのドロップウィンドウ > ドロップ

は、クリックアップユーザーイベント
に適用されます。

ウィンドウオブジェクトを開きます。ウィンドウを開くウィンドウ > 開く

Windowsオブジェクトのタイトルバー
のテキストを設定します。

タイトルの設定ウィンドウ > タイトルの設定

このアクションを実行すると、再生プ
ログラムはユーザーイベントの処理を

ユーザーの対話操作を許可その他 > ユーザーの対話操作を許可

継続します。一般にこのアクション
は、ブロックされた後にそのユーザー
イベントを使用可能にするために、
ユーザーの対話操作を不許可アクショ
ンと一緒に使用します。

プレゼンテーションで、強制的に一定
時間何も実行されないようにするか、

ディレイその他 > ディレイ

または特定のイベントが発生するのを
待ちます。

プレゼンテーションでキーボード入力
を認識できないようにします。

キーボードの使用停止その他 > キーボードの使用停止

このアクションを実行すると、すべて
のユーザーイベント（マウスイベント

ユーザーの対話操作を不許可その他 > ユーザーの対話操作を不許可

やキーボードイベントを含む）がブ
ロックされます。

プレゼンテーションでキーボード入力
を認識できるようにします。

キーボードの使用その他 > キーボードの使用

別のSWFプレゼンテーションを開き、
現在のSWFプレゼンテーションを閉じ
ます。

プロジェクトを開くその他 > プロジェクトを開く

Flash Playerを閉じます。終了その他 > 終了

イベントの使用

アクションをユーザーイベントに関連付けるプロセスは、以下の3つの手順で構成されて
います。

1 アクションに関連付けるオブジェクトを選択します。

2 アクションを開始するユーザーイベントを選択します。

3 アクション自体を設定します。

ユーザーイベントの選択
ユーザーイベントは、ユーザーがマウスを使用して行う操作です。ユーザーイベントは、
「エンドユーザーがオブジェクトと対話する方法」と考えることができます。さまざま
な種類のオブジェクトに設定可能なユーザーイベントの種類を下記のテーブルに示しま
す。
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アクションの開始動作ユーザーイベント

エンドユーザーがオブジェクトをクリックする。クリックダウン

エンドユーザーがオブジェクトをクリックした後にマウス
ボタンを放し、クリックしたオブジェクトの上にマウスの
ポインタがそのまま留まる。

クリックアップ

エンドユーザーがオブジェクトをダブルクリックする。ダブルクリック

マウスのポインタがオブジェクト上に移動する。ポインタを置く

マウスのポインタがオブジェクトから放れる。ポインタを外す

エンドユーザーがオフ状態のオン／オフボタンをクリック
する。

クリックダウンオフ

エンドユーザーがオフ状態のオン／オフボタンをクリック
した後にマウスボタンを放す。

クリックアップオン

エンドユーザーがオン状態のオン／オフボタンをクリック
する。

クリックダウンオン

エンドユーザーがオン状態のオン／オフボタンをクリック
した後にマウスボタンを放す。

クリックアップオフ

ウィンドウオブジェクトを開く。ウィンドウを開く

ウィンドウオブジェクトを閉じる。ウィンドウを閉じる

オブジェクトが異なると、サポートされるユーザーイベントも異なります。そのため、
ユーザーイベントドロップダウンメニューは、選択したオブジェクトの種類に応じて変化
します。

ユーザーイベントの設定
基本要素を作成し、使用するユーザーイベントを決定したら、アクションをそれらのユー
ザーイベントに関連付ける必要があります。アクションとは、エンドユーザーの操作に
よってオブジェクトのユーザーイベントが発生するときの動作のことです。アクション
は、言わば「エンドユーザーが対話操作するときにオブジェクトが行う動作」です。

アクションをオブジェクトのユーザーイベントに関連付けるには、下記の手順に従って
ください。

1 オブジェクトを選択します。

2 インタラクティブパレットでイベントタブをクリックします。
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インタラクティブパレットのイベントタブでは、ユーザーイベントにアクションを割り
当てることができます。アクションは、スクリプトでも使用できます。

3 ユーザーのマウスポインタがオブジェクトの上に置かれたときに表示されるポインタを
指定するには、ポインタドロップダウンメニューからポインタを選択します。

4 ユーザーイベントドロップダウンメニューからイベントを選択します（「ユーザーイベ
ントの選択」を参照してください）。

5 ユーザーイベントが発生したときに再生される音を指定するには、イベント音ドロップ
ダウンメニューからオプションを選択します。

• 音声ファイルを取り込むには、音ドロップダウンメニューからその他を選択します。

• アクティブなプロジェクトで既に使用されている音声ファイルを使用する場合は、その
音声ファイルの名前を選択します。

• 実行時に音声ファイルを参照するパスを挿入するには（そのファイルは現在使用できな
くても構いません）、外部を選択します。

6 音ドロップダウンメニューから外部を選択すると、外部ファイル参照ダイアログボック
スが表示されます。
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外部ファイル参照ダイアログボックスを使用して、ファイルへのパスを指定します。

パスを指定するには、下記のいずれかの操作を行ってください。

• ローカルファイルシステムからファイルを参照するには、種類ドロップダウンメニュー
からファイルを選択し、パスフィールドでファイルへのパスを指定します。

• インターネット上でファイルを使用するには、種類ドロップダウンメニューからURLを
選択し、URLフィールドにファイルのURLを入力します。

• 式で作成されたパスを使用してローカルファイルシステムからファイルを参照するには、
種類ドロップダウンメニューからファイル式を選択して式フィールドに式を入力するか、

または ボタンをクリックして式エディターダイアログボックスを使用します。

• 式で作成されたURLを使用してインターネット上でファイルを参照するには、種類ドロッ
プダウンメニューからファイル式を選択し、次いで式フィールドに式を入力するか、ま

たは ボタンをクリックして式エディターダイアログボックスを使用します。

7 ユーザーイベントが発生したときの動作を指定するには、アクションドロップダウンメ
ニューからオプションを選択します。選択したアクションの下の領域が変化し、そのア
クションに関連付けられているパラメータがすべて表示されます。

8 アクションのパラメータを設定します。

スクリプトの使用

スクリプトは、特定の順序に組み立てられたアクションのシーケンスです。スクリプト
を実行すると、そのスクリプト内のアクションが指定した順番で実行されます。

スクリプトの作成
スクリプトを作成するには、下記の手順に従ってください。

1 インタラクティブパレットでスクリプトタブをクリックします。

2 スクリプトを作成するには、 ボタンをクリックします。新規スクリプトのデフォルト名
がスクリプトリストに追加されます。

3 スクリプト名フィールドにスクリプトの名前を入力します。

アクションはスクリプト名を使用してスクリプトを参照するため、レイアウト内の各スク
リプトには固有の名前を付ける必要があります。
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スクリプト名の大文字と小文字は区別されません。

4 アクションリストでこのアクションを選択します。デフォルトでは、新規スクリプトに1
つのアクションなしアクションが含まれています。

5 アクションドロップダウンメニューからアクションを選択し、「ユーザーイベントの設
定」の説明に従ってそのアクションを設定します。

6 選択したアクションの後にアクションを追加するには、 ボタンをクリックします。

7 スクリプトが完了するまで前の2つの手順を繰り返します。

インタラクティブパレットのスクリプトタブでは、スクリプトを作成できます。

条件文の使用
条件文は、スクリプト内で使用する3つ以上のアクションのシーケンスで構成され、特定
の条件下で他のアクションを開始します。たとえば、エンドユーザーが使用しているFlash
Playerのバージョンに応じてプレゼンテーションの動作を変える場合には、条件文を使
用します。

マルチメディアプレゼンテーションでは、If文、While文、およびLoop文という条件文
の3つの基本タイプを使用できます。

スクリプトでのIf命令文の使用
スクリプトでIfおよびEnd Ifアクションを一緒に使用して、If命令文を作成できます。If
命令文を使用して、特定の条件が満たされた場合にアクションを開始することができま
す。たとえば、プレゼンテーションがMacで使用された場合にはプレゼンテーションの
1つのページが表示され、プレゼンテーションがWindowsコンピュータで使用された場
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合にはプレゼンテーションの別のページが表示されるように、If命令文を作成できます。
スクリプトでIf命令文を使用するには、下記の手順に従ってください。

1 インタラクティブパレットのスクリプトタブで、スクリプトを作成しま。

2 If命令文を開始するには、Ifアクション（コントロール > If）を追加します。

3 満たす必要がある条件を指定するには、オブジェクトタイプドロップダウンメニューか
らオプションを選択し、オブジェクトドロップダウンメニューからオブジェクトの名前
を選択して、と等しいまたはを含むドロップダウンメニューからオプションを選択しま
す。

4 条件に適合するときに実行されるアクションを指定するには、Ifアクション直後のスクリ
プトにアクションを追加し、必要な動作を行うように設定します。If条件に適合するとき
に複数の処理が行われるようにする場合は、アクションを追加します。

5 If条件に適合しないときの処理を指定する場合は、スクリプトの最後にElseアクション
（コントロール > Else）を追加し、それに続けてアクションを1つ以上追加します。

6 If命令文を終了するには、最後のアクションの直後にEnd Ifアクション（コントロール>
End If）を追加します。

If、Else、およびEnd Ifアクションにより、条件付命令文を作成できます。この場合は、
アニメーション2が再生されている場合に音が再生され、それ以外はコンピュータのビー
プ音が鳴ります。

IfおよびEnd Ifアクションは、常に対になっている必要があります。
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スクリプトでのループの使用
ループは、1つまたは一連の命令文を、通常は条件を満足するまで何度でも繰り返すプロ
グラム構造です。インタラクティブレイアウトでは、LoopループとWhileループの2種
類を使用できます。

Loopループ（Loop、Break If、およびEnd Loopを使用して作成）は、（Break Ifア
クションによって指定される）特定の条件が満たされるまで、一連のアクションを繰り
返します。たとえばLoopループを使用して、正しい答えが出るまで生徒に対して質問を
繰り返すことができます。

Whileループ（WhileおよびEndWhileを使用して作成）は、（Whileアクションによっ
て指定される）特定の条件が続く限り、一連のアクションを繰り返します。たとえばWhile
ループを使用して、エンドユーザーがマウスのポインタをウィンドウの外に出すまで、
アニメーションを再生することができます。

LoopループまたはWhileループを作成するには、下記の手順に従ってください。

1 インタラクティブパレットのスクリプトタブで、スクリプトを作成しま。

2 ループ命令文を開始するには、下記のいずれかを実行します。

• Loopループの場合は、Loopアクション（コントロール > Loop）を追加します。

• Whileループの場合は、Whileアクションを追加します。ループを実行し続けるために満
たす必要がある条件を指定するには、オブジェクトタイプドロップダウンメニューから
オプションを選択し、オブジェクトドロップダウンメニューからオブジェクトの名前を
選択し、と等しいまたはを含むドロップダウンメニューからオプションを選択します（オ
ブジェクトタイプドロップダウンメニューから式を選択する場合には、と等しいまたは
を含むドロップダウンメニューからオプションを選択するのではなく、真偽を評価する
式を入力する必要があります）。

3 ループ内で繰り返すアクションを指定するには、Ifアクション直後のスクリプトにアク
ションを追加し、必要な動作を行うように設定します。ループ本体で複数の処理が行わ
れるようにする場合は、アクションを追加します。

4 Loopループを作成する場合は、Break Ifアクションを追加します。ループを終了するた
めに満たす必要がある条件を指定するには、オブジェクトタイプドロップダウンメニュー
からオプションを選択し、オブジェクトドロップダウンメニューからオブジェクトの名
前を選択して、と等しいまたはを含むドロップダウンメニューからオプションを選択し
ます。

5 ループを終了するには、下記のいずれかを実行します。

• Loopループの場合は、End Loopアクションを追加します。

• Whileループの場合は、End Whileアクションを追加します。

スクリプトの実行
スクリプトタブでスクリプトを作成した後、それを実行するプレゼンテーションを設定
する必要があります。プレゼンテーションでスクリプトを実行する設定は、スクリプト
を実行するタイミングによって異なります。
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ユーザーイベントが発生したときのスクリプトの実行
ユーザーイベントが発生したときにスクリプトを実行するには、下記の手順に従ってく
ださい。

1 インタラクティブパレットでイベントタブをクリックします。

2 オブジェクトリストでオブジェクトを選択します。

3 オプションとして、ポインタドロップダウンメニューからポインタの環境設定を選択し
ます。

4 ユーザーイベントドロップダウンメニューからオプションを選択します。

5 オプションとして、イベント音ドロップダウンメニューから再生音を選択します。

6 アクションドロップダウンメニューからスクリプト > 実行を選択します。

7 スクリプトドロップダウンメニューからスクリプトを選択します。

別のスクリプトからのスクリプトの実行
別のスクリプトからスクリプトを実行するには、下記の手順に従ってください。

1 インタラクティブパレットでスクリプトタブをクリックします。

2 スクリプトリストでスクリプトを選択します。

3 スクリプトに新規アクションを追加します。

4 アクションドロップダウンメニューからスクリプト > 実行を選択します。

5 スクリプトドロップダウンメニューからスクリプトを選択します。

エンドユーザーがページに出入りするときのスクリプトの実行
エンドユーザーがページに出入りするときにスクリプトを実行するには、下記の手順に
従ってください。

1 インタラクティブパレットでページタブをクリックします。

2 ページリストでページを選択します。

3 入口スクリプトまたは出口スクリプトドロップダウンメニューからスクリプトを選択し
ます。

エンドユーザーがキーの組み合わせを押すときのスクリプトの実行
エンドユーザーがキーの組み合わせを押すときにスクリプトを実行するには、下記の手
順に従ってください。

1 インタラクティブパレットでキータブをクリックします。

2 ページリストでオプションを選択します。

3 をクリックしてスクリプトホットキーを追加します。

4 キーエイリアスフィールドにキーの組み合わせを入力します。

5 スクリプトドロップダウンメニューからスクリプトを選択します。
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スクリプトの書き出しと取り込み

インタラクティブパレット（ウィンドウメニュー）のスクリプトタブでは、 ボタンで
スクリプトを書き出し、 ボタンでスクリプトを取り込めます。書き出しボタンを使用
する場合は、選択したスクリプトのみが書き出されることに注意してください。

インタラクティブレイアウトのプレビューおよび書き出し

インタラクティブレイアウトの開発プロセスは一般に、設計者が作業中にレイアウトを
書き出して繰り返しレビューするという反復作業です。完成したプロジェクトが設計者
の意図通りに機能するようにするためには、テストを行うことが重要です。これを実現
するため、QuarkXPressでは1クリックのプレビュー機能と、プロジェクトに使用され
るさまざまなメディアファイルをチェックするための使用状況確認機能が用意されてま
す。

テストが完了したら、プロジェクトを書き出すことができます。SWF形式は、高度なカ
スタマイズができるよう設計されており、ターゲットメディアに最も適した形式でプロ
ジェクトを書き出すことができます。QuarkXPressでは、SWF形式で使用できるほとん
どすべてのカスタマイズ可能オプションを利用できます。

プレゼンテーションレイアウトのプレビュー
書き出し時にプレゼンテーションレイアウトの概観をプレビューするには、下記の操作
のいずれかを行ってください。

• アクティブなプレゼンテーションレイアウトの現在のページをFlash Playerでプレビュー
するには、レイアウト > SWFのプレビュー > ページのプレビューを選択します。

• アクティブなプレゼンテーションレイアウトを、指定の開始ページからFlash Playerでプ
レビューするには、レイアウト> SWFのプレビュー>レイアウトのプレビューを選択す

るか、プロジェクトウィンドウの下部にある ボタンをクリックします。

設定が完了したら、Command+QまたはCtrl+F4を押してこの画面を終了するか、
QuarkXPressに切り替えます。

プレゼンテーションをプレビューするには、システムにFlash Playerがインストールされ
ている必要があります。

インタラクティブオブジェクトの使用状況のチェック
フォントおよび画像の状況を確認するときと同じように、使用状況ダイアログボックス
を使用して、イメージシーケンス、マルチステートボタン、音、ビデオ、および取り込
まれたSWFファイルの状況を確認することができます。このダイアログボックスを表示
するには、補助 > 使用状況を選択して、マルチメディアタブをクリックします。

•出力チェックボックスでは、個々のマルチメディアオブジェクトを書き出すかどうかを
制御できます。この機能は、トラブルシューティングの際に役立ちます。

•変換チェックボックス（音の設定用）により、書き出し時にMP3以外のファイルをMP3
形式に変換できます。
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プレゼンテーションレイアウトの書き出し
アクティブなインタラクティブレイアウトを書き出すには、下記の手順に従ってくださ
い。

1 ファイル > 書き出し > Adobe® Flash®フォーマットでの書き出しを選択します。
Adobe® Flash®フォーマットでの書き出しダイアログボックスが表示されます。

2 書き出し形式の、Adobe® Flash®として取得を選択します。これによって、Adobe
Flash Playerを使用して表示可能なファイルが作成されます。この書き出し形式は、別の
アプリケーションで開発されたHTMLページに含める場合に適していますが、エンドユー
ザーが自分のコンピュータにFlash Playerをインストールしていなければ表示できませ
ん。

3 書き出されたSWFプレゼンテーションを全画面モードでデフォルト表示するには、全画
面として書き出すをオンにします。

4 ページフィールドを使用して、組み入れるページを指定します。

5 書き出しオプションを指定するには、オプションをクリックします。書き出しオプショ
ンダイアログボックスが表示されます。書き出しで選択可能なオプションについての詳
細は、「書き出しの設定」を参照してください。

6 保存をクリックします。

書き出しの設定
プレゼンテーションレイアウトをSWFフォーマットで書き出す場合には、多くの設定を
行うことができます。設定のために使用する書き出し設定ダイアログボックスは、下記
の方法で表示できます。

•ファイル > 書き出し > Adobe® Flash®フォーマットでの書き出しダイアログボック
ス>オプションボタンを選択して、フォントタブと圧縮タブを表示できるようにします。

•環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）でインタラクティブレイ
アウト> SWF >デフォルトオプションボタンを選択して、ファイルフォーマット、フォ
ント、および圧縮タブを表示できるようにします。

ファイルフォーマット領域では、ファイル >書き出し > Adobe® Flash®フォーマット
での書き出しダイアログボックスに表示される書き出しオプションのデフォルト値を指
定できます。この領域は、環境設定ダイアログボックスからAdobe® Flash®フォーマッ
トでの書き出しダイアログボックスを開くときにのみ表示されます。

フォント領域では、すべてのフォントを埋め込むチェックボックスを使用して、書き出
されるSWFファイル内のテキストボックスオブジェクトにテキストを正しくレンダリン
グするために必要なフォントすべてを組み込むことができます。テキストボックスオブ
ジェクトではないテキストボックスは、この設定に関係なく、常に割り当てられたフォ
ントで表示されます。

フォントが確実に埋め込まれるようにするには、レイアウトにあるテキストボックスオブ
ジェクトの少なくとも1つの文字または空の段落にそのフォントを適用する必要がありま
す。

圧縮領域では、以下のコントロールを使用できます。
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• JPEG画質スライダ：書き出されるSWFファイルのJPEGイメージの画質を調整できます。
画質を高くするとアピアランスが向上しますが、ファイルサイズは大きくなります。

•音声を圧縮しないチェックボックス：音声を圧縮しなければ音質が向上しますが、ファ
イルサイズは大きくなります。

•互換バージョンドロップダウンメニュー：Flash Playerの最低互換バージョンを選択でき
ます。一般的に、旧バージョンほどブラウザの互換性が高まりますが、旧バージョンは
プレゼンテーションのすべての機能に対応していない場合があります。たとえば、バー
ジョン6のFlash PlayerはFLVビデオフォーマットに対応していません。この値は、埋め
込みFlash Playerと一緒に書き出さない場合にのみ使用されます。埋め込みFlash Player
と一緒に書き出す場合には、必ずバージョン9を使用します。

式の使用

式、変数、演算子、関数を組み合わせて、ロジックが組み込まれたインタラクティブプ
レゼンテーションを作成するためのプログラミング言語を構築できます。インタラクティ
ブパレットの制御でマルチメディアプレゼンテーションのほとんどのタイプを作成でき
るので、プロジェクトで式が必要になることはほとんどありません。しかし、より高度
な設定を行う必要がある上級ユーザーにとって、式は強い味方となります。

式の理解
式は、インタラクティブプレゼンテーションにアクションを実行するように指示する短
い手順のセットです。たとえば、次のような関数があるとします。

Box1.SetOpacity(50)

この式は、インタラクティブプレゼンテーションに、「Box1」という名前の画像ボック
スの不透明度を50％にすることを指示しています。

式は、複数のコンポーネントで構成されます。次の5つのコンポーネントは、1つの式に
まとめることができます。

• パラメータ

• 変数

• 演算子

• 関数

• オブジェクト

この例で、「Box1」はオブジェクト、「SetOpacity」は関数、「50」はパラメータで
す。これらのコンポーネントを特定の順番で組み合わせて、テキストをボックスに格納
するようにインタラクティブプレゼンテーションに指示する式を作成します。

パラメータ
パラメータとは、情報のことです。パラメータは、整数からインタラクティブオブジェ
クトまで、さまざまな形になります。パラメータの種類ごとに変数の種類を使用できま
す。
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変数
変数は、情報を格納する場所です。変数は、言わば値を格納する「スロット」です。プ
レゼンテーションレイアウトでは下記の変数のタイプを使用できます。

• Integer：–2,147,483,648から2,147,483,647の整数（両数値を含む）。

•Decimal：–9x10306から9x10306の精度が小数位15桁の小数。

• String：一連の文字、数字、および約物から成る、最大255の文字列。

•Boolean：trueまたはfalse。

• Point：x、yの座標（例：10, 20）。各数値は、–2,147,483,648から2,147,483,647
の整数（両数値を含む）である必要があります。

•Object：インタラクティブオブジェクトへの参照。

各変数には、固有の名前があります。式で変数の名前を使用することで、インタラクティ
ブプレゼンテーションに対し、その変数に格納されている値を探して、その値を式で使
用するように指示します。

たとえば、数字6を含むIntVarというinteger変数がある場合には、次のような式を作成
できます。

Box1.Append(IntVar)

この式が実行されると（または「評価」されると）、インタラクティブプレゼンテーショ
ンは、「IntVar」に入っている値（6）を見つけ、その値を「Box1」という名前のボッ
クスに格納します。その結果、「Box1」という名前のテキストボックスには数値6が入
ります。

変数は非常に便利です。変数を使用して、プレゼンテーションの訪問者が最後に表示し
たページの番号、エンドユーザーの名前、またはゲームで獲得されたポイント数を格納
できます。

変数名の大文字と小文字は区別されません。

演算子
演算子は、加算、減算、乗算、除算、その他のさまざまな演算を実行するための記号（+
や-など）です。

最も重要な演算子は、値を変数に割り当てるための等号です。たとえば、前の例では次
のような簡単な式を使用して、数値6を変数IntVarに格納することもできます。

IntVar = 6

この式は、等号に続く数値を「IntVar」という名前の変数に格納するように、インタラ
クティブプレゼンテーションに指示しています。

他の演算子は、数値やその他の値を組み合わせたり比較したりするために使用します。
たとえば、次のような関数があるとします。

IntVar = 2 + 4

この例では、等号とプラス記号という2つの演算子が使用されています。この式を実行す
ると、インタラクティブプレゼンテーションは、2と4を足して、その結果をIntVarに格
納します。
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割り当ての場合は単一等号（=）を使用し、値が等しいかどうかを調べる場合は二重等号
（==）を使用します。

関数
関数は、複雑な操作を実行するためのコマンドです。関数にはさまざまな種類がありま
すが、どの関数でも次の形式が使用されます。

FunctionName()

一部の関数では、関数名に続く括弧の中に「引数」（パラメータまたは変数）を入力す
る必要があります。それ以外の関数では、括弧内は空のままにします。括弧は、引数入
力の有無に関係なく常に必要です。

パラメータが必要な関数
一部の関数では、括弧内にパラメータまたは変数を入力する必要があります。関数の括
弧にパラメータまたは変数を挿入することを、関数にパラメータまたは変数を「渡す」
と表現します。たとえば、次のような関数があるとします。

Box1.Append(IntVar)

この式では、変数IntVarの値が関数Appendに渡されます。これでAppend関数を実行
すると、「Box1」という名前のテキストボックスオブジェクトにこのパラメータの値が
格納されます。

値を戻す関数
一部の関数は、計算を実行したり、オブジェクトの状態を識別したりするために使用さ
れます。このような関数では、計算の結果やオブジェクトの状態などの情報が作成され
ます。これらの関数の実行が完了すると、上記のような情報が「戻され」ます。

たとえば、Number.sqrt()という関数があるとします。この関数は、ユーザーが渡す任
意の値の平方根を計算します。たとえば、25の平方根を計算する場合は、
「Number.sqrt(25)」と表すことができます。

ただし、「Number.sqrt(25)」は、戻される値（25の平方根、つまり5）をどう処理す
るかをインタラクティブプレゼンテーションに指示していないため、完全な式ではあり
ません。完全な式を作成するには、インタラクティブプレゼンテーションに情報の格納
場所を指示する必要があります。

これを行う方法の1つは、下記のようにして値を変数に格納することです。

IntVar = Number.sqrt(25)

この式を評価した結果、IntVarは、5に等しくなります。

この関数は、なぜNumberで始まるのでしょうか。この場合のNumberは、単にこの関
数が数値関数であることを示しています。詳細は、「オブジェクト」を参照してくださ
い。

オブジェクト
一部の関数では、「オブジェクト」（関数を実行する対象）が必要になります。このよ
うな関数は、オブジェクトの状態を変更したり、そのオブジェクトに関する情報を取得
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したりします。このような関数を「オブジェクト関数」または「メソッド」と呼びます。
オブジェクト関数では、下記の構文が使用されます。

objectName.functionName()

オブジェクト関数は、他の関数と同じように機能します。先ほどと同じ関数を例にしま
す。

Box1.Append(IntVar)

ここで、「Box1」という名前のテキストボックスオブジェクトは、Append関数がIntVar
の値を入れるオブジェクトです。この関数は、値を戻すオブジェクト関数の例です。

値を戻すオブジェクト関数の例を下記に示します。

MyVariable = Box1.IsVisible()

この式で、IsVisible関数は、「Box1」という名前のオブジェクトが表示されているかど
うかを調べて、MyVariableという名前の変数にブール値（「true」または「false」）
で結果を戻します。

インタラクティブオブジェクトの他にも、他の種類のオブジェクトにアクセスするため
のオブジェクト関数があります。たとえば、下記のように記述します。

MyVariable = Number.Sqrt(2)

Numberオブジェクトは、インタラクティブオブジェクトというよりも、数学関数のラ
イブラリです。この式では、NumberオブジェクトのSqrt関数に対して2の平方根を計算
し、「MyVariable」という名前の変数に結果を格納するように指示しています。

式内のオブジェクトを参照するには、そのオブジェクトは規定の命名規則に従っている必
要があります。オブジェクトは数字で開始できません。また、使用できる記号は、ドル記
号（$）またはアンダーライン（_）のみです。スペースが含まれている場合、式ではそ
のスペースをアンダーラインに置き換えて使用できます。

式エディタダイアログボックス

式エディタボタン をクリックすると、式エディタダイアログボックスが表示されま
す。このダイアログボックスを使用して式を作成するには、下記の2つの方法がありま
す。

• 式の作成にまだ慣れていないユーザーは、ダイアログボックスの上部にあるリストのア
イテムを適切な順序でダブルクリックして、式を作成できます。

• 式の構文に慣れているユーザーは、編集フィールドに直接式を入力できます。
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式エディタダイアログボックスでは、式を作成して検証できます。

作成できる式にはいくつかの種類があります。下記に、一般的な式のタイプを挙げます。

•インタラクティブオブジェクトで関数を呼び出す式：基本的に、オブジェクトに対して
アクションの実行を指示する式です。たとえば、非表示のオブジェクトを表示するには、
次の式を使用して、そのオブジェクトでSetVisible関数を呼び出します。
MyBox.SetVisible(true)

•変数に値を割り当てる式：変数の値を変える式です。たとえば、テキストボックスオブ
ジェクトのコンテンツを「UserName」という名前の変数に割り当てるには次の式を使
用します。UserName = MyTextBox.GetText()

インタラクティブオブジェクトでの関数の呼び出し
インタラクティブオブジェクトで関数を呼び出す式の作成については、下記の手順に従っ
てください。

1 既にレイアウトに配置されているインタラクティブオブジェクトに対して操作を行うに
は、オブジェクトリストでオブジェクトの名前を選択します。リスト上部のドロップダ
ウンメニューを使用して、オブジェクトのリストをタイプ別に絞り込みます。

2 オブジェクト名をダブルクリックして、編集エリアに追加します。

3 このタイプのオブジェクトで呼び出すことができる関数を一覧表示するには、関数ドロッ
プダウンメニューから、オブジェクトタイプを選択します。たとえば、アニメーション
オブジェクトを使用する場合は、アニメーションを選択します。

4 目的の関数が見つかるまで、関数リストをスクロールします。関数の機能を調べるには、
関数名をクリックして、ダイアログボックスの下部に表示される説明を確認します。こ
のタイプの式では値を戻さない関数を使用するのが一般的なので、説明文が「Get」で始
まらない関数を探します。たとえば、アニメーションオブジェクトの再生を開始するに
は、Animation.Play()を選択します。

5 関数名をダブルクリックして、編集エリアに追加します。

6 式が有効であることを検証するには、検証をクリックします。このボタンは、式の構文
が有効であるかどうかを検証するものです。式が有効であっても、必ずしもユーザーの
意図した通りに動作するとは限りません。
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7 OKをクリックします。

式を評価すると、選択した関数が指定のオブジェクト上で呼び出されます。この場合は、
アニメーションが再生されます。

変数への値の割り当て
変数に値を割り当てる式の作成については、下記の手順に従ってください。

1 変数をまだ作成していない場合は、変数リストの上にある新規／編集をクリックして、
変数ダイアログボックスを表示します。

2 ボタンをクリックして変数の名前を入力し、型ドロップダウンメニューから型を選択し
ます。変数を配列にする場合は、配列チェックマークをオンにして、要素フィールドに
要素の数を入力します。OKをクリックします。

配列のメンバーへは、変数の名前および配列リスト内での位置を使用してアクセスできま
す。

3 変数リストの変数名をダブルクリックして、編集エリアに追加します。たとえば、テキ
ストボックスオブジェクトからテキストを取得して、そのテキストを「UserName」と
いう名前のstring変数に格納する場合は、変数リストのUserNameをダブルクリックし
ます。

4 等号を挿入するには、演算子エリアの等号をダブルクリックするか、手動で等号を入力
します。

5 変数に割り当てる値は、通常、インタラクティブオブジェクトまたは計算の結果から取
得します。

• インタラクティブオブジェクトから値を割り当てるには、オブジェクトリストのオブジェ
クト名をダブルクリックしてから、関数リストの関数名をダブルクリックします。たと
えば、MyTextBoxという名前のテキストボックスオブジェクトのコンテンツを取得する
には、オブジェクトメニューのMyTextBoxをダブルクリックして、関数リストのText
Object.GetText()をダブルクリックします。

• 計算結果の値を割り当てるには、関数リストの適切な関数、および演算子が必要な場合
は演算子リストの適切な演算子を選択します。たとえば、UserNameというstring変数
に格納されている値をすべて大文字に変換するには、オブジェクトリストおよび関数リ
ストを使用して、式にUserName.ToUpperCase()を追加します。または、2つの文字
列を組み合わせた場合の長さを計算するには、変数リストおよび演算子リストを使用し
て、String1 + String2を編集エリアに追加します。

6 式が有効であることを検証するには、検証をクリックします。このボタンは、式の構文
が有効であるかどうかを検証するものです。式が有効であっても、必ずしもユーザーの
意図した通りに動作するとは限りません。

7 OKをクリックします。
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電子書籍

電子書籍は、下記の3つの形式で作成できます。

• ePUB形式の電子書籍。iPad®、Sony® Reader、NOOK®などの電子書籍リーダーに対
応しています。

• Kindle形式の電子書籍。Amazon® Kindle®の電子書籍リーダーに対応しています。

• Blio eReader向けの電子書籍

ePUB形式の電子書籍、Kindle形式の電子書籍、Blio eBookを作成するプロセスは、よ
く似ています。大きな違いは、他の形式では使用できず、それぞれの形式では使用でき
る機能がいくつかあることです。これらの違いについては、以下のトピックで説明しま
す。

電子書籍を発行する方法の詳細については、「QuarkXPressデジタルパブリッシングガ
イド」を参照してください。

リフロービューの使用

ePUB形式、Kindle形式、Blio ebook形式には、テキストリフロービューがあり、エン
ドユーザーは、サイズ変更が可能なテキストを使用して、全画面表示でコンテンツを参
照できます。このビューは、エンドユーザーが、レイアウトによって制約を受けたり気
を取られたりすることなくコンテンツを参照できるように設計されています。Blio eBook
には複数のチャプターまたはセクションを含むことができ、テキストリフロービューで、
そのすべてを順番に参照できます。

この機能を使用するには、QuarkXPressで少なくとも1つのリフローアーティクルを作
成する必要があります。この機能が役に立つ場合は、チャプターやセクションごとに1つ
のアーティクルを作成できますが、必ずそのようにする必要はありません。

リフローアーティクルは、特定のチャプターやセクションから構成されている、単なる
コンテンツのコピーです。リフローアーティクルが必要な理由は下記の2つです。

• 通常のQuarkXPressレイアウトのコンテンツは、若干の変更を行わないとテキストリフ
ロービューでの表示に適していません。たとえば、レイアウトには、インデント位置文
字、手動の改行、またはオールキャップススタイルが含まれている場合がありますが、
これらはすべて、テキストリフロービューでは正常に表示されません。レイアウトアー
ティストとして、エンドユーザーにとって最高な読書というエクスペリエンスとなるよ
うに、各リフローアーティクルのコンテンツを調整する必要があります。
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• タイトル、見出し、本文などの意味を指定するタグをテキストに適用する方法が必要で
す。電子書籍リーダーでは、これらのタグを使用して、テキストの表示方法を決定しま
す。

リフロービューでは、ワードプロセッサー的にコンテンツが表示されます。フォントは1
種類だけで、書式設定のオプションもわずかです。各リフローアーティクルはコンポー
ネントに分割され、それぞれが、レイアウト内のストーリーや画像に相当します。リフ
ローアーティクル内のコンポーネントの順序を変更して、読む順番に合うようにできま
す。

リフローアーティクルを作成するには、下記の2つの方法があります。

• 新規プロジェクトを作成するときにレイアウトタイプドロップダウンメニューから電子
書籍（ePUB、Kindle）を選択。

• 印刷レイアウトからコンテンツをコピー。

新規プロジェクトを作成するときにレイアウトタイプドロップダウンメニューから電子
書籍（ePUB、Kindle）を選択した場合、ページ全体が画像ボックスになっている1つの
印刷レイアウトと、デフォルトのテキストコンポーネントになっている1つのリフロー
アーティクルから構成されたプロジェクトがQuarkXPressで作成されます。印刷レイア
ウトの先頭ページを使用してePUB形式またはKindle形式の電子書籍のカバーを作成し、
リフローアーティクルを使用してePUB形式またはKindle形式の電子書籍のコンテンツを
作成する必要があります（ePUB形式の電子書籍としてレイアウトを書き出したときに、
印刷レイアウトのページ1以降に追加するページは使用されません）。

印刷レイアウトからリフローアーティクルを作成する方法を選択した場合は、以下の図
のように手順になります。

手順1：レイアウトを作成します。
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手順2：チャプターまたはセクションを特定します。また、レイアウトのどの部分をテキ
ストリフロービューの対象外にするかを特定します。

手順3：各チャプターおよびセクションからリフローアーティクルを作成し、それらをテ
キストリフロービュー向けにカスタマイズして、意味を指定するタグを付与します。

手順4：レイアウトを電子書籍として書き出して、電子書籍リーダーで表示します。

リフローアーティクルの作成
リフローアーティクル内のコンテンツとレイアウト内のコンテンツは、同期されていま
せん。そのコンテンツからリフローアーティクルを作成した後にテキストを変更する必
要がある場合は、コンテンツを更新する必要があります（詳細は、「リフロービューで
のコンテンツの更新」を参照してください）。したがって、リフローアーティクルの作
成は、ePUB形式、Kindle形式、またはBlio形式に書き出すレイアウトを準備するプロセ
スの、最後の手順とする必要があります。

リフローアーティクルを作成するには、下記の3つの方法があります。
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• 選択内容から。この方法では、リフローアーティクルの対象にする、特定のボックスを
選択できます。ヘッダーやフッターなど、リフロービューでは表示されないコンテンツ
がレイアウトに多数含まれている場合は、この方法が最適です。

• ページから。この方法では、リフローアーティクルに、指定のページをすべてコピーし
ます。レイアウト内のすべてのコンテンツまたは大部分のコンテンツをリフロービュー
で表示する場合は、この方法が最適です（リフロービューに含まないコンテンツは手作
業で削除できます）。

•ファイルメニューの新規プロジェクトダイアログボックスでレイアウトタイプドロップ
ダウンメニューから電子書籍（ePUB、Kindle）を選択。

Quark Publishing System®（QPS®）で作成されたプロジェクトまたは
QuarkCopyDesk®で編集されたプロジェクトには、すでに1つまたは複数のアーティク
ルが含まれている可能性があります。QuarkCopyDeskアーティクル、またはコンポー
ネントを持つアーティクルが含まれているプロジェクトファイルを開いた場合、リフロー
アーティクルにコンテンツを追加するには、リフロービューに切り替える必要があります
（表示 > リフロービュー）。

コンポーネントの上にある点線やラベルを表示または非表示にするには、ウィンドウ下部
にあるコンポーネントヘッダーの表示／非表示 ボタンをクリックします。

書き出した電子書籍には、各リフローアーティクルの間に改ページがあります。

選択内容からのリフローアーティクルの作成
選択した1つまたは複数のアイテムからリフローアーティクルを作成するには、下記の手
順に従ってください。

1 リフロービューに配置するすべてのテキストを最終決定します（リフロービューのコン
テンツは更新できますが、その場合、リフロービューで追加した書式設定が失われま
す）。

2 リフローのタグ付けパレット（ウィンドウメニュー）を表示します。

3 選択したコンテンツをリフロービューに追加するには、下記のような複数の方法があり
ます。

• 選択内容から新規アーティクルを作成するには、対象となるコンテンツが含まれている
ボックスを選択して、アイテム >デジタルパブリッシング >リフロービューに追加 >新
規アーティクルを選択します。または、リフローのタグ付けパレットの新規アーティク

ル をクリックします。QuarkXPressによって新規リフローアーティクルが作成され、
選択したボックスにすべてのテキストと画像が挿入されます。

• 既存のアーティクルをコンテンツに追加するには、対象となるコンテンツが含まれてい
るボックスを選択して、アイテム > デジタルパブリッシング > リフロービューに追加 >
[アーティクル名]を選択します。または、リフローのタグ付けパレットのアイテムの追加

をクリックします。QuarkXPressによって、選択したリフローアーティクルの最後に
コンテンツが追加されます。

• 複数ページのコンテンツから新規アーティクルを作成するには、レイアウト > ページを
リフロービューに追加を選択します。ページをリフローに追加ダイアログボックスで、
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追加するページを選択して、そのページを1つのアーティクルにするか、スプレッドごと
にアーティクルにするかを指定できます。

ページをリフローに追加ダイアログボックス

4 リフローアーティクルの作成結果を確認するには、リフローのタグ付けパレット（ウィ
ンドウメニュー）を表示します。

リフローのタグ付けパレットと新規作成されたアーティクルこのアーティクルには、単
一ボックスのストーリー、画像、複数のボックスにわたるストーリーが含まれています。

5 新規アーティクルの名前を変更するには、その名前を選択して、プロパティを編集 を
クリックします。アーティクルの新しい名前を入力して、OKをクリックします。

6 リフローアーティクルがリフロービューで表示されます。必要な変更を行います（詳細
は、「リフロービューでのコンテンツの編集」を参照してください）。

ページからのリフローアーティクルの作成
1ページまたは複数ページ分のコンテンツを同時にアーティクルに変換する場合は、下記
の手順に従ってください。

1 リフロービューに配置するすべてのテキストを最終決定します（リフロービューのコン
テンツは更新できますが、その場合、リフロービューで追加した書式設定が失われま
す）。
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2 レイアウト > ページをリフロービューに追加を選択します。ページをリフローに追加ダ
イアログボックスが表示されます。

ページをリフローに追加ダイアログボックス

3 ページ領域を使用して、レイアウト内のすべてのページを追加するか、または特定の範
囲のみを追加するかどうかを指定します。アーティクル領域を使用して、同じアーティ
クルにすべてのページをまとめるか、またはスプレッドごとに個別のアーティクルを作
成するかどうかを指定します。

4 OKをクリックします。QuarkXPressによって必要なリフローアーティクルが作成され、
そのリフローアーティクルに、選択したページからすべてのコンテンツが挿入されます。

5 リフローアーティクルの作成結果を確認するには、リフローのタグ付けパレット（ウィ
ンドウメニュー）を表示します。

リフローのタグ付けパレットと新規作成されたアーティクルこのアーティクルには、単
一ボックスのストーリー、画像、複数のボックスにわたるストーリーが含まれています。

6 新規アーティクルの名前を変更するには、その名前を選択して、プロパティを編集 を
クリックします。アーティクルの新しい名前を入力して、OKをクリックします。

7 リフローアーティクルがリフロービューで表示されます。必要な変更を行います（詳細
は、「リフロービューでのコンテンツの編集」を参照してください）。
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リフロータグへのスタイルシートのマッピング
デフォルトでは、レイアウトビューからリフロービューにコンテンツをコピーすると、
すべてのコンテンツは本文のコンポーネント内に本文の段落としてコピーされ、ボール
ドやイタリックなどの文字飾りのみが取り込まれます。ただし、マッピングルールを使
用すると、レイアウトビューでそのコンテンツに適用されているスタイルシートに基づ
き、リフロービューでコンテンツにタグ付けを行うことができます。

リフロータグにスタイルシートをマッピングするには、下記の手順に従ってください。

1 アイテム>デジタルパブリッシング>リフロータグのマッピングを選択するか、リフロー
のタグ付けパレット（ウィンドウメニュー）のリフロータグのマッピングを編集 をク
リックします。リフロータグのマッピングを編集ダイアログボックスが表示されます。

リフロータグのマッピングを編集ダイアログボックス

このダイアログボックスでは、スタイルシート列に、アクティブなプロジェクトの各段
落スタイルシートが表示されます。リフロータグ列にはドロップダウンメニューがあり、
リフロービューで使用可能なすべての段落タグが表示されます。

2 スタイルシート列でスタイルシートを選択し、リフロータグ列でそのスタイルシートの
マッピング先にするリフロータグを選択します。スタイルシートを使用するテキストを
リフローアーティクルにコピーしない場合は、展開しないを選択します。

3 本文以外のリフロータグにマッピングするスタイルシートごとに、上記のステップを繰
り返します。

4 OKをクリックします。

5 リフロービューにコンテンツを追加します（詳細は、「リフローアーティクルの作成」
および「リフローアーティクルへのコンテンツの追加」を参照してください）。
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QuarkXPressでは、作成されたマッピングルールを使用してリフロータグの適用方法を
決定します。

リフローアーティクルへのコンテンツの追加
既存のリフローアーティクルにコンテンツを追加するには、下記のような複数の方法が
あります。

• 1つまたは複数の画像またはテキストボックスを選択して、アイテム>デジタルパブリッ
シング > リフロービューに追加 > リフローアーティクルの名前を選択します。

•リフローのタグ付けパレットが表示されます（ウィンドウメニュー）。対象とするリフ
ローアーティクルを選択します。次に、1つまたは複数の画像またはテキストボックスを

選択して、リフローのタグ付けパレットのコンポーネントの追加 をクリックします。

• 1つまたは複数を選択した画像またはテキストボックスを、Controlキーを押しながらク
リックするか、または右クリックして、コンテキストメニューからデジタルパブリッシ
ング > リフロービューに追加 > リフローアーティクルの名前を選択します。

• リフロービューで、リフローのタグ付けパレットの新規アーティクル をクリックしま
す。

• リフロービューで、リフローのタグ付けパレットの新規コンポーネント をクリックし
て、テキストコンポーネント、画像コンポーネント、オーディオコンポーネント、また
はビデオコンポーネントを選択します。新規コンポーネントは、リフローアーティクル
に追加されますが、対応する印刷レイアウトには追加されません。

画像コンポーネントを選択すると、取り込みダイアログボックスが表示され、コンポー
ネントに配置する画像ファイルを選択できます。

オーディオコンポーネントまたはビデオコンポーネントを選択すると、インタラクティ
ブ属性ダイアログボックスが表示されます。詳細は、「ePub形式の電子書籍への、オー
ディオの追加」および「ePub形式の電子書籍への、ビデオの追加」を参照してくださ
い。

リフローコンポーネントの分割
既存のコンポーネントを2つのコンポーネントに分割するには、アーティクルを分割する
場所で、Controlキーを押しながらクリックするか、または右クリックして、コンポーネ
ントの分割を選択します。既存のコンポーネントを3つのコンポーネントに分割するに
は、中間のコンポーネントにするテキストを選択して、コンポーネントの分割を選択し
ます。

リフローアーティクルのコンポーネントの並べ替え
リフローアーティクルに追加する各テキストボックス、ストーリー、または画像は、コ
ンポーネントとして追加されます。デフォルトでは、リフローアーティクル内のコンポー
ネントは正しい順序になっていない可能性があります。リフローアーティクル内のコン
ポーネントの順序を変更するには、下記の手順に従ってください。

1 ウィンドウメニューのリフローのタグ付けパレットを表示します。

2 対象のリフローアーティクルを展開して、移動するコンポーネントを選択します。
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3 リフローのタグ付けパレットで、ドラッグ＆ドロップ、または上へ移動 ボタンまたは
下へ移動 ボタンを使用して、コンポーネントの位置を変更します。

リフロービューでのコンテンツの編集
リフローアーティクルのコンテンツを編集して、ePUB形式またはBlio eReaderのテキ
ストリフロービューでの表示にさらに適したコンテンツにできます。リフローアーティ
クルを編集するには、下記の手順に従ってください。

1 リフロービューを表示するには、表示 > リフロービューを選択します。新しいリフロー
ビューウィンドウが表示されます。

リフロービューウィンドウは、レイアウトビューと並べて表示できるように、サイズ変更
や移動ができます。これによって、2つのビューの視覚的な比較が容易になります。

2 ウィンドウメニューのリフローのタグ付けパレットを表示します。

3 リフロービューウィンドウで、対象のリフローアーティクルを展開して、編集するコン
ポーネントをクリックします。

レイアウトビューでコンポーネントを表示するには、リフローのタグ付けパレットでその

コンポーネントを選択して、レイアウトでアイテムを表示 をクリックします。リフ
ロービューでコンポーネントを表示するには、リフローのタグ付けパレットでそのコン

ポーネントを選択して、リフロービューでアイテムを表示 をクリックします。

4 テキストに対して必要な変更を行います。

5 リフロービューでテキストにタグ付けを行うことによって、Blio eReaderのテキストリ
フロービューでテキストを表示する方法を制御できます。リフローのタグ付けパレット
の下部には、段落レベルのタグと文字レベルのタグの両方があります。
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リフロービューがアクティブな場合のリフローのタグ付け

6 Bodyタグは、レイアウト内のコンテンツからリフローアーティクルを作成すると、自動
的にすべてのテキストに適用されます。段落に別の段落タグを設定するには、その段落
を選択するか、その段落にテキストカーソルを配置して、リフローのタグ付けパレット
で段落タグをクリックします。

段落タグは段落スタイルシートと似ていますが、2つの点が異なります。1点目として、
段落タグは特性が少なく、追加、編集、削除ができません。2点目として、段落タグで
は、単なる外観ではなく、テキストが意味する情報の種類を指定できます。
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リフロービューでの段落スタイル

7 文字タグをテキストに適用するには、テキストを選択し、リフローのタグ付けパレット
で文字タグを選択してクリックします。

文字タグは文字スタイルシートと似ていますが、特性が少なく、追加、編集、削除はでき
ません。

リフロービューでの文字スタイル

8 リフロービューで画像を表示する方法を変更するには、画像を選択して、リフローのタ
グ付けパレットの下部にある、画像のサイズコントロールを使用します。切り抜きをク
リックすると、動的に画像の切り抜きや回転ができます。
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リフローのタグ付けパレットの画像のサイズコントロール

リフロービューで行った変更を削除せずに、レイアウトビューで、画像の拡大縮小や切抜
きを変更できます。

9 個々の画像コンポーネント用の書き出し設定を変更するには、リフローのタグ付けパレッ

トでそのコンポーネントを選択して、プロパティを編集 をクリックします。画像コン
ポーネントのプロパティを編集ダイアログボックスが表示されます。

画像コンポーネントのプロパティを編集ダイアログボックス

ファイルを書き出すときに、指定されたイメージのプロパティを使用するには、グロー
バル設定を使用をクリックします。

特定の解像度、形式、画質の設定を使用するには、このイメージにカスタム設定を使用
をクリックします。書き出すときに、これらの設定を上書きできます。詳細は、「ePUB
向けの書き出し」および「Kindle向けの書き出し」を参照してください。

10 リフローアーティクルからコンポーネントを削除するには、リフローのタグ付けパレッ

トでそのコンポーネントを選択して、アイテムを削除 をクリックします。
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リフロービューでのコンテンツの更新
理想的には、コンテンツからリフローアーティクルを作成し始める前に、コンテンツが
レイアウト内で最終版となっている必要があります。しかし、もちろん、必ず事がうま
く運ぶとは限りません。テキストからリフロービューを作成した後にレイアウト内のそ
のテキストまたは画像を大きく変更する場合は、リフロービューのコンテンツを、レイ
アウトのコンテンツと一致するように更新できます。

コンポーネントを更新するには、下記の手順に従ってください。

1 レイアウトビューで、コンテンツが含まれているボックスを選択します。

2 アイテム > デジタルパブリッシング > リフロービューでコンテンツを置き換えを選択し
ます。QuarkXPressによって、ボックスからのコンテンツでコンポーネントのコンテン
ツが上書きされます。

コンテンツを更新すると、リフロービューで適用したタグ付けはすべて失われます。

この機能は、インタラクティブコンポーネントには適用されません。

ePub形式の電子書籍への、インタラクティブ機能の追加

以下のトピックでは、リフローアーティクルにさまざまな種類のインタラクティブ機能
を追加する方法について説明します。リフローレイアウトにインタラクティブオブジェ
クトを追加すると、そのレイアウトをePubファイルとして書き出すことができます。

App StudioレイアウトではオブジェクトにePubインタラクティブ機能を追加すること
はできません。詳細は、『A Guide to App Studio』を参照してください。

ePub形式の電子書籍への、オーディオの追加
ePub形式の電子書籍で、オーディオファイルを画像ボックスと関連付けできます。ユー
ザーがボックスをクリックすると、音声が再生されます。ePub形式の電子書籍にオー
ディオを追加するには、下記の手順に従ってください。

1 下記のいずれかを実行します。

• 印刷レイアウトからコンテンツを取り込む場合は、オーディオコンテンツ用に使用する
サイズと場所で画像ボックスを作成し、その画像ボックスを選択してアイテム > デジタ
ルパブリッシング > ePubインタラクティブ機能の編集を選択します。

• 対応する印刷レイアウトがない状態でリフローアーティクルを作成する場合は、リフロー
のタグ付けパレットで新規オーディオを追加するコンポーネントを選択し、コンポーネ
ントの追加ボタンをクリックして、表示されるドロップダウンメニューからオーディオ
コンポーネントを選択します。アーティクルを選択すると、新規コンポーネントがアー
ティクルの最後に追加されます。

インタラクティブ属性ダイアログボックスが表示されます。

2 種類ドロップダウンメニューからオーディオを選択します。

3
リンク をクリックして、オーディオファイルを選択します。
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MP3形式のオーディオファイルを使用できます。

4 開くをクリックします。

5 OKをクリックします。

ファイルシステム内の選択したオーディオファイルを表示するには、表示 をクリッ
クします。

6 印刷レイアウトからコンテンツを取り込む場合は、画像ボックスをリフローアーティク
ルに追加します。詳細は、「リフロービューの使用」を参照してください。

ePub形式の電子書籍への、ビデオの追加
ePub形式の電子書籍にムービーを追加するには、下記の手順に従ってください。

1 下記のいずれかを実行します。

• 印刷レイアウトからコンテンツを取り込む場合は、ビデオ用に使用するサイズと場所で
画像ボックスを作成し、その画像ボックスを選択してアイテム > デジタルパブリッシン
グ > ePubインタラクティブ機能の編集を選択します。ビデオが再生されていないとき
に画像をボックスに表示させる場合は、ボックスに画像を取り込みます。画像をリフロー
ビューのボックスに取り込むこともできます。取り込むには、コンポーネントをクリッ
クして、ファイル > 取り込みを選択します。

• 対応する印刷レイアウトがない状態でリフローアーティクルを作成する場合は、リフロー
のタグ付けパレットで新規ビデオを追加するコンポーネントを選択し、コンポーネント
の追加ボタンをクリックして、表示されるドロップダウンメニューからビデオコンポー
ネントを選択します。アーティクルを選択すると、新規コンポーネントがアーティクル
の最後に追加されます。

インタラクティブ属性ダイアログボックスが表示されます。

2 画像ボックスを選択して、アイテム > デジタルパブリッシング > ePubインタラクティ
ブ機能の編集を選択します。インタラクティブ属性ダイアログボックスが表示されます。

3 種類ドロップダウンメニューからビデオを選択します。

4
リンク をクリックして、ムービーファイルを選択します。

ePubでは、H.264コーデックで保存された.mp4ファイルのみサポートしています。

5 OKをクリックします。

6 印刷レイアウトからコンテンツを取り込む場合は、画像ボックスをリフローアーティク
ルに追加します。詳細は、「リフロービューの使用」を参照してください。

Blio eBookへのインタラクティブ機能の追加

Blio eBookとして書き出すレイアウトに、さまざまな種類のインタラクティブ機能を追
加できます。
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Blio eReaderでのeBookの表示

Blioインタラクティブ機能で使用されるアセットの状況の確認に関する詳細は、『A
Guide toAppStudio』の「デジタルパブリッシングアセットの使用状況の確認」を参
照してください。

App StudioレイアウトではオブジェクトにBlioインタラクティブ機能を追加することは
できません。詳細は、『A Guide to App Studio』を参照してください。

Blio eBookへのスライドショーの追加
スライドショーとは、1つのボックスで表示される、連続したイメージです。エンドユー
ザーは、書き出した電子書籍で再生ボタンをクリックして、イメージを次々に参照でき
ます。

スライドショーを作成するには、下記の手順に従ってください。

1 スライドショーで使用するサイズと場所の画像ボックスを作成します。

2 スライドショーに表示させる画像ファイルを選択して、フォルダに配置します。

Blio形式に書き出す場合は、アプリケーションでサポートされている形式は、BMP、
JPEG、PNG、TIFFのみです。

3 画像を100%のサイズで取り込んだ場合は、画像ボックスにぴったり収まるように、画
像編集アプリケーションまたはQuarkXPressの画像の保存機能（ファイル > 画像の保
存）を使用して、画像のサイズ変更や切抜きを行います。

4 スライドショーではアルファベット順に画像ファイルが表示されます。このため、表示
させたい順番になるように画像ファイルに名前を付けます（作業方法の一例として、各
画像ファイルの名前の先頭に番号を付けます）。
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5 画像ボックスを選択して、アイテム > デジタルパブリッシング > Blioインタラクティブ
機能の編集を選択します。インタラクティブ属性ダイアログボックスが表示されます。

6 種類ドロップダウンメニューからスライドショーを選択します。

7
リンク をクリックして、画像ファイルが格納されているフォルダを選択します。

8 OKをクリックします。

ファイルシステム内のアクティブなスライドショーのフォルダを表示するには、表示
をクリックします。

Blio eBookへのビデオの追加
Blio eBookのレイアウトにムービーを追加するには、下記の手順に従ってください。

1 ビデオで使用するサイズと場所の画像ボックスを作成します。

2 画像ボックスを選択して、アイテム > デジタルパブリッシング > Blioインタラクティブ
機能の編集を選択します。インタラクティブ属性ダイアログボックスが表示されます。

3 種類ドロップダウンメニューからビデオを選択します。

4
リンク をクリックして、ムービーファイルを選択します。

Blioでは、H.264コーデックで保存された.mp4ファイルのみサポートしています。

5 OKをクリックします。

Blio eBookへのHTMLの追加
画像ボックスで、埋め込みHTMLファイルからコンテンツを簡単に表示できます。HTML
をレイアウトに追加するには、下記の手順に従ってください。

1 HTMLコンテンツで使用するサイズと場所の画像ボックスを作成します。

2 ボックスに表示させるHTMLページを作成または配置します。

コンテンツが大きすぎてボックスに入りきらない場合は、スクロールバーが表示されま
す。

3 画像ボックスを選択して、アイテム > デジタルパブリッシング > Blioインタラクティブ
機能の編集を選択します。インタラクティブ属性ダイアログボックスが表示されます。

4 種類ドロップダウンメニューから埋め込みHTMLを選択します。

5
リンク をクリックして、HTMLインデックスファイルを選択します。

6 HTMLを埋め込む際に、画像ファイルなど他のファイルをHTMLファイルが参照してい
る場合は、それらのファイルも対象にできます。HTMLファイルが含まれているフォル
ダ内のすべてのファイルを対象にする場合は、親フォルダ全体を書き出すオンにします。
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このオプションを使用する場合は、埋め込みHTMLファイルの名前にスペースを使用しな
いようにしてください。

7 開くをクリックします。

ファイルシステム内の選択したHTMLファイルを表示するには、表示 をクリックし
ます。

8 OKをクリックします。

Blio eBookでの画像ボックスへのURLリンクの追加
画像ボックスで、URLからコンテンツを簡単に表示できます。Blio eBookのレイアウト
にURLリンクを追加するには、下記の手順に従ってください。

1 URLのコンテンツで使用するサイズと場所の画像ボックスを作成します。

2 画像ボックスを選択して、アイテム > デジタルパブリッシング > Blioインタラクティブ
機能の編集を選択します。インタラクティブ属性ダイアログボックスが表示されます。

3 種類ドロップダウンメニューからURLを選択し、URLフィールドにURLを入力します。

デフォルトアプリケーションでURLのコンテンツを参照するには、URLを参照 をク
リックします。

コンテンツが大きすぎてボックスに入りきらない場合は、スクロールバーが表示されま
す。

4 OKをクリックします。

ePUB用またはKindle用の目次の作成

リフローアーティクルをePUB形式やKindle形式の電子書籍として書き出すときに、下記
の2つの方法でその電子書籍の目次を作成できます。

• リフローアーティクルごとに目次の見出し語を1つ持った、リフローアーティクルの順序
を使用。リフローのタグ付けパレット（ウィンドウメニュー）を使用して、リフロー
ビューでのリフローアーティクルの順序を変更できます。アーティクルの順序を上下に
移動させるには、リフローのタグ付けパレットでアーティクルを選択して、上へ移動

ボタンまたは下へ移動 ボタンをクリックします。目次を更新するには、更新 をクリッ
クします。

• 手動で目次を作成。目次を手動で作成するには、ウィンドウメニューのリフロー用の目

次パレットを表示し、編集 をクリックして、リフロー用目次の編集ダイアログボック
スを表示します。矢印ボタンを使用して、目次で使用するタグを右側のリストに追加し
ます。それぞれのタグのレベルを指定するには、タグを選択して、レベル列の上部にあ
るドロップダウンメニューからオプションを選択します。
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Blio用の目次の作成

目次（TOC）によって、エンドユーザーがBlio eBook内を簡単に移動できます。
QuarkXPressでBlio用の目次を簡単に作成できます。チャプターまたはアーティクルご
とに名前を付けて、チャプターまたはアーティクルがあるページを指定するだけです。

複数レイアウトに目次を追加するには、下記の手順に従ってください。

1 ウィンドウメニューのeBookの目次パレットを表示します。

eBookの目次パレット

2 追加 をクリックします。タイトルを追加ダイアログボックスが表示されます。

タイトルを追加ダイアログボックス

3 タイトルフィールドにチャプターまたはアーティクルのタイトルを入力します。

4 ページインデックスフィールドにチャプターまたはアーティクルがあるページの番号を
入力します。

5 OKをクリックします。eBookの目次パレットに見出し語が表示されます。

アクティブなレイアウトの目次の見出し語を編集するには、eBookの目次パレットで見

出し語を選択して、編集 をクリックします。
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アクティブなレイアウトの目次の見出し語を削除するには、eBookの目次パレットで見

出し語を選択して、削除 をクリックします。

eBookのメタデータの使用

ユーザーが電子書籍に関する情報を簡単に検索および入手できるように、メタデータと、
作成するBlio eBook、Kindle形式の電子書籍、App Studioコンテンツの関連付けを行
うことをお勧めします。電子書籍やApp Studioコンテンツとして書き出すレイアウトに
メタデータを追加したり、レイアウトのメタデータを編集したりするには、下記の手順
に従ってください。

1 レイアウトビューでレイアウトを表示します。

2 レイアウト > eBookのメタデータを選択します。eBookのメタデータダイアログボッ
クスが表示されます。

eBookのメタデータダイアログボックス

3 このダイアログボックスのフィールドを使用して、電子書籍に関する情報を入力します。
キーワードフィールドでは、カンマを使用してキーワードを区切ります。

ePUB向けの書き出し

ePUB形式にレイアウトを書き出すには、下記の手順に従ってください。
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1 ファイル > 書き出し > ePUB形式のリフローを選択します。ePUBとして書き出しダイ
アログボックスが表示されます。

2 書き出す電子書籍の名前を入力します。

3 ePUB用スタイルドロップダウンメニューから出力スタイルを選択するか、オプションを
クリックします。オプションをクリックした場合、ePUB書き出しオプションダイアログ
ボックスが表示されます。

ePUB書き出しオプションダイアログボックス

•画像ペインでは、ePUBファイルでの画像の解像度、形式、品質を指定できます。個々の
画像コンポーネントに適用されているカスタム属性を上書きするには、ボックス設定の
上書きをクリックします。

•目次ペインでは、ePUBファイルの目次に関するオプションを設定できます。リフロー用
の目次パレットで定義した目次を使用するか、アーティクル構造を使用するかを選択で
きます（詳細は、「ePUB用の目次の作成」を参照してください）。また、目次のカバー
に対する見出し語の名前を指定したり、HTMLバージョンの目次で目次の上にタイトル
が表示されるようにしたりすることもできます。

•東アジアペインでは、デフォルトの組み方の指定や、ルビをネイティブで書き出すか括
弧で書き出すかの選択ができます。

オプションの設定が終了したら、OKをクリックします。

4 保存をクリックします。
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ePub書き出し用CSSの指定
ePub形式の電子書籍では、コンテンツのフォーマットはカスケーディングスタイルシー
ト（CSS）によって制御されます。CSSを使用すると、リフロービューで適用するタグに
関連付けられているインデント、揃え、フォーマットを制御できます。

CSSのオプションは、すべてのePubリーダーでサポートされているとは限りません。サ
ポートされている必要がある、対象のePubリーダーごとに、CSSのカスタマイズ内容を
すべてテストしてください。

書き出したePub形式の電子書籍に埋め込まれるCSSの仕様は、下記の場所にあ
る"style.css"ファイルと"vertical_style.css"ファイルによって決まります。

[QXP application folder]/XTensions/DigitalPublishing/Templates/css

たとえば、Headline 1タグのサイズを変更し、ボールドにする場合は、ま
ず、"style.css"ファイルの下記のセクションを見つけます。

.headline1 { font-size: 1.5em; }

下記のように変更します。

.headline1 { font-size: 2em; font-weight: bold; }

CSSの詳細は、http://www.w3schools.com/css/などで、CSSに関するチュートリア
ルを参照してください。

"css"フォルダには"Examples"フォルダもあります。"Examples"フォルダには多様なカ
スタマイズ済みのCSSファイルがあり、さまざまな外観を作成できます。これらのサンプ
ルを試してみる場合、まず"styles.css"ファイルをバックアップします。次に、試してみ
るCSSファイルのコピーを作成して、名前を"styles.css"に変更します。このファイル
を"css"フォルダに移動します。次回ePub形式の書籍を書き出すときに、新しい設定が使
用されます。

書き出し済みのePubファイルに対してCSSの設定を変更することもできますが、そのプ
ロセスは複雑です。そのため、Quarkでは、書き出しの前に"style.css"ファイルを変更す
ることを推奨します。

Kindle向けの書き出し

Kindle形式にレイアウトを書き出すには、下記の手順に従ってください。

1 AmazonのウェブサイトからKindleGenをダウンロードして、デフォルトの場所にイン
ストールします。

現時点では、http://amzn.to/HHMgj8からKindleGenをダウンロードできます。ただ
し、変更される場合もあります。

2 ファイル > 書き出し > Kindle形式のリフローを選択します。Kindle向けに書き出しダ
イアログボックスが表示されます。

3 書き出す電子書籍の名前を入力します。
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4 Kindleスタイルドロップダウンメニューから出力スタイルを選択するか、オプションを
クリックします。オプションをクリックした場合、Kindle書き出しオプションダイアロ
グボックスが表示されます。

Kindle書き出しオプションダイアログボックス

•画像ペインでは、Kindle形式の電子書籍での画像の解像度、形式、品質を指定できます。
個々の画像コンポーネントに適用されているカスタム属性を上書きするには、ボックス
設定の上書きをクリックします。

•目次ペインでは、Kindle形式の電子書籍の目次に関するオプションを設定できます。リ
フロー用の目次パレットで定義した目次を使用するか、アーティクル構造を使用するか
を選択できます（詳細は、「ePUB用の目次の作成」を参照してください）。また、目次
のカバーに対する見出し語の名前を指定したり、HTMLバージョンの目次で目次の上に
タイトルが表示されるようにしたりすることもできます。

オプションの設定が終了したら、OKをクリックします。

5 保存をクリックします。

KindleGenがインストールされていない場合や、デフォルト以外の場所にインストール
されている場合は、ダイアログボックスボックスが表示され、KindleGenをダウンロー
ドするか、インストールされている場所を特定するように要求されます。

Blio eReader向けの書き出し

Blio eReader向けのeBookとしてのレイアウトで書き出すには、下記の手順に従ってく
ださい。
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1 ファイル>書き出し>Blio eBook形式のレイアウトを選択します。Blio eBookとして
書き出しダイアログボックスが表示されます。

2 書き出すプロジェクトの名前を入力します。

3 保存をクリックします。

書き出したプロジェクトをBlio eReaderで開いて確認できます。Blio eReader
を入手する方法と、Blioのブックストアで作品を販売する方法の詳細は、
http://blio.comを参照してください。

358 | QUARKXPRESS 9.5.1ガイド

電子書籍

http://blio.com/


ジョブジャケット

ジョブジャケットは、プリフライトを超える革新的な機能で、印刷ジョブが作成された
時点から印刷機にかけられるまで、仕様からの逸脱がおきないように管理します。また、
スタイルシートやカラー、ページサイズ、カウントまでを含めて同期され、動的に更新
可能なデザインにプロジェクトをリンクすることで、これまで個々のユーザーレベルで
考えられていたジョブ仕様順守の概念を拡大しました。

ジョブジャケットの理解

ジョブジャケットには、下記の2つの目的があります。

• ジョブの定義者が、印刷レイアウトおよびウェブレイアウトの詳細の仕様を作成できる
ようにします。

• レイアウト担当デザイナーが、これらの仕様を基にプロジェクトおよびレイアウトを作
成し、他のレイアウト担当デザイナーと仕様を共有して、レイアウトが仕様に従ってい
るかどうかを確認できるようにします。

レイアウトの作成や出力へのレイアウトの正常な送信が複雑な作業であるため、ジョブ
ジャケットが作り出されました。

たとえば、印刷レイアウトの作成者がある問題で困っているとします。印刷機によって
機能は異なるため、最新のページレイアウトアプリケーションではこれらの機能すべて
をサポートする柔軟性が必要になります。単純な人為的ミスの可能性も排除できないた
め、予想外なことが数多く起きる可能性もあります。そのいくつかの例を見てみます。

• レイアウト担当デザイナーが、依頼先の印刷業者で正確に再現できない可能性のあるカ
ラーやインポート済み画像を使用することがあります。

• 100ページを想定して予算の組まれたドキュメントが、出力用に送信されたときには112
ページになっていることがあります。

• 必要な画像ファイルやフォントが含まれていない状態でプロジェクトが出力デバイスに
送信されることもあります。

• スポットカラーの小さいテキストが使用されたレイアウトが4色印刷に送信され、テキス
トが読めなくなってしまうことがあります。

• カラーマネージメント設定が、出力デバイスに対して正しく設定されていないため、予
期しない結果になることがあります。
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大型で複雑な印刷作業では、ミスの発生する可能性も高くなり、ミスによるコストが増
大します。ジョブジャケットにより、最初に印刷不可能な作業や正しく構築されていな
い作業が発生することを防ぎます。

ジョブジャケットとは
技術的な面から言えば、ジョブジャケットとは、QuarkXPressレイアウトを作成して検
査するための仕様とルールを含むXML構造です。概念としては、ジョブジャケット構造
は、さまざまな種類のプロジェクトとレイアウトだけでなく他の種類の情報も記述する
ジョブチケットを含んだフォルダと比較することができます。

ジョブジャケットは、JDF（Job Definition Format）スキーマの最新バージョンに基づ
いています。QuarkXPress関連の仕様を制御できるようにするだけでなく、ジョブジャ
ケットにより、バインディングやクロスオーバー設定など、JDFが網羅する他のさまざま
な仕様に値を設定できます。出力にレイアウトを送信するときには、ダウンストリーム
システムが自動化の情報および情報目的の情報を使用できるように、レイアウトのJDF情
報を含めるオプションが用意されています。また、ジョブジャケットの使用は拡張可能
であるため、JDF互換システムの開発者は、ジョブジャケットアップストリームをレイア
ウト担当デザイナーに渡す前に、自身の仕様に固有の設定をジョブジャケットに埋め込
むことができます。これらの設定は、その後ジョブジャケットファイルに保存され、
XTensionsソフトウェア、JDF対応アプリケーション、その画のシステムがこの設定を使
用して、非常に多様な処理を自動化および効率化します。

また、ジョブジャケットは、ワークグループ内での共同作業に役立つこともあります。
仕様の同一セットを共有するレイアウトで作業している数人のレイアウト担当デザイナー
は、自身のプロジェクトを共有ジョブジャケットファイルにリンク付け、1人のレイアウ
ト担当デザイナーがスタイルシートなどに変更を加えた場合、他のレイアウト担当デザ
イナーのレイアウトにも同じ変更内容が自動的に伝わるようにできます。

ジョブジャケットの構造
ジョブジャケットとは、仕様とルールを含んだXML構造です。下記のトピックでは、こ
れらの仕様とルールがジョブジャケット内で編成される方法を説明します。

リソース
ジョブジャケットにはリソースが入っています。リソースには下記のものがあります。

1 プロジェクトレベルリソース：スタイルシート、カラー、出力スタイル、およびカラー
マネージメント設定などの個々のプロジェクトに適用できます。

2 レイアウトレベルリソース：個々のレイアウトに適用できるリソースで、下記のものが
あります。

•レイアウトの仕様：レイアウトに特定のサイズ、方向などを割り当てるのに使用します。

•出力仕様：特定の出力デバイスに正しく出力できるようにプロジェクトを設定するのに
使用します。

•ルールおよびルールセット：レイアウトを検査するためのテストで、仕様に準拠してい
るかどうかを検証します。

ジョブジャケットには、上記で説明したリソースの他に、下記のような情報リソースを
含めることができます。
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•ジョブの説明：このカテゴリには、ジョブ番号、リビジョン、説明、ノート、およびキー
ワードなとが含まれます。

•連絡先：ジョブの定義者やジョブに関連するその他の連絡先情報です。連絡先を含めて
おくと、問題が発生した場合により早く適切な担当者に連絡することができます。

ジョブチケット
ジョブジャケットのリソースは、1つ以上のジョブチケットで構成されています。各ジョ
ブチケットには、QuarkXPressのプロジェクトに適用できる、特定リソースのセットが
含まれています。

ジョブチケットでは、リソースは下記のように分類されます。

1 プロジェクト設定値：プロジェクトレベルのリソースで、単一のプロジェクトに適用で
きます。プロジェクト設定値には、スタイルシート、カラー、出力スタイル、およびカ
ラーマネージメント設定などがあります。各ジョブチケットには、1組のプロジェクト設
定値が含まれています。

2 レイアウト定義：レイアウトレベルのリソースセットで、1つのレイアウトに適用できま
す。ジョブチケットに、レイアウト定義を含めることができます。レイアウト定義には、
下記の項目を含めることができます。

• レイアウトの仕様（ページサイズ、方向など）

• 出力仕様（特定の出力デバイス用の設定）

• ルールセット（レイアウトの検査用）

• メディアタイプ（印刷またはウェブ）

• カラーマネージメント設定（ソースセットアップおよび出力セットアップ）

• プルーフ仕様（出力のプルーフおよびプルーフ方法）

• 情報リソース（説明、ジョブの説明など）
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リソースは、ジョブジャケット構造に定義および保存されます。ジョブチケットには、
各プロジェクトタイプ用のプロジェクト設定値、およびレイアウト用のレイアウト定義
が含まれています。リソース定義は、ジョブチケットには「常駐」していません。ジョ
ブチケットは、ジョブジャケット構造に常駐しているリソース定義を「参照」します。

ジョブチケットおよびジョブチケットテンプレート
ジョブチケットには下記の3種類があります。

•ジョブチケットテンプレートは、「マスター」ジョブチケットの定義です。ジョブチケッ
トテンプレートには、マスターページやQuarkXPressテンプレートファイルに似たとこ
ろもあります。

•アクティブジョブチケットは、特定のプロジェクトに関連付けられたジョブチケットテ
ンプレートのコピーです。

•無効ジョブチケットは、プロジェクトに関連付けられていたが、現在はそのプロジェク
トに関連付けられていないジョブチケットテンプレートのコピーです。プロジェクトを
保存せずに閉じた場合などが該当します。
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ジョブジャケットファイルには、ジョブチケットの定義を含んだジョブチケットテンプ
レート、特定のプロジェクトに関連付けられたアクティブジョブチケット、およびある
プロジェクトに関連付けられていたが、今はそのプロジェクトに関連付けられていない
無効ジョブチケットを含めることができます。

複数のプロジェクトのジョブチケットを作成するときに、各ジョブチケットテンプレー
トを使用できます。各ジョブチケットは、1つのプロジェクトにのみ適用できます。ジョ
ブチケットをプロジェクトに適用すると、そのジョブチケットのリソースがプロジェク
トで使用可能になります。たとえば、プロジェクトは、ジョブチケットにリストされて
いるすべての色、スタイルシート、レイアウト定義を継承します。

ジョブチケットをプロジェクトに適用する方法は2つあります。

• プロジェクトの作成時に、ファイル > 新規 > チケットからプロジェクト作成の順に選択
し、次にジョブチケットテンプレートを選択します。QuarkXPressが、ジョブチケット
テンプレートの情報を新規プロジェクトの新規ジョブチケットにコピーします。新規プ
ロジェクトは、ジョブチケットテンプレートにある各レイアウト定義のあらかじめ設定
されたレイアウトを自動的に含め、さらにジョブチケットテンプレートで定義されたす
べてのプロジェクト設定も含めます。

• プロジェクトを作成するか、既存のプロジェクトを開き、ファイル>ジョブジャケット>
プロジェクトのリンクの順に選択してから、ジョブチケットテンプレートを選択します。
QuarkXPressは、再度ジョブチケットテンプレートの情報をこの特定プロジェクトの新
規ジョブチケットにコピーします。そのプロジェクトは、ジョブチケットテンプレート
で定義されたすべてのプロジェクト設定を取得し、ジョブチケットテンプレートにある
各レイアウト定義に対して、あらかじめ設定されたレイアウトが新たに作成されます。

ジョブチケットでは、作成元のジョブチケットテンプレートへのリンクは保持されませ
ん。ジョブチケットテンプレートに加えられた変更は、既存のジョブチケットには反映さ
れません。

リンクジョブジャケットおよび埋め込みジョブジャケット
それぞれのQuarkXPressプロジェクトは、ジョブジャケット構造に関連付けられます。
プロジェクトのジョブジャケット構造は、そのプロジェクトに埋め込まれるか、ローカ
ルファイルシステムのXMLジョブジャケットファイルに保存されます。プロジェクトの
ジョブジャケット構造の場所は、プロジェクトの作成方法によって異なります。詳細は、
「プロジェクトへのジョブチケットテンプレートの適用」を参照してください。
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ジョブジャケット構造は、ファイルシステムにXMLファイルとして含めることも、プロ
ジェクトファイルに埋め込むこともできます。

デフォルトでは、非埋め込みジョブジャケットファイルは、QuarkXPress/編集メニュー
にある環境設定ダイアログボックスのジョブジャケットペインで指定した場所に保存さ
れます。また、ジョブジャケットファイルは好きな場所に保存することもできます。た
とえば、ワークグループのレイアウト担当デザイナー間で1つのジョブジャケットを共有
している場合（「共有ジョブジャケットファイル」を参照）、それぞれがネットワーク
経由でアクセスできるように、共有しているジョブジャケットファイルをファイルサー
バーに配置できます。

ジョブジャケットの保存先となるデフォルトの場所を変更するには、QuarkXPress/編
集メニューにある環境設定ダイアログボックスのジョブジャケットペインに移動し、
Select the pathをクリックしてから選択ボタンをクリックし、対象ディレクトリを指
定します。

共有ジョブジャケットファイル
埋め込みジョブジャケット構造は、その構造が埋め込まれている1つのプロジェクトのみ
で使用できます。ただし、独立したジョブジャケットファイルは、複数のプロジェクト
で共有できます。さらに正確に言えば、共有ジョブジャケットファイルは、複数プロジェ
クトで使用されるジョブチケットに、リソース定義を提供できます。

共有ジョブジャケットファイルを使用すれば、複数のプロジェクトでリソースを共有で
きます。
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2つのプロジェクトで1つのジョブジャケットファイルを共有している場合には、両方の
ジョブチケットで発生するリソースをすべて同期できます。したがって、たとえばプロ
ジェクト1の所有者が、両方のジョブチケットに存在するカラー定義を変更した場合、プ
ロジェクト2のカラー定義も自動的に更新されます。

ジョブジャケットのワークフロー例
本トピックでは、ジョブジャケットのワークフローについて説明します。ここで説明す
るのは、実行可能なワークフローの1つであり、ジョブジャケットの使用方法を説明する
ための一例です。使用されている用語の定義は下記のとおりです。

•ジョブの定義者：ページ番号、サイズ、カラーなどの印刷ジョブに必要な設定に精通し
ているユーザーです。

•出力担当者：印刷ジョブの作成方法、および目的の印刷機で正しく印刷するための設定
方法を熟知しているユーザーです。

•レイアウト作成者：QuarkXPressで実際にレイアウトを作成するユーザーです。

ジョブジャケットのワークフローは下記のとおりです。

1 出力担当者とジョブの定義者が共同で、印刷ジョブ（または関連する印刷ジョブのセッ
ト）に適した出力仕様とルールを定義します。これには、ページサイズ、ページ数、カ
ラーリスト、トラップ設定、スタイルシート、ラインの太さおよび取り込む画像のカラー
スペースの有効範囲などが含まれます。

2 ジョブの定義者は、これらの仕様やルールに従って、ジョブジャケットファイル内にジョ
ブチケットテンプレートを作成します。ジョブチケットテンプレートは、個々のプロジェ
クトについて記述したもので、そのプロジェクト内の各レイアウトについてさまざまな
仕様やルールを含めることができます。ただし、ここでは、ジョブチケットテンプレー
トにレイアウトが1つしか定義されていない場合を想定しています。ジョブジャケット
ファイルを作成し終えると、ジョブの定義者はそのファイルをレイアウト作成者に渡し
ます。

3 レイアウト作成者は、ファイル > 新規 > チケットからプロジェクト作成コマンドを使用
して、ジョブチケットテンプレートからプロジェクトを作成します。QuarkXPressは、
自動的にジョブチケットテンプレートからジョブチケットを作成して、そのジョブチケッ
トをプロジェクトに関連付けます。QuarkXPressは、ジョブチケットを読み込み、自動
的にジョブチケットのすべてのリソース（カラー、スタイルシート、カラーマネージメ
ント設定など）をプロジェクトに挿入します。また、QuarkXPressは、ジョブチケット
内で定義されたすべてのレイアウトを自動的に作成します。

4 レイアウト作成者は、ジョブチケットを一組のガイトラインとして使用して、レイアウ
トを作成します。レイアウト作成者は、定期的にファイル > ジョブジャケット > レイア
ウトを評価を選択して、ジョブチケットに定義されているガイドラインに準拠している
ことを確認します。レイアウトの評価を実行すると、ダイアログボックスに従ってジョ
ブチケットに定義されているルールに違反している設計要素を特定し、そこに移動する
ことができます。これにより、レイアウト作成者は、プリプレスまで問題を放置してお
くのではなく、問題の発生時にその問題を修正することができます。

5 レイアウトが完成すると、レイアウト作成者は、直接印刷、出力ファイルの収集、PDF
（またはPDF/X）への書き出しなどの方法で出力に送信します。ジョブジャケットファ
イルに出力仕様が含まれている場合は、それらの出力仕様のフォーマットおよび設定値
を使用してジョブを出力に送信できます。レイアウトはジョブチケットテンプレートに
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指定された仕様に準拠して作成されているため、印刷時には正しいレイアウトになりま
す。

ジョブジャケットの使用

ジョブジャケット情報は、XML形式で保存されます。ただし、QuarkXPressには、ジョ
ブジャケットの作成と変更を簡単に行える総合的なインターフェイスが用意されていま
す。次のトピックでは、ジョブジャケットユーザーインターフェイスの基本を説明して
います。

基本モードと詳細設定モード
ジョブジャケットマネージャーダイアログボックス（ユーティリティ > ジョブジャケッ
トマネージャー）には、ジョブの定義者がジョブジャケットとジョブジャケットを構成
するコンポーネントの作成と設定を行える、統一されたインターフェイスが提供されて
います。

デフォルトでジョブジャケットマネージャーダイアログボックスには、ジョブジャケッ
トフォルダにあるジョブジャケット（「デフォルトのジョブジャケットファイル」を参
照）、および開いているすべてのプロジェクトに関連するジョブジャケットが表示され
ます。アクティブなプロジェクトが存在する場合、アスタリスク付きで太字で表示され
ます。

ジョブジャケットマネージャーダイアログボックスには、以下に挙げる2つのモードがあ
ります。

•基本モードは、ジョブジャケットの詳細JDF機能を使用する必要のない、レイアウト作成
者やジョブの定義者向けの機能です。基本モードでは、ジョブジャケットの作成や管理、
共有に必要なすべてのコントロールが用意されています。

•詳細設定モードは、ワークフローの統合部分を自動化するのにJDFの機能が必要な製品管
理者向けです。詳細設定モードは、基本モードに加え、ルールなどの追加リソース、お
よび製本およびクロスオーバーの仕様などのJDFのみのリソースにアクセスできる、別の
ユーザインターフェイスを使用します。

詳細設定モードを使用するには、ジョブジャケットマネージャーダイアログボックス
（ユーティリティメニュー）を開き、詳細設定ボタンをクリックします。基本モードに
戻すには、基本設定ボタンをクリックします。
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ジョブジャケットマネージャーダイアログボックス（ユーティリティ > ジョブジャケッ
トマネージャー ）では、ジョブの定義者がジョブジャケットファイルとコンポーネント
を操作できます。このダイアログボックスには、基本モード（上）と詳細設定モード
（下）があります。

ジョブジャケットファイルの作成
まず、ジョブの定義者は、どのような場合に、どのような理由でジョブジャケットファ
イルを作成する必要があるでしょうか。特に厳密な規則はなく、必要に応じて、すべて
の印刷ジョブのジョブチケットを1つの大きなジョブジャケットファイルに入れることが
できます。ただし、独立したジョブジャケットファイルが必要となる場合を示すガイド
ラインがいくつかあります。
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• 同一リソース（カラー、スタイルシート、トラップ設定、カラーマネージメント設定、
およびページサイズ）を共有する多数の印刷ジョブを作成する場合、このような印刷ジョ
ブすべてに対して1つのジョブジャケットファイルを作成します。それぞれが独自のビ
ジュアルアイデンティティを持つ、いくつかの異なるクライアントを抱えるデザイン事
務所の場合は、各クライアントに1つのジョブジャケットファイルを作成します。

• 設計グループを担当し、プロモーションキャンペーンなどの特定プロジェクトで作業す
る各レイアウト作成者が同一リソースを使用するようにする場合、ジョブジャケットファ
イルと、リソースを含むジョブチケットテンプレートを作成して、レイアウト作成者全
員がそのジョブジャケットファイルを共有するようにします。

• 出力プロバイダーであり、特定要件を持つ特定印刷機がある場合、カスタマーの印刷機
の要件をキャプチャしたジョブジャケットファイルを作成することで、要件範囲の超過
を避けることができます。印刷機の要件を含むジョブジャケットファイルを、印刷機の
製造元からダウンロードすることもできます。

ジョブジャケットファイルの作成：基本モード
基本モードを使用してジョブジャケットファイルを作成するには、下記の手順に従って
ください。

1 ジョブジャケットマネジャーダイアログボックス（補助>ジョブジャケットマネジャー）
を開きます。

2 ダイアログボックスに複数のリストが表示される場合は、基本設定をクリックして基本
設定画面を表示します。

3 新規ジョブジャケットボタン をクリックします。新規ジョブジャケットダイアログボッ
クスが表示されます。

4 名前フィールドにジョブジャケットファイルの名前を入力します。

5 複数のユーザーがこのジョブジャケットファイルを共有できるようにする場合は、この
ジャケットを共有をオンにします。このチェックボックスをオンにしない場合は、その
ジョブジャケットファイルがアクティブなプロジェクト（存在する場合）に埋め込まれ
ます。ここでジョブジャケットファイルを共有するように指定しない場合は、別のとき
にグループ作業設定ダイアログボックス（ファイルメニュー）を使用して共有を設定で
きます。詳細は、「共有ジョブジャケットのグループ作業」を参照してください。

6 前の手順でこのジャケットを共有をオンにした場合は、保存位置ドロップダウンメニュー
からオプションを選択することによって、ジョブジャケットファイルを保存するロケー
ションを指定します。

• デフォルトのロケーションを使用する場合（「リンクジョブジャケットおよび埋め込み
ジョブジャケット」を参照）は、デフォルトジャケットフォルダを選択してください。

• アクティブなプロジェクトと同じフォルダに共有ジョブジャケットファイルを保存する
には、プロジェクトフォルダを選択します。

• 別の場所に共有ジョブジャケットファイルを保存するには、その他を選択してターゲッ
トディレクトリ（すべてのレイアウト作成者がアクセス可能なネットワーク接続された
ボリュームなど）を参照します。

7 設定コントロールをクリックして、チケット、スタイル設定、連絡先、およびレイアウ
トの仕様タブを表示します。
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新規ジョブジャケットダイアログボックスでは、新規ジョブジャケットファイルにリソー
スを追加できます。

8 チケットタブでは、ジョブジャケットファイルにジョブチケットテンプレートを追加し
ます。詳細は、「ジョブチケットテンプレートの作成：基本モード」を参照してくださ
い。

9 スタイル設定タブでは、ジョブジャケットファイルにリソースを追加します。追加元オ
プションを使用して、さまざまなソースからプロジェクトレベルのリソースを追加でき
ます。

• アプリケーションのデフォルト設定からリソースを追加するには、アプリケーションを
クリックします。

• プロジェクトファイルまたは別のジョブジャケットファイルからリソースを追加するに
は、その他をクリックし、次に選択をクリックしてターゲットファイルに移動します。

ジョブチケットテンプレートにリソースをコピーするには、ダイアログボックスの下部
にある3つのリストを使用します。最初のリストからリソースの種類を選択し、次に2番
目のリストから特定のリソースを選択し、ボタンをクリックして選択したリソースを3番
目のリストにコピーします（3番目のリストにはジョブチケットテンプレート内にあるこ
の種類のリソースが表示されます）。

ジョブジャケットファイルからリソースを削除するには、最初のリストからリソースの
種類を選択し、次に3番目のリストで特定のリソースを選択して、消去ボタンをクリック
します。

10 連絡先を指定すれば、QuarkXPressファイルを使用する作業者は、問題が生じたときに
ジョブの定義者とすぐに連絡を取ることができます。ジョブジャケットファイルにJDF連

絡先情報を追加するには、連絡先タブをクリックし、次いで新規アイテムボタン をク
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リックして連絡先を追加します。新規連絡先の横にある展開記号をクリックしてフィー
ルドを表示し、フィールドごとに詳細を入力します。

11 レイアウトの仕様では、自動生成されるレイアウトのページサイズやページ数のような
属性を設定できます。ジョブジャケットファイルにレイアウトの仕様を追加するには、

レイアウトの仕様タブをクリックし、次に新規アイテムボタン をクリックします。新
しいレイアウトの仕様の横にある展開ボタンをクリックしてフィールドを表示し、フィー
ルドごとに詳細を入力します。

12 OKをクリックします。

ジョブジャケットファイルの作成：詳細設定モード
詳細設定モードを使用してジョブジャケットファイルを作成するには、下記の手順に従っ
てください。

1 ジョブジャケットマネジャーダイアログボックス（補助メニュー）を開きます。

2 ダイアログボックスにリストが1つだけ表示される場合は、詳細設定をクリックして詳細
設定画面を表示します。

3 新規ジョブジャケットボタン をクリックします。新規ジョブジャケットダイアログボッ
クスが表示されます。

4 ジョブジャケットファイルの名前を入力し、ターゲットディレクトリに移動して、保存
をクリックします。複数のレイアウト作成者が同じジョブジャケットファイルにアクセ
スできるようにする場合は、すべてのレイアウト作成者がネットワークからジョブジャ
ケットファイルにアクセスすることが可能なディレクトリを選択できます。

5 「ジョブジャケットファイルへのリソースの追加：詳細設定モード」の説明に従って、
ジョブジャケットファイルにリソースを追加します。

ジョブジャケットファイルへのリソースの追加：詳細設定モード
下記の手順は、既存のプロジェクトのリソースを使用してジョブジャケットファイルを
作成する場合に便利です。たとえば、去年のパンフレットプロジェクトのコピーがあり、
そのパンフレットプロジェクトのスタイルシートやカラーなどをすべて新規のジョブジャ
ケットファイルで使用する場合は、この手順を実行してください。また、この手順を使
用して、ジョブジャケットファイルから別のジョブジャケットファイルにリソースをコ
ピーすることもできます。

詳細設定モードでジョブジャケットファイルにリソースを追加するには、下記の手順に
従ってください。

1 ジョブジャケットマネジャーダイアログボックス（補助メニュー）を開きます。

2 ダイアログボックスにリストが1つだけ表示される場合は、詳細設定をクリックして詳細
設定画面を表示します。

3 リソースのコピー元を指定します。

• ジョブジャケット構造、ジョブチケットテンプレート、またはジョブチケットからリソー
スをコピーするには、左側のリストでソースアイテムを選択します。

• 開いているプロジェクトからリソースをコピーするには、左側のリストでそのプロジェ
クトを選択します。
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• アプリケーションのデフォルトからリソースをコピーするには、アプリケーションリソー

スの読み込みボタン をクリックします。

4 右上のリストでリソースカテゴリを選択します。

5 右下のリストから左側のリストにある対象のジョブジャケットアイコンに、個々のリソー
スをドラッグ＆ドロップします。

ジョブチケットまたはプロジェクトにリソースをドラッグすることもできます。

ジョブジャケット内でのリソース位置の変更についての詳細は、「リソースの場所の指
定：詳細設定モード」を参照してください。

ジョブチケットの使用

ジョブチケットとは、1つ以上のQuarkXPressプロジェクトに適用できる仕様およびルー
ルであるリソースのセットです。各ジョブチケットには名前があり、特定のジョブジャ
ケット構造に保存されます。ジョブチケットには、カラー、スタイルシート、およびカ
ラーマネージメント設定などのプロジェクトレベルリソースと、レイアウト仕様および
レイアウト定義などのレイアウトレベルリソースの両方が含まれています。

ジョブチケットには下記の3種類があります。

•ジョブチケットテンプレートは、「マスター」ジョブチケットの定義です。ジョブチケッ
トテンプレートには、マスターページやQuarkXPressテンプレートファイルに似たとこ
ろもあります。

•アクティブジョブチケットは、特定のプロジェクトに関連づけられたジョブチケットテ
ンプレートのコピーです。

•無効ジョブチケットは、プロジェクトに関連づけられていたが、現在はそのプロジェク
トに関連付けられていないジョブチケットテンプレートのコピーです。プロジェクトを
保存せずに閉じた場合などが該当します。

ジョブチケットテンプレートの作成
ここでは、独立したジョブチケットテンプレートを作成する場合のガイドラインを示し
ます。

• ニュースレターや雑誌などの何度も行う印刷ジョブがある場合、そのジョブのジョブチ
ケットテンプレートを作成できます。

• 単一のキャンペーンやテーマを基にして、いくつかのタイプのレイアウト（ポスター、
ポストカード、ウェブサイト、およびFlashプレゼンテーションなど）を作成する場合、
各レイアウトのジョブチケットテンプレートを作成して、すべてのジョブチケットテン
プレートを単一のジョブジャケットファイルに格納できます。このようにして、すべて
のレイアウトが同一スタイルシート、カラーなどを共有できます。

• 広告フォーマットなどの多数のユーザーが使用する標準フォーマットがある場合、ジョ
ブチケットテンプレートを使用して、ガイドラインに従った広告をカスタマーが作成す
るようにできます。

• レイアウト作成者のグループで、全員が同じスタイルシート、カラー、またはその他リ
ソースを使用し、リソースが万が一変更されてもレイアウト作成者間でリソースが同期
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されるようにする必要がある場合、共有ジョブジャケットファイルを介してレイアウト
作成者がリソースにアクセス可能となるように、リソースをジョブチケットテンプレー
トに格納します。このアプローチは、大きな組織で企業ブランド規格を維持するのに役
立ちます。

ジョブチケットテンプレートの作成：基本モード
基本モードを使用してジョブジャケット構造にジョブチケットテンプレートを追加する
には、下記の手順に従ってください。

1 ジョブジャケットマネジャーダイアログボックス（補助>ジョブジャケットマネジャー）
を開きます。ダイアログボックスに複数のリストが表示される場合は、基本設定をクリッ
クして基本設定画面を表示します。

ジョブチケットテンプレートは、ジョブジャケットマネジャーダイアログボックス（補
助メニュー）の基本設定画面で作成できます。

2 ジョブチケットテンプレートを含めるジョブジャケット構造を選択します。

3 新規チケットのテンプレートボタン をクリックします。新規ジョブチケットダイアロ
グボックスが表示されます。
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新規ジョブチケットダイアログボックスでは、新規ジョブチケットテンプレートにリソー
スを割り当てることができます。

4 「ジョブチケット内のリソースの使用：基本モード」の説明に従って、新規ジョブチケッ
トテンプレートを設定します。

ジョブチケットの編集：基本モード
プロジェクトのアクティブなジョブチケットを編集するには、プロジェクトを開いて、
ファイル > ジョブジャケット > ジョブチケットの変更を選択します。ジョブジャケット
の編集ダイアログボックスが表示されます。ジョブチケットの編集ダイアログボックス
の使用方法についての詳細は、「ジョブチケット内のリソースの使用：基本モード」を
参照してください。

ジョブチケット内のリソースの使用：基本モード
本トピックでは、新規ジョブチケットダイアログボックスまたはジョブチケットの編集
ダイアログボックスを使用して、ジョブチケットまたはジョブチケットテンプレートの
リソースを追加および削除する方法を説明します。上記の2つのダイアログボックスは基
本的に同じものですが、ジョブチケットの編集ダイアログボックスは、ジョブチケット
で作業する場合とジョブチケットテンプレートで作業する場合で画面が多少異なります。
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新規ジョブチケットおよびジョブチケットの編集ダイアログボックスで、ジョブチケッ
トテンプレートまたはジョブチケットにリソースを追加できます。

新規ジョブチケットまたはジョブチケットの編集ダイアログボックスを使用したリソー
スの割り当てについては、下記の手順に従ってください。

1 プロジェクトレベルのリソースを追加または削除するには、スタイル設定タブ（ジョブ
チケットテンプレートの場合）、またはプロジェクト設定タブ（アクティブおよび無効
ジョブチケットの場合）のコントロールを使用します。

追加元ドロップダウンメニューを使用して、さまざまなソースからプロジェクトレベル
のリソースを追加できます。

• ジョブチケットの親ジョブジャケット構造からリソースを追加する場合は、現在のジャ
ケットを選択します。

• アクティブプロジェクトからリソースを追加するには、現在のリンクしたプロジェクト
を選択します。

• アプリケーションのデフォルトからリソースを追加するには、アプリケーションを選択
します。

• プロジェクトファイル、またはジョブジャケットファイルからリソースを追加するには、
その他を選択してから選択をクリックして、追加先のファイルに移動します。

リソースをジョブチケットにコピーするには、ダイアログボックスの下部にある3つのリ
ストを使用します。最初のリストでリソースのタイプを選択し、2番目のリストで特定の
リソースを選択して右向き矢印をクリックし、リソースを3番目のリストにコピーしま
す。3番目のリストには、選択したタイプのリソースで既にレイアウト定義に入っている
ものが表示されています。

ジョブチケットからリソースを削除するには、最初のリストでリソースのタイプを選択
してから、3番目のリストで削除するリソースを選択し、左向き矢印をクリックします。

2 レイアウト定義がある場合、QuarkXPressは、このジョブチケットがプロジェクトに適
用されると自動的にレイアウトを作成します。レイアウト定義を作成するときに、レイ
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アウトの仕様（ページサイズやページ数など）、メディアタイプ（印刷、ウェブ、また
はインタラクティブ）、ルールセット、および出力仕様を指定できます。

レイアウト定義をジョブチケットに追加するには、レイアウトの設定タブをクリックし
てから ボタンをクリックします。これでレイアウト定義がリストに追加されます。

選択したレイアウト定義を設定するには、まず、レイアウトプロパティコントロールを
クリックして、レイアウトプロパティコントロールを表示します。

• レイアウト定義に名前を付けるには、レイアウト名フィールドに名前を入力します。こ
の名前は、自動的に生成されるレイアウトに適用されます。

• レイアウト定義にページサイズおよびページ数などの情報を指定するには、レイアウト
の仕様ドロップダウンメニューからオプションを選択します。ただし、レイアウトの仕
様がジョブジャケット構造内に存在していないと、レイアウトの仕様を選択することは
できません。「ジョブジャケットファイルの作成」を参照してください。

• このレイアウト定義を使用して自動的に作成するレイアウトのタイプを指定するには、
メディアタイプドロップダウンメニューからオプションを選択します。

• ルールセットおよび出力仕様を親ジョブジャケット構造からレイアウト定義にコピーす
るには、ダイアログボックスの下部にある3つのリストを使用します。最初のリストでリ
ソースのタイプを選択し、2番目のリストで特定のリソースを選択してボタンをクリック
し、リソースを3番目のリストにコピーします。3番目のリストには、選択したタイプの
リソースで既にレイアウト定義に入っているものが表示されています。

レイアウト定義を削除するには、定義を選択して ボタンをクリックします。

3 ジョブチケットの設定が終了したら、OKをクリックします。

ジョブチケットテンプレートの作成：詳細設定モード
詳細設定モードを使用してジョブジャケット構造にジョブチケットテンプレートを追加
するには、下記の手順に従ってください。

1 ジョブジャケットマネジャーダイアログボックス（補助>ジョブジャケットマネジャー）
を開きます。ダイアログボックスにリストが1つだけ表示される場合は、詳細設定をク
リックして詳細設定画面を表示します。

2 新規ジョブチケットテンプレートの保存先を指定するには、左側のリストでジョブジャ
ケットアイコンを作成または選択します。

3 新規チケットのテンプレートボタン をクリックします。選択したジョブジャケット構
造にジョブチケットテンプレートが追加されます。

4 「ジョブチケット内のリソースの使用：詳細設定モード」の説明に従って、新規ジョブ
チケットテンプレートを設定します。

ジョブチケット内のリソースの使用：詳細設定モード
ジョブチケットのリソースは、下記のような場合に使用します。

• 既存のプロジェクト内のリソースを使用してジョブチケットテンプレートを作成する場
合。たとえば、去年のパンフレットのプロジェクトで使用したスタイルシート、カラー
などのすべてを、新しいジョブチケットテンプレートまたは既存のプロジェクトでアク
ティブになっているジョブチケットでも使用する場合には、この方法を使用します。
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• リソースを1つのジョブチケットから別のジョブチケットへコピーする場合。

• リソースをジョブジャケット構造またはプロジェクトからジョブチケットにコピーする
場合。

詳細設定モードを使用したリソースのジョブジャケット構造への追加については、下記
の手順に従ってください。

1 ジョブジャケットマネジャーダイアログボックス（補助メニュー）を開きます。

2 ダイアログボックスにリストが1つだけ表示される場合は、詳細設定をクリックして詳細
設定画面を表示します。

3 リソースのコピー元を指定します。

• リソースをジョブジャケット構造、ジョブチケットテンプレートまたはジョブチケット
からコピーするには、左上のリストからソースアイテムを選択します。

• 開いているプロジェクトからリソースをコピーするには、左側のリストでそのプロジェ
クトを選択します。

• アプリケーションのデフォルトからリソースをコピーするには、アプリケーションリソー

スの読み込みボタン をクリックします。

4 右上のリストでリソースカテゴリを選択します。

5 個々のリソースを右下のリストからコピー先である左側のリストのジョブチケットテン
プレートまたはジョブチケットにドラッグ＆ドロップします。

ジョブチケットへのレイアウト定義の追加：詳細設定モード
レイアウト定義は、いくつかの仕様を含む1つのグループであり、それらの仕様が組み合
わさって単一のレイアウトが記述されます。レイアウト定義には、メディア（出力）タ
イプ（印刷、ウェブ、またはインタラクティブ）、出力仕様、およびルールセットなど
のリソースがあります。

ジョブチケットテンプレートからプロジェクトを作成する場合、QuarkXPressは、ジョ
ブチケットテンプレートでレイアウト定義ごとにレイアウトを自動的に作成します。レ
イアウト定義にレイアウトの仕様が含まれていない場合は、QuarkXPressに新規プロジェ
クトダイアログボックスが表示されるので、ページのサイズや余白などを指定できます。

レイアウト定義をアクティブなジョブチケットに追加すると、そのレイアウト定義に基
づいてレイアウトが作成され、対応するプロジェクトに自動的に追加されます。

ジョブチケットテンプレートにレイアウト定義を追加するには、下記の手順に従ってく
ださい。

1 ジョブジャケットマネジャーダイアログボックス（補助>ジョブジャケットマネジャー）
を開き、左側のリストで対象のジョブチケットを選択します。

2 リソースのコントロール類を表示するには、詳細設定ボタンをクリックします。

3 右上のリストでレイアウトを選択します。ジョブチケット内のレイアウト定義は、すべ
て右下のリストに表示されます。

4 右下のリストの上にある新規アイテムボタン をクリックします。"レイアウト"という名
前のレイアウト定義が追加されます（レイアウト定義に付ける名前は、プロジェクトを
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作成するときに実際のレイアウトに適用される名前です。レイアウト定義の名前を変更
するには、名前をダブルクリックして新しい名前を入力します）。

5 レイアウト定義名の横にある展開ボタンをクリックして、レイアウト定義のフィールド
を表示します。

6 使用するフィールドの値を指定または入力します。

7 保存をクリックします。

レイアウト定義の使用についての詳細は、「プロジェクトへのレイアウト定義の適用」
を参照してください。

プロジェクトへのジョブチケットテンプレートの適用
ジョブチケットテンプレートをプロジェクトに適用するには、下記の2つの方法がありま
す。

• ジョブチケットテンプレートからプロジェクトを作成します。

• 既存プロジェクトをジョブチケットテンプレートにリンクします。

いずれの場合も、ジョブチケットはジョブチケットテンプレートから作成され、新規ジョ
ブチケットインスタンスが新規プロジェクトに適用されます。下記のトピックでは、両
方のアプローチについて説明します。

ジョブチケットテンプレートからのプロジェクトの作成
ジョブチケットテンプレートからプロジェクトを作成する場合、常にそのジョブチケッ
トテンプレートからジョブチケットを作成します。ジョブチケットの保存先として、共
有ジョブジャケットファイルか、またはプロジェクトファイル内の埋め込みジョブジャ
ケット構造のいずれかを選択できます。

ジョブチケットテンプレートからプロジェクトを作成するには、下記の手順に従ってく
ださい。

1 ファイル > 新規 > チケットからプロジェクト作成を選択します。チケットから新規プロ
ジェクト作成ダイアログボックスが表示されます。
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チケットから新規プロジェクト作成ダイアログボックスを使用して、新規プロジェクト
用のジョブチケットテンプレートを選択します。

2 必要なジョブジャケット構造が表示されない場合は、参照をクリックし、ジョブジャケッ
トファイルに移動して開くをクリックします。

3 リストで対象のジョブチケットテンプレートを選択します（無効ジョブチケットを選択
することもできます）。

4 下記の操作を行って、ジャケットの共有チェックボックスをオンまたはオフにします。

• 外部のジョブジャケットファイルにこのプロジェクトのアクティブなジョブチケットを
保存し、ジョブチケットがそのジョブジャケットファイルの他のユーザーとリソースを
共有できるようにするには、ジャケットの共有をオンにします（詳細は、「共有ジョブ
ジャケットのグループ作業」を参照してください）。

• プロジェクトファイルの埋め込みジョブジャケット構造にこのプロジェクトのジョブチ
ケットを保存するには、ジャケットの共有をオフにします。

5 選択をクリックします。新規プロジェクトはジョブチケットテンプレートのプロジェク
ト設定を継承し、ジョブチケットテンプレート内のレイアウト定義に従ってレイアウト
が自動的に作成されます。

ジョブチケットをデフォルトのジョブジャケット構造に保存することはできません。した
がって、デフォルトのジョブジャケット構造にあるジョブチケットテンプレートからプロ
ジェクトを作成し、ジャケットの共有をオンにする場合は、新規ジョブジャケットファイ
ルをファイルシステムに保存するように指示されます。

ジョブジャケットファイルへの既存のプロジェクトのリンク
既存のプロジェクトをジョブジャケットファイルにリンクするには、現在プロジェクト
でアクティブになっているジョブチケットを削除して、そのプロジェクトを他のジョブ
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ジャケットファイルのジョブチケットテンプレートで作成された新しいジョブチケット
にリンクします。この方法は、たとえば、既存のプロジェクトを他のレイアウト作成者
によってアクティブにされたジョブチケットが入っているジョブジャケットファイルに
リンクして、両方のレイアウト作成者が使用しているリソースを同期する場合に選択し
ます。詳細は、「共有ジョブジャケットのグループ作業」を参照してください。

既存のプロジェクトへのジョブチケットの適用については、下記の手順に従ってくださ
い。

1 プロジェクトを作成するか、開きます。

2 ファイル > ジョブジャケット > プロジェクトのリンクを選択します。プロジェクトのリ
ンクダイアログボックスが表示されます。

3 必要なジョブジャケットが表示されない場合は、参照をクリックしてそのファイルに移
動して、開くをクリックします。

4 リストで対象のジョブチケットテンプレートを選択します

5 下記の操作を行って、ジャケットの共有チェックボックスをオンまたはオフにします。

• このプロジェクトのジョブチケットを、ターゲットのジョブチケットテンプレートが含
まれているジョブジャケットファイルに保存するには、ジャケットの共有チェックボッ
クスをオンにします。

• プロジェクトファイルの埋め込みジョブジャケット構造にこのプロジェクトのジョブチ
ケットを保存するには、ジャケットの共有をオフにします。

6 リンクをクリックします。プロジェクトでは、ジョブチケットテンプレートのプロジェ
クト設定値が継承され、レイアウト作成時に、自動的にそのジョブチケットテンプレー
トのレイアウト定義が適用されます。

ジョブチケットテンプレートをデフォルトのジョブジャケット構造で使用し、かつジャ
ケットの共有チェックボックスをオンにする場合は、新しいジョブジャケットファイルを
ファイルシステムに保存することを促すメッセージが表示されます。これは、ジョブチ
ケットは、デフォルトのジョブジャケット構造には保存できないためです。

ジョブチケットの関係の表示
補助メニューのジョブジャケットマネージャーダイアログボックスには、ジョブジャケッ
ト、ジョブチケットテンプレート、ジョブチケット、およびプロジェクトの間の関係を
表示できます。このダイアログボックスに表示されるアイコンは、下記のとおりです。

• ジョブジャケット構造（リンク付き）

• ジョブジャケット構造（埋め込み）

• ジョブチケットテンプレート

• アクティブジョブチケットまたは無効ジョブチケット

• プロジェクト（太字のプロジェクト名は、アクティブプロジェクトであることを示しま
す）

アクティブジョブチケットにリンクされているプロジェクトは、下記のように表示され
ます。

QUARKXPRESS 9.5.1ガイド | 379

ジョブジャケット



アクティブジョブチケットにリンクされているプロジェクト

無効ジョブチケットには、 アイコンがついていますが、プロジェクトにはリンクされて
いません。つまり、プロジェクトは移動、削除された、または保存されなかったと考え
られます。

プロジェクトへのレイアウト定義の適用
レイアウト定義では、一連の設定を組み合わせてレイアウトを定義します。これらの設
定には、メディアタイプ（印刷、ウェブ、またはインタラクティブ）、ルールセット、
出力セットアップ、およびカラーマネージメントソースセットアップを含めることがで
きます。レイアウト定義には、ページサイズやページ数などのレイアウトの仕様を含め
ることもできます（レイアウトの仕様はジョブジャケットレベルに作成する必要があり
ます）。

プロジェクトをジョブチケットテンプレートに関連付けると、各レイアウト定義のレイ
アウトがそのジョブチケットテンプレートに自動的に作成されます。このようなレイア
ウトには、基のレイアウト定義と同じ名前が付けられます。

レイアウト定義をプロジェクトに適用するには、下記の2つの方法があります。

• 「ジョブチケットテンプレートからのプロジェクトの作成」の説明に従って、レイアウ
ト定義が含まれるジョブチケットからプロジェクトを作成します。

• プロジェクトを作成したら、「ジョブジャケットファイルへの既存のプロジェクトのリ
ンク」の説明に従ってジョブチケットをアクティブなプロジェクトにリンクします。

いずれのアプローチを使用しても、定義されたレイアウトが自動的に作成されます。

共有ジョブジャケットのグループ作業
共有ジョブジャケットファイルにあるジョブチケットを使用する任意のプロジェクトは、
共有ジョブジャケットファイルにあるリソースを共有できます。あるプロジェクトが共
有リソースを更新すると、同じリソースを使用するその他すべてのプロジェクトに変更
を自動的に転送できます。

たとえば、AndreaとHectorの2人のレイアウト作成者が、別々に2つのプロジェクトで
作業しているとします。各プロジェクトで、"Bryn's Job Jackets"という名前のジョブ
ジャケットファイルにあるジョブチケットを使用しているとします（両方のジョブチケッ
トが"Bryn's Job Jackets"というファイルに存在すればよく、同じジョブチケットテンプ
レートを基にしているかどうかは関係ありません）。

ここで、両方のジョブチケットが"Logo Subhead"というスタイルシートを含んでいると
します。このスタイルシートはジョブチケットに含まれていることから、スタイルシー
トの定義はジョブジャケットファイルに格納されます。両方のレイアウト作成者のジョ
ブチケットがこのスタイルシートを含むことから、両方のプロジェクトは共有ジョブジャ
ケットファイルに格納されているスタイルシート定義を使用できます。このため、リー
ドレイアウト作成者であるAndreaが、"Logo Subhead"スタイルシートで使用されてい
るフォントを変更すると、Hectorが作業しているレイアウトに変更を自動的に送信でき、
Hectorのスタイルシートのコピーにあるフォントも変更されます。言い換えると、"Logo
Subhead"スタイルシートリソースは2つのプロジェクト間で同期できます。
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共有ジョブジャケットファイル内で持つことができるリソースの定義は、そのリソース
を使用するジョブチケットの数に関わらず、1つのみです。このため、2つのプロジェク
トのジョブチケットが同一リソース（この例ではスタイルシート）を使用している場合、
リソースをこのプロジェクト間で自動的に同期できます。

プロジェクトファイルにあるリソースのコピーはジョブチケットの同じリソースのコピー
にリンクされているものの、独立している点に注意してください。このため、Andrea
が"Logo Subhead"スタイルシートのフォントを変更するように、プロジェクトにあるリ
ソースのコピーを変更しても、AndreaとHectorのプロジェクトの両方でグループ作業
が有効（ファイル >グループ作業設定）になっていない限り、Hectorのプロジェクトの
リソースにあるコピーは自動的に更新されません。Andreaのグループ作業が有効である
場合、QuarkXPressはAndreaのプロジェクトから、そのアクティブなジョブジャケッ
トに変更を送信するため、"Bryn's Job Jackets"にあるリソースのコピーが自動的に更新
されます。Hectorのグループ作業も有効である場合、HectorのQuarkXPress
が"Bryn's Job Jackets"から更新された定義を読み込み、Hectorのプロジェクトの新規定
義に挿入します。

Andreaが共有スタイルシートリソースの定義を変更すると、AndreaのQuarkXPressは
プロジェクトのアクティブジョブジャケットを経由して、ジョブジャケットファイルに
変更を送信します。その後、HectorのQuarkXPressがジョブジャケットから更新された
スタイルシート定義を読み込み、Hectorのプロジェクトの定義を更新します。

このような更新を行うタイミングを制御する設定は、グループ作業設定ダイアログボッ
クス（ファイルメニュー）にあります。
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更新タブの開く際に、出力の前に、作業中チェックボックスでは、プロジェクトが共有
ジョブジャケットファイルからリソース定義を更新するタイミングを「プロジェクトを
開くとき」、「出力の前」、または「プロジェクトの作業中」から選択できます。

共有ジョブジャケットファイルに対する共有リソースの変更の読み書き頻度を制御する
には、グループ作業設定ダイアログボックス（ファイルメニュー）の更新タブを使用し
ます。

このダイアログボックスにあるジョブジャケットタブには、アクティブなプロジェクト
のジョブジャケット構造の名前、状況（共有の有無）、ジョブジャケットファイルのパ
ス、およびアクティブなプロジェクトのアクティブジョブチケットが表示されます。タ
ブの最下段にあるボタンを以下に挙げます。

•ジャケットの変更：このボタンを使用して、別のジョブジャケットファイルにあるジョ
ブチケットにこのプロジェクトをリンクします。

•チケットの変更：このボタンを使用して、別のジョブチケットにこのプロジェクトをリ
ンクします。

•更新を取得：このダイアログボックスの最上部にある自動更新オプションがオフである
場合、このボタンを使用して手動更新を実行できます。

•共有を適用／共有を解除：このボタンを使用して、共有ジョブジャケットファイルから
アクティブなプロジェクトを解除します。プロジェクトのジョブチケットは、プロジェ
クトファイルに組み込まれたジョブジャケット構造に移動します。
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グループ作業設定ダイアログボックス（ファイルメニュー）のジョブジャケットタブで、
アクティブなプロジェクトのジョブジャケット構造の共有を制御できます。

2つのジョブチケット間のリンクは、このジョブチケットを使用するプロジェクト間です
べてのリソースが自動的に更新されることを意味しないことに注意してください。以下
に挙げる3つの条件がすべて満たされた場合のみ、2つのプロジェクト間でリソースが同
期されます。

• リソースが両方のプロジェクトに存在する。

• リソースが、両方のプロジェクトのジョブチケットに存在する。

• 両方のプロジェクトのジョブチケットが、同一ジョブジャケットファイルに存在する。

ジョブチケットの書き出しと取り込み
ジョブの定義者が、ジョブチケットテンプレートやジョブチケットをジョブジャケット
ファイルから別のジョブジャケットファイルにコピーしたり、ジョブジャケット構造の
ジョブチケットテンプレートとジョブチケットすべてを別のジョブジャケット構造に取
り込んだりする必要がある場合があります。ジョブチケットの書き出し機能と取り込み
機能で両者とも実行できます。

ジョブチケットテンプレートまたはジョブチケットの書き出し
ジョブチケットテンプレートまたはジョブチケットの書き出しについては、下記の手順
に従ってください。

1 補助メニューのジョブジャケットマネージャーダイアログボックスを開き、左側のリス
トから書き出しを行うジョブチケットを1つ以上を選択します。

2 左側のリストの上のチケットの書き出しボタン をクリックします。新規ジョブチケッ
トダイアログボックスが表示されます。

3 名前と場所を指定して、保存をクリックします。選択したすべてのジョブチケットが、
指定したファイル名および必要なリソースと一緒にジョブジャケットファイルに保存さ
れます。
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ジョブチケットテンプレートまたはジョブチケットの取り込み
ジョブチケットテンプレートまたはジョブチケットのジョブジャケット構造への取り込
みについては、下記の手順に従ってください。

1 補助メニューのジョブジャケットマネージャーダイアログボックスを開き、左側のリス
トから取り込み先のジョブジャケットのアイコンを選択します。

2 左側のリストの上の取り込みボタン をクリックします。ジョブジャケットファイルの
選択ダイアログボックスが表示されます。

3 ジョブジャケットファイルを選択して、開くをクリックします。選択したファイル内の
すべてのジョブチケットテンプレートおよびジョブチケットが、必要なリソースと一緒
に、選択したジョブジャケット構造に取り込まれます。

デフォルトのジョブジャケットファイル

QuarkXPressをインストールすると、デフォルトのジョブチケットテンプレートが含ま
れる「DefaultJacket.xml」という名前のデフォルトのジョブジャケットファイルもイン
ストールされます。このファイルは、QuarkXPress／編集メニューの環境設定ダイアロ
グボックスにあるジョブジャケットペインで指定した場所にインストールされます。

ファイル > 新規 > プロジェクトを選択してプロジェクトを作成すると、下記の処理が実
行されます。

• 「Default Job Jackets」という名前でこのデフォルトのジョブジャケットファイルのコ
ピーが作成され、新しいプロジェクトに埋め込まれます。埋め込まれたジョブジャケッ
ト構造には「[filename] Job Jackets」という名前が付けられます。

• 埋め込まれたジョブジャケット構造では、「Default Job Ticket」という名前のデフォ
ルトのジョブチケットテンプレートからジョブチケットが作成されます。新規ジョブチ
ケットには、「[filename] Ticket」という名前が付けられます。

• 埋め込まれたジョブジャケット構造のジョブチケットは、新しいプロジェクトに関連付
けられます。

デフォルトのジョブジャケットファイルを使用すれば、新しいQuarkXPressプロジェク
トで使用するリソースを制御できます。また、ファイル > 新規 > プロジェクトで作成し
たプロジェクトが使用するデフォルトのジョブチケットテンプレートも編集できます。
このトピックでは、両方の手順を説明します。

新しいジョブチケットは、デフォルトのジョブジャケットファイルには保存できません。
詳細は、「ジョブチケットテンプレートからのプロジェクトの作成」を参照してくださ
い。

デフォルトジョブチケットテンプレートの編集：ファイルメニュー
デフォルトジョブチケットテンプレートは、ファイル > 新規 > プロジェクトの手順で作
成するプロジェクトで使用されます。デフォルトジョブチケットテンプレートを編集す
る方法は、2つあります。

ファイルメニューからのデフォルトジョブチケットテンプレートの編集については、下
記の手順に従ってください。
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1 開いているプロジェクトをすべて閉じます。

2 ジョブチケットの変更ダイアログボックスでデフォルトジョブチケットテンプレートを
開くには、ファイル > ジョブジャケット > ジョブチケットの変更を選択します。

3 ジョブチケットの変更ダイアログボックスのコントロールを使用して、デフォルトジョ
ブチケットテンプレートを設定し、OKをクリックします。

デフォルトジョブチケットテンプレートの編集：補助メニュー
ジョブジャケットマネジャーダイアログボックスからのデフォルトジョブチケットテン
プレートの編集については、下記の手順に従ってください。

1 補助メニューのジョブジャケットマネジャーダイアログボックスを表示します。

2 ジャケットを開くボタンをクリックしてデフォルトジョブジャケットファイルに移動し、
開くをクリックします。

3 デフォルトジョブジャケット構造を展開し、リストから"デフォルトジョブチケット"とい
う名前のジョブチケットテンプレートを選択します。

4 編集ボタン をクリックします。ジョブチケットの編集ダイアログボックスが表示されま
す。

5 ジョブチケットの編集ダイアログボックスのコントロールを使用して、デフォルトジョ
ブチケットテンプレートを設定します。

6 OKをクリックします。

次回にファイル > 新規 > プロジェクトの手順で作成するプロジェクトでは、変更後のデ
フォルトジョブチケットテンプレートが使用されます。

デフォルトジョブジャケットファイルの編集
デフォルトのジョブジャケットファイルを使用すれば、新しいQuarkXPressプロジェク
トで使用するリソースを制御できます。デフォルトジョブジャケットファイルの編集に
ついては、下記の手順に従ってください。

1 ジョブジャケットマネジャーダイアログボックス（補助メニュー）を開きます。

2 ジャケットを開くボタン をクリックし、デフォルトジョブジャケットファイルに移動
して、開くをクリックします。

3 リストから、「デフォルトジョブジャケット」という名前のジョブジャケット構造を選
択します。

4 ジョブジャケットマネジャーダイアログボックスのコントロールを使用してデフォルト
ジョブジャケット構造を設定し、OKをクリックします。

リソースについての詳細は、「ジョブチケット内のリソースの使用：詳細設定モード」
を参照してください。
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リソースの使用：詳細設定モード

「リソース」は、ジョブジャケットおよびジョブチケットを構成するほとんどのコンポー
ネントについて説明する一般カテゴリです。リソースには、スタイルシートからページ
サイズ仕様までのすべてが含まれます。下記のトピックでは、ジョブジャケットマネ
ジャーダイアログボックス（補助メニュー）の詳細設定画面でリソースを表示、作成、
および更新する方法を説明します。

ジョブの定義者は、さまざまな目的でこの手順を頻繁に使用します。ただし、レイアウト
作成者はこの手順を実行する必要はありません。

リソースへのアクセス：詳細設定モード
リソースを操作するには、まずリソースにアクセスする必要があります。リソースにア
クセスするには、下記の手順に従ってください。

1 ジョブジャケットマネジャーダイアログボックス（補助メニュー）を開きます。

2 ダイアログボックスにリストが1つだけ表示される場合は、詳細設定をクリックして詳細
設定ペインを表示します。

3 左側のリストで、ジョブジャケットファイルを開く か、または作成 します。ジョブ
ジャケットファイルのリソースカテゴリは、右上のリストにアルファベット順に表示さ
れます。

4 ジョブジャケット構造に固有のリソースで作業するには、左側のリストでターゲットの
ジョブジャケット構造を選択します。使用できないリソースのカテゴリは、ジョブチケッ
トレベルで指定する必要があるリソースを表しています。

5 ジョブチケットに固有のリソースを使用して作業するには、ジョブジャケット構造を展

開し、ジョブチケットの作成 、複製 、または取り込み を行います。次いで、左側
のリストでターゲットジョブチケットが選択されていることを確認します。輪郭がはっ
きりしないリソースのカテゴリは、ジョブジャケットレベルで指定する必要があるリソー
スを表します。

6 右上のリストでリソースタイプを選択します。選択したタイプの既存のリソースが右下
のリストに表示されます。
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ジョブジャケットマネジャーダイアログボックスを使用して、リソースの表示、作成、
複製、削除、取り込み、および書き出しを行います。

リソースの設定：詳細設定モード
ジョブジャケットマネジャーダイアログボックスでリソースに移動して、そのリソース
を設定できます。このダイアログボックスには、次に示すとおり、さまざまなタイプの
リソースに対してさまざまなオプションが用意されています。

• ほとんどのリソースの場所を指定できます。

• ほとんどのリソースを削除できます。

• 一部のタイプのリソースを作成および設定できますが、それ以外のリソースは、
QuarkXPressユーザーインターフェイスの他の部分を使用して作成および設定する必要
があります。

• ジョブジャケット構造のレイアウト定義、出力仕様、レイアウトの仕様、ジョブの説明、
連絡先、段落罫線、ルールセットを、作成、複製、削除、および設定できます。

ジョブジャケットでは、App Studioレイアウトはデジタルレイアウトリソースによって
示されます。

リソースで許可されている場合は、下記の手順に従って、ジョブジャケットマネジャー
ダイアログボックスでそのリソースを作成および設定できます。

1 右上のリストで選択したタイプのリソースを作成するには、右下のリストで新規アイテ
ムボタンをクリックします。リソースの名前を変更するには、その名前をクリックしま
す。

2 リソースに展開アイコンが付いている場合は、そのアイコンをクリックしてリソースを
展開し、表示されるフィールドで設定します。一部のリソースにはドロップダウンメ
ニューを含むフィールドが表示され、別のリソースには値を手動で入力できるフィール
ドが表示されます。
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3 リソースに ボタンがある場合は、そのボタンをクリックしてリソースの追加インスタ
ンスを作成します。たとえば、レイアウトの仕様を作成する場合は、スポットカラーリ
ソースでこのボタンをクリックして、追加のスポットカラーを作成できます。

リソースの場所の指定：詳細設定モード
リソースは、複数の場所に保存できます。

•ジャケット内：ジョブジャケット構造内に保存されますが、そのジョブジャケット構造
のジョブチケットテンプレートまたはジョブチケットでは使用されません。

•チケット内：ジョブジャケット構造に保存され、ジョブチケットテンプレートまたはジョ
ブチケットに関連付けられます。"チケット内"のリソースが、プロジェクトに関連付けら
れているジョブチケットテンプレートにある場合、リソースはそのプロジェクトでも使
用できます。

•プロジェクト内：プロジェクト内に保存されますが、ジョブジャケット構造またはジョ
ブチケットには関連付けられません。

リソースの場所の指定については、下記の手順に従ってください。

1 ジョブジャケットマネジャーダイアログボックスを使用してリソースにアクセスします。
詳細は、「リソースへのアクセス：詳細設定モード」を参照してください。

2 右下のリストでリソースを選択します。

3 状況列のドロップダウンメニューから場所を選択します。

• 左側のリストでジョブジャケット構造を選択した場合、選択できるのはIn Jacketのみで
す。

• 左側のリストでジョブチケットテンプレートまたはジョブチケットを選択した場合は、
In Jacketまたはチケット内を選択して、リソースをそのジョブチケットテンプレートま
たはジョブチケットに関連付けるかどうかを指定できます。

• 左側のリストで選択したアイテムがプロジェクトである場合は、状況にプロジェクト内
を指定して、リソースをそのプロジェクト内のみで定義するように指定するか、状況に
チケット内を指定して、定義をプロジェクトのアクティブなジョブチケットで使用する
かを指定できます。

388 | QUARKXPRESS 9.5.1ガイド

ジョブジャケット



補助メニューのジョブジャケットマネジャーダイアログボックスを使用して、リソース
の保存場所を指定します。

レイアウト仕様の使用

レイアウトの仕様によって、ページサイズ、ページ数、マージン、スプレッド情報、ブ
リード情報、製本情報など、レイアウトに固有の情報を定義することができます。

レイアウトの仕様を定義するための標準的な手順は下記のとおりです。

1 レイアウト仕様を作成します。詳細は「レイアウトの仕様の作成：詳細設定モード」を
参照してください。通常、この作業はジョブの定義者によって行われます。

2 ジョブチケットテンプレートまたはジョブチケットを使用して、レイアウトの仕様をレ
イアウトに関連付けます。通常、この作業はレイアウト作成者によって行われます。

上記の手順についての詳細は、下記のトピックで説明します。

レイアウトの仕様の作成：詳細設定モード
レイアウトの仕様はリソースであるため、「リソースの使用：詳細設定モード」の説明
に従って、ジョブジャケットマネジャーダイアログボックスで作成する必要があります。
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ジョブジャケットマネジャーダイアログボックス（ユーティリティメニュー）を使用し
て、レイアウトの仕様を作成できます。

レイアウトへのレイアウトの仕様の適用
レイアウトの仕様をレイアウトに関連付けるには、ジョブチケットテンプレートからレ
イアウトを作成するか、またはレイアウトの仕様を既存のレイアウトのアクティブなジョ
ブチケットに適用するという2つの方法があります。

通常は、実際のプロジェクトやレイアウトを作成する前にレイアウトの仕様をジョブジャ
ケットファイルにあるレイアウト定義に追加します。レイアウトの仕様はリソースであ
るため、レイアウトの仕様は他のリソースと同じ方法でレイアウト定義に追加できます
（「リソースの使用：詳細設定モード」を参照してください）。
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特定のレイアウトの仕様に従うレイアウトを自動的に作成するようにジョブチケットテ
ンプレートを構成するには、ジョブジャケットマネジャーダイアログボックスを使用し
てレイアウトの仕様をレイアウト定義に関連付けます。

プロジェクトとレイアウトを作成したら、レイアウト作成者はジョブチケットの編集ダ
イアログボックス（ファイル>ジョブジャケット>ジョブチケットの変更）を使用して、
レイアウトの仕様をレイアウトのアクティブなジョブチケットに適用できます。レイア
ウトの仕様をアクティブなジョブチケットに追加するには、レイアウトの設定タブをク
リックして、レイアウトリストにあるレイアウトを選択してから、レイアウトの仕様ド
ロップダウンメニューからオプションを選択します。
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ジョブチケットの編集ダイアログボックス（ファイル>ジョブジャケット>ジョブチケッ
トの変更）を使用して、レイアウトの仕様をアクティブなプロジェクトのレイアウトに
割り当てることができます。

出力仕様の使用

出力仕様によって、画像カラースペースと解像度、画像ファイルフォーマット、対象イ
ンキ、ハーフトーン線数、PostScriptレベル、およびPDF/X準拠など、出力に固有の情
報を指定できます。ルールと同様に、出力仕様はアクティブなレイアウトに対して実行
するテストで、レイアウト作成者が、ファイル > ジョブジャケット > レイアウトを評価
を選択して実行します。

レイアウトの仕様を使用するときの標準的な手順は下記のとおりです。

1 出力仕様を作成します。詳細は「出力仕様の作成：詳細設定モード」を参照してくださ
い。通常、この作業は出力担当者と共同作業をしているジョブの定義者によって行われ
ます。

2 ジョブチケットテンプレートのレイアウト定義を使用して、出力仕様をレイアウトに関
連付けます。この作業は、ジョブの定義者とレイアウト作成者のどちらでも行うことが
できますが、通常はジョブの定義者が行います。

3 出力時（ファイル > ジョブを出力）に出力仕様を使用して、ジョブを正しく画像化しま
す。詳細は、「「ジョブを出力」での出力仕様の使用」を参照してください。
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上記の手順についての詳細は、下記のトピックで説明します。

出力仕様の作成：詳細設定モード
出力仕様はリソースであるため、「リソースの使用：詳細設定モード」の説明に従って、
ジョブジャケットマネジャーダイアログボックスで作成する必要があります。

ジョブジャケットマネジャーダイアログボックス（ユーティリティメニュー）を使用し
て、出力仕様を作成できます。

レイアウトへの出力仕様の適用
出力仕様をレイアウトに関連付けるには、ジョブチケットテンプレートからレイアウト
を作成するか、または出力仕様を既存のレイアウトのアクティブなジョブチケットに適
用する、という2つの方法があります。

通常は、実際のプロジェクトとレイアウトを作成する前に、出力仕様をジョブジャケッ
トファイルにあるレイアウト定義に追加します。出力仕様はリソースであるため、出力
仕様は他のリソースと同じ方法でレイアウト定義に追加できます（「リソースの使用：
詳細設定モード」を参照してください）。
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特定の出力仕様を持つレイアウトを自動的に作成するようにジョブチケットテンプレー
トを構成するには、ジョブジャケットマネジャーダイアログボックスを使用して出力仕
様をレイアウト定義に関連付けます。

プロジェクトとレイアウトを作成した後で、出力仕様をレイアウトに関連付けられるよ
うになります。この方法についての詳細は、「ジョブチケットの編集：基本モード」を
参照してください。
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ジョブチケットの編集ダイアログボックス（ファイル>ジョブジャケット>ジョブチケッ
トの変更）を使用して、出力仕様をアクティブなプロジェクトのレイアウトに割り当て
ることができます。

「ジョブを出力」での出力仕様の使用
出力仕様には、ジョブを出力に送信する方法に関する厳密なルールを含めることができ
ます。これには、評価する必要のあるルールや、ジョブを出力に送る手順が含まれます。
たとえば、出力仕様で、レイアウトに解像度が150dpiより低い画像を含むことを禁止す
ること、さらにレイアウトはPDF形式で出力に送信する必要があることを指定できます。

アクティブなレイアウトのジョブジャケット構造に出力仕様が含まれる場合は（「出力
仕様の作成：詳細設定モード」を参照）、その出力仕様を使用してジョブを出力に送信
できます。これを行うには、下記の手順に従ってください。

1 ファイル > ジョブを出力を選択します。ジョブを出力ダイアログボックスが表示されま
す。

2 出力仕様を選択します。

3 出力をクリックします。
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ファイルメニューのジョブを出力ダイアログボックスで、レイアウトのジョブジャケッ
ト構造に含まれている出力仕様を使用して、アクティブなレイアウトを出力に送信する
ことができます。

ジョブを出力を使用してジョブを出力に送信する場合は、常にJDFファイルが含まれま
す。

ルールおよびルールセットの使用

ルールは、アクティブなレイアウトに対して行うテストで、実行するにはファイル>ジョ
ブジャケット > レイアウトを評価を選択します。

1つのルールで1つの条件をテストします。たとえば、ルールによって、すべてのテキス
ト文字をオーバープリントすることを指定できます。ルールには、説明、ポリシー（そ
の条件が必須、推奨、または禁止であるのかをレイアウト作成者に示します）、および
問題が発生した場合の修正手順を含めることもできます。

ルールまたはルールセットを使用するときの標準的な手順は下記のとおりです。

1 ルールを作成して（「ルールの作成：詳細設定モード」を参照）、それらをルールセッ
トに追加します（「ルールセットへのルールの追加：詳細設定モード」を参照）。通常、
この作業は出力担当者と共同作業をしているジョブの定義者によって行われます。

2 ジョブチケットテンプレートを使用して、ルールセットをレイアウトに関連付けます。
「レイアウトへのルールセットの適用」を参照してください。通常、この作業はジョブ
の定義者によって行われます。

3 ルールセットを使用してレイアウトを評価します。「レイアウトの評価」を参照してく
ださい。通常、この作業はレイアウト作成者によって行われます。
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上記の手順についての詳細は、下記のトピックで説明します。

ルールの作成：詳細設定モード
ルールを作成するには、まず、ジョブジャケットマネジャーダイアログボックスのルー
ルリソースに移動します。「リソースの使用：詳細設定モード」を参照してください。
その後、下記の手順に従ってルールウィザードを使用します。

1 新規ボタン をクリックします。ルールの編集ダイアログボックス（ルールウィザード
の最初の画面) が表示されます。

2 名前フィールドにルールの名前を入力します。

3 ルールに適用するオブジェクトの種類を指定するには、表題ドロップダウンメニューか
らオプションを選択します。表題一覧には、すべてのボックス、テキストボックス、画
像ボックス、テキスト文字、ライン、テキストパス、画像およびフォントが含まれます。

ルールの編集ダイアログボックスを使用して、ルールを作成します。

4 ルールによってチェックする内容を指定するには、条件領域で、オプションのチェック
ボックスをオンにします。使用できる条件は、選択した表題によって異なります。

ルールに含める条件それぞれについて、この手順を繰り返します。条件は、論理AND演
算子と組み合わせて使用します。たとえば、テキストボックスのバックグラウンドが青
50％であることを指定するルールを作成するには、テキストボックスを選択して、バッ
クグラウンドとシェードの両方のチェックボックスをオンにします。

5 次へをクリックして、ルールウィザードの次のダイアログボックスを表示します。この
ダイアログボックスでは、ルールを起動する条件（たとえば、"オーバープリントではな
い"または"10pt未満"）を指定します。各条件を設定するには、展開ボタンをクリックし
てリスト内のアイテムを展開し、オプションを選択してフィールドに値を入力します。
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ルールウィザードの2番目のダイアログボックスを使用して、ルールを設定します。

条件に ボタンが付いている場合は、このボタンをクリックして条件にさらに節を追加
できます。節は、論理OR演算子と組み合わせて使用します。たとえば、アイテムの色を
CMYKカラーまたはスポットカラーにすることを指定するには、最初の行でCMYKを
チェックするように設定してから、2行目を追加して、スポットインキをチェックするよ
うに設定します。

6 Nextをクリックして、ルールウィザードの3番目であり最後のダイアログボックスを表
示します。このダイアログボックスを使用して、ルールの設定内容、ルールに違反して
いる場合にどのようなアイコンを表示するかを決定するポリシー、および問題の修正に
関する説明を指定します。説明に入力する情報は、ルールに違反している場合にレイア
ウト作成者がレイアウトを評価を選択すると表示されます。
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ルールウィザードの3番目のダイアログボックスを使用して、ルール違反の場合の対応方
法を管理します。

ルールセットへのルールの追加：詳細設定モード
ルールは、ルールの名前付きコレクションであるルールセットに含める必要があります。
ジョブの定義者は、ジョブチケットテンプレートのレイアウト定義に1つ以上のルール
セットを含めることができます。そのレイアウト定義を基準とするレイアウトで作業す
るレイアウト作成者は、それらのルールセットのルールを使用してレイアウトを評価で
きます（「レイアウトの評価」を参照してください）。ルールセットにルールを追加す
るには、下記の手順に従ってください。

1 ジョブジャケットマネジャーダイアログボックス（補助メニュー）を開きます。

2 ダイアログボックスにリストが1つだけ表示される場合は、詳細設定をクリックして詳細
設定ペインを表示します。

3 ジョブジャケット構造を作成または選択します。

4 右上のリストでルールセットを選択します。

5 ルールセットを作成するには、新規ボタンをクリックします。ルールセットの編集ダイ
アログボックスが表示されます。
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ルールセットの編集ダイアログボックスを使用して、ルールセットを編集します。

6 名前フィールドにルールセットの名前を入力します。

7 利用可能リストで必要なルールを選択してボタンをクリックするか、またはすべてを含
むをクリックして、利用可能リストのルールすべてをアクティブなルールセットに追加
します。

8 OKをクリックします。

レイアウトへのルールセットの適用
ルールセットがレイアウトのジョブチケットテンプレートインスタンスに関連付けられ
ると、レイアウト作成者は、レイアウトをルールセットに対して評価できるようになり
ます（「レイアウトの評価」を参照してください）。ルールセットをレイアウトに関連
付けるには、下記の2つの方法があります。

通常は、実際のプロジェクトやレイアウトを作成する前にルールセットをジョブジャケッ
トファイルにあるレイアウト定義に追加します。ルールセットはリソースであるため、
ルールセットは他のリソースと同じ方法でレイアウト定義に追加できます（「リソース
の使用：詳細設定モード」を参照してください）。
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レイアウトの作成後、すぐにルールセットをレイアウトで利用できるようにするには、
ジョブジャケットマネジャーダイアログボックスを使用してルールセットをレイアウト
定義に関連付けます。

プロジェクトとレイアウトをした後で、ルールセットをレイアウトに追加できるように
なります。この方法についての詳細は、「ジョブチケット内のリソースの使用：基本モー
ド」を参照してください。
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レイアウト作成者は、ジョブチケットの編集ダイアログボックス（ファイル>ジョブジャ
ケット > ジョブチケットの変更）を使用して、ルールセットをアクティブなプロジェク
トのレイアウトに割り当てることができます。

レイアウトの評価

ルールセット、レイアウトの仕様、および出力仕様では、レイアウトがジョブの定義者
によって作成された仕様を順守しているかどうかを評価するためのテストが用意されて
います。レイアウトを評価コマンドによって、これらのテストを実行して、違反の有無、
違反している場合はその内容を特定できます。また、このコマンドは、レイアウト定義
と照らし合わせて、レイアウトのメディアタイプ（印刷、ウェブ、またはインタラクティ
ブ）およびカラーマネージメント設定を検証します。違反が特定されると、レイアウト
作成者がそれにどう対処するかを決定します。

レイアウトを評価する前に、プロジェクトが、アクティブなレイアウトのルールセットま
たは出力仕様を定義しているジョブチケットに関連付けられていることを確認してくださ
い。

レイアウトを評価機能の目的は、レイアウトの問題を明らかにし、その問題をどのように
修正することができるかを示すことです。しかし、この機能では、レイアウト作者がジョ
ブチケットに定義された仕様やルールに違反するような変更を行うことを防ぐことはでき
ません。

レイアウトの表示については、下記の手順に従ってください。

402 | QUARKXPRESS 9.5.1ガイド

ジョブジャケット



1 ファイル > ジョブジャケット > レイアウトを評価を選択します。レイアウトの評価ダイ
アログボックスが表示され、適用可能なルールセット、レイアウトの仕様、および出力
仕様が一覧表示されます。ルールセット、レイアウトの仕様、および出力仕様を展開し
てそのコンポーネントルールを確認するには、それぞれの横にある展開アイコンをクリッ
クします。

レイアウトの評価ダイアログボックスを使用して、アクティブなレイアウトをルールセッ
ト、レイアウトの仕様、および出力仕様と照らし合わせて評価します。

2 選択したルールを編集するには、ルール名をクリックして、ルールの編集ボタンをクリッ
クします。ルールに対して行った変更はすべてジョブジャケットファイルに書き込まれ、
そのジョブチケットを使用するほかのプロジェクトに適用されます。

3 個々のルールをチェックするように指定するには、各ルールの横にあるチェックボック
スをオンにします。ルールセット、レイアウトの仕様、および出力仕様のすべてのルー
ルをチェックするように指定するには、それぞれのルールセット、レイアウトの仕様、
および出力仕様の名前の横にあるチェックボックスをオンにします。

4 オンにしたルールとアクティブなレイアウトを照合して評価するには、評価をクリック
します。結果列が更新され、ドキュメントが各ルールチェックに合格したかどうかが表
示されます。

5 違反しているルールの詳細を表示するには、ルールの名前をクリックして、説明ボック
スと詳細ボックスを確認します。説明ボックスには、ルールの作成者によって書かれた
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説明が表示され、詳細ボックスには、プロジェクトに関する情報（前回の評価の後に変
更されたかどうかなど）が表示されます。

レイアウトの評価ダイアログボックスには、合格したルールと違反しているルールが表
示されます。

6 ルールに違反しているレイアウトの場所までスクロールするには、結果を表示ボタンを
クリックします。これによって、ルール違反の修正が容易になります。

プロジェクトを開いたとき、プロジェクトを保存するとき、プロジェクトを閉じるとき、
およびレイアウトを出力用に送信するときに、自動的に各レイアウトを評価するように設
定できます。詳細は、「環境設定 - アプリケーション - ジョブジャケット」を参照してく
ださい。

ジョブジャケットのロック

2人が同時にリソースを編集しないようにするため、QuarkXPressは下記の条件の下、
共有ジョブジャケットファイルをロックします。

• ジョブジャケットファイルを共有するプロジェクトのユーザーがジョブチケットの編集
ダイアログボックス（ファイル > ジョブジャケット > ジョブチケットの変更）を表示す
ると、QuarkXPressはそのジョブジャケットファイルをロックします。
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• ユーザーがジョブジャケットマネジャーダイアログボックス（ユーティリティメニュー）
を表示すると、QuarkXPressはジョブジャケットマネジャーダイアログボックスに表示
されているすべてのジョブジャケットファイルをロックします。

• ジョブジャケットファイルを共有するプロジェクトのユーザーが、共有ジョブジャケッ
トファイル内でリソースの作成、複製、編集、または削除を行うと、QuarkXPressはそ
のジョブジャケットファイルをロックします。たとえば、Taraが"Product List"ジョブ
ジャケットファイルを共有するプロジェクトで作業しているときに、編集 > カラーを選
択してプロジェクトのジョブチケットにあるカラーを変更しようとすると、QuarkXPress
は"Product List"ジョブジャケットファイルにあるすべての共有リソースをロックして、
Taraのみが変更できるようにします。

ジョブジャケットファイルがロックされている場合の制限事項

• そのジョブジャケットファイルにあるジョブチケットテンプレートで、プロジェクトは
作成できません。

• ジョブジャケットファイルにプロジェクトはリンクできません。

• ジョブジャケットファイルを共有するプロジェクトのジョブチケットの編集ダイアログ
ボックス（ファイル > ジョブジャケット > ジョブチケットの変更）は表示できません。

•ジョブジャケットマネジャーダイアログボックス（ユーティリティメニュー）は表示で
きますが、ロックされたジョブジャケットファイルやその任意のジョブチケットは編集
できません。

• ジョブジャケットファイルにある共有リソースは編集できません。たとえば、Tara
が"Product List"ジョブジャケットファイルをロックしている場合に、Samuelが編集 >
カラーを選択して、プロジェクトのジョブジャケットにあるカラーを変更しようとして
も、Taraがジョブジャケットファイルをロック解除するまで、カラーは淡色表示され変
更できません。

• ジョブジャケットファイルを共有するプロジェクト内で、レイアウトの追加や、既存レ
イアウトの名前の変更はできません。

•レイアウトの評価ダイアログボックス（ファイル > ジョブジャケット > レイアウトを評
価）でルールを編集できません。

ロックされたジョブジャケットファイルは、以下に挙げる時点でロック解除されます。

• ロックしたユーザーがジョブチケットの編集ダイアログボックスを閉じたとき。

• ロックしたユーザーがジョブジャケットマネジャーダイアログボックスを閉じたとき。

• ロックしたユーザーが、共有ジョブジャケットファイルにあるリソースの編集を完了し
たとき。上記例では、Taraが共有カラーの変更後、カラーダイアログボックスで保存ま
たはキャンセルをクリックした場合が該当します。

ジョブジャケットのロックがあるため、必要な場合に限りジョブチケットの編集および
ジョブジャケットマネジャーダイアログボックスを表示し、必要な作業を終えたらすぐに
閉じることが重要です。

ジョブジャケットマネジャーダイアログボックス（ユーティリティメニュー）を表示して
も、プロジェクトに関連付けられているジョブジャケットファイルが編集できない場合
は、そのジョブジャケットファイルは別のユーザーによってロックされていることがほと
んどです。
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JDF出力での印刷

出力用にプロジェクトを送信する場合に、JDFファイルを作成して出力ファイルの保存場
所に保存するように指示できるようになりました。ただし、出力デバイスで直接印刷す
る場合、JDFファイルは作成されません。

JDF準拠のXMLファイル形式の出力時にジョブジャケット情報を含めるには、印刷ダイ
アログボックスのJDFペインを使用します。
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ウェブレイアウト

QuarkXPressでは、印刷レイアウトおよびインタラクティブレイアウトの他に、エクス
ポートしてHTMLウェブページを作成できるウェブレイアウトもサポートしています。
QuarkXPressは、ハイパーリンクなど標準的なウェブページコンポーネントだけでなく、
ロールオーバー、画像マップ、フォーム、メニュー、CSSスタイリングなど、ウェブペー
ジを作成するための豊富なツールセットを提供しています。ウェブページでできること
はすべて、QuarkXPressでも実行できます。

ウェブレイアウトの使用

以下のトピックでは、ウェブレイアウトの基本的な使用法について説明します。

ウェブレイアウトの作成
ウェブレイアウトの作成方法を以下に示します。

1 ウェブレイアウトの作成を開始するには、下記の操作のいずれか1つを実行してくださ
い。

• 新規プロジェクトの最初のレイアウトとして空白のウェブレイアウトを作成するには、
ファイル > 新規 > プロジェクトを選択します。

• 既存プロジェクトの新規レイアウトとしてウェブレイアウトを作成するには、そのプロ
ジェクトを開いて、レイアウト > 新規を作成します。

• 既存レイアウトを基準とするウェブレイアウトを作成するには、そのレイアウトを開い
て、レイアウト > 複製を選択します。

新規プロジェクト、新規レイアウト、またはレイアウトの複製ダイアログボックスが表
示されます（どれも基本的には同じです）。
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新規ウェブレイアウトは、新規プロジェクトダイアログボックスで設定できます。

2 レイアウトタイプドロップダウンメニューからウェブを選択します。

3 ウェブページでデフォルトのテキストカラーおよびバックグラウンドカラー以外のカラー
を使用するには、カラーエリアのドロップダウンメニューからオプションを選択します。

4 以下の方法のいずれかを使用して、ページ幅を指定します。

• 固定幅（ブラウザウィンドウのサイズに関係なし）のページを作成するには、ページ幅
フィールドに値を入力し、可変幅ページをオフにします。

• ページ幅の基本をブラウザウィンドウの幅とするには、可変幅ページをオンにして、幅
（ページの終わりを示す垂直ガイドの配置場所を制御）および最小（ページの最小許容
幅を制御）の値を入力します。ページの作成時には、該当するボックスのアイテム > 設
定 > テキスト > 可変幅を作成をオンにすることによって、ブラウザウィンドウに収まる
ようにサイズを変更するテキストボックスを指定する必要があります。

5 ページのバックグラウンドイメージを指定するには、バックグラウンドイメージをオン
にし、選択をクリックしてバックグラウンドイメージファイルを指定し、繰り返しドロッ
プダウンメニューからオプションを選択します。

6 OKをクリックします

指定したページサイズに関係なく、ページガイドを越えてグレイの領域にボックスを拡張
できます。コンテンツがガイドを越えても切り取られることはありません。

ウェブレイアウトでのテキストボックス
ウェブレイアウトでは、次に示す2つのタイプのテキストボックスを使用できます。
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•ラスターテキストボックス：ラスターテキストボックスでは、設定ダイアログボックス
(アイテムメニュー)の書き出し時に画像へ変換ボックスがオフになっています。ラスター
テキストボックスは、書き出し時に画像に変換される（右上の小さなカメラアイコンに
よって表示）ため、書き出されたページの外観が良くなりますが、エンドユーザーがコ
ンテンツを編集したり、検索したりすることはできません。ラスターテキストボックス
は、デザインの忠実度が重要な場合に使用してください。

• HTMLテキストボックス：HTMLテキストボックスでは、設定ダイアログボックス(アイ
テムメニュー)の 書き出し時に画像へ変換 ボックスがオフになっています。HTMLテキ
ストボックスは、書き出されたウェブページでも選択および検索可能ですが、エンドユー
ザーのコンピュータにインストールされているフォントしか使用できません。デザイン
する場合は、HTMLテキストボックスで好みのフォントを自由に使用することができま
すが、そのフォントがエンドユーザーのブラウザで表示される保証はありません。HTML
テキストボックスは、テキストを検索および選択する機能のほうが外観よりも重要な場
合に使用してください。

HTMLテキストボックスには下記の制限があります。

• HTMLテキストボックスの形は方形にする必要があります。方形以外のHTMLテキスト
ボックスは、書き出し時に画像に変換されます。

• HTMLテキストボックスは回転できません。

• HTMLテキストボックスに列を含めることはできますが、この列はウェブレイアウトの
書き出し時にHTMLテーブルに変換されます。

• HTMLテキストボックスは、縦横比を変えてサイズ変更（伸縮）できません。

• HTMLテキストボックスのテキストに小数点以下のポイントサイズは適用できません。

• 書き出されたページでのHTMLテキストボックス内のテキストは、ボックスの画面手前
側にアイテムがある場合にはそれに回り込んで配置されますが、これは、画面手前のア
イテムによってHTMLテキストボックスが完全に覆われていない場合だけです。HTML
テキストボックスが完全に覆われてしまう場合は、画面手前のアイテムの回り込み設定
がなしの場合のようにして表示されます。

• ページをまたいでHTMLテキストボックスを連結することはできません。

以下の機能はHTMLテキストボックスで使用できません。

• 強制割付または両端揃え

• ハイフネーション＆ジャスティフィケーション仕様（H＆Js）

• 第1行インデント

• ベースライングリッド固定

• タブ

• 1行目のベースラインおよび段落間最大値の設定

• ベースラインシフト

• カーニングおよびトラッキング

• 縦横揃え

•アウトライン、シャドウ、スモールキャップス、肩文字、およびワードアンダーライン
タイプのスタイル

QUARKXPRESS 9.5.1ガイド | 409

ウェブレイアウト



• 水平フリップと垂直フリップ

HTMLテキストボックスでこれらの設定のいずれかを使用する場合は、アイテム > 設定
を選択し、書き出し時に画像へ変換をオンにして、HTMLテキストボックスをラスター
ボックスに変換します。GIF、JPEG、SWF、PNG形式で書き出すことができます。ま
た、形式ごとにさまざまなオプションを制御できます。これらのオプションは、設定ダ
イアログボックス（アイテムメニュー）の書き出しタブで設定できます。またはメジャー
パレットの書き出しタブを使用して設定できます。

CSSフォントファミリーの使用
CSS（カスケーディングスタイルシート）標準を使用することでフォントファミリーの作
成が可能になります。フォントファミリーとは、HTMLテキストボックスのテキストと
関連付けることのできるフォントのグループです。通常フォントファミリーのリストは
特殊なフォント（Agency FBなど）から始まり、次にそれに似ているがより一般的でほ
とんどのプラットフォームで使用可能なフォント（Arial、Helveticaなど）が続き、最後
にSerif、Sans-serif、Cursive、Fantasy、またはMonospaceなどの"標準"フォントが
リストされます。

CSSフォントファミリーの作成については、下記の手順に従ってください。

1 編集 > CSSフォントファミリーを選択します。 フォントファミリーダイアログボックス
が表示されます。

フォントファミリーダイアログボックスでフォントファミリーを設定します。

2 新規をクリックします。フォントファミリーの編集ダイアログボックスが表示されます。
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フォントファミリーの編集ダイアログボックスを使用して、フォントファミリーのメン
バーに加えるフォントを指定します。

3 標準フォントドロップダウンメニューから標準フォントを選択します。

4 フォントファミリーにフォントを追加するには、矢印ボタンを使用します。上へ移動お
よび下へ移動ボタンを使用して、ファミリー内でのフォントの優先順位を変更します。
リストの上にあるほど優先順位が高くなります。

5 OKをクリックします。

フォントファミリーの最初のフォントをHTMLテキストボックスのテキストに適用する
と、フォントファミリーを使用できます。

ウェブレイアウトの画像要素
ウェブレイアウトを書き出すと、下記のオブジェクトが、ウェブでの表示に適した形式
の画像に変換されます。

• 取り込まれた画像を含むボックス

• ライン

• パス上のテキスト

• なしボックス（アイテム > コンテンツ > なし）

• 空のボックス

•アイテム >設定 > テーブル >書き出し時にテーブルを画像変換のチェックボックスがオ
ンになっているテーブル

画像変換については、設定ダイアログボックスの書き出しタブで設定できます。
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画像の書き出しオプション、ラスターテキストボックス、およびその他の画像要素は、
設定ダイアログボックスの書き出しタブで設定できます。

画像要素の書き出しの設定については、下記の手順に従ってください。

1 アイテム > 設定を選択して、書き出しタブに移動します。

2 書き出し形式ドロップダウンメニューからオプションを選択します。オプションには、
GIF、JPEG、SWF、およびPNGがあります。このメニューの下に表示されるオプショ
ンは、選択した形式によって異なります。

3 画像ファイルの書き出し先のディレクトリを指定するには、書き出し先フィールドに値
を入力します。

4 代替テキストフィールドに、画像の簡単な説明または名前を入力します。

Flash（SWF）フォーマットのファイルの取り込み
印刷レイアウトでサポートされるすべてのフォーマットの画像を取り込めることに加え、
Flash（SWF）フォーマットのファイルも取り込めます。取り込まれたFlashファイルを
含むレイアウトを書き出すと、Flashファイルは書き出し場所にコピーされ、書き出され
たHTMLページの一部として表示されます。
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ウェブレイアウトとの相互変換
印刷レイアウトをウェブレイアウトに変換するには、レイアウトを開いてレイアウト >
複製を選択してから、レイアウトタイプドロップダウンメニューからウェブを選択しま
す。

印刷レイアウトをウェブレイアウトに変換すると、下記の変更が行われます。

• すべてのテキストボックスについて書き出し時に画像へ変換チェックボックスがオンに
なります。このオプションをオフにしてボックスをHTMLテキストボックスに変換する
と、すべてのタブがスペースに変換されます。

• 対向ページにあるリンクされたテキストボックスは、同じページ上で別のテキストボッ
クスとして表示されます。

HTMLテキストボックスでサポートされないスタイルシート属性は、スタイルシートの編
集ダイアログボックス（編集 > スタイルシート）でアスタリスク（*）でマークされま
す。

ウェブレイアウトを印刷レイアウトに変更すると、下記の変更が行われます。

• HTMLとラスターテキストボックスがテキストボックスとして表示されます。

• HTMLフォームボックスとフォームは削除されます。

• ロールオーバーと画像マップは通常の画像に変換されます。

ウェブレイアウトの制限事項
以下の機能はウェブレイアウトのテキストボックスでは使用できません。

• ぶら下がり文字

• 字送り、トラッキング、カーニング、およびH＆Jの仕様

• 禁則文字

• OpenTypeスタイル

• グリッド固定

• 圏点

• 縦組み

ウェブレイアウトでこれらの機能を維持するには、テキストボックスを選択し、設定ダイ
アログボックス（アイテム > 設定）の書き出し時に画像へ変換をオンにします。

ハイパーリンク

ほとんどのHTMLツールでは、ハイパーリンクを作成するのに、テキストの一部または
画像を選択してから、フィールドにURLを入力します。QuarkXPressでは、若干違う方
法を使用します。
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ハイパーリンクパレット

リンク先
リンク先とは、特定URLの「コンテナ」です。QuarkXPressプロジェクトにカラーとス
タイルシートのリストを含めることができるのと同じように、リンク先のリストを含め
ることができます。各リンク先には、下記のタイプのURLの1つが含まれます。

•URL：ウェブ上の特定リソースをポイントします。

•ページ：同じレイアウトの特定ページをポイントします。

•アンカー：レイアウトのページにある特定部分をポイントします。

ユーザーインターフェイスはURL、ページ、およびアンカーで異なりますが、書き出され
るHTMLファイルに含まれる実際のリンクは常にURLです。

カラーおよびスタイルシートと同じように、各リンク先には名前があります。リンク先
には好きな名前を付けられます。たとえば、URL http://www.quark.comのリンク先
に「Quark Webサイト」という名前を付けることができます。

カラーパレットでプロジェクトのカラーのリストを表示できるのと同じように、ハイパー
リンクパレットでプロジェクトのリンク先のリストを表示できます。カラーパレットで
カラーを適用できるのと同じように、ハイパーリンクパレットでハイパーリンクをクリッ
クして、選択したテキストやアイテムのリンク先を「適用」できます。

ハイパーリンクダイアログボックス（編集メニュー）で、リンク先のリストを編集でき
ます。カラーと同様に、プロジェクトのリンク先リストに、実際にはプロジェクトで使
用されないリンク先を含められます。

QuarkXPressでは、何かをクリックしてからURLを入力する方法でハイパーリンクを作
成することもできます。ただし、この場合、リンク先を作成していること、リンク先がプ
ロジェクトのリンク先のリストに追加され、ハイパーリンクパレットにリストされること
に注意してください。

414 | QUARKXPRESS 9.5.1ガイド

ウェブレイアウト



アンカー
アンカーとは、レイアウトのオブジェクトに付加するマーカーのことです。アンカーを
付加できる対象を以下に挙げます。

• ラスターやテキストボックス、またはパス上のテキストにある語、文字、または文字列

• 画像ボックス

• 画像マップの特定領域

• テーブルの特定セル

• 空のボックス

• ライン

QuarkXPressでは、アンカーインジケータは や のように表示されます。

ターゲット
ターゲットを使用して、リンク先が開くウィンドウを制御できます。利用できるターゲッ
トのタイプを以下に挙げます。

•なし：リンク先はハイパーリンクと同じウィンドウに表示されます。

• _blank：リンク先は新しいブラウザウィンドウに表示されます。

• _self：リンク先は新しいブラウザウィンドウに表示されます。

• _parent：リンク先は、ハイパーリンクを含むページの親ウィンドウに表示されます。

• _top：ページのすべてのフレームが消去され、ブラウザウィンドウ全体が使用されま
す。

ターゲットはリンク先（クリックで開くURL）ではなく、個々のハイパーリンク（エンド
ユーザーがクリックする対象）に関連付けられます。このため、リンク先のみを作成して
もターゲットは指定できません。

リンク先の作成
リンク先には、ハイパーリンクが示すURLが入っています。リンク先を作成するには、
下記の手順に従ってください。

1 ウィンドウ > ハイパーリンクを選択します。ハイパーリンクパレットが表示されます。

• URLを手動で指定するには、URLを選択してから、URLフィールドにURLを入力するか、
または選択ボタンを使用して特定のファイルへのパスを作成します（書き出されるHTML
ページでもそのパスが有効であることを忘れずに確認してください）。URLフィールド
の横のドロップダウンメニューを使用して、4つの共通プロトコルから選択することがで
きます。

• 同じレイアウトで別のページにリンクするには、種類フィールドでページを選択してか
ら、ページドロップダウンメニューでページを選択します。

• 同じレイアウトで特定のアンカーにリンクするには、種類フィールドでアンカーを選択
してから、アンカードロップダウンメニューでアンカーを選択します。
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2 OKをクリックします。（複数のリンク先を追加する場合は、Shiftを押しながらOKをク
リックすると、新規ハイパーリンクダイアログボックスが開いたままになります）。

新規ハイパーリンクダイアログボックスを使用して、リンク先を作成します。

アンカーの作成
アンカーとは、レイアウト内の特定の場所へのポインタのことです。アンカーの作成に
ついては、下記の手順に従ってください。

1 ウィンドウ > ハイパーリンクを選択します。ハイパーリンクパレットが表示されます。

•ハイパーリンクパレットで、新規アンカーボタンをクリックします。

•スタイル > アンカー > 新規を選択します。

•ハイパーリンクパレットメニューを表示して、新規アンカーを選択します。

• 選択したテキストのコンテキストメニューを表示するか、アンカー>新規を選択します。

2 アンカー名フィールドにアンカーの名前を入力するか、ドロップダウンメニューから未
使用のアンカー名を選択します。

3 OKをクリックします。

新規アンカーダイアログボックスを使用して、新規アンカーの設定を行います。

"空"のアンカーを作成するには、すべてを選択解除して、ハイパーリンクパレットの新規
アンカーボタンをクリックします。自分がアクセス権を持たない、またはまだ作成してな
いレイアウト内のアンカーを参照するハイパーリンクを作成する場合には、この方法を使
用します。
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既存のリンク先を使用したハイパーリンクの作成
ハイパーリンクとは、特定のリンク先をポイントするテキスト文字列、ボックス、また
はラインのことです。既存のリンク先を使用してハイパーリンクを作成するには、ハイ
パーリンクとして使用するテキストや画像の範囲を選択して、下記の操作を行ってくだ
さい。

•ハイパーリンクパレットにあるリンク先をクリックします。

•スタイル > ハイパーリンク > ［リンク先］を選択します。

• 選択したテキストやアイテムのコンテキストメニューを表示して、ハイパーリンク>［リ
ンク先］を選択します。

ハイパーリンクの新規作成
ハイパーリンクとは、特定のリンク先をポイントするテキスト文字列、ボックス、また
はラインのことです。ハイパーリンクとリンク先を同時に作成するには、下記の手順に
従ってください。

1 ハイパーリンクとして使用するテキストまたはアイテムの範囲を選択します。

•ハイパーリンクパレットで新規ハイパーリンクボタンをクリックします。

•スタイル > ハイパーリンク > 新規をクリックします。

• 選択したテキストまたはボックスでコンテキストメニューを表示させ、ハイパーリンク
を選択します。

• URLを手動で指定するには、URLを選択してから、URLフィールドにURLを入力するか、
または選択ボタンを使用して特定のファイルへのパスを作成します（書き出されるHTML
ページでもそのパスが有効であることを忘れずに確認してください）。URLフィールド
の横のドロップダウンメニューを使用して、4つの共通プロトコルから選択することがで
きます。

• 同じレイアウトで別のページにリンクするには、ページを選択し、ページドロップダウ
ンメニューからページを選択します。

• 同じレイアウトで特定のアンカーにリンクするには、アンカーを選択し、アンカードロッ
プダウンメニューからアンカーを選択します。

2 OKをクリックします。

ハイパーリンクパレットでのリンクの表示
ハイパーリンクパレットにある表示ボタンおよびドロップダウンメニューにより、パレッ
トのスクロールリストに表示する内容を制御できます。

• リンク先を表示するには、リンク先を表示ボタンをクリックします。

• アンカーを表示するには、アンカーを表示ボタンをクリックします。

• このレイアウトのページへのリンクを表示するには、ページへのリンクを表示ボタンを
クリックします。

• 名前でリスト内のアイテムを表示するには名前を、URLでリスト内のアイテムを表示す
るにはリンクを、それぞれ選択します。
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ハイパーリンクのフォーマット
デフォルトでは、ハイパーリンクテキストは下線が引かれ、レイアウトプロパティダイ
アログボックス（レイアウト > レイアウトプロパティ）で定義されているデフォルトカ
ラーに従って色付けされています。個々のハイパーリンクのデフォルトアピアランスを
上書きするには、ハイパーリンクの特定の単語を選択して、目的のフォーマット（カ
ラー、サイズ、フォント）を適用します。

ハイパーリンクテキストが含まれる段落の書式を変更すると、デフォルトのカラーと下
線付きテキストの書式はそのままで、ハイパーリンクに段落のフォントとフォントサイ
ズが適用されます。

リンク先の編集と削除
リンク先の名前やURLを編集するには、ハイパーリンクパレットでリンク先を選択して

編集ボタン をクリックします。リンク先を使用するこのレイアウト上の全ハイパーリ
ンクに、すべての変更が適用されます。

リンク先を削除するには、ハイパーリンクパレットでリンク先を選択し削除ボタン を
クリックします。このリンク先に対するすべてのハイパーリンクがレイアウトから削除
されます。

他の方法では、ハイパーリンクダイアログボックス（編集メニュー）を使用して、リン
ク先の編集と削除を行えます。

アンカーの編集と削除
アンカーの名前を編集するには、ハイパーリンクパレットでアンカーを選択して編集ボ

タン をクリックします。アンカーの名前とアンカー自体を編集できます。アンカーに
名前がない場合、ハイパーリンクパレットにアンカーのみが表示されます。

アンカーを削除するには、ハイパーリンクパレットでアンカーを選択して削除ボタン
をクリックします。このアンカーへのすべてのハイパーリンクがレイアウトから削除さ
れます。

他の方法では、ハイパーリンクダイアログボックス（編集メニュー）を使用して、アン
カーの編集と削除を行えます。

ハイパーリンクの編集と削除
ハイパーリンクのリンク先を編集するには、レイアウトでハイパーリンクを選択しハイ
パーリンクパレットで編集ボタンをクリックして、URLフィールドに新しい値を入力す
るか、URLフィールドの隣にあるドロップダウンメニューからオプションを選択します。

ハイパーリンクのリンク先を削除するには、レイアウトでハイパーリンクを選択しハイ
パーリンクパレットでハイパーリンク解除をクリックするか、スタイル > ハイパーリン
ク > 削除を選択します。

ハイパーリンクパレットの使用へのナビゲーション
ハイパーリンクパレットでハイパーリンクを作成するだけでなく、ハイパーリンクパレッ
トを使用して、アクティブQuarkXPressレイアウトのハイパーリンクやアンカーにアク
セスできます。ハイパーリンクパレットの使用をナビゲーションするには:
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• URLである保存先を表示するには、ハイパーリンクパレットでその保存先をダブルクリッ
クします。URLが指定したウェブブラウザに渡されます。

• アクティブレイアウトのアンカーにアクセスするには、ハイパーリンクパレットにある
アンカーの名前をダブルクリックします。

ロールオーバー

ロールオーバーは、HTMLページ内の画像で、マウスポインタを置くと変化します。ロー
ルオーバーは通常、別のページにリンクしたり、ファイルをダウンロードしたりするた
めの「ボタン」として使用されます。ロールオーバーは、視覚の点では魅力的ですが、
ファイルサイズやダウンロード時間の面で余分な負荷が発生します。また、Microsoft
Internet ExplorerおよびNetscape Navigatorのバージョン3.x、SafariとFirefoxの現
行バージョンではサポートされていますが、各種ウェブブラウザのすべてのバージョン
でサポートされているわけではありません。

QuarkXPressには、下記の2種類のロールオーバーが用意されています。

•基本ロールオーバー：マウスポインタをロールオーバーボックスに移動すると、画像が
切り替わります。

• 2ポジションロールオーバー：マウスポインタをロールオーバーボックスに移動すると、
1つまたは複数の他のボックスの画像と入れ替わります。

エンドユーザーがマウスポインタを上に「ロール」すると、ロールオーバーのアピアラ
ンスが変わります。

基本ロールオーバーの作成
基本ロールオーバーは、画像ボックスまたはテキストボックスで作成できます。テキス
トボックスを使用する場合は、書き出し時にテキストボックスが自動で画像に変換され
ます。基本ロールオーバーを作成するには、下記の手順に従ってください。

1 アクティブなウェブレイアウトで画像ボックスまたはテキストボックスを選択します。

2 アイテム > 基本ロールオーバー > ロールオーバーの作成を選択します。ロールオーバー
ダイアログボックスが表示されます。

3 マウスのポインタがロールオーバー上にない場合に表示する画像を指定します。

• 画像ロールオーバーの場合は、デフォルトイメージフィールドに画像ファイルのパスと
名前を入力するか、または選択／参照をクリックしてファイルの場所を手動で指定しま
す。

• テキストロールオーバーの場合は、テキストを入力して書式設定します。
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4 エンドユーザーがマウスのポインタをロールオーバー上に移動させた場合に表示する画
像を指定します。

• 画像ロールオーバーの場合は、ロールオーバーイメージフィールドに画像ファイルのパ
スと名前を入力するか、または選択／参照をクリックしてファイルの場所を手動で指定
します。

• テキストロールオーバーの場合は、テキストを入力して書式設定します。

5 ロールオーバーにハイパーリンクを追加するには、ハイパーリンクフィールドにURLを
入力するか、またはハイパーリンクドロップダウンメニューからURLを選択します。選
択／参照をクリックしてターゲットファイルの場所を手動で指定することもできますが、
この操作を行うと絶対リンクが作成されます。相対リンクを作成するには、ターゲット
ファイルへの相対パスを手動で入力してください。

6 OKをクリックします。ロールオーバーボックスには、交換可能なイメージが入っている

ことを示す アイコン、ロールオーバーに対応していることを示す アイコン、および
（ハイパーリンクを追加した場合には）ハイパーリンクを示す アイコンが表示されま
す。

基本ロールオーバーの編集と削除
ロールオーバーを編集するには、ロールオーバーを含む画像を選択して、アイテム > 基
本ロールオーバー>ロールオーバーの編集を選択します。ロールオーバーダイアログボッ
クスが表示されます。画像の変更やハイパーリンクの編集を行えます。

ロールオーバーからロールオーバー動作を削除するには、ロールオーバーを含む画像ボッ
クスを選択して、アイテム>基本ロールオーバー>ロールオーバーの削除を選択します。

2ポジションロールオーバーの作成
2ポジションロールオーバーでは、エンドユーザーがマウスのポインタを1つのボックス
の上に移動させると、別のボックスにそのロールオーバーイメージが表示されます。エ
ンドユーザーがロールオーバーするボックスは基点ボックスと呼ばれ、ロールオーバー
イメージを表示するボックスはターゲットボックスと呼ばれます。2ポジションロール
オーバーを作成するには、下記の手順に従ってください。

1 基点ボックス（マウスのポインタを置いてロールオーバーを行うためのボックス）とし
て機能するテキストボックスまたは画像ボックスを作成します。テキストボックスを基
点ボックスにする場合は、アイテム > 設定を選択し、書き出し時に画像へ変換をオンに
します。

2 ターゲットボックス（マウスのポインタが基点ボックスに置かれたときにコンテンツを
変化させるボックス）として機能する別のテキストボックスまたは画像ボックスを作成
します。テキストボックスをターゲットボックスにする場合は、アイテム > 設定を選択
し、書き出し時に画像へ変換をオンにします。

3 ターゲットボックスに画像を取り込むか、またはテキストを入力します。これは、ター
ゲットボックスのデフォルトコンテンツです。

4 ターゲットボックスを選択した状態で、アイテム > ロールオーバー > 2ポジションター
ゲットの作成を選択します。基点ボックスに アイコンが表示されます。
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5 ロールオーバーイメージを指定するには、ターゲットボックスに新しい画像を取り込む
か、または新しいテキストを入力します。

6 基点ボックスをターゲットボックスに連結するには、ウェブツールパレットで2ポジショ
ンロールオーバー連結ツールを選択して、基点ボックスをクリックし、次にターゲット

ボックスをクリックします。ターゲットボックスに アイコンが表示されます。

7 追加のターゲットボックスを作成するには、手順2～6を繰り返します。

レイアウトでのロールオーバー画像間の切り替え
基本ロールオーバーまたは2ポジションロールオーバーのターゲットは、1つはデフォル
ト状態用、1つはロールオーバー状態用に、2つの画像がインポートされた画像ボックス
です。ただし、レイアウトで同時に表示できるのは、いずれか1つの画像のみです。レイ
アウトで2つの画像を切り替えるには、基本ロールオーバーまたは2ポジションロールオー
バーのターゲットを含むボックスを選択し、下記のいずれかを実行します。

• 基本ロールオーバーの場合、デフォルト画像を表示するにはアイテム > 基本ロールオー
バー > デフォルトイメージを選択し、ロールオーバー画像を表示するにはアイテム > 基
本ロールオーバー > ロールオーバーイメージを選択します。

• 2ポジションロールオーバーの場合は、アイテム> 2ポジションロールオーバー>表示を
選択してから、メニューアイテムの1つを選択します。

2ポジションロールオーバーボックスから対象を削除する
2ポジションロールオーバーボックスから対象を1つ削除するには、2ポジションロール
オーバーを含むボックスを選択し、アイテム > 2ポジションロールオーバー > ターゲッ
トの消去の順に選択してから、削除する画像を選択します。

2ポジションロールオーバーの連結解除
2ポジションロールオーバーの連結を解除するには、ウェブツールパレットの2ポジショ
ンロールオーバー連結解除ツールを選択し、原形ボックスをクリックしてから対象ボッ
クスをクリックします。

画像マップ

画像マップとは、ウェブページ上の画像のクリック位置に応じて、リンク先URLを変更
できるHTML機能です。画像マップを作成するには、画像を取り込み、ハイパーリンク
とする画像の部分に「ホットエリア」（形状）を描き、ハイパーリンクとホットエリア
を関連付けます。 ホットエリアは書き出し時には不可視ですが、エンドユーザーが画像
のさまざまな部分をクリックするとハイパーリンクが機能します。

イメージマップの作成
イメージマップを作成するには、画像ボックスを選択し、その画像ボックス上にホット
エリアを1つ以上描画します。アクティブな画像ボックスでのホットエリアの作成につい
ては、下記の手順に従ってください。

1 ウェブツールパレットから、イメージマップツールを選択します。選択できるオプショ
ンは、方形イメージマップツール、楕円形イメージマップツール、およびベジエイメー
ジマップツールです。
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方形イメージマップツール、楕円形イメージマップツール、およびベジエイメージマッ
プツール

2 方形イメージマップツール、または楕円形イメージマップツールを使用する場合は、画
像ボックス内から十字ポインタのドラッグを開始します。

3 ベジエイメージマップツールを使用する場合は、クリック（またはクリックしてドラッ
グ）して、多角形の点の位置を決定します。最初のクリックは、必ず画像ボックス内で
行ってください。描画が終了したら、ダブルクリックしてホットエリアのアウトライン
を閉じます。

4 ホットエリアをハイパーリンクにするには、ハイパーリンクパレットで、リンク先また
はアンカーをクリックします。

5 表示 > ガイドを選択して、ホットエリアが適切な場所にあることを確認します。

ホットエリアは、それが含まれている画像ボックスが選択されている場合にのみ表示され
ます。また、ホットエリアは印刷されません。

画像ボックスの境界線を越えるホットエリアを作成することができます。ただし、そのよ
うなホットエリアは、書き出し時にボックスの端で切り取られます（円形のホットエリア
を除く）。

イメージマップの編集
イメージマップの作成後、そのホットエリアの移動、サイズ変更、および削除を行うこ
とができます。イメージマップの編集については、下記の手順に従ってください。

1 イメージマップが含まれている画像ボックスを選択します。

2 ホットエリアが表示されない場合は、表示 > ガイドを選択します。

3 ホットエリアをサイズ変更するには、ホットエリアを選択して、ハンドルの1つをドラッ
グします。

4 ホットエリアを移動するには、境界の内側からドラッグします。

5 ホットエリアを削除するには、ホットエリアを選択して、DeleteキーまたはBackspace
キーを押します。

ホットエリアは、それが作成された画像と一緒に保存されています。画像を複製、移動、
サイズ変更、傾斜または回転する場合は、そこにイメージマップも含まれていることに注
意してください。
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フォーム

HTMLフォームを使用して、インターネットやイントラネット経由でメーリングリスト
への参加や製品の購入、フィードバックの送信を行うことができます。フォームには、
テキストフィールドやチェックボックス、ドロップダウンメニュー、リストを含めるこ
とができます。これらのコントロールを使用して、テキストの入力やパスワードのセキュ
アな送信、ファイルのアップロードを行えます。

フォームについて理解しておくべき重要なことは、フォームは空のままにはできないこ
とです。つまり、フォームを作成したら、そのフォームから送信されるデータを処理す
るサーバーベーススクリプトやアプリケーションも作成する必要があります。このよう
なスクリプトおよびアプリケーションは通常、CGI（Common Gateway Interface）
プロトコルを使用し、PerlやC、Java、AppleScript®などの言語で記述できます。使用
できるプロトコルと言語は、ウェブサーバーソフトウェアと、そのソフトウェアを実行
するプラットフォームによって異なります。

HTMLをウェブサイトの一部として使用する場合は、サードパーティツールを使用して、
サーバーサイドスクリプトやアプリケーションを作成する必要があります。このタスク
へのアプローチ方法についての詳細は、ウェブマスターに問い合わせてください。

フォームを使用して、ウェブサイトの訪問者に関する情報を収集できます。
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フォームボックスの作成
フォームボックスは、HTMLフォームの境界線を指定します。フォームボックスには1つ
以上のフォームコントロールが入っており、非表示フィールドが含まれている場合もあ
ります。フォームボックスを作成するには、下記の手順に従ってください。

1 ウェブツールパレットでフォームボックスツール を選択します。

• ウェブブラウザによってターゲットスクリプトまたはアプリケーションのURLの最後に
フォームデータを添付する場合は、取り込みを選択します。

• ウェブブラウザによってフォームデータを別々のHTTPトランザクションとしてターゲッ
トスクリプトまたはアプリケーションに送信する場合は、Postを選択します。

• フォームと同じフレームまたはウィンドウを指定するには、なしまたは変更なしを選択
します。

• ターゲットを新規の無名ウィンドウとして指定するには、空白を選択します。

• フォームに対して親になるフレームまたはウィンドウとしてターゲットを指定するには、
親を選択します。親ウィンドウがない場合は、（ターゲットフィールドでなしまたは変
更なしが指定された場合のように）フォームデータがフォームと同じウィンドウに表示
されます。

• フレームが配置されていない最初のウィンドウ（通常は、フォームの導入部となるペー
ジ）としてターゲットを指定するには、上揃えを選択します。

• 別のHTMLページが表示されるように指定するには、エラーページを選択し、それから
ページのURLを入力すます。選択／参照をクリックしてターゲットファイルの場所を手
動で指定することもできますが、この操作を行うと絶対リンクが作成されます。相対リ
ンクを作成するには、ターゲットページへの相対パスを手動で入力してください。

• ダイアログボックスに警告が表示されるように指定するには、ダイアログメッセージを
選択し、それからテキストボックスに警告メッセージを入力します。警告に最初の空必
須フィールドの名前を含めるには、<missing field>を使用します。警告が表示されると、
このタグは空の必須フィールドの名前で置き換えられます。

2 OKをクリックします。

ウェブレイアウトの空白エリアでフォームコントロールを作成することによって、フォー
ムを作成することもできます。

フォームボックスを他のフォームボックスに重ねることはできません。

フォームコントロールは、全体がフォームボックスに入っている必要があります。

テキスト、パスワード、非表示フィールドコントロールの追加
テキストコントロールでは、プレーンテキストを入力できます。パスワードコントロー
ルでは、プレーンテキストを入力できますが、入力するテキストは連続するアスタリス
ク（または他の特殊文字）として画面に表示されます。非表示フィールドコントロール
を使用すると、フォームの送信時に値が送信されますが、その値はユーザーの画面に表
示されません。テキスト、パスワード、または非表示フィールドコントロールをフォー
ムに追加するには、下記の手順に従ってください。
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1 テキストフィールドツール を使用して、フォームボックスでテキストコントロールを
作成します。非表示フィールドは、フォームボックス内であればお互いに重なることが
できますが、表示されるフォームコントロールの場合は重なることができません。

2 アイテム > 設定を選択して、フォームタブをクリックします。

3 名前フィールドにテキストコントロールの名前を入力します。

4 種類ドロップダウンメニューからオプションを選択し、フィールドの種類を指定します。

• テキストを1行だけ含むことが可能なコントロールの場合は、テキスト-シングルライン
を選択します。

• 複数行のテキストを含むことが可能なコントロールの場合は、テキスト-マルチラインを
選択します。

• すべての文字がアスタリスクまたは記号として表示されるコントロールの場合は、パス
ワードを選択します。

• フォームと一緒に送信される、ただしエンドユーザーのウェブブラウザに表示されない
コントロールの場合は、非表示フィールドを選択します。非表示フィールドを使用して、
エンドユーザーに表示されないデータを送信できます。非表示フィールドは、セッショ
ンID情報、変数、バリデーションコードなどを格納するために一般に使用されます。非
表示フィールドを選択すると、最大文字数、回り込み、編集不可、および必須情報オプ
ションは使用できません。

5 最大文字数フィールドに数値を入力して、コントロールに設定できる最大文字数を指定
します。

6 回り込みチェックボックスをオンにして、コントロール内の複数行テキストが1つの行か
ら次の行へ自動的に回り込むように指定します（このチェックボックスは種類ドロップ
ダウンメニューでテキスト-マルチラインが選択されている場合のみ使用できます）。

7 エンドユーザーがコントロールのコンテンツを編集できないようにするには、編集不可
をオンにします。

8 値が入っていなければフォームを送信できないように指定するには、必須情報をオンに
します。

9 OKをクリックします。

ボタンコントロールの追加
送信ボタンコントロールを使用して、サーバーの対象スクリプトまたはアプリケーショ
ンにフォームを送信できます。リセットボタンコントロールをクリックすると、フォー
ムのすべてのフィールドとボタンがそれぞれのデフォルト値に戻ります。送信またはリ
セットのボタンコントロールを作成するには、下記の手順に従ってください。

1
ボタンツール を使用して、フォームボックスでボタンコントロールを作成します。

•リセットを選択すると、フォームのフィールドおよびボタンをそれぞれのデフォルト値
に戻すようにボタンコントロールが設定されます。

•送信を選択すると、フォームボックスによって示される対象CGIスクリプトまたはアプリ
ケーションにフォームデータを送信するようにボタンコントロールが設定されます。
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2 OKをクリックします。

3 ボタンにテキストを追加するには、テキストコンテンツツール を使用してボタンをク
リックし、ボタンに表示するテキストを入力します。

ボタンのサイズは、それぞれの名前全体が表示されるように自動的に変更されます。

イメージボタンコントロールの追加
フォームを送信するためのイメージボタンコントロールを作成できます。イメージボタ
ンコントロールを作成するには、下記の手順に従ってください。

1
イメージボタンツール を使用して、フォームボックスでイメージボタンコントロール
を作成します。

2 画像の取り込み（ファイル > 画像の取り込み）を選択して、画像の取り込みダイアログ
ボックスを表示します。イメージボタンコントロールに表示する画像ファイルを選択し、
開くをクリックします。

3 アイテム > 設定を選択して、フォームタブをクリックします。

4 名前フィールドにボタンコントロールの名前を入力します。

5 書き出しタブ（アイテム > 設定）をクリックして、選択したイメージボタンコントロー
ルの書き出しオプションを表示します。

6 OKをクリックします。

ポップアップコントロールメニューとリストコントロールの追加
ポップアップメニューコントロールにより、エンドユーザーはメニューから1つのアイテ
ムを選択できます。リストコントロールでは、メニューから1つ以上のアイテムを選択で
きます。フォームにドロップダウンメニューまたはリストコントロールを追加するには、
下記の手順に従ってください。

1
ポップアップメニューツール またはリストボックスツール を使用して、フォーム
ボックスでリストコントロールを作成します。

• ポップアップメニューの場合はポップアップメニューを選択します。

• スクロール可能なリストの場合にはリストを選択します。

• すでに作成されているメニューを指定するには、メニュードロップダウンメニューでそ
のメニューの名前を選択します。

• メニューを作成するには、新規をクリックします。

2 （リストコントロールのみ）コントロールの1つ以上のアイテムが選択可能なことを示す
には、複数選択可をオンにします。

3 コントロール内で少なくとも1つのアイテムが選択されていなければフォームを送信でき
ないように指定するには、必須情報をオンにします。

4 OKをクリックします。
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ラジオボタンコントロールのグループの追加
ラジオボタンコントロールを使用して、エンドユーザーは一群の値の中から1つの値を選
択できます。エンドユーザーが1つのラジオボタンをオンにすると、グループ内の他のす
べてのラジオボタンはオフになります。フォームにラジオボタンコントロールのグルー
プを追加するには、下記の手順に従ってください。

1
ラジオボタンツール を使用して、フォームボックスで数個のラジオボタンコントロー
ルを作成します。

2 ラジオボタンコントロールの1つを選択してから、アイテム>設定を選択し、フォームタ
ブをクリックします。

3 必要に応じて、種類ドロップダウンメニューからラジオボタンを選択します。

4 同じ名前のラジオボタンコントロールは、同じグループのボタンとみなされます。ラジ
オボタングループに付ける名前を決定し、グループフィールドにその名前を入力します。

5 選択したラジオボタンの値を指定するには、値フィールドに値を入力します。

6 グループに含めるすべてのラジオボタンコントロールを作成および設定するまで、手順2
～5を繰り返します。

7 ラジオボタンコントロールの1つがデフォルトで選択されるようにするには、そのラジオ
ボタンを選択してアイテム > 設定を選択し、フォームタブをクリックして、デフォルト
として使用をオンにします。

8 グループ内のラジオボタンの1つが選択されていなければフォームを送信できないように
指定するには、ラジオボタンコントロールのいずれかを選択し、必須情報をオンにしま
す。1つのラジオボタンコントロールで必須情報をオンにすると、グループに属するすべ
てのラジオボタンコントロールの設定もオンになります。

9 OKをクリックします。

ラジオボタンコントロールの名前を、同じフォーム内のチェックボックスコントロールの
名前と同じにすることはできません。

チェックボックスコントロールの追加
チェックボックスコントロールは、エンドユーザーがオンまたはオフにできます。チェッ
クボックスコントロールを追加するには、下記の手順に従ってください。

1
チェックボックスツール を使用して、フォームボックスでチェックボックスコント
ロールを作成します。

2 アイテム > 設定を選択して、フォームタブをクリックします。

3 タイプドロップダウンメニューでチェックボックスを選択します。

4 名前フィールドにチェックボックスコントロールの名前を入力します。

5 値フィールドにチェックボックスコントロールの値を入力します。

6 ウェブページが初めて開かれたときにチェックボックスがオンになっているように指定
するには、最初にチェックされたをオンにします。
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7 チェックボックスコントロールがオンになっていなければフォームを送信できないよう
に指定するには、必須情報をオンにします。

8 OKをクリックします。

フォームタブでは、チェックボックスコントロールにテキストを追加することはできませ

んが、テキストコンテンツツール でチェックボックスのフォームコントロールが選択
されたときにチェックボックスの横に表示されるテキストを指定できます。

チェックボックスコントロールの名前を、同じフォーム内のラジオボタンコントロールの
名前と同じにすることはできません。

ファイル送信コントロールの追加
ファイル送信コントロールを使用して、エンドユーザーはフォームの送信時にアップロー
ドされるローカルファイルへのパスを指定できます。ファイルパスを入力するか、また
は（フォームコントロールによって作成される）参照ボタンをクリックしてファイルま
で移動できます。ファイル送信コントロールを追加するには、下記の手順に従ってくだ
さい。

1
ファイル選択ツール を使用して、フォームボックスでファイル送信コントロールを作
成します。

2 アイテム > 設定を選択して、フォームタブをクリックします。

3 名前フィールドにファイル送信コントロールの名前を入力します。

4 また、同意するフィールドでは、許容されるMIMEタイプの一覧をカンマで区切って指
定することもできます。

5 必ずフォームデータと一緒にファイルが送信されるように指定するには、必須情報をオ
ンにします。

6 OKをクリックします。

メニュー

メニューは、フォームボックス内のリストコントロールやポップアップメニューコント
ロールに表示されるアイテムのリストです。メニューを利用すれば、ユーザーがオプショ
ンのリストから選択できるようにしたり、各アイテムに対応するURLがあるナビケーショ
ンメニューを作成したりできます。

標準メニューの使用
標準メニューは、HTMLフォームで使用可能なオプションで構成される単純なリストで
す。フォームで送信される値を標準メニューに表示したり、ナビゲーションで標準メ
ニューを使用したりできます。

標準メニューの作成
標準メニューを作成するには、下記の手順に従ってください。
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1 編集 > メニューを選択して、メニューダイアログボックスを表示します。

標準メニューは、メニューダイアログボックスで設定できます。

2 メニューを作成するには、新規をクリックします。メニューの編集ダイアログボックス
が表示されます。

メニューの編集ダイアログボックスを使用して、標準メニューを設定します。

3 メニューをナビゲーションメニューとして指定するには、ナビゲーションメニューをオ
ンにします。エンドユーザーがナビゲーションメニューからアイテムを選択しようとす
ると、ウェブブラウザは、そのアイテムの値として指定されているURLを開こうとしま
す。
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4 選択したメニューにアイテムを追加するには、追加をクリックします。メニューアイテ
ムダイアログボックスが表示されます。

メニューアイテムダイアログボックスには、標準メニューアイテムを設定するためのコ
ントロールが配置されています。

5 名前フィールドに名前を入力します。名前はドロップダウンメニューのアイテムとして
表示されます。

6 値フィールドに値を入力します。値の使用方法は、そのメニューがナビゲーションメ
ニューかどうかによって異なります。

• そのメニューがナビゲーションメニューの場合、アイテムを選択すると、ウェブブラウ
ザは値フィールドで指定されたURLを開こうとします。したがって、ナビゲーションメ
ニューの場合は、値フィールドの値が有効なURLであることを確認してください。

• そのメニューがナビゲーションメニューではない場合、アイテムを選択すると、フォー
ムの送信時に、値フィールドの値が残りのフォームデータと一緒にウェブサーバーに送
信されるだけになります。

7 そのメニュー項目がデフォルトで選択されるように指定するには、デフォルトとして使
用をオンにします。

8 OKをクリックしてメニューアイテムダイアログボックスを閉じます。

9 OKをクリックしてメニューの編集ダイアログボックスを閉じます。

10 保存をクリックしてメニューダイアログボックスを閉じます。

デフォルトアイテムを指定しない場合には、通常、フォームで選択されているメニューま
たはリストの最初のアイテムが表示されます。

標準メニューの使用
ウェブレイアウトの標準メニューを追加するには、フォームボックスを追加する必要が
あります。

• HTMLフォームに値を入力するためにメニューを使用する場合、「ポップアップコント
ロールメニューとリストコントロールの追加」の説明に従って、フォームボックスにメ
ニューを描画します。

• ナビゲーション用のメニューを使用している場合、ウェブツールパレットのポップアッ

プメニューツール またはリストツール を使用して、ページ上にメニューを描画し
ます。QuarkXPressは、自動的にポップアップメニューまたはリストを含むフォームを
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作成しますが、そのフォームはポップアップメニューまたはリストのコンテナとしての
み使用されます。

カスケーディングメニューの使用
カスケーディングメニュー機能を使用すれば、使いやすいユーザーインターフェイスと
視覚効果を備えたウェブ最適化レイアウトを作成できます。カスケーディングメニュー
では、特定のアイテムにマウスポインタを移動するまでメニューアイテムが「非表示」
になるため、デザインを簡略化できます。

カスケーディングメニューの作成
カスケーディングメニューを適用できるようにするには、まずそのメニューを作成する
必要があります。作成するには、下記の手順に従ってください。

1 編集 > カスケーディングメニューを選択します。カスケーディングメニューダイアログ
ボックスが表示されます。

カスケーディングメニューは、カスケーディングメニューダイアログボックスで設定で
きます。

2 新規をクリックします。カスケーディングメニューの編集ダイアログボックスが表示さ
れます。
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カスケーディングメニューの編集ダイアログボックスを使用してカスケーディングメ
ニューを設定します。

3 メニュー名フィールドに、カスケーディングメニューの名前を入力します。

4 メニュープロパティタブで下記の操作を行い、カスケーディングメニューの一般プロパ
ティを設定してください。

•バックグラウンドカラードロップダウンメニューからカスケーディングメニューのカラー
を選択します。

•スタイルシートドロップダウンメニューからカスケーディングメニューのスタイルシー
トを選択します。

•テキストとの間隔フィールドに値を入力して、カスケーディングメニューボックスの端
から、表示されるメニューのテキストまでの距離を指定します。

•メニュー方向エリアで、水平または垂直をクリックしてメニューの読み取り方向を指定
します。

•ボックスエリアで、カスケーディングメニュー全体の幅と縦を指定します。メニューア
イテムまたはサブメニューアイテムの名前の文字数およびフォントサイズに基づいて、
自動値が計算されます。

•ボーダーエリアでは、ラインフィールドでラインの幅を、およびカラードロップダウン
メニューでラインの色を指定します。このラインと色は、カスケーディングメニューボッ
クス全体に適用されます。
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•セパレータエリアでは、ラインフィールドにラインの幅を、カラードロップダウンメ
ニューにセパレータのカラーを入力します。このラインの幅と色は、メニューアイテム
間のセパレータに適用されます。

•アニメーション表示エリアで、効果ドロップダウンメニューからオプションを選択して
メニューを開く方法を決定します。

•アニメーション表示ドロップダウンメニューからなし以外のオプションを選択すると、
速さフィールドがアクティブになります。0～10,000の範囲で値を入力します。速さは
ミリ秒単位で計測されます。

•オフセットフィールドで、XおよびYフィールドに値を入力して、メニューからメニュー
アイテムまでの距離を指定します。

5 メニューアイテムタブでは、メニューアイテムとサブメニューアイテムを指定できます。
メニュー構造エリアで、新規ボタンからメニューアイテムを選択してメニューアイテム
を作成します。

メニューおよびサブメニューのアイテムは、カスケーディングメニューの編集ダイアロ
グボックスのメニューアイテムタブで作成できます。

6 メニューアイテム名フィールドにメニューアイテムの名前を入力します。

7 メニューアイテムのハイパーリンクを指定するには、ハイパーリンクドロップダウンメ
ニューからハイパーリンクを選択するか、ハイパーリンクフィールドにハイパーリンク
を入力します。ハイパーリンクドロップダウンメニューには、URLに関連付けられてい
るハイパーリンクのみが表示されます。
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8 サブメニューアイテムを指定するには、メニュー構造リストからメニューを選択し、新
規ドロップダウンボタンでサブメニューアイテムを選択して、上記の説明に従ってサブ
メニューアイテムを設定します。

9 マウスオーバーメニューアイテムエリアとマウスオーバーサブメニューアイテムエリア
で、フォントドロップダウンメニューからメニューアイテムとサブメニューアイテムの
カラーを、およびバックグラウンドドロップダウンメニューからバックグラウンドのカ
ラーを選択します。

10 OKをクリックし、カスケーディングメニューダイアログボックスで保存をクリックしま
す。

ボックスへのカスケーディングメニューの適用
カスケーディングメニューを作成すると、画像としてエクスポートするように指定した
任意のアイテムにそのメニューを適用できるようになります（アイテム > 設定 > 書き出
し時に画像へ変換）。これには、アイテムを選択してアイテム > カスケーディングメ
ニュー > [カスケーディングメニューの名前]を選択します。

カスケーディングメニューの削除
ボックスからカスケーディングメニューを削除するには、ボックスを選択し、アイテム>
カスケーディングメニュー > カスケーディングメニューの消去の順に選択します。カス
ケーディングメニューがボックスから削除され、ボックスのコンテンツは影響を受けず
にそのまま残ります。

ボックスからカスケーディングメニューを削除しても、プロジェクトからカスケーディン
グメニューが削除されるわけではありません。プロジェクトからカスケーディングメニュー
を削除するには、編集メニューのカスケーディングメニューダイアログボックスを使用し
ます。

ウェブレイアウトのテーブル

印刷レイアウトと同様に、ウェブレイアウトにもテーブルを作成できます。ただし、下
記の機能は印刷レイアウトでのみ使用可能で、ウェブレイアウトでは機能が変更されて
いるか、使用できない場合があります。

• セルバックグラウンドでのブレンド。

• ウェブセーフカラーが選択されている場合の、バックグラウンドのシェードパーセント
値。

• グリッドラインでのダッシュおよびストライプ。

• グリッドラインの太さの変更。

• 1行目のベースライン、最小、オフセット、および段落間最大値の値。

•複数テキストとの間隔値。

•全面にテキストの回りこみ。

• テキストに適用される水平フリップ／垂直フリップ。

• セル内で回転または傾斜されたテキスト。
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ウェブレイアウトでこれらの機能を使用する場合、テーブルまたはテーブルの一部のセ
ルをラスタライズする必要があります。

• テーブル全体をラスタライズするには、アイテム > 設定を選択し、書き出し時にテーブ
ルを画像変換をオンにします。このタブのオプションについての詳細は、この章の前半
で説明した「ウェブレイアウトの画像要素」を参照してください。

•
1つのセルをラスタライズするには、コンテンツツール でそのセルを選択し、ア
イテム > 設定でセルタブをクリックし、さらに画像として書き出しをオンにします。

メタタグ

メタタグには、ウェブページに関する情報が含まれています。ウェブブラウザでは表示
されませんが、ウェブレイアウトにメタタグを追加すれば、サーチエンジンによるペー
ジへの索引付けが容易になります。

メタタグは、メタタグセットに保存されます。メタタグセットは、ウェブレイアウトペー
ジに関連付けることができます。そのページをHTMLとしてエクスポートすると、エク
スポートしたページにはメタタグセットのすべてのタグが含まれています。

メタタグは、<title>または<body>などのHTML要素です。最も一般的に使用されるメタ
タグには、nameとcontentという2つの属性があります。name属性は、メタタグの種
類を識別し、content属性にはメタタグの一意の値が含まれます。

さまざまなメタタグを使用できます。ただし、最も一般的に使用される2つのメタタグ
は、下記のとおりです。

• <meta name="description">:このメタタグのcontent属性は、一部のサーチエンジン
で読み込まれて表示されます。

• <meta name="keywords">:このメタタグのcontent属性は、一部のサーチエンジンで
使用され、ページのクラス分けに役立ち、キーワード検索で使用で来ます。

特定のメタデータおよびその値についての詳細は、HTMLリファレンスブックを参照して
ください。

メタタグセットの作成
メタタグセットを作成するには、下記の手順に従ってください。

1 編集 > メタタグを選択します。メタタグダイアログボックスが表示されます。

2 新規をクリックします。メタタグセットの編集ダイアログボックスが表示されます。

3 名前フィールドにメタタグセットの名前を入力します。

4 追加をクリックします。新規メタタグダイアログボックスが表示されます。

5 ダイアログボックス内のコントロールを使用し、下記の操作を行って新規メタタグを設
定します。

•メタタグドロップダウンメニューを使用してメタタグの属性タイプを選択するか、また
はメタタグフィールドに属性を入力します。
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•名前ドロップダウンメニューとフィールドを使用して、メタタグフィールドで選択した
メタタグ属性タイプに関連付ける値を指定します。

•コンテンツフィールドにメタタグのコンテンツを入力します。コンテンツフィールド内
のコンテンツのまとまりは、カンマで区切ってください。

6 OKをクリックして新しいメタタグを保存します。

7 必要なメタタグをすべて追加したら、OKをクリックしてメタタグセットの編集ダイアロ
グボックスを閉じます。

8 保存をクリックして変更内容を保存し、メタタグダイアログボックスを閉じます。

メタタグセットは、メタタグダイアログボックスで設定できます。

ウェブプロジェクトごとに再使用およびカスタマイズ可能なデフォルトのメタタグセット
を作成するには、プロジェクトが開かれていないときにメタタグセットを作成します。

ウェブページのメタタグセットの指定
メタタグセットをウェブページに関連付けるには、ページ > ページプロパティの順に選
択し、さらにメタタグセットドロップダウンメニューでメタタグセットを選択してから、
OKをクリックします。

ウェブページのプレビュー

ウェブレイアウトは、QuarkXPressとウェブブラウザで異なって見えることがあります。
また、ウェブブラウザ間でも異なって表示される場合があるだけでなく、同じウェブブ
ラウザでもプラットフォームが異なると表示が異なることもあります。QuarkXPressで
は、ファイルをエクスポートする前に、好みのブラウザでHTMLページを簡単にプレ
ビューできるようになっています。

ブラウザでアクティブウェブレイアウトをプレビューする方法は2つあります。
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• レイアウトウィンドウの下部にあるHTMLプレビューボタン をクリックします。

• レイアウトウィンドウの下部にあるHTMLプレビュードロップダウンメニュー からオ
プションを選択します。

プレビュー用のブラウザの指定
QuarkXPressのインストール時には、コンピュータのデフォルトのHTMLブラウサが自
動的にウェブレイアウトのプレビュー用ブラウザとして選択されます。別のHTMLブラ
ウザを指定してレイアウトウィンドウ下部のドロップダウンメニューで使用できるよう
にすると、ウェブページを別のブラウザで簡単にプレビューできます。ウェブページを
プレビューするためのブラウザのリストの作成については、下記の手順に従ってくださ
い。

1 QuarkXPress／編集メニューの環境設定ダイアログボックスを開き、左側にあるリスト
からブラウザをクリックして、ブラウザペインを表示します。

2 追加をクリックして、ブラウザの選択ダイアログボックスを表示します。

3 ウェブブラウザに移動してリストから選択し、開くをクリックします。選択したブラウ
ザが、ブラウザペインのブラウザリストに追加されます。

4 このブラウザをQuarkXPressウェブレイアウトのプレビュー用デフォルトブラウザにす
る場合は、追加したブラウザの左側の列をクリックして、その列がオンになっているこ
とを確認します。

5 OKをクリックします。

ウェブページの書き出し

見栄えの良いウェブページをQuarkXPressウェブレイアウトとして作成できます。ウェ
ブページを公開する前に、HTMLフォーマットでウェブレイアウトを書き出す必要があ
ります。

HTMLを作成したときに、出力されるファイルのサイズが大幅に小さくなります（50%
以上）。QuarkXPressでは、複数の最適化手法を使用して複数回の画像のアップロード
を回避するとともに、JPG形式またはPNG形式のうちサイズの小さい方を判別するスマー
トな方法を使用しています。

書き出しの準備
ページの書き出しを行う前に、下記の操作を行ってください。

1 環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress/編集メニュー）のウェブレイアウト > 一
般ペインを表示します。

2 ファイルの書き出し先を指定するには、サイトルートディレクトリフィールドにローカ
ルファイルシステムのディレクトリへのパスを入力するか、選択／参照をクリックして、
ターゲットフォルダを手動で指定します。

3 ウェブレイアウトの書き出しを行うと、書き出したHTMLページに含まれる画像ファイ
ルが、自動的にサイトルートディレクトリのサブディレクトリに配置されます。このサ
ブディレクトリの名前を指定するには、名前をイメージ書き出しディレクトリフィール
ドに入力します。
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4 レイアウトをプレビューして、目的のレイアウトになっていることを確認してください
（「ウェブページのプレビュー」を参照）。

ウェブページの書き出し
アクティブなウェブレイアウトの、HTMLページとしての書き出しについては、下記の
手順に従ってください。

1 ファイル > 書き出し > HTML形式のレイアウト、XHTML 1.1形式のレイアウト、また
は XSLT 1.0形式のレイアウトを選択します。HTMLの書き出しダイアログボックスが
表示されます。

HTMLの書き出しダイアログボックスを使用して、書き出しを行うウェブレイアウトを
フォーマットするためのオプションを選択します。

2 書き出しを行うファイルを保存するフォルダに移動します。このフォルダは、環境設定
ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）のウェブレイアウト > 一般ペイ
ンのサイトルートディレクトリフィールドで指定したフォルダと同じでなくても構いま
せん。

3 書き出し形式ドロップダウンメニューで、下記のオプションから選択します。

•HTML：HTML 4.0 変換可能形式でページを書き出します。これは、既存のブラウザと
の互換性を最大にする場合に適したオプションです。

•XHTML 1.1：XHTML 1.1形式でページを書き出します。XHTML 1.1形式に準拠し、
XMLファイルとしても有効なHTMLファイルを作成する場合は、このオプションを選択
します。この形式は、現在すべてのブラウザでサポートされているわけでないことに注
意してください。
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•XSLT：XMLノードを含むXSLファイルで、XSL変換を実行します。これらのXSL変換
を、XSLTプロセッサを使用してXMLに適用すると、HTMLファイル（XHTML 1.1準
拠）が生成され、ウェブブラウザウィンドウでXMLデータを表示できます。

4 ページフィールドにページ範囲を入力するか、ページドロップダウンメニューからオプ
ションを選択します。

5 エンコーディングドロップダウンメニューからオプションを選択します。

• 複数のエンコーディング（複数言語で複数のフォントが使用されている場合など）を使
用する文字が含まれるページを書き出す場合は、Unicode (UTFx)を選択します。

• 単一のエンコーディング（1つの言語で1つのフォントのみを使用する場合など）のみを
使用するページを書き出す場合は、その言語に対応したエンコ－ディングをドロップダ
ウンメニューから選択します。

6 外部CSSファイルチェックボックスをオンにして、書き出したウェブレイアウトのスタイ
ル情報をCSS（カスケーディングスタイルシート）ファイルとして書き出しフォルダに
保存するよう指定します。

7 最初に書き出したページをデフォルトのブラウザに表示するには、ブラウザを起動チェッ
クボックスをオンにします。

8 書き出しをクリックします。
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多言語の使用

QuarkXPressは、複数の言語設定で使用できます。言語設定でサポートされていれば、
次の機能を使用できます。

• サポートされている文字言語を使用するプロジェクトを開いて編集する。文字言語とは、
属性の1つで、テキストに適用してそのテキストで使用する自動ハイフンとスペルチェッ
クのルールを指定することができます。文字言語は文字レベルで適用できます。そのた
め、1つの文で2つの言語が使用されていても、各単語に対して正しくハイフネーション
とスペルチェックを行うことができます。詳細は、「文字言語の適用」を参照してくだ
さい。

• ユーザーインターフェイスとキーボードコマンドをサポートされている表示言語に変更
する。表示言語とは、アプリケーションメニューやダイアログボックスで使用される言
語のことです。表示言語はユーザーインターフェイスにのみ影響します。スペルチェッ
クや自動ハイフンには影響しません。詳細は、「表示言語の変更」を参照してください。

QuarkXPressのすべての言語版で、CJK機能を使用するプロジェクトを開く、表示する、
および出力することが可能です。ただし、CJK機能を使用するテキストを編集できるのは
QuarkXPressのCJK版のみです。

文字言語の適用

文字言語属性は、スペルチェックに使用される辞書および自動ハイフンに使用されるルー
ルと例外を決定します。複数の言語を使用するテキストのスペルをチェックする場合、
各単語が、割り当てられた言語辞書を使用してチェックされます。複数の文字言語を使
用するプロジェクトで自動ハイフンが有効な場合、各単語には、その言語の該当する自
動ハイフンルールと例外ハイフンを使用してハイフネーションが行われます。

テキストに文字言語を適用するには、文字属性ダイアログボックス（スタイル > 文字）
にある言語ドロップダウンメニューを使用します。文字言語は、スタイルシート、また
はメジャーパレットの文字属性ペインを使用して適用することもできます。

表示言語の変更

表示言語を指定するには、編集 > 表示言語サブメニューからオプションを選択します。
メニュー、ダイアログボックス、およびパレットが選択した言語に変更されます。キー
ボードコマンドは表示言語に基づいています。

QuarkXPressの各言語版には、表示言語機能がないものもあります。
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表示言語が、自動ハイフンとスペルチェックに影響を与えることはありません。
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XTensionsソフトウェア

XTensionsモジュールを使用して、実行するほぼすべてのアクティビティを拡張するパ
レット、コマンド、ツール、およびメニューなどの機能を追加できます。

XTensionsモジュールの使用

QuarkXPressには、本章に記載されているデフォルトのXTensionsモジュールのセット
が同梱されています。また、Quarkまたはサードパーティによって開発されたその他の
XTensionsソフトウェアをインストールすることもできます。

多くのXTensionsには、2つの要素があります。1つはXTensionsモジュールの機能用の
ファイルで、もう1つはユーザーインターフェイス用のファイルです。ユーザーインター
フェイスのモジュールの名前は、通常、最後が「UI」です。ユーザーインターフェイス
のないXTensionsモジュールには、UIファイルは必要ありません。

XTensionsモジュールのインストール
XTensionsモジュールをインストールするには、アプリケーションフォルダ内
の"XTensions"フォルダにモジュールを配置します。新たにインストールされたXTensions
モジュールは、次回起動時に読み込まれます。

XTensionsの有効化と無効化
メモリ不足のときに、またはトラブルシューティング時に、XTensionsモジュールを無
効にする場合があります。XTensionsモジュールを有効化または無効化するには、まず、
補助>XTensionsマネジャーを選択し、XTensionsマネジャーダイアログボックスを表
示します。
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XTensionsマネジャーダイアログボックスを使用して、XTensionsモジュールを有効化
および無効化できます。

モジュールを有効化するには、使用するコラムのモジュール名の横にあるボックスをオ
ンにします。モジュールを無効化するには、このボックスをオフにします。この変更は、
アプリケーションの次回起動時に適用されます。

XTensionsセットの使用
XTensionsモジュールの特定のグループを頻繁に有効化および無効化する場合、XTensions
セットを作成して、これらのグループを簡単に切り替えることができます。

XTensionsグループを作成するには、まず、XTensionsマネジャーダイアログボックス
（補助メニュー）を表示して、グループに含めるXTensionsモジュールを有効にします。
次に、新規保存をクリックして、グループの名前を入力します。このグループに切り替
える場合は、XTensionsマネジャーダイアログボックスを表示し、セットドロップダウ
ンメニューからメニューそのグループの名前を選択します。

また、その他のユーザーとXTensionsセットを共有する場合には、取り込みおよび書き
出しボタンを使用して、XTensionsセットを取り込みおよび書き出しすることもできま
す。

CustomBleed Xtensionsソフトウェア

ブリードとは、完成したページのエッジまで印刷されているアイテムを指す用語です。
CustomBleed XTensionsソフトウェアは、ユーザーがアイテムのブリードをさらに制
御できるように、QuarkXPressにブリードの拡張機能を提供します。

QuarkXPressでブリードを作成するには、ページのエッジがペーストボードまではみ出
るアイテムを作成し、ページのエッジ外のどこまでの領域を印刷するかを指定します。
ブリードには下記の3種類があります。

•均等ブリードは、レイアウトページの各エッジからそれぞれ同じ距離だけはみ出します。

•不均等ブリードは、ページの各エッジに異なるブリードの量を指定します。
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•ページアイテムブリードは、ページのエッジからはみ出るすべてのアイテムをそのまま
印刷します。

ブリード方形は、ブリードがページの境界からはみ出る距離で、ユーザーが入力するブ
リード値によって定義されます。たとえば、2パイカの均等ブリードを作成する場合、ブ
リード方形は、そのページの各エッジから2パイカ以内を取り囲みます。カスタムブリー
ド機能によってブリード方形が自動的に作成されますが、その領域内にアイテムを自動
的にはみ出さないことに注意することが重要です。ブリードを作成するには、レイアウ
トページのエッジからはみ出るように、ユーザーがアイテムの位置を設定する必要があ
ります。

フィルムにレイアウトを出力する前に、レイアウトをプレビューし、ブリードが期待どお
りに出力されることを確認してください。ファイル > 印刷 > 概要を選択します。右上の
画像ページアイコンには、レイアウトの最初のページのブリード領域が表示され、レイア
ウトまたはブリードが印刷可能領域の外側にあるかどうかが示されます。レイアウトサイ
ズと印刷可能領域を比較するときに、レイアウトの大きさにブリード領域を必ず追加しま
す。

カスタムブリードの使用
Custom Bleeds XTensionsソフトウェアを使用して、印刷するとき、EPSファイルとし
てページを保存するとき、PDFファイルとしてレイアウトを書き出すとき、およびPPML
フォーマットでレイアウトを書き出すときに、ブリードを作成できます。この手順は、
これらの出力オプションの手順に似ていますが、一部のブリードのオプションは、特定
の出力方法でのみ利用できます。

•印刷：ブリードの種類ドロップダウンメニューは、印刷ダイアログボックスのブリード
ペインにあります。

• EPS：ブリードの種類ドロップダウンメニューは、EPSファイルでページ保存ダイアログ
ボックスにあります。EPSファイルとしてページを保存するとき、ページアイテムおよび
ブリード限度でクリップオプションは使用できません。これは、これらのオプションに
よって、ページからはみ出すアイテムを含める境界ボックスが作成されるためです。こ
のため、レイアウト内で、各ページに異なる境界ボックスが作成される可能性があり、
出力が不正確になる場合があります。

• PDF：ブリードの種類ドロップダウンメニューは、PDFとして書き出しダイアログボッ
クスにあります。

ブリード限度でのクリップの使用
均等または不均等なブリードを作成するとき、ブリード限度でクリップチェックボック
スを使用して、クリップアイテムにブリード値を使用するかどうかを定義できます。

•ブリード限度でクリップをオンにすると、QuarkXPressは、少なくとも部分的にブリー
ド方形内にあるすべてのレイアウトページアイテムおよびペーストボードアイテムを印
刷し、クリップアイテムにブリード値を使用します。

•ブリード限度でクリップをオフにすると、QuarkXPressは、少なくとも部分的にブリー
ド方形内にあるすべてのレイアウトページアイテムおよびペーストボードアイテムを印
刷し、印刷デバイスの印刷可能領域の限度をはみ出さないかぎり、これらのアイテムを
クリップしません。ブリード方形内にないペーストボードアイテムは印刷されません。
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ペーストボード上にアイテムを保存する場合は、均等または不均等なブリードを使用する
ときに必ずブリード方形の外側にアイテムが配置されるようにします。これらのアイテム
がブリード方形の内側にある場合、ペーストボードアイテムは最終的な出力に印刷されな
い場合があります。

DejaVu XTensionsソフトウェア

DejaVu XTensionsソフトウェアは、ファイルメニューの下部またはファイル > 開くサ
ブメニューの階層メニューとして、最近開かれたプロジェクトのリストを追加します。
このリストによって、より迅速かつ簡単に、プロジェクトにアクセスできます。DejaVu
を使用すると、テキストおよび画像を取得するためのデフォルトフォルダ、およびプロ
ジェクトを開いて保存するためのデフォルトフォルダを指定することもできます。

ファイルリスト機能は、ファイルメニューの下部に、またはファイル>開くサブメニュー
の階層メニューとして、最近開かれたプロジェクトのリストを追加します。最近編集お
よび保存した3つから9つのファイルを表示するように選択できます。ファイルリスト設
定を変更するには、環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）の
ファイルリストペインにあるコントロールを使用します。

デフォルトパス機能を使用して、開く、取り込み、保存、および新規保存のファイルメ
ニューコマンドに使用するデフォルトフォルダを指定します。

デフォルトパス機能は、ユーザーがデフォルトパスを指定するまで機能しません。そのた
めには、環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）のデフォルトパ
スペインを表示します。ファイルメニューコマンド用にデフォルトパスを指定すると、そ
のコマンドを実行するときは常にアプリケーションでそのパスが使用されます。

Drop Shadow XTensionsソフトウェア

Drop Shadow XTensionsソフトウェアを使用すると、レイアウトのアイテムおよびテ
キストに、自動的に羽根付きドロップシャドウを適用できます。

アクティブなアイテムにドロップシャドウ効果を適用するには、メジャーパレットのド
ロップシャドウタブを使用する方法と、設定ダイアログボックス（アイテムメニュー）
のドロップシャドウペインを使用する方法があります。いずれの方法においても、オプ
ションは下記のとおりです。

•角度フィールド：180°から-180°の値（増分0.001）を入力し、ドロップシャドウを
作成する「光源」の角度を指定します。

•角度を同期チェックボックス：これをオンにすると、この機能がオンにされたレイアウ
ト内のその他のドロップシャドウに、角度を同期します。角度を同期がオンにされたド
ロップシャドウの角度値を変更すると、このボックスがオンにされたすべてのドロップ
シャドウが同期されます。

•距離フィールド：アイテムのオフセット値を入力します。ドロップシャドウのオフセッ
トは、アイテムの境界ボックスの左上の角から測定されます。

•縮小率フィールド：0から1,000%の値を入力し、元のアイテムに比例するドロップシャ
ドウのサイズを指定します。
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•ぼかしフィールド：値を入力して、ドロップシャドウのエッジのぼかしを指定します。
値が大きいほど、エッジのぼかし効果が大きくなります。

•傾斜フィールド：-75°から75°の値を入力し、特定の角度でドロップシャドウを傾斜し
ます。

•カラー、シェード、および不透明度：ドロップダウンメニューからカラーを選択し、
フィールドに値を入力して、ドロップシャドウのカラー、シェード、および不透明度を
指定します。

•ドロップシャドウを重ねる：この設定は、シャドウとそのバックグラウンドをどのよう
に連結するかを制御します。このボックスをオンにすると、シャドウのカラーまたは「乗
算」ブレンドモードを使用するカラーは、バックグラウンドと連結し、より暗くなりま
す（オーバープリントに類似した効果です）。このボックスをオフにすると、バックグ
ラウンドのカラーはシャドウのカラーと連結し、画面上に表示される中間シェードを作
成します。通常、このボックスは、シェードまたは不透明度の設定に関係なくシャドウ
が黒である場合にはオンにし、より明るいカラーである場合にはオフにします。

•アイテムの不透明度を継承する：これをオンにすると、ボックスのバックグラウンドと
フレームで不透明度が違うように、アイテムによって異なる不透明度をドロップシャド
ウに適用します。

•アイテムがドロップシャドウに優先：これをオンにすると、ボックスからシャドウが透
過しないようにするなど、シャドウがアイテムの半透明領域から透過表示されないよう
にします。

•ドロップシャドウに回り込み：これをオンにすると、回り込みタブ（アイテム > 設定）
で指定したテキスト回り込みの輪郭にドロップシャドウを含めます。回り込み外部値は、
ドロップシャドウのエッジから測定されます。たとえば、テキストがドロップシャドウ
を使用して方形の本文抜粋見出し周囲に回り込んできる場合、ドロップシャドウに回り
込みがオンになっていると、テキストはドロップシャドウに重なりません。

ドロップシャドウ付きのテキストを作成するには、バックグラウンドがなしになっている
ボックスにテキストを配置し、そのボックスにドロップシャドウを適用します。

複数のグループ化されていないアイテムにドロップシャドウを適用すると、アイテムが重
なる場合に、アイテムは相互にシャドウをかけることができます。ただし、グループにド
ロップシャドウを適用すると、そのグループ全体に1つのシャドウが適用されます。

Full Resolution Preview XTensionsソフトウェア

Full Resolution Preview XTensionsソフトウェアを使用すると、QuarkXPressは、画
像ファイルの高解像度で画面上に画像を表示できます。この機能では、ピクセル化せず
にイメージを縮小または拡大することができます（ソースイメージに拡大に十分な高解
像度が設定されている場合）。

Full Resolution Preview XTensionsによる出力への影響はなく、画面プレビューのみに
影響します。

高解像度プレビュー機能は、個別の画像に適用できます。また、この機能が1つまたは複
数の画像に適用されているレイアウトに対して、機能を有効化または無効化することも
できます。
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アクティブな画像ボックスの画像に高解像度プレビュー機能を適用するには、アイテム>
表示解像度 > 高解像度を選択します。

レイアウトで高解像度プレビュー機能を有効化または無効化するには、表示 > 高解像度
プレビュー表示を選択します。この機能を有効にすると、高解像度で表示するように設
定されている画像はその設定どおりに表示されます。この機能を無効にすると、画像に
高解像度プレビューが適用されているかどうかに関係なく、すべての画像はノーマルプ
レビュー解像度で表示されます。

印刷ダイアログボックス（ファイル > 印刷 > 画像 > 出力）で低解像度を指定する場合、
そのレイアウト内の、高解像度で表示するように設定されている画像を含むすべての画
像は低解像度で印刷されます。

高解像度プレビューは、BMP、PCX、GIF、PICT、およびWMFファイルフォーマット
で機能するように設計されていません。

レイアウトで作業する間、高解像度プレビュー機能を無効にするには、表示 > 高解像度
プレビューを選択します。

Guide Manager Pro XTensionsソフトウェア

Guide Manager Proを使用すると、オンスクリーンガイドの作成および編集において精
度の高い制御を行えます。ガイドの位置、水平または垂直方向、ページまたはスプレッ
ド全体への適用、表示カラー、およびガイドが表示されるときの表示倍率を指定できま
す。ガイドの編集、コピー、ペースト、ガイドの左右反転、グリッドおよびガイドの行
と列の作成、ボックスからのガイドの作成、ブリードおよびセーフティガイドの追加を
行えます。

このXTensionsによって、QuarkXPressにガイドパレット（ウィンドウメニュー）が追
加されます。

「ガイドの使用」を参照してください。

ガイドパレットの使用
ガイドパレットによって、ガイドを強力に操作できます。

QUARKXPRESS 9.5.1ガイド | 447

XTENSIONSソフトウェア



ガイドパレット

ガイドパレットは下記のとおり機能します。

• パレット上部全体を左から右まで制御します。新規ガイドの作成、ガイドの左右反転、
水平ガイドの表示、垂直ガイドの表示、現在のガイドのみの表示、およびガイドの削除
を行えます。

• 属性でガイドを並べ替えるには、並べ替える属性の列の見出しをクリックします。

• パレットに情報の列を追加するには、列のリストの右側にある列選択ボタンからオプショ
ンを選択します。

•スプレッド列に、レイアウトのページ番号またはスプレッド番号が表示されます。ペー
ジまたはスプレッドを表示するには、スプレッド列でそのスプレッドをクリックします。
パレットにスプレッドのガイドを表示するには、スプレッドの隣の矢印をクリックしま
す。ガイドを編集するには、そのガイドをダブルクリックします。

• 編集オプションのコンテキストメニューを表示するには、各列でControlキー+クリック
／右クリックします。たとえば、ガイド列のコンテキストメニューには、ガイドをカッ
ト、ガイドをコピー、ガイドをペースト、ガイドを削除、およびすべてのガイドを選択
オプションが含まれます。

パレットメニューのオプションについての詳細は、「ガイドパレットメニュー」を参照
してください。

ガイドがオンスクリーンで表示されているかどうかに関係なく、下記のように、ガイド
パレット（ウィンドウメニュー）でこれらを使用できます。

• ページまたはスプレッドのガイドを表示するには、ガイド列のそのページまたはスプレッ
ドの隣にある矢印をクリックします。

• すべてのページまたはスプレッドのガイドを表示するには、スプレッドの隣にある矢印
をOptionキー／Altキー+クリックします。

• 垂直または水平ガイドのみを表示するには、パレットメニューから垂直ガイドを表示ま
たは水平ガイドを表示を選択します。すべてのガイドを表示するには、両方を選択しま
す。
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• ページガイドのみ（単一行に制限された水平ガイド）またはスプレッドガイドのみ（ス
プレッド内のすべてのページを含む水平ガイド）を表示するには、パレットメニューか
らページガイドを表示またはスプレッドガイドを表示を選択します。すべてのガイドを
表示するには、両方を選択します。

• プロジェクトウィンドウに表示されるページまたはスプレッドにガイドのみを表示する
には、パレットメニューから現在のガイドのみを表示を選択します。

ガイドパレットメニュー
ガイドパレットメニューには、下記のオプションが含まれます。

•新規ガイド：新規ガイドを作成できます。「Guide Manager Proを使用したガイドの作
成」を参照してください。

•ガイドをカット：選択されたガイドを切り取ります。

•ガイドをコピー：選択されたガイドをクリップボードにコピーします。

•ガイドをペースト：アクティブなページまたはスプレッドに、現在クリップボードに保
存されたガイドをペーストします。

•すべて選択：アクティブなページまたはスプレッドのすべてのガイドを選択します。

•ガイドを左右反転：ページまたはスプレッドの反対側に、選択したガイドをコピーしま
す。

•ガイドを削除：選択したガイドを削除します。

•グリッドの作成：グリッドを作成できます。「Guide Manager Proを使用したグリッド
の作成」を参照してください。

•行と列の作成：ガイドの行と列を作成できます。「ガイドの行と列の作成」を参照して
ください。

•ボックスからのガイドの作成：ボックスからガイドを作成できます。「Guide Manager
Proを使用したガイドの作成」を参照してください。

•ブリードとセーフティガイドの作成：ブリードおよびセーフティガイドを作成できます。
「ブリードとセーフティガイドの作成」を参照してください。

•垂直ガイドを表示／隠す：垂直ガイドを表示する、または隠します。

•水平ガイドを表示／隠す：水平ガイドを表示する、または隠します。

•ページガイドを表示／隠す：アクティブなページのガイドを表示する、または隠します。

•スプレッドガイドを表示／隠す：アクティブなスプレッドのガイドを表示する、または
隠します。

•ガイド前面：ページコンテンツの前とページコンテンツの後ろのいずれかにガイドおよ
びページグリッドを切り替えます。

•ガイドへの吸着：ガイドへの吸着機能をオンまたはオフにします。

•ガイド吸着距離：ガイドへの吸着機能のガイド吸着距離を制御します。

•カラーの編集：Guide Manager Proで作成されたガイドに利用できるカラーを編集でき
ます。

•取り込み：書き出されたガイドファイルのガイドを取り込みます。

•書き出し：別のファイルにガイドを書き出します。
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「ガイドの使用」も参照してください。

Guide Manager Proを使用したガイドの作成
Guide Manager Proでは、2つの方法によってガイドを作成します。

• Guide Manager Proを使用して数的にガイドを作成するには、ガイドパレットの上部に
ある新規ガイドの作成ボタンをクリックするか、パレットメニューから新規を選択しま
す。ガイド属性ダイアログボックスを使用して、ロケーション、効果、およびガイドタ
イプを指定します。また、ガイドが表示される表示倍率を指定することもできます（デ
フォルト値の0%で、ガイドは常に表示されます）。ガイドの色を選択し、マウスでガイ
ドが移動できないようにガイドをロックするかどうかを指定します。プレビューをクリッ
クしてガイドを作成する前に画面上で確認し、OKをクリックします。

ガイド属性ダイアログボックス

ガイド属性ダイアログボックスは、レイアウトの既存のガイドをダブルクリックして表示
することもできます。

• ボックスの境界から自動的にガイドを作成するには、ボックスを選択してから、パレッ
トメニューからボックスからのガイドの作成を選択します。ボックスからのガイドの作
成コントロールを使用して、ボックスの上、下、左、および右に配置されるガイドの位
置を調整します。その他のコントロールもガイド属性ダイアログボックスと同様に機能
します。
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ボックスからのガイドの作成は、任意の図形ボックスの方形境界周囲にガイドを作成す
るためのオプションを提供します。

Guide Manager Proを使用したグリッドの作成
Guide Manager Proを使用すると、ページおよびスプレッドに、均等間隔のガイドのグ
リッドを素早く作成することができます。

Guide Manager Proによって、このようなグリッドを簡単に作成できます。

アクティブなページまたはスプレッドへのグリッドの作成については、下記の手順に従っ
てください。

1 ガイドパレットメニューからグリッドの作成を選択します。
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グリッドの作成コントロール

2 グリッドライン領域で、水平方向または垂直方向をオンにします。

3 マージン内などの特定の位置からガイドを開始する場合は、始点または終点フィールド
をオンにし、ページのエッジからガイドの始点および終点までの距離を入力します。

4 均等間隔のガイドを作成するには、数を選択し、フィールドに配置するガイドの数を入
力します。特定の距離間隔でガイドを作成するには、ガイド間の距離を選択して、フィー
ルドに距離を入力します。

5 ガイド属性ダイアログボックスを使用するときに、種類、範囲、カラー、表示倍率およ
びロックコントロールを使用します（「Guide Manager Proを使用したガイドの作成」
を参照してください）。

6 プレビューをクリックしてグリッドをオンスクリーンで確認し、OKをクリックします。

行と列の作成
Guide Manager Proでは、コラム間隔を使用して、均等間隔のガイドの行と列を作成で
きます。アクティブなページまたはスプレッドにおけるガイドの行と列の作成について
は、下記の手順に従ってください。

1 ガイドパレットメニューから行と列の作成を選択します。
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行と列の作成ダイアログボックス

2 行数フィールドに水平方向の行の数を入力します。行間を空けるには、コラム間隔フィー
ルドに値を入力します。

3 列数フィールドに垂直方向の列の数を入力します。列間を空けるには、コラム間隔フィー
ルドに値を入力します。

4 マスターガイド内にガイドを作成するには、マージンをクリックします。作成しない場
合は、ページの境界を選択された状態にします。

5 ガイド属性ダイアログボックスを使用するときに、種類、範囲、カラー、表示倍率およ
びロックコントロールを使用します（「Guide Manager Proを使用したガイドの作成」
を参照してください）。

6 プレビューをクリックしてガイドをオンスクリーンで確認し、OKをクリックします。

ブリードとセーフティガイドの作成
ブリードやセーフティガイドが必要な場合、ページサイズを変更したり、独自のガイド
を描画したりせずに、Guide Manager Proを使用してブリードやセーフティガイドを追
加することができます。
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ここでは、赤のブリードガイドが、ページから9pt外側に配置されており、緑のセーフ
ティガイドが、ページから9pt内側に配置されています。

アクティブなページでのブリードとセーフティガイドの作成については、下記の手順に
従ってください。

1 ガイドパレットメニューからブリードとセーフティガイドの作成を選択します。

2 ブリードガイドについては、ブリードをオンにし、ページ外側にどれくらいの距離でガ
イドを配置するかを指定するコラム間隔フィールドに値を入力して、カラーメニューか
らオプションを選択します。

3 セーフティガイドについては、セーフティをオンにし、ページの内側にどれくらいの距
離でガイドを配置するかを指定するコラム間隔フィールドに値を入力して、カラーメ
ニューからオプションを選択します。

4 ガイド属性ダイアログボックスを使用するときに、表示倍率およびロックコントロール
を使用します（「Guide Manager Proを使用したガイドの作成」を参照してください）。

5 複数のページにブリードおよびセーフティガイドを適用するには、スプレッド範囲コン
トロールを使用します。
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ブリードおよびセーフティガイドは、マスターページおよびレイアウトぺージに追加で
きます。

6 プレビューをクリックしてガイドをオンスクリーンで確認し、OKをクリックします。

HTML Text Import XTensionsソフトウェア

HTML Text Import XTensionsソフトウェアを使用して、印刷またはウェブレイアウト
にHTMLテキストを取り込んで、HTMLテキストフォーマットをQuarkXPressフォーマッ
トに変換することができます。

HTML Text Importの使用については、下記の手順に従ってください。

1 ボックスを選択します。

2 ファイル > 取り込みを選択します。取り込みダイアログボックスが表示されます。

3 取り込むHTMLテキストファイルを選択します。

4 QuarkXPressは、自動的にHTMLファイルのエンコーディングの判定を試行します。ファ
イルのエンコーディングが、エンコーディングドロップダウンメニューに表示されるオ
プションとは異なる場合は、正しいオプションを選択します。

5 開くをクリックします。

テキストのみとしてHTMLファイルを取り込み、HTMLタグを変更しないようにするに
は、開くをクリックするときにCommandキー／Ctrlキーを押します。

Item Find/Change XTensionsソフトウェア

このXTensionsソフトウェアによって、QuarkXPressにアイテム検索／置換パレット（編
集 > アイテム検索／置換）が追加されます。このパレットを使用して、テキストボック
ス、画像ボックス、コンテンツなしボックス、ライン、およびテキストパスに対し、検
索置換操作を実行できます。ロケーション、図形、カラー、不透明度、フレームスタイ
ル、画像の縮小率、列数などの属性を検索し、変更できます。
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アイテム検索／置換パレット

アイテム検索／置換は、テーブルをサポートしません。

アイテム検索／置換パレットは下記のとおり機能します。

• 上部のタブには、検索できる属性の種類が表示されます。これらの属性の種類は、ボッ
クス、ボックスのカラー、フレーム、ライン、画像、テキスト、およびドロップシャド
ウです。各ペインの属性は、アイテムの各種類の設定ダイアログボックス（アイテムメ
ニュー）の属性に対応します。

• 各ペインには、検索および置換の2つのサイドが含まれます。パレットの検索サイドで検
索する属性をオンにし、置換サイドで変更する属性をオンにします。複数のペインの属
性で同時に検索できます。

• パレットメニューでは、パレットの検索サイドに、選択したアイテムの属性を配置でき
ます。属性をすべて取得を選択してアイテム検索／置換パレットのすべてのペインのオ
プションを指定するか、パネル属性を取得を選択して1度に1つのペインずつ実行できま
す。ペインをクリアするには、すべての属性のクリアおよびパネル属性のクリアを使用
できます。

•概要ペインは、すべてのペインの設定を概要表示します。
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• パレットの下部にあるチェックボックスを使用すると、特定の種類のアイテムに検索を
絞り込むことができます。すべての種類のアイテムを検索置換するには、これらのボッ
クスをすべてオフにします。

•検索をクリックすると、アイテム検索／置換機能により、初めから終わりまで、レイア
ウト全体が検索されます。アクティブなスプレッドに検索を制限するには、検索ボタン
をOption／Altキー+クリックします。

Item Styles XTensionsソフトウェア

アイテムスタイルでは、パレットから適用できる名前付きスタイルとして、カラー、フ
レームスタイル、ライン幅、画像の縮小率、およびテキストとの間隔などのアイテム属
性コレクションを保存できます。

ItemStyles XTensionsソフトウェアは、アイテムスタイルパレット（ウィンドウ >アイ
テムスタイル）、アイテムスタイルの編集ダイアログボックス（編集 > アイテムスタイ
ル）、およびアイテムスタイルの使用状況ダイアログボックス（補助 > アイテムスタイ
ルの使用状況）を追加します。

アイテムスタイルは、アイテムのロックされた属性（位置、ストーリー、または画像）に
影響しません。たとえば、位置がロックされているアイテム（アイテム > ロック > 設定
位置）にアイテムスタイルを適用する場合、そのアイテムは、アイテムスタイルで指定さ
れたX,Y値に従って移動することはありません。アイテムが選択されると、アイテムスタ
イルの名前の隣に＋が付いて表示されます。

アイテムスタイルは、共有コンテンツおよびコンポジションゾーン機能とともに使用する
ことはできません。

アイテムスタイルは、テーブルをサポートしません。

アイテムスタイルパレットの使用
選択したすべてのアイテムにアイテムスタイルを適用するには、そのアイテムスタイル

の名前をアイテムスタイルパレットでクリックします。新規 および削除 ボタンで、

アイテムスタイルを追加および削除できます。更新 ボタンで、適用されたアイテムス
タイルへのローカルの変更に基づき、アイテムスタイル定義を更新できます。

また、スタイル > アイテムスタイルサブメニューからアイテムスタイル名を選択し、選
択したアイテムにアイテムスタイルを適用することもできます。
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アイテムスタイルパレット

アイテムスタイルを適用するには、ターゲットアイテムを選択して、アイテムスタイル
パレットにあるアイテムスタイルの名前をクリックします。また、アイテムスタイル名
の右側に表示されているキーボードコマンドを押すこともできます。

選択したアイテムに適用されているアイテムスタイルがあれば、アイテムスタイルパレッ
ト内でボールドで表示されます。その名前の隣に＋が表示されている場合、そのアイテ
ムは、アイテムスタイルに定義されているフォーマットとは異なるローカルフォーマッ
トが使用されています。アイテムからローカルフォーマットを消去するには、そのアイ
テムを選択し、アイテムスタイルパレットの上部にあるスタイル解除をクリックしてか
ら、そのアイテムスタイル名をもう1度クリックします。アイテムスタイル名をOption
キー／Altキー+クリックすることによっても、ローカルフォーマットを消去できます。

アイテムスタイルの作成、編集、複製、削除、取り込み、または書き出しを行うには、
アイテムスタイルダイアログボックス（編集 > アイテムスタイル）を使用します。アイ
テムスタイルの編集は、アイテムスタイルパレット内のアイテムスタイル名をOption
キー／Altキー+クリックするか、アイテムスタイルを選択して、アイテムスタイルパレッ
トメニューから編集を選択して行うこともできます。

「アイテムスタイルの作成」および「アイテムスタイルの使用状況の確認」も参照して
ください。

アイテムスタイルの作成
アイテムスタイルは、フォーマットされたアイテムを基に作成するか、初めから作成す
ることができます。アイテムスタイルの作成については、下記の手順に従ってください。

1 フォーマットされたアイテムを使用するには、そのアイテムを選択します。初めから作
成するには、アイテムが選択されていないことを確認します。

2 アイテムスタイルパレットで新規 ボタンをクリックします。パレットメニューから新
規を選択するか、編集 > アイテムスタイルを選択してからダイアログボックスで新規を
選択することもできます。

458 | QUARKXPRESS 9.5.1ガイド

XTENSIONSソフトウェア



アイテムスタイルの編集ダイアログボックス

3 一般タブで、名前フィールドにアイテムスタイルを説明する名前を入力します。

4 キーボードショートカットを割り当てる場合は、キー割り当てフィールドに入力します。
Mac OSでは、Commandキー、Optionキー、Controlキー、およびShiftキーを数字
キーパッドの数字またはファンクションキーと組み合わせて使用できます。Windowsで
は、ControlキーおよびAltキーを数字キーパッドの数字と組み合わせるか、Controlキー、
Altキー、およびShiftキーをファンクションキーと組み合わせて使用できます。

ファンクションキーを使用すると、QuarkXPressのコマンドおよびシステムレベルのコ
マンドが無効になります。

5 別のアイテムスタイルに基づいてこのアイテムスタイルを作成するには、ベースドロッ
プダウンメニューからオプションを選択します。

6 選択したアイテムを使用してアイテムスタイルを作成している場合は、設定内容領域に
リストされている属性を確認するか、タブをクリックして各設定を確認します。

7 アイテムスタイルを変更する場合は、タブをクリックしてから下記の操作を行ってくだ
さい。

• アイテムスタイルのタブの属性を含めるには、適用をオンにします。次に、含める各属
性をオンにし、必要に応じて変更します。

• タブ全体のいずれの属性も含めない場合は、適用をオフにします。
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• アイテムスタイルから属性を消去するには、各属性をオフにします。

アイテムスタイルの使用状況の確認
アイテムスタイルの使用場所およびローカルオーバーライドが発生する場所を確認する
には、アイテムスタイルパレットメニューから使用状況を選択します。アイテムスタイ
ルの使用状況ダイアログボックスには、使用されているアイテムスタイル、ページ番号、
および使用状況がリストされます。

アイテムスタイルの使用状況ダイアログボックス

使用状況ダイアログボックスのオプションは、下記のように機能します。

• アイテムスタイルを使用するアイテムにスクロールするには、名前列でそのアイテムを
クリックしてから表示をクリックします。

• 選択されたアイテムが変更としてリストされている場合、アイテムにはローカルオーバー
ライドがあります。更新をクリックして、すべてのローカルオーバーライドを取り除き
ます。

• アイテムスタイルの使用状況にエラーが含まれている場合は、エラーを表示をクリック
します。

OPI XTensionsソフトウェア

OPI XTensionsソフトウェアは、QuarkXPressにビルトインされているOpen Prepress
Interface（OPI）機能を強化します。

OPIシステムでは、QuarkXPressで画像の低解像度バージョンを操作し、出力時に、プ
リプレスシステムまたはOPIサーバーによって各画像の高解像度バージョンが入れ替えら
れます。OPIでは、OPIコメントを解釈でき、OPIをターゲットとした画像の高解像度バー
ジョンにアクセスできるプリプレスシステムまたはサーバーに、レイアウトを出力送信
する必要があります。

取り込んだ画像のOPI置換ターゲット
OPIは、画像の取り込み時、取り込んだ画像の設定時、または使用状況ダイアログボック
ス（補助メニュー）のOPIタブ使用時に、画像ごとに有効化できます。
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• 画像を取り込む（ファイル > 画像の取り込み）ときに、OPIを使用をオンにし、その画
像に対してOPI置換を有効にします。

• 既にレイアウトに取り込まれている画像を選択し、アイテム > 設定を選択してOPIタブ
をクリックします。OPIを使用をオンにし、その画像に対してOPI置換を有効にします。

•補助 > 使用状況 > OPIタブを選択し、レイアウト内のすべての画像のリストを表示しま
す。OPI列で画像がオンになっている場合、その画像に置換が設定されています。

OPIを使用して置換される画像を使用するとき、画像ファイルの名前を変更しないように
することが重要です。

レイアウトに対するOPIのアクティブ化
OPIコメントを含む印刷レイアウトが最終出力のステージに達するとき、出力ストリーム
にOPIコメントが書き込まれるように、OPIがアクティブになっていることを確認する必
要があります。すべての適切な画像がOPIの対象となっている場合でも、OPIがそのレイ
アウトに対してアクティブになっていないかぎり、OPIコメントは書き込まれません。た
だし、プロキシファイル自身にOPI情報が含まれており、ユーザーのコメントに依存しな
いプロキシファイルの環境では、OPIをアクティブにする必要はありません。

レイアウトに対するOPIの有効化については、下記の手順に従ってください。

1 ファイル > 印刷を選択します。印刷ダイアログボックスが表示されます。

2 OPIをクリックして、OPIペインを表示します。

3 OPIアクティブをオンにします。

4 印刷をクリックします。

OPIアクティブがオンである場合、そのレイアウト内のすべての画像についてOPIコメン
トが書き込まれます。ただし、「取り込んだ画像のOPI置換ターゲット」で説明される方
法の1つを使用して対象となっている画像のみが、高解像度バージョンに置換されます。

印刷、EPS、およびPDFのOPIコメントの作成
OPI XTensionsソフトウェアは、印刷、EPS、およびPDF書き出しオプションダイアロ
グボックスにOPIペインを追加します。このペインを使用すると、OPI置換を確実に実施
するために、PostScriptストリームに追加情報を含める必要があるかどうかを選択でき
ます。

PDF Filter XTensionsソフトウェア

PDF Filter XTensionsソフトウェアを使用して、下記の2つを行えます。

• ポータブルドキュメントフォーマット（PDF）ファイルとして、QuarkXPressレイアウ
トのページまたはページの範囲を保存します。詳細は、「PDF形式でのレイアウトの書
き出し」を参照してください。

• 画像ボックスにPDFファイルのページを取り込みます。詳細は、「画像ボックスへのPDF
ファイルの取り込み」を参照してください。
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画像ボックスへのPDFファイルの取り込み
アクティブな画像ボックスへのPDFファイルの取り込みについては、下記の手順に従って
ください。

1 ファイル > 画像の取り込みを選択します。

• TrimBox：トリム実行後のページのサイズを使用します。このオプションはトンボを含
まず、PDFが作成されたときにレイアウトスペースに適用されるブリードによって影響
されません。

•CropBox：ページサイズと指定したブリードのスペースおよびトンボ用に割り当てられ
たスペースを足したサイズを使用します。CropBoxは、PDF Boxer XTソフトウェアス
タンドポイントのレイアウトスペースのサイズに等しくなります。

•BleedBox：ページサイズとブリードのスペースを足したサイズを使用します。

•MediaBox：ブリードまたはトンボのスペースを含まないページのサイズを使用します。

2 開くをクリックします。

PDFページのプレビューは、環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メ
ニュー）にあるディスプレイペインのカラーTIFFドロップダウンメニューに指定された
カラー深度で表示されます。

画像の取り込みダイアログボックスでPDFファイルの異なるページをプレビューするに
は、プレビューチェックボックスをオンにしてからPDFページフィールドにページ番号
を入力します。

PDFファイルのどのページがレイアウトに取り込まれたかを確認するには、使用状況ダイ
アログボックス（補助メニュー）の画像ペインを表示してから、詳細をオンにします。

Scale XTensionsソフトウェア

Scale XTensionsソフトウェアを使用すると、描画プログラムがオブジェクトのサイズ
を変更するのと同様に、QuarkXPressのレイアウト、アイテム、コンテンツのサイズを
すばやく変更できます。サイズ変更設定ダイアログボックスを使用して、サイズ変更の
対象であるテキスト、フレーム、オフセット、ラインの太さなどを指定できます。

Scale XTensionsソフトウェアにより、下記の機能がQuarkXPressに追加されます。

•アイテム > サイズ変更では、選択したアイテム（単数および複数）やグループに幅、高
さ、またはその両方を新たに指定できます。

•ウィンドウ > サイズ変更では、サイズ変更パレットが表示され、サイズ変更コマンドと
同じ制御機能が利用できます。また、サイズ変更パレットを使用すると、レイアウト全
体のサイズを変更できます。パレットメニューからサイズ変更（拡大）またはサイズ変
更（縮小）を選択して、選択したアイテム（単数および複数）、グループ、レイアウト
のサイズを5%ずつ拡大または縮小することもできます。
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サイズ変更ダイアログボックスとサイズ変更パレット

サイズ変更ダイアログボックスとサイズ変更パレットはともに下記の機能を提供します。

• 現在のアイテムのサイズに対する割合（パーセント）を単位として指定することにより、
または現在の単位で新たに大きさを入力することにより、サイズを変更できます。幅お
よび高さフィールドの右側にあるメニューからパーセントまたは単位を選択してから、
フィールドに適切な値を入力します。

• 縦横比を保持しながらアイテムのサイズを変更するには、制限ボタン をクリックしま
す。比率を制限した場合、高さオプションは使用できず、アイテムは幅フィールドの入
力値に従って垂直方向および水平方向に同じ比率で拡大または縮小します。

• アイテムやグループの境界ボックスの編集前とサイズ変更後の大きさが表示されます（現
在の単位で）。幅または高さフィールドで値を変更すれば、いつでもこれらの値を更新
できます。

• サイズ変更設定を変更するには、サイズ変更ダイアログボックスの設定ボタンをクリッ
クするか、サイズ変更パレットメニューからサイズ変更設定を選択します。サイズ変更
設定ダイアログボックスが表示されます。各チェックボックスによって、特定のアイテ
ムまたは属性がサイズ変更されるかどうかが制御されます。

サイズ変更設定ダイアログボックス

サイズ変更パレットでは、レイアウトチェックボックスをオンにすることでレイアウト
全体とその中のすべてについてサイズを変更できます。

Scale XTensionsでは、QuarkXPressが許可する範囲を超えて縮小または拡大されるよ
うにアイテムのサイズを変更できます。こうしたアイテムは正しく表示されますが、
QuarkXPressのツールやコマンドで変更しようとすると、エラーメッセージが表示され
ます。

Scale XTensionsでは、同期されたすべてのアイテムが共有コンテンツパレット（ウィン
ドウ > 共有コンテンツ）で使用できるわけではありません。共有アイテムのインスタン
スは、Scale XTensionsの幅と高さのみを継承します。また、コンポジションゾーンを含
むレイアウト全体のサイズ変更は実施しないでください。

回転したアイテムは、元のジオメトリに従ってサイズ変更されます。たとえば、45度回
転している正方形ボックスの幅のみをサイズ変更する場合、期待していたであろう幅広の
菱形ではなく、回転した方形が作成されます。

Scissors XTensionsソフトウェア

Scissors XTensionsソフトウェアは、ツールパレットにはさみツールを追加します。は
さみツールを使用すると、ボックスのアウトラインをカットしてラインに変換するか、
ラインまたはテキストパスを2つにカットできます。
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Scissors XTensionsソフトウェアがロードされると、はさみツールは、QuarkXPressの
ツールパレットに表示されます。はさみツールの使用については、下記の手順に従って
ください。

1
はさみツール を選択します。

• 画像ボックスをカットすると、ボックスはベジエラインに変換されます。その結果、カッ
ト後にボックスのコンテンツは維持されません。

• テキストボックスをカットすると、ボックスはテキストパスに変換されます。

• テキストパスをカットすると、パスは2つのリンクされたパスに変換されます。

2
ポイント選択ツール を選択し、ポイントをクリックアンドドラッグして調整します。

Script XTensionsソフトウェア

Script XTesnsionsソフトウェアがロードされている場合、スクリプト メニューが
QuarkXPressメニューバーに表示されます。このメニューから、QuarkXPressアプリ
ケーションフォルダの"Scripts"フォルダにある任意のAppleScriptスクリプトを実行でき
ます。Script XTensionsソフトウェアによって、デフォルトでこのメニューから一連の
AppleScriptスクリプトを使用できるようになり、独自のAppleScriptスクリプト
を"Scripts"フォルダに追加して、メニューに追加することができます。

Script XTensionsソフトウェアを使用するには、スクリプト メニューからスクリプト
を選択すると、スクリプトが実行されます。提供されるデフォルトのスクリプトは、サ
ブメニューにまとめられています。

これらのスクリプトは、可能なかぎりの数のワークフローで実行するように設計されて
いますが、ワークフローの設定によっては、正しく動作しない場合があることに注意し
てください。したがって、レイアウトに影響するスクリプトを実行する前に、レイアウ
トを保存しておくことをお勧めします。

Script XTesnsionsソフトウェアは、Mac OSのみを対象としています。

Script XTensionsソフトウェアは、スクリプトがQuarkXPressから起動されるか、デス
クトップなどの別の場所から起動されるかに関係なく、QuarkXPressに影響する
AppleScriptスクリプトを実行する前にロードされている必要があります。

その他の必要なコンポーネントには、下記が含まれます。

• Standard Additions Scripting Addition

• AppleScript Extension

ボックスツールサブメニュー
このトピックは、Script XTensionsソフトウェアがインストールされている場合にスク

リプト メニューのボックスツールサブメニューから利用できるAppleScriptスクリプト
を説明します。
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•切り抜きマークを追加を使用して、選択したボックスの周囲に切り抜きマークを配置し
ます。

•簡易バナーを使用して、選択したボックスの左上に「バナー」（テキストボックス）を
作成し、バナーのテキストを指定します。

•キャプションボックスを作成を使用して、選択したボックスの下にキャプションボック
ス（テキストボックス）を作成します。

•センターで縮小または拡大を使用して、ボックスの原点（座標0,0）ではなく、ボックス
のセンターからボックスのサイズを変更します。

グリッドサブメニュー
このトピックは、Script XTensionsソフトウェアがインストールされている場合にスク

リプト メニューのグリッドサブメニューから利用できるAppleScriptスクリプトを説明
します。

ボックスを分割を使用して、選択したボックスの大きさに基づいてボックスのグリッド
を作成します。

イメージサブメニュー
このトピックは、Script XTensionsソフトウェアがインストールされている場合にスク

リプト メニューのイメージサブメニューから利用できるAppleScriptスクリプトについ
て説明します。

• ファイルに選択した画像のPICTプレビューを保存するには、PICTファイルに変換を使用
します。

• 特定のフォルダに選択した画像ボックスの画像のコピーを保存するには、フォルダにコ
ピーを使用します。

• 選択した画像ボックスに特定のフォルダの画像ファイルを取り込むには、フォルダから
選択画像ボックスへを使用します。画像は、アルファベット順に取り込まれます。

画像ボックスサブメニュー
このトピックは、Script XTensionsソフトウェアがインストールされている場合にスク

リプト メニューの画像ボックスサブメニューから利用できるAppleScriptスクリプトに
ついて説明します。

• アクティブな画像ボックスの周囲に切り抜きマークを配置し、その画像ボックスの下の
テキストボックスに画像ファイルの名前を入力するには、切り抜きマーク&名前を使用し
ます。

• 画像を含む画像ボックスの下のテキストボックスに画像の名前を入力するには、名前を
入力を使用します。

• レイアウトのすべての画像のバックグラウンドカラーをなしに変更するには、すべての
バックグラウンドをなしに設定を使用します。

• レイアウトのすべての画像のバックグラウンドカラーを特定のカラーおよびシェードに
変更するには、すべてのバックグラウンドを設定を使用します。
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印刷中サブメニュー
このトピックは、Script XTensionsソフトウェアがインストールされている場合にスク

リプト メニューの印刷中サブメニューから利用できるAppleScriptスクリプトを説明し
ます。

• 選択された画像ボックスのOPIスワッププロパティを有効にするには、OPIスワップイ
メージを使用します。このスクリプトを使用するには、OPI XTensionsソフトウェアが
ロードされている必要があります。

• 選択された画像ボックスのOPIスワッププロパティを無効にするには、OPIスワップイ
メージを無効化を使用します。このスクリプトを使用するには、OPI XTensionsソフト
ウェアがロードされている必要があります。

保存中サブメニュー
このトピックは、Script XTensionsソフトウェアがインストールされている場合にスク

リプト メニューの保存中サブメニューから利用できるAppleScriptスクリプトを説明し
ます。

カラーTIFFプレビュー付きの個別のEPSファイルとしてレイアウトの各ページを保存する
には、各ページをEPSとして保存を使用します。

• EPSファイルとしてアクティブなレイアウトのページを保存するには、オンをクリックし
ます。

• 異なるプロジェクトにレイアウトのページを保存するには、選択をクリックしてファイ
ルを選択ダイアログボックスを表示し、ターゲットプロジェクトに移動して選択をクリッ
クします。スクリプトは、プロジェクトが最後に保存されたときにアクティブであった
レイアウトのページを保存します。

特殊サブメニュー
このトピックは、Script XTensionsソフトウェアがインストールされている場合にスク

リプト メニューの特殊サブメニューから利用できるAppleScriptスクリプトを説明しま
す。

• "Scripts"フォルダ内の選択されたフォルダに、選択したAppleScriptスクリプトをコピー
または移動するには、スクリプトフォルダに移動を使用します。

• "A Guide to Apple Events Scripting.pdf"を開くには、Apple Events Scripting PDF
を開くを使用します。このPDFには、QuarkXPressのAppleScriptスクリプトの記述に
ついての詳細情報が含まれます。

• QuarkXPressフォルダ内の特定のフォルダを開くには、QuarkXPressフォルダを開く
を使用します。

ストーリーサブメニュー
このトピックは、Script XTensionsソフトウェアがインストールされている場合にスク

リプト メニューのストーリーサブメニューから利用できるAppleScriptスクリプトを説
明します。

• 選択されたテキストボックスをリンクするには、選択されたテキストボックスをリンク
を使用します。テキストチェーン順は、テキストボックスのスタック順に基づきます。
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• 選択したボックスのテキストを"XPress Tags"コードに、または"XPress Tags"コードか
らフォーマットテキストに（テキストは、"XPress Tags"コードを使用してフォーマット
されます）変換するには、XPress Tagsとの変換を使用します。このスクリプトを使用
するには、"XPress Tags"フィルタが読み込まれている必要があります。

• テキストチェーンのテキストの位置を維持しながら、選択されたテキストボックス間の
リンクを解除するには、選択されたボックスのリンクを解除を使用します。

テーブルサブメニュー
このトピックは、Script XTensionsソフトウェアがインストールされている場合にスク

リプト メニューのテーブルサブメニューから利用できるAppleScriptスクリプトを説明
します。

• テーブルの行または列に特定のカラーおよびシェードを交互に適用するには、行または
列のカラーを使用します。

組版サブメニュー
このトピックは、Script XTensionsソフトウェアがインストールされている場合にスク

リプト メニューの組版サブメニューから利用できるAppleScriptスクリプトを説明しま
す。

• ベースライングリッドのサイズ（グリッドライン間のスペース）を1ポイントずつ増やす
には、ベースライングリッド+1ptを使用します。

• ベースライングリッドのサイズ（グリッドライン間のスペース）を1ポイントずつ減らす
には、ベースライングリッド-1ptを使用します。

• 選択したテキストボックスの列幅およびコラム間隔（コラム間のスペース）を設定する
には、列幅＆コラム間隔を使用します。

• スラッシュの前または後にあるすべての数値インスタンス（1/2など）をフォーマットさ
れた分数に変換するには、分数の作成を使用します。

• 選択したテキストボックスの各サイドにテキストボックス開始位置値を指定するには、
テキストボックスの開始位置を設定を使用します。

Shape of Things XTensionsソフトウェア

Shape of Things XTensionsソフトウェアは、QuarkXPressに星形ツールを追加しま
す。このツールを使用して、すばやく簡単に星形のボックスを作成できます。

星形ツールの使用
星形の画像ボックスを作成するには、下記の2つの方法があります。

1 星形ツール を選択して、クリックアンドドラッグします。

2星形ツールを選択して、星形のボックスを配置する場所に十字ポインタ を置き、1回
クリックします。星形ダイアログボックスが表示されたら、下記のフィールドに値を入
力してOKをクリックします。

•星形の幅
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•星形の高さ

•尖端の数

•尖端の高さ：尖端の先から尖端のベースまでの任意の距離をパーセントで入力します。

•尖端のランダム配置：0から100の値を入力します。0はランダムが適用されず、100は、
フルランダムが適用されます。

Super Step and Repeat XTensionsソフトウェア

Super Step and Repeat XTensionsソフトウェアは、QuarkXPressの連続複製機能の
代用となる柔軟な機能を提供します。高機能連続複製を使用して、アイテムを拡大縮小、
回転、および傾斜することによって複製しながら、アイテムを変形できます。

Super Step and Repeatの使用
Super Step and Repeatを使用して、アイテムを回転、拡大縮小、または傾斜しなが
ら、それらのアイテムを素早く簡単に複製できます。Super Step and Repeatの使用に
ついては、下記の手順に従ってください。

1 画像ボックス、テキストボックス、テキストパス、またはラインを選択します。

• アイテムが複製される回数を指定するには、繰り返す回数フィールドに1から100までの
数字を入力します。

• 元のアイテムに対して水平方向にコピーを配置するには、水平距離フィールドに値を入
力します。負の値を指定すると、元の位置から左にコピーが配置され、正の値を指定す
ると、右に配置されます。

• 元のアイテムに対して垂直方向にコピーを配置するには、垂直方向フィールドに値を入
力します。負の値を指定すると、元の位置から上にコピーが配置され、正の値を指定す
ると、下に配置されます。

• 複製された各アイテムを回転するには、アイテムの角度フィールドに、回転値を角度で
指定します。たとえば、10を入力すると、初めに複製されたアイテムは、元のアイテム
から10度回転し、2つ目の複製アイテムは、元のアイテムから20度回転します。回転は、
元のアイテムから時計回りに実行されます。

• 最終的な複製フレーム（画像ボックスまたはテキストボックス）または最終的な複製ラ
イン（テキストパスまたはライン）の厚みを指定するには、最後のフレーム/ラインの太
さまたは最後のラインの太さフィールドにポイント値を入力します。

• ボックスまたはラインを複製するときに、最後のボックスのシェードまたは最後のライ
ンのシェードフィールドに0%から100%の値を入力し、最終的な複製ボックスのバック
グラウンドカラーのシェードまたは最終的な複製テキストパスまたはラインのラインカ
ラーのシェードを指定します。

• バックグラウンドがブレンドされているボックスを複製すると、最後のボックスのシェー
ド(2)フィールドを使用できます。最後のボックスのシェード(2)フィールドに0%から
100%の値を入力し、最終的な複製ボックスにブレンドの2つ目のバックグラウンドの
シェードを指定します。
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• 最終的な複製画像ボックス、テキストボックス、テキストパス、またはラインの縮小率
を指定するには、最後のアイテムのサイズまたは最後のラインのサイズフィールドに1%
から1,000%の値を入力します。

• 複製ボックスを傾斜するには、最後のアイテムの傾斜フィールドに最終的な複製ボック
スの傾斜または傾きを75°から–75°の値を入力して指定します。

• 複製ボックスに合わせるように拡大縮小された画像ボックス、テキストボックス、また
はテキストパスのコンテンツのサイズを変更するには、コンテンツのサイズ変更をオン
にします。

• アイテムの回転またはサイズ変更の基準となるポイントを指定するには、相対サイズ変
更/回転の基点ドロップダウンメニューからオプションを選択します。相対サイズ変更/
回転の基点ドロップダウンメニューの選択したポイントは、ベジエアイテム上のポイン
トが選択されている場合にのみ利用可能です。

2 OKをクリックします。

Table Import XTensionsソフトウェア

Table Import XTensionsソフトウェアでは、データソースとしてMicrosoft Excelファ
イルを使用することによって、QuarkXPressでテーブルを作成し、Excelファイルのデー
タが変更すると、QuarkXPressテーブルを更新できます。また、このXTensionsモジュー
ルを使用すると、Microsoft Excelからチャートと画像を取り込み、更新できます。

Table Import XTensionsソフトウェアがアクティブであるかロードされている場合、
QuarkXPressのインターフェイスに下記が追加表示されます。

•外部データへリンクチェックボックスは、テーブルのプロパティダイアログボックスに
追加されます。

•テーブルタブは、使用状況ダイアログボックスに追加されます。

•チャートを挿入タブは、画像の取り込みダイアログボックスに追加され、ワークブック
内のすべてのチャートが表示されます。

TypeTricks

Type Tricksは、いくつかの組版機能を追加するXTensionsソフトウェアです。追加され
る組版機能は、分数の作成、通貨の作成、単語スペーストラッキング、ラインチェック、
およびカスタムアンダーラインです。

分数の作成
分数の作成コマンド（スタイル > 文字飾り）を使用すると、分数を自動的にフォーマッ
トできます。このコマンドは、分数が選択された場合、またはカーソルが分数を構成す
る文字の隣（および同じ行）に置かれると、アクティブになります。フォーマットでき
る分数の例は、11/42、131/416、および11/4xなどです。

文字を分数に変換するには、文字を選択し、スタイル > 文字飾り > 分数の作成を選択し
ます。

QUARKXPRESS 9.5.1ガイド | 469

XTENSIONSソフトウェア



分数の文字は、環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集 > 環境設定 > アプ
リケーション>分数/通貨）の分数/通貨タブで指定したベースラインシフトおよびフォー
マットを使用して変換されます。

通貨の作成
通貨の作成コマンド（スタイル > 文字飾り）を使用すると、通貨を自動的にフォーマッ
トできます。このコマンドは、通貨としてフォーマットできるテキスト（$1.49、
£20.00、およびa.bcなど）が選択されている場合、またはこれらの文字の隣（および同
じ行）にカーソルがある場合に利用できます。通貨には、ピリオドまたはカンマで示さ
れる基数（デシマルシンボル）を含める必要があります。基数の前後の文字は、文字ま
たは数字である場合があります。

文字を通貨に変換するには、フォーマットする文字を選択し、スタイル > 文字飾り > 通
貨の作成を選択します。

通貨の作成を適用すると、QuarkXPressは、基数に続く文字に肩文字飾りを自動的に適
用します。

変換された分数および通貨のアピアランスは、環境設定ダイアログボックス（
QuarkXPress ／編集 > 環境設定 > アプリケーション > 分数/通貨）の分数/通貨タブ
で入力した値および選択内容によって決定します。

単語スペーストラッキング
単語スペーストラッキング機能では、単語スペースにのみトラッキングを適用できます
（トラッキング値は、通常文字間および単語間に適用されます）。この機能は、キーボー
ドコマンドでのみアクセスできます。

Mac OS

Commandキートラッキング値

Commnad+Control+Shiftキー+]スペースを0.05emずつ増やします。

Commnad+Control+Option+Shiftキー+]スペースを0.005emずつ増やします。

Commnad+Control+Shiftキー+[スペースを0.05emずつ減らします。

Commnad+Control+Option+Shiftキー+[スペースを0.005emずつ減らします。

Windows

Commandキートラッキング値

Control+Shiftキー+@スペースを0.05emずつ増やします。

Control+Alt+Shiftキー+@スペースを0.005emずつ増やします。

Control+Shiftキー+!スペースを0.05emずつ減らします。

Control+Alt+Shiftキー+!スペースを0.005emずつ減らします。

単語スペーストラッキングは、選択されたスペースの後に手動カーニングを適用すること
によって適用されます。単語スペーストラッキングを消去するには、テキストを選択し、
補助 > 手動カーニングをクリアを選択します。

470 | QUARKXPRESS 9.5.1ガイド

XTENSIONSソフトウェア



ラインチェック
ウィンドウ、オーファン、両端揃えされた行、ハイフンで終了する行、およびテキスト
ボックスのオーバーフローを検索するには、ラインチェック機能を使用します。ライン
チェック（補助 > ラインチェック）は、不確かな行をハイライトしながら、ドキュメン
ト全体を移動します。

ラインチェックが検索する対象を指定するには、検索対象ダイアログボックス（補助 >
ラインチェック > 検索対象）を表示し、好ましくない印刷体制のカテゴリをオンにしま
す。

ドキュメント全体を検索するには、テキストの任意の場所にカーソルを置き、補助 > ラ
インチェック>第1行を選択します。カーソルの位置からドキュメントの最後まで検索す
るには、検索を開始する位置にカーソルを置き、補助 > ラインチェック > 次行を選択す
るか、Commandキー+;／Ctrlキー+;を押します。検索を続けるには、Commandキー
+;／Ctrlキー+;を押します。

カスタムアンダーライン
カスタムアンダーライン機能を使用すると、アンダーラインのカラー、シェード、幅、
およびオフセットをカスタマイズできます。カスタムアンダーラインは、文字飾りアン
ダーラインとほとんど同様に動作しますが、アンダーラインの属性をさらに制御しなが
ら、カスタマイズできます。

カスタムアンダーラインのスタイルは、スタイルシートとほとんど同様に機能します。
アンダーラインスタイルを作成、編集、または削除するには、編集 > アンダーラインス
タイルを選択します。カスタムアンダーラインスタイルを適用するには、スタイル > ア
ンダーラインスタイルサブメニューからそのスタイル名を選択します。

カスタムアンダーラインを適用するには、アンダーラインを付けるテキストを選択し、
スタイル > アンダーラインスタイル > カスタムを選択します。アンダーラインの属性ダ
イアログボックスでは、アンダーラインのカラー、シェード、幅、およびオフセットを
指定できます。

カスタムアンダーラインを消去するには、テキストを選択し、スタイル > 文字飾り > カ
スタムアンダーラインをクリアを選択します。

Word 6–2000 Filter

Word 6–2000 Filterを使用すると、Word 97/98/2000（Word 8）、Word 2003、
Word 2007（.docx）フォーマットを対象に、ドキュメントを取り込みまたは書き出し
できます。Microsoft Word 6.0/95（Word 6およびWord 7）のドキュメントも取り
込めます。

取り込みの問題を回避するには、Microsoft Wordの高速保存（オプションダイアログ
ボックスの保存タブ）をオフにするか、名前を付けて保存コマンドを使用して、取り込ま
れるWordファイルのコピーを作成します。

.docxフォーマットで書き出すには、形式ドロップダウンメニューからWord文書を選択
します。.docフォーマットで書き出すには、Word 97/98/2000文書を選択します。
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WordPerfect Filter

WordPerfect Filterを使用すると、WordPerfect 3.0および3.1（Mac OS）および
WordPerfect 5.xおよび6.x（Windows）からドキュメントを取り込むことができます。
また、WordPerfect 6.0フォーマットで、テキストを保存することもできます。

WordPerfect 3.1 for Mac OSは、WordPerfect 6.0 for Windowsドキュメントを読
み取ることができるため、WordPerfect 3.1 for Mac OSの書き出しオプションはあり
ません。

XSLT Export XTensionsソフトウェア

XSLT Export XTensionsソフトウェアを使用して、ウェブレイアウトから、XSL変換を
含むXSL（拡張可能なスタイルシート言語）ファイルを作成することができます。XSL
ファイルを作成したら、XSLTプロセッサを使用して、作成されたXSL変換をXMLファイ
ルに適用し、XHTML–1.1準拠HTMLファイルを作成できます。

クローナーXTensionsソフトウェア

クローナーXTensionsソフトウェアを使用すると、選択したアイテムを別のページの同
じ場所や別のプロジェクトにコピーできます。また、個別のプロジェクトにページをコ
ピーすることもできます。

クローナーを使用するには、最初に、クローンを作成するアイテムを選択します。ペー
ジのクローンを作成する場合は、すべてのアイテムを選択解除します。次に、補助 > ク
ローナーを選択して、クローナーダイアログボックスを表示します。

クローナーダイアログボックス
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クローンのソース領域で、クローンを作成する対象を選択できます。選択したアイテム
のクローンを作成するには、選択をクリックします。絶対位置で指定した、ページ範囲
のクローンを作成するには、ページをクリックします。

クローンの出力先領域で、クローンとして作成されたコンテンツの出力先を選択できま
す。対象ドロップダウンメニューから以下のオプションを選択します。

•作業中レイアウト：選択したアイテムをこのレイアウト内の別の場所にコピーします。

•既存プロジェクト：選択したアイテムまたはページを既存のQuarkXPressプロジェクト
にコピーします。

•新規プロジェクト：選択したアイテムまたはページを新規QuarkXPressプロジェクトに
コピーします。

•新規レイアウト：選択したアイテムまたはページをこのQuarkXPressプロジェクトの新
規レイアウトにコピーします。

•単一ページに分割：指定した各ページから、1ページのプロジェクトファイルを作成しま
す。

•レイアウトをプロジェクトに分割：このプロジェクトの各レイアウトから、単一レイア
ウトのプロジェクトを作成します。

•すべての開いているレイアウト：選択したアイテムをこのプロジェクト内のすべてのレ
イアウトにコピーします。

• [レイアウト名]：選択したアイテムまたはページを、指定したレイアウトにコピーしま
す。

開始ページフィールドに対象ページを入力します。

選択内容のクローンを作成する場合は、回数フィールドを使用して、選択したアイテム
に対して必要なコピー数を入力します。たとえば、開始ページに2を設定し、回数に5を
設定した場合、2、3、4、5、6のページのコピーが作成されます。見開きページレイア
ウトの場合、スプレッドの両側のコピーが作成されます。

ページのクローンを作成するときに、ページのクローンにセクションを作成するには、
セクションを作成をオンにして、下記のオプションを選択します。

•連続セクション：別のセクションからのクローンであっても、ページのコピーはすべて、
出力先のレイアウトで単独レイアウトとして保持します。

•セクションを分割：指定したページ範囲にセクション分割が含まれている場合、そのセ
クション分割をコピー内で保持します。

新規プロジェクトにクローンを作成する場合や、プロジェクトに分割する場合は、スタ
イルシートをコピーをオンにして、新規レイアウトまたはプロジェクトに、ソースレイ
アウトからのスタイルシートがすべて含まれるようにします。このボックスをオンにし
ない場合は、使用されているスタイルシートのみがコピーされます。

App Studioレイアウトのメンバーであるレイアウトにクローンを作成することはできま
せん。詳細は、『A Guide to App Studio』を参照してください。
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イメージグリッドXTensionsソフトウェア

イメージグリッドXTensionsソフトウェアを使用すると、イメージファイルのフォルダ
からイメージのグリッドを自動的に作成できます。

リンクスターで作成されたページ

アクティブなレイアウトでイメージグリッドを使用するには、補助 > イメージグリッド
を選択します。イメージグリッドダイアログボックスが表示されます。
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イメージグリッドダイアログボックス

グリッドを構成するボックスのサイズを手作業で指定するには、ボックスのサイズフィー
ルドに値を入力して、固定サイズをクリックします（自動サイズ調整をクリックした場
合は、ボックスのサイズの値は無視されます）。ギャップフィールドに、イメージとイ
メージの間に必要なギャップを指定します。

グリッド内の行と列の数を指定してアプリケーションで自動的にボックスのサイズを合
わせられるようにするには、自動サイズ調整をクリックして、行と列のフィールドに値
を入力します。

縦横比に応じて自動的にボックスのサイズを合わせるには、ボックスのサイズ領域の値
を最大のサイズにして、限界まで固定サイズでページをオートフィルをクリックします。

画像情報を追加をオンにすると、各画像ボックスの下にキャプションのテキストボック
スが追加され、画像ファイルの名前、解像度、ピクセル寸法、ファイルフォーマット、
カラースペースが表示されます。このキャプションを画像ファイルの名前だけにする場
合は、名前のみをオンにします。キャプションのテキストのサイズを制御するには、情
報テキストのサイズをオンにします（このボックスをオンにしない場合は、Normal文字
スタイルシートで指定したフォントサイズが使用されます）。

画像ボックスに自動ドロップシャドウを適用するには、ドロップシャドウを適用をオン
にして、オフセットフィールドにドロップシャドウのオフセットを入力します。

ボックスの形状コントロールを使用すると、画像ボックスの形状を指定できます。ツー
ルの環境設定（QuarkXPress／編集 > 環境設定 > ツールタブ）で指定されている画像
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ボックスの属性のデフォルト値を使用するには、ツールの環境設定を使用をオンにしま
す。このボックスをオンにしない場合は、画像ボックスのバックグラウンドは白になり
ます。

画像のサイズ領域では、下記のオプションのいずれかを使用できます。

•取り込み倍率：画像を取り込むときの倍率を指定できます。画像に合うようにボックス
のサイズも変更するには、ボックスを画像に合わせるをオンにします。この指定によっ
て、新規ボックスのサイズと配置領域の一部の設定が上書きされる場合があります。

•ボックスに合わせる（縦横比を保持）：縦横比を保持したまま画像をボックスに合わせ
ます。

•ボックスに合わせる：縦横比を保持しないで画像をボックスに合わせます。

サブフォルダを含むをオンにすると、ターゲットフォルダのサブフォルダ内の画像も対
象になります。

ターゲットフォルダを選択してプロセスを開始するには、プロセスフォルダをクリック
します。現在選択されているターゲットフォルダでプロセスを開始するには、OKをク
リックします。

リンクスターXTensionsソフトウェア

リンクスターXTensionsソフトウェアでは、リフローを発生させずにテキストボックス
とのリンクの設定やリンク解除ができます。

リンクスターを使用するには、最初に、リンクするアイテムまたはリンクを解除するア
イテムを選択します。次に、補助 > リンクスターを選択して、リンクスターダイアログ
ボックスを表示します。
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リンクスターダイアログボックス

選択したアイテムのリンクを解除するには、選択をクリックします。絶対位置で指定し
た、ページ範囲のリンクを解除するには、ページをクリックします。

ストーリーのリンクを解除するには、リンクを解除をクリックしてから、以下のオプショ
ンのいずれかを選択します。

• オプション1では、3つのストーリーが作成されます。選択したボックスの前のボックス
に1つ、選択したボックスに1つ、選択したボックスの後のボックスに1つ作成されます。

• オプション2では、2つのストーリーが作成されます。選択したボックスの前後のボック
スに1つと、選択したボックスに1つ作成されます。

• オプション3では、2つのストーリーが作成されます。選択したボックスの前のボックス
と選択したボックスに1つと、選択したボックスの後のボックスに1つ作成されます。

• オプション4では、2つのストーリーが作成されます。選択したボックスの前のボックス
に1つと、選択したボックスと選択したボックスの後のボックスに1つ作成されます。
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テキストボックスをリンクするには、リンクをクリックします。ページが選択されてい
る場合、このオプションでは、リンクスターによってリンクが解除されたボックスのみ
リンクされます。選択が選択されている場合、リンクスターでは、選択したボックスを、
選択した順序でリンクしようとします。

テキストを同じボックスに保持をクリックすると、リンク後の同じボックスにテキスト
が保持されます。

シェイプメーカーXTensionsソフトウェア

シェイプメーカーXTensionsソフトウェアを使用すると、さまざまな複雑な形状を作成
できます。新しい形状を最初から作成するか、または新しい形状を既存のボックスに適
用できます。

シェイプメーカーダイアログボックスを表示するには、補助 > シェイプメーカーを選択
します。

シェイプメーカーダイアログボックス

シェイプメーカーダイアログボックスには、さまざまな種類の形状を作成できるタブが
あります。すべてのタブに、下記のコントロールがあります。

•アイテム：テキストボックス、画像ボックス、コンテンツなしボックス、テキストパス、
ルールパスの作成を選択できます。
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•幅および高さ：ボックスまたはパスの幅と高さを指定できます。補助>シェイプメーカー
を選択したときにアイテムが選択されていると、これらの値は、選択したアイテムに合
わせて自動的に指定されます。

•コラムおよびコラム間隔：テキストボックスをアイテムメニューから選択すると、これ
らのフィールドを使用して、テキストボックス内の列数と、コラム間隔の幅を指定でき
ます。

•ラインおよび間隔：テキストパスをアイテムメニューから選択すると、これらのフィー
ルドを使用して、作成するラインの数と、各ラインの間隔を指定できます（ボックスを
選択して、ラインを0に設定すると、そのボックスで定義された領域をすべて埋める数の
パスが作成されます）。

•現在のボックスを変更：補助 > シェイプメーカーを選択したときにボックスが選択され
ていると、新規アイテムは作成されず、そのボックスの形状が更新されます。

タブ内のコントロールについては、以下のトピックで説明します。

シェイプメーカーの波形タブ
シェイプメーカーダイアログボックス（補助 > シェイプメーカー）の波形タブでは、側
面が波状のボックスを作成できます。このタブを使用するには、使用する波形を波形1お
よび波形2の領域で定義し、タブの上部にあるコントロールでその波形をボックスの4つ
の側面に割り当てます。

シェイプメーカーダイアログボックスの波形タブ

このタブにあるコントロールは下記のとおりです。

上、左、下、右：これらのコントロールで、ボックスの4つの側面を設定できます。波形
1、波形2、またはフラットを選択できます。

リセット：ボックスの4つの側面をすべてフラットにします。

左-右：波形1の設定を、ボックスの左と右の側面に適用します。

上-下：波形1の設定を、ボックスの上と下に適用します。
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すべて：波形1の設定を、ボックスのすべての側面に適用します。

波形を並行にする：ボックスのどちらか一方の側面の波形を、もう一方と並行にします。

波形1領域と波形2領域のコントロールで、使用する波形の種類、波形の周期、波形の位
相（出発点）、波形の振幅（深度）を選択できます。

シェイプメーカーの多角形タブ
シェイプメーカーダイアログボックス（補助 > シェイプメーカー）の多角形タブでは、
多角形のボックスを作成できます。

シェイプメーカーダイアログボックスの多角形タブ

このタブにあるコントロールは下記のとおりです。

種類ドロップダウンメニューでは、作成する多角形の種類を選択できます。このドロッ
プダウンメニューのすぐ下にあるコントロールは、選択した多角形の種類に応じて変化
します。

•通常のポリゴン：多角形の側面の数を指定できます。

•星：多角形の側面の数を指定する他に、尖端内のスペースの半径を指定したり、サイズ
の異なるもう1つの星を重ねたりすることができます。

•ポリグラム：星と似ていますが、半径を指定する代わりに、側面を相互に合わせる方法
をポイントスキップフィールドで制御できます。

•スピログラム：ポリグラムと似ていますが、アウトラインのみ作成します。

•ランダムポリゴン：ランダムな側面の多角形を作成できます。

•黄金四角形：黄金比（約1:1.618）の多角形を作成できます。

• 2乗：2つの隣接する正方形で多角形を作成できます。

エッジ：ボックスのエッジをフラットにするかカーブさせるかを制御できます。フラッ
ト以外のオプションを選択した場合は、カーブコントロールで側面のカーブを指定でき
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ます。いずれかの渦巻きのオプションを選択した場合は、方向コントロールで渦巻きの
方向を指定できます。

ポイントのランダム化：図形のランダムの度合いを、0（なし）から100（最大）の間で
制御できます。

新規ランダム：図形に特定のランダムを適用します。

シェイプメーカーの渦巻きタブ
シェイプメーカーダイアログボックス（補助 > シェイプメーカー）の渦巻きタブでは、
渦巻きの形状を作成できます。

シェイプメーカーダイアログボックスの渦巻きタブ

このタブにあるコントロールは下記のとおりです。

種類：アルキメデス（均等な間隔で配置された円形の渦巻き）、黄金渦巻き（黄金比で
作成された渦巻き）、またはカスタム（これを選択すると回転フィールドが使用可能に
なり、渦巻きの回転数を制御できます）を選択できます。

レート：渦巻きの幅を増やす速さを制御できます。

右回りと左回り：渦巻きの方向を制御できます。

回転あたりのセグメント：渦巻きの円形の度合いを制御できます。

スムーズネス：渦巻きのなめらかさを制御できます。回転あたりのセグメントの値やス
ムーズネスの値を小さくすると、よりハードエッジな形状にできます。

シェイプメーカーの方形タブ
シェイプメーカーダイアログボックス（補助 > シェイプメーカー）の方形タブでは、方
形のボックスを作成して角をカスタマイズできます。
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シェイプメーカーダイアログボックスの方形タブ

このタブでは、すべて同じをオフにすることによって、ボックスのそれぞれの角を個別
に設定できます。または、すべて同じをオンにして、1つのコントロールで4つの角をす
べて設定できます。どちらの方法でも、ドロップダウンメニューを使用して角の種類（標
準、丸形、角切形、角丸形、鋭角、開始位置）と、直径（直径を含むオプションの場合）
を指定できます。

カーブ：カーブを含んでいるオプションを選択した場合は、角のカーブを制御できます。

バランス：一部のオプションでは、角をボックスの側面の方向に傾けるか、上方向に傾
けるかを制御できます。

放射相称：一部のオプションでは、ボックスの角をボックスの中央と揃えるかどうかを
制御できます。

シェイプメーカーのプリセットタブ
シェイプメーカーダイアログボックス（補助 > シェイプメーカー）のプリセットタブで
は、必要な設定を保存して、後で再利用できるようにできます。
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シェイプメーカーダイアログボックスのプリセットタブ

シェイプメーカーダイアログボックスのすべてのタブのすべての設定を保存するには、
名前フィールドに名前を入力して、保存をクリックします。参照していた最後のタブの
図形のイメージで、エントリが左側のリストに追加されます。

保存した設定を読み込むには、左側のリストでその設定を選択して、設定を使用をクリッ
クし、必要なタブに移動して、図形を作成します。

エントリとともに保存した設定を置き換えるには、そのエントリを選択して置換をクリッ
クします。

エントリを削除するには、そのエントリを選択して削除をクリックします。

エントリを改名するには、そのエントリを選択して改名をクリックします。

シェイプメーカーダイアログボックスのすべてのタブを、ダイアログボックスを開いた
時点の設定に戻すには、すべて戻すをクリックします。

XTensionsのその他のモジュール

このトピックは、QuarkXPressとともにインストールされる追加のXTensionsモジュー
ルをリストします。

• Composition Zones：コンポジションゾーン機能を有効にします（「Composition Zones
の使用」を参照してください）。

• Compressed Image Import：イメージ圧縮を使用するLZW圧縮TIFFファイルの取り込
みが行えます。

• Design Grid：デザイングリッド機能を有効にします（「デザイングリッド」を参照して
ください）。

• EA Text：ルビ文字、グループ化された文字、CJK文字揃え、圏点、およびCJK文字数な
どのCJK組版機能を使用するプロジェクトを開くことができます。
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• オリジナルを編集：デフォルトアプリケーションを使用して画像を開き、画像ボックス
および画像セルに対してオリジナルを編集および更新コマンドを使用して変更された画
像を更新できます。Edit Original XTensionsソフトウェアがロードされると、画像コン

テンツツール を使用してオリジナルを編集ダイアログボックスを表示し、取り込まれ
た画像を含む画像ボックスをダブルクリックできます。

• Error Reporting：アプリケーションが予期せずに終了した場合は、Quarkにレポートを
送信できます。

• GlyphPalette：字形パレットを有効にします（「字形パレットの使用」を参照してくだ
さい）。

• HyphDieckmann（MacOSのみ）："Resources"フォルダのDieckmann自動ハイフン
リソースを有効にし、参照します。

• Hyph_CNS_1, Hyph_CNS_2, Hyph_CNS_3（MacOSのみ）：Circle Noeticsリソー
スを有効にします。

• ImageMap：ウェブレイアウトのイメージマップ機能を有効にします（「画像マップ」
を参照してください）。

• Index：索引機能を有効にします（「索引の使用」を参照してください）。

• Interactive Designer：インタラクティブレイアウト機能を有効にします（「インタラ
クティブレイアウト」を参照してください）。

• Jabberwocky：ランダムテキストを作成します。ランダムテキストを作成するには、テ

キスト編集ツール でテキストを選択し、補助 > Jabberを選択します。

• Kern-Track：カスタムカーニングテーブルおよびトラッキングセットを有効にします
（「自動カーニング」および「トラッキングテーブルの編集」を参照してください）。

• Mojigumi：CJKプロジェクトで文字組み機能を有効にします。

• PNG Filter：ポータブルネットワークグラフィックス（PNG）フォーマットで画像を取
り込むことができます。

• PSD Import：PSD Import機能を有効にします（「PSD画像の使用」を参照してくださ
い）。

• QuarkVista：画像効果機能を有効にします（「画像効果の使用」を参照してください）。

• RTF Filter：リッチテキストフォーマット（RTF）でテキストを取り込みおよび書き出し
することができます。

• Special Line Break：CJKプロジェクトでCJK／欧文間スペース機能を有効にします（「環
境設定 - レイアウト - 文字設定を参照してください）。

• SWF Filter：SWFフォーマットで画像を取り込むことができます。

• SWF Toolkit：インタラクティブおよびウェブレイアウトの機能の取り込みおよび書き
出しを行えます。

• XMLImport：XMLコンテンツを取り込み、自動的に書式設定できます。詳細は、『XML
Importガイド』を参照してください。
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環境設定

環境設定では、QuarkXPressのデフォルトの動作を制御します。

環境設定の理解

環境設定コマンド（QuarkXPress／編集 > 環境設定）を実行すると、環境設定ダイア
ログボックスが表示されます。環境設定ダイアログボックスにはいくつかのペインが含
まれており、これらのペインでは、アプリケーションのさまざまな機能のデフォルト設
定を指定できます。ペインを表示するには、左のリストから名前をクリックします。環
境設定には下記の3種類があります。

•アプリケーションの環境設定はアプリケーションに適用され、プロジェクトすべての処
理方法に影響します。

•プロジェクトの環境設定は、アクティブなプロジェクトのレイアウトすべてに影響しま
す。ただし、プロジェクトが開かれていない状態でプロジェクトの環境設定を変更する
と、新しい環境設定がすべての新規プロジェクトのデフォルト設定になります。

•レイアウト環境設定は、アクティブなレイアウトのみに影響します。ただし、プロジェ
クトが開かれていない状態でレイアウト環境設定を変更すると、新しい環境設定がすべ
ての新規レイアウトのデフォルト設定になります。

その他のペインおよびオプションは、特定のXTensionsソフトウェアを読み込んだ場合
に環境設定サブメニューに表示されます。

環境設定が一致しませんという警告
現在の環境設定ファイルにある設定とは異なるカーニングテーブル情報、トラッキング
テーブル情報、または例外ハイフンで前回保存したプロジェクトを開くと、環境設定が
一致しませんという警告が表示されます。プロジェクトの設定、または環境設定ファイ
ルの設定を使用するオプションを選択できます。

•XPress Preferencesを使用をクリックすると、プロジェクトと一緒に保存された環境
設定情報は無視され、すべてのレイアウトが環境設定ファイルにある環境設定に変更さ
れます。異なる自動カーニングやトラッキングの情報、または例外ハイフンを使用する
と、テキストがリフローする可能性があります。プロジェクトがアクティブであるとき
に行ったこれらの設定に対する変更は、プロジェクトと環境設定ファイルの両方に格納
されます。XPress Preferencesを使用機能の利点は、カーニングテーブル情報、トラッ
キングテーブル情報、例外ハイフンを他のプロジェクトと共有できることです。

•ドキュメント設定を保持をクリックすると、プロジェクトは各レイアウトについて以前
に指定された環境設定を保持します。テキストはリフローしません。プロジェクトがア
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クティブであるときに行われた、自動カーニング、トラッキング、または例外ハイフン
の変更は、そのプロジェクトにのみ格納されます。テキストリフローの危険を伴わずに
レイアウトを開いて印刷する場合に、ドキュメント設定を保持機能が便利です。

QuarkXPress環境設定への変更
QuarkXPress環境設定への変更は、以下の方法で処理します。

•環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）でアプリケーション環境
設定を変更すると、開いているプロジェクトの有無に関わらず、変更内容は環境設定ファ
イルに保存され、開いているすべてのプロジェクト、および今後開くすべてのプロジェ
クトにただちに影響します。

•XTensionsマネジャー設定（補助メニュー）を変更すると、開いているプロジェクトの
有無に関わらず、変更内容は環境設定ファイルに保存され、QuarkXPressの再起動後に
すべてのプロジェクトに影響します。

• PPDマネジャー設定（補助メニュー）を変更すると、開いているプロジェクトの有無に
関わらず、変更内容は環境設定ファイルに保存され、開いているすべてのプロジェクト、
および今後開くすべてのプロジェクトにただちに影響します。

• プロジェクトを開いた状態で環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メ
ニュー）でレイアウト環境設定を変更すると、アクティブなプロジェクトにのみ変更内
容が保存されます。

• プロジェクトを開いた状態で別のユーザー辞書を選択すると、アクティブなプロジェク
トにのみ変更内容が保存されます。

• 新規プロジェクトでカーニングテーブル情報、トラッキングテーブル情報、例外ハイフ
ンを変更すると、アクティブなプロジェクトと環境設定ファイルにこれらの変更が保存
されます。

プロジェクトを開いて環境設定が一致しません警告が表示されたときに、XPress
Preferencesを使用をクリックすると、カーニングテーブル情報、トラッキングテーブ
ル情報、および例外ハイフンは、そのプロジェクトと環境設定ファイルの両方に格納さ
れます。

環境設定ファイルの内容
環境設定ファイルの内容は下記のとおりです。さまざまな環境設定の保存方法に応じて、
リストは3つのグループに分かれます。

グループA
グループAには下記の情報が含まれています。

• カーニングテーブル（補助 > カーニングエディタ）

• トラッキングテーブル（補助 > トラッキングの編集）

• 例外ハイフン（補助 > 例外ハイフン）

プロジェクトが開かれていない状態でグループAの設定を変更すると、環境設定ファイル
にその変更が保存され、以降作成されるすべてのプロジェクトで使用されます。

プロジェクトを開いて環境設定が一致しませんという警告が表示され、XPress
Preferencesを使用をクリックした場合、以降グループAの設定を変更すると、その変
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更がプロジェクトと環境設定ファイルの両方に保存されます（XPress Preferencesを
使用をクリックすると、プロジェクトの元のグループA設定は破棄されます）。

プロジェクトを開いて環境設定が一致しませんという警告が表示され、ドキュメント設
定を保持をクリックした場合、以降グループAの設定を変更すると、その変更がプロジェ
クトのみに保存されます。

グループB
グループBには下記の情報が含まれています。

• デフォルトスタイルシート、カラー、ダッシュおよびフレーム、リスト、およびハイフ
ネーション＆ジャスティフィケーション仕様（編集メニュー）

•環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集 > 環境設定）のプロジェクトペイ
ンの設定

• デフォルトユーザー辞書に関するパスの情報（補助 > ユーザー辞書）

プロジェクトが開かれていない状態でグループBの設定を変更すると、環境設定ファイル
にその変更が保存され、以降作成されるすべてのプロジェクトで使用されます。プロジェ
クトが開いている状態でグループBの設定を変更すると、変更はそのプロジェクトのみに
保存されます。

グループC
グループCには下記の情報が含まれています。

• 出力スタイル（編集 > 出力スタイル）

•XTensionsマネジャーおよびPPDマネジャーダイアログボックスの設定（補助メニュー）

•環境設定ダイアログボックスのアプリケーションペインの設定（QuarkXPress／編集>
環境設定）

グループCの設定を変更すると、プロジェクトが開いているかどうかに関係なく、変更は
常に環境設定に保存されます。

アプリケーションの環境設定

環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集 > 環境設定）のアプリケーション
ペインにあるコントロールは、プロジェクトの表示方法と保存方法など、QuarkXPress
での全プロジェクトの使用方法に影響します。これらの設定は、アプリケーションに保
存され、プロジェクトには保存されません。

環境設定 — アプリケーション — 表示
すべてのプロジェクトで、アプリケーションのペーストボードとその他の要素を画面上
でどのように表示するかを指定するには、環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress
／編集メニュー）の表示ペインを使用します。

ペーストボード領域にある設定は、以下のとおりです。

• 印刷レイアウト上のページやスプレッドのいずれかの側にあるペーストボードの幅を指
定するには、ペーストボードの幅フィールドを使用します。ペーストボードの幅は、レ
イアウトの幅に対する割合として測定されます。
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• ペーストボードのカラーを指定するには、カラーコントロールを使用します。

• アクティブなスプレッドのペーストボードを別な色で表示するには、ペーストボードの
カラーを変えて、アクティブなスプレッドを表示します。をオンにし、対応するカラー
コントロールでカラーを選択します。

• トリムビューモード（表示 > トリムビュー）のときにペーストボードを別のカラーで表
示させるには、トリムビューのペーストボードのカラーをオンにして、対応するカラー
コントロールでカラーを選択します。

表示領域にある設定は、以下のとおりです。

• テキストボックス編集時にテキストボックスを一時的に不透明にするには、テキストボッ
クス編集時の不透明化をオンにします。

• カラーTIFF用に作成される画面プレビューの取り込み時のカラー深度を指定するには、
カラーTIFFドロップダウンリストを使用します。

• グレイスケールTIFF用に作成される画面プレビューの取り込み時の解像度を指定するに
は、グレイTIFFドロップダウンリストを使用します。

•Windowsのみ： 画面上でドキュメントの表示が最善となるようにモニターを調整する
には、解像度(DPI)フィールドを使用します。

•モニタープロファイルドロップダウンメニューからモニターに合ったプロファイルを選
択するか、自動を選択します。プロファイルは、QuarkXPressアプリケーションフォル
ダ内の"Profiles"フォルダに配置できます（カラーマネージメント環境設定についての詳
細は、「環境設定 — レイアウト — カラーマネジャー」を参照してください）。

環境設定 - アプリケーション - 入力設定
スクロールとその他の「オンザフライ」アクションをカスタマイズするには、環境設定
ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）の入力設定ペインを使用します。

• レイアウトをスクロールできるスピード、および画面上でのレイアウトの更新方法を指
定するには、スクロール領域を使用します。レイアウトウィンドウのスクロールバーの
スクロールボックスをドラッグするのと同時にレイアウト表示が更新されるようにする
には、ライブスクロールをオンにします。スクロール時に一時的にライブスクロールの
オン、オフを切り替えるには、スクロールボックスをドラッグするときにOption／Alt
キーを押します。

• 引用符記号の変換と入力のスタイルを選択するには、フォーマットドロップダウンメ
ニューと引用符の自動変換チェックボックスを使用します。引用符の自動変換機能、お
よび取り込みダイアログボックス（ファイル > 取り込み）にある引用符を変換オプショ
ンで使用されるデフォルト文字を指定するには、引用符ドロップダウンメニューでオプ
ションを選択します。フィート記号とインチ記号（'と"）を入力した引用符記号に自動的
に変換するには、引用符の自動変換をオンにします。

• ハイフンとカンマは、印刷レイアウトの印刷ダイアログボックスのページフィールドの、
連続、および不連続範囲を指定するデフォルトセパレータです。セクションダイアログ
ボックス（ページメニュー）にページ番号の一部としてカンマやハイフンを指定した場
合、ここでデフォルトセパレータを変更する必要があります。たとえば、ページ番号が
「A-1、A-2」である場合、ページフィールドにハイフンを使用して範囲を指定すること
はできなくなります。セパレータを編集するには、連続および非連続フィールドに新し
い文字を入力します。
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•MacOSのみ：Controlキーでの操作内容を制御するには、キーを押すと有効領域を使用

します。Controlキーで一時的にズームツール を起動するには、ズームをクリック
します。Controlキーで一時的にコンテキストメニューを起動するには、コンテキストメ
ニューをクリックします（Control+Shiftキーを押すと、選択されていない機能が実行さ
れます）。

• ライブリフレッシュのクリックとドラッグ間のディレイを指定するには、ライブリフレッ
シュドラッグまでのディレイフィールドを使用します。ライブリフレッシュには、アイ
テムの移動によって起こる回り込みの変化がリアルタイムに表示されます。このオプショ
ンがオンになっている場合、サイズ変更ハンドルが表示されなくなるまでマウスボタン
を押してからアイテムをドラッグすることによって、ライブリフレッシュをアクティブ
にできます。

• ストーリーのテキストのカット、コピー、およびペーストを、メニューやキーボードコ
マンドではなくマウスを使用して行うには、テキストのドラッグ＆ドロップをオンにし
ます。Mac OSでは、ドラッグを開始する前にControl+Commandを押すことで、この
機能を一時的にオンにできます。カットしてペーストするには、テキストを選択してか
ら、新しい位置にドラッグします。コピーしてペーストするには、テキストを選択して
から、Shiftを押しながら新しい位置にドラッグします。

• ツールやパレットアイコンの上にポインタを置いたときにアイコンの名前を表示するに
は、ツール・ヘルプをオンにします。

• 新規画像をボックスに取り込むとき、縮小率とその他の属性を画像ボックスにデフォル
トで「記憶させる」には、画像ボックス属性を保持をオンにします。

環境設定 - アプリケーション - 未定義キャラクタの代替
不足フォントが使用されるプロジェクトをアプリケーションで開いたときの動作を設定
するには、環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）の未定義キャ
ラクタの代替ペインを使用します。

未定義キャラクタの代替機能を有効にするには、未定義キャラクタの代替をオンにしま
す。この機能をアクティブにすると、現在のフォントでは表示できない文字が使用され
た場合、その文字を表示できるフォントの検索を試みます。

アプリケーションでプロジェクトを開いたときに不足フォントが見つかると、このペイ
ンの環境設定で使用する代替フォントを決定します。

文字を既存のプロジェクトに追加しようとして、その文字がフォントでサポートされてい
ない場合、その文字を表示できるシステムのフォントが検索されます。

アクティブストーリーで使用する適切なフォントをアプリケーションに検索させるには、
検索をオンにします。特定の範囲に検索を限定するには、最後をオンにして、段落フィー
ルドに数値を入力します。フォントが見つからない場合に、ストーリー全体にまで検索
を広げるには、アクティブストーリーをオンにします。

他のフォントが見つからない場合に使用する代替フォントを指定するには（検索設定を
考慮して）、スクリプト／言語リストに表示される各スクリプト／言語のフォントコラ
ムでオプションを選択します。

レイアウトをトンボ付きで印刷するときに、スラグラインで使用するフォントを指定す
るには、ページ情報フォントドロップダウンメニューでオプションを選択します。
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環境設定 - アプリケーション - 取り消し
複数取り消しオプションを設定するには、環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress
／編集メニュー）の取り消しペインを使用します。

•やり直しコマンドを呼び出すキーボードコマンドを指定するには、「やり直し」キード
ロップダウンメニューを使用します。

• 取り消し履歴に格納できるアクションの回数を指定するには、「取り消し/やり直し」ア
クションの最大回数フィールドを使用します。取り消し履歴は最大で30アクションまで
保持できます。デフォルト設定は20です。

環境設定 - アプリケーション - 開く＆保存
アプリケーションでの保存とバックアップの実行方法をカスタマイズするには、環境設
定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）の開く＆保存ペインを使用しま
す。

• システムまたは電力の障害から作業を保護するには、自動保存をオンにします。このオ
プションをオンにすると、プロジェクトフォルダにある一時ファイルに変更内容が、指
定した時間間隔で自動的に記録されます。 間隔（分）フィールドに間隔を分数で入力し
ます。指定できる最短時間間隔は、0.25分です。自動保存がオンの場合、デフォルト設
定は5分間隔です。手動で保存（ファイル>保存）しない限り、元のファイルは上書きさ
れません。システムが中断された後にプロジェクトを開くと、プロジェクトが最後に自
動保存されたバージョンに復元される旨の警告が表示されます。

•自動バックアップをオンにして、リビジョンを保持フィールドに値を入力すると、1プロ
ジェクトにつき最大100のリビジョンを保持できます。手動で保存（ファイル > 保存）
するたびに、以前に手動で保存したバージョンが、指定した保存フォルダにコピーされ
ます。自動バックアップのデフォルト設定はオフです。プロジェクトと同じフォルダに
リビジョンを保存するには、プロジェクトフォルダをクリックします。別のフォルダに
リビジョンを保存するには、その他のフォルダをクリックしてから参照をクリックしま
す。各バックアップを表す連番がファイル名に追加されます。最新リビジョン（5個のう
ちの5番目など）が作成されると、フォルダで最も古いリビジョンが削除されます。保存
フォルダからバックアップを取得するには、リビジョンファイルを開きます。

• プロジェクトウィンドウのサイズ、位置、および縦横比をアプリケーションに自動的に
保存するには、レイアウト位置の保存をオンにします。

• Unicode以外のテキストの文字の表示方法を指定するには、Unicode以外のサポートの
下にあるエンコーディングドロップダウンメニューからオプションを選択します。

環境設定 - アプリケーション - XTensionsマネジャー
XTensionsマネジャーダイアログボックスが表示されるタイミングを設定するには、環
境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）のXTensionsマネジャー
ペインを使用します。

環境設定 - アプリケーション - 共有
新規共有コンテンツのデフォルトオプションを設定するには、環境設定ダイアログボッ
クス（QuarkXPress／編集メニュー）の共有ペインを使用します。これらのオプション
の意味についての詳細は、「コンテンツの共有および同期」を参照してください。
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共有コンテンツスペースに複数アイテムを追加するときに、このペインで指定したオプ
ションを常に使用するには、複数のアイテムを共有する際ダイアログを表示しないをオ
ンにします。

環境設定 - アプリケーション - フォント
下記の環境設定を指定するには、環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メ
ニュー）のフォントペインを使用します。

対応するフォントに各フォント名を表示するには、フォントプレビュー領域で、フォン
トメニューに表示をオンにします。

フォントマッピング領域で、以下の操作を実行します。

•不足フォントダイアログボックスを非表示にするには、不足フォントダイアログを表示
しないをオンにします。置換フォントを定義していない不足フォントを含むプロジェク
トを開いたときの動作を、このチェックボックスの下にあるラジオボタンで決定します。

• デフォルトの置換フォントを指定するには、デフォルト置換フォントを指定しますをオ
ンにし、デフォルト置換フォントドロップダウンメニューから置換フォントを選択しま
す。

• デフォルトの置換フォントを指定するには、デフォルト置換フォントを指定しますをオ
ンにし、欧文およびCJKドロップダウンメニューからオプションを選択します。

環境設定 - アプリケーション - ファイルリスト
ファイルメニューで、最近開いて保存したファイルの表示をカスタマイズするには、環
境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）のファイルリストペインを
使用します。

• 最近開いて保存したファイルの表示数を指定するには、最近表示したファイルの数フィー
ルドを使用します。

• 最近開いたファイルのリストを表示するメニューを選択するには、ファイルリストの位
置領域を使用します。

• アルファベット順でファイルリストを表示するには、名前をアルファベット順にをオン
にします。

• ファイルの位置を表示するには、フルパス表示をオンにします。

環境設定 - アプリケーション - デフォルトパス
開く、保存／新規保存、取り込みコマンド用に、ファイルシステムまたはネットワーク
上のデフォルトの場所を定義するには、環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／
編集メニュー）のデフォルトパスペインを使用します。

環境設定 - アプリケーション - 高解像度プレビュー
高解像度プレビューXTensionsモジュールの動作を設定するには、環境設定ダイアログ
ボックス（QuarkXPress／編集メニュー）の高解像度プレビューペインを使用します。

アプリケーションが表示用の高解像度画像をキャッシュする場所を変更するには、アプ
リケーション環境設定フォルダまたはその他のフォルダをクリックして、別の場所を指
定します。プレビューキャッシュフォルダの最大サイズを指定するには、最大キャッシュ
フォルダサイズフィールドに値を入力します。
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高解像度プレビュー表示領域で、以下の操作を実行します。

•全て高解像度プレビューが選択されている場合、高解像度で表示するように設定されて
いるプロジェクトのすべての画像が、高解像度で表示されます。

•選択画像を高解像度プレビューがオンである場合、高解像度で表示するように設定され
ている画像は、選択時にのみ高解像度で表示されます。

このXTensionsモジュールが原因と思われるパフォーマンス上の問題がある場合は、高
解像度プレビューをオフにします。プロジェクトを開いているときに高解像度プレビュー
をオフにするには、高解像度プレビュー使用停止をオンにします。画像に高解像度プレ
ビューが指定されている場合、画像はその設定を保持しますが、表示 > 高解像度プレ
ビュー表示をオンにして、レイアウトの高解像度プレビューを有効にしない限り、画像
は実際に高解像度では表示されません。高解像度プレビュー使用停止がオフの場合、高
解像度で表示するように設定されている画像は、プロジェクトを開いたときに高解像度
で表示されます（表示 > 高解像度プレビュー表示がオンの場合）。

環境設定 — アプリケーション — ブラウザ
ウェブレイアウトをプレビューして、書き出したHTMLファイルを表示するのに使用す
るウェブブラウザを指定するには、環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集
メニュー）のブラウザペインを使用します。

• プレビュー用の特定ブラウザを指定しない場合に使用するブラウザを指定するには、デ
フォルト列を使用します。このブラウザは、HTMLの書き出しダイアログボックス（ファ
イル >書き出し > HTML）にあるブラウザを起動がオンである場合にも使用されます。
デフォルト列をクリックして、デフォルトブラウザの隣にチェックマークを表示します。

•ブラウザ列には、QuarkXPressで使用できるウェブブラウザのリストが表示されます。

•表示名列には、QuarkXPressで表示されるウェブブラウザの名前が表示されます。

環境設定 — アプリケーション — 索引
索引ペインで、作成した索引マーカの色および約物をカスタマイズできます。

索引マーカの色を変更するには、索引マーカの色ボタンをクリックします。

作成した索引の約物の方法を制御するには、区切りキャラクタ設定を使用します。

• 索引の各見出し語の直後に挿入する約物を指定するには、見出し語の後フィールドに文
字を入力します。

• 索引のページ番号のリストを分割する単語や約物を指定するには、ページ番号の間フィー
ルドに文字を入力します。

• 索引のページ範囲を分割する単語または約物を指定するには、ページ範囲の間フィール
ドに文字を入力します。

• クロス参照の前に使用される単語または約物（通常は、ピリオド、セミコロン、または
スペース）を指定するには、クロス参照の前フィールドに文字を入力します。

• クロス参照に適用する文字スタイルシートを選択するには、クロス参照スタイルドロッ
プダウンリストを使用します。このスタイルシートは、「参照」、「参照（追加）」、
および「以下を参照」にのみ適用され、見出し語や参照には適用されません。

• 追い込み索引の見出し語の間や、階層付き索引の段落の最後に挿入される単語や約物を
指定するには、見出し語の項目間フィールドに文字を入力します。
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環境設定 - アプリケーション - ジョブジャケット
自動レイアウト評価用の環境設定を指定し、ジョブジャケットファイルのデフォルトの
場所を指定するには、環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）の
ジョブジャケットペインを使用します。

QuarkXPressがファイル >レイアウトの評価コマンドを自動的に実行するタイミングを
制御するには、レイアウトの評価領域にあるオプションを使用します。たとえば、出力
時をオンにすると、出力用に送信する前に、常にレイアウトを評価するように設定でき
ます。オプションは下記のとおりです。

•オープン時

•保存時

•出力時

•終了時

ジョブジャケットファイルのデフォルトの保存先を指定するには、ロケーション領域に
あるオプションを使用します。デフォルトの場所にジョブジャケットファイルを保存す
るには、共有ジャケット用のデフォルトパスを使用をクリックします。デフォルトの場
所は、Mac OSでは「ドキュメント」フォルダ、Windowsでは「My Documents」で
す。

環境設定 - アプリケーション - PDF
PDF書き出しの環境設定を行うには、環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編
集メニュー）のPDFペインを使用します。

PDFファイルの作成方法を指定するには、PDFのワークフロー領域にあるオプションを
使用します。

• QuarkXPressにPDFファイルを作成させるには、PDF作成をクリックします。

• PDFマーク付きでPostScriptファイルを書き出すには、PostScriptファイルを一時作成
をクリックします。このオプションを使用することで、他社製PDF作成アプリケーショ
ンを使用してPDFファイルを作成できます。このオプションをオンにすると、監視フォ
ルダを使用もオンにして、PostScriptファイルが保存されるディレクトリ（PDF作成ツー
ルの自動処理用）を指定できます。監視フォルダを使用をオンにしないと、PostScript
ファイルの保存場所を指定するように指示されます。

Mac OSのみ：PDF書き出し処理中に、大きなPDFファイルのレンダリングに使用する
ための仮想メモリの容量を増やすには、仮想メモリフィールドの値を増やします。

書き出されたPDFファイルのデフォルト名を選択するには、デフォルト名ドロップダウン
メニューを使用します。

PDFファイル作成中のエラー（ある場合）のログを作成するには、ログエラーをオンにし
ます。このオプションがオンの場合、ログフォルダの使用をオンにしてログファイルの
保存先を指定します。ログフォルダの使用がオフの場合、書き出されたPDFファイルと同
じディレクトリにログファイルが作成されます。

環境設定 - アプリケーション - PSD Import
PSD画像を取り込む場合、PSD Importによって作成されるプレビューは、環境設定ダイ
アログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）のディスプレイペインの現在の設定に
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従います。Adobe Photoshop画像を表示する場合、PSD Importはキャッシュを使用し
て表示の高速化を図ります。表示設定からPSD Import環境を最適化し、環境設定ダイア
ログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）のPSD Importペインでキャッシュ設定
を変更して、メモリ使用量と再描画速度を制御できます。

環境設定フォルダにキャッシュを作成するには、アプリケーション環境設定フォルダを
クリックします。別のフォルダにキャッシュを作成するには、その他のフォルダをクリッ
クして、別のフォルダを選択します。キャッシュフォルダのサイズを設定するには、最
大キャッシュフォルダサイズフィールドに値を入力します。

プレビューが正しく表示されない場合、PSD Importキャッシュをクリアできます。この
キャッシュをクリアするには、キャッシュクリアをクリックします。

環境設定 — アプリケーション — プレースホルダ
テキストプレースホルダの表示環境設定を指定するには、環境設定ダイアログボックス
（QuarkXPress／編集メニュー）のプレースホルダペインを使用します。

• レイアウトのテキストプレースホルダのカラーを指定するには、テキストプレースホル
ダ領域にあるカラーボタンを使用します。シェードドロップダウンメニューからカラー
のシェードパーセントを選択します。

• レイアウトのテキストノードプレースホルダのカラーを指定するには、テキストノード
プレースホルダ領域にあるカラーボタンを使用します。シェードドロップダウンメニュー
からカラーのシェードパーセントを選択します。

環境設定 - アプリケーション - スペルチェック
スペルチェックのオプションを設定するには、環境設定ダイアログボックス
（QuarkXPress／編集メニュー）のスペルチェックペインを使用します。

スペルチェックの例外領域で、以下の操作を実行します。

• スペルチェックから数字を含む単語を除外するには、数字を含む単語を無視をオンにし
ます。

• スペルチェックから電子メールアドレスおよびURLを除外するには、インターネットお
よびファイルアドレスを無視をオンにします。

• スペルチェックの際、ドイツ言語に適用されている大文字小文字の区別および単語間ス
ペースの確認を無効にするには、ドイツ語で大文字化を無視をオンにします。ドイツ言
語とは、ドイツ語、スイスドイツ語、ドイツ語（新正書法）、スイスドイツ語（新正書
法）です。

• スペルチェックの際、非ドイツ言語に適用されている大文字小文字の区別および単語間
スペースの確認を無効にするには、ドイツ語以外で大文字化を無視をオンにします。

ドイツ語文字でタグ付けされたテキストをスペルチェックする場合にドイツ語（新正書
法）を使用するには、新正書法の適用される言語領域にあるドイツ語（新正書法2006年
版）を使用をオンにします。

環境設定 - アプリケーション - 分数／通貨
分数と通貨を自動的にフォーマットするには、環境設定ダイアログボックス
（QuarkXPress／編集メニュー）の分数/通貨ペインを使用します。
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•分子領域では、オフセットオプションにより、ベースラインを基準にして分子が配置さ
れます。縦比率オプションでは、フォントサイズのパーセントで分子の高さを指定しま
す。横比率オプションでは、通常の文字幅のパーセントで分子の幅を指定します。カー
ニング値オプションで、文字とスラッシュ間の間隔を調整します。

•分母領域では、オフセットオプションにより、ベースラインを基準にして分母が配置さ
れます。縦比率オプションでは、フォントサイズのパーセントで分母の高さを指定しま
す。横比率オプションでは、通常の文字幅のパーセントで分母の幅を指定します。カー
ニング値オプションで、文字とスラッシュ間の間隔を調整します。

•スラッシュ領域では、オフセットオプションにより、ベースラインを基準にしてスラッ
シュが配置されます。縦比率オプションでは、フォントサイズのパーセントでスラッシュ
の高さを指定します。横比率オプションでは、通常の文字幅のパーセントでスラッシュ
の幅を指定します。カーニング値オプションで、文字とスラッシュ間の間隔を調整しま
す。スタイル>文字飾り>分数の作成を選択した場合に、タイプサイズを保持するには、
分数用スラッシュをオンにします。

•通貨領域では、￠にアンダーラインを適用オプションでセント記号（￠）の下にアンダー
ラインを配置し、Radixの削除オプションで通貨から小数点やカンマ記号を削除します。

環境設定 — アプリケーション — 画像効果
QuarkXPressアプリケーションとプロジェクトの保存先とは別のドライブにキャッシュ
フォルダを指定することで、性能を向上できる場合があります。画像編集用のキャッシュ
フォルダの場所を指定するには、環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メ
ニュー）の画像効果ペインを使用します。

プロジェクトの環境設定

環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集 > 環境設定）のプロジェクトペイ
ンは、アクティブなプロジェクトのレイアウトすべてに影響します。ただし、プロジェ
クトが開かれていない状態でプロジェクトの環境設定を変更すると、新しい環境設定が
すべての新規プロジェクトのデフォルト設定になります。

環境設定 - プロジェクト - 一般
自動画像取込み、単独レイアウトモード、およびOpenTypeカーニング（OpenTypeフォ
ントの場合）のデフォルト設定を指定するには、環境設定ダイアログボックス
（QuarkXPress／編集メニュー）の一般ペインでプロジェクトバージョンを使用しま
す。

レイアウトを最後に開いてから変更された画像をアプリケーションで自動的に更新する
かどうかを設定するには、自動画像取込みドロップダウンメニューを使用します。

•自動画像取込み機能を有効にするには、オンをクリックします。プロジェクトを開くと、
自動的に変更済み画像が再度取り込まれます。

•自動画像取込み機能を無効にするには、オフを選択します。

• アプリケーションで変更済み画像を取り込む前に警告を表示するには、確認するをクリッ
クします。
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プロジェクトが開かれていない状態で単独レイアウトモードチェックボックスをオンに
すると、新規プロジェクトダイアログボックスの単独レイアウトモードチェックボック
スが自動的にオンになります。

OpenTypeフォントのデフォルトのカーニング値を有効にするには、OpenTypeのカー
ニング情報を使用チェックボックスをオンにします。OpenTypeカーニングがアクティ
ブな場合、そのカーニングがOpenTypeフォントのカーニングエディタ（補助メニュー）
で指定したすべてのカーニングよりも優先されます。

レイアウト環境設定

環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集 > 環境設定）のレイアウトペイン
の設定は、テキストオーバーフロー時にページを自動挿入するかどうか、およびカラー
のトラップ方法など、特定のQuarkXPress機能でのドキュメントの使用方法に影響しま
す。

環境設定 - レイアウト - 一般
環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）の一般ペインでレイアウ
トバージョンを使用すると、ガイドの吸着距離やハイパーリンクおよびアンカーの色な
ど、ページレイアウトのさまざまなデフォルト設定を指定できます。

表示領域で、下記の操作を行ってください。

•グリークテキスト(<)チェックボックスをオンにしてフィールドに値を入力すると、「グ
リーキング」によりQuarkXPressの画面の再描画速度が上がります。グリーキングとは、
指定したサイズよりも小さなテキストの代わりにグレイのバーを表示する処理のことで
す。グリーキングは印刷や書き出しには影響しません。テキストのグリーキングは表示
率の影響を受けます。

•画像グリーキングチェックボックスをオンにすると、取り込んだ画像をQuarkXPressに
グレイのボックスで表示できます。グリーキングされた画像を含むボックスを選択する
と、画像が普通に表示されます。このチェックボックスはデフォルトでオフになってい
ます。

アンカーアイコンおよびハイパーリンクの色を選択するには、ハイパーリンク領域を使
用します。アンカーアイコンの色はすべてのレイアウトで使用できますが、ハイパーリ
ンクの色は印刷レイアウトとインタラクティブレイアウトでしか使用できません。印刷
レイアウトをPDFファイルとして書き出す予定がある場合、そのレイアウトでアンカーお
よびハイパーリンクの色を選択する場合もあります。

マスターページを適用した場合にマスターアイテムの動作を制御するには、マスターペー
ジアイテム領域を使用します。新しいマスターページは、次のいずれかの場合に常にレ
イアウトページに適用されます。（1）マスターページのアイコンをレイアウトパレット
のマスターページ領域からレイアウトパレット（ウィンドウ > レイアウト表示）のレイ
アウトページアイコンへドラッグ＆ドロップした場合、（2）レイアウトパレットを使用
してレイアウトページに適用されたマスターページを削除した場合、または（3）見開き
ページレイアウトの奇数ページを追加、削除、または移動した場合。

• 新しいマスターページが適用されたときに現在のレイアウトページに変更済みのマスター
アイテムを残す場合、変更箇所保持をクリックします。保持されるアイテムはマスター
アイテムではなくなります。
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• 新しいマスターページが適用されたときに現在のレイアウトページに変更済みのマスター
アイテムを削除する場合、変更箇所消去をクリックします。

フレームをテキストボックスおよび画像ボックスの内側と外側のどちらに配置するかを
指定するには、フレーム領域を使用します。

•内側をクリックすると、テキストとフレームの距離がボックスのテキストとの間隔（ア
イテム > 設定）の値により決まります。フレームを画像ボックスの内側に配置すると、
そのフレームが画像と重なります。

•外側をクリックすると、フレームがボックスの外側に配置され、ボックスの幅と高さが
大きくなります。フレームのサイズがボックスまたはペーストボードの制限を超えない
ようにする必要があります。

印刷レイアウトのみ：自動テキストボックスまたは（自動テキストボックスを含むマス
ターページに関連付けられたページの）連続するテキストボックスからテキストがはみ
出さないようにするために、ページを自動的に挿入するかどうかを決定するには、自動
ページ挿入オプションを使用します。ドロップダウンメニューからもページを挿入する
かどうかを指定できます。

ウェブレイアウトのみ：ウェブレイアウトを書き出したときにすべてのイメージファイ
ルを配置するフォルダ名を指定するには、イメージ書き出しディレクトリフィールドを
使用します。このフォルダは、書き出されたレイアウトと同じレベル（またはサイトの
ルートフォルダを指定した場合はそのフォルダ内）で作成されます。このフィールドを
空白のままにしておくと、書き出されたレイアウトと同じフォルダ（またはサイトのルー
トフォルダを指定した場合はそのフォルダ）にイメージファイルが配置されます。デフォ
ルトでは、書き出されたレイアウトと同じレベルで"image"という名前のフォルダが作成
され、書き出されたイメージがその"image"フォルダに配置されます。

ウェブレイアウトのみ：アクティブなウェブレイアウトの書き出しバージョンのルート
フォルダとして使用する、フォルダの名前と場所を指定するには、サイトルートディレ
クトリフィールドを使用します。フィールドの右側にある選択／参照ボタンをクリック
して、ダイアログボックスでサイトのルートフォルダを指定します。

環境設定 — レイアウト — 単位
レイアウトルーラーおよび単位パレットのデフォルトの単位を指定するには、環境設定
ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）の単位ペインを使用します。

• レイアウトウィンドウの上と左に沿って表示されるルーラーの基準単位を指定するには、
水平方向および垂直方向ドロップダウンメニューを使用します。水平方向は上のルーラー
に対応し、垂直方向は左のルーラーに対応します。

•単位パレットのデフォルトのX座標やY座標を含むその他いくつかのUIの縦横比は、これ
ら2つのドロップダウンメニューにより決まります。フォントのサイズ、フレームの幅、
行送り、線の幅などは、選択した単位に関係なくQuarkXPressにより自動的にポイント
単位に変換されます。

• 72ポイント／インチのデフォルト値を上書きするには、ポイント/インチフィールドを使
用します。QuarkXPressでは、このフィールドの値をすべてのポイントおよびパイカと
ポイント／インチ変換およびパイカ／インチ変換の単位の基本として使用します。DTP
のポイント／インチ変換の基準は72です。ただし、大部分の組版用の金属製ルーラーで
使用されていた従来の組版基準は約72.27または72.307ポイント／インチ（範囲は60～
80pt、基準単位はポイント、最小増分値は0.001）です。
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• シセロからセンチメートルへの変換値を標準の2.1967（範囲は2～3c、基準単位はシセ
ロ、最小増分値は0.001）とは異なる値に指定するには、シセロ/cmフィールドを使用
します。

•印刷レイアウトのみ：水平方向のルーラーの増分値をページごとにゼロから繰り返すか、
スプレッド全体を通じて続けるかを指定するには、ルーラー適用範囲ボタンを使用しま
す。この設定によりフィールドに表示されるアイテムの座標が決まります。デフォルト
のオプションはページです。

• 新規レイアウトのデフォルトの単位を設定するには、単位ドロップダウンメニューを使
用します。

環境設定 - レイアウト - 段落
さまざまな段落レベルの設定を制御するには、環境設定ダイアログボックス
（QuarkXPress／編集メニュー）の段落ペインを使用します。

行間隔を自動的に設定するには、行送りの自動設定機能を使用します。段落設定ダイア
ログボックス（スタイル > 行送り）の行送りフィールドに「auto」または「0」を入力
すると、この設定を段落に適用できます。行送りが絶対的な設定になっている段落（す
べての行で行間隔が等しい段落）とは異なり、行送りが自動設定されている段落の場合、
フォントやフォントサイズが同じ段落内で混在している場合、行間隔の異なる行が含ま
れている場合があります。

行送りの自動設定では、行送りの基本値から始まります。この基本値は、自動設定の行
送りの行とその上の行で使用するフォントに組み込まれたアセントおよびディセントの
値を検証することにより、QuarkXPressが計算します。ただし、ユーザーが指定するテ
キストサイズ（スタイル > サイズ）の場合、行送りの基本値を決定するときの最大要素
となります。最後に、行送りの自動設定フィールドでユーザーが指定した値を行送りの
基本値に追加すると、行送りの合計値に到達します。

行送りの自動設定をパーセントで指定するには、0%から100%までの値を1%刻みで入
力します。この値により、2つのテキスト行間の行送りの値が下記のとおり決まります。
上の行の最大フォントサイズに割合の値をかけます。その結果を、2行間の行送りの自動
設定の基本値に追加します。フォントのデザインによってはこの処理が複雑になる場合
もありますが、その例を簡単に示します。10ポイントのテキストで、スタイル設定を一
貫して「標準」フォントにし、行送りの自動設定を20%に設定した場合、行送りは12ポ
イントとなります（10pt + [10ptの20%] = 12pt）。行送りの自動設定を増分値で指定
するには、値の前にプラス記号（+）またはマイナス記号（-）を付けて入力します。範囲
は-63ポイントから+63ポイントまでで、単位は任意です。「+5」と入力すると、5ポイ
ントの行送りが行送りの自動設定の基本値に追加されます。「+5 mm」と入力すると、
5ミリメートル追加されます。

列またはボックスで障害物の直下にあるテキスト行の配置を制御するには、行送り値の
保持チェックボックスをオンにします。行送り値の保持チェックボックスをオンにする
と、行のベースラインが適用された行送り値に従って配置されます。行送り値の保持
チェックボックスをオフにすると、行のアセントが障害物または適用した回り込み値（ア
イテム > 回り込み）の下にきます。

グリッド固定のベース領域で、下記の操作を行ってください。

• 文字のアセンダーおよびディセンダーに応じてテキストをグリッドに対して固定するに
は、アセントおよびディセントをクリックします。
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• 文字の仮想ボディのサイズに応じてグリッドにテキストを固定するには、フォントサイ
ズ（仮想ボディ）をクリックします。

例外ハイフン辞書で対応する見出し語が見つからない場合に、QuarkXPressが段落の自
動ハイフネーションに使用する方法を指定するには、自動ハイフンリスト言語ごとに、
自動ハイフン領域の方法ドロップダウンメニューを使用します。ここで選択する設定は、
自動ハイフン（編集 > H&J）が有効な段落のみに影響します。

• バージョン3.1以前のQuarkXPressに組み込まれているアルゴリズムを使用してハ
イフネーションを実行するには、標準チェックボックスをオンにします。バージョ
ン3.1以前のQuarkXPressで作成されたドキュメントをバージョン3.1以降で開く
と、デフォルトで標準チェックボックスがオンになっています。

• バージョン3.1以降のQuarkXPressに組み込まれているアルゴリズムを使用してハ
イフネーションを実行するには、拡張チェックボックスをオンにします。

• Extended 2では、拡張と同じアルゴリズムが使用されますが、そのアルゴリズムを使
用する前に標準のハイフネーション辞書をチェックします。Extended 2では、
Dieckmannの例外リソースとアルゴリズムをハイフネーションに使用します。このオプ
ションはQuarkXPress 4.11 ドイツ語（新正書法）版から導入されたもので、最近のバー
ジョンでは他の言語にも導入が拡大されています。このオプションを母言語で使用可能
な場合、これがQuarkXPressで作成されたプロジェクトのデフォルト方式となります。

環境設定 - レイアウト - 文字設定
新規共有コンテンツのデフォルトオプションを設定するには、環境設定ダイアログボッ
クス（QuarkXPress／編集メニュー）の共有ペインを使用します。QuarkXPressによ
る上付き字形および下付き字形などの組版スタイルの構成方法を指定するには、環境設
定ダイアログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）の文字設定ペインを使用しま
す。

• 上付き文字の配置と縮小率（サイズ）を制御するには、上付き字形領域を使用します。
オフセット値で、上付き文字の配置位置をベースラインからの下方向の距離を指定しま
す。オフセット値は、フォントサイズの割合で測定されます。デフォルト値は33%です。
縦比率値で、文字の縦サイズを指定します。フォントサイズの割合で表されます。横比
率値で、横幅を指定します。フォントデザイナによって指定された通常の文字の幅の割
合で表されます。両方の縮小率のデフォルト値は60%です（範囲は0～100%、測定は
パーセント方式、最小単位は0.1）。

• 下付き文字の位置と縮小率（サイズ）を制御するには、下付き字形領域を使用します。
オフセット値で、下付き文字の配置位置をベースラインからの上方向の距離を指定しま
す。オフセット値は、フォントサイズの割合で測定されます。デフォルト値は33%です。
縦比率値で、文字の縦サイズを指定します。フォントサイズの割合で表されます。横比
率値で、横幅を指定します。フォントデザイナによって指定された通常の文字の幅の割
合で表されます。両方の縮小率のデフォルト値は100%です（範囲は0～100%、測定は
パーセント方式、最小単位は0.1）。

•スモールキャップスタイプスタイルが適用されている文字の縮小率を制御するには、ス
モールキャップス領域を使用します。縦比率値で、文字の縦サイズを指定します。フォ
ントサイズの割合で測定されます。横比率値で、横幅を指定します。フォントデザイナ
によって指定された通常の文字の幅の割合で測定されます。両方の縮小率のデフォルト
値は75%です（範囲は0～100%、測定はパーセント方式、最小単位は0.1）。
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• 肩文字の縮小率を制御するには、肩文字領域を使用します。縦比率値で、文字の縦サイ
ズを指定します。フォントサイズの割合で測定されます。横比率値で、横幅を指定しま
す。フォントデザイナによって指定された通常の文字の幅の割合で測定されます。両方
の縮小率のデフォルト値は60%です（範囲は0～100%、測定はパーセント方式、最小
単位は0.1）。

• フォントに組み込まれた合字を使用するには、合字領域を使用します。合字とは、特定
の複数文字を組み合わせて単一字形にする組版手法です。大抵のフォントには、「f」と
それに続く「i」、「f」とそれに続く「l」のための合字が含まれています。カーニング
(>)で分割フィールドで、合字への組み合わせが行われるカーニングとトラッキングの上
限値（単位は1/200全角スペース）を指定できます。たとえば、大きなトラッキング値
を含む見出しに合字が含まれることはありません。デフォルト値は1です（範囲は0～
10、測定方法は0.005（1/200）全角スペース、最小単位は0.001）。「office」およ
び「waffle」などの「ffi」と「ffl」にある2番目の2文字が合字に組み合わされないよう
にするには、"ffi"または"ffl"は使用しないをオンにします。従来のタイプセッティングシ
ステムによく見られるこれらの組み合わせの3文字合字は、Mac OS用にデザインされた
フォントでは標準化されていないため、3文字のうちの2文字のみを組み合わせるのでは
なく、3文字すべてを別々にしておくことを望む組版作成者もいます。多くのPostScript
フォントには「ffi」および「ffl」合字はありませんが、ほとんどのOpenTypeフォント
にはあります。このチェックボックスはデフォルトでオフになっています。

• 文字間隔を制御するために、ほとんどのフォントに組み込まれているカーニングテーブ
ルを使用するには、自動カーニング( >)をオンにします。自動カーニング( >)フィールド
で、自動カーニングを使用する必要があるポイントサイズの下限を指定できます。自動
カーニング( >)機能には、選択したフォントのトラッキング値ダイアログボックス（補
助>トラッキングの編集）で指定する、カスタムトラッキング情報も実装されています。
このオプションはデフォルトでオンになっていて、4ポイントのしきい値が設定されてい
ます（範囲は0～72ポイント、測定方法はインチ、ポイント、cmなど、最小単位は
0.001）。

• テキストのポイントサイズに等しい全角スペース（たとえば、24ポイントのテキストに
は24ポイントの全角スペースがあります）を指定するには、標準emスペースをオンに
します。標準emスペースがオフの場合、現在のフォントの2つのゼロの幅が全角スペー
スの幅として使用されます。このオプションは、デフォルトでオンになっています。
Option+スペースキー／Ctrl+Shift+6を押して、テキストに全角スペースを挿入できま
す。

• フレックススペース幅のデフォルト値50%を変更するには、フレックススペース幅フィー
ルドを使用します。改行のあるフレックススペースを作成するには、Option+Shift+ス
ペースキー／Ctrl+Shift+5を押します。改行のないフレックススペースを作成するには、
Command+Option+Shift+スペースキー／Ctrl+Alt+Shift+5を押します。フレックス
スペース幅の値は、指定されたフォントとフォントサイズの通常のenスペースの割合で
表されます（範囲は0～400%、測定はパーセント方式、最小単位は0.1）。

• オールキャップスタイプスタイルが適用されているアクセント付き文字にアクセント記
号を含めるかどうかを指定するには、オールキャップスのアクセント記号チェックボッ
クスを使用します。このオプションは、デフォルトでオンになっています。
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環境設定 - レイアウト - ツール

ズームツール およびアイテムツール のデフォルトの特性を指定したり、アイテ
ム作成ツールで作成されたアイテムのデフォルト設定を行うには、環境設定ダイアログ
ボックス（QuarkXPress／編集メニュー）のツールペインを使用します。

•
アイテムツール のオプションを構成するには、アイテムツールを選択してから設定
をクリックします。アイテムツールによりアイテムを少しずつ動かすためのピクセル数
を制御するには、Shiftキーを使って少しずつ増分領域を使用します。ボックスをダブル
クリックしたときの動作を決定するには、ボックスをダブルクリックしたときのアクショ
ンの下にあるラジオボタンを使用します。アイテムツールから適切なコンテンツツール
に切り替えるか、設定ダイアログボックスを開くかを選択できます。

•
ズームツール の表示変更の範囲と増分を制御するには、ズームツールを選択してか
ら設定をクリックします。

•テキストコンテンツおよび画像コンテンツツールのドラッグオプションを構成するには、

この2つが結合したコンテンツツール を選択して設定をクリックします。選択したコ
ンテンツツールを使用してドラッグしたときに新規ボックスを作成するには、ボックス
を作成をクリックします。選択したコンテンツツールを使用してドラッグしたときにボッ
クスを選択するには、ボックスを選択をクリックします。

• 1つ以上の関連するアイテム作成ツールで作成されたアイテムのデフォルトの属性を変更
するには、ツールを選択してから設定をクリックします。

• ツールの環境設定を変更していて、その環境設定をデフォルトに戻したい場合は、ツー
ルをリストから選択して修復をクリックします。複数のツールの環境設定を変更してい
て、それらすべてのツールの環境設定をデフォルトに戻すには、すべて修復をクリック
します。

環境設定 - レイアウト - トラップ
バージョン9.0から、スプレッドトラップとチョークトラップはサポートされなくなりま
した。トラップペインで設定したスプレッドおよびチョークは、出力時に適用されませ
ん。ただし、オーバープリントとノックアウトは適用されます。

環境設定 - レイアウト - ガイドとグリッド
ガイドやデザイングリッドのさまざまなデフォルト設定を指定するには、環境設定ダイ
アログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）のガイドとグリッドペインを使用しま
す。

ガイド吸着距離フィールドでは、6ピクセルのデフォルトの吸着距離を変更できます。ガ
イドへの吸着チェックボックス（表示メニュー）をオンにすると、この距離でオブジェ
クトがページガイドに吸着します（範囲は1～216、基準単位はピクセル、最小増分値は
1です）。

ガイド領域で、下記の操作を行ってください。

• デフォルトのマージンとガイドの色を指定するには、マージンの色ボタンとガイドの色
ボタンを使用します。
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• ルーラーガイドおよびページガイドをページアイテムの前後どちらに配置するかを指定
するには、コンテンツの前またはコンテンツの後ろをクリックします。

ページグリッド領域で、下記の操作を行ってください。

• マスターページグリッドとテキストボックスグリッドを表示できるズームの最小倍率を
制御するには、ズーム表示倍率フィールドに値を入力します。

• マスターページグリッドをページアイテムの前後どちらに配置するかを指定するには、
コンテンツの前またはコンテンツの後ろをクリックします。コンテンツの前をクリック
すると、マスターページグリッドをガイドの前後どちらに配置するかも指定できます。

環境設定 — レイアウト — カラーマネジャー
すべての機器で一貫した表示や出力を行えるように色を定義するには、環境設定ダイア
ログボックス（QuarkXPress／編集メニュー）のカラーマネジャーペインを使用しま
す。

変換方法領域で、下記の操作を行ってください。

• 色の変換に使用するエンジンを指定するには、カラーエンジンドロップダウンメニュー
からオプションを選択します。

• すべての出力方法でできるだけ濃い黒を出すには、ブラックポイントの補正チェックボッ
クスをオンにします。

ソースオプション領域で、下記の操作を行ってください。

•ソースセットアップドロップダウンメニューを使用して、画像のソースカラースペース
とQuarkXPressで使用する色を指定します。

•ウィンドウメニューのプロファイル情報コマンドと画像の取り込みダイアログボックス
のカラーマネージメントタブを有効にするには、画像プロファイルへのアクセスを可能
にするチェックボックスをオンにします。このオプションにより、プロファイルに関す
る情報を表示できます。

印刷レイアウトのみ：表示 > 出力のプルーフサブメニューを使用する場合にレイアウト
の表示方法を指定するには、ソフトプルーフ領域で次のオプションを使用します。

• デフォルトのプルーフ出力セットアップを指定するには、出力のプルーフドロップダウ
ンメニューからオプションを選択します。

• ソフトプルーフのレンダリング方法を指定するには、レンダリング方法ドロップダウン
リストからオプションを選択します。視覚的を選択すると、すべての色がターゲットの
範囲内に収まるように、ソースの範囲内ですべての色を調整します。相対的な色域を維
持を選択すると、ソースとターゲットの両方の範囲内の色が維持されます。唯一変更さ
れるソースカラーは、ターゲットの範囲内に収まらないソースカラーです。彩度を選択
すると、ソースカラーの彩度を考慮して、ターゲットの範囲で相対的な彩度が同じ色に
変更します。絶対的な色域を維持を選択すると、ソースとターゲットの両方の範囲内の
色が維持されます。ターゲットの範囲外の色は、白紙に印刷されたときの外観に合わせ
て調整されます。ソースによる定義では、すべての色および画像に対してソースのセッ
トアップで定義したレンダリング方法を使用します。

印刷レイアウトのみ： ベクトルEPS/PDFファイル領域で、下記の操作を行ってくださ
い。
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• 取り込んだEPSおよびPDFファイルでベクトルコンテンツの色を管理するには、新規のベ
クトルEPS/PDFをカラー管理するチェックボックスをオンにします。この環境設定は、
このチェックボックスをオンにしてから取り込まれたEPSおよびPDFファイルのみに適用
されます。

• アクティブなプロジェクトで既に取り込まれているEPSおよびPDFファイルでベクトルコ
ンテンツの色を管理するには、配置済みのベクトルEPS/PDFを含むチェックボックスを
オンにします。

ウェブレイアウトのみ：HTMLの書き出しに使用する出力プロファイルを指定するには、
HTML書き出しドロップダウンメニューからオプションを選択します。

インタラクティブレイアウトのみ：SWFの書き出しに使用する出力プロファイルを指定
するには、SWFの書き出しドロップダウンメニューからオプションを選択します。

環境設定 — レイアウト — レイヤー
新規レイヤーの作成時に使用する設定を指定するには、環境設定ダイアログボックス
（QuarkXPress／編集メニュー）のレイヤーペインを使用します。

• 新規レイヤーをデフォルトで表示するには、可視チェックボックスをオンにします。

• デフォルトで新規レイヤーを印刷しないようにするには、出力しないをクリックします。

• 新規レイヤーをデフォルトでロックするには、ロックチェックボックスをオンにします。

• 表示されているレイヤーが隠されたレイヤー上のアイテムに回り込むよう、新規レイヤー
の回り込みを維持するには、回り込み保持をクリックします。

環境設定 - レイアウト - プレゼンテーション
インタラクティブレイアウトのみ： 環境設定ダイアログボックス（QuarkXPress／編
集メニュー）のプレゼンテーションペインを使用すると、デフォルトのページ遷移、デ
フォルトポインタの設定、デフォルト自動ページ移行間隔の設定、およびプロジェクト
で複数ページにわたる自動前進ループを使用するかどうかの設定が可能です。

• デフォルトのページ遷移を設定するには、効果ドロップダウンメニューからオプション
を選択し、その遷移の時間をドロップダウンメニューの下にある時間フィールドに入力
します。

• デフォルトのポインタを指定するには、ポインタ領域のドロップダウンメニューからオ
プションを選択します。

• エンドユーザーがマウスポインタをインタラクティブアイテム上に移動させたときに表
示させるポインタを指定するには、ユーザードロップダウンメニューからオプションを
選択します。

• アクティブなプロジェクトで、ユーザーが操作しなくても自動的に次のページに進むよ
うにするには、自動前進間隔をクリックして自動前進の間隔を秒フィールドに入力しま
す。

• プロジェクトで、次のページを表示アクションが実行されたときに自動的に最後のペー
ジから最初のページに移動するには、ループチェックボックスをオンにします。

環境設定 - レイアウト - SWF
インタラクティブレイアウトのみ：SWFペインでは、インタラクティブレイアウトのデ
フォルトの書き出しオプションを設定できます。これらのオプションを表示および設定
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するには、このペインのデフォルトオプションをクリックします。書き出し設定ダイア
ログボックスが表示されます。このペインの使用方法についての詳細は、「書き出しの
設定」を参照してください。
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法律上の注記

©2022 Quark Software Inc. and its licensors.All rights reserved.

次の米国特許によって保護されています。5,541,991、5,907,704、6,005,560、 
6,052,514、6,081,262、6,633,666 B2、6,947,959 B1、6,940,518 B2、 
7,116,843、7,463,793およびその他の出願中の特許。

Quark、Quarkロゴ、QuarkXPress、QuarkCopyDeskは、Quark Software Inc.と
Quark関連会社の米国およびその他各国における商標または登録商標です。その他のす
べての商標は、それぞれの所有者に帰属します。

当ソフトウェアアプリケーションまたはユーザーのドキュメントに表示されるPantone® 
Colorの表示は、PANTONE標準色とは合致しない場合があります。正確な色については
最新のPANTONE色見本帳を利用してください。PANTONE®およびその他のPantone
の商標は、Pantone LLCに帰属します。© Pantone LLC, 2010が著作権を有します。

カラーデータおよび／またはソフトウェアの著作権は、Pantoneが所有しています。 
Quark Software, Inc.はライセンスに基づき、Quarkソフトウェアとの併用に限定して
配布を許可されています。Quarkソフトウェアによる作業の一部でないかぎり、PANTONE
カラーデータおよび／またはソフトウェアをディスクまたはメモリに複製することは禁
じられています。
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